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小
誌 

風
の
薔
薇

　
　

シュポ
ール
／
シュル
ファス　
一
九
八
四
年
夏
号

編
集
＝
松
浦
寿
夫 

執
筆
＝
松
浦
、
岡
崎
乾
二
郎
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ソ
レ
ル
ス
、
マ
ル
ス
ラ
ン
・

プ
レ
ネ
、
ミ
レ
ー
、
カ
ー
ヌ
他　

五
月
革
命
の
衝
撃
の
中
か
ら
誕
生
し
、
テ
ル
ケ
ル
派
と
雁

行
し
つ
つ
、
美
術
の
大
胆
な
脱
構
築
を
企
て
、
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
美
術
に
大
き
な
影
響
を
与

え
続
け
る
Ｓ
／
Ｓ
の
全
貌
を
伝
え
る
。 

一
〇
四
頁 

八
〇
〇
円

　
　

ジャン=

フ
ランソ
ワ・リ
オ
タ
ール　
一
九
八
六
年
夏
号

編
集
＝
小
林
康
夫　

執
筆
＝
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
リ
オ
タ
ー
ル
、
今
村
仁
司
、
谷
川
渥
、

松
浦
寿
夫　
《
社
会
主
義
か
野
蛮
か
》
の
戦
闘
的
左
翼
か
ら
欲
動
の
哲
学
へ
、
そ
し
て
未
聞

の《
文
》の
哲
学
へ
。ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
代
表
的
哲
学
者
リ
オ
タ
ー
ル
の
た
め
の
全
頁
特
集
。

 

一
二
八
頁 

一
二
〇
〇
円

　
　

ウ
リ
ポの
言
語
遊
戯　
一
九
九
一
年
秋
号

編
集
＝
松
島
征　

執
筆
＝
松
島
、
酒
詰
治
男
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ル
・
リ
ヨ
ネ
ー
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

ペ
レ
ッ
ク
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト　

古
今
東
西
の
言
語
遊
戯
の
理
論
的
探
求
と
新
た

な
言
語
遊
戯
の
果
敢
な
実
践
を
つ
づ
け
る
ウ
リ
ポ
・
グ
ル
ー
プ
の
驚
く
べ
き
成
果
を
あ
か
す
。

 

一一
九
頁 

一
五
〇
〇
円

小
誌 
風
の
薔
薇

文
学
・
芸
術
・
人
文
科
学
の
問
題
を
、
と
り
わ
け
言
語
（
記
号
）
の
問
題
と
し
て
、
ジ
ャ
ン

ル
横
断
的
に
考
察
す
べ
く
、《
言
語
学
の
た
め
の
、
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
言
語
の
た
め

の
機
関
》
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
小
雑
誌
。
毎
号
特
集
形
式
に
よ
っ
て
、
今
日
の
最
も
根
源
的

な
知
的
実
践
の
現
場
へ
と
誘
う
。 

Ａ
５
判
並
製

　
　

言
語
、
さ
え
も　
一
九
八
二
年
夏
号

執
筆
＝
豊
崎
光
一
、
渋
沢
孝
輔
、
浅
沼
圭
司
、
土
岐
恒
二
、
小
林
康
夫　

今
日
に
お
け
る
言

語
の
問
題
の
多
様
な
局
面
を
、シ
モ
ン
『
農
事
詩
』
の
中
に
、デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド・ジ
ョ
ー
ン
ズ
、

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
丸
山
圭
三
郎
、
竹
内
芳
郎
等
の
中
に
探
る
。
装
画
＝
加
納
光
於
。

四
〇
頁 

五
〇
〇
円

　
　

相
互
テ
クス
ト
性
の
問
題　
一
九
八
三
年
夏
号

執
筆
＝
豊
崎
光
一
、三
浦
信
孝
、
小
林
康
夫
、
ロ
ー
ラ
ン
・
ジ
ェ
ニ
ー
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
セ

ガ
レ
ン　

ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
《
相
互
テ
ク
ス
ト
性
》
の

概
念
の
射
程
と
有
効
性
を
セ
ガ
レ
ン
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
中
に
、
そ
し
て
翻
訳
の
問
題
の
中
に

探
る
。
装
画
＝
加
納
光
於
。 

八
〇
頁 

六
五
〇
円

12

345
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風
の
薔
薇
叢
書不

可
能
な
も
のへの
権
利

小
林
康
夫

《
思
考
が
私
の
意
志
に
も
可
能
性
に
も
義
務
に
も
属
さ
な
い
こ
と
が
告
げ
ら
れ
る
場
処
。
思

考
と
私
と
が
無
限
の
〈
荒
廃
〉
に
よ
っ
て
引
き
離
さ
れ
て
い
る
切
迫
の
場
処
》、
こ
の
非
‐

場
処
に
お
い
て
問
わ
れ
る
ゲ
ー
ム
、
死
、
共
同
体
の
問
題
。
今
日
の
哲
学
的
思
考
の
可
能
性

を
示
す
好
著
。 

二
五
九
頁　

二
五
〇
〇
円

無
の
透
視
法

小
林
康
夫

《
死
の
思
考
、
不
可
能
性
の
思
考
、
無
の
思
考
》
を
求
め
て
、
近
代
芸
術
を
支
え
る
理
念
と

神
話
の
失
墜
以
後
を
生
き
る
芸
術
家
た
ち
（
デ
ュ
シ
ャ
ン
、
ア
ル
ト
ー
、
ケ
ー
ジ
、
三
島
由

紀
夫
等
）
へ
肉
迫
す
る
芸
術
論
集
。
気
鋭
の
哲
学
＝
仏
文
学
者
の
二
重
の
処
女
作
。《
語
る

の
は
死
で
あ
る
》。 

二
三
一
頁　

二
五
〇
〇
円

ポス
ト
ア
ー
ト
論

室
井
尚

今
日
の
先
端
的
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
高
速
度
に
横
断
し
つ
つ
、
物
語
な
き
前
衛
な
き
芸
術
な
き

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
時
代
の《
芸
術
》の
驚
く
べ
き
変
貌
を
、《
作
品
》の
消
滅
と
パ
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
氾
濫
、
そ
し
て
と
り
わ
け
メ
デ
ィ
ア
の
専
制
と
の
関
連
の
う
ち
に
問
う
若
き
美
学
者
の
意

欲
作
。 

二
二
一
頁　

二
五
〇
〇
円

吉
田
健一頌

丹
生
谷
貴
志
・
四
方
田
犬
彦
・
松
浦
寿
輝
・
柳
瀬
尚
紀

絶
対
へ
の
渇
望
と
そ
の
不
可
能
性
の
深
淵
に
、果
て
し
な
く
雪
崩
れ
ゆ
く《
近
代
―
世
紀
末
》。

こ
の
病
め
る
意
識
か
ら
の
脱
出
と
い
う
類
例
の
な
い
試
み
を
生
き
た
《
文
人
》
吉
田
健
一
。

そ
の
作
品
世
界
に
斬
新
な
思
考
の
可
能
性
を
見
出
す
若
手
批
評
家
に
よ
る
書
き
下
し
吉
田
健

一
論
集
。 

二
二
二
頁　

二
〇
〇
〇
円

風
の
薔
薇
叢
書

編
集
＝
金
井
美
恵
子
＋
坂
部
恵
＋
清
水
徹
＋
豊
﨑
光
一

《
ど
こ
か
に
、
単
純
に
そ
し
て
純
粋
に
、
言
語
と
呼
ば
れ
る
べ
き
ジ
ャ
ン
ル
は
存
在
し
え
な

い
だ
ろ
う
か
。
詩
と
散
文
と
い
う
形
式
的
な
対
位
法
の
み
で
は
な
く
、
文
学
と
そ
れ
以
外
の

も
の
と
い
う
対
象
の
区
別
を
も
越
え
て
》。
還
元
不
可
能
な
言
語
へ
向
う
現
代
日
本
の
テ
ク

ス
ト
的
実
践
の
新
し
い
様
相
を
伝
え
る
。 

四
六
判
並
製
函
入

鏡
・
空
間
・イマー
ジュ

宮
川
淳

実
体
論
的
思
考
を
蝕
む
《
鏡
》、こ
の《
似
て
い
る
こ
と
》の
魅
惑
と
危
険
に
つ
い
て
、《
自
己
同

一
性
の
間
隙
か
ら
の
あ
る
非
人
称
の
出
現
》
に
つ
い
て
語
る
、
夭
折
し
た
美
術
批
評
家
の
犀

利
な
長
篇
評
論
。《
そ
こ
に
い
る
の
は
誰
か
。そ
し
て
、誰
が
語
っ
て
い
る
の
か
》。栞
＝
浅
田
彰・

中
沢
新
一
・
小
林
康
夫
・
丹
生
谷
貴
志
他 

二
二
一
頁
＋
別
丁
図
版
二
四
頁　

二
五
〇
〇
円

文
手
箱

豊
崎
光
一

《「
あ
い
だ
」
は
「
空
間
」
の
「
間
」
で
あ
る
と
同
時
に
、「
人
間
」
の
「
間
」
で
も
あ
る
。

あ
い
だ
、ま
…
つ
ま
り
は
ど
ち
ら
も
「
存
在
」
で
は
な
い
の
だ
》。
ブ
ラ
ン
シ
ョ
、フ
ー
コ
ー
、

ク
ロ
ソ
フ
ス
キ
ー
、
宮
川
淳
等
を
巡
っ
て
、
文
学
・
哲
学
・
美
術
の
「
間
」
に
お
い
て
書
か

れ
た
十
九
の
エ
セ
ー
。 

二
五
一
頁　

二
五
〇
〇
円

クロニック

豊
崎
光
一

常
に
第
一
線
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
と
し
て
、
欧
米
、
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
、
芸
術
、

思
想
の
状
況
を
鋭
く
克
明
に
観
つ
づ
け
て
き
た
著
者
の
二
十
数
年
間
に
お
よ
ぶ
長
短
さ
ま
ざ

ま
な
批
評
的
エ
セ
ー
の
集
大
成
。
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
一
側
面
を
鮮
や
か
に
浮
き
彫
り

に
す
る
。 

二
八
三
頁　

二
五
〇
〇
円



5

水
声
通
信 ●4　

ロシ
ア・ア
ヴァン
ギャル
ド
芸
術06

年2

月
号

二
十
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ア
に
お
い
て
、
文
学
・
芸
術
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
席
捲
し
た
こ
の
運

動
に
、
第
一
線
の
研
究
者
た
ち
が
迫
る
。
執
筆
＝
桑
野
隆
、
浦
雅
春
、
戸
田
ツ
ト
ム
、
武
隈

喜
一
、
江
村
公
、
タ
チ
ヤ
ナ
・
コ
ト
ヴ
ィ
チ
、
セ
リ
ム
・
ハ
ン
＝
マ
ゴ
メ
ド
フ
他　

連
載
＝

小
林
、
松
浦
、
高
橋
、
野
村
、
中
村 

一
二
八
頁　
一
〇
〇
〇
円

●5　

野
村
喜
和
夫 

詩
の
未
来
に
賭
け
る06

年3

月
号

腐
朽
し
ゆ
く
現
代
詩
に
死
を
！　

出
発
以
来
、
一
作
ご
と
に
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
て
き
た
詩

壇
の
革
命
児
の
全
貌
を
あ
か
す
。
執
筆
＝
野
村
喜
和
夫
、
吉
増
剛
造
、
小
林
康
夫
、
中
沢
け

い
、
藤
沢
周
、
鈴
木
和
成
、
城
戸
朱
理
、
山
田
せ
つ
子
他　

追
悼
＝
島
敦
彦
、
Ｏ 

Ｊ
Ｕ
Ｎ
、

松
井
智
恵　

連
載
＝
桑
野
〔
完
〕、
松
浦
、
中
村 

一
四
四
頁　
一
〇
〇
〇
円

●6　

ジョル
ジュ・ペレック06

年4

月
号

〈
ウ
リ
ポ
〉グ
ル
ー
プ
最
大
の
小
説
家
へ
の
極
東
か
ら
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
。執
筆
＝
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

ペ
レ
ッ
ク
、
酒
詰
治
男
、
塩
塚
秀
一
郎
、
松
島
征
、
Ｍ
・
Ｆ
・
フ
ェ
リ
エ
、
原
野
葉
子
、
湯

沢
英
彦
、
宮
川
明
子
、
若
島
正
、
オ
ク
ヤ
ナ
オ
ミ
、
春
日
武
彦
、
宮
下
誠　

連
載
＝
松
浦
、

高
橋
、
野
村
、
中
村　

追
悼
＝
佐
野
衛
、
黒
田
杏
子 

一
四
四
頁　
一
〇
〇
〇
円

●7　

ダ
ダ  1916-1924  06

年5

月
号

二
十
世
紀
の
文
学
、
芸
術
の
様
相
を
一
変
さ
せ
た
《
ダ
ダ
》
の
運
動
を
九
十
年
の
後
に
徹
底

的
に
再
考
す
る
。
執
筆
＝
塚
原
史
、
宮
下
誠
、
鈴
木
芳
子
、
鈴
木
雅
雄
、
井
口
壽
乃
、
村
田

宏
、
波
潟
剛
、
マ
ル
ク
・
ダ
シ
ー
、
白
川
昌
生
、
平
井
正
、
香
川
檀
、
谷
昌
親
、
平
芳
幸
浩

他　

特
別
寄
稿
＝
荒
川
修
作　

連
載
＝
松
浦
、
中
村
、
野
村 

一
六
〇
頁　
一
〇
〇
〇
円

水
声
通
信

 

Ａ
５
判
並
製

●1　

荒
川
修
作
の〈
死
に
抗
う
建
築
〉05

年11

月
号

近
代
建
築
に
死
を
！　

東
京
の
西
郊
に
出
現
し
た
異
形
の
建
築
〈
三
鷹
天
命
反
転
住
宅
〉
を

巡
る
大
特
集
。
執
筆
＝
荒
川
修
作
、
瀬
戸
内
寂
聴
、
馬
場
駿
吉
、
塚
原
史
、
河
本
英
夫
、
高

橋
順
一
他　

特
別
寄
稿
＝
清
水
徹　

連
載
＝
小
林
康
夫
、
松
浦
寿
夫
、
高
橋
透
、
桑
野
隆
、

野
村
喜
和
夫
、
中
村
邦
生 

総
一
四
四
頁　
一
〇
〇
〇
円

●2　

小
島
信
夫
を
再
読
す
る05

年12
月
号

私
小
説
的
な
装
い
の
も
と
に
、
一
貫
し
て
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
で
実
験
的
な
作
品
を
発
表

し
続
け
て
き
た
日
本
文
壇
最
長
老
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
。
執
筆
＝
小
島
信
夫
、
大
庭
み
な
子
、

三
浦
清
宏
、
堀
江
敏
幸
、
千
石
英
世
、
中
村
邦
生
、
芳
川
泰
久
、
斎
藤
環
、
茂
木
健
一
郎
、

千
野
帽
子
他　

連
載
＝
小
林
、
松
浦
、
高
橋
、
桑
野
、
野
村
、
中
村 

一
六
〇
頁　
一
〇
〇
〇
円

●3　

村
山
知
義
とマ
ヴォ
イス
ト
た
ち06

年1

月
号

近
代
日
本
最
大
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
集
団
の
多
様
な
側
面
を
、
同
時
代
的
な
文
脈
に
お
い

て
、
ま
た
今
日
的
な
視
点
か
ら
読
み
説
く
。
執
筆
＝
五
十
殿
利
治
、
松
浦
寿
夫
、
水
沢
勉
、

林
淑
美
、
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ワ
イ
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ド
、
白
川
昌
生
、
滝
沢
恭
司
、
波
潟
剛
、
正

木
喜
勝
、
喜
多
恵
美
子
他　

連
載
＝
松
浦
、
桑
野
、
野
村
、
中
村 

一
三
六
頁　
一
〇
〇
〇
円



6

水
声
通
信●12　

宮
川
淳
、
三
〇
年
の
後
に06

年10

月
号

主
体
と
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
近
代
的
概
念
の
破
砕
を
企
て
た
美
術
批
評
家
へ
の
遠
く
か
ら
の
オ

マ
ー
ジ
ュ
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
吉
田
喜
重　

執
筆
＝
清
水
徹
、
浅
沼
圭
司
、
岡
田
温
司
、
土

屋
誠
一
、
桑
田
光
平
、
神
山
亮
子
、
野
田
吉
郎
他　

連
載
＝
小
林
康
夫
、
松
浦
寿
夫 

高
橋
透
、

野
村
喜
和
夫
、
中
村
邦
生 

一
二
八
頁　
一
〇
〇
〇
円

●13　

何
の
た
めの
出
版
？06

年11

月
号

電
子
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
に
よ
っ
て
出
版
は
死
滅
す
る
と
い
う
俗
説
を
笑
い
つ
つ
、〈
何
の
た

め
の
〉
出
版
な
の
か
を
問
う
。
執
筆
＝
立
仙
順
朗
、
私
市
保
彦
、
石
塚
純
一
、
長
谷
邦
夫
、

山
崎
勉
、
中
村
邦
生
他　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
西
沢
栄
美
子
＋
小
林
康
夫　

新
連
載
＝
宮
下
志

朗　

連
載
＝
小
林
康
夫
、
松
浦
寿
夫
、
野
村
喜
和
夫 

一一
二
頁　
一
〇
〇
〇
円

●14　

戦
後マン
ガ
史
論
を
ど
う
書
く
か06

年12

月
号

史
上
最
大
の
出
版
部
数
と
最
高
の
（
？
）
芸
術
的
表
現
に
到
達
し
た
《
戦
後
マ
ン
ガ
》
の

六
〇
年
を
考
え
る
。
執
筆
＝
斎
藤
環
、
長
谷
邦
夫
、
梶
井
純
、
永
山
薫
、
吉
村
和
真
、
竹
内

オ
サ
ム
、
校
條
剛
他　

新
連
載
＝
桑
田
光
平　

連
載
＝
小
林
康
夫
、
松
浦
寿
夫
、
高
橋
透
、

野
村
喜
和
夫
、
中
村
邦
生 

九
六
頁　
一
〇
〇
〇
円

●15　

《
こ
こ
ろ
》の
ア
ポ
リ
ア07

年1+2

月
号

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
か
ら
最
新
の
脳
科
学
の
知
見
ま
で
を
俎
上
に
の
せ
、

「
こ
こ
ろ
」
へ
迫
る
。
執
筆
＝
坂
部
恵
、
黒
崎
政
男
、
中
島
隆
博
、
小
林
康
夫
、
高
田
康
成
、

山
本
久
美
子
、
信
原
幸
弘
、
原
塑　

書
評
＝
浅
沼
圭
司
、
田
野
倉
康
一　

連
載
＝
宮
下
志
朗
、

松
浦
寿
夫
、
野
村
喜
和
夫
、
桑
田
光
平
、
中
村
邦
生 

一
二
二
頁　
一
〇
〇
〇
円

●8　

加
納
光
於
の
芸
術06

年6

月
号

銅
版
画
か
ら
出
発
し
な
が
ら
驚
く
べ
き
油
彩
画
へ
と
至
っ
た
加
納
光
於
の
全
体
像
へ
迫
る
。

執
筆
＝
加
納
光
於
、
大
岡
信
、
吉
増
剛
造
、
平
出
隆
、
谷
川
渥
、
巌
谷
國
士
、
建
畠
晢
、
中

村
隆
夫
、
野
村
喜
和
夫
、
土
屋
誠
一
、
暮
沢
剛
巳
、
谷
川
晃
一
他　

特
別
掲
載
＝
高
遠
弘
美

新
連
載
＝
小
林
康
夫　

連
載
＝
松
浦
、
高
橋
、
野
村
、
中
村 

総
一
五
二
頁　
一
〇
〇
〇
円

●9　

軽
井
沢
とい
う
記
号06

年7

月
号

軽
井
沢
と
い
う
多
面
的
な
記
号
を
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
に
読
み
解
く
！　

執
筆
＝
千
葉
一

幹
、
中
村
邦
生
、
千
石
英
世
、
芳
川
泰
久
、
鈴
木
貞
美
、
川
崎
浹
、
千
野
帽
子
、
福
田
真
人

他　

特
別
掲
載
＝
馬
場
駿
吉
、
乗
松
亨
平　

展
評
＝
須
藤
哲
生
、
椹
木
野
衣
、
和
田
忠
彦
、

土
屋
誠
一　

連
載
＝
小
林
、
松
浦
、
野
村
、
中
村 

総
一
五
二
頁　
一
〇
〇
〇
円

●10　

ジャン=

リュック・ナンシ
ー06
年8
月
号

デ
リ
ダ
以
降
、
最
大
の
哲
学
者
の
来
日
を
記
念
す
る
、
本
邦
初
の
大
特
集
！　

執
筆
＝
ナ
ン

シ
ー
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
、
小
林
康
夫
、
鵜
飼
哲
、
西
谷
修
、
増
田
一
夫
、
湯
浅
博
雄
、

合
田
正
人
、
大
西
雅
一
郎
、
上
田
和
彦
、
守
中
高
明
、
西
山
雄
二　

特
別
掲
載
＝
イ
ー
デ
ン

ソ
ー
ル
＋
コ
タ
リ　

連
載
＝
小
林
、
松
浦
、
高
橋
、
野
村
、
中
村 

一
四
四
頁　
一
〇
〇
〇
円

●11　

表
象
とス
ク
リ
ーン06

年9

月
号

「
表
象
の
危
機
」
の
時
代
へ
肉
迫
す
る
《
表
象
文
化
論
》
の
果
敢
な
る
試
み
。
執
筆
＝
小
林

康
夫
、
松
浦
寿
輝
、
吉
田
喜
重
、
岡
田
茉
莉
子
、
加
国
尚
志
、
原
和
之
、
貝
沢
哉
、
大
橋
完

太
郞
、
北
野
圭
介
、
中
島
隆
博
、
ミ
ハ
イ
ル
・
ヤ
ン
ポ
リ
ス
キ
ー　

連
載
＝
松
浦
寿
夫
、
野

村
喜
和
夫
、
中
村
邦
生
、
デ
リ
ダ
×
ナ
ン
シ
ー 

一
二
八
頁　
一
〇
〇
〇
円



7

水
声
通
信 ●20　

思
想
史
の
な
かのシュルレア
リスム07

年9+10

月
号

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
同
伴
し
つ
つ
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
抗
し
て
、
同
時
代
を
生
き
ぬ
い
た

人
々
の
肖
像
。
執
筆
＝
鈴
木
雅
雄
、
塚
本
昌
則
、
永
井
敦
子
、
郷
原
佳
以
、
三
ツ
堀
広
一
郎
、

丸
山
真
幸
、
塩
塚
秀
一
郎
、
星
埜
守
之
、
齊
藤
哲
也　

特
別
掲
載
＝
松
浦
寿
夫
、
ロ
マ
ン
・

ヤ
コ
ブ
ソ
ン
、
朝
妻
恵
里
子　

連
載
＝
宮
下
史
朗
他 

一
六
八
頁　
一
五
〇
〇
円

●21　

ヘン
リ
ー・ミ
ラ
ー07

年11+12

月
号

二
十
世
紀
の
小
説
を
根
底
か
ら
革
新
し
た
ミ
ラ
ー
の
多
様
な
側
面
に
光
を
あ
て
る
。
執
筆
＝

本
田
康
典
、
山
崎
勉
、
芳
川
泰
久
、
小
林
美
智
代
、
松
田
憲
次
郎　

連
載
＝
小
林
康
夫
、
松

浦
寿
夫
、
高
橋
透
、
湯
沢
英
彦
、
桑
田
光
平
、
中
村
邦
生

 

九
六
頁　
一
〇
〇
〇
円

●22　

サ
ミュエル・ベケット08

年1+2

月
号

ジ
ョ
イ
ス
の
衣
鉢
を
つ
ぐ
小
説
家
に
し
て
極
度
に
縮
減
さ
れ
た
詩
的
戯
曲
の
作
家
ベ
ケ
ッ
ト

に
迫
る
。
執
筆
＝
ベ
ケ
ッ
ト
、
北
文
美
子
、
近
藤
耕
人
、
井
上
善
幸
、
メ
ア
リ
・
ブ
ラ
イ
デ
ン
、

岡
室
美
奈
子
、
西
村
和
泉
、
景
英
淑
、
野
間
勉
、
堀
真
理
子　

連
載
＝
宮
下
志
朗
、
本
田
康

典
、
湯
沢
英
彦
、
高
橋
透
、
桑
田
光
平
、
中
村
邦
生
、
松
浦
寿
夫 

一
四
四
頁　
一
五
〇
〇
円

●23　

シュルレア
リスム
美
術
を
ど
う
語
る
か

　

08
年3+4

月
号

モ
ダ
ニ
ズ
ム
批
評
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
排
除
さ
れ
て
き
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
を
現
代

美
術
史
の
な
か
に
復
権
す
る
。
執
筆
＝
林
道
郎
、
鈴
木
雅
雄
、
齊
藤
哲
也
、
中
田
健
太
郎
、

河
本
真
理
、
長
尾
天
、
神
保
京
子
、
長
谷
川
晶
子
、
永
井
敦
子
、
星
埜
守
之
、
合
田
陽
祐 

他　

連
載
＝
小
林
康
夫
、
宮
下
志
朗
、
湯
沢
英
彦
、
中
村
邦
生
他 

一
八
四
頁　
一
五
〇
〇
円

●16　

ジョン・ケ
ー
ジ07

年3

月
号

二
十
世
紀
の
音
楽
、
芸
術
の
状
況
を
一
変
さ
せ
た
稀
代
の
作
曲
家
＝
思
想
家
の
全
貌
。
執
筆

＝
近
藤
譲
、
藤
枝
守
、
渋
谷
慶
一
郎
×
池
上
高
志
、
柿
沼
敏
江
、
椎
名
亮
輔
、
中
井
悠
他

展
評
＝
北
沢
憲
昭　

追
悼
＝
坂
部
恵
他　

新
連
載
＝
湯
沢
英
彦　

連
載
＝
宮
下
志
朗
、
小
林

康
夫
、
高
橋
透
、
野
村
喜
和
夫
、
桑
田
光
平
、
中
村
邦
生 

一
二
二
頁　
一
〇
〇
〇
円

●17　

甦
る
ラ
イ
プニッツ07
年4+5

月
号

甦
る
〈
ヴ
ェ
ル
ブ
ム
の
形
而
上
学
〉
の
源
流
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
。
そ
の
思
想
の
現
代
的
意
味

を
考
え
る
。
執
筆
＝
佐
々
木
能
章
、
小
田
部
胤
久
、
松
田
毅
、
酒
井
潔
、
森
田
團　

座
談
会

＝
坂
部
恵
×
黒
崎
政
男
×
山
内
志
朗
×
小
林
康
夫　

連
載
＝
宮
下
志
朗
、
湯
沢
英
彦
、
高
橋

透
、
野
村
喜
和
夫
、
桑
田
光
平
、
中
村
邦
生 

一
二
八
頁　
一
〇
〇
〇
円

●18　

阿
部
良
雄
の
仕
事07

年6

月
号

こ
の
一
月
に
急
逝
し
た
世
界
的
な
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
学
者
に
し
て
美
術
史
家
の
仕
事
を
検
討
し

追
悼
す
る
。
執
筆
＝
出
口
裕
弘
、
堂
本
尚
郎
、
清
水
徹
、
蓮
實
重
彦
、
渡
辺
守
章
、
中
地
義

和
、
四
方
田
犬
彦
、
松
浦
寿
夫
、
稲
賀
繁
美
、
鈴
木
雅
雄
、
湯
浅
博
雄
、
鈴
木
啓
二
、
横
張

誠
、
吉
村
和
明
、
北
村
卓
、
山
田
兼
士
、
海
老
根
龍
介
他 

一
六
八
頁　
一
五
〇
〇
円

●19　

《
視
点
》を
め
ぐって07

年7+8

月
号

誰
が
視
る
の
か
？　

誰
が
語
る
の
か
？　
《
主
体
》
の
問
題
と
深
く
交
錯
す
る
《
視
点
》
の

問
題
を
、
美
学
・
言
語
学
・
物
語
論
の
ま
じ
わ
る
場
所
か
ら
考
え
る
。
執
筆
＝
淺
沼
圭
司
、 

松
浦
寿
夫
、
中
山
眞
彦
、
赤
羽
研
三
、
田
口
紀
子
、
喜
田
浩
平
、
井
元
秀
剛　

連
載
＝
高
橋

透
、
湯
沢
英
彦
、
桑
田
光
平
、
野
村
喜
和
夫
、
中
村
邦
生 

一一
二
頁　
一
〇
〇
〇
円



8

水
声
通
信●28　

黒
田
ア
キ09

年1+2

月
号

執
筆
＝
黒
田
ア
キ
、
Ｍ・デ
ュ
ラ
ス
、
Ｐ・ラ
ク
ー
＝
ラ
バ
ル
ト
、
小
林
康
夫
、
宮
島
達
男
、
Ｊ・

ア
ル
イ
ユ
、
Ｃ
・
フ
ァ
ラ
ン
、
本
江
邦
夫
、
森
裕
一
、
道
家
洋
、
千
種
成
顕　

特
別
寄
稿
＝

中
村
亨
、
矢
口
裕
子
、
Ａ
・
ス
テ
ッ
ト
ナ
ー　

書
評
＝
望
月
哲
男　

連
載
＝
宮
下
志
朗
、
松

浦
寿
夫
、
湯
沢
英
彦
、
桑
田
光
平
、
本
田
康
典
、
中
村
邦
生 

二
一
六
頁　

二
〇
〇
〇
円

●29　

ポス
ト・ソ
ウルの
黒
人
文
化09

年3+4

月
号

執
筆
＝
木
内
徹
、
Ｔ
・
エ
リ
ス
、
Ｂ
・
Ｄ
・
ア
ッ
シ
ュ
、
西
本
あ
づ
さ
、
森
あ
お
い
、
石
田

依
子
、
山
本
伸
、
中
地
幸
、
三
石
庸
子
、
堀
邦
維
、
坂
下
史
子　

ア
ル
フ
レ
ッ
ド･

ジ
ャ
リ

小
特
集
＝
Ｊ
・
シ
ュ
ー
、
合
田
陽
祐　

特
別
寄
稿
＝
白
川
昌
生　

連
載
＝
宮
下
志
朗
、
湯
沢

英
彦
、
高
橋
透
、
桑
田
光
平
、
本
田
康
典
、
中
村
邦
生 

二
二
四
頁　

二
〇
〇
〇
円

●30　

ジョル
ジュ・バタ
イユ09

年5+6

月
号

執
筆
＝
Ｍ
・
シ
ャ
プ
サ
ル
、
Ｄ
・
ア
ル
バ
ン
、
Ａ
・
ジ
ュ
フ
ロ
ワ
、
Ｄ
・
オ
リ
エ
、
谷
口
亜
沙
子
、

高
桑
和
巳
、
濱
野
耕
一
郎
、
合
田
正
人
、
丸
山
真
幸
、
荻
野
厚
志
、
Ｍ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
、
Ｇ

＝
Ｆ
・
ル
エ
ッ
ト
、
神
田
浩
一
、
西
谷
修
、
古
永
真
一
、
門
間
広
明
、
鈴
木
雅
雄　

連
載
＝
宮

下
志
朗
、
湯
沢
英
彦
、
高
橋
透
、
本
田
康
典
、
中
村
邦
生 

二
五
四
頁　

二
〇
〇
〇
円

●31　

ア
ナ
イス・ニン09

年7+8

月
号

執
筆
＝
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
、
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
ー
、
ケ
イ
ト
・
ミ
レ
ッ
ト
、
杉
崎
和
子
、

木
村
淳
子
、
冥
王
ま
さ
子
、
山
本
豊
子
、
矢
口
裕
子
、
金
澤
智
、
渡
部
あ
さ
み
、
柴
田
元
幸
、

書
評
＝
臼
田
紘　
特
別
寄
稿
＝
小
笠
原
鳥
類
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン　

連
載
＝
宮
下

志
朗
、
松
浦
寿
夫
、
桑
田
光
平
、
本
田
康
典
、
中
村
邦
生 

二
〇
六
頁　

二
〇
〇
〇
円

●24　

交
感
の
ポエティクス08

年5+6

月
号

ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
環
境
文
学
と
し
て
現
れ
つ
つ
あ
る
、
自
然
と
人
間
の
新
し

い
〈
交
感
〉
の
可
能
性
を
探
る
。
執
筆
＝
野
田
研
一
、
近
藤
耕
人
、
管
啓
次
郎
、
喜
納
育
江
、

山
里
勝
己
、
中
川
僚
子
、
伊
達
直
之
、
結
城
正
美
、
小
峯
和
明　

書
評
＝
山
田
幸
平
、
山
梨

俊
夫　

連
載
＝
宮
下
志
朗
、
松
浦
寿
夫
、
高
橋
透
、
中
村
邦
生
他 

一
四
四
頁　
一
五
〇
〇
円

●25　

シュルレア
リスム
美
術
はいか
に
し
て
可
能
か

　

08

年7+8

月
号

「
図
」
と
し
て
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
、
遠
近
法
的
空
間
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画

を
め
ぐ
る
白
熱
の
討
議
。
執
筆
＝
鈴
木
雅
雄
、
林
道
郎
、
塚
原
史
、
千
葉
文
夫
、
齊
藤
哲
也
、

永
井
敦
子
、
中
田
健
太
郎
、
中
村
尚
明
、
宮
下
誠　

書
評
＝
小
口
雅
史　

連
載
＝
宮
下
志
朗
、

松
浦
寿
夫
、
湯
沢
英
彦
、
桑
田
光
平
、
本
田
康
典
、
中
村
邦
生 

一
九
二
頁　

二
〇
〇
〇
円

●26　

カ
ズ
オ・イシ
グロ08

年9+10

月
号

執
筆
＝
小
池
昌
代
、
阿
部
公
彦
、
平
井
杏
子
、
中
川
僚
子
、
遠
藤
不
比
人
、
新
井
潤
美
、
藤

田
由
季
美
、
木
下
卓
、
岩
田
託
子
、
武
井
博
美　

特
別
寄
稿
＝
白
川
昌
生　

書
評
＝
吉
田
文

憲　

追
悼
＝
長
谷
邦
夫　

連
載
＝
宮
下
志
朗
、
松
浦
寿
夫
、
湯
沢
英
彦
、
高
橋
透
、
桑
田
光

平
、
本
田
康
典
、
中
村
邦
生 

一
六
〇
頁　

二
〇
〇
〇
円

●27　

ジュール・ヴェルヌ08

年11+12

月
号

執
筆
＝
ル
・
ク
レ
ジ
オ
、
横
尾
忠
則
、
芳
川
泰
久
、
Ｆ
・
デ
ー
ス
、
私
市
保
彦
、
島
村
山
寝
、

大
友
徳
明
、
石
橋
正
孝
、
新
島
進
、
堀
千
晶
、
藤
元
直
樹
、
Ｒ･

シ
ェ
ラ
ー
ド　

特
別
寄
稿

＝
塚
本
昌
則
、
齊
藤
哲
也
、
鈴
木
雅
雄　

書
評
＝
田
之
倉
稔　

追
悼
＝
柳
原
孝
敦　

連
載
＝

松
浦
寿
夫
、
高
橋
透
、
本
田
康
典
、
中
村
邦
生 

二
二
四
頁　

二
〇
〇
〇
円



9

水
声
通
信

●32　

ジャン=

ピエ
ール・リシャール09

年9+10

月
号

執
筆
＝
ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・
リ
シ
ャ
ー
ル
、ミ
シ
ェ
ル
・
コ
ロ
ー
、芳
川
泰
久
、野
村
喜
和
夫
、

桑
田
光
平
、
堀
千
晶
、
田
中
成
和
、
湯
沢
英
彦
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト 

、山
崎
敦
、
三

ツ
堀
広
一
郎
、
西
脇
雅
彦　

書
評
＝
三
浦
清
宏
、
平
井
杏
子　

連
載
＝
宮
下
志
朗
、
松
浦
寿
夫
、

髙
橋
透
、
本
田
康
典
、
中
村
邦
生 

一
五
八
頁　

二
〇
〇
〇
円

●33　

エコク
リ
ティシ
ズム10

年
第1

号（10

年7

月
）

執
筆
＝
結
城
正
美
、Ｈ・シ
ラ
ネ
、野
田
研
一
、笹
田
直
人
、小
谷
一
明
、生
田
省
悟
、喜
納
育
江
、Ｇ・

ガ
ー
リ
ー
、
中
川
僚
子
、
小
山
亘
、
岩
井
洋
、
山
里
勝
己
、
村
上
清
敏
、
豊
里
真
弓
、
山
本
洋
平
、

高
橋
龍
夫
、
波
戸
岡
景
太
、
加
藤
睦
、
一
ノ
瀬
和
夫
、
Ｄ
・
ブ
ラ
ッ
ト
ン
、
巽
孝
之　

特
別
寄

稿
＝
Ｊ
＝
Ｌ
・
ス
タ
イ
ン
メ
ッ
ツ
、
今
井
勉
他　
連
載
＝
宮
下
志
朗
他 

二
九
二
頁　

二
五
〇
〇
円

●34　
『
社
会
批
評
』の
ジョルジュ・バタ
イユ11

年
第1

号

　
（11

年8

月
）

執
筆
＝
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ
、
ジ
ャ
ン
・
ベ
ル
ニ
エ
、
ボ
リ
ス
・
ス
ヴ
ァ
ー
リ
ン
、
レ
イ
モ
ン
・

ク
ノ
ー
、岩
野
卓
司
、丸
山
真
幸
、有
馬
麻
理
亜
、彦
江
智
弘　

連
載
＝
宮
下
志
朗
、松
浦
寿
夫
、

桑
田
光
平
、本
田
康
典　

特
別
寄
稿
＝
齊
藤
哲
也
、野
崎
歓
、西
谷
修
、鈴
木
雅
雄
、中
田
健
太
郎
、

豊
﨑
由
美
、
塩
塚
秀
一
郎
、
Ｄ
・
ラ
バ
テ
、
中
村
邦
生　
全
号
総
目
次 

二
八
五
頁　
二
五
〇
〇
円



10

別
冊
水
声
通
信セ

クシュア
リ
ティ

執
筆
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
、
ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
、
デ
ィ
デ
ィ
エ
・
エ
リ
ボ
ン
、

エ
レ
ー
ヌ
・
シ
ク
ス
ー
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
フ
ァ
ン
・
ロ
ッ
ス
ム
＝
ギ
ュ
イ
ヨ
ン
、
湯
浅

博
雄
、
澤
田
直
、
合
田
正
人
、
岩
野
卓
司
、
大
西
雅
一
郎
、
関
修
、
吉
川
佳
英
子
、
郷
原
佳

以
、
丸
山
真
幸
、
大
森
晋
輔 

12.7　

三
二
五
頁　

二
八
〇
〇
円

バタ
イユと
そ
の
友
た
ち

執
筆
＝
Ｐ
・
ソ
レ
ル
ス
、
Ｊ
・
ヴ
ァ
ー
ル
、
岩
野
卓
司
、
郷
原
佳
以
、
門
間
広
明
、
有
馬
麻

理
亜
、
Ｊ
・
シ
ェ
ニ
ウ
ー
＝
ジ
ャ
ン
ド
ロ
ン
、
長
谷
川
晶
子
、
永
野
潤
、
Ｒ
・
ク
ノ
ー
、
Ａ
・

コ
ジ
ェ
ー
ヴ
、
加
藤
美
季
子
、
丸
山
真
幸
、
伊
藤
直
、
伊
原
木
大
祐
、
大
原
宣
久
、
Ｒ
・
ゲ

＝
ク
ロ
ズ
ィ
エ
、
築
山
和
也
、
永
井
敦
子 

14.7　

四
一
九
頁　

三
〇
〇
〇
円

シモ
ーヌ・ヴェイユ

執
筆
＝
Ａ・カ
ミ
ュ
、Ｇ・バ
タ
イ
ユ
、Ｅ・レ
ヴ
ィ
ナ
ス
、Ｍ・ブ
ラ
ン
シ
ョ
、Ｒ・シ
ュ
ナ
ヴ
ィ
エ
、Ｐ・

パ
シ
ェ
、Ｅ
・ガ
ブ
リ
エ
リ
、稲
葉
延
子
、西
文
子
、鈴
木
順
子
、竹
内
修
一
、福
島
勲
、伊
原
木
大
祐
、

上
田
和
彦
、馬
場
智
一
、有
田
英
也
、渡
名
喜
庸
哲
、丸
山
真
幸
、吉
川
佳
英
子
、安
原
伸
一
朗
、大

辻
都
、今
村
順
子
、岩
野
卓
司
、大
西
雅
一
郎
、伊
原
木
詩
乃 

17.12　
二
九
三
頁　
二
八
〇
〇
円

別
冊
水
声
通
信

 

Ａ
５
判
並
製

坂
部
恵

執
筆
＝
村
上
陽
一
郎
、
木
村
敏
、
鈴
木
忠
志
、
磯
崎
新
、
加
藤
尚
武
、
藤
井
貞
和
、
佐
々
木

健
一
、
関
根
清
三
、
苅
部
直
、
黒
崎
政
男
、
山
内
志
朗
、
乗
立
雄
輝
、
山
根
雄
一
郎
、
小
林

康
夫
、
野
家
啓
一
、
小
田
部
胤
久
、
田
中
綾
乃
、
伊
古
田
理
、
高
橋
克
也
、
伊
藤
邦
武
、
伊

豆
藏
好
美
、
森
田
團
、
下
野
正
俊
、
川
中
子
義
勝 

11.6　

三
五
〇
頁　

二
八
〇
〇
円

ジュリ
アン・グ
ラック

執
筆
＝
ミ
シ
ェ
ル
・
ト
ゥ
ル
ニ
エ
、ピ
エ
ー
ル
・
ミ
シ
ョ
ン
、ド
ミ
ニ
ク
・
ラ
ブ
ル
ダ
ン
、ミ
シ
ェ

ル
・
ミ
ュ
ラ
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ロ
、
マ
リ
ア
ン
ヌ
・
ロ
レ
ン
ジ
、
天
沢
退
二
郎
、
安
藤
元

雄
、
堀
江
敏
幸
、
塚
本
昌
則
、
永
井
敦
子
、
三
ツ
堀
広
一
郎

 
11.12　

二
六
一
頁　

二
五
〇
〇
円



11

水
声
文
庫

水
声
文
庫

 

四
六
判
上
製

制
作
について

浅
沼
圭
司

混
沌
と
し
た
現
代
社
会
の
あ
り
方
と
制
作
の
〈
い
ま
〉
の
姿
と
の
関
係
を
あ
き
ら
か
に
す
る

た
め
に
、絵
画
、音
楽
、小
説
を
と
り
あ
げ
、芸
術
制
作
の
起
源
と
も
い
え
る〈
模
倣
〉か
ら〈
表

象
〉、〈
表
現
〉
へ
の
展
開
の
変
容
を
プ
ラ
ト
ン
、
バ
ル
ト
ら
の
著
作
を
ふ
ま
え
考
察
す
る
。

 
16.11　

三
七
三
頁　

四
五
〇
〇
円

宮
澤
賢
治
の「
序
」を
読
む

浅
沼
圭
司

幼
少
期
に
賢
治
を
読
ん
だ
記
憶
、太
平
洋
戦
争
中
の
「
学
徒
動
員
」
と
い
う
名
の
労
働
体
験
、

美
学
へ
の
思
い
な
ど
を
横
軸
に
『
春
と
修
羅
』『
春
と
修
羅　

第
二
集
』『
注
文
の
多
い
料
理

店
』
に
つ
け
ら
れ
た
短
い
「
序
」
を
読
み
と
く
こ
と
で
、話
す
よ
う
に
書
く
詩
人
の
あ
り
方
、

生
、
そ
の
願
い
を
た
ど
る
書
き
下
ろ
し
評
論
。 

16.9　

二
三
二
頁　

二
八
〇
〇
円

物
語
と
日
常 

二
本
の
映
画
と
二
つ
の
物
語
作
家
の
動
機
に

よ
る
四
つ
の
断
章 

淺
沼
圭
司

〈
日
常
、
こ
の
あ
り
き
た
り
で
、
わ
か
り
き
っ
た
、
し
か
し
ま
た
、
そ
の
正
体
を
と
ら
え
が
た

い
も
の
…
…
。〉
タ
ー
ル
・
ベ
ラ
の
『
ト
リ
ノ
の
馬
』、
ア
キ
・
カ
ウ
リ
ス
マ
キ
の
『
ル
・
ア
ー

ヴ
ル
』、
そ
し
て
宮
部
み
ゆ
き
の
「
杉
本
三
郎
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど
を
読
み
解
き
「
日
常
」
と
は

な
に
か
と
い
う
問
題
を
美
学
的
視
点
か
ら
考
察
す
る
。 

21.6　
二
三
三
頁　
二
五
〇
〇
円

物
語
る
イ
メ
ー
ジ 

絵
画
、
絵
巻
あ
る
い
は
漫
画
そ
し
て
写

真
、
映
画
な
ど 

浅
沼
圭
司

こ
れ
ま
で
の
物
語
の
基
盤
を
揺
る
が
し
た
〈
3
・
11
〉
以
降
、
ど
の
よ
う
に
物
語
を
語
る
こ

と
＝
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？　

絵
巻
、
漫
画
、
写
真
、
動
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
覚

媒
体
を
も
と
に
、
物
語
の
未
知
な
る
コ
ス
モ
ス
を
追
求
す
る
、
新
た
な
物
語
論
。

13.12　

三
〇
八
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
四
頁　

三
五
〇
〇
円

昭
和
あ
るいは
戯
れ
る
イ
メ
ー
ジ

浅
沼
圭
司

「
既
存
の
イ
メ
ー
ジ
体
系
に
依
拠
し
な
い
、
あ
た
ら
し
い
モ
デ
ル
＝
イ
メ
ー
ジ
を
創
出
す
る

こ
と
は
も
は
や
不
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。」〈
昭
和
〉
を
め
ぐ
る
自
己
と
他
者
の
記
憶
、
不
在

の
体
験
を
想
起
し
、
時
代
の
心
性
を
テ
ク
ス
ト
化
す
る
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
論
。

 
12.1　

二
五
〇
頁　

二
八
〇
〇
円

映
画
美
学
入
門

淺
沼
圭
司

技
術
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
五
〇
年
前
の
映
画
製
作
の
状
況
は
か
な
り
変
化
し
て
い
る
と

は
い
え
、
そ
の
理
論
的
状
況
を
メ
リ
エ
ス
、
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、

ア
ラ
ン
・
レ
ネ
、
ベ
ル
イ
マ
ン
ら
の
作
品
を
た
ど
り
、
映
画
の
発
生
か
ら
「
映
画
芸
術
」
の

成
立
を
改
め
て
考
察
す
る
。 

18.11　

三
二
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

ソレルスの
中
国 

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
彼
方
へ

阿
部
静
子

先
鋭
な
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
し
て
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
実
験
を
押
し
進
め
、『
テ
ル
・
ケ
ル
』

誌
を
通
し
て
多
く
の
作
家
や
哲
学
者
を
送
り
出
し
て
き
た
《
変
節
漢
》
の
闘
争
の
記
録
。
文

化
大
革
命
の
狂
乱
か
ら
遠
く
離
れ
て
、
彼
の
創
作
活
動
を
貫
く
「
中
国
」
の
様
相
を
描
き
出

す
。 

22.10　
一
七
三
頁　

二
〇
〇
〇
円
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水
声
文
庫映

像
ア
ー
トの
原
点　
一九
六
〇
年
代 

東
京
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク 

飯
村
隆
彦

日
本
の
、
と
い
う
以
上
に
、
世
界
の
実
験
映
画
の
新
し
い
地
平
を
切
り
開
い
て
き
た
著
者
が
、

自
ら
の
原
点
と
し
て
の
《
一
九
六
〇
年
代
》
を
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
語
り
つ

く
す
。

16.3　

二
四
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

バル
ザック
詳
説

柏
木
隆
雄

一
言
一
句
、
目
を
凝
ら
し
て
小
説
世
界
を
追
い
か
け
る
―
―
ぴ
た
り
と
符
号
す
る
文
字
の
並

び
、
登
場
人
物
の
変
化
、
会
話
の
妙
、
読
者
を
巻
き
込
む
位
相
、
そ
し
て
他
の
作
品
へ
の
目

配
せ
―
―
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
『
人
間
喜
劇
』
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
仕
掛
け
が
動
き
出
す
、
冴
え

渡
る
読
み
の
手
ほ
ど
き
！ 

20.1　

四
五
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

ヒッ
プ
ホッ
プ・
クロニ
ク
ル　
時
代
を
証
言
す
る
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
文
化 

金
澤
智

誕
生
か
ら
半
世
紀
近
く
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
社
会
が
抱
え
て
い
る
暴
力
、
銃
、
ド
ラ
ッ
グ
、

人
種
差
別
、
性
差
別
な
ど
の
問
題
を
可
視
化
し
た
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
を
と
お
し
て
、
ア
メ
リ
カ

社
会
を
読
み
解
き
、
そ
の
歴
史
を
た
ど
る
比
較
文
化
論
。 

20.12　
一
九
九
頁　

二
五
〇
〇
円

ア
メ
リ
カ
映
画
と
カ
ラ
ー
ラ
イン 

映
像
が
侵
犯
す
る
人

種
境
界
線 

金
澤
智

い
ま
や
人
種
境
界
線
は
可
視
の
要
素
で
は
な
く
、曖
昧
か
つ
不
安
定
で
不
可
視
な
も
の
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
カ
ラ
ー
ラ
イ
ン（
人
種
／
階
層
）の
問
題
を
、『
招
か
れ
ざ
る
客
』『
ジ
ャ

キ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
』『8 M

ile

』『
ビ
ッ
グ
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
』な
ど
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
さ

ぐ
る
最
も
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
ア
メ
リ
カ
文
化
・
映
画
論
。 

14.12　

二
三
二
頁　

二
八
〇
〇
円

平
成
ボ
ー
ダ
ー
文
化
論

阿
部
嘉
昭

平
成
の
不
気
味
に
つ
い
て
―
―
。
犯
罪
、
メ
デ
ィ
ア
、
若
者
、
音
楽
、
写
真
、
女
性
、
ア
ダ

ル
ト
ビ
デ
オ
、
漫
画
な
ど
を
縦
横
に
論
じ
な
が
ら
、「
平
成
」
と
い
う
時
代
を
裏
側
か
ら
考

察
し
た
異
色
の
日
本
文
化
論
。

 
15.3　

四
三
二
頁　

四
五
〇
〇
円

幽
霊
の
真
理 

絶
対
自
由
に
向
か
う
た
め
に

荒
川
修
作
＋
小
林
康
夫

荒
川
の
声
が
聞
こ
え
る
―
―
。
身
体
の
可
能
性
を
〈
建
築
〉
に
見
出
そ
う
と
す
る
荒
川
修
作

と
、
哲
学
者
・
小
林
康
夫
が
、
美
術
・
文
学
・
哲
学
を
縦
横
に
横
断
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る

既
成
の
概
念
の
根
幹
を
問
い
、「
知
の
総
合
」
を
目
指
す
、
衝
撃
の
対
話
。

15.3　

三
〇
一
頁　

三
〇
〇
〇
円

『
悪
の
華
』を
読
む

安
藤
元
雄

「
同
時
代
の
詩
」
を
書
く
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
継
父
へ
の
反
発
と
母
へ
の
愛
憎
、

政
治
へ
の
期
待
と
落
胆
、
芸
術
家
の
使
命
の
標
榜
、
権
力
へ
の
反
抗
、
恋
慕
と
挫
折
、
都
市

の
移
ろ
い
と
陰
、
老
い
と
病
、
そ
し
て
虚
無
…
…
近
代
人
の
矛
盾
と
動
揺
を
「
悪
」
の
う
ち

に
結
実
さ
せ
た
詩
集
へ
の
《
さ
そ
い
》。 

18.5　

二
四
九
頁　

二
八
〇
〇
円

フ
ラン
ク・オハラ 

冷
戦
初
期
の
詩
人
の
芸
術

飯
野
友
幸

一
九
五
〇
―
六
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ポ
ロ
ッ
ク
や
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
、
ケ
ー
ジ
や
フ
ェ

ル
ド
マ
ン
と
い
っ
た
作
家
・
芸
術
家
の
間
を
飛
び
回
り
、
戦
後
の
狂
騒
と
冷
戦
の
抑
圧
下
で

早
世
し
た
異
能
の
詩
人
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
特
異
な
詩
学
に
迫
る
。

 
19.1　

二
一
九
頁　

二
五
〇
〇
円
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水
声
文
庫 小

説
の
楽
し
み

小
島
信
夫

稀
有
の
実
験
精
神
に
よ
っ
て
戦
後
文
学
を
領
導
し
て
き
た
著
者
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
セ
ル

バ
ン
テ
ス
か
ら
チ
ェ
ー
ホ
フ
、
カ
フ
カ
、
ベ
ケ
ッ
ト
、
Ｐ
・
ブ
ル
ッ
ク
ま
で
を
縦
横
に
論
じ

な
が
ら
、
現
代
に
お
け
る
〈
小
説
の
自
由
〉〈
小
説
の
可
能
性
〉
に
肉
迫
す
る
、
最
晩
年
の

白
熱
の
語
り
下
ろ
し
。 

一
四
八
頁　
一
五
〇
〇
円

書
簡
文
学
論

小
島
信
夫

『
ア
ベ
ラ
ー
ル
と
エ
ロ
イ
ー
ズ
』
か
ら
『
パ
ミ
ラ
』『
危
険
な
関
係
』『
貧
し
き
人
々
』『
チ
ェ
ー

ホ
フ
の
手
紙
』『
チ
ャ
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
街
84
番
地
』
そ
し
て
自
作
『
女
流
』
ま
で
。
古
今

東
西
の
書
簡
文
学
、
書
簡
体
小
説
を
、
闊
達
自
在
に
読
み
解
く
、
書
簡
体
に
よ
る
書
簡
体
小

説
論
。
書
き
下
ろ
し
。 

一
八
五
頁　
一
八
〇
〇
円

演
劇
の一場
面

小
島
信
夫

「
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
」、
説
教
「
を
ぐ
り
」、「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
か
ら
カ
ン
ト
ー
ル
に
至
る
古
今

東
西
の
演
劇
を
逍
遥
し
な
が
ら
、〈
軌
道
か
ら
外
れ
、
軌
道
に
復
し
た
と
き
に
は
予
想
も
し

な
か
っ
た
も
の
を
ま
と
っ
て
〉
や
っ
て
く
る
演
劇
の
諸
相
を
軽
や
か
に
考
察
す
る
異
色
の
演

劇
論
。 

二
〇
〇
頁　

二
〇
〇
〇
円

《
人
間
》への
過
激
な
問いか
け 

煉
獄
の
フ
ラ
ン
ス
現
代

哲
学（
上
） 

小
林
康
夫

二
〇
世
紀
後
半
に
世
界
を
席
捲
し
た
フ
ラ
ン
ス
現
代
哲
学
の
中
を
、
ひ
と
つ
の
星
屑
＝
流
星

と
し
て
漂
流
し
た
著
者
に
よ
る
、
内
部
観
測
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。
論
文
、
書
評
、
対
談
、
エ
ッ

セ
イ
を
収
録
。
上
巻
は
バ
ル
ト
、
フ
ー
コ
ー
、
リ
オ
タ
ー
ル
と
の
遭
遇
を
記
録
す
る
。

 
20.9　

二
八
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

ソ
ヴィエ
ト
科
学
の
裏
庭 

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
め
ぐ
る
葛
藤
と

共
存 

金
山
浩
司
編

ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
哲
学
者
・
科
学
者
た
ち
は
、
教
条
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
権
力
に
翻
弄

さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
か
。
マ
ル
ク
ス
主
義
、
遺
伝
学
、
量
子
力
学
、
植
林
計
画
を
め

ぐ
る
論
争
を
中
心
に
、
闘
争
す
る
研
究
者
た
ち
の
科
学
的
探
求
の
試
み
に
光
を
当
て
る
、
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
科
学
史
研
究
の
最
前
線
。 

23.4　

三
〇
六
頁
＋
別
丁
四
頁　

三
五
〇
〇
円

三
木
竹
二 

兄
鴎
外
と
明
治
の
歌
舞
伎
と

木
村
妙
子

好
色
、
残
忍
、
妄
誕
、
荒
唐
無
稽
と
、
近
代
か
ら
の
批
判
に
曝
さ
れ
た
歌
舞
伎
に
深
く
魅
せ

ら
れ
、
そ
の
衰
退
を
押
し
止
め
る
べ
く
、
歌
舞
伎
の
《
型
の
記
録
》《
型
の
保
存
》
に
邁
進

し
な
が
ら
、
若
く
し
て
逝
っ
た
、
森
鴎
外
の
弟
に
し
て
劇
評
家
、
編
集
者
の
生
涯
と
仕
事
を

克
明
に
描
き
出
す
初
の
評
伝
。 

20.5　

四
九
六
頁
＋
別
丁
四
〇
頁　

四
〇
〇
〇
円

ロ
ラン・バル
ト 

偶
発
事
へ
の
ま
な
ざ
し

桑
田
光
平

バ
ル
ト
に
つ
い
て
〈
書
き
は
じ
め
る
〉
こ
と
の
意
味
を
問
い
つ
つ
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
疲

労
し
、
意
味
に
疲
労
し
、〈
私
〉
に
疲
労
し
、〈
私
〉
を
放
棄
す
る
こ
と
に
疲
労
す
る
バ
ル
ト

の
姿
に
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
肉
薄
す
る
気
鋭
の
研
究
者
の
処
女
作
。

11.12　

二
四
三
頁　

二
五
〇
〇
円

危
機
の
時
代
の
ポ
リ
フォニ
ー 

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
バ
フ
チ
ン
、

メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド 

桑
野
隆

一
九
二
〇
年
〜
三
〇
年
代
と
い
う
《
危
機
の
時
代
》
に
あ
っ
て
、
鮮
や
か
な
光
芒
を
は
な
っ

た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
バ
フ
チ
ン
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

の
運
動
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
に
圧
殺
さ
れ
た
そ
の
悲
劇
的
な
営
為
に
秘
め
ら

れ
た
可
能
性
の
核
心
に
迫
る
。 

09.10　

三
二
五
頁　

三
〇
〇
〇
円
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水
声
文
庫マラルメの〈

書
物
〉

清
水
徹

自
然
主
義
的
、
リ
ア
リ
ズ
ム
的
文
学
観
を
根
本
的
に
刷
新
し
、
現
代
文
学
へ
の
途
を
切
り
開

い
た
詩
人
が
死
の
床
に
至
る
ま
で
構
想
し
つ
づ
け
た
未
聞
の
〈
書
物
〉
と
は
何
か
。
残
さ
れ

た
膨
大
な
メ
モ
、
断
章
を
子
細
に
検
討
し
、〈
演
劇
〉
で
も
あ
り
、〈
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
〉
で

も
あ
る
も
の
と
し
て
の
〈
書
物
〉
の
夢
へ
肉
薄
す
る
。 

11.8　
一
七
九
頁　

二
〇
〇
〇
円

美
術
・
神
話
・
総
合
芸
術 

「
贈
与
と
し
て
の
美
術
」の
源
へ

白
川
昌
生

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
や
初
期
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
、
さ
ら
に
は
ト
ロ
ブ
リ
ア
ン
ド
諸
島
人

の
社
会
に
お
け
る
〈
ア
ー
ト
〉
の
在
り
方
を
探
究
す
る
と
と
も
に
、
近
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

席
巻
し
た
、
モ
デ
ル
ネ
の
怒
濤
の
よ
う
な
運
動
を
超
え
、《
総
合
芸
術
》
へ
と
向
か
う
。
美

術
家
で
あ
る
著
者
に
よ
る
、
芸
術
の
根
源
へ
の
問
い
。 

19.8　

二
七
〇
頁　

二
八
〇
〇
円

贈
与
と
し
ての
美
術

白
川
昌
生

美
術
作
品
・
芸
術
活
動
は
、
ど
の
よ
う
に
価
値
が
形
成
さ
れ
る
の
か
？　

未
開
社
会
の
ク
ラ

交
換
、
モ
ー
ス
の
「
贈
与
論
」、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
経
済
理
論
を
も
と
に
、
現
在
の
腐
朽
し

た
美
術
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら
問
い
た
だ
す
！

14.3　

二
二
四
頁　

二
五
〇
〇
円

西
洋
美
術
史
を
解
体
す
る

白
川
昌
生

〈
西
洋
〉
そ
し
て
〈
美
術
〉
と
い
う
伝
統
的
な
閉
じ
ら
れ
た
枠
組
を
解
体
し
、
相
対
化
し
、

も
う
ひ
と
つ
の
別
の
美
術
史
を
構
想
す
る
、
西
洋
美
術
史
へ
の
新
し
い
入
門
書
。
未
知
の
地

平
へ
向
け
て
歩
む
二
十
一
世
紀
の
美
術
を
考
え
る
。

 
11.5　

一
五
四
頁　
一
八
〇
〇
円

死
の
秘
密
、《
希
望
》の
火 

煉
獄
の
フ
ラ
ン
ス
現
代
哲
学

（
下
） 

小
林
康
夫

「
過
激
な
問
い
か
け
」
に
、
ダ
ン
ス
を
す
る
よ
う
に
応
答
す
る
こ
と
―
―
フ
ラ
ン
ス
現
代
哲

学
の
星
座
の
中
を
駆
け
抜
け
た
著
者
に
よ
る
、「
友
愛
」の
実
践
と
し
て
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
。

下
巻
は
デ
リ
ダ
、
ナ
ン
シ
ー
、
デ
ュ
ラ
ス
と
の
遭
遇
を
記
録
す
る
。 

20.12　

四
二
一
頁　

三
八
〇
〇
円

ク
リス
チャンに
さ
さ
や
く 

現
代
ア
ー
ト
論
集

小
林
康
夫

さ
さ
や
く
よ
う
に
、
語
り
か
け
る
よ
う
に
…
…
「
二
人
称
の
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
」
と
い
う
ス
タ

イ
ル
に
よ
っ
て
〈
美
〉
と
〈
倫
理
〉
を
激
し
く
問
い
、現
代
ア
ー
ト
を
縦
横
無
尽
に
論
じ
た
、

破
格
の
美
術
批
評
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
を
論
じ
た
表
題
作
に
加
え
、
森
村

泰
昌
、
荒
川
修
作
他
を
論
じ
た
全
十
六
編
を
収
録
。 

22.6　

二
〇
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

零
度
のシュルレア
リスム

齊
藤
哲
也

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
は「
何
」か
？　

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は「
死
ん
だ
」の
か
？　

い
ま
、

な
ぜ
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
な
の
か
？　

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
め
ぐ
る
《
七
つ
の
謎
》
を
気

鋭
の
研
究
者
と
と
も
に
考
え
る
、
必
携
の
入
門
書
。
図
版
多
数
。

 
11.5　

二
七
一
頁　

二
五
〇
〇
円

実
在への
殺
到

清
水
高
志

二
〇
世
紀
の
思
想
や
文
化
、
ま
た
西
洋
近
代
の
世
界
観
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
、
メ
イ
ヤ

ス
ー
や
ハ
ー
マ
ン
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
イ
ロ
ス
・
デ
・
カ
ス
ト
ロ
や
デ
ス
コ
ラ
や
ス
ト
ラ
ザ
ー
ン
。

彼
ら
彼
女
ら
の
思
想
・
哲
学
と
強
く
共
振
し
、
深
く
共
鳴
し
あ
い
な
が
ら
、
世
界
に
先
駆
け

前
世
紀
的
哲
学
を
突
破
し
た
、
著
者
渾
身
の
評
論
。 

17.8　

二
七
二
頁　

二
五
〇
〇
円



15

水
声
文
庫 シュルレア

リスム
美
術
を
語
る
た
め
に鈴

木
雅
雄
×
林
道
郎

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
研
究
と
美
術
史
学
の
二
人
の
気
鋭
の
研
究
者
が
、
往
復
書
簡
、
講
演
、

対
話
に
よ
っ
て
、
常
に
新
し
い
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
謎
に
迫
る
。《
現
実
と
夢
の
間
に
直

接
的
な
通
路
が
穿
た
れ
…
…
》

 
11.6　

二
五
〇
頁　

二
八
〇
〇
円

サ
イ
ボ
ー
グ・エシックス

高
橋
透

人
間
／
動
物
／
機
械
の
境
界
を
撹
乱
せ
よ
！　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
的
共
存
の
う
ち
に
、
種
の
壁

を
越
え
、
サ
イ
ボ
ー
グ
の
世
界
へ
と
向
か
う
新
し
い
世
紀
の
新
し
い
倫
理
。
わ
れ
わ
れ
は
み

な
サ
イ
ボ
ー
グ
だ
！

 

一
八
〇
頁　

二
〇
〇
〇
円

モ
ー
トン・フェル
ドマン 〈
抽
象
的
な
音
〉の
冒
険

高
橋
智
子

図
形
楽
譜
の
発
明
者
に
し
て
、演
奏
時
間
四
時
間
を
超
え
る
長
大
な
楽
曲
を
書
い
た
作
曲
家
、

モ
ー
ト
ン
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
と
は
何
者
だ
っ
た
の
か
。
同
時
代
の
作
曲
家
や
抽
象
表
現
主
義

の
画
家
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
変
転
す
る
そ
の
全
貌
を
描
き
出
す
。
ケ
ー
ジ
と
並
ぶ
現

代
音
楽
の
最
重
要
人
物
、
本
邦
初
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
！ 

22.12　

三
五
六
頁　

三
八
〇
〇
円

（
不
）可
視
の
監
獄 

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
の
芸
術
と
歴
史

多
木
陽
介

こ
れ
ま
で
深
く
考
察
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ベ
ケ
ッ
ト
と
〈
監
獄
〉
と
の
親
密
な
関
係
を

探
究
し
な
が
ら
、
現
代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
実
存
を
閉
じ
込
め
て
き
た
〈（
不
）
可
視
の

監
獄
〉
を
浮
き
彫
り
に
す
る
、
渾
身
の
ベ
ケ
ッ
ト
論
。

 
16.5　

三
六
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

美
術
館
・
動
物
園
・
精
神
科
施
設

白
川
昌
生

美
術
館
、
動
物
園
、
精
神
科
施
設
の
内
外
に
お
い
て
《
見
せ
物
》
に
す
る
／
さ
れ
る
と
い
う

関
係
に
お
け
る
《
倫
理
》
と
は
何
か
？　

エ
ラ
ン
ベ
ル
ジ
ェ
と
中
井
久
夫
の
彼
方
へ
向
け
て
、

今
日
の
美
術
と
美
術
館
を
考
え
る
。

10.4　

二
六
八
頁　

二
八
〇
〇
円

美
術
、
市
場
、
地
域
通
貨
を
め
ぐって 

【
新
装
版
】

白
川
昌
生

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
と
と
も
に
危
機
に
み
ま
わ
れ
た
日
本
の
現
代
美
術
と
そ
の
市
場
に
絶
望

し
た
気
鋭
の
美
術
家
が
、
勃
興
す
る
《
地
域
通
貨
》
の
運
動
を
て
が
か
り
に
構
想
す
る
新
し

い
美
術
、
新
し
い
市
場
、
新
し
い
共
同
体
。
腐
朽
し
ゆ
く
近
代
の
《
美
術
―
制
度
》
を
根
底

か
ら
解
体
す
る
。 

14.10

（01.11
）　

二
五
九
頁　

二
八
〇
〇
円

ジョー
ジ・オ
ー
ウェル『一九
八
四
年
』を
読
む 

デ
ィ
ス

ト
ピ
ア
か
ら
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
ま
で 
秦
邦
生
編

動
物
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
情
動
、〈
ポ
ス
ト
真
実
〉
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
多
様
な
観
点

か
ら
の
精
読
に
加
え
、
受
容
史
や
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
関
連
作
品
の
分
析
を
通
じ
て
、

あ
ら
ゆ
る
領
域
へ
と
越
境
し
増
殖
を
続
け
る
現
代
の
寓
話
の
真
価
を
問
う
。
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア

に
希
望
を
探
れ
！ 

21.5　

三
一
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

戦
後
文
学
の
旗
手 

中
村
真一郎　
『
死
の
影
の
下
に
』

五
部
作
を
め
ぐ
っ
て 

鈴
木
貞
美

実
験
的
構
成
の
小
説
に
よ
り
戦
後
の
日
本
文
学
を
力
強
く
領
導
し
た
中
村
真
一
郎
の
作
品
群

に
は
戦
前
・
戦
中
期
の
歴
史
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
た
。
最
初
期
の
、『
死
の
影
の
下
に
』
五

部
作
の
テ
ク
ス
ト
と
作
家
を
め
ぐ
る
文
芸
・
文
化
状
況
と
を
自
在
に
往
還
し
な
が
ら
、
中
村

真
一
郎
文
学
の
淵
源
に
迫
る
。 

14.5　

二
〇
〇
頁　

二
五
〇
〇
円
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水
声
文
庫マン

ガ
編
集
者
狂
笑
録

長
谷
邦
夫

『
カ
ム
イ
伝
』『
巨
人
の
星
』『
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
』
そ
し
て
『PLU

TO

』。
マ
ン
ガ
史
の

舞
台
裏
を
支
え
た
編
集
者
た
ち
の
型
破
り
な
「
マ
ン
ガ
愛
」
を
、
稀
代
の
パ
ロ
デ
ィ
ス
ト
に

し
て
赤
塚
不
二
夫
の
盟
友
が
縦
横
無
尽
に
描
く
、
痛
快
無
比
・
純
情
可
憐
・
妄
言
多
謝
の
書

き
下
ろ
し
。 

三
八
〇
頁　

二
八
〇
〇
円

マン
ガ
家
夢
十
夜

長
谷
邦
夫

十
人
の
天
才
マ
ン
ガ
家
た
ち
が
〈
夢
〉
と
〈
妄
想
〉
を
舞
台
に
大
競
演
の
、
奇
想
天
外
・
疾

風
怒
濤
・
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
過
剰
の
フ
ィ
ク
テ
ィ
ヴ
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
！　

パ
ロ
デ
ィ
・
マ
ン

ガ
の
先
駆
者
が
描
く
マ
ン
ガ
の
パ
ロ
デ
ィ
小
説
、
入
魂
の
書
下
し
。
小
説
は
マ
ン
ガ
よ
り
奇

な
り
!? 

09.11　

二
六
八
頁　

二
五
〇
〇
円

未
完
の
小
島
信
夫

中
村
邦
生
＋
千
石
英
世

小
島
信
夫
は
つ
ね
に
新
し
い
。な
ぜ
、い
ま
な
お
私
た
ち
は
小
島
文
学
に
魅
了
さ
れ
る
の
か
？

と
も
に
生
前
の
小
島
と
親
し
か
っ
た
気
鋭
の
小
説
家
と
批
評
家
が
縦
横
に
語
り
つ
く
す
小
島

信
夫
の
実
像
と
そ
の
魅
力
。
小
島
信
夫
と
の
発
掘
対
談
、
二
篇
も
収
録
。

 

二
九
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

幽
明
譚

中
村
邦
生

な
つ
か
し
い
場
所
を
訪
ね
て
は
い
け
な
い
―
―
。
神
田
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
記
憶
を
た
ど
る

と
、
あ
や
し
く
〈
過
去
〉
が
立
ち
現
れ
る
。〈
過
去
〉
も
ま
た
、
異
界
め
ぐ
り
の
時
空
な
の

だ
。
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
夢
想
の
ま
に
ま
に
、
変
幻
す
る
私
は
ど
こ
へ
。
あ
や
か
し
の
自
伝
小

説
、
登
場
。 

22.7　

二
九
六
頁　

二
八
〇
〇
円

マンハッタン
極
私
的
案
内

武
隈
喜
一

ユ
ダ
ヤ
人
、
黒
人
、
東
欧
系
―
―
こ
の
街
に
根
付
い
た
移
民
文
化
の
深
層
を
探
る
べ
く
、
街

を
歩
き
、
美
術
館
、
博
物
館
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
巡
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
文
化
と
歴
史
の
隅
々
に
ま
で
眼
を
凝
ら
し
た
デ
ィ
ー
プ
な
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
案
内
。

 
19.6　

三
四
四
頁　

三
二
〇
〇
円

黒いロシ
ア 

白いロシ
ア 
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
記
憶

武
隈
喜
一

〈
革
命
〉
に
よ
っ
て
、
芸
術
文
化
が
華
開
い
た
〈
白
い
ロ
シ
ア
〉
の
背
後
に
は
、
政
治
的
抑

圧
に
よ
っ
て
社
会
的
混
乱
に
陥
っ
た
野
蛮
な
〈
黒
い
ロ
シ
ア
〉
が
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
革
命
か

ら
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
降
ま
で
の
芸
術
と
政
治
の
光
と
影
を
対
照
的
に
描
き
上
げ
た
、
斬
新

な
芸
術
│
革
命
論
！ 

15.8　

三
五
四
頁　

三
五
〇
〇
円

魔
術
的
リ
ア
リ
ズム 

二
〇
世
紀
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
小
説

寺
尾
隆
吉

ボ
ル
ヘ
ス
、
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
、
バ
ル
ガ
ス
・
ジ
ョ
サ
、
そ
し
て
莫
言
…
…　

ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
と
い
う
〈
辺
境
〉
に
生
ま
れ
、
今
や
世
界
を
風
靡
し
つ
つ
あ
る
〈
魔
術
的
リ
ア
リ

ズ
ム
〉
の
代
表
的
な
作
品
を
克
明
に
辿
り
つ
つ
、
想
像
力
に
よ
る
世
界
の
変
革
の
夢
の
意
味

を
問
う
。 

12.10　

二
三
四
頁　

二
五
〇
〇
円

桜
三
月
散
歩
道 

あ
る
マ
ン
ガ
家
の
自
伝

長
谷
邦
夫

数
々
の
〈
伝
説
〉
を
生
ん
だ
奇
代
の
パ
ロ
デ
ィ
・
マ
ン
ガ
家
が
幼
少
時
か
ら
現
在
ま
で
を
書

下
し
た
一
〇
〇
〇
枚
に
お
よ
ぶ
戦
後
サ
ブ
カ
ル
史
の
貴
重
な
証
言
。
山
下
洋
輔
、
タ
モ
リ
、

筒
井
康
隆
ら
と
の
交
流
、
赤
塚
不
二
夫
、
石
ノ
森
章
太
郎
、
手
塚
治
虫
ら
と
の
出
会
い
と
別

れ
…
… 

12.1　

四
〇
九
頁
＋
別
丁
図
版
一
六
頁　

三
五
〇
〇
円
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水
声
文
庫 パラ

タ
クシス
詩
学

野
村
喜
和
夫
＋
杉
中
昌
樹

パ
ラ
タ
ク
シ
ス
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
、
メ
タ
フ
ァ
ー
、
世
界
／
セ
カ
イ
…
…
批
評
家
が
概
念
を
打

ち
出
し
、
詩
人
が
詩
作
で
応
答
す
る
。
創
作
行
為
の
逆
転
現
象
を
経
て
、
互
い
の
言
葉
は
ゆ
ら

ぎ
、
思
考
の
振
幅
は
増
し
、
共
鳴
・
反
転
の
の
ち
、
主
体
か
ら
解
き
放
た
れ
た
言
語
の
プ
ラ
ズ

マ
状
態
へ
と
読
者
を
誘
う
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
往
復
書
簡
。 

21.12　

二
八
三
頁　

三
〇
〇
〇
円

越
境
す
る
小
説
文
体 

意
識
の
流
れ
、魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
、

ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア 

橋
本
陽
介

小
説
の
文
体
が
国
境
や
言
語
を
越
え
て
作
用
す
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
模
倣
さ
れ
、
誤
読

さ
れ
、
変
形
さ
れ
る
の
か
。〈
言
語
〉
に
密
着
し
分
析
し
な
が
ら
、
新
し
い
文
体
の
創
出
が

個
人
的
な
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
集
団
的
な
作
用
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
画
期
的
な
文
学
論
。 

17.6　

三
四
〇
頁　

三
五
〇
〇
円

ナ
ラ
トロ
ジ
ー
入
門 

プ
ロ
ッ
プ
か
ら
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
ま
で
の
物

語
論 

橋
本
陽
介

プ
ロ
ッ
プ
、
ト
ド
ロ
フ
、
バ
ル
ト
、
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
は
、
ど
の
よ
う
に
物
語
を
分
析
し
た
の
か
？

文
学
研
究
の
世
界
に
影
響
を
与
え
つ
づ
け
る
「
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
」
に
つ
い
て
、
古
今
東
西
の

文
学
作
品
を
例
に
、
体
系
的
か
つ
平
易
に
詳
述
す
る
実
践
的
入
門
書
。

14.7　

二
四
八
頁　

二
八
〇
〇
円

カ
ズ
オ・イシ
グロ 

境
界
の
な
い
世
界﹇
新
版
﹈

平
井
杏
子

長
崎
に
生
ま
れ
イ
ギ
リ
ス
で
書
き
続
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
英
語
作
家
イ
シ
グ
ロ
の
全
貌
に
せ

ま
る
。
デ
ビ
ュ
ー
作
『
遠
い
山
な
み
の
光
』
か
ら
、映
画
化
さ
れ
日
本
で
も
公
開
さ
れ
た
『
わ

た
し
を
離
さ
な
い
で
』、
そ
し
て
最
新
作
『
夜
想
曲
集
』
ま
で
の
全
作
品
を
徹
底
的
に
論
じ

つ
く
す
、
本
邦
初
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
。 

17.10　

二
六
七
頁　

二
五
〇
〇
円

ブ
ラック・ノ
ー
ト
抄

中
村
邦
生

「
あ
る
日
、
私
の
も
と
に
謎
の
ノ
ー
ト
が
届
い
た
」。
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
、
手
記
、
ア
フ
ォ
リ

ズ
ム
、
パ
ロ
デ
ィ
、
宣
伝
文
…
…
。
奇
想
か
妄
想
か
、
さ
ま
よ
え
る
断
章
群
の
残
映
と
余
熱
。

誰
が
書
い
て
い
る
の
か
？　

誰
が
読
ん
で
い
る
の
か
？　
〈
読
む
こ
と
〉そ
し
て〈
書
く
こ
と
〉

を
ゆ
さ
ぶ
る
先
鋭
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
小
説
！ 

22.7　

二
六
〇
頁　

二
〇
〇
〇
円

転
落
譚

中
村
邦
生

《
締
切
の
近
づ
い
た
あ
る
日
、
某
駅
の
階
段
を
上
っ
て
い
る
と
き
、
い
き
な
り
本
書
の
主
人
公

に
あ
た
る
人
物
が
私
の
頭
の
な
か
に
転
落
し
て
き
た
の
だ
。
何
者
か
、
と
思
う
間
も
な
く
消

え
て
し
ま
い
、
あ
わ
て
て
私
は
…
…
》。〈
私
〉
は
と
あ
る
小
説
の
登
場
人
物
、
本
か
ら
外
へ

す
べ
り
落
ち
て
し
ま
っ
た
…
…
。
未
聞
の
長
篇
小
説
。 

11.7　

三
一一
頁　

二
八
〇
〇
円

シュルレア
リスムへの
旅

野
村
喜
和
夫

ブ
ル
ト
ン
、
ア
ラ
ゴ
ン
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
、
ア
ル
ト
ー
、
シ
ャ
ー
ル
、
セ
ゼ
ー
ル
、
瀧
口
修

造
、
大
岡
信
、
吉
岡
実
…
…
現
代
詩
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
数
々

の
詩
を
振
り
返
り
、
こ
の
運
動
に
よ
っ
て
芽
吹
い
た
ポ
エ
ジ
ー
を
訪
ね
歩
く
。
懐
か
し
く
も

新
し
い
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
し
て
探
求
の
書
。 

22.9　

三
一
七
頁　

三
〇
〇
〇
円

オル
フェウス
的
主
題

野
村
喜
和
夫

現
代
詩
の
最
先
端
を
疾
走
し
つ
づ
け
る
著
者
が
、
舞
城
王
太
郎
か
ら
ラ
ン
ボ
ー
／
リ
ル
ケ
／

マ
ラ
ル
メ
／
宮
沢
賢
治
／
吉
増
剛
造
…
…
に
至
る
古
今
東
西
の
詩
的
テ
ク
ス
ト
を
渉
猟
し
つ

つ
詩
作
の
根
本
動
機
そ
し
て
詩
／
生
／
死
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
る
壮
大
な
批
評
の
冒
険
！

 

二
六
九
頁　

二
八
〇
〇
円
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水
声
文
庫〈

も
の
派
〉の
起
源 

石
子
順
造
・
李
禹
煥
・
グ
ル
ー
プ〈
幻

触
〉が
は
た
し
た
役
割 

本
阿
弥
清

〈
も
の
派
〉
の
誕
生
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
、
美
術
批
評
家
の
石
子
順
造
と
と
も
に
静
岡

で
活
躍
す
る
グ
ル
ー
プ
〈
幻
触
〉。〈
も
の
派
〉
以
上
に
〈
も
の
派
〉
的
な
、
独
自
の
作
品
を

作
っ
て
い
た
〈
幻
触
〉
の
活
動
を
詳
ら
か
に
し
、〈
も
の
派
〉
の
真
実
に
迫
る
。
六
〇
年
代

美
術
史
の
真
実
！ 

16.10　

二
六
五
頁　

三
二
〇
〇
円

絵
画
との
契
約 

山
田
正
亮
再
考

松
浦
寿
夫
＋
中
林
和
雄
＋
沢
山
遼
＋
林
道
郎

《W
ork

》《Still Life

》《C
olor

》
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
五
〇
〇
〇
点
も
の
作
品
を
の

こ
し
た
山
田
正
亮
の
制
作
の
過
程
に
つ
い
て
、
抽
象
絵
画
の
系
譜
を
検
討
し
つ
つ
画
家
、
美

術
批
評
家
、
学
芸
員
ら
が
レ
ク
チ
ャ
ー
、
討
議
を
重
ね
多
角
的
に
考
察
し
そ
の
実
像
を
剔
出

す
る
。 

16.12　

二
〇
一
頁　

二
五
〇
〇
円

川
上
弘
美
を
読
む

松
本
和
也

〈
こ
の
物
語
が
、
い
つ
の
時
代
の
も
の
な
の
か
、
ど
こ
の
言
葉
で
語
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、

誰
も
知
り
ま
せ
ん
…
…
〉。「
あ
の
こ
と
」
の
さ
な
か
に
も
書
き
続
け
ら
れ
た
『
七
夜
物
語
』、

「
あ
の
こ
と
」
の
後
に
書
か
れ
た
『
神
様2011

』、『
セ
ン
セ
イ
の
鞄
』、『
真
鶴
』
な
ど
の
代

表
作
を
、〈
ゆ
ら
め
き
〉
の
諸
相
か
ら
読
み
解
く
。 

13.3　

二
六
八
頁　

二
八
〇
〇
円

現
代
女
性
作
家
の
方
法

松
本
和
也

江
國
香
織
、
湊
か
な
え
、
青
山
七
恵
、
小
川
洋
子
、
多
和
田
葉
子
、
藤
野
可
織
、
川
上
弘
美

ら
七
人
の
八
作
品
を
詳
細
に
読
み
解
き
、
小
説
家
が
、
い
か
に
読
者
に
読
ま
せ
る
工
夫
を
し

て
い
る
か
を
探
る
試
み
。

18.4　

二
六
〇
頁　

二
八
〇
〇
円

カ
ズ
オ・
イシ
グロの
世
界
小
池
昌
代
＋
阿
部
公
彦
＋
平
井
杏
子
＋
中
川

僚
子
＋
遠
藤
不
比
人
＋
新
井
潤
美
＋
藤
田
由
季
美
＋
木
下
卓
＋
岩
田
託
子
＋
武
井
博
美

長
崎
か
ら
英
国
へ
と
移
り
住
み
、「
過
去
に
し
か
《
ホ
ー
ム
》
を
も
た
な
い
」
と
評
さ
れ
る

小
説
家
の
、
そ
れ
故
に
こ
そ
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
多
面
性
を
縦
横
に
読
み
解
く
。
精
緻

な
九
編
の
論
考
と
最
新
の
書
誌
を
収
録
し
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
研
究
の
最
前
線
を
牽
引
す

る
。 

17.12　

二
一
六
頁　

二
〇
〇
〇
円

カ
ズ
オ・イシ
グロ
と
日
本 

幽
霊
か
ら
戦
争
責
任
ま
で

田
尻
芳
樹
・
秦
邦
生
編

日
本
を
舞
台
に
し
た
初
期
作
品
群
の
読
解
は
も
ち
ろ
ん
、
未
刊
行
の
草
稿
ノ
ー
ト
類
の
調
査

に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
、
日
本
を
め
ぐ
る
幻
の
作
品
た
ち
も
大
々
的
に
紹
介
・
考
察
。
イ
シ

グ
ロ
に
潜
在
し
、イ
シ
グ
ロ
を
包
み
こ
む
、近
く
て
遠
い
《
日
本
》
の
か
た
ち
を
見
晴
る
か
す
。

 
20.10　

三
一
七
頁　

三
〇
〇
〇
円

カ
ズ
オ・イシ
グロ『
わ
た
し
を
離
さ
ないで
』を
読
む 

ケ
ア
か
ら
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
ま
で 

田
尻
芳
樹
・
三
村
尚
央
編

ク
ロ
ー
ン
を
め
ぐ
る
倫
理
の
問
題
か
ら
、「
信
用
で
き
な
い
語
り
」
な
ど
の
小
説
技
法
、
介

護
の
問
題
、「
女
同
士
の
絆
」
と
い
っ
た
現
代
的
テ
ー
マ
、
さ
ら
に
は
翻
案
作
品
に
ま
で
射

程
を
広
げ
、『
わ
た
し
を
離
さ
な
い
で
』
を
徹
底
的
に
読
み
込
む
最
新
／
最
深
の
成
果
。

 
18.9　

三
〇
五
頁　

三
〇
〇
〇
円

「
日
本
」の
起
源　
ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕
生
と
日
本
語
の
生
成

福
田
拓
也

『
古
事
記
』
の
「
天
の
岩
屋
戸
神
話
」
と
山
上
憶
良
の
「
日
本
挽
歌
」
に
着
目
し
な
が
ら
、

日
本
の
起
源
と
も
い
え
る
ア
マ
テ
ラ
ス
誕
生
の
謎
を
た
ど
る
。
古
来
か
ら
連
綿
と
息
づ
き
、

い
ま
も
日
本
人
の
深
層
意
識
に
眠
る
〈「
日
本
」
と
い
う
複
合
的
シ
ス
テ
ム
〉
の
在
り
処
を

さ
ぐ
っ
た
画
期
的
な
日
本
論
。 

17.3　
一
八
五
頁　

二
五
〇
〇
円
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水
声
文
庫 福

永
武
彦
の
詩
学

山
田
兼
士

若
き
日
の
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
体
験
や
「
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ク
」
の
活
動
を
通
じ
て
得
た
詩
の

富
を
小
説
に
お
い
て
も
展
開
す
べ
く
、
散
文
詩
や
音
楽
に
限
り
な
く
接
近
し
た
独
自
の
文
学

世
界
を
構
築
し
た
福
永
武
彦
。
作
家
最
大
の
到
達
点
『
死
の
島
』
を
は
じ
め
代
表
作
を
読
み

解
き
、
そ
こ
に
結
晶
化
し
た
詩
学
の
相
貌
を
探
る
。 

19.10　

二
二
九
頁　

二
五
〇
〇
円

魂
の
た
そ
が
れ 

世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
文
学
試
論

湯
沢
英
彦

ユ
イ
ス
マ
ン
ス
、
ジ
ャ
ン
・
ロ
ラ
ン
、
メ
ー
テ
ル
ラ
ン
ク
、
ラ
シ
ル
ド
等
、
十
九
世
紀
末
を

生
き
た
作
家
た
ち
の
作
品
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
魂
の
あ
り
か
を
見
失
っ
た
〈
終
わ
り
〉
の

時
代
の
人
々
の
、
迷
い
と
焦
燥
と
闘
い
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
渾
身
の
批
評
。 

13.4　

三
〇
六
頁　

三
二
〇
〇
円

金
井
美
恵
子
の
想
像
的
世
界

芳
川
泰
久

文
学
の
歴
史
と
制
度
に
戦
略
的
に
挑
み
続
け
て
き
た
小
説
家
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
作
品
を

子
細
に
読
み
と
き
、そ
の
全
体
像
を
解
き
明
か
す
初
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
。〈
寄
る
辺
な
さ
〉と〈
不

在
〉
と
〈
書
く
こ
と
〉
と
…
…

 
11.6　

二
七
五
頁　

二
八
〇
〇
円

歓
待

芳
川
泰
久

Ｙ
字
路
に
佇
む
男
の
内
面
を
映
す
「
途
方
に
暮
れ
な
が
ら
」、
謎
に
つ
つ
ま
れ
た
父
の
過
去
を

め
ぐ
る
「
ホ
ネ
ガ
ミ
」、
モ
ニ
タ
の
向
こ
う
の
女
を
視
姦
す
る
「
歓
待
」。
仏
文
学
者
／
文
芸

批
評
家
と
し
て
既
存
の
言
語
シ
ス
テ
ム
を
挑
発
し
つ
づ
け
て
き
た
著
者
の
描
く
日
常
の
断
片

は
幾
重
に
も
錯
綜
し
て
…
…
。
第
六
回
小
島
信
夫
文
学
賞
受
賞
。 

二
一
六
頁　

二
二
〇
〇
円

現
代
女
性
作
家
論

松
本
和
也

今
日
の
六
人
の
女
性
作
家
（
小
川
洋
子
、
川
上
弘
美
、
鹿
島
田
真
希
、
西
川
美
和
、
多
和
田

葉
子
、
川
上
未
映
子
）
の
六
つ
の
作
品
の
文
体
・
表
現
を
、「
記
憶
・
回
想
」「
家
族
・
身
体
」

の
視
点
か
ら
あ
ざ
や
か
に
読
み
と
く
。

11.9　

二
六
八
頁　

二
八
〇
〇
円

太
宰
治『
人
間
失
格
』を
読
み
直
す

松
本
和
也

〈
人
間
〉
と
は
何
か
？　
〈
物
語
〉
と
は
何
か
？　

閉
塞
し
た
社
会
を
人
間
的
に
生
き
よ
う
と

す
れ
ば
、破
滅
せ
ざ
る
を
え
な
い
。『
人
間
失
格
』
に
お
け
る
物
語
の
構
造
、そ
し
て
「
人
間
」

と
い
う
概
念
の
意
味
を
、六
〇
年
を
へ
て
新
た
に
と
き
ほ
ぐ
す
書
き
下
ろ
し
評
論
。
太
宰
治
、

生
誕
一
〇
〇
年
の
贈
り
物
。 

二
一
六
頁　

二
五
〇
〇
円

ジョイス
と
め
ぐ
る
オペラ
劇
場

宮
田
恭
子

テ
ノ
ー
ル
の
歌
手
と
し
て
も
存
在
感
を
し
め
し
た
ジ
ョ
イ
ス
が
い
か
に
オ
ペ
ラ
の
歌
詞
を
わ

が
も
の
と
し
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
に
反
映
さ
せ
た
か
。
一
四

の
オ
ペ
ラ
を
通
し
て
ジ
ョ
イ
ス
を
考
え
、
ジ
ョ
イ
ス
を
通
し
て
オ
ペ
ラ
を
語
る
。

 
15.6　

三
三
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

イ
メ
ー
ジ
で
読
み
解
く
フ
ランス
文
学 

近
代
小
説
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー 

村
田
京
子

ス
タ
ー
ル
夫
人
や
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
ゾ
ラ
の
文
学
な
ど
に
現
わ
れ
る
逸
脱
者
と
し
て
の
女
と
男
。
と

き
に
「
宿
命
の
女
」「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
彼
女
／
彼
ら
は
何
者
な
の
か
？　

ギ
リ
シ
ア

の
彫
刻
や
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、
マ
ネ
、
モ
ロ
ー
ら
の
絵
画
か
ら
文
学
作
品
を
読
み
解

く
こ
と
で
、
近
代
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
を
照
射
す
る
。 

19.8　

二
八
八
頁　

三
五
〇
〇
円
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水
声
文
庫洞

窟
の
経
験 

ラ
ス
コ
ー
壁
画
と
イ
メ
ー
ジ
の
起
源
を
め
ぐ
っ

て 

吉
田
裕
・
福
島
勲
編

一
九
四
〇
年
九
月
、
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
モ
ン
テ
ィ
ニ
ャ
ッ
ク
近
郊
、
嵐
に
な
ぎ
倒
さ
れ
た
大

木
の
根
元
に
、
真
っ
黒
な
裂
け
目
が
口
を
空
け
て
い
た
…
…
。
シ
ャ
ー
ル
、
バ
タ
イ
ユ
、
ブ

ラ
ン
シ
ョ
、
ブ
ル
ト
ン
、
ナ
ン
シ
ー
ら
の
思
考
を
プ
リ
ズ
ム
に
、
人
間
と
イ
メ
ー
ジ
の
起
源

を
問
い
直
す
。 

20.12　

二
六
七
頁　

三
〇
〇
〇
円

宮
川
淳
と
と
も
に

吉
田
喜
重
＋
小
林
康
夫
＋
西
澤
栄
美
子

学
生
時
代
の
宮
川
淳
と
誰
よ
り
も
親
し
か
っ
た
の
ち
の
映
画
監
督
・
吉
田
喜
重
が
宮
川
と
の

思
い
出
を
語
っ
た
ロ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、
哲
学
者
・
小
林
康
夫
が
宮
川
、
吉
田
の
二

人
を
戦
後
思
想
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
テ
ク
ス
ト
を
付
す
。
夭
折
し
た
希
代
の
美
術
批
評

家
、
宮
川
淳
の
後
ろ
姿
が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る
。 

21.10　
一
六
四
頁　
一
五
〇
〇
円
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小
説

給
料
を
あ
げ
て
も
ら
う
た
め
に
上
司
に
近
づ
く
技
術

と
方
法 

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク　

桑
田
光
平
訳

フ
ラ
ン
ス
文
学
の
奇
才
が
提
案
す
る
、
不
透
明
な
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
ウ
リ
ポ
的
昇
給

の
ス
ス
メ
！　

い
段
ぬ
き
の
『
煙
滅
』
な
ど
、
奇
想
天
外
な
作
品
ば
か
り
残
し
た
、
ペ
レ
ッ

ク
に
よ
る
、
新
・
実
用
書
？　

本
邦
初
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
文
学
!?

 
15.6　

四
六
判
並
製
一
五
五
頁　

二
〇
〇
〇
円

フ
ランスの
遺
言
書

ア
ン
ド
レ
イ
・
マ
キ
ー
ヌ　

星
埜
守
之
訳

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
ロ
シ
ア
に
嫁
い
だ
祖
母
の
過
去
に
は
、
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
の
逸
話
と
両

大
戦
を
生
き
抜
い
た
女
の
悲
痛
な
人
生
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
―
―
。
祖
母
へ
の
追
憶
の
う
ち

に
自
ら
の
出
生
の
謎
に
出
会
う
ロ
シ
ア
の
少
年
の
成
長
の
物
語
。
第
八
回
日
仏
翻
訳
文
学
賞

受
賞
。 

四
六
判
三
一
六
頁　

二
六
〇
〇
円

あ
る
人
生
の
音
楽

ア
ン
ド
レ
イ
・
マ
キ
ー
ヌ　

星
埜
守
之
訳

ピ
ア
ニ
ス
ト
を
夢
見
た
ロ
シ
ア
の
少
年
は
、「
再
教
育
」
を
逃
れ
る
た
め
兵
士
に
な
り
す
ま

し
、《
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
》
と
い
う
時
代
を
生
き
抜
い
た
―
―
。〈
歴
史
〉
に
押
し
流
さ
れ
て
い
っ

た
、ひ
と
り
の
男
の
人
生
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム
。
ロ
シ
ア
系
仏
ゴ
ン
ク
ー
ル
賞
作
家
の
話
題
作
。

 

四
六
判
一
四
一
頁　

二
〇
〇
〇
円

八
月
の
日
曜
日

パ
ト
リ
ッ
ク
・
モ
デ
ィ
ア
ノ　

堀
江
敏
幸
訳

ニ
ー
ス
の
青
い
空
、
白
い
建
物
、
棕
櫚
の
木
々
。
舗
道
に
映
る
〈
私
た
ち
〉
の
影
、
そ
し
て

あ
の
男
―
―
。
巨
大
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
《
南
十
字
星
》
を
め
ぐ
り
繰
り
広
げ
ら
れ
る
孤
独
な

男
女
の
逃
避
行
。
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
人
気
の
高
い
小
説
家
に
よ
る
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
恋
愛
小

説
。 

四
六
判
二
二
八
頁　

二
二
〇
〇
円

文
学
／
小
説

ディア
ー
ナ
の
水
浴

ピ
エ
ー
ル
・
ク
ロ
ソ
フ
ス
キ
ー　

宮
川
淳
・
豊
崎
光
一
訳

水
浴
す
る
デ
ィ
ア
ー
ナ
に
鹿
に
変
え
ら
れ
猟
犬
た
ち
に
噛
み
裂
か
れ
る
ア
ク
タ
イ
オ
ー
ン
。

こ
の
謎
め
い
た
神
話
の
註
釈
の
形
を
と
り
な
が
ら
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
に
《
神
学
と
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
ー
の
合
一
》
と
評
さ
れ
た
著
者
が
、《
見
る
》
こ
と
の
欲
望
と
罰
と
を
経
回
る
。

 
Ａ
５
変
判
一一
八
頁　

二
〇
〇
〇
円

お
しゃべり
／
子
供
部
屋ル

イ
＝
ル
ネ
・
デ
・
フ
ォ
レ　

清
水
徹
訳

《
か
つ
て
書
か
れ
た
も
っ
と
も
奇
怪
で
も
っ
と
も
衝
撃
的
な
作
品
の
ひ
と
つ
》
と
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ
に
評
さ
れ
た
中
篇
『
お
し
ゃ
べ
り
』
に
、
短
篇
集
『
子
供
部
屋
』
を
あ
わ

せ
、
き
わ
め
て
寡
作
な
、
こ
の
《
沈
黙
》
と
《
孤
独
》
の
小
説
家
の
全
貌
を
紹
介
す
る
。

 
09.10　

四
六
判
三
二
二
頁　

二
八
〇
〇
円

さ
ま
ざ
ま
な
空
間

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク　

塩
塚
秀
一
郎
訳

ペ
ー
ジ
―
ベ
ッ
ド
―
寝
室
―
ア
パ
ル
ト
マ
ン
…
…
世
界
―
空
間
。
言
葉
あ
そ
び
、
引
用
、

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
交
え
な
が
ら
、日
常
か
ら
想
像
世
界
へ
、あ
ら
ゆ
る
空
間
を
「
極
私
的
」

な
物
語
で
し
る
し
づ
け
る
企
て
が
、
や
が
て
読
む
者
の
空
間
へ
の
ま
な
ざ
し
を
も
変
え
る

要
約
困
難
な
中
編
小
説
。 

Ａ
５
変
判
二
三
二
頁　

二
五
〇
〇
円
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小
説

か
な
り
緩
や
か
な
愛
の
前
進 ジ

ャ
ン
・
ポ
ー
ラ
ン　

榊
原
直
文
訳

内
向
的
な
性
格
を
矯
正
す
る
た
め
に
、
三
人
の
女
性
と
愛
を
試
み
る
男
が
登
場
す
る
表
題
作

を
は
じ
め
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
滞
在
と
第
一
次
世
界
大
戦
の
経
験
を
色
濃
く
残
す
全
五
作
品
を

収
録
。
二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
壇
の
中
心
人
物
に
よ
る
、
知
ら
れ
ざ
る
初
期
短
篇
の
世
界
。

 
22.8　

四
六
判
二
四
五
頁　

二
五
〇
〇
円

ジャン・ク
リス
ト
フ
物
語 

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
原
作　

宮
本
正
清
翻
案　

宮
本
ヱ
イ
子
補
訂

少
年
ジ
ャ
ン
は
様
々
な
人
生
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
音
楽
家
と
し
て
の
才
能
を
開
花
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
？　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
を
モ
デ
ル
に
書
か
れ
た
傑
作
大
河
小
説

『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
の
少
年
時
代
編
を
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
読
み
や
す
く
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
め
た
物
語
。 

23.3　

四
六
判
並
製
二
〇
二
頁　
一
五
〇
〇
円

老
教
授
ゴハルの
犯
罪

ア
ル
ベ
ー
ル
・
コ
ス
リ
ー　

田
中
良
知
訳

カ
イ
ロ
の
貧
民
街
を
舞
台
に
、
娼
婦
殺
し
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
誇
り
高
き
除
け
者

た
ち
の
お
か
し
な
人
生
の
物
語
。
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
と
ア
ル
ー
ベ
ル
・
カ
ミ
ュ
に
よ
っ
て

見
出
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
出
身
の
フ
ラ
ン
ス
語
作
家
の
本
邦
初
紹
介
。 

 

四
六
判
二
六
三
頁　

二
二
〇
〇
円

残
酷
物
語 

ヴ
ィ
リ
エ
・
ド
・
リ
ラ
ダ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ヴ
ィ
リ
エ
・
ド
・
リ
ラ
ダ
ン　

田
上
竜
也
訳

亡
き
妻
の
復
活
を
神
秘
的
に
描
き
出
す
傑
作
短
編
「
ヴ
ェ
ラ
」
を
は
じ
め
、
死
刑
愛
好
者
を

描
い
た
「
最
後
の
宴
の
会
食
者
」、ブ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
を
痛
烈
に
皮
肉
る
疑
似
科
学
小
説
「
天

空
の
広
告
掲
示
」「
栄
光
製
造
機
」
な
ど
、〈
反
レ
ア
リ
ス
ム
の
美
学
〉
が
結
晶
化
し
た
傑
作

短
編
集
。
詳
註
を
付
し
た
決
定
版
！ 

21. 7　

四
六
判
四
四
一
頁　

三
五
〇
〇
円

痕
跡

エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン　

中
村
隆
之
訳

カ
リ
ブ
海
を
代
表
す
る
作
家
が
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
影
響
を
受
け
た
実
験
的
な
手
法
で
カ
リ

ブ
海
の
歴
史
と
幻
想
的
な
伝
承
を
混
交
さ
せ
な
が
ら
、
主
人
公
マ
リ
・
ス
ラ
の
ク
レ
オ
ー
ル

の
一
族
の
記
憶
を
数
世
紀
に
渡
っ
て
遡
る
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
・
サ
ー
ガ
。

 
16.12　

四
六
判
二
五
五
頁　

二
五
〇
〇
円

ペル
ーの
鳥 

死
出
の
旅
へ

ロ
マ
ン
・
ギ
ャ
リ　

須
藤
哲
生
訳

一
面
に
広
が
る
鳥
の
屍
体
を
踏
み
分
け
て
入
水
す
る
女
、人
間
を
セ
メ
ン
ト
詰
め
に
す
る
男
、

大
男
の
初
恋
を
馬
鹿
に
す
る
小
人
…
…
奇
々
怪
々
な
白
昼
夢
の
世
界
に
、
人
間
の
卑
小
さ
、

哀
し
み
を
、
辛
辣
な
皮
肉
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
描
き
出
す
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
賞
を
二
度
受
賞

し
た
謎
多
き
作
家
に
よ
る
十
六
篇
の
物
語
。 

17.2　

四
六
判
二
六
三
頁　

二
八
〇
〇
円

そ
の
夏
は
忘
れ
ない

ジ
ャ
ン
・
ペ
ロ
ル　

末
松
壽
訳

幼
い
友
情
と
父
と
の
別
れ
、
性
の
め
ざ
め
、
そ
し
て
詩
と
の
出
会
い
―
―
。
第
二
次
世
界
大

戦
末
期
の
フ
ラ
ン
ス
を
舞
台
に
、
歴
史
の
波
に
翻
弄
さ
れ
、
時
代
の
狂
気
に
の
み
こ
ま
れ
な

が
ら
も
懸
命
に
生
き
る
少
年
ジ
ャ
ノ
の
成
長
を
細
や
か
に
描
く
。

 
21.9　

四
六
判
三
八
四
頁　

三
五
〇
〇
円

フ
ランス
式
ク
リスマス・
プレゼン
ト

ジ
ョ
ゼ
・
ピ
エ
ー
ル
他　

に
む
ら
じ
ゅ
ん
こ
・
大
磯
仁
志
訳

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
作
家
の
大
御
所
、
ジ
ョ
ゼ
・
ピ
エ
ー
ル
や
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
ジ
ャ
ッ
ド
、

七
〇
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
的
セ
ッ
ク
ス
・
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
ポ
ル
ノ
女
優
ブ
リ
ジ
ッ
ト
・

ラ
エ
な
ど
個
性
的
な
書
き
手
に
よ
る
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ロ
チ
ッ
ク
で
幻
想

的
な
短
編
小
説
集
。 

四
六
変
判
二
八
四
頁　

二
〇
〇
〇
円
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小
説

ウ
ー
リ
カ 

あ
る
黒
人
娘
の
恋

ク
レ
ー
ル
・
ド
・
デ
ュ
ラ
ス
夫
人　

湯
原
か
の
子
訳

「
悲
し
い
か
な
、
私
は
も
は
や
誰
に
も
属
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
人
類
す
べ
て
に

対
し
て
異
邦
人
だ
っ
た
の
で
す
！
」 

十
八
世
紀
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
さ
な
か
、
パ
リ
の
貴
族

社
会
で
愛
に
焦
が
れ
、「
悲
恋
」
に
存
在
を
賭
し
た
黒
人
少
女
の
、
異
色
の
愛
の
告
白
小
説
。

 
14.1　

四
六
判
一
〇
四
頁　
一
五
〇
〇
円

フ
ランス
名
婦
伝

ロ
ベ
ー
ル
・
シ
ャ
ー
ル　

松
崎
洋
訳

生
涯
に
わ
た
り
、
作
品
は
個
人
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
共
同
体
に
よ
っ
て
こ
そ
書
か
れ
る
べ
き

だ
と
考
え
、「
匿
名
」
を
貫
き
通
し
た
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
謎
め
い
た
小
説
家
が
、
そ
の
透

徹
し
た
眼
差
し
に
よ
っ
て
、
恋
愛
、こ
の
貴
く
も
厄
介
な
人
間
の
自
然
な
情
念
を
克
明
に
描
く
。

三
〇
〇
年
の
眠
り
か
ら
覚
め
た
大
長
篇
小
説
！ 

16.7　

Ａ
５
判
五
〇
四
頁　

七
〇
〇
〇
円

う
わ
ず
み
の
赤

イ
エ
ル
ー
ン
・
ブ
ラ
ウ
ワ
ー
ズ　

林
俊
訳

終
戦
間
近
の
蘭
領
東
イ
ン
ド
。
日
本
軍
に
よ
る
占
領
下
、
女
性
捕
虜
収
容
所
で
の
悲
痛
な
光

景
を
目
撃
し
つ
づ
け
、
作
家
と
な
っ
た
〈
私
〉
は
、
三
十
五
年
後
、
母
の
死
の
知
ら
せ
を
契

機
に
、
苛
酷
な
生
に
立
ち
向
か
っ
た
ひ
と
り
の
女
の
姿
を
追
想
し
始
め
る
。
現
代
オ
ラ
ン
ダ

作
家
の
自
伝
的
小
説
。 

四
六
判
一
九
六
頁　
一
八
〇
〇
円

ポス
トモ
ダン
小
説positive 01

Ｍ
・
レ
イ
ナ
ー
、
Ｗ
・
ヴ
ォ
ル
マ
ン
、
Ｈ
・
ジ
ェ
フ
ィ
、
風
間
賢
二
他

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
に
は
ウ
ン
ザ
リ
だ
！　

既
成
の
小
説
概
念
を
解
体
し
た
ピ
ン
チ
ョ
ン
や
バ
ー

ス
等
を
継
承
す
る
八
〇
〜
九
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
で
ポ
ッ
プ
な
《
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
小
説
》
の
全
貌
を
全
篇
初
訳
で
徹
底
的
に
紹
介
す
る
。
詳
細
作
家
ガ
イ
ド
付
き
。

 

Ａ
５
変
判
並
製
三
五
九
頁　

二
〇
〇
〇
円

倦
怠
の
華

ピ
エ
ー
ル
・
ロ
チ　

遠
藤
文
彦
訳

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
海
軍
士
官
と
し
て
世
界
中
を
巡
航
し

た
異
色
作
家
ロ
チ
が
変
幻
自
在
な
対
話
形
式
で
繰
り
広
げ
る
、
奇
妙
き
て
れ
つ
な
回
想
／
夢

／
紀
行
／
小
話
の
数
々
。

 
09.9　

四
六
判
二
七
八
頁　

二
八
〇
〇
円

ロ
チ
の
結
婚

ピ
エ
ー
ル
・
ロ
チ　

黒
川
修
司
訳

海
軍
士
官
と
し
て
タ
ヒ
チ
を
訪
れ
、
島
の
女
王
の
寵
遇
を
う
け
た
ロ
チ
は
美
し
い
娘
ラ
ラ
フ

と
出
会
い
、
楽
園
的
で
牧
歌
的
な
恋
を
織
り
な
し
て
ゆ
く
が
…
…　

異
国
趣
味
あ
ふ
れ
る
悲

恋
物
語
。

 
10.12　

四
六
判
二
六
三
頁　

三
〇
〇
〇
円

メ
フィス

フ
ロ
ラ
・
ト
リ
ス
タ
ン　

加
藤
節
子
訳

ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
の
洗
礼
を
浴
び
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
し
て
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
の
ラ
イ

バ
ル
、
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
に
よ
っ
て
「
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
の
心
臓
部
」
と
称
え

ら
れ
た
女
性
作
家
の
唯
一
の
《
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
》
が
世
紀
を
こ
え
て
甦
る
。

 
10.1　

四
六
判
三
八
八
頁　

三
八
〇
〇
円

チュチュ 

世
紀
末
風
俗
奇
譚

プ
ラ
ン
セ
ス
・
サ
ッ
フ
ォ
ー　

野
呂
康
＋
安
井
亜
希
子
訳

世
紀
末
の
パ
リ
を
舞
台
に
俗
悪
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
繰
り
広
げ
る
、
キ
ッ
チ
ュ
で
奇
矯
な
行
動
の

数
々
。
エ
ロ
グ
ロ
、
近
親
相
姦
、
フ
リ
ー
ク
ス
、
腐
猫
の
宴
、
糞
尿
譚
、
罵
詈
雑
言
が
い
た

る
と
こ
ろ
鏤
め
ら
れ
た
露
悪
趣
味
文
学
の
極
北
。

 
14.6　

四
六
判
函
入
二
八
〇
頁　

三
五
〇
〇
円
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小
説

ア
ナ
イス・ニンの
日
記

ア
ナ
イ
ス
・
ニ
ン　

矢
口
裕
子
訳

ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
、
そ
の
妻
ジ
ュ
ー
ン
、
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
ー
な
ど
作
家
・
芸
術
家

た
ち
と
の
交
友
、
恋
愛
、
そ
し
て
作
家
と
し
て
の
葛
藤
を
綴
っ
た
膨
大
な
日
記
か
ら
奔
放
、

か
つ
繊
細
に
生
き
た
生
涯
を
た
ど
る
。
ミ
ラ
ー
が
称
賛
し
た
日
記
文
学
の
白
眉
。

 
17.3　

四
六
判
五
三
六
頁
＋
別
丁
八
頁　
五
〇
〇
〇
円

リ
ノット 

少
女
時
代
の
日
記 1914-1920

ア
ナ
イ
ス
・
ニ
ン　

杉
崎
和
子
訳

愛
に
悩
み
、
愛
に
溺
れ
、
愛
に
生
き
る
…
…
の
ち
に
「
性
」
の
作
家
と
し
て
世
界
的
に
名
を

馳
せ
る
ニ
ン
が
、そ
の
才
能
の
萌
芽
を
予
感
さ
せ
る
鋭
い
観
察
眼
と
繊
細
な
感
性
に
よ
っ
て
、

十
一
歳
か
ら
十
七
歳
ま
で
の
多
感
な
思
春
期
の
日
々
を
赤
裸
々
に
綴
っ
た
日
記
。

 
14.8　

四
六
判
二
五
二
頁　

二
五
〇
〇
円

信
天
翁
の
子
供
た
ち

ア
ナ
イ
ス
・
ニ
ン　

山
本
豊
子
訳

世
界
的
に
「
日
記
文
学
」
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
に
よ
る
詩
的
・
自
伝
的
小
説
。
父

親
と
の
葛
藤
を
抱
え
た
女
性
ジ
ュ
ー
ン
（
ニ
ン
）
と
、
芸
術
家
を
目
指
す
少
年
・
少
女
た
ち

と
の
親
密
な
交
遊
、
人
間
模
様
を
パ
リ
を
舞
台
に
描
く
。

 
17.10　

四
六
判
二
八
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

ミ
ノ
タ
ウロスの
誘
惑

ア
ナ
イ
ス
・
ニ
ン　

大
野
朝
子
訳

太
陽
き
ら
め
く
メ
キ
シ
コ
の
華
や
か
な
リ
ゾ
ー
ト
地
。
米
国
人
ジ
ャ
ズ･

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
リ

リ
ア
ン
は
独
り
で
演
奏
旅
行
に
訪
れ
、
現
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
た
ち
と
出
会
う
な
か
、
自

分
の
本
当
の
姿
と
向
き
合
う
よ
う
に
な
る
…
…
旅
と
音
楽
を
モ
チ
ー
フ
に
洗
練
さ
れ
た
筆
致

で
描
く
珠
玉
の
小
説
。 

10.8　

四
六
判
二
三
二
頁　

二
五
〇
〇
円

嫌
な
ら
や
め
と
け

レ
イ
モ
ン
ド
・
フ
ェ
ダ
マ
ン　

今
村
楯
夫
訳

ア
メ
リ
カ
大
陸
横
断
を
物
語
の
横
軸
に
、
数
々
の
メ
タ
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
仕
掛
け
や
驚

く
べ
き
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
使
用
に
よ
っ
て
、
絶
え
ず
物
語
を
創
造
／
破
壊
す
る
〈
ポ
ス

ト
構
造
主
義
小
説
〉
の
傑
作
。
現
代
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
小
説
の
代
表
作
の
ひ
と
つ

に
数
え
ら
れ
る
大
長
篇
。 

四
六
判
七
二
六
頁　

五
〇
〇
〇
円

エロス
、
アン
チ・エロス

ハ
ロ
ル
ド
・
ジ
ェ
フ
ィ　

今
村
楯
夫
訳

荒
野
か
ら
摩
天
楼
へ
、
摩
天
楼
か
ら
荒
野
へ
と
、
エ
イ
ズ
時
代
の
ア
メ
リ
カ
を
自
在
に
疾
駆

す
る
、
十
四
の
倒
錯
し
た
《
愛
の
物
語
》。
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
な
が
ら
も
絡
み
合
い
、
時

に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
バ
ッ
ク
す
る
、
ポ
ッ
プ
で
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
短
編
集
。

 
四
六
判
二
六
二
頁　

二
八
〇
〇
円

暗
闇
の
楽
器

ナ
ン
シ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン　

永
井
遼
・
い
ぶ
き
け
い
訳

現
代
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
／
暗
黒
の
中
世
フ
ラ
ン
ス
、
二
つ
の
世
界
が
時
空
を
超
え
て
交
錯
す

る
奇
跡
の
パ
ラ
レ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
。『
天
使
の
記
憶
』『
時
の
か
さ
な
り
』
の
著
者
の
最
高

傑
作
。
高
校
生
が
選
ぶ
ゴ
ン
ク
ー
ル
賞
受
賞
。

 
10.5　

四
六
判
三
二
四
頁　

二
八
〇
〇
円

パラ
ダ
イスの
乞
食
た
ち 

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
ス
テ
ッ
ト
ナ
ー　

本
田
康
典
＋
三
保
子
ス
テ
ッ
ト
ナ
ー
訳

一
九
四
〇
年
代
後
半
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
育
ち
の
〈
ぼ
く
〉
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
の
影
響

を
う
け
、
大
西
洋
を
わ
た
っ
て
パ
リ
で
放
浪
生
活
を
す
る
こ
と
に
…
…
。
水
彩
画
家
、
編
集

者
、
詩
人
、
作
家
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
日
本
で
活
躍
し
た
著
者
の
、

み
ず
み
ず
し
い
自
伝
的
小
説
。 

四
六
判
二
九
六
頁　

二
五
〇
〇
円
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小
説

鉤
十
字
の
夜

キ
ャ
サ
リ
ン
・
バ
ー
デ
キ
ン　

日
吉
信
貴
訳

二
十
七
世
紀
の
神
聖
ド
イ
ツ
帝
国
。
自
民
族
男
性
中
心
主
義
の
ヒ
ト
ラ
ー
教
社
会
に
お
い
て
、

女
性
た
ち
は
自
由
と
美
を
剥
奪
さ
れ
、
家
畜
に
等
し
い
ま
で
に
虐
げ
ら
れ
て
い
た
…
…
。
ナ

チ
ス
政
権
の
台
頭
を
峻
烈
に
風
刺
し
、
男
尊
女
卑
の
過
激
化
の
果
て
に
待
つ
暗
黒
世
界
を
予

言
す
る
〈
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
〉。 

20.1　

四
六
判
二
五
九
頁　

二
五
〇
〇
円

私
た
ち
は
幸
運
だった 

あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
家
族
の
離
散
と
再

会
の
物
語 

ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ハ
ン
タ
ー　

墨
か
お
り
訳

歴
史
は
繰
り
返
す
！　

一
九
三
九
年
、
ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
。
第
二
次
大
戦
下
、
ユ

ダ
ヤ
人
一
家
の
人
び
と
は
徴
兵
さ
れ
、
難
民
と
な
り
、
ま
た
シ
ベ
リ
ア
の
強
制
収
容
所
送
り
に
。

散
り
散
り
に
な
っ
た
彼
ら
が
様
々
な
経
路
で
戦
火
を
逃
れ
、
戦
後
に
再
会
を
果
た
す
ま
で
の
逃

避
行
を
描
く
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ノ
ベ
ル
。 

22.12　

四
六
判
三
七
〇
頁　

三
五
〇
〇
円

午
後
の
人
々

ア
ン
ト
ニ
ー
・
ポ
ウ
エ
ル　

小
山
太
一
訳

独
特
の
ブ
ラ
ッ
ク
な
感
覚
に
よ
り
、
多
く
の
熱
狂
的
フ
ァ
ン
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
文
壇
の
老
騏

の
、
本
邦
初
紹
介
の
代
表
的
中
編
。
両
大
戦
間
期
に
青
春
を
送
る
「
失
わ
れ
た
世
代
」
の
刹

那
的
日
常
と
退
廃
を
、独
特
な
会
話
の
セ
ン
ス
に
よ
り
優
美
に
描
き
出
す
、イ
ギ
リ
ス
版
『
グ

レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ィ
』。 

四
六
判
二
九
二
頁　

二
八
〇
〇
円

ド
ラ
キュラ【
完
訳
詳
注
版
】

ブ
ラ
ム
・
ス
ト
ー
カ
ー　

新
妻
昭
彦
訳　

丹
治
愛
注
釈

今
や
英
文
学
史
上
の
古
典
の
地
位
を
確
立
し
た
と
も
言
え
る
吸
血
鬼
小
説
の
傑
作
が
、
本
邦

初
の
完
訳
に
て
甦
る
！　

さ
ら
に
、そ
の
前
章
と
も
い
え
る
短
編
「
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
客
」
と
、

「
執
筆
ノ
ー
ト
」「
取
材
ノ
ー
ト
」
も
収
録
。
豊
富
な
資
料
と
詳
細
な
注
釈
で
、
恐
怖
の
原
点

に
多
面
的
に
迫
る
。 

Ａ
５
判
五
三
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

人
工の
冬

ア
ナ
イ
ス
・
ニ
ン　

矢
口
裕
子
訳

異
端
の
愛
こ
そ
美
し
い
。
―
―
ア
メ
リ
カ
で
長
い
あ
い
だ
発
禁
と
な
っ
て
い
た
先
駆
的
な
性

愛
小
説
三
篇
（「
ジ
ュ
ー
ナ
」「
リ
リ
ス
」「
声
」）
が
原
形
（
一
九
三
九
年
パ
リ
版
）
の
ま
ま

七
十
年
ぶ
り
に
甦
る
。

 
09.9　

四
六
判
三
二
四
頁　

二
八
〇
〇
円

炎への
は
し
ご

ア
ナ
イ
ス
・
ニ
ン　

三
宅
あ
つ
子
訳

家
庭
を
捨
て
自
責
の
念
に
か
ら
れ
る
リ
リ
ア
ン
、
生
き
生
き
と
し
た
ジ
ュ
ー
ナ
、
そ
し
て
破

滅
的
な
サ
ビ
ー
ナ
、
ヘ
レ
ン
。
画
家
ジ
ェ
イ
を
間
に
お
互
い
響
き
合
い
、
共
感
の
愛
を
見
出

し
自
己
を
探
究
し
て
い
く
女
性
た
ち
。
ニ
ン
が
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
、
そ
の
妻
ら
を
モ
デ
ル

に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
パ
リ
を
舞
台
に
描
く
愛
の
遍
歴
。 

19.3　

四
六
判
二
三
四
頁　

二
五
〇
〇
円

ア
ナ
イス・ニンのパリ
、ニューヨ
ー
ク 
旅
し
た
、
恋
し
た
、

書
い
た 
矢
口
裕
子

《
こ
こ
パ
リ
で
は
、
道
に
迷
う
こ
と
も
と
び
き
り
の
冒
険
だ
》
と
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
が
記

し
た
パ
リ
近
郊
で
生
ま
れ
、本
を
読
み
あ
さ
っ
た
少
女
時
代
。
パ
リ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
戻
り
、

日
記
文
学
で
世
界
的
に
知
ら
れ
る
作
家
と
な
っ
た
ア
ナ
イ
ス
の
足
跡
を
、多
数
の
写
真
と「
日

記
」
の
引
用
で
た
ど
る
。 

18.12　

Ａ
５
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
一
〇
四
頁　

二
二
〇
〇
円

A
naïs N

in’s Paris R
evisited / Le Paris d’A

naïs 
N

in revisité 
Yuko Yaguchi

『
ア
ナ
イ
ス
・
ニ
ン
の
パ
リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』
の
著
者
が
「
パ
リ
編
」
に
加
筆
し
自
ら
英
訳

し
た
も
の
に
、そ
の
仏
訳
（
ル・ル
ー・ブ
レ
ン
ダ
ン
訳
）
を
添
え
た
英
仏
二
カ
国
語
版
エ
セ
イ
。

ニ
ン
が
生
ま
れ
暮
し
た
ヌ
イ
ィ
、
ル
ヴ
シ
エ
ン
ヌ
、
そ
し
て
パ
リ
で
の
ミ
ラ
ー
、
ア
ル
ト
ー

ら
と
の
交
遊
の
地
を
た
ど
る
。
写
真
多
数
。 21.6　
Ａ
５
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー一
四
四
頁　

三
〇
〇
〇
円
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小
説

マル
タン・ゲ
ールの
妻

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ル
イ
ス　

杉
浦
悦
子
訳

突
然
の
夫
の
失
踪
。
そ
し
て
八
年
後
の
帰
還
。
し
か
し
、
帰
っ
て
き
た
の
は
？　

十
六
世
紀

南
仏
に
実
際
に
起
き
た
事
件
を
も
と
に
、
待
ち
続
け
る
妻
の
揺
れ
動
く
心
理
を
流
麗
な
筆
致

で
丹
念
に
描
き
出
し
た
、
本
邦
初
紹
介
の
現
代
ア
メ
リ
カ
作
家
に
よ
る
特
異
な
恋
愛
小
説
。

 

四
六
判
一
四
九
頁　

二
〇
〇
〇
円

ク
ー・ク
ラックス・ク
ラン　
革
命
とロマンス

ト
マ
ス
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア　

奥
田
暁
代
・
高
橋
あ
き
子
訳

南
北
戦
争
後
の
混
乱
を
極
め
た
南
部
再
建
期
に
登
場
し
た
白
装
束
の
秘
密
結
社
《
ク
ー
・
ク

ラ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ン
》
の
全
貌
を
活
写
し
、グ
リ
フ
ィ
ス
『
国
民
の
創
生
』
の
原
作
と
も
な
っ

た
歴
史
ロ
マ
ン
ス
。《
ア
メ
リ
カ
文
学
史
上
、最
も
危
険
な
予
言
の
書
が
、い
ま
こ
こ
に
甦
る
。》

（
巽
孝
之
） 
Ａ
５
判
四
一一
頁　

五
〇
〇
〇
円

長い
夢

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
イ
ト　

木
内
徹
訳

ア
メ
リ
カ
南
部
で
思
春
期
を
生
き
る
主
人
公
の
父
子
の
葛
藤
、
白
人
に
よ
る
友
人
の
殺
害
、

売
春
宿
で
の
恋
人
の
死
、
白
人
警
察
署
長
に
よ
る
父
の
謀
殺
等
、
一
九
四
〇
年
に
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ー
で
お
き
た
火
災
事
故
を
素
材
に
、
現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
に
通
底
す
る
人
種
差
別
問
題
を

《
事
実
と
真
実
》
で
描
い
た
長
篇
小
説
。 

17.1　

四
六
判
四
九
二
頁　

四
五
〇
〇
円

ヴィティコー
（
全
Ⅲ
巻
）

ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー　

谷
口
泰
訳

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
文
学
に
特
異
な
位
置
を
占
め
る
ボ
ヘ
ミ
ア
生
ま
れ
の
作
家
晩
年
の
代
表

作
。
中
世
封
建
制
度
が
確
立
し
ゆ
く
雄
大
な
乱
世
に
活
躍
し
た
騎
手
を
描
き
つ
つ
、
つ
い
に

は
《
救
済
》
の
歴
史
へ
と
至
る
叙
事
詩
的
大
長
篇
歴
史
小
説
。

 

Ａ
５
判
ク
ロ
ス
装
函
入　

各
巻
平
均
三
八
四
頁　

各
五
〇
〇
〇
円

【
詳
注
版
】 

カ
ラマー
ゾ
フの
兄
弟

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー　

杉
里
直
人
訳

歴
代
の
邦
訳
の「
誤
訳
」を
徹
底
的
に
洗
い
出
し
た
十
六
番
目
の
邦
訳
と
な
る「
本
篇
」と
、張
り
巡

ら
さ
れ
た
聖
書
テ
ク
ス
ト
へ
の
言
及
を
読
み
解
き
、当
時
の
裁
判
・
教
育
制
度
、諺
、衣
服
、風
俗
を

解
説
す
る
膨
大
な
訳
者
に
よ
る
注
釈
を
含
む
、「
注
・
解
説
・
年
譜
篇
」か
ら
な
る
豪
華
本
。　　

20.1

Ａ
５
判
並
製
二
分
冊
貼
函
入　

本
篇一
、一〇一頁
／
別
冊
二
五
五
頁
＋
別
丁
図
版一六
頁　
一八
〇
〇
〇
円

チェー
ホフ
小
説
選

松
下
裕
訳

人
間
の
悲
哀
や
お
か
し
み
、
真
実
の
姿
を
、
厳
し
く
も
愛
情
溢
れ
る
透
徹
し
た
文
章
で
描
き

続
け
た
チ
ェ
ー
ホ
フ
。
出
世
作
「
お
か
か
え
猟
師
」
か
ら
最
後
の
作
品
「
い
い
な
ず
け
」
ま

で
、
小
説
の
代
表
作
・
傑
作
全
二
十
九
篇
を
一
巻
に
収
め
た
、
著
者
の
没
後
一
〇
〇
年
を
記

念
す
る
愛
蔵
本
。 

Ａ
５
判
六
九
九
頁　

七
〇
〇
〇
円

鏡
の
あ
る
館

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ム
ニ
ョ
ス
・
モ
リ
ナ　

大
河
内
健
次
訳

フ
ラ
ン
コ
政
権
下
の
一
九
六
九
年
、左
翼
思
想
を
持
つ
作
家
志
望
の
学
生
ミ
ナ
ヤ
は
、
二
七

年
世
代
の
幻
の
詩
人
の
散
逸
し
た
作
品
の
調
査
を
行
い
、
博
士
論
文
に
す
る
こ
と
を
思
い
つ

く
が
…
…
。
過
去
・
現
在
・
未
来
の
物
語
が
反
射
し
合
い
、や
が
て
、
あ
る
未
解
決
の
殺
人
事

件
の
真
相
が
浮
か
び
上
が
る
実
験
的
推
理
小
説
。 

21.11 

四
六
判
四
一
〇
頁　

三
五
〇
〇
円

パティ・ディ
プ
ー
サ

ペ
ド
ロ
・
ア
ル
モ
ド
バ
ル　

杉
山
晃
訳

ス
ペ
イ
ン
の
新
世
代
を
代
表
す
る
世
界
的
映
画
監
督
が
、
深
夜
の
大
都
会
を
舞
台
に
、
あ
ら

ゆ
る
快
楽
を
貪
り
尽
す
稀
代
の
セ
ッ
ク
ス
・
シ
ン
ボ
ル
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
な
日
常
を
メ
タ
・

フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
仕
掛
け
と
極
彩
色
の
キ
ッ
チ
ュ
感
覚
で
描
く
コ
ミ
カ
ル
・
ポ
ッ
プ
小
説
。

 

四
六
判
一
四
四
頁　
一
二
〇
〇
円
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小
説

穢
れ
な
き
太
陽

ソ
ル
・
ケ
ー
・
モ
オ　

吉
田
栄
人
訳

メ
キ
シ
コ
の
抑
圧
的
な
規
範
の
な
か
で
生
き
る
落
伍
者
や
弱
者
た
ち
。
彼
ら
に
差
す
一
筋
の

光
を
丹
念
に
描
き
な
が
ら
、
先
住
民
の
伝
統
的
な
モ
ラ
ル
そ
の
も
の
を
批
判
し
、「
先
住
民
文

学
」
に
新
し
い
地
平
を
開
い
た
民
族
誌
的
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
第
五
十
六
回
日
本
翻
訳
文
化
賞

（
翻
訳
特
別
賞
）
受
賞
。 

18.8　

四
六
版
二
四
二
頁　

二
二
〇
〇
円

チェー
ホフの
夜

中
村
邦
生

《
私
は
ふ
と
過
去
の
風
景
を
見
つ
め
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
む
し
ろ
今
と
い
う

時
間
を
遠
く
未
来
か
ら
懐
か
し
ん
で
い
る
気
分
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
―
―
た
だ
過

ぎ
去
る
た
め
に
あ
る
動
き
。
す
べ
て
が
懐
か
し
い
気
持
ち
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。》

虚
実
の
陰
影
を
精
妙
な
文
体
で
刻
む
短
編
集
。 

09.11　

四
六
判
一
八
三
頁　
一
八
〇
〇
円

山
高
帽
と
黒い
オ
ーバーの
背

近
藤
耕
人

モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
ユ
ト
リ
ロ
、
セ
ー
ヌ
河
岸
の
意
識
の
流
れ
、
パ
レ
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
マ
グ

リ
ッ
ト
、
地
下
鉄
の
女
。
非
人
称
的
に
描
か
れ
る
〈
わ
た
し
〉
が
、
パ
リ
を
さ
ま
よ
う
中
で

見
た
光
景
、
出
会
っ
た
人
、
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
空
間
と
時
間
…
…
。
現
実
と
虚
構
の
は
ざ

ま
を
往
還
す
る
珠
玉
の
短
編
集
。 

14.4　

四
六
判
二
三
二
頁　

二
五
〇
〇
円

石
の
中
か
ら
聞
こ
え
る
声

近
藤
耕
人

〈
石
垣
の
頭
上
で
風
が
鳴
り
、
さ
ら
に
遠
い
洞
窟
か
ら
風
の
溜
息
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
も
あ

り
…
…
〉
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ダ
ブ
リ
ン
、
ア
ラ
ン
島
…
…
。
異
邦
の
風

景
か
ら
浮
か
び
上
が
る
記
憶
と
こ
と
ば
。
写
真
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
の
初
の
短
編

小
説
集
。 

四
六
判
二
二
四
頁　

二
五
〇
〇
円

知
恵
の
木

ピ
オ
・
バ
ロ
ー
ハ　

前
田
明
美
訳

キ
ュ
ー
バ
を
め
ぐ
る
米
西
戦
争
の
さ
な
か
、
無
気
力
で
旧
態
依
然
の
社
会
の
う
ち
に
愛
す
る

も
の
を
失
い
、
人
生
を
模
索
す
る
主
人
公
の
葛
藤
と
軌
跡
。
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
が
《
私
よ
り

も
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
け
る
べ
き
人
だ
》
と
評
し
た
、
十
九
世
紀
ス
ペ
イ
ン
の
「
九
八
年
の
世

代
」
を
代
表
す
る
作
家
の
自
伝
的
長
編
小
説
。 

四
六
判
三
三
一
頁　

三
五
〇
〇
円

フォル
トゥナ
ー
タ
とハシン
タ（
上
・
下
巻
）

ベニ
ー
ト
・
ペ
レ
ス
・
ガ
ル
ド
ス　

浅
沼
澄
訳

大
富
豪
の
御
曹
司
に
弄
ば
れ
る
二
人
の
女
の
悲
／
喜
劇
を
通
し
て
、
緻
密
に
描
写
さ
れ
る
マ

ド
リ
ッ
ド
の
民
衆
の
姿
。《
セ
ル
バ
ン
テ
ス
以
降
の
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
最
も
偉
大
な
小
説

家
》
と
称
さ
れ
る
文
豪
に
よ
る
十
九
世
紀
ス
ペ
イ
ン
文
学
の
傑
作
！

 

Ａ
５
判　

上
巻
五
二
五
頁
・
下
巻
五
〇
一
頁　

各
二
八
〇
〇
円

ラ
サ
リ
ー
リョ・デ・トルメスの
人
生

岡
村
一
訳

手
練
手
管
に
長
け
た
盲
人
、
吝
嗇
漢
の
司
祭
、
一
文
無
し
の
郷
士
、
様
々
な
主
人
に
仕
え
て

下
層
社
会
を
生
き
抜
い
て
き
た
若
者
が
物
語
る
半
生
。
作
者
不
詳
に
も
か
か
わ
ら
ず
近
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
流
行
し
た
、
十
六
世
紀
ス
ペ
イ
ン
の
生
活
の
現
実
が
息
づ
く
〈
ピ
カ
レ
ス

ク
・
ロ
マ
ン
〉
の
原
点
。 

18.12　

四
六
判
一
七
五
頁　

二
五
〇
〇
円

バルセロ
ナ・ス
ト
ー
リ
ー
ズ

ホ
ア
ン
・
パ
ル
ー
チ
ョ
、
キ
ム
・
ム
ン
ゾ
ー
他　

田
澤
耕
編
訳

ピ
カ
ソ
や
ミ
ロ
、ダ
リ
、ガ
ウ
デ
ィ
等
を
生
ん
だ
文
化
都
市
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
言
語
＝
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
語
に
よ
る
七
作
家
の
十
三
短
篇
に
よ
っ
て
、
今
日
の
《
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
精
神
》
を
鮮
や

か
に
浮
き
彫
り
に
す
る
本
邦
初
の
現
代
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
文
学
短
篇
選
集
。

 

四
六
判
一
八
一
頁　
一
五
〇
〇
円
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小
説

暗
殺
の
森 

キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
Ⅱ

織
江
耕
太
郎

総
理
官
邸
に
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
が
突
入
、
爆
発
し
た
。
残
骸
の
コ
ン
テ
ナ
か
ら
発
見
さ
れ
た

男
女
十
二
人
の
死
体
は
す
べ
て
被
曝
し
て
い
た
―
―
。
福
島
第
一
原
発
の
事
故
や
特
定
秘
密

保
護
法
の
施
行
を
背
景
に
、
巨
大
利
権
に
戦
い
を
挑
む
男
た
ち
の
運
命
を
描
く
〈
原
発
サ
ス

ペ
ン
ス
〉
！ 

19.4　

四
六
判
二
五
七
頁　

二
五
〇
〇
円

レ・ファン
タス
ティック

上
島
周
子

夢
の
記
録
を
仕
事
と
す
る
青
年
と
、
胸
に
三
三
〇
〇
〇
〈
ム
ー
グ
〉
の
穴
を
患
い
失
命
の
途

に
つ
く
王
家
の
八
女
。
お
な
じ
夏
、
カ
フ
ェ
で
出
会
っ
た
二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に
耽

り
な
が
ら
、
特
別
な
時
を
迎
え
る
…
…
。
ひ
と
夏
の
夢
と
想
念
を
め
ぐ
る
書
き
下
ろ
し
小

説
。 

17.12　

四
六
判
二
八
八
頁　

二
五
〇
〇
円

ニボ
アンヌ

上
島
周
子

『
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の
雨
傘
』
な
ど
の
フ
ラ
ン
ス
映
画
に
恋
す
る
あ
ま
り
、
映
画
の
美
術
監
督

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
に
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
を
送
っ
た
ア
キ
コ
。
文
通
の
末
、
い
よ
い
よ
憧

れ
の
地
を
訪
れ
る
。〈
フ
ラ
ン
ス
語
レ
ベ
ル
：
１
＝
ニ
ボ
ア
ン
ヌ
〉
の
主
人
公
が
南
仏
で
繰

り
広
げ
る
、
爆
笑
ユ
ー
モ
ア
日
記
小
説
！ 

16.2　

四
六
判
二
七
四
頁　

二
五
〇
〇
円

林

河
村
陽
子

教
育
者
と
文
筆
家
の
夢
を
追
い
な
が
ら
も
志
半
ば
で
没
し
た
〈
父
〉、
画
家
と
し
て
頭
角
を

表
し
た
〈
母
〉、
妻
の
死
後
愛
人
と
同
棲
を
始
め
た
〈
兄
〉
…
…　

迷
い
、
も
が
き
な
が
ら

も
生
き
る
〈
人
間
〉
の
姿
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
る
。
九
十
三
歳
の
新
人
作
家
が
描
く

あ
る
家
族
の
肖
像
。 

18.12　

四
六
判
二
七
五
頁　

二
〇
〇
〇
円

モス
ク
ワの
声

大
石
雅
彦

魂
の
ダ
ン
ス
を
躍
る
少
女
〈
エ
コ
ー
〉、
暗
躍
す
る
カ
ル
ト
集
団
〈
ニ
チ
ェ
ヴ
ォ
キ
〉。
声
な

き
声
に
導
か
れ
て
、〈
ハ
イ
〉
の
奇
怪
な
冒
険
が
は
じ
ま
る
…
…
。
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ

ル
ド
芸
術
、
と
り
わ
け
マ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
気
鋭
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
の
初
の
長

編
小
説
。 

四
六
判
三
〇
六
頁　

二
四
〇
〇
円

助
教 

横
田
弘
道
／
ダ
ヴィデ
像

澤
井
繁
男

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
を
教
え
る
新
任
の
助
教
が
、
学
長
選
挙
を
き
っ
か
け
に
大
学
内
の
腐
敗
し
た

権
力
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
表
題
作
他
、
イ
タ
リ
ア
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
研
究
者
で
あ
り

作
家
と
し
て
も
活
動
す
る
著
者
に
よ
る
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
思
想
と
活
躍
を
克
明
な
筆
致
で

描
き
出
す
中
篇
小
説
二
篇
。 

17.12　

四
六
判
二
一
六
頁　
一
八
〇
〇
円

日
本
原
発
小
説
集 
柿
谷
浩
一
編

井
上
光
晴
・
清
水
義
範
・
豊
田
有
恒
・
野
坂
昭
如
・
平
石
貴
樹

豊
か
な
未
来
を
実
現
す
る
夢
の
技
術
か
？　

あ
る
い
は
人
類
の
滅
亡
を
促
進
す
る
絶
望
装
置

か
？　

推
進
／
反
対
の
立
場
を
超
え
て
集
成
さ
れ
た
、
初
の
原
発
文
学
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
現

在
で
は
入
手
困
難
な
五
篇
を
収
録
。

 
11.10　

四
六
判
並
製
二
四
九
頁　
一
八
〇
〇
円

キ
アロス
ク
ーロ

織
江
耕
太
郎

原
発
に
よ
っ
て
最
愛
の
も
の
を
奪
わ
れ
た
五
人
の
男
た
ち
―
―
。都
心
の
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ《
キ

ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
》
に
巣
食
い
、
原
発
利
権
を
む
さ
ぼ
る
政
治
家
、
官
僚
、
財
界
、
マ
ス
コ
ミ
、

そ
し
て
電
力
資
本
の
暗
部
を
告
発
し
、
復
讐
を
誓
っ
た
彼
ら
の
命
運
は
…
…
？

13.12　

四
六
判
三
三
九
頁　

二
八
〇
〇
円
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小
説

黒
で
も
白
で
も
ない
も
の
は

加
藤
有
希
子

二
〇
五
六
年
、
太
陽
の
異
常
活
動
に
よ
り
、
人
類
は
色
覚
と
生
殖
能
力
を
失
っ
た
。
激
変
す

る
自
然
環
境
、
破
綻
す
る
経
済
…
…　

色
彩
を
失
っ
た
人
び
と
は
、
黒
と
白
の
世
界
の
な
か

で
、
や
が
て
訪
れ
る
終
焉
を
静
か
に
待
ち
続
け
て
い
た
。
滅
び
ゆ
く
世
界
の
な
か
で
、
人
び

と
が
見
出
し
た
究
極
の
幸
せ
と
は
…
… 

23.2　

四
六
判
一
四
〇
頁　

二
〇
〇
〇
円

ク
ラ
ウ
ド
ジャーニー

加
藤
有
希
子

ひ
そ
や
か
に
迫
り
来
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
。
変
容
す
る
世
界
の
中
で
、
美
術
史

研
究
者
の
真
希
は
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
。
病
の
意
味
を
問
い
、
乳
房
を
失
う
こ
と
の
意
味

を
問
う
中
で
、
真
希
は
自
ら
の
生
の
あ
り
方
を
見
出
し
て
い
く
…
…
。

 
21.7　

四
六
判
一
九
二
頁　

二
〇
〇
〇
円

犬
の
し
も
べ 

菊
池
英
也

愛
犬
ポ
メ
ラ
ニ
ア
ン
が
声
な
き
声
で
語
る
〈
加
曽
利
の
犬
〉、
一
九
〇
九
年
の
ト
ル
コ
・
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
の
野
犬
大
虐
殺
事
件
、
そ
し
て
人
間
の
犬
へ
の
愛
情
と
人
工
的
繁
殖
、
小

型
化
へ
の
あ
く
な
き
欲
望
。
そ
の
一
七
年
の
生
涯
を
描
い
た
感
動
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
！

 
23.6　

四
六
判
二
四
四
頁　

二
〇
〇
〇
円

夢
うつつ
、
旅

菊
池
英
也

消
え
去
っ
た
恋
人
の
残
し
た
謎
め
い
た
本
に
導
か
れ
て
、横
浜
、伊
豆
、軽
井
沢
、陰
岐
、鎌
倉
、

そ
し
て
イ
ン
ド
へ
！　

存
在
と
不
在
の
深
淵
を
経
巡
る
魂
の
旅
。
気
鋭
の
小
説
家
が
書
き
下

ろ
し
た
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
長
編
恋
愛
小
説
。

 
19.6　

四
六
判
二
二
一
頁　

二
〇
〇
〇
円
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批
評

吉
田
健一の
時
間 

清
水
徹

ゆ
る
や
か
な
時
間
、
酒
と
い
う
水
、
あ
た
り
ま
え
の
孤
独
。
宴
を
浸
す
夕
方
の
光
―
―
。
フ

ラ
ン
ス
文
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
が
、初
期
評
論
か
ら
晩
年
の
傑
作
『
時
間
』
ま
で
、〈
近

代
＝
世
紀
末
〉
の
倦
怠
を
ぬ
け
だ
し
て
〈
生
き
る
喜
び
〉
を
優
雅
に
語
っ
た
吉
田
健
一
の
根

元
的
主
題
に
迫
る
。 

Ａ
５
判
二
八
二
頁　

三
五
〇
〇
円

〈
よ
そ
〉 の
美
学

浅
沼
圭
司

《
生
と
死
と
い
う
、あ
い
矛
盾
し
拮
抗
す
る
も
の
の
共
存
の
故
に
》
近
代
芸
術
に
対
す
る
《
あ

る
種
の
否
定
性
》と
し
て
対
峙
す
る《
晩
年
様
式
》。
ア
ド
ル
ノ
と
サ
イ
ー
ド
を
参
照
し
つ
つ
、

定
家
に
お
け
る
《
よ
そ
》
の
美
学
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
、
グ
ー
ル
ド
、
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ

等
に
お
け
る
《
亡
命
》
と
《
晩
年
》
の
意
味
を
探
求
す
る
。 

Ａ
５
判
二
九
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

物
語
と
は
な
に
か

浅
沼
圭
司

ひ
と
は
な
ぜ
物
語
を
語
る
／
書
く
の
か
。な
ぜ
物
語
を
聞
く
／
読
む
の
か
―
―
広
漠
た
る「
物

語
」
の
地
平
を
「
物
語
的
世
界
」
と
「
語
り
の
点
」
と
い
う
視
点
か
ら
鮮
か
に
照
ら
し
出
す
。

鶴
屋
南
北
『
盟
三
五
大
切
』
と
藤
沢
周
平
『
蝉
し
ぐ
れ
』
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ふ
た
つ
の
綺

想
曲
。 

Ａ
５
判
三
〇
五
頁　

四
〇
〇
〇
円

映
ろ
ひ
と
戯
れ 

定
家
を
読
む

浅
沼
圭
司

『
新
古
今
』の
と
い
う
以
上
に
、日
本
の
詩
歌
そ
の
も
の
の
代
表
者
と
も
い
う
べ
き
藤
原
定
家
。

そ
の
歌
の
根
底
に
あ
る
極
め
難
い
美
の
源
泉
を
、
今
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
＝
哲
学
理
論

を
援
用
し
つ
つ
斬
新
な
手
法
で
分
析
す
る
。
厳
選
さ
れ
た
定
家
の
歌
四
十
五
首
に
美
学
的
側

面
か
ら
徹
底
的
に
迫
る
。 

四
六
判
二
〇
四
頁　

二
五
〇
〇
円

批
評

小
説
構
想への
試
み

中
村
真
一
郎

日
本
文
壇
の
私
小
説
的
風
土
に
抗
し
て
、
西
欧
的
方
法
意
識
に
よ
っ
て
戦
後
文
学
を
領
導
し

て
き
た
著
者
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
い
う
べ
き《
四
季
》四
部
作
の
詳
細
自
注
つ
き
創
作
ノ
ー

ト
。
一
六
頁
の
別
冊
付
録
（
対
話
＝
清
水
徹
・
小
佐
井
伸
二
）
を
付
す
。

 
Ａ
５
判
二
〇
四
頁　

二
八
〇
〇
円

続
・
小
説
構
想への
試
み

中
村
真
一
郎

戦
後
文
学
の
一
記
念
碑
と
も
い
う
べ
き《
四
季
》四
部
作
の
う
ち『
春
』及
び『
夏
』の
創
作
ノ
ー

ト
を
収
録
し
た
正
篇
に
続
き
、『
秋
』、『
冬
』
の
ノ
ー
ト
に
書
き
下
し
詳
細
自
注
を
収
め
る
。

さ
ら
に
、
通
読
の
際
の
便
を
も
考
え
、
四
部
作
全
体
の
人
物
表
と
事
件
年
表
を
も
付
す
。

 

Ａ
５
判
三
三
四
頁　

四
〇
〇
〇
円

ど
こ
に
も
ない
都
市 

ど
こ
に
も
ない
書
物清

水
徹
＝
宮
川
淳

《
文
学
の
総
体
は
す
で
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
現
実
の
書
物
と
は
、
す
で
に
存
在
し

て
い
る
書
物
の
総
体
の
ご
く
一
部
が
多
少
の
変
形
と
夾
雑
物
を
と
も
な
い
な
が
ら
…
…
》。

書
物
と
都
市
を
め
ぐ
る
清
水
の
テ
ク
ス
ト
を
宮
川
が
《
書
き
直
し
た
》
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

し
て
の
書
物
。 

Ａ
５
変
判
並
製
函
入
二
一
九
頁　

二
五
〇
〇
円 
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批
評

ビ
ー
ト
と
ア
ー
ト
とエ
ト
セ
ト
ラ 

ヤ
リ
タ
ミ
サ
コ

東
京
ポ
エ
ケ
ッ
ト
の
主
宰
者
と
し
て
知
ら
れ
る
現
代
詩
の
新
世
代
の
旗
手
が
、
ギ
ン
ズ
バ
ー

グ
、
北
園
克
衛
、
カ
ミ
ン
グ
ズ
と
そ
の
周
辺
の
詩
人
た
ち
へ
軽
や
か
に
か
つ
徹
底
的
に
肉
迫

す
る
。

 

四
六
判
並
製
二
九
三
頁　

二
八
〇
〇
円

詩
を
呼
吸
す
る 

現
代
詩
・
フ
ル
ク
サ
ス・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

ヤ
リ
タ
ミ
サ
コ

日
本
の
今
日
の
詩
と
こ
と
ば
と
ア
ー
ト
の
状
況
へ
コ
ミ
ッ
ト
し
続
け
る
著
者
が
み
ず
か
ら
の

交
友
を
も
ま
じ
え
な
が
ら
、
若
手
詩
人
た
ち
の
詩
に
寄
り
添
い
つ
つ
批
評
す
る
。
二
冊
、
同

時
刊
行
！

 

四
六
判
並
製
三
一
九
頁　

二
八
〇
〇
円

カ
ミン
グ
ズの
詩
を
遊
ぶ 

【
新
装
版
】

Ｅ
・
Ｅ
・
カ
ミ
ン
グ
ズ
詩
集　

ヤ
リ
タ
ミ
サ
コ
＋
向
山
守
編
訳

一
篇
の
詩
が
言
葉
を
こ
え
て
「
詩
絵
」
と
な
る
。
独
自
の
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
考
案
し
、
常

套
的
な
詩
の
書
き
方
を
打
破
し
た
カ
ミ
ン
グ
ズ
の
詩
空
間
を
め
ぐ
る
〈
詩
の
散
歩
〉。
時
を

こ
え
て
読
み
つ
が
れ
る
そ
の
詩
を
新
た
な
感
覚
で
お
く
る
。

 
22.8

（10.7

）　

Ａ
５
判
並
製
二
一一
頁　

二
〇
〇
〇
円

つ
な
が
り
を
求
め
て 

シ
ャ
ル
ト
ル
の
翡
翠

小
島
俊
明

ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ャ
ン
・
ジ
ュ
ー
ヴ
、
バ
ル
テ
ュ
ス
、
澁
澤
龍
彦
、
小
島
信
夫
、
多
田
智
満
子

…
…　
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
と
し
て
、ま
た
詩
人・俳
人
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
が
、懐
か
し
い
人
々

と
の
記
憶
の
な
か
で
の
再
会
を
、「
西
洋
と
東
洋
の
架
け
橋
」
た
ら
ん
と
し
た
若
き
日
の
想
い
出

を
、
自
ら
の
俳
句
と
共
に
綴
る
新
し
い
俳
文
集
。 

16.5　

四
六
判
並
製
二
七
六
頁　
二
五
〇
〇
円

ロ
ラン・バル
ト
の
味
わい 

交
響
す
る
バ
ル
ト
と
ニ
ー
チ
ェ
の

歌 

浅
沼
圭
司

構
造
主
義
の
、
な
い
し
は
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
旗
手
の
ひ
と
り
と
し
て
、
す
ぐ
れ
て
二
十
世

紀
的
な
著
述
家
を
、《
い
ま
こ
こ
》
の
思
想
家
と
し
て
読
む
。《
浮
遊
し
、
迷
走
し
、
も
つ
れ

つ
つ
》、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
歌
」
と
交
響
す
る
バ
ル
ト
の
「
歌
」
を
聴
く
。

 
10.10　

四
六
判
二
一
四
頁　

二
五
〇
〇
円

思
考
の
天
球

小
林
康
夫

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
《
無
果
実
》、
カ
フ
カ
の
《
壁
》、
オ
ー
ス
タ
ー
の
《
幽
霊
》
…
…
、
遠
い
記

憶
の
な
か
の
儚
き
も
の
た
ち
を
め
ぐ
り
乱
反
射
す
る
思
考
の
残
像
を
、
寓
話
的
物
語
形
式
の

う
ち
に
書
き
と
め
た
断
章
集
。
し
な
や
か
な
知
の
多
重
な
声
＝
言
葉
が
紡
ぎ
出
す
即
興
曲
。

 
四
六
変
判
二
〇
九
頁　

二
〇
〇
〇
円

風
の
配
分

野
村
喜
和
夫

移
動
、
律
動
、
眩
暈
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
南
ア
フ
リ
カ
へ
、
彷
徨
す
る
詩
人
の
旅
の
記
録
。
現

代
詩
の
先
端
を
走
り
続
け
る
詩
人
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
五
感
に
映
る
一
瞬
の
風
景
が
、
き
ら

め
く
断
章
形
式
の
う
ち
に
蘇
る
。
第
三
十
回
高
見
順
賞
受
賞
。

 

四
六
判
二
三
四
頁　

二
八
〇
〇
円

火
星
人
に
さ
よ
な
ら 

異
星
人
表
象
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー

鈴
木
雅
雄

ド
ゥ
フ
ォ
ン
ト
ネ
ー
、
ク
ロ
、
ブ
ラ
ン
キ
、
ス
ミ
ス
…
…
ユ
ー
ト
ピ
ア
文
学
の
残
骸
と
Ｓ
Ｆ

の
予
兆
の
あ
い
だ
で
引
き
裂
か
れ
た
十
九
世
紀
と
い
う
時
代
に
お
い
て
、異
星
人
と
い
う《
不

可
能
な
イ
メ
ー
ジ
》
を
描
い
た
者
た
ち
の
夢
の
軌
跡
を
た
ど
る
異
色
の
試
み
。

 
22.7　

四
六
判
二
七
四
頁
＋
別
丁
図
版
四
頁　

二
八
〇
〇
円
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批
評

綺
想
の
風
土　
あ
お
も
り

黒
岩
恭
介

綺
想
の
国
あ
お
も
り
が
生
ん
だ
異
色
の
芸
術
家
た
ち
―
―
建
部
綾
足
、
陸
羯
南
、
菊
岡
久
利
、

小
國
英
雄
、
棟
方
志
功
、
太
宰
治
、
寺
山
修
司
、
鈴
木
正
治
…
…
。
青
森
県
近
代
文
学
館
長

を
務
め
た
著
者
が
、
彼
ら
の
作
品
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
、
新
た
な
発
見
や
経

験
に
つ
い
て
、
丹
念
に
つ
づ
る
美
術
エ
ッ
セ
イ
。 

15.5　

Ａ
５
判
二
四
三
頁　

三
五
〇
〇
円

髑
髏
の
世
界

中
川
徳
之
助

〈
仏
界
、入
り
易
く
、魔
界
、入
り
難
し
〉。〈
自
ら
「
狂
客
」
を
称
し
、「
風
狂
」
を
称
し
、「
破

戒
」
を
称
〉
し
た
室
町
時
代
中
期
の
高
名
な
禅
僧
、一
休
宗
純
和
尚
。〈
人
間
〉
一
休
の
〈
生
〉

の
軌
跡
を
詩
偈
の
な
か
に
読
み
と
き
、
そ
の
実
像
に
迫
る
。 

13.3　

Ａ
５
判
三
四
九
頁　

五
〇
〇
〇
円

亡
霊
論
的
テ
クス
ト
分
析
入
門

高
木
信

物
語
理
論
、
精
神
分
析
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
批
評
な
ど
の
枠
組
み
を
導
入
し
な
が
ら
、
現
代
文
学
、

歌
詞
、
原
発
映
画
を
ひ
も
と
き
、
テ
ク
ス
ト
に
刻
印
さ
れ
た
〈
亡
霊
論
〉
的
（
＝
不
確
定
的
・

多
義
的
・
攪
乱
的
）
な
意
味
／
認
識
／
世
界
の
あ
り
方
を
探
り
出
す
。
こ
の
支
配
か
ら
の
逃

走
＝
闘
争
！ 

21.3　

四
六
判
三
七
〇
頁　

三
八
〇
〇
円

亡
霊
た
ちの
中
世 

引
用
・
語
り
・
憑
在

高
木
信

自
他
の
境
界
を
攪
乱
す
る
「
語
り
」
に
潜
む
亡
霊
、
時
間
と
空
間
を
混
線
さ
せ
る
「
間
テ
ク

ス
ト
性
」
に
潜
む
亡
霊
…
…
主
体
・
意
味
・
記
号
の
一
義
性
を
破
砕
す
る
〈
亡
霊
論
的
転
回
〉

と
は
何
か
。『
源
氏
物
語
』『
平
家
物
語
』
な
ど
日
本
古
典
の
数
々
を
緻
密
に
読
み
解
き
、
テ

ク
ス
ト
に
新
し
い
時
空
と
意
味
を
導
き
入
れ
る
試
み
。 20.3　
四
六
判
三
八
〇
頁　

三
八
〇
〇
円

歩
く
キ
ノコ

飯
沢
耕
太
郎

ナ
イ
ロ
ビ
、
モ
ン
バ
サ
、
ア
テ
ネ
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
プ
ラ
ハ
―
―
。
食

べ
た
り
飲
ん
だ
り
眠
っ
た
り
、
書
い
て
描
い
て
歩
き
つ
づ
け
た
六
カ
月
。
写
真
評
論
家
と
し

て
活
躍
す
る
著
者
の
ユ
ニ
ー
ク
な
視
線
に
止
ま
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
い
っ
ぱ
い
の

旅
の
エ
ッ
セ
イ
。 

四
六
判
二
三
〇
頁　

二
四
〇
〇
円

耳
を
す
ま
す
旅
人

友
部
正
人

七
〇
年
代
か
ら
シ
ン
ガ
ー
＝
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
旅
を
続
け
な
が
ら
歌
う
詩
人
が
日
本

各
地
で
出
会
っ
た
風
の
音
、
海
の
音
、
古
い
友
人
と
の
お
し
ゃ
べ
り
。
全
篇
か
ら
音
楽
の
聴

こ
え
て
く
る
旅
の
連
作
エ
ッ
セ
イ
集
。ど
の
場
所
に
も
き
っ
と
一
度
は
行
っ
て
み
た
く
な
る
。

 
四
六
判
並
製
二
八
五
頁　
一
八
〇
〇
円

纏
う 

大
宮
勘
一
郎
・
神
尾
達
之
・
嶋
田
由
紀
・
廣
瀬
浩
司
他

ジ
ン
メ
ル
、
ラ
ー
ヴ
ァ
タ
ー
か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
寺
山
修
司
、
コ
ン
ド
ー
ム
、

中
村
う
さ
ぎ
ま
で
―
―
。
六
人
の
気
鋭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究
者
に
よ
る
、
脱
・
表
「
層
」

文
化
系
論
集
。

 

四
六
判
二
八
八
頁　

二
八
〇
〇
円

わ
び・さ
び・
幽
玄 

鈴
木
貞
美
・
岩
井
茂
樹
編

和
歌
、
能
、
茶
、
日
本
庭
園
、
俳
諧
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
お
い
て
〈
わ
び
〉〈
さ
び
〉

〈
幽
玄
〉
が
日
本
の
美
学
の
核
心
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
を
歴
史
的
に
考
察

し
、〈
日
本
の
美
学
〉
の
原
点
を
探
る
、
気
鋭
の
研
究
者
た
ち
に
よ
る
共
同
研
究 

。

 

Ａ
５
判
五
三
八
頁　

六
〇
〇
〇
円
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批
評

鷗
外
のベル
リン 

交
通
・
衛
生
・
メ
デ
ィ
ア

美
留
町
義
雄

カ
フ
ェ
、
広
告
、
鉄
道
、
上
下
水
道
…
…
。
十
九
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
た
若
き
エ

リ
ー
ト
、
森
鷗
外
。『
舞
姫
』
の
舞
台
と
な
る
こ
の
都
市
で
、
彼
が
実
見
し
、
日
本
の
現
実

へ
と
変
奏
を
試
み
た
も
の
と
は
？　

八
十
点
以
上
の
貴
重
な
図
版
を
駆
使
し
て
浮
か
び
あ
が

る
、
二
つ
の
帝
国
の
相
貌
。 

10.8　

Ａ
５
判
二
二
三
頁　

三
五
〇
〇
円

近
代
日
本
と
フ
ランス
象
徴
主
義

坂
巻
康
司
編　

執
筆
＝
柏
倉
康
夫・
野
村
喜
和
夫・
寺
本
成
彦・
森
本
淳
生
他

フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
は
、
い
か
に
し
て
本
邦
に
移
入
さ
れ
て
き
た
の
か
？　

上
田
敏
の
『
海

潮
音
』
に
は
じ
ま
る
明
治
大
正
期
に
お
け
る
受
容
か
ら
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ク
の
時
代
へ
、

近
代
日
本
詩
壇
に
よ
る
受
容
か
ら
象
徴
主
義
の
克
服
、
そ
し
て
現
代
ま
で
を
総
覧
し
、
そ
の

意
義
を
究
明
す
る
。 

16.2　

Ａ
５
判
四
〇
八
頁　

六
五
〇
〇
円

日
本
近
代
文
学
と『
猟
人
日
記
』

籾
内
裕
子

ロ
シ
ア
文
学
史
上
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
成
立
に
深
く
関
わ
り
、
自
然
描
写
の
転
換
を
も
た
ら
し

た
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の 『
猟
人
日
記
』
が
、
二
葉
亭
四
迷
と
嵯
峨
の
屋
お
む
ろ
の
翻
訳
を
通
し

て
独
歩
、
花
袋
、
藤
村
ら
自
然
主
義
作
家
た
ち
に
与
え
た
影
響
、
そ
し
て
そ
れ
が
日
本
近
代

文
学
の
発
展
に
果
た
し
た
役
割
を
詳
細
に
解
明
す
る
。 

Ａ
５
判
四
〇
九
頁　

六
〇
〇
〇
円

虎
の
書
跡 

中
島
敦
と
ボ
ル
ヘ
ス
、
あ
る
い
は
換
喩
文
学
論

諸
坂
成
利

始
ま
り
も
な
く
、
終
わ
り
も
な
い
〈
バ
ベ
ル
の
図
書
館
〉
を
訪
れ
た
も
の
の
文
学
と
は
？　

中
島
と
ボ
ル
ヘ
ス
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
《
換
喩
》
的
表
現
に
現
代
の
文
学
の
美
と
リ
ア
リ

テ
ィ
を
見
出
す
気
鋭
の
比
較
文
学
者
の
野
心
作
。
第
九
回
日
本
比
較
文
学
会
賞
、
平
成
十
七

年
度
国
際
文
化
表
現
学
会
賞
受
賞
。 

Ａ
５
判
二
一
七
頁　

三
〇
〇
〇
円

怪
談
異
譚 

怨
念
の
近
代

谷
口
基

怨
み
は
ら
さ
で
お
く
べ
き
か
！　

江
戸
時
代
よ
り
語
り
継
が
れ
て
き
た
《
怪
談
》
は
国
民
国

家
形
成
の
過
程
で
ど
の
よ
う
に
変
容
し
、
時
代
の
《
闇
》
を
描
き
出
し
て
き
た
の
か
。
円
朝

や
漱
石
か
ら
新
発
掘
の
文
学
作
品
に
い
た
る
諸
資
料
を
博
捜
し
、《
怨
念
》
の
力
に
現
実
突

破
の
契
機
を
み
る
異
色
の
書
き
下
ろ
し
評
論
。 

四
六
判
二
六
〇
頁　

二
八
〇
〇
円

オッティー
リエの
掌 
批
評
集
成

有
馬
弘
純

漱
石
『
三
四
郎
』
に
描
か
れ
る
恋
愛
と
婚
姻
制
度
を
め
ぐ
る
葛
藤
を
考
察
し
た
表
題
作
ほ
か
、

別
役
実
の
長
年
の
友
人
で
あ
っ
た
著
者
が
、
そ
の
死
を
契
機
に
別
役
、
佐
々
木
基
一
、
金
鶴

泳
ら
と
の
交
流
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、近
代
日
本
文
学
、フ
ラ
ン
ス
文
学
、映
画
を
め
ぐ
っ

て
書
き
継
い
だ
多
彩
な
批
評
を
集
成
す
る
。 

23.6　

Ａ
５
判
並
製
三
四
八
頁　

三
五
〇
〇
円

江
戸
芸
能
散
歩

東
京
都
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
会
編

巻
頭
エ
ッ
セ
イ
＝
柳
家
小
さ
ん
、
市
川
團
十
郎
、
葛
西
聖
司
、
服
部
幸
雄

現
代
東
京
に
残
る
、
歌
舞
伎
、
落
語
な
ど
の
縁
の
地
を
訪
ね
る
、
江
戸
芸
能
散
歩
の
決
定
版
。

便
利
な
イ
ラ
ス
ト
地
図
つ
き
。
江
戸
文
化
入
門
、
古
典
芸
能
鑑
賞
ガ
イ
ド
も
収
録
。

 

Ａ
５
判
並
製
一
九
八
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　
一
五
〇
〇
円

漱
石
の
文
法

北
川
扶
生
子

十
九
世
紀
末
と
い
う
日
本
語
の
根
底
的
な
変
革
期
に
、
新
た
な
読
者
層
を
ま
え
に
、
漱
石
は

ど
の
よ
う
に
し
て
「
世
界
」
を
獲
得
し
、「
小
説
」
を
切
り
拓
い
た
の
か
？　

漱
石
文
学
の

新
た
な
可
能
性
を
問
う
。

 
12.4　

Ａ
５
判
二
八
四
頁　

四
〇
〇
〇
円



34

批
評

立
原
道
造 

故
郷
を
建
て
る
詩
人

岡
村
民
夫

故
郷
喪
失
感
を
抱
え
た
東
京
人
と
し
て
の
立
原
道
造
は
、
文
学
と
建
築
と
い
う
対
照
的
領
域

の
狭
間
に
「
第
二
の
故
郷
」
を
い
か
に
し
て
創
造
し
た
の
か
？　

従
来
の
立
原
論
が
軽
視
し

て
き
た
「
詩
人
に
し
て
建
築
家
」
と
い
う
二
重
性
に
着
目
し
、
双
方
を
同
等
の
比
重
で
と
ら

え
る
画
期
的
論
考
。 

18.6　

四
六
判
三
四
八
頁　

三
五
〇
〇
円

山
椒
魚
の
忍
耐 

井
伏
鱒
二
の
文
学

勝
又
浩

自
然
を
愛
し
、
地
に
足
の
つ
い
た
生
活
実
感
の
た
だ
な
か
で
創
作
を
続
け
た
井
伏
鱒
二
。
そ

の
小
説
に
は
「
人
類
古
来
の
悲
し
み
」
が
静
か
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
巧
ま
ざ
る
文
学
に

よ
っ
て
生
そ
の
も
の
を
見
つ
め
た
井
伏
鱒
二
の
人
と
作
品
を
め
ぐ
る
文
学
的
逍
遥
。

 
18.10　

四
六
判
二
六
八
頁　

二
八
〇
〇
円

人
間
山
岸
外
史

池
内
規
行

〈
太
宰
治
の
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
き
ら
め
く
ば
か
り
の
才
能
の
奔
出
も
、
山
岸
と
の

切
磋
琢
磨
が
な
け
れ
ば
あ
り
え
な
か
っ
た
〉。
太
宰
治
の
終
生
の
友
に
し
て
、
天
才
を
謳
わ

れ
た
批
評
家
／
詩
人
の
型
破
り
の
生
涯
を
、
日
本
浪
曼
派
を
経
て
戦
後
に
至
る
軌
跡
の
中
に

鮮
や
か
に
描
く
決
定
版
評
伝
。 

12.11　

四
六
判
四
一
二
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

〈
殺
し
〉の
短
歌
史

現
代
短
歌
研
究
会
編　

田
中
綾
・
谷
岡
亜
紀
・
松
沢
俊
二
他

一
九
一
〇
年
の
大
逆
事
件
か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
、
戦
後
の
政
治
運
動
を
経
て
、
二
十
一

世
紀
の
無
差
別
連
続
殺
人
に
い
た
る
ま
で
、
こ
の
百
年
に
お
よ
ぶ
〈
殺
し
〉
の
近
現
代
を
、

短
歌
と
い
う
〈
方
法
〉
に
よ
っ
て
剔
抉
す
る
。

 
10.6　

Ａ
５
判
二
七
二
頁　

二
八
〇
〇
円

幻
の《
今
井
邦
子
像
》の
真
実 

彫
刻
家
高
村
光
太
郎
が

刻
ん
だ
歌
人
の
魂 

長
谷
川
創
一

《
を
と
め
我
こ
の
血
汐
も
て
涙
も
て
思
ふ
ま
ま
も
て
歌
は
ん
も
の
を
》。
高
村
光
太
郎
の
幻
の

《
今
井
邦
子
像
》
を
て
が
か
り
に
、
そ
の
才
能
と
美
貌
に
よ
っ
て
一
世
を
風
靡
し
た
こ
の
歌

人
の
生
涯
を
、
大
正
か
ら
昭
和
へ
の
激
動
の
時
代
の
う
ち
に
辿
る
。
邦
子
の
自
伝
的
作
品
三

篇
を
併
載
。 

Ａ
５
判
三
五
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

絵
本
で
読
み
と
く
宮
沢
賢
治

中
川
素
子
＋
大
島
丈
志
編

賢
治
の
作
品
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
再
創
造
さ
れ
た
の
か
？　

現
代
美
術
研
究
者
、
日

本
語
・
日
本
文
学
研
究
者
、
絵
本
編
集
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
執
筆
陣
が
画
像
化
・
絵

本
化
さ
れ
た
賢
治
ワ
ー
ル
ド
を
多
彩
な
視
点
か
ら
読
み
と
く
。

13.11 

Ａ
５
判
二
六
三
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
八
頁　

三
五
〇
〇
円

小
林
秀
雄　

骨
と
死
骸
の
歌 
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
を

巡
っ
て 
福
田
拓
也

小
林
秀
雄
の
初
期
批
評
の
代
表
作
「『
悪
の
華
』
一
面
」
ま
で
と
さ
れ
て
き
た
、ボ
ー
ド
レ
ー

ル
か
ら
小
林
へ
の
影
響
に
異
義
を
唱
え
、
最
晩
年
の
『
本
居
宣
長
』
に
至
る
ま
で
続
く
ボ
ー

ド
レ
ー
ル
と
小
林
と
の
関
係
に
つ
い
て
徹
底
的
に
考
察
す
る
画
期
的
な
小
林
秀
雄
論
。

 
15.7　

Ａ
５
判
二
九
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

谷
崎
潤一郎
と
映
画
の
存
在
論

佐
藤
未
央
子

映
画
を
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
み
な
ら
ず
、
媒
体
の
特
質
、
俳
優
の
身
体
、
興
行
形
態
、

鑑
賞
行
為
な
ど
の
構
造
的
要
素
ま
で
を
も
小
説
に
移
植
し
た
谷
崎
潤
一
郎
。
そ
の
強
靭
な
映

画
的
思
考
／
欲
望
は
、
い
か
に
し
て
〈
映
画
小
説
〉
の
血
肉
と
な
っ
た
の
か
。

 
22.4　

Ａ
５
判
三
一
七
頁　

四
〇
〇
〇
円



35

批
評

三
島
由
紀
夫 

〈
表
面
〉の
思
想

川
上
陽
子

明
晰
な
思
考
に
よ
っ
て
戦
後
文
学
を
牽
引
し
た
三
島
に
と
っ
て
〈
私
〉
と
は
誰
な
の
か
。『
仮

面
の
告
白
』『
金
閣
寺
』
か
ら
『
豊
饒
の
海
』
に
い
た
る
代
表
作
の
精
緻
な
分
析
か
ら
、
現

実
／
虚
構
／
言
語
／
肉
体
に
囚
わ
れ
た
小
説
家
の
〈
表
面
〉
を
あ
ぶ
り
だ
す
。

 
13.3　

Ａ
５
判
二
七
五
頁　

四
〇
〇
〇
円

加
藤
周一を
21
世
紀
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

加
藤
周
一
生
誕
百
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
録　
　

 

三
浦
信
孝
・
鷲
巣
力
編

「
戦
争
の
世
紀
」
を
生
き
た
加
藤
周
一
は
、
人
間
の
生
命
と
自
由
を
侵
す
戦
争
に
抗
し
、
人
間

を
信
じ
、
言
葉
を
愛
し
、
人
間
の
平
等
と
尊
厳
を
尊
ん
だ
。
ど
ん
な
に
少
数
者
に
な
っ
て
も

希
望
を
捨
て
な
い
。こ
の
加
藤
の
思
想
と
行
動
か
ら
出
発
し
、次
の
時
代
を
い
か
に
歩
む
の
か
。

そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
課
題
で
あ
る
。 

20. 9　

Ａ
５
判
四
五
六
頁　

六
〇
〇
〇
円

中
上
健
次
の「
ジャズ
」

安
岡
真

戦
後
生
ま
れ
で
初
の
芥
川
賞
受
賞
者
で
あ
る
中
上
健
次
。
彼
の
土
台
に
あ
っ
た
も
の
、
そ
し

て
た
ど
り
つ
い
た
も
の
は
い
っ
た
い
何
か
？　

ジ
ャ
ズ
、
芸
能
、
神
話
、
古
典
か
ら
中
上
の

〈
根
〉
を
探
る
。

13.10　

四
六
判
二
五
六
頁　

二
八
〇
〇
円

津
島
佑
子
の
世
界

井
上
隆
史
編

数
々
の
喪
失
を
乗
り
越
え
、
生
き
る
た
め
の
〈
夢
〉
を
力
強
く
求
め
続
け
た
津
島
佑
子
。
多

彩
な
論
考
・
エ
ッ
セ
イ
・
座
談
に
よ
っ
て
そ
の
創
作
の
軌
跡
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
今
、
そ

し
て
未
来
に
お
け
る
津
島
文
学
の
尽
き
せ
ぬ
可
能
性
を
探
る
。
大
学
新
聞
掲
載
の
貴
重
な
論

文
や
エ
ッ
セ
イ
も
特
別
収
録
！ 

17.8　

四
六
判
二
七
四
頁　

二
五
〇
〇
円

『
新
青
年
』の
共
和
国

大
石
雅
彦

本
邦
推
理
小
説
＝
幻
想
文
学
史
上
に
屹
立
す
る
三
大
長
篇
―
―
夢
野
久
作
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ

ラ
』、
小
栗
虫
太
郎
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』、
久
生
十
蘭
『
魔
都
』
に
気
鋭
の
ロ
シ
ア
文
学
者

が
挑
む
！　

現
代
的
理
論
装
置
を
武
器
に
、
錯
綜
す
る
謎
の
迷
宮
を
撤
底
的
に
解
明
す
る
。

 

四
六
判
二
二
九
頁　

二
〇
〇
〇
円

三
島
由
紀
夫
小
百
科

井
上
隆
史
＋
久
保
田
裕
子
＋
田
尻
芳
樹
＋
福
田
大
輔
＋
山
中
剛
史
編

没
後
半
世
紀
を
経
て
ま
す
ま
す
詳
ら
か
に
な
る
三
島
由
紀
夫
の
人
生
、
文
学
、
思
想
、
創
造

力
、
洞
察
力
、
後
世
へ
の
影
響
力
と
予
言
、
さ
ら
に
は
来
る
べ
き
時
代
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ

る
衝
撃
、
未
来
へ
の
警
鐘
…
…
。
三
島
文
学
が
斬
り
拓
い
た
曠
然
た
る
沃
野
を
今
こ
そ
見
晴

る
か
す
。 

21.11　

Ａ
５
判
四
七
四
頁　

七
〇
〇
〇
円

混
沌
と
抗
戦　
三
島
由
紀
夫
と
日
本
、
そ
し
て
世
界

井
上
隆
史
＋
久
保
田
裕
子
＋
田
尻
芳
樹
＋
福
田
大
輔
＋
山
中
剛
史
編

激
動
と
混
乱
の
時
代
を
生
き
る
我
々
に
三
島
由
紀
夫
が
遺
し
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
国

内
外
三
十
名
を
超
え
る
豪
華
執
筆
陣
に
よ
る
多
彩
な
三
島
論
を
一
挙
に
結
集
。
豊
饒
な
る
混

沌
に
満
ち
た
三
島
由
紀
夫
の
淵
源
へ
と
肉
迫
し
、
い
ま
だ
謎
に
包
ま
れ
た
そ
の
全
体
像
を
闡

明
す
る
。 

16.11　

Ａ
５
判
並
製
四
六
二
頁　

五
〇
〇
〇
円

三
島
由
紀
夫
の
時
代

松
本
徹

日
本
を
背
負
っ
て
生
き
、
書
き
、
そ
し
て
激
動
の
う
ち
に
命
を
散
ら
し
た
戦
後
文
学
の
怪
物
、

三
島
由
紀
夫
。
謎
に
包
ま
れ
た
そ
の
生
涯
と
文
学
の
核
心
を
、
川
端
康
成
、
澁
澤
龍
彦
、
大

岡
昇
平
、
細
江
英
公
、
江
藤
淳
ら
、
昭
和
を
駆
け
抜
け
た
文
学
者
・
芸
術
家
と
の
親
交
と
離

別
を
た
ど
り
な
が
ら
鮮
烈
に
描
く
。 

16.11　

四
六
判
二
七
九
頁　

二
八
〇
〇
円
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批
評

文
芸
時
評1993-

2007

川
村
湊

野
中
柊
、
角
田
光
代
か
ら
松
浦
寿
輝
、
川
上
未
映
子
に
至
る
数
百
人
の
作
家
た
ち
を
俎
上
に
、

日
本
の
小
説
界
の
激
変
を
『
毎
日
新
聞
』
紙
上
で
証
言
し
続
け
て
き
た
著
者
の
十
五
年
に
わ

た
る
文
芸
時
評
を
集
成
す
る
。《「
持
続
は
力
な
り
」
と
い
う
言
葉
を
こ
れ
ほ
ど
に
鮮
や
か
に

示
し
て
い
る
仕
事
も
な
い
。》（
松
浦
寿
輝
） 

Ａ
５
判
六
三
二
頁　

五
〇
〇
〇
円

コンテンツ
批
評
に
未
来
は
あ
る
か

波
戸
岡
景
太

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
進
行
し
、
人
間
と
社
会
と
が
ま
す
ま
す
乖
離
し
て
ゆ
く
現
在
、《
コ
ン

テ
ン
ツ
》
は
ど
の
よ
う
に
語
り
う
る
の
か
？　

村
上
春
樹
、『
シ
ュ
タ
イ
ン
ズ
・
ゲ
ー
ト
』

か
ら
エ
ミ
ネ
ム
、『
も
の
の
け
姫
』
に
至
る
多
彩
な
表
現
の
う
ち
に
、
こ
の
二
十
一
世
紀
を

読
み
直
す
。 

11.11　

四
六
判
二
二
四
頁　

二
五
〇
〇
円

カル
チャー・ス
ク
ラッ
プ

安
原
顯

『
パ
イ
デ
イ
ア
』、『
海
』、『
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
』
と
、
時
代
の
現
場
で
文
化
を
読
み
続
け
て

き
た
ス
ー
パ
ー
・
エ
デ
ィ
タ
ー
が
、
瀕
死
の
《
カ
ル
チ
ャ
ー
》
を
愛
惜
し
つ
つ
、
偏
愛
す
る

書
物
・
映
画
・
音
楽
を
語
り
尽
く
し
た
世
紀
末
の
先
鋭
的
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
。

 

四
六
判
並
製
二
七
九
頁　

二
五
〇
〇
円

迷
路
のモノロ
ー
グ
★

菅
谷
規
矩
雄

 《
わ
た
し
た
ち
戦
後
世
代
は
、
い
ま
だ
み
ず
か
ら
の
思
想
の
文
体
を
、
モ
ー
ド
を
こ
え
た
文

体
の
思
想
と
し
て
成
就
し
え
て
い
な
い
》。
現
代
日
本
の
最
も
戦
闘
的
な
詩
人
の
一
人
と
し

て
知
ら
れ
る
著
者
が
、
朔
太
郎
、
堀
辰
雄
、
埴
谷
雄
高
、
吉
本
隆
明
を
解
読
す
る
。

 

Ａ
５
判
二
四
三
頁　
一
九
〇
〇
円

日
本
探
偵
小
説
論

野
崎
六
助

関
東
大
震
災
の
瓦
礫
の
な
か
か
ら
、
純
文
学
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
、
映
画
や
写
真
な
ど
の

新
興
メ
デ
ィ
ア
を
も
巻
き
こ
み
つ
つ
自
立
し
て
ゆ
く
〈
探
偵
小
説
〉
を
つ
ぶ
さ
に
検
証
し
戦

後
に
ま
で
至
る
ス
リ
リ
ン
グ
な
通
史
。

 
10.10　

四
六
判
四
三
九
頁　

四
〇
〇
〇
円

わ
が
先
行
者
た
ち 
文
学
的
肖
像

栗
原
幸
夫

危
機
の
瞬
間
に
ひ
ら
め
く
回
想
…
…
編
集
者
、
批
評
家
、
あ
る
い
は
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
と

し
て
、〈
戦
後
〉
と
い
う
時
代
を
協
働
し
た
埴
谷
雄
高
、
中
野
重
治
、
堀
田
善
衛
ら
、
こ
よ

な
き
先
行
者
た
ち
の
肖
像
と
回
想
。
自
筆
年
譜
を
付
す
。

 
10.9　

四
六
判
四
六
〇
頁　

四
五
〇
〇
円

日
本
の
文
学
理
論 

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

大
浦
康
介
編　
執
筆
＝
坪
内
逍
遥
＋
廣
津
和
郎
＋
久
米
正
雄
他

明
治
期
以
降
の
日
本
を
代
表
す
る
作
家
・
思
想
家
・
詩
人
等
、
四
一
名
の
文
学
理
論
の
テ
ク
ス

ト
を
、小
説
論
／
描
写
論
／
物
語
論
／
詩
的
言
語
論
／
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
論
／
読
者
論
／
起
源
論・

発
生
論
／
文
学
と
は
何
か
、
と
い
う
八
つ
の
側
面
か
ら
精
選
し
、
気
鋭
の
研
究
者
た
ち
に
よ
る

解
説
を
付
し
た
、
文
学
研
究
の
必
携
書
！ 

17.6　

Ａ
５
判
四
六
六
頁　

六
〇
〇
〇
円

小
説
は
環
流
す
る 

漱
石
と
鷗
外
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
音
楽

山
本
亮
介

近
代
の
夏
目
漱
石
、
森
鷗
外
か
ら
現
代
の
奥
泉
光
『
シ
ュ
ー
マ
ン
の
指
』、
村
上
春
樹
『IQ

84

』、

古
川
日
出
男『
南
無
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
二
十
一
部
経
』、伊
坂
幸
太
郎『
魔
王
』な
ど
を
と
り
あ
げ
、

複
数
の
世
界
を
越
境
す
る
小
説
を
め
ぐ
る
芸
術
理
論
的
探
究
。

 
18.4　

Ａ
５
判
二
七
四
頁　

四
〇
〇
〇
円
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批
評

文
学
との
訣
別 

近
代
文
学
は
い
か
に
し
て
死
ん
だ
の
か

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ル
ク
ス　

塚
本
昌
則
訳

十
八
世
紀
、「
崇
高
の
美
学
」
に
よ
り
栄
光
の
頂
点
に
ま
で
昇
り
つ
め
た
文
学
は
そ
の
後
、

自
閉
状
態
に
落
ち
込
み
、
影
響
力
を
失
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
近
世
か
ら
現
代
ま
で
、
文

学
と
世
界
と
の
関
係
が
切
り
替
わ
る
転
回
点
を
た
ど
り
、
大
胆
に
文
学
史
を
読
み
換
え
る
新

た
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
！ 

19.3　

四
六
判
三
三
九
頁　

四
〇
〇
〇
円

オ
イ
ディ
プスの
墓 

悲
劇
的
な
ら
ざ
る
悲
劇
の
た
め
に

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ル
ク
ス　

森
本
淳
生
訳

ギ
リ
シ
ア
悲
劇
は
ほ
ん
と
う
に
「
悲
劇
的
」
だ
っ
た
の
か
？
―
―
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
に
そ
な
わ

る
四
つ
の
テ
ー
ゼ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、ギ
リ
シ
ア
悲
劇
を
め
ぐ
る
近
代
的
誤
謬
か
ら
、

ほ
ぼ
完
全
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
本
来
の
悲
劇
を
救
う
〈
不
可
能
な
〉
試
み
。

 
19.5　

四
六
判
三
〇
三
頁　

三
五
〇
〇
円

タル
ブの
花 

文
学
に
お
け
る
恐
怖
政
治

ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ラ
ン　

榊
原
直
文
訳

文
学
が
退
廃
し
言
語
へ
の
不
信
が
増
大
し
て
い
る
い
ま
、
批
評
に
は
な
に
が
で
き
る
の
か
。

《
常
套
句
》
を
拒
む
文
学
の
恐
怖
政
治
家
に
対
し
、
文
学
は
日
常
的
な
《
言
葉
》
に
頼
っ
て

こ
そ
花
咲
き
誇
る
と
唱
え
る
、
二
十
世
紀
文
芸
批
評
に
お
け
る
記
念
碑
的
作
品
。 

22.4　

四
六
判
一
七
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

越
境
す
る
文
学

土
屋
勝
彦
編　

管
啓
次
郎
＋
沼
野
充
義
＋
西
成
彦
＋
田
中
敬
子
他

現
代
文
学
は
《
世
界
》
と
、ど
う
切
り
結
ぶ
の
か
？　

ア
フ
リ
カ
、ロ
シ
ア
、南
米
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
そ
し
て
日
本
―
―
国
家
の
領
域
を
突
破
す
る
こ
と
で
《
複
数
性
》
を
獲
得
し
た
、
移
民
・

亡
命
者
た
ち
の
文
化
表
現
と
そ
の
実
践
を
め
ぐ
る
共
同
研
究
の
成
果
。

 
09.11　

Ａ
５
判
三
〇
六
頁　

四
五
〇
〇
円

溶
解
論

遠
藤
徹

ホ
メ
ロ
ス
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
か
ら
、
ダ
リ
等
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
、
あ
る
い
は
永
井

豪
『
デ
ビ
ル
マ
ン
』、
そ
し
て
最
終
作
で
溶
解
・
拡
散
し
た
ゴ
ジ
ラ
ま
で
、
古
今
東
西
の
ド

ロ
ド
ロ
・
イ
メ
ー
ジ
を
縦
横
無
尽
に
往
還
し
、
世
紀
末
文
化
の
様
相
を
解
読
す
る
！

 

四
六
判
一
九
九
頁　

二
〇
〇
〇
円

プ
ラス
チックの
文
化
史

遠
藤
徹

第
二
次
大
戦
後
、
人
々
の
行
動
様
式
と
生
活
空
間
を
無
意
識
の
う
ち
に
変
化
さ
せ
た
「
魔
法

の
物
質
」
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。
そ
の
化
学
的
発
明
の
歴
史
そ
し
て
社
会
へ
の
伝
播
と
影
響
を
、

ハ
イ
・
ア
ー
ト
、
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
等
の
具
体
例
に
則
し
て
解
き
明
か
す
、
斬
新
な
技

術
＝
文
化
論
。 
四
六
判
三
二
四
頁　

三
五
〇
〇
円

百
人一死 

詩
人
た
ち
は
い
か
に
死
ん
だ
か

井
伊
華
言

自
殺
、
殺
人
、
病
死
、
刑
死
、
流
謫
の
裡
の
死
、
奇
禍
に
よ
る
死
、
野
垂
れ
死
に
…
…
古
代

ギ
リ
シ
ア
か
ら
中
国
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
ま
で
、
古
今
東
西
の
詩
人
の
多
彩
に
し

て
碌
で
も
な
い
〈
死
に
様
〉
を
、
屁
成
の
奇
人
・
枯
骨
閑
人
改
め
恍
惚
惨
人
が
諧
謔
と
痛
憤

を
こ
め
て
綴
っ
た
戯
作
・
詩
人
往
生
絵
巻
。 

23.6　

Ａ
５
判
三
五
七
頁　

四
五
〇
〇
円

文
人
伝 

孔
子
か
ら
バ
ル
ト
ま
で

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ル
ク
ス　

本
田
貴
久
訳

過
去
の
テ
ク
ス
ト
を
読
み
、
注
釈
を
入
れ
、
と
き
に
は
未
来
に
向
け
て
テ
ク
ス
ト
を
書
く
者

＝
文
人
と
は
い
か
な
る
存
在
な
の
か
？　

古
今
東
西
の
文
人
た
ち
―
―
孔
子
か
ら
菅
原
道
真
、

そ
し
て
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
ま
で
―
―
の
さ
ま
ざ
ま
な
〈
生
〉
を
題
材
に
、
そ
の
誕
生
か
ら
死

ま
で
の
〈
文
人
の
一
生
〉
を
二
十
四
章
で
描
き
だ
す
。 

17.3　

四
六
判
三
二
〇
頁　

三
二
〇
〇
円
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批
評

ラ
ブレ
ー
と
セルバンテス 

近
代
小
説
の
原
点

中
山
眞
彦

《
ロ
マ
ン
》
は
歴
史
を
批
判
す
る
！　

近
代
の
劈
頭
に
現
れ
、「
こ
の
世
界
に
秩
序
と
意
味
」

を
与
え
る
と
同
時
に
解
体
し
た《
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
》／《
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
》と《
ド
ン
・

キ
ホ
ー
テ
》。
そ
の
ふ
た
り
の
偉
大
な
作
家
と
作
品
の
深
い
今
日
性
を
問
い
つ
め
る
、《
ロ
マ

ン
》（
小
説
）に
つ
い
て
の
著
者
の
理
論
の
到
達
点
。 

19.10　

Ａ
５
判
三
五
七
頁　

五
〇
〇
〇
円

ロマンの
原
点
を
求
め
て 

『
源
氏
物
語
』『
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ

ズ
ー
』『
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
ま
た
は
聖
杯
物
語
』 

中
山
眞
彦

彷
徨
す
る
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
、
解
体
す
る
物
語
、
揺
れ
動
く
登
場
人
物
た
ち
…
…　
《『
源
氏

物
語
』
は
物
語
的
型
を
壊
し
、
型
を
超
え
て
、
世
界
の
現
実
そ
の
も
の
に
迫
ろ
う
と
す
る
。

ロ
マ
ン
は
世
界
の
す
べ
て
に
向
け
て
開
い
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。》
日
仏
の
三
古
典
を
精
緻

に
読
み
解
き
つ
つ
、〈
ロ
マ
ン
〉
の
復
権
を
め
ざ
す
。 

四
六
判
三
二
〇
頁　

四
〇
〇
〇
円

サッフォー 

詩
と
生
涯

沓
掛
良
彦

プ
ラ
ト
ン
に
よ
っ
て
「
十
番
目
の
詩
女
神
」
と
讃
え
ら
れ
た
レ
ス
ボ
ス
島
の
詩
人
の
現
存
す

る
す
べ
て
の
詩
編
、
詩
断
片
を
収
録
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
謎
に
つ
つ
ま
れ
た
生
と
詩
的
世

界
を
精
細
に
説
き
明
か
す
。

 

Ａ
５
判
四
五
三
頁 

六
〇
〇
〇
円

焔
の
女 

ル
イ
ー
ズ
・
ラ
ベ
の
詩
と
生
涯

沓
掛
良
彦

「
十
六
世
紀
の
サ
ッ
フ
ォ
ー
」「
リ
ヨ
ン
の
サ
ッ
フ
ォ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
史
上

最
も
有
名
な
女
流
詩
人
の
、
運
命
的
な
報
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
激
し
い
恋
の
果
実
と
も

い
う
べ
き
全
詩
作
品
の
完
訳
を
含
む
本
邦
初
の
本
格
的
書
き
下
し
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
。

 

Ａ
５
判
一
九
九
頁　

二
五
〇
〇
円

引
用
の
文
学
史 

フ
ラ
ン
ス
中
世
か
ら
二
〇
世
紀
文
学
に
お
け

る
リ
ラ
イ
ト
の
歴
史 

篠
田
勝
英
・
海
老
根
龍
介
・
辻
川
慶
子
編

〈
オ
リ
ジ
ナ
ル
〉
の
概
念
が
希
薄
だ
っ
た
中
世
に
は
じ
ま
り
、
テ
ク
ス
ト
相
互
の
緊
張
関
係

が
高
ま
り
を
み
せ
る
二
〇
世
紀
ま
で
、フ
ラ
ン
ス
文
学
の
豊
富
な
事
例
を
読
み
解
く
こ
と
で
、

「
引
用
＝
書
き
直
し
」
が
も
つ
多
様
な
広
が
り
に
焦
点
を
当
て
る
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
研
究
成

果
。 

19.2　

Ａ
５
判
三
七
二
頁　

五
〇
〇
〇
円

〈
冒
険
〉と
し
ての
小
説 
ロ
マ
ネ
ス
ク
を
め
ぐ
っ
て赤

羽
研
三

バ
フ
チ
ン
、
ル
カ
ー
チ
、
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
ら
の
物
語
論
を
踏
ま
え
、
語
り
／
読
み
／
登
場
人
物

の
レ
ベ
ル
に
お
け
る〈
冒
険
〉か
ら
、〈
冒
険
と
し
て
の
小
説
〉の
一
般
理
論
の
構
築
へ
向
け
て
、

十
九
世
紀
以
降
の
小
説
を
題
材
に
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
〈
冒
険
〉
の
諸
相
に
肉
薄

す
る
。 

15.4　

四
六
判
四
一
三
頁　

四
〇
〇
〇
円

危
機
の
な
かの
文
学

赤
羽
研
三
・
大
鐘
敦
子
・
佐
々
木
滋
子
・
立
花
史
・
中
山
眞
彦
他

政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
激
動
す
る
二
十
一
世
紀
の
世
界
に
お
い
て
、

文
学
は
成
立
す
る
の
か
？　

す
る
と
し
た
ら
、
い
か
な
る
か
た
ち
で
、
何
の
た
め
に
？　
《
文

学
の
自
明
性
》
を
疑
い
、
危
機
の
な
か
の
文
学
を
問
う
。

 
10.6　

Ａ
５
判
二
七
四
頁　

三
八
〇
〇
円

ミ
メ
ーシス
を
越
え
て

近
藤
耕
人

ホ
メ
ー
ロ
ス
、
ダ
ン
テ
、
ラ
ブ
レ
ー
、
プ
ル
ー
ス
ト
、
ジ
ョ
イ
ス
、
ベ
ケ
ッ
ト
。
現
代
文
学

の
原
点
に
し
て
頂
点
で
あ
る
不
朽
の
作
品
群
を
通
し
て
、
分
離
、
転
移
、
複
合
す
る
〈
わ
た

し
〉
の
変
容
を
追
い
、
人
間
の
認
識
力
の
根
源
に
迫
る
、
壮
大
な
批
評
の
試
み
。

 

Ａ
５
判
三
〇
四
頁　

四
〇
〇
〇
円



39

批
評

フ
ランス
近
代
小
説
の
力
線

沖
田
吉
穂

バ
ル
ザ
ッ
ク
を
基
点
と
し
プ
ル
ー
ス
ト
に
至
る
近
代
フ
ラ
ン
ス
小
説
の
展
開
を
、
同
時
代
の

自
然
科
学
の
発
展
や
、
政
治
経
済
の
動
向
と
の
関
わ
り
の
中
で
読
み
解
き
、
自
然
史
・
社
会

史
が
作
用
す
る
「
場
の
力
学
」
か
ら
跡
づ
け
る
。

 
18.11　

Ａ
５
判
四
〇
三
頁　

六
〇
〇
〇
円

ゴン
ク
ール
兄
弟
と
そ
の
時
代

斎
藤
一
郎

爛
熟
を
極
め
た
十
九
世
紀
パ
リ
の
風
俗
を
、
鋭
い
観
察
眼
と
綿
密
な
調
査
に
よ
っ
て
描
き
出

し
た
兄
の
エ
ド
モ
ン
と
弟
の
ジ
ュ
ー
ル
。
文
人
た
ち
と
の
交
流
、
度
重
な
る
政
治
的
動
乱
、

娼
婦
の
華
々
し
い
生
活
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
隆
盛
…
…
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
の
生
涯
か
ら
あ
ざ

や
か
に
蘇
る
、
フ
ラ
ン
ス
の
真
の
姿
。 

21.9　

Ａ
５
判
五
八
四
頁　

八
〇
〇
〇
円

ヴィク
トル・ユゴー
と
降
霊
術

稲
垣
直
樹

十
九
世
紀
後
半
の
オ
カ
ル
ト
復
興
の
嵐
の
中
で
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
作
家
が
、
水
死
し

た
長
女
の
霊
の
出
現
を
契
機
に
没
頭
し
た
驚
く
べ
き
交
霊
会
の
模
様
を
具
体
的
に
再
現
し
つ

つ
、
文
学
創
造
と
交
霊
術
と
の
深
く
か
つ
根
本
的
な
関
係
を
問
う
異
色
の
書
き
下
し
。

四
六
判
二
五
六
頁　

二
五
〇
〇
円

メ
リ
メ
とロシ
ア
作
家
た
ち

浦
野
進

プ
ー
シ
キ
ン
、
ゴ
ー
ゴ
リ
、
ト
ゥ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
と
い
っ
た
十
九
世
紀
ロ
シ
ア
の
文
豪
た
ち
を

積
極
的
に
フ
ラ
ン
ス
に
紹
介
し
た
の
は
メ
リ
メ
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
が
メ
リ
メ
に
与
え
た
影
響

に
光
を
あ
て
る
は
じ
め
て
の
試
み
。12.6　

Ａ
５
判
二
五
二
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

リヨンのル
イ
ー
ズ・ラベ マ

ド
レ
ー
ヌ
・
ラ
ザ
ー
ル　

菅
波
和
子
訳

十
六
世
紀
と
い
う
ル
ネ
サ
ン
ス
の
最
盛
期
に
南
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
都
市
リ
ヨ
ン
に
生
き
た
、

類
い
ま
れ
な
美
貌
と
知
性
を
兼
ね
備
え
《
綱
具
屋
小
町
》
と
謳
わ
れ
た
奔
放
な
女
性
詩
人
の

実
像
を
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
碩
学
が
克
明
に
描
き
だ
す
異
色
の
評
伝
。

 

Ａ
５
判
三
二
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

テ
クス
ト
と
表
象

小
西
嘉
幸

崇
高
／
庭
園
／
自
伝
／
書
簡
体
小
説
と
い
っ
た
時
代
の
ト
ポ
ス
を
、
そ
し
て
ル
ソ
ー
、
モ
ン

テ
ス
キ
ュ
ー
、
ラ
ク
ロ
な
ど
の
謎
め
い
た
テ
ク
ス
ト
を
読
み
つ
つ
、
気
鋭
の
フ
ラ
ン
ス
文
学

者
が
、
表
象
の
不
可
能
を
問
い
、
十
八
世
紀
西
欧
の
文
学
と
思
想
を
現
代
に
解
き
放
つ
。

 
Ａ
５
判
三
二
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

アンシャン・レジ
ームの
放
蕩
と
メ
ランコリ
ー 

繊
細
さ

の
原
則 

ミ
シ
ェ
ル
・
ド
ゥ
ロ
ン　

鈴
木
球
子
訳

革
命
を
果
た
し
た
啓
蒙
の
理
性
は
、常
に
そ
の
身
を
欲
望
に
晒
し
続
け
て
い
た
。ヴ
ォ
ル
テ
ー

ル
の
寛
容
、
デ
ィ
ド
ロ
の
放
縦
、
ル
ソ
ー
の
孤
独
、
サ
ド
の
挑
発
…
…
古
典
を
通
し
て
、
重

苦
し
い
時
代
の
転
換
期
を
軽
や
か
に
生
き
延
び
る
た
め
の
術
を
手
に
入
れ
よ
！

 
20.6　

四
六
判
三
二
五
頁　

三
五
〇
〇
円

近
代
フ
ランス
小
説
の
誕
生

植
田
裕
次
編

十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
美
学
的
・
道
徳
的
批
判
に
さ
ら
さ
れ
、
文
学
の
下
流
に
甘

ん
じ
て
い
た
近
代
小
説
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
ら
を
洗
練
さ
せ
、
十
九
世
紀
に
は
そ
の
中

心
を
担
う
ま
で
に
至
っ
た
の
か
。
ル
ソ
ー
、
レ
チ
フ
、
サ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
、
メ
ル
シ
エ
、
サ

ド
な
ど
か
ら
そ
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
。 

四
六
判
二
五
六
頁　

二
五
〇
〇
円



40

批
評

フロベール
と〈
ジェン
ダ
ー
〉 

ク
ィ
ア
な
家
族
か
ら「
新
し
い

女
」へ 

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ベ
ム　

柏
木
加
代
子
訳

フ
ロ
ベ
ー
ル
の
文
体
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
女
性
像
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
が
投
影
さ
れ
て
い

た
…
…
。
愛
人
た
ち
と
交
わ
し
た
書
簡
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
社
会
規
範
を
逸
脱
し
て
い
く

エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
潜
勢
力
を
見
極
め
る
。

 
22.12　

四
六
判
三
一
三
頁　

三
五
〇
〇
円

フロベール  

コンテン
ポ
ラ
リ
ー
な
ま
な
ざ
し

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ベ
ム　

柏
木
加
代
子
訳

巨
匠
フ
ロ
ベ
ー
ル
に
は
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
／
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
／
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
同
じ

く
、「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
瞬
間
」
と
し
て
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
を
読
者
に
体
験
さ
せ
る
思
考
実
験
が

あ
っ
た
。
フ
ロ
ベ
ー
ル
の
残
し
た
草
稿
を
手
が
か
り
に
小
説
に
お
け
る
視
覚
性
を
問
う
。

 
16.6　

四
六
判
二
四
〇
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

フロベール
伝

ア
ン
リ
・
ト
ロ
ワ
イ
ヤ　

市
川
裕
見
子
＋
土
屋
良
二
訳

《
何
に
つ
い
て
書
か
れ
た
の
で
も
な
い
書
物
》
を
夢
み
、
作
品
か
ら
作
者
を
抹
消
す
る
こ
と

を
願
っ
た
現
代
文
学
の
先
駆
者
の
日
常
を
、
当
代
き
っ
て
の
伝
記
作
家
が
描
く
伝
記
文
学
の

白
眉
。 

 

Ａ
５
判
三
七
九
頁　

四
〇
〇
〇
円

フロ
ーベール『
サ
ラム
ボ
ー
』を
読
む

朝
比
奈
弘
治

現
代
文
学
の
先
駆
者
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
、
謎
め
い
た
歴
史
小
説
『
サ
ラ
ム
ボ
ー
』
を
四
つ
の

視
角
か
ら
精
緻
に
読
み
直
し
、《
何
に
つ
い
て
書
か
れ
た
の
で
も
な
い
書
物
》
の
夢
へ
と
、

そ
し
て
今
日
に
お
け
る
小
説
の
運
命
へ
と
肉
迫
す
る
作
品
論
＝
小
説
論
。

 

四
六
判
二
五
九
頁　

三
〇
〇
〇
円

我
が
生
涯
の
記

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド　

加
藤
節
子
訳

生
誕
二
〇
〇
年
を
経
て
甦
る
異
貌
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
波
乱
の
生
涯
。
厖
大
な
数
の
小
説
を

書
き
つ
つ
、
シ
ョ
パ
ン
や
ミ
ュ
ッ
セ
と
の
恋
愛
に
と
ど
ま
ら
ず
、
時
代
の
政
治
と
社
会
を
鋭

く
批
判
し
つ
づ
け
た
〈
男
装
の
麗
人
〉
の
激
し
く
も
美
し
い
自
伝
。

 

Ａ
５
判
並
製
三
分
冊
貼
函
入
計
一
六
〇
三
頁
＋
別
丁
図
版
三
二
頁　
一
五
〇
〇
〇
円

モ
ーパッサン
伝 

ア
ン
リ
・
ト
ロ
ワ
イ
ヤ　

足
立
和
彦
訳

母
親
か
ら
芸
術
家
に
な
る
べ
く
育
て
ら
れ
た
青
年
時
代
か
ら
、
フ
ロ
ベ
ー
ル
と
の
邂
逅
か
ら

作
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
の
ち
四
十
三
歳
で
夭
折
す
る
ま
で
の
、
短
く
も
激
し
い
生
涯
を
駆

け
抜
け
た
作
家
の
人
生
を
稀
代
の
伝
記
作
家
が
描
く
。

 
23.3　

Ａ
５
判
三
一
六
頁
＋
別
丁
一
六
頁　

五
〇
〇
〇
円

モ
ーパッサンの
修
業
時
代 

作
家
が
誕
生
す
る
と
き足

立
和
彦

「
脂
肪
の
塊
」
の
華
々
し
い
成
功
に
よ
っ
て
脚
光
を
浴
び
た
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
。
し
か
し
、
そ

こ
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
…
…
。
従
来
顧
み
ら
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
数
多
く
の
作
品
を
仔
細
に
読
み
込
み
な
が
ら
、作
家
誕
生
の
瞬
間
に
迫
る
。

 
17.10　

Ａ
５
判
三
六
一
頁　

五
〇
〇
〇
円

フロ
ーベール　
文
学
と〈
現
代
性
〉の
行
方

松
澤
和
宏
＋
小
倉
孝
誠
編

現
代
文
学
の
端
緒
を
開
い
た
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
彫
心
鏤
骨
の
作
品
世
界
は
、
膨
大
な
書
簡
や

草
稿
と
と
も
に
、
常
に
現
代
作
家
を
虜
に
し
、
文
学
批
評
・
研
究
の
試
金
石
と
な
っ
て
き
た
。

同
時
代
を
鋭
く
見
抜
き
、
未
来
の
読
者
を
待
望
す
る
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
へ
、
既
成
の
作
家
像
を

超
え
て
迫
る
19
の
ア
プ
ロ
ー
チ
！ 

21.10　

Ａ
５
判
三
九
九
頁　

六
〇
〇
〇
円



41

批
評

存
在
の
冒
険 

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
学

小
林
康
夫

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
〈
傷
〉
を
手
が
か
り
に
、『
悪

の
華
』
か
ら
『
パ
リ
の
憂
愁
』
に
至
る
詩
人
の
冒
険
を
、存
在
と
い
う
観
点
か
ら
剔
抉
す
る
。

「
イ
マ
ー
ジ
ュ
」、「
劇
（
ド
ラ
マ
）」、「
希
望
の
詩
学
」
を
補
遺
に
収
録
。

 
21.12 　

四
六
判
二
四
五
頁 　

二
八
〇
〇
円

マラルメの
宗
教 

ベル
ト
ラ
ン
・マル
シャル　

中
畑
寛
之
＋
大
出
敦
＋
坂
巻
康
司
＋
熊
谷
謙
介
訳

 

近
刊

サロメ 

詩
と
散
文
の
は
ざ
ま
に
―
―
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
・
マ
ラ
ル
メ
・
フ
ロ
ー

ベ
ー
ル
・ユ
イ
ス
マ
ン
ス 

ベル
ト
ラ
ン・マル
シャル　

大
鐘
敦
子
・
原
大
地
訳

近
代
の
偉
大
な
文
学
者
た
ち
の
テ
ク
ス
ト
を
対
象
と
し
て
、
間
テ
ク
ス
ト
的
、
間
生
成
批
評

的
、
間
美
学
的
手
法
を
自
在
に
用
い
な
が
ら
、
サ
ロ
メ
流
行
の
根
底
に
あ
っ
た
歴
史
的
命
題

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
、
マ
ラ
ル
メ
研
究
の
泰
斗
に
よ
る
《
サ
ロ
メ
》
批
評
！

 
23.3　

Ａ
５
判
三
六
〇
頁　

五
五
〇
〇
円

マラルメ
―
書
物
と
山
高
帽

立
仙
順
朗

《
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
ど
こ
に
も
な
い
》
詩
を
求
め
て
、
マ
ラ
ル
メ
後
期
散
文
の
謎
め

い
た
森
の
中
へ
と
わ
け
い
り
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
支
配
す
る
大
衆
社
会
の
中
の
詩
と
詩
人

の
運
命
を
、
言
葉
と
沈
黙
の
意
味
を
問
う
。《
失
わ
れ
た
全
体
の
か
わ
り
に
断
片
を
…
…
》。

 

Ａ
５
判
三
一
四
頁　

四
〇
〇
〇
円

一五
〇
〇
〇
フ
ランの
顚
末 

フ
ロ
ベ
ー
ル『
感
情
教
育
』論

川
中
子
弘

愛
は
い
く
ら
で
買
え
る
の
か
？　

ゾ
ラ
に
よ
っ
て
要
約
不
可
能
と
い
わ
れ
た
小
説
、
ギ
ュ
ス

タ
ー
ヴ
・
フ
ロ
ベ
ー
ル
『
感
情
教
育
』。
錯
綜
し
た
物
語
を
導
く
不
可
視
の
原
理
を
、
金
銭

と
愛
憎
の
貸
借
か
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

 
19.8　

Ａ
５
判
二
七
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

ボ
ー
ドレ
ール 
詩
と
芸
術 

日
仏
会
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
1

中
地
義
和
編

近
現
代
詩
を
開
拓
し
た
詩
人
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
近
代
芸
術
批
評
の
起
点
に
立
つ
批
評
家
で

も
あ
っ
た
。
日
仏
の
研
究
者
・
作
家
が
協
同
し
、美
術
や
音
楽
と
共
鳴
し
つ
つ
深
化
す
る
ボ
ー

ド
レ
ー
ル
の
詩
学
と
、
さ
ら
に
は
そ
の
女
性
観
の
考
察
を
通
じ
て
、
詩
人
の
創
作
原
理
の
真

髄
に
迫
る
。 

23.4　

Ａ
５
判
三
五
一
頁　

六
〇
〇
〇
円

ボ
ー
ドレ
ール
伝ア

ン
リ
・
ト
ロ
ワ
イ
ヤ　

沓
掛
良
彦
・
中
島
淑
恵
訳

母
へ
の
依
存
、
浪
費
癖
、
借
金
苦
、
そ
し
て
死
後
の
栄
光
…
…
。
憂
鬱
と
理
想
と
の
間
を
揺

れ
動
く
《
ダ
ン
デ
ィ
》
な
《
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
》、《
こ
の
世
に
適
せ
ざ
る
存
在
》
で
あ
り
続
け
た

天
才
詩
人
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
生
涯
を
、
評
伝
の
名
手
ト
ロ
ワ
イ
ヤ
が
鮮
や
か
に

描
き
出
す
。 

Ａ
５
判
三
六
九
頁　

四
〇
〇
〇
円

ニー
チェ・コン
ト
ラ・ボ
ー
ドレ
ール

道
躰
章
弘

ニ
ー
チ
ェ
が
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
読
者
だ
っ
た
こ
と
は
今
日
、
よ
う
や
く
知
ら
れ
は
じ
め
て
い

る
が
、
ニ
ー
チ
ェ
と
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
（
そ
し
て
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
）
の
深
く
か
つ
微
妙
な
関
係

に
光
を
あ
て
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
《
二
重
性
》
の
意
味
を
探
る
哲
学
的
肖
像
。

 

四
六
判
二
四
九
頁　

二
五
〇
〇
円
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批
評〈

彼
女
〉とい
う
場
所 

も
う
ひ
と
つ
の
マ
ラ
ル
メ
伝永

倉
千
夏
子

晩
年
の
〈
ミ
ュ
ー
ズ
〉
メ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
と
は
誰
か
？　

メ
リ
ー
と
の
関
係
か
ら
マ
ラ
ル

メ
の
作
品
を
読
み
解
く
と
同
時
に
、
こ
の
偉
大
な
詩
人
の
文
学
的
人
生
を
縦
横
無
尽
に
解
き

明
か
す
、
最
新
の
異
色
の
伝
記
。

12.4　

Ａ
５
判
七
八
七
頁　
一
二
〇
〇
〇
円

マラルメ
と
音
楽 

絶
対
音
楽
か
ら
象
徴
主
義
へ

黒
木
朋
興

象
徴
主
義
を
代
表
す
る
詩
人
マ
ラ
ル
メ
、
そ
の
韜
晦
な
詩
句
は
〈
音
楽
〉
と
い
か
な
る
関
係

を
と
り
結
ん
で
い
た
の
か
？　

ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
に
よ
る
〈
絶
対
音
楽
〉
の
影
響
か
ら
、
当
時

の
音
楽
学
者
た
ち
の
理
論
を
丹
念
に
洗
い
な
お
す
こ
と
に
よ
り
、
詩
人
と
〈
音
楽
〉
の
関
係

を
刷
新
す
る
。 

13.9　

Ａ
５
判
五
〇
四
頁　

七
〇
〇
〇
円

マラルメの
現
在

大
出
敦
編　
執
筆
＝
竹
内
信
夫
・
立
花
史
・
松
村
悠
子
・
永
倉
千
夏
子
他

現
代
文
学
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
領
域
に
お
い
て
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
換
を
な
し
え
た
マ
ラ
ル
メ

は
、
同
時
代
の
言
語
学
／
韻
文
詩
／
音
楽
／
写
真
な
ど
を
い
か
に
受
容
し
、
そ
こ
か
ら
逸
脱

し
て
い
っ
た
の
か
。
最
新
の
研
究
を
踏
ま
え
多
角
的
な
視
点
か
ら
詩
人
の
独
創
性
に
迫
る
。

13.11　

Ａ
５
判
四
〇
〇
頁　

六
〇
〇
〇
円

マラルメの
想
像
的
宇
宙

ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・
リ
シ
ャ
ー
ル　

田
中
成
和
訳

マ
ラ
ル
メ
の
テ
ク
ス
ト
の
な
か
に
「
隠
さ
れ
た
同
一
性
」
を
浮
彫
り
に
す
る
テ
ー
マ
批
評
＝

ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
の
最
も
力
強
い
試
み
。《
リ
シ
ャ
ー
ル
と
と
も
に
〈
真
の
文

芸
批
評
〉
が
姿
を
み
せ
る
。
必
読
で
あ
る
》（
蓮
実
重
彦
）。
再
開
第
一
回
日
仏
翻
訳
文
学
賞

受
賞
。 

Ａ
５
判
七
四
六
頁　

九
〇
〇
〇
円

祝
祭
と
し
ての
文
学 

マ
ラ
ル
メ
と
第
三
共
和
制

佐
々
木
滋
子

六
〇
年
代
の
〈
危
機
〉
を
脱
し
た
マ
ラ
ル
メ
の
パ
リ
で
の
精
力
的
な
活
動
を
克
明
に
追
い
な

が
ら
、
出
現
し
つ
つ
あ
っ
た
大
衆
社
会
の
な
か
で
夢
み
ら
れ
た
未
来
の
書
物
・
未
来
の
演
劇
・

未
来
の
祝
祭
の
意
味
を
問
う
。《
過
去
は
終
わ
っ
た
が
、
未
来
が
遅
れ
て
い
る
…
…
》

 
12.3　

Ａ
５
判
三
七
五
頁　

五
〇
〇
〇
円

『
イ
ジ
チュール
』あ
るいは
夜
の
詩
学

佐
々
木
滋
子

ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
『
イ
ジ
チ
ュ
ー
ル
』。「
危
機
の
夜
の
中
に
誕

生
し
た
」
こ
の
作
品
の
言
語
実
践
と
マ
ラ
ル
メ
の
詩
的
思
考
の
意
味
に
肉
迫
す
る
、
日
本
の

マ
ラ
ル
メ
研
究
の
水
準
を
示
す
と
も
い
う
べ
き
、
世
界
的
に
も
類
例
の
な
い
野
心
的
試
み
。

 
Ａ
５
判
四
〇
二
頁　

七
〇
〇
〇
円

世
紀
末
の
白い
爆
弾 

ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
の
書
物
と
演

劇
、
そ
し
て
行
動 
中
畑
寛
之

至
高
の
〈
書
物
〉
を
孤
独
に
試
み
る
言
葉
の
錬
金
術
師
マ
ラ
ル
メ
。
十
九
世
紀
末
の
パ
リ
を

騒
然
と
さ
せ
た
爆
弾
テ
ロ
の
閃
光
の
な
か
で
詩
人
が
選
ん
だ
文
学
的
〈
行
動
〉
の
意
味
／
戦

略
と
は
？　

気
鋭
の
研
究
者
が
、
書
く
と
い
う
行
為
＝
文
学
的
爆
弾
を
新
た
な
視
点
で
読
み

解
く
。 

09.11　

Ａ
５
判
六
六
四
頁　

八
〇
〇
〇
円

ス
テ
ファヌ・マラルメの〈
世
紀
〉

原
大
地

激
動
の
時
代
を
生
き
、
生
涯
に
わ
た
り
心
に
大
き
な
虚
無
を
生
む
こ
と
と
な
る
幼
い
息
子
の

死
を
経
て
、
マ
ラ
ル
メ
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
？　

伝
記
的
事
実
や
作
品
を
詳
細
に

追
う
の
み
な
ら
ず
、
文
化
史
的
側
面
か
ら
詩
人
の
本
質
を
問
う
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
。

 
19.11　

四
六
判
並
製
四
五
七
頁　

四
〇
〇
〇
円
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批
評

ヴィタ
リ
ー・ラン
ボ
ー

ク
ロ
ー
ド
・
ジ
ャ
ン
コ
ラ　

加
藤
京
二
郎
・
斎
藤
豊
・
富
田
正
二・三
上
典
生
訳

十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ラ
ン
ボ
ー
の
母
で
あ
り
、
巷
間
、〈
悪
名
〉
の
高
い
ヴ
ィ
タ
リ
ー

の
知
ら
れ
ざ
る
生
涯
を
克
明
に
た
ど
る
。
母
子
の
〈
反
目
〉
と
〈
愛
〉
の
な
か
か
ら
立
ち
現

れ
る
早
熟
な
〈
天
才
〉
詩
人
の
新
た
な
一
面
。

 

Ａ
５
判
四
一
二
頁　

五
〇
〇
〇
円

ラン
ボ
ー
と
父
フレ
デ
リック

チ
ャ
ー
ル
ズ
・ヘ
ン
リ
ー
・
Ｌ
・
ボ
ー
デ
ナ
ム　

加
藤
京
二
郎
他
訳

ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ラ
ン
ボ
ー
が
、
そ
の
〈
見
者
の
詩
法
〉
を
編
み
出
し
た
の
は
、
父
が
残
し

た
書
類
の
束
の
な
か
か
ら
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ア
ル
チ
ュ
ー
ル

の
父
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
に
光
を
当
て
る
、
貴
重
な
研
究
。

 

Ａ
５
判
二
八
四
頁　

三
五
〇
〇
円

ラン
ボ
ー
家
の
方へ

イ
ザ
ベ
ル
・
ラ
ン
ボ
ー
他　

加
藤
京
二
郎・斎
藤
豊・富
田
正
二・三
上
典
生
編
訳

家
族
の
目
か
ら
み
た
《
天
才
詩
人
》
の
最
期
の
日
々
。
詩
人
の
妹
の
痛
切
な
回
想
録
を
は
じ

め
、
両
親
、
兄
、
妹
の
残
し
た
日
記
、
書
簡
等
、
詩
人
の
す
べ
て
を
見
続
け
た
四
人
の
家
族

の
、
現
存
す
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
テ
ク
ス
ト
を
集
成
す
る
。

 

Ａ
５
判
二
八
二
頁　

三
五
〇
〇
円

ヴェルレ
ーヌ
伝

ア
ン
リ
・
ト
ロ
ワ
イ
ヤ　

沓
掛
良
彦
・
中
島
淑
恵
訳

ラ
ン
ボ
ー
と
の
「
恋
愛
」、
放
埒
と
困
窮
…
…
。
男
た
ち
を
愛
し
女
た
ち
に
恋
し
た
詩
人
の
、

矛
盾
に
満
ち
た
栄
光
の
生
涯
を
フ
ラ
ン
ス
の
人
気
小
説
家
が
綴
る
。

 

Ａ
５
判
四
二
九
頁
＋
別
丁
図
版
一
六
頁　

五
〇
〇
〇
円

ア
ナ
ト
ールの
墓
の
た
め
に

ス
テ
フ
ァ
ヌ
・マ
ラ
ル
メ
＋
ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・
リ
シ
ャ
ー
ル　

原
大
地
訳

病
に
よ
り
八
歳
で
夭
折
し
た
ア
ナ
ト
ー
ル
。息
子
の
死
に
衝
撃
を
受
け
た
マ
ラ
ル
メ
は
、千
々

に
引
き
裂
か
れ
る
思
い
を
書
き
遺
し
た
…
…
。
そ
の
存
在
が
長
ら
く
知
ら
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
そ
の
テ
ク
ス
ト
と
、
文
芸
批
評
の
泰
斗
リ
シ
ャ
ー
ル
の
、
魂
を
ゆ
さ
ぶ
る
小
論
に
よ

る
双
頭
の
書
。 

16.12　

四
六
判
二
八
一
頁　

三
〇
〇
〇
円

ス
テ
ファヌ・マラルメ

ギ
ィ
・
ミ
シ
ョ
ー　

田
中
成
和
訳

書
く
こ
と
の
問
題
を
、
と
り
わ
け
《
言
語
》
の
問
題
と
し
て
極
限
に
ま
で
問
い
つ
め
た
十
九

世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
偉
大
な
詩
人
、
現
代
文
学
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ッ
ク
の
隠
れ
た
中
心
と
も

い
う
べ
き
、
こ
の
難
解
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
詩
人
へ
の
定
評
あ
る
最
良
の
入
門
書
。

 
四
六
判
二
八
三
頁　

二
八
〇
〇
円

ロ
ー
トレ
アモン
と
文
化
的
ア
イ
デン
テ
ィテ
ィー 

イ
ジ

ド
ー
ル
・
デ
ュ
カ
ス
に
お
け
る
文
化
的
二
重
性
と
二
言
語
併
用

Ｌ
・
ペ
ロ
ネ
＝
モ
イ
セ
ス
＋
Ｅ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
モ
ネ
ガ
ル　

寺
本
成
彦
訳

十
三
歳
で
渡
仏
し
た
ウ
ル
グ
ア
イ
出
身
の
イ
ジ
ド
ー
ル
・
デ
ュ
ガ
ス
。
そ
の
彼
が
ス
ペ
イ
ン

語
を
話
せ
な
い
わ
け
が
な
い
！　

不
問
に
付
さ
れ
て
き
た
デ
ュ
ガ
ス
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
問

題
を
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
二
人
の
研
究
者
が
新
た
な
視
点
か
ら
徹
底
的
に
問
い
直
す
。

12.1　

Ａ
５
判
一
七
四
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

二
五
〇
〇
円

アル
チュール・ラン
ボ
ー
伝 

ジ
ャ
ン
＝
リ
ュッ
ク・ス
テ
ン
メッ
ツ　
加
藤
京
二
郎・斎
藤
豊・富
田
正
二・三
上
典
生
訳

伝
説
の
環
に
か
ら
め
と
ら
れ
た
詩
人
、
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ラ
ン
ボ
ー
。
そ
の
不
可
能
な
存
在

を
歴
史
の
場
に
連
れ
戻
し
、〈
ひ
と
つ
の
〉〈
一
貫
し
た
〉
詩
人
の
姿
を
、
今
日
ま
で
の
ラ
ン

ボ
ー
研
究
の
成
果
の
う
え
に
、
生
き
生
き
と
現
前
さ
せ
る
、
最
新
の
評
伝
。

 

Ａ
５
判
六
二
〇
頁　

八
〇
〇
〇
円



44

批
評

科
学
普
及
活
動
家
ル
イ・フィ
ギエ 

万
人
の
た
め
の
科

学
、
夢
想
と
し
て
の
科
学 

槙
野
佳
奈
子

十
九
世
紀
半
ば
、日
進
月
歩
の
科
学
技
術
を
平
明
に
説
く「
科
学
普
及
活
動
家
」が
誕
生
し
た
。

そ
の
第
一
人
者
と
し
て
写
真
技
術
の
普
及
に
努
め
な
が
ら
も
、
死
後
の
世
界
を
科
学
的
に
説

く
男
が
い
た
。
な
ぜ
彼
は
非
科
学
的
な
言
説
に
魅
了
さ
れ
た
の
か
？　

科
学
の
「
正
し
さ
」

を
め
ぐ
る
言
説
に
隠
さ
れ
た
欲
望
を
炙
り
出
す
。 

23.2　

四
六
判
二
五
二
頁　

三
〇
〇
〇
円

三
声
書
簡1888-1890

ジッ
ド
／
ル
イ
ス
／
ヴ
ァレ
リ
ー　
松
田
浩
則
＋
山
田
広
昭
＋
塚
本
昌
則
＋
森
本
淳
生
訳

フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
作
家
三
人
が
、
青
春
期
に
交
わ
し
た
一
八
九
通
の
往
復
書
簡
集
。
早

熟
の
文
学
青
年
ジ
ッ
ド
‐
ル
イ
ス
の
友
情
に
は
じ
ま
り
、
早
く
か
ら
才
能
の
片
鱗
を
見
せ
て

い
た
ヴ
ァ
レ
リ
ー
が
そ
こ
に
加
わ
る
…
…　

フ
ラ
ン
ス
文
学
、
さ
ら
に
は
近
代
文
学
一
般
に

つ
い
て
考
え
る
上
で
の
貴
重
な
テ
ク
ス
ト
。 

16.5　

Ａ
５
判
六
九
五
頁　

八
〇
〇
〇
円

エロスの
祭
司 

評
伝
ピ
エ
ー
ル
・
ル
イ
ス

沓
掛
良
彦

『
ビ
リ
テ
ィ
ス
の
歌
』『
女
と
人
形
』
に
よ
っ
て
マ
ラ
ル
メ
の
絶
賛
を
う
け
な
が
ら
文
学
的
名

声
の
絶
頂
で
文
壇
を
去
り
古
書
と
未
発
表
原
稿
に
埋
も
れ
て
死
ん
だ
世
紀
末
の
詩
人
の
、
文

学
と
友
情
、
そ
し
て
二
五
〇
〇
人
の
「
女
た
ち
」
に
捧
げ
ら
れ
た
狂
熱
の
生
涯
に
迫
る
渾
身

の
書
き
下
ろ
し
。 

Ａ
５
判
五
三
六
頁　

六
〇
〇
〇
円

評
伝 

ポ
ール・ヴァレ
リ
ー ミ

シ
ェ
ル
・
ジ
ャ
ル
テ
ィ　

恒
川
邦
夫
監
訳

詩
人
の
生
涯
を
た
ど
り
な
が
ら
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
き
た
歴
史

的
事
件
、
各
界
の
人
々
と
の
出
会
い
の
数
々
を
描
き
出
す
。
狭
義
の
文
学
史
の
枠
組
み
を
遥

か
に
超
え
た
、
二
十
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
時
代
絵
巻
。

 
23.6　

Ａ
５
判
並
製
三
分
冊
貼
函
入
計
一
九
九
四
頁
＋
別
丁
図
版
一
六
頁　

三
〇
〇
〇
〇
円

ピエ
ール・ロ
チ
伝

ア
ラ
ン
・
ケ
ラ
＝
ヴ
ィ
レ
ジ
ェ　

遠
藤
文
彦
訳

フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
士
官
と
し
て
世
界
中
を
巡
航
し
な
が
ら
、『
お
菊
さ
ん
』
等
、
四
十
篇
も

の
小
説
を
残
し
た
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ズ
ム
の
作
家
の
波
瀾
に
み
ち
た
生
涯
を
活
写
す
る
決
定
版
評

伝
。

 
10.12　

Ａ
５
判
六
五
二
頁　

八
〇
〇
〇
円

ジュール・ヴェルヌ
伝

フ
ォ
ル
カ
ー
・
デ
ー
ス　

石
橋
正
孝
訳

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
し
て
の
「
市
民
ヴ
ェ
ル
ヌ
」
と
、
読
書
と
個
人
の
経
験
を
織
り
交
ぜ
文
学
の

素
材
と
す
る
「
作
家
ヴ
ェ
ル
ヌ
」
の
姿
を
一
次
資
料
、
未
刊
行
資
料
を
博
捜
し
な
が
ら
描
き

つ
つ
、〈
驚
異
の
旅
〉の
読
み
直
し
を
も
提
唱
す
る
世
界
的
権
威
に
よ
る
本
邦
初
の
ジ
ュ
ー
ル
・

ヴ
ェ
ル
ヌ
評
伝
。 

14.6　

Ａ
５
判
六
九
九
頁
＋
別
丁
図
版
三
二
頁　
一
〇
〇
〇
〇
円

ジュール・ヴェルヌ
と
フィクションの
冒
険
者
た
ち新島

進
編

奇
抜
な
冒
険
譚
の
裏
側
に
ヴ
ェ
ル
ヌ
が
隠
し
た
文
学
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
何
か
。ホ
フ
マ
ン
、

ポ
ー
、
デ
ュ
マ
、
プ
ル
ー
ス
ト
、
ル
ー
セ
ル
、
ド
イ
ル
、
ラ
ス
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
レ
ム
、
音
二
郎

…
…
ヴ
ェ
ル
ヌ
が
耽
溺
し
、
ヴ
ェ
ル
ヌ
を
偏
愛
し
た
文
豪
た
ち
と
と
も
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の

極
地
探
査
へ
と
、
い
ま
乗
り
出
す
！ 

21.3　

四
六
判
三
〇
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

シャルル・クロ 

詩
人
に
し
て
科
学
者 

詩
・
蓄
音
機
・
色

彩
写
真 

福
田
裕
大

世
紀
末
の
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
エ
ジ
ソ
ン
に
先
立
ち
蓄
音
機
を
考
案
し
た
と
も
さ
れ

る
シ
ャ
ル
ル
・
ク
ロ
は
、
色
彩
写
真
と
呼
ば
れ
る
技
術
開
発
の
先
駆
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
領
域
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
探
究
を
仔
細
に
追
い
、
彼
の
内
側
で
詩
と
科
学
が
交
叉
す
る
地

点
を
描
き
出
す
。 

14.4　

Ａ
５
判
三
二
八
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
八
頁　

四
五
〇
〇
円



45

批
評

クロ
ー
デル
と
そ
の
時
代 

大
出
敦
編

外
交
官
と
し
て
東
洋
に
赴
任
す
る
こ
と
で
、
ク
ロ
ー
デ
ル
の
作
品
に
大
き
な
転
換
が
も
た
ら

さ
れ
た
時
代
と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
生
誕
一
五
〇
年
を
期
に
再
評
価
の
気
運
高

ま
る
ク
ロ
ー
デ
ル
に
と
っ
て
の
「
日
本
」「
演
劇
」「
音
楽
」「
宗
教
」
の
諸
相
か
ら
、
詩
人

大
使
の
多
面
性
に
光
を
当
て
る
。 

23.6　

Ａ
５
判
三
七
八
頁　

六
〇
〇
〇
円

ポ
ール・クロ
ー
デル　
日
本への
眼
差
し

大
出
敦
＋
中
條
忍
＋
三
浦
信
孝
編

大
使
と
し
て
日
本
に
滞
在
し
、
深
く
日
本
文
化
に
親
し
ん
だ
作
家
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
。

そ
の
作
品
に
も
影
響
が
み
ら
れ
る
《
日
本
》
は
、
詩
人
大
使
に
と
っ
て
い
か
な
る
も
の
だ
っ

た
の
か
？　

ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
生
誕
一
五
〇
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
堂
々
書
籍
化
。 

21.3 　

Ａ
５
判
三
八
七
頁　

六
〇
〇
〇
円

詩
人
大
使
ポ
ール・クロ
ー
デル
と
日
本

ア
ル
バ
ム
・
ク
ロ
ー
デ
ル
編
集
委
員
会

作
家
で
あ
り
、
外
交
官
で
も
あ
っ
た
作
家
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
の
生
誕
一
五
〇
周
年
を
記

念
す
る
ア
ル
バ
ム
。
大
使
と
し
て
日
本
に
滞
在
し
た
期
間
の
活
動
を
貴
重
な
資
料
か
ら
描
き

出
す
。
執
筆
＝
中
條
忍
、
渡
邊
守
章
、
大
出
敦
、
根
岸
徹
郎
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ワ
ッ
セ
ル
マ

ン
。 

18.5　

Ａ
５
判
並
製
一
三
六
頁　

二
五
〇
〇
円

ポール・クロー
デルの
黄
金の
聖
櫃 

〈
詩
人
大
使
〉の
文
化

創
造
と
そ
の
遺
産 

ミッシェル・ワッセルマン　
三
浦
信
孝・立
木
康
介
訳

駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
と
し
て
日
仏
文
化
交
流
の
要
と
な
り
、
日
仏
会
館
・
関
西
日
仏
学
館
の

創
設
に
向
け
て
尽
力
し
た
ク
ロ
ー
デ
ル
の
足
跡
を
、
第
一
級
の
史
料
を
も
と
に
辿
り
直
す
。

ク
ロ
ー
デ
ル
の
遺
志
を
受
け
継
い
だ
著
者
に
よ
る
、
渾
身
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

 
22.4　

四
六
判
二
四
八
頁
＋
別
丁
図
版
一
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

ヴァレ
リ
ー
に
お
け
る
詩
と
芸
術

三
浦
信
孝
・
塚
本
昌
則
編

知
性
と
感
性
の
相
克
に
懊
悩
す
る
、〈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
高
の
知
性
〉と
呼
ば
れ
た
詩
人
の
実
像
が

近
年
、明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。詩
人
の
肖
像
に
迫
る
第
Ⅰ
部
、〈
他
者
と
エ
ロ
ス
〉の
問
題
に
肉

薄
す
る
第
Ⅱ
部
、そ
し
て
第
Ⅲ
部
〜
第
Ⅴ
部
で
は
芸
術
論
の
三
つ
の
諸
相
に
焦
点
を
あ
て
、新

た
な
読
解
の
道
筋
を
切
り
開
く
。 

18.8　

Ａ
５
判
三
六
二
頁　

五
〇
〇
〇
円

愛
の
ディス
ク
ール 
ヴ
ァ
レ
リ
ー
「
恋
愛
書
簡
」の
詩
学

森
本
淳
生
・
鳥
山
定
嗣
編

《
知
性
の
詩
人
》
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
創
作
に
は
、
女
性
た
ち
と
の
知
性
と
情
動
の
両
面
に
わ
た
る

濃
密
な
関
係
が
あ
っ
た
。
ロ
ヴ
ィ
ラ
夫
人
、ポ
ッ
ジ
、ヴ
ォ
ー
チ
エ
、ヴ
ォ
ワ
リ
エ
ら
を
め
ぐ
っ

て
紡
が
れ
た
「
恋
愛
書
簡
」
を
詳
細
に
読
み
解
き
な
が
ら
、
知
性
の
裏
箔
と
し
て
あ
る
《
エ

ロ
ス
の
詩
人
》
の
側
面
を
鮮
や
か
に
描
き
出
す
。 

20.3　

四
六
判
二
八
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

ヴァレ
リ
ー
の『
旧
詩
帖
』 

初
期
詩
篇
の
改
変
か
ら
詩
的

自
伝
へ 
鳥
山
定
嗣

『
若
き
パ
ル
ク
』
を
発
表
す
る
ま
で
の
二
〇
年
に
お
よ
ぶ
「
沈
黙
期
」
に
橋
を
架
け
た
の
は

初
期
の
詩
集
『
旧
詩
帖
』
だ
っ
た
。
四
半
世
紀
に
わ
た
る
改
変
の
作
業
を
辿
り
、作
家
の
〈
詩

的
自
伝
〉
を
問
う
。『
旧
詩
帖
』
新
訳
を
併
録
。
第
三
五
回
（
二
〇
一
八
年
度
）
渋
沢
・
ク
ロ
ー

デ
ル
賞
奨
励
賞
受
賞
。 

18.3　

Ａ
５
判
四
六
四
頁
＋
別
丁
六
八
頁　

七
五
〇
〇
円

ヴァレ
リ
ーの
芸
術
哲
学
、あ
るいは
身
体
の
解
剖

伊
藤
亜
紗

詩
を
用
い
て
身
体
を
解
剖
し
、
そ
の
機
能
を
開
拓
す
る
―
―
二
十
世
紀
最
大
の
フ
ラ
ン
ス
詩

人
が
夢
み
た〈
純
粋
性
〉と
は
何
だ
っ
た
の
か
。『
カ
イ
エ
』等
の
残
さ
れ
た
膨
大
な
断
片
か
ら
、

作
品
論
、
時
間
論
、
身
体
論
を
再
構
成
す
る
作
業
を
通
し
て
、
そ
の
謎
に
迫
る
。

13.4　

四
六
判
二
七
六
頁　

三
〇
〇
〇
円



46

批
評

作
家
の
聖
別 

フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
Ⅰ

ポ
ー
ル
・
ベニ
シ
ュ
ー　

片
岡
大
右
＋
原
大
地
＋
辻
川
慶
子
＋
古
城
毅
訳

十
九
世
紀
前
半
、
宗
教
的
権
力
に
代
わ
り
、
世
俗
的
な
聖
職
者
た
ら
ん
と
し
た
詩
人
、
文
学

者
た
ち
の
「
聖
別
」
の
過
程
を
克
明
に
追
い
な
が
ら
、
い
か
に
し
て
文
学
が
高
い
精
神
的
職

務
を
担
う
よ
う
求
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
を
論
じ
る
。
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
を
徹
底
的

に
解
明
す
る
著
者
畢
生
の
大
著
の
第
一
巻
。 

15.1　

Ａ
５
判
六
八
七
頁　

八
〇
〇
〇
円

象
徴
主
義
と〈
風
景
〉 ボ
ー
ド
レ
ー
ル
か
ら
プ
ル
ー
ス
ト
ま
で

坂
巻
康
司
・
立
花
史
・
津
森
圭
一・
廣
田
大
地
編

十
九
世
紀
の
文
学
運
動
の
な
か
で
つ
ね
に
特
権
的
な
主
題
で
あ
っ
た
〈
風
景
〉。
ロ
マ
ン
主

義
や
自
然
主
義
と
は
異
な
る
〈
風
景
〉
を
捉
え
た
象
徴
主
義
の
作
家
た
ち
に
焦
点
を
当
て
、

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
以
後
の
作
家
た
ち
が
い
か
に
〈
風
景
〉
と
対
峙
し
た
の
か
、
そ
の
意
味
を
剔

抉
す
る
。 

18.10　

Ａ
５
判
三
八
五
頁　

五
五
〇
〇
円

異
貌
の
パ
リ 1919-1939 

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
、
黒
人

芸
術
、
大
衆
文
化 

澤
田
直
編

狂
乱
の
二
〇
年
代
か
ら
暗
雲
が
漂
う
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
パ
リ
に
雪

崩
れ
込
ん
だ
…
…
写
真
、映
画
、黒
人
芸
術
、ジ
ャ
ズ
、ダ
ン
ス
と
そ
れ
ら
は
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー

と
ど
の
よ
う
に
邂
逅
し
、
ま
た
す
れ
違
っ
た
の
か
。
思
想
と
芸
術
の
豊
穣
な
る
交
雑
と
そ
の

可
能
性
を
探
る
。 

17.7　

Ａ
５
判
二
七
五
頁　

四
〇
〇
〇
円

イマジュリ
ー 

十
九
世
紀
に
お
け
る
文
学
と
イ
メ
ー
ジ

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
モ
ン　

中
井
敦
子
・
福
田
美
雪
・
野
村
正
人
・
吉
田
典
子
訳

直
線
的
に
ゆ
っ
く
り
と
読
ま
れ
る
テ
ク
ス
ト
、
ジ
グ
ザ
ク
と
複
雑
な
動
き
で
す
ば
や
く
解
読

さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
。
産
業
社
会
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
が
氾
濫
す
る
十
九
世
紀
、両
者
が
出
会
い
、

交
錯
し
、
新
た
な
文
学
史
を
生
み
出
し
た
…
…
言
語
と
イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
る
、
新
た
な
表
象

文
化
論
！ 

19.1　

Ａ
５
判
四
四
八
頁　

七
〇
〇
〇
円

〈
生
表
象
〉の
近
代 

自
伝
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
学
知

森
本
淳
生
編　

執
筆
＝
桑
瀬
章
二
郎
・
立
木
康
介
・
大
浦
康
介
・
千
葉
文
夫
他

文
学
・
思
想
・
芸
術
を
構
成
す
る
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
や
メ
デ
ィ
ア
、
学
知
、
学
校
教
育
と
い
っ

た
近
代
固
有
の
制
度
の
な
か
で
、
人
間
の
〈
生
〉
は
い
か
に
媒
介
さ
れ
表
象
さ
れ
る
の
か
？

〈
近
代
＝
モ
デ
ル
ニ
テ
〉
を
横
断
的
に
再
考
す
る
壮
大
な
試
み
。

 
15.10　

Ａ
５
判
四
九
六
頁　

七
五
〇
〇
円

垂
直
の
声 

プ
ロ
ソ
ポ
ペ
イ
ア
試
論ブ

リ
ュ
ノ
・
ク
レ
マ
ン　

郷
原
佳
以
訳

こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
の
は
誰
な
の
か
？　

レ
ト
リ
ッ
ク
の
一
つ
、
プ
ロ
ソ
ポ
ペ
イ
ア
に

光
を
当
て
つ
つ
、
詩
学
総
体
を
も
み
す
え
た
独
自
の
方
法
論
に
よ
る
、
修
辞
学
の
脱
構
築
！

国
際
哲
学
コ
レ
ー
ジ
ュ
で
院
長
を
つ
と
め
た
著
者
が
、
不
在
の
も
の
の
「
声
」
と
い
う
、〈
思

考
の
フ
ィ
ギ
ュ
ー
ル
〉
に
迫
る
！ 

16.4　

Ａ
５
判
三
七
二
頁　

四
八
〇
〇
円

狂
気
と
文
学
的
事
象

シ
ョ
シ
ャ
ナ
・
フ
ェ
ル
マ
ン　

土
田
知
則
訳

イ
ェ
ー
ル
学
派
の
新
鋭
が
、
フ
ー
コ
ー
、
デ
リ
ダ
、
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
、
フ
ロ
ベ
ー
ル
、
フ
ロ
イ

ト
、
ラ
カ
ン
等
の
、
哲
学
か
ら
文
学
に
至
る
狂
気
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
言
説
を
渉

猟
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
読
解
に
抵
抗
す
る
、《
狂
気
》
と
い
う
文
学
的
事
象
を
撃
つ
。

 

四
六
判
五
七
〇
頁　

五
〇
〇
〇
円

詩
的
言
語
の
脱
構
築

バ
ー
バ
ラ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン　

土
田
知
則
訳

イ
ェ
ー
ル
学
派
の
泰
斗
が
、
デ
リ
ダ
の
グ
ラ
マ
ト
ロ
ジ
ー
、
ラ
カ
ン
の
フ
ロ
イ
ト
解
釈
等
を

も
と
に
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
マ
ラ
ル
メ
の
テ
ク
ス
ト
を
精
密
に
読
み
解
き
、
つ
い
に
は
《
詩

の
危
機
》
の
瞬
間
を
開
示
す
る
に
い
た
る
、
デ
ィ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
批
評
の
最
良
の
成

果
。 

四
六
判
二
八
八
頁　

三
五
〇
〇
円



47

批
評

プル
ース
ト
と
芸
術

吉
川
一
義
編

プ
ル
ー
ス
ト
の
文
学
に
は
美
術
、音
楽
、歌
劇
、建
築
を
は
じ
め
、古
典
か
ら
最
新
流
行
ま
で
、

作
家
が
見
聞
し
味
わ
っ
た
芸
術
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
。
鑑
賞
と
創
作
に
身

を
浸
し
、
芸
術
と
人
生
の
関
係
を
追
究
し
た
末
に
作
家
が
作
中
に
ち
り
ば
め
た
芸
術
批
評
は

何
を
物
語
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
真
髄
に
迫
る
。 

22.4　

Ａ
５
判
三
七
七
頁　

六
〇
〇
〇
円

プル
ース
ト
的
冒
険 

偶
然
・
反
復
・
倒
錯

湯
沢
英
彦

『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
以
前
の
生
身
の
小
説
家
の
〈
歴
史
〉
の
検
証
か
ら
は
じ
ま
り
、

書
物
＝
物
語
と
い
う
「
記
憶
の
場
所
」
に
お
い
て
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
〈
私
〉
が
展
開
す
る
真

実
の
探
求
の
あ
り
方
を
、
テ
ク
ス
ト
に
よ
る
冒
険
と
し
て
と
ら
え
直
す
、
入
念
な
プ
ル
ー
ス

ト
研
究
の
見
事
な
成
果
。 

四
六
判
三
九
〇
頁　

三
八
〇
〇
円

プル
ース
ト
的
絵
画
空
間

真
屋
和
子

エ
ル
ス
チ
ー
ル
の
モ
デ
ル
は
、
タ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
。
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
や
同
時
代
の
さ
ま
ざ

ま
な
画
家
た
ち
の
作
品
を
俎
上
に
、
従
来
は
モ
ネ
な
ど
印
象
派
の
画
家
だ
と
考
え
ら
れ
て
き

た
エ
ル
ス
チ
ー
ル
の
モ
デ
ル
を
タ
ー
ナ
ー
だ
と
す
る
新
た
な
説
を
呈
示
し
、
プ
ル
ー
ス
ト
の

芸
術
観
・
文
学
観
を
あ
ざ
や
か
に
浮
き
彫
り
に
す
る
。 11.2　
Ａ
５
判
四
三
四
頁　

六
五
〇
〇
円

プル
ース
ト
との
饗
宴

中
野
知
律

記
憶
と
結
び
つ
い
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
菓
子
、
舌
平
目
の
変
身
譚
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
官
能
性

…
…
風
味
豊
か
な
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
に
お
い
て
、
食
を
め
ぐ
る
文
化
史
を
下
敷
き

に
世
紀
末
に
溢
れ
た
美
食
言
説
に
逆
ら
う
作
家
の
テ
ク
ス
ト
を
味
読
し
て
い
く
、
壮
大
な
饗

宴
へ
の
誘
い
。 

20.9　

Ａ
５
判
四
六
九
頁
＋
別
丁
図
版
一
六
頁　

五
八
〇
〇
円

フ
ランス
現
代
作
家
と
絵
画

吉
川
一
義
＋
岑
村
傑
編

二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
た
ち
は
美
術
作
品
と
の
出
会
い
と
対
話
を
い
か
に
創
作
の
契
機

と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
プ
ル
ー
ス
ト
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
か
ら
デ
ュ
ラ
ス
、
ゴ
ダ
ー
ル
に
至
る

十
二
人
の
作
家
た
ち
に
お
け
る
文
学
と
美
術
の
創
造
的
な
関
係
を
多
角
的
に
読
み
解
く
。

 

Ａ
５
判
三
四
四
頁　

四
〇
〇
〇
円

評
伝 

ロ
ラン・バル
ト 

テ
ィ
フ
ェ
ー
ヌ
・
サ
モ
ワ
イ
ヨ　

桑
田
光
平
・
伊
澤
拓
人
・
伊
藤
靖
浩
・

黒
木
秀
房
・
清
水
雄
大
・
福
井
有
人
訳

バ
ル
ト
の
友
人
・
知
人
へ
の
詳
細
な
聞
き
取
り
だ
け
で
な
く
、
近
年
ま
で
未
調
査
だ
っ
た
草

稿
や
私
信
な
ど
を
丁
寧
に
調
査
し
、
バ
ル
ト
を
個
人
的
環
境
な
ら
び
に
社
会
的
・
政
治
的
文

脈
の
中
に
置
き
直
し
な
が
ら
、
バ
ル
ト
自
身
の
作
品
と
関
連
づ
け
た
、
気
鋭
の
研
究
者
に
よ

る
決
定
版
伝
記
！ 

23.6　

Ａ
５
判
六
一
五
頁　

九
〇
〇
〇
円

バル
ト
以
前
／
バル
ト
以
後

渡
辺
諒

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
『
記
号
の
帝
国
』
の
精
緻
な
読
解
を
も
と
に
、
異
郷
へ
の
関
心
に
貫
か
れ

た
作
家
／
思
想
家
た
ち
を
自
在
に
往
還
し
、「
絶
対
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
文
学
」
と
し
て
の
フ
ラ

ン
コ
フ
ォ
ン
文
学
、
ジ
ャ
ポ
ノ
フ
ォ
ン
文
学
を
発
見
す
る
鮮
烈
な
文
芸
批
評
／
エ
ッ
セ
イ
。

 

四
六
判
三
三
五
頁　

三
五
〇
〇
円

プル
ース
ト
／
バタ
イユ
／
ブ
ランショ 

十
字
路
の
エ
ク
リ

チ
ュ
ー
ル 

ロ
ジ
ェ
・
ラ
ポ
ル
ト　

山
本
光
久
訳

「
ブ
ラ
ン
シ
ョ
以
後
、
最
も
ブ
ラ
ン
シ
ョ
的
な
作
家
」
と
評
さ
れ
る
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
特

異
な
詩
人
に
し
て
作
家
、
批
評
家
が
、「
書
く
こ
と
」
と
「
倫
理
性
」
の
問
題
、「
読
む
」「
書

く
」「
翻
訳
す
る
」
こ
と
の
同
一
性
の
問
題
を
問
い
つ
め
た
、
極
限
へ
向
か
う
《
エ
チ
カ
》。

 

四
六
判
二
六
四
頁　

三
〇
〇
〇
円
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批
評エ

リュア
ールの
自
動
記
述

福
田
拓
也

何
の
考
え
も
な
し
に
不
意
に
書
き
は
じ
め
ら
れ
た
語
は
、
な
ぜ
自
ら
を
探
し
求
め
る
よ
う
に

連
鎖
し
て
い
く
の
か
？
―
―
純
粋
な
思
考
の
表
現
を
目
指
す
一
方
で
言
語
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
逆
説
に
引
き
裂
か
れ
た
、
解
読
不
能
寸
前
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
テ
ク
ス
ト

を
解
剖
し
、
そ
の
原
理
を
露
わ
に
す
る
。 

18.4　

四
六
判
二
三
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

評
伝 

ジャック・ヴァシェ

後
藤
美
和
子

黒
い
ユ
ー
モ
ア
の
体
現
者
、
戦
場
か
ら
謎
め
い
た
手
紙
を
送
り
、
作
品
を
残
す
こ
と
な
く
早
世

し
た
伝
説
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
。
ブ
ル
ト
ン
に
よ
る
偶
像
化
を
徹
底
的
に
排
し
、故
郷
ナ
ン

ト
で
の
文
学
活
動
、
苛
酷
な
従
軍
生
活
、
死
の
真
相
…
…
記
録
や
証
言
、
手
紙
や
草
稿
を
も
と

に
、
知
ら
れ
ざ
る
生
涯
を
克
明
に
辿
る
。 

22.11　

Ａ
５
判
四
五
七
頁　

六
五
〇
〇
円

ピエ
ール・ル
ヴェル
ディと
あ
わいの
詩
学

山
口
孝
行

キ
ュ
ビ
ス
ム
と
の
交
流
、イ
マ
ー
ジ
ュ
の
生
成
、ソ
レ
ー
ム
へ
の
隠
遁
…
…
変
貌
す
る
ル
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
詩
学
の
運
動
性
を
剔
抉
し
、
雑
誌
『
エ
フ
ェ
メ
ー
ル
』
の
実
践
を
準
備
し
た
詩
人
と

し
て
位
置
づ
け
る
、
本
邦
初
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
。 21.6　

Ａ
５
判
三
〇
五
頁　

五
〇
〇
〇
円

アン
ト
ナン・アル
ト
ー　
自
我
の
変
容 

〈
思
考
の
不
可

能
性
〉か
ら〈
詩
へ
の
反
抗
〉へ 

熊
木
淳

初
期
の
書
簡
か
ら
演
劇
論
、
そ
し
て
晩
年
の
思
考
ま
で
ア
ル
ト
ー
を
つ
ら
ぬ
く
も
の
は
、
先

立
つ
〈
起
源
〉
へ
の
徹
底
的
な
反
抗
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
系
譜
を
逆
転
さ
せ
る
戦
略
的
な

視
点
か
ら
現
代
詩
へ
の
影
響
を
論
じ
た
最
も
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
ア
ル
ト
ー
読
解
。

 
14.8　

Ａ
５
判
三
六
三
頁　

五
〇
〇
〇
円

印
象
・
私
・
世
界 

『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』の
原
母
体

武
藤
剛
史

《
著
者
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
過
去
の
傑
作
の
解
釈
な
ど
あ
り
え
な
い
の

だ
。》
―
―
プ
ル
ー
ス
ト
の
こ
の
言
葉
を
導
き
に
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
を
覆
う
「
無
意

志
的
記
憶
」
を
解
明
し
、巨
大
な
作
品
を
規
定
す
る
テ
ー
マ・構
造
を
統
一
的
に
捉
え
、プ
ル
ー

ス
ト
文
学
の
真
髄
に
迫
る
。 

17.5　

四
六
判
二
六
九
頁　

三
〇
〇
〇
円

心
は
ど
こ
に
在
る
か　
プ
ル
ー
ス
ト
、サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
、

ま
ど
・
み
ち
お 

武
藤
剛
史

真
の
自
己
を
求
め
て
内
面
に
沈
潜
し
た
プ
ル
ー
ス
ト
を
手
が
か
り
に
、
ベ
ル
ナ
ノ
ス
、
サ
ン

＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
、
ド
ー
テ
ル
、
ま
ど
・
み
ち
お
、
庄
野
潤
三
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ア
ン
リ
を
通

じ
て
、
世
界
と
〈
私
〉
が
現
わ
れ
る
場
と
し
て
の
心
の
働
き
を
捉
え
直
し
、
愛
の
関
係
性
に

生
き
る
〈
い
の
ち
〉
の
論
理
を
究
明
す
る
。 

20.11　

四
六
判
三
〇
七
頁　

三
五
〇
〇
円

シュルレア
リスム
、
あ
るいは
作
動
す
るエニグマ

ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
シ
ェ
ニ
ウ
ー
＝
ジ
ャ
ン
ド
ロ
ン　

齊
藤
哲
也
編

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
か
ら
も
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
か
ら
も
、
逸
脱
し
て
み
せ
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

は
何
を
も
っ
て
我
々
を
誘
惑
＝
挑
発
し
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。現
実
と
表
象
が〈
痙
攣
的
〉

に
邂
逅
し
、
常
に
謎
を
作
動
さ
せ
る
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
巧
緻
に
読
み
解
く
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
研
究
の
泰
斗
の
足
跡
。 

15.4　

Ａ
５
判
三
六
八
頁　

五
〇
〇
〇
円

崇
高
点 

ブ
ル
ト
ン
、
ラ
ン
ボ
ー
、
カ
プ
ラ
ン

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
セ
バ
ッ
グ　

鈴
木
雅
雄
訳

ブ
ル
ト
ン
が
『
第
二
宣
言
』
で
記
し
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
と
っ
て
の
「
精
神
の
一
点
」
が

実
際
に
南
仏
の
渓
谷
に
あ
る
と
し
た
ら
…
…
ブ
ル
ト
ン
の
残
し
た
秘
密
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
回

路
に
電
気
を
流
し
、
そ
の
磁
界
へ
と
読
者
を
誘
う
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
観
光
＝
実
践
案
内

書
！ 

16.10　

Ａ
５
判
並
製
二
八
五
頁　

三
〇
〇
〇
円
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批
評 バタ

イユと
文
学
空
間

福
島
勲

両
大
戦
間
期
そ
し
て
戦
後
と
い
う
動
乱
の
時
代
を
生
き
た
バ
タ
イ
ユ
の
夢
み
た
新
た
な
文

学
、
新
た
な
社
会
と
は
何
か
。
他
者
と
の
不
可
能
な
交
流
の
場
、
終
わ
り
な
き
対
話
の
場
と

し
て
の
文
学
を
問
い
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
態
を
さ
ぐ
る
。

 
11.3　

四
六
判
一
九
九
頁　

三
〇
〇
〇
円

ピエ
ール・クロソ
ウス
キ
ーの
現
在 

神
学
・
共
同
体
・
イ

メ
ー
ジ 

大
森
晋
輔
編

い
ま
だ
全
貌
が
明
か
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
特
異
に
し
て
多
様
な
作
家
ピ
エ
ー
ル
・

ク
ロ
ソ
ウ
ス
キ
ー
を
改
め
て
読
み
直
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
継
承
す
べ
き
遺
産
を
見
定

め
る
。
未
訳
の
テ
ク
ス
ト
や
貴
重
な
対
談
を
収
め
た
ク
ロ
ソ
ウ
ス
キ
ー
の
「
い
ま
」
を
問
い

直
す
必
携
の
書
。 

20.11　

Ａ
５
判
並
製
三
四
九
頁　

四
〇
〇
〇
円

レ
ヴ
ィナ
ス
と
ブ
ランショ〈
他
者
〉を
揺
る
が
す
中
性
的
な

も
の 

上
田
和
彦

《「
私
」
に
呼
び
か
け
る
「
他
者
」
と
は
誰
な
の
か
。「
他
者
」
の
呼
び
か
け
に
応
え
る
「
私
」

と
は
誰
な
の
か
》。
と
も
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
存
在
論
の
彼
方
を
め
ざ
し
た
哲
学
者
と
作
家
の

数
十
年
に
お
よ
ぶ
友
愛
に
み
ち
た
深
く
微
妙
な
関
係
を
鋭
く
問
う
気
鋭
の
力
作
。

 

Ａ
５
判
三
一
七
頁　

四
〇
〇
〇
円

甦
るレ
ヴィナス 

『
全
体
性
と
無
限
』読
解

小
手
川
正
二
郎

こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
理
性
論
と
い
う
観
点
か
ら
『
全
体
性
と
無
限
』
の
独
自
性
に

光
を
あ
て
、
主
体
論
に
お
い
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
対
峙
し
、
な
お
根
強
い
影
響
力
を
も
つ
デ
リ

ダ
的
読
解
を
糺
す
。〝
生
き
て
い
る
〞
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
哲
学
を
甦
ら
せ
る
変
革
の
書
。

 
15.2　

四
六
判
三
四
四
頁　

三
五
〇
〇
円

バタ
イユ
書
簡
集　

1917-1962
ジ
ョル
ジ
ュ・
バ
タ
イ
ユ　

岩
野
卓
司
・
石
川
学
・
大
木
勲
・
神
田
浩
一・
谷
口

亜
沙
子
・
永
井
敦
子
・
長
井
文
・
中
里
ま
き
子
・
中
山
慎
太
郎
・
福
島
勲
訳

作
品
の
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
批
評
、
日
常
の
瑣
事
ま
で
、
青
年
期
か
ら
晩
年
か
け
て
の
バ
タ
イ

ユ
が
友
人
・
知
人
へ
宛
て
た
書
簡
を
集
成
す
る
。「
バ
タ
イ
ユ
の
作
品
の
測
り
知
れ
な
い
性

質
を
欺
く
」（
Ｍ
・
シ
ュ
リ
ヤ
）
膨
大
な
書
簡
か
ら
知
ら
れ
ざ
る
バ
タ
イ
ユ
が
立
ち
現
れ
る
。

ブ
ラ
ン
シ
ョ
か
ら
バ
タ
イ
ユ
宛
の
書
簡
を
併
載
。 

22.07　

Ａ
５
判
七
一
九
頁　
一
〇
〇
〇
〇
円

ジョル
ジュ・バタ
イユの
反
建
築 

コ
ン
コ
ル
ド
広
場
占
拠

 

ド
ゥ
ニ
・
オ
リ
エ　

岩
野
卓
司
＋
神
田
浩
一
＋
福
島
勲
＋
丸
山
真
幸
＋
長
井
文
＋
石
川
学
＋
大
西
雅
一
郎
訳

バ
タ
イ
ユ
の
第
一
作
「
ラ
ン
ス
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
」。
建
築
を
め
ぐ
る
こ
の
テ
ク
ス
ト
を

永
遠
に
抹
殺
し
続
け
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
バ
タ
イ
ユ
に
と
っ
て
の
「
書
く
」
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
…
…
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
チ
ュ
ミ
な
ど
「
脱
構
築
主
義
」
の
建
築
家
た
ち
に
も
絶
大
な
影
響
を
与

え
た
反
建
築
論
。
バ
タ
イ
ユ
研
究
の
必
携
書
。 

15.9　
Ａ
５
判
三
七
八
頁　
四
八
〇
〇
円

ジョル
ジュ・バタ
イユ 

神
秘
経
験
を
め
ぐ
る
思
想
の
限
界
と

新
た
な
可
能
性 
岩
野
卓
司

バ
タ
イ
ユ
の
経
済
理
論
、
哲
学
・
文
学
作
品
を
精
査
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
の
形
而
上

学
の
伝
統
そ
の
も
の
を
問
い
直
し
な
が
ら
、
そ
の
「
外
」
へ
と
開
か
れ
た
「
経
験
」
の
思
想

を
明
ら
か
に
す
る
極
限
の
哲
学
。

 
10.3　

Ａ
５
判
三
二
七
頁　

四
五
〇
〇
円

ジョル
ジュ・バタ
イユの《
不
定
形
》の
美
学

江
澤
健
一
郎

若
き
日
の
バ
タ
イ
ユ
が
『
ド
キ
ュ
マ
ン
』
誌
で
展
開
し
た
、
イ
デ
ア
リ
ス
ム
に
抗
す
る
《
不

定
形
》
と
い
う
思
想
の
う
ち
に
、
晩
年
の
マ
ネ
論
や
ラ
ス
コ
ー
論
に
ま
で
直
結
す
る
図
像
や

造
形
に
関
す
る
思
索
を
見
出
し
、
豊
富
な
図
版
も
交
え
な
が
ら
そ
の
著
作
を
精
緻
に
読
み
解

く
。 

Ａ
５
判
三
九
四
頁　

四
五
〇
〇
円
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批
評

ベケット 

果
て
し
な
き
欲
望

ア
ラ
ン
・
バ
デ
ィ
ウ　

西
村
和
泉
訳

不
動
の
沈
黙
の
先
に
は
こ
と
ば
が
あ
っ
た
。
読
む
も
の
に
勇
気
を
与
え
続
け
る
ベ
ケ
ッ
ト
の

詩
作
／
思
索
の
中
で
救
い
出
さ
れ
る
も
の
は
何
か
？　

フ
ラ
ン
ス
現
代
哲
学
の
領
袖
が
開

く
、
ベ
ケ
ッ
ト
批
評
の
新
地
平
。

 

四
六
判
一
七
二
頁　

二
〇
〇
〇
円

サ
ミュエル・ベケット
！ 

こ
れ
か
ら
の
批
評

岡
室
美
奈
子
・
川
島
健
・
長
島
確
編

気
鋭
の
研
究
者
た
ち
が
、
最
新
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、〈
不
条
理
劇
の
作
家
〉
と
は
別
の
新

た
な
ベ
ケ
ッ
ト
像
を
大
胆
に
提
示
す
る
、
ベ
ケ
ッ
ト
研
究
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ワ
ー
ク
。
文

献
資
料
付
き
。
執
筆
＝
竹
本
幹
夫
・
西
村
和
泉
・
垣
口
由
香
・
藤
原
曜
・
宮
脇
永
吏
・
景
英
淑
・

菊
池
慶
子
・
久
米
宗
隆
・
片
岡
昇
・
木
内
久
美
子 

12.2　

Ａ
５
判
三
六
七
頁　

三
八
〇
〇
円

ベケット
を
見
る
八つの
方
法 

批
評
の
ボ
ー
ダ
レ
ス

岡
室
美
奈
子
・
川
島
健
編

〈
不
可
視
の
領
域
へ
の
刺
す
よ
う
な
ま
な
ざ
し
を
持
つ
人
、
ベ
ケ
ッ
ト
〉（
Ｊ
・
Ｍ
・
ク
ッ

ツ
ェ
ー
）。
小
説
・
哲
学
・
演
劇
・
美
術
・
メ
デ
ィ
ア
等
、
多
様
で
深
遠
な
知
の
坩
堝
と
も

い
う
べ
き
諸
作
品
を
精
査
す
る
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
ク
ッ
ツ
ェ
ー
を
始
め
と
す
る
内
外
の

研
究
者
た
ち
に
よ
る
ベ
ケ
ッ
ト
研
究
の
最
前
線
。 

13.3　

Ａ
５
判
三
八
五
頁　

四
五
〇
〇
円

ベケットの
ア
イル
ラン
ド

川
島
健

ベ
ケ
ッ
ト
作
品
に
お
い
て
繰
り
返
し
描
か
れ
る
果
て
な
き
彷
徨
の
原
点
は
故
郷
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
に
あ
っ
た
。
様
々
な
信
条
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
交
錯
す
る
場
、
誰
の
も
の
で
も
な
く
、
誰

の
も
の
に
も
な
り
え
る
空
間
＝
「
無
人
地
帯
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
初
期
作
品
群
に
刻
ま
れ
た

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
相
貌
の
変
化
を
追
う
。 

14.2　

Ａ
５
判
二
七
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

文
学
時
評　

1941-1944

モ
ー
リ
ス
・
ブ
ラ
ン
シ
ョ　

郷
原
佳
以
・
門
間
広
明
・
石
川
学
・

伊
藤
亮
太
・
高
山
花
子
訳

第
二
次
大
戦
期
に
『
ジ
ュ
ル
ナ
ル
・
デ
・
デ
バ
』
紙
に
連
載
さ
れ
た
、
小
説
、
詩
、
評
伝
、

比
較
神
話
学
、
歴
史
言
語
学
、
神
学
、
文
明
論
な
ど
多
岐
の
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
る
時
評
。
批

評
家
、
思
想
家
と
し
て
本
格
的
に
活
躍
す
る
以
前
の
、
ブ
ラ
ン
シ
ョ
の
思
想
の
原
点
！

 
21.09　

Ａ
５
判
五
七
一
頁　

八
〇
〇
〇
円

モ
ー
リス・
ブ
ランショ 
不
可
視
の
パ
ー
ト
ナ
ー

ク
リ
ス
ト
フ
・
ビ
ダ
ン　

上
田
和
彦
・
岩
野
卓
司
・
郷
原
佳
以
・
西
山
達
也
・
安
原
伸
一
朗
訳

ブ
ラ
ン
シ
ョ
の
生
と
作
品
を
、
神
話
化
す
る
こ
と
な
く
批
判
的
な
精
神
を
保
ち
な
が
ら
丹
念

に
読
み
、そ
の
「
自
伝
的
な
も
の
」
を
炙
り
出
す
、ブ
ラ
ン
シ
ョ
研
究
の
牽
引
者
に
よ
る
、「
顔

の
な
い
作
家
」
の
本
邦
初
の
決
定
版
伝
記
。

 
14.12　

Ａ
５
判
六
二
三
頁　

八
〇
〇
〇
円

モ
ー
リス・
ブ
ランショ 

レ
シ
の
思
想

髙
山
花
子

モ
ー
リ
ス
・
ブ
ラ
ン
シ
ョ
が
そ
の
作
品
と
批
評
を
通
し
て
追
求
し
た
「
レ
シrécit
」
＝
物
語

と
は
な
に
か
。
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
そ
の
思
想
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
葉
が
《
出
来

事
そ
の
も
の
》
と
し
て
表
出
す
る
空
間
を
明
ら
か
に
す
る
。

 
21.9　

四
六
判
二
八
九
頁　

三
二
〇
〇
円

ル
イ=

ル
ネ・デ・フォレ

佐
藤
典
子

バ
タ
イ
ユ
が
、
そ
し
て
ま
た
ブ
ラ
ン
シ
ョ
が
賞
賛
し
た
「
虚
無
の
こ
と
ば
」。「
書
く
／
読
む

主
体
」
と
い
う
観
点
か
ら
、「
隠
蔽
す
る
こ
と
で
新
た
な
事
実
を
獲
得
す
る
」
と
語
っ
た
作

家
の
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
小
説
に
迫
る
。

 
10.6　

Ａ
５
判
二
九
九
頁　

四
〇
〇
〇
円
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批
評

ミ
ラン・クン
デ
ラ
と
小
説

赤
塚
若
樹

今
日
の
《
世
界
文
学
》
に
お
け
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
屹
立
す
る
ミ
ラ
ン
・
ク
ン
デ
ラ
を

支
え
続
け
る
《
小
説
の
精
神
》
を
、
そ
の
作
品
と
、
多
く
の
研
究
を
自
在
に
往
還
し
な
が
ら
、

小
説
の
テ
ー
マ
、
こ
と
ば
、
歴
史
を
軸
に
、
立
体
的
に
論
じ
る
、
本
格
的
な
作
家
論
＝
小
説

論
。
第
九
回
木
村
彰
一
賞
受
賞
。 

Ａ
５
判
四
五
九
頁　

六
〇
〇
〇
円

アル
フレッ
ド・ジャリ 

『
ユ
ビ
ュ
王
』か
ら『
フ
ォ
ー
ス
ト
ロ
ー

ル
博
士
言
行
録
』ま
で 

ノ
エ
ル
・
ア
ル
ノ
ー　

相
磯
佳
正
訳

ア
プ
サ
ン
と
自
転
車
と
ピ
ス
ト
ル
へ
の
執
着
、
韜
晦
と
ス
カ
ト
ロ
ジ
ー
と
男
性
自
身
へ
の
偏

愛
―
―
。《
パ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
》
を
創
始
し
、
世
紀
末
の
パ
リ
を
弾
丸
の
ご
と
く
駆
け
抜
け

た
天
才
詩
人
の
半
生
を
愛
情
あ
ふ
れ
る
筆
致
で
描
く
、
決
定
版
評
伝
！

 

Ａ
５
判
五
三
〇
頁　

六
〇
〇
〇
円

ジョル
ジュ・ペレック
伝 

言
葉
に
明
け
暮
れ
た
生
涯

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ベ
ロ
ス　

酒
詰
治
男
訳

フ
ラ
ン
ス
防
衛
の
た
め
に
闘
っ
た
父
親
の
戦
死
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ=

ビ
ル
ケ
ナ
ウ
で
の
母

親
の
死
に
終
世
と
り
憑
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
苦
悩
。滑
稽
か
つ
憎
み
が
た
き
謙
虚
な
生
活
、

芸
術
と
戯
れ
る
日
々
…
…
ゴ
ン
ク
ー
ル
伝
記
賞
を
受
賞
し
た
ペ
レ
ッ
ク
伝
の
決
定
版
。

14.3　

Ａ
５
判
七
七
六
頁
＋
別
丁
図
版
三
二
頁　
一
二
〇
〇
〇
円

ジャック・ル
ー
ボ
ーの
極
私
的
東
京
案
内

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ー
ボ
ー　

田
中
淳
一
訳

数
学
者
／
小
説
家
／
ウ
リ
ピ
ア
ン
が
山
手
線
で
試
作
／
詩
作
／
思
索
す
る
デ
ィ
ー
プ
な
東
京

案
内
。《
詩
作
は
詩
と
一
体
と
な
り
、
秘
密
を
隠
し
た
子
供
の
笑
い
声
と
化
す
》（
円
城
塔
）。

 
11.7　

Ａ
５
判
並
製
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
一
〇
五
頁　

二
八
〇
〇
円

クロ
ー
ド・シモン 

書
く
こ
と
に
捧
げ
た
人
生

ミ
レ
イ
ユ
・
カ
ル
＝
グ
リ
ュ
ベ
ー
ル　

関
未
玲
・
上
田
章
子
訳

手
記
や
創
作
ノ
ー
ト
、
絵
画
作
品
や
写
真
、
伯
母
の
手
帳
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
検
証

し
、
作
品
と
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
作
家
の
人
生
の
軌
跡
を
描
破
す
る
。
難
解
な
作
風
で
知

ら
れ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
ロ
マ
ン
の
巨
人
に
し
て
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
作
家
の
、
本
邦
初
の

決
定
版
伝
記
！ 

23.6　

Ａ
５
判
四
〇
七
頁　

七
〇
〇
〇
円

マル
グ
リット・デュラス  〈
声
〉の
幻
前

森
本
淳
生
／
ジ
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
編

《
私
が
表
現
し
よ
う
と
試
み
る
の
は
、書
く
時
に
私
が
聞
く
も
の
な
の
で
す
》。「
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・

ロ
マ
ン
」
の
枠
を
超
え
た
作
家
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
デ
ュ
ラ
ス
。
単
な
る
日
常
性
に
は
還
元
で

き
な
い
中
間
的
な
領
域
―
―
現
前
と
不
在
、生
と
死
―
―
を
た
ゆ
た
う
《
幻
前
す
る
声
》
を
、

小
説
、
戯
曲
、
映
画
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
。 

20.3　

四
六
判
二
二
八
頁　

二
五
〇
〇
円

ジャック・デュパン
、
断
片
の
詩
学 

丸
川
誠
司

ラ
ン
ボ
ー
と
シ
ャ
ー
ル
の
流
れ
を
汲
み
、
ブ
ラ
ン
シ
ョ
、
バ
タ
イ
ユ
と
接
点
を
持
つ
現
代
フ

ラ
ン
ス
詩
の
巨
星
。
本
邦
初
訳
の
デ
ュ
パ
ン
詩
集
と
、そ
の
象
る
世
界
を
解
き
ほ
ぐ
す
解
説
。

ツ
ェ
ラ
ン
と
同
じ
く
戦
後
の
抒
情
詩
を
背
負
い
、
ミ
ロ
、
ジ
ャ
コ
メ
テ
ィ
等
、
二
十
世
紀
美

術
の
巨
匠
と
つ
な
が
る
詩
的
宇
宙
を
読
み
解
く
。 

23.1　

四
六
判
二
八
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

本
当の
小
説  

回
想
録フ

ィ
リ
ッ
プ
・
ソ
レ
ル
ス　

三
ツ
堀
広
一
郎
訳

ポ
ン
ジ
ュ
、
モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
、
ア
ラ
ゴ
ン
、
バ
タ
イ
ユ
、
ラ
カ
ン
、
バ
ル
ト
―
―
現
代
フ
ラ

ン
ス
文
壇
の
鬼
才
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ソ
レ
ル
ス
が
綴
る
回
想
録
。
女
た
ち
と
の
放
蕩
、
前
衛

文
学
生
活
、「
テ
ル
・
ケ
ル
」
の
創
刊
、
六
八
年
五
月
、
毛
沢
東
主
義
者
か
ら
法
王
主
義
者

へ
…
…
文
学
と
政
治
の
季
節
が
い
ま
甦
る
。 

19.3　

四
六
判
三
三
七
頁　

三
〇
〇
〇
円
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批
評

ポ
ール・レ
オ
ト
ーの
肖
像

菅
野
賢
治

ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
か
ら
戦
後
期
の
パ
リ
文
壇
に
生
き
、
彗
眼
の
劇
評
家
と
し
て
名
を
馳
せ
る

一
方
、
日
々
の
細
密
な
メ
モ
を
素
材
に
し
た
、
長
大
な
作
品
『
文
学
日
記
』
を
残
し
、
世
を

去
っ
た
、
二
十
世
紀
仏
文
学
界
の
奇
才
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
な
生
涯
が
、
生
き
生
き
と
描
き
出
さ

れ
る
本
格
的
評
伝
。 

Ａ
５
判
三
六
〇
頁　

六
〇
〇
〇
円

ル
ネ・ヴィ
ヴィアン
伝

ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
グ
ー
ジ
ョ
ン　

中
島
淑
恵
訳

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
衣
鉢
を
継
ぎ
、
サ
ッ
フ
ォ
ー
を
現
代
に
甦
ら
せ
、
女
男
爵
と
た
だ
な
ら
ぬ

関
係
を
結
び
、
神
経
衰
弱
の
う
ち
に
夭
折
し
た
《
神
秘
的
な
》
詩
人
…
…
数
々
の
逸
話
と
は

裏
腹
に
終
生
彼
女
を
詩
作
に
駆
り
立
て
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
？　

女
性
に
よ
る
女
性
の

た
め
の
表
現
を
求
め
た
詩
人
を
活
写
す
る
！ 

23.6　

Ａ
５
判
判
五
八
四
頁　

八
〇
〇
〇
円

アルベール・ロン
ドル 

闘
う
リ
ポ
ー
タ
ー
の
肖
像

真
野
倫
平

二
十
世
紀
初
頭
、
戦
場
、
徒
刑
場
、
精
神
病
院
、
植
民
地
な
ど
あ
ら
ゆ
る
地
に
赴
き
、
戦
う

ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
書
き
続
け
た
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ロ
ン
ド
ル
。
そ
の
記

事
に
よ
っ
て
社
会
制
度
を
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
影
響
力
を
持
っ
た
稀
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
生
涯
を
追
う
。 

23.3　

四
六
判
三
八
四
頁　

四
〇
〇
〇
円

ま
た
君
に
恋
を
し
た

ア
ン
ド
レ
・
ゴ
ル
ツ　

杉
村
裕
史
訳

サ
ル
ト
ル
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
も
鋭
い
知
性
」
と
評
さ
れ
た
八
十
三
歳
の
老
哲
学
者
が
不

治
の
病
に
伏
す
妻
に
宛
て
て
最
後
の
ラ
ヴ
レ
タ
ー
を
書
く
。
と
も
に
人
生
を
歩
み
、
と
も
に

幕
を
閉
じ
る
…
…

 
10.10　

四
六
判
一
三
九
頁　
一
五
〇
〇
円

ロベール・デスノス 

ラ
ジ
オ
の
詩
人

小
髙
正
行

ラ
ジ
オ
番
組
・
広
告
を
詩
的
実
践
の
場
所
と
し
て
お
こ
な
い
、音
声
に
よ
っ
て
集
団
的
な〈
夢
〉

を
リ
ス
ナ
ー
と
共
有
す
る
こ
と
で
ラ
ジ
オ
の
可
能
性
を
切
り
開
い
た
詩
人
デ
ス
ノ
ス
。
二
〇

世
紀
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
先
駆
と
な
っ
た
、
番
組
・
広
告
制
作
者
と
し
て
の
詩
人
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
る
異
色
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
。 

15.6　

四
六
判
二
七
三
頁　

三
〇
〇
〇
円

アン
ドレ・ピエ
ール・
ド・マン
デ
ィアル
グ 

イ
タ
リ
ア
を

め
ぐ
る
幻
想
の
美
学 

松
原
冬
二

フ
ラ
ン
ス
の
作
家
で
あ
り
な
が
ら
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
パ
リ
を
往
復
す
る
生
活
を
送
り
、
イ

タ
リ
ア
を
舞
台
に
し
た
長
編
小
説
を
書
い
た
マ
ン
デ
ィ
ア
ル
グ
は
い
か
に
し
て
そ
の「
異
端
」

の
幻
想
美
学
を
作
り
上
げ
た
の
か
？　

谷
崎
潤
一
郎
と
三
島
由
紀
夫
を
愛
す
る
、
孤
高
の
耽

美
的
作
家
の
本
邦
初
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
！ 

19.4　

Ａ
５
判
四
〇
〇
頁　

八
〇
〇
〇
円

セ
リ
ーヌ
伝

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
ト
ゥ
ー　

権
寧
訳

『
夜
の
果
て
の
旅
』、『
な
し
く
ず
し
の
死
』
な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
る
「
反
ユ
ダ
ヤ
」
的
作

家
セ
リ
ー
ヌ
。「
自
伝
的
」
著
作
や
多
く
の
書
簡
・
証
言
等
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
の
定
説
・

伝
説
を
覆
す
画
期
的
評
伝
。
第
三
十
三
回
日
本
翻
訳
出
版
文
化
賞
受
賞
。

 

Ａ
５
判
六
八
四
頁
＋
別
丁
図
版
一
六
頁　

八
〇
〇
〇
円

ド
リュ・ラ・ロシェル

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク　

有
田
英
也
訳

一
九
三
〇
年
代
、
共
産
主
義
と
全
体
主
義
の
狭
間
で
揺
れ
続
け
た
末
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に

協
力
、
大
戦
末
期
に
自
殺
し
た
フ
ラ
ン
ス
作
家
の
生
涯
と
作
品
を
通
し
て
、
自
ら
も
ユ
ダ
ヤ

人
で
あ
る
著
者
が
、
現
代
に
潜
む
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
亡
霊
を
浮
き
彫
り
に
す
る
、
異
色
の
作
家

論
。 

Ａ
５
判
三
四
七
頁　

四
〇
〇
〇
円



53

批
評 マグレ

ブ
／
フ
ランス  

周
縁
か
ら
の
文
学 

植
民
地
・
女

性
・
移
民 

石
川
清
子

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
か
ら
独
立
を
経
て
、
豊
か
な
文
学
的
土
壌
を
築
き
上
げ
て
き
た
マ
グ

レ
ブ
文
学
。《
植
民
地
》、《
女
性
》、《
移
民
》
を
テ
ー
マ
に
、
周
縁
か
ら
中
心
へ
と
波
及
す

る
は
か
り
知
れ
な
い
衝
撃
を
観
測
す
る
出
色
の
文
学
論
。

 
23.3　

Ａ
５
判
四
一
四
頁　

六
〇
〇
〇
円

フ
ランス・
プロレ
タ
リ
ア
文
学
史 

民
衆
表
現
の
文
学

ミ
シ
ェ
ル
・
ラ
ゴ
ン　

高
橋
治
男
訳

〈
無
名
の
文
学
、
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
た
文
学
、
文
学
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
文
学
、
奇

妙
な
こ
と
に
資
本
主
義
体
制
か
ら
も
社
会
主
義
体
制
か
ら
も
等
し
く
外
部
に
と
ど
ま
る
よ
う

に
と
断
罪
さ
れ
た
文
学
〉
の
歴
史
。
中
世
か
ら
現
代
に
至
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
の
唯
一
の
通
史
。 

11.10　

Ａ
５
判
五
五
四
頁
＋
別
丁
図
版
二
四
頁　

八
〇
〇
〇
円

ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
大
泥
棒 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ジ
ャ
コ
ブ
の

生
涯 

ア
ラ
ン
・
セ
ル
ジ
ャ
ン　

高
橋
治
男
訳

遠
洋
航
路
に
出
た
幼
年
時
代
、
そ
し
て
非
合
法
活
動
で
捕
ま
り
南
米
ギ
ア
ナ
の
流
刑
地
へ
お

く
ら
れ
た
青
年
時
代
。
波
瀾
万
丈
の
冒
険
と
流
刑
地
で
の
地
獄
を
く
ぐ
り
抜
け
た
稀
代
の
ア

ナ
ー
キ
ス
ト
の
驚
く
べ
き
人
生
を
辿
っ
た
唯
一
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
。

14.6　

四
六
判
三
〇
四
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

三
二
〇
〇
円

シモ
ーヌ・ヴェーユ
研
究
★

村
上
吉
男

不
幸
へ
の
並
み
外
れ
た
共
感
に
よ
っ
て
、
労
働
の
問
題
を
文
字
通
り
の
実
践
に
お
い
て
問
い

つ
め
、
三
十
四
歳
で
逝
っ
た
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
。
残
さ
れ
た
厖
大
な
ノ
ー
ト
、
論
文
、

著
作
を
渉
猟
し
つ
つ
、
驚
く
べ
き
生
涯
と
思
想
の
全
体
像
に
迫
る
大
著
。

 

Ａ
５
判
函
入
五
五
五
頁
＋
別
丁
八
頁　

五
五
〇
〇
円

サン=
テ
グ
ジュペリ

Ｒ
・
Ｍ
・
ア
ル
ベ
レ
ス　

中
村
三
郎
訳

砂
漠
と
鉱
物
的
孤
独
に
み
ち
た
こ
の
惑
星
に
あ
っ
て
、《
夢
は
ひ
と
つ
の
奇
蹟
で
あ
る
》。
あ

の
『
星
の
王
子
さ
ま
』
の
作
者
が
夢
想
し
た
数
々
の
〈
生
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
〉
を
読
み
と
き
な

が
ら
、
行
動
と
瞑
想
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
生
涯
を
克
明
に
た
ど
る
サ
ン
＝
テ
ッ
ク
ス
論
の
古

典
。 

Ａ
５
判
二
一
六
頁　

二
五
〇
〇
円

ルパンの
世
界

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ル　

大
友
徳
明
訳

怪
盗
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン
の
人
間
関
係
や
過
去
へ
の
偏
愛
、
そ
し
て
当
時
の
衣
装
風
俗
や

社
会
階
層
、
は
た
ま
た
乗
り
物
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
武
器
に
い
た
る
ま
で
、
多
角
的
か
つ
詳

細
な
視
点
か
ら
そ
の
実
像
に
迫
っ
た
、
ル
パ
ン
愛
読
者
必
携
の
書
。

 
18.4　

四
六
判
三
六
七
頁　

三
〇
〇
〇
円

コレットの
地
中
海レシ
ピ

シ
ド
ニ
ー
＝
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
コ
レ
ッ
ト　

村
上
葉
編
訳

踊
り
子
を
し
な
が
ら
、
シ
ャ
ネ
ル
な
ど
と
交
流
し
、
自
立
し
た
女
性
の
先
駆
け
と
し
て
、
時

代
の
先
端
を
歩
み
創
作
活
動
を
行
っ
た
女
性
作
家
に
よ
る
、
素
朴
で
豊
穣
な
、
昔
な
が
ら
の

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
真
髄
に
触
れ
る
、
お
い
し
い
エ
ッ
セ
イ
。

 
19.12　

四
六
判
一
五
四
頁　

二
〇
〇
〇
円

わ
た
し
のパリ
料
理
だ
よ
り

村
上
葉

マ
ダ
ム
た
ち
が
愛
し
て
や
ま
な
い
、
ほ
ん
と
う
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
。
い
つ
の
時
代
で
も
人
を

魅
了
す
る
料
理
が
あ
る
。
翻
訳
家
で
あ
り
料
理
教
室
を
主
宰
す
る
著
者
に
よ
る
、
文
学
作
品

を
逍
遥
し
な
が
ら
の
、
素
朴
で
い
て
豊
穣
な
昔
な
が
ら
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
め
ぐ
る
エ
ッ
セ

イ
。 

21.05　

四
六
判
一
三
九
頁　
一
六
〇
〇
円



54

批
評

ジェイ
ム
ズ・ジョイ
ス
と
東
洋 

『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ

ク
』へ
の
道
し
る
べ 

山
田
久
美
子

多
文
化
都
市
ト
リ
エ
ス
テ
、
パ
リ
で
見
聞
し
た
東
洋
と
日
本
文
化
、
そ
し
て
多
言
語
は
ジ
ョ
イ

ス
の
作
品
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
た
の
か
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
漢

字
論
等
様
々
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
に
み
ら
れ
る
日

本
や
日
本
語
と
の
関
わ
り
を
多
面
的
に
読
み
解
く
。 

18.1　

Ａ
５
判
三
三
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

ジョイス
を
め
ぐ
る
冒
険

夏
目
博
明

ア
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
手
が
か
り
に
テ
ク
ス
ト
の
成
り
立
ち
を
探
り
、
仕
組
ま
れ
た
ト
リ
ッ
ク

を
か
い
く
ぐ
り
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
を
読
み
と
く
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
、
経
済
を
も
俯

瞰
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
評
理
論
を
駆
使
し
、
ジ
ョ
イ
ス
研
究
の
新
た
な
方
位
を
さ
ぐ

る
。 

15.6　

Ａ
５
判
三
〇
七
頁　

四
〇
〇
〇
円

四
月
はいち
ば
ん
残
酷
な
月 

Ｔ
・
Ｓ
・エ
リ
オ
ッ
ト『
荒
地
』

発
表
100
周
年
記
念
論
集 

佐
藤
亨
＋
平
野
順
雄
＋
松
本
真
治
編

現
代
詩
の
金
字
塔
『
荒
地
』
誕
生
か
ら
一
世
紀
。
日
本
エ
リ
オ
ッ
ト
協
会
の
気
鋭
の
研
究
者

た
ち
が
『
荒
地
』
に
つ
い
て
、
日
本
で
の
受
容
、
ケ
イ
ン
ズ
や
ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ
リ
ー
・
グ
ル
ー

プ
と
の
関
係
な
ど
、
多
様
な
側
面
か
ら
考
察
す
る
。

 
22.12　

Ａ
５
判
四
五
二
頁　

六
〇
〇
〇
円

一九
二
二
年
を
読
む 

モ
ダ
ン
の
現
場
に
戻
っ
て

マ
イ
ケ
ル
・
ノ
ー
ス　

中
村
亨
訳

モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
代
表
作
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』、『
荒
地
』
の
誕
生
し
た
一
九
二
二
年
に
焦
点

を
あ
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
が
政
治
、
社
会
、
文
化
の
事
象
と
い
か
に
関
わ
っ
た
か
を
ウ
ィ

ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
フ
ロ
イ
ト
、
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
そ
し
て
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
ら
の
著
作
を

と
お
し
て
包
括
的
に
読
み
解
く
。 

21.12　

Ａ
５
判
四
四
八
頁　

六
〇
〇
〇
円

Ｄ
・
Ｈ
・ロレンス
とシモ
ーヌ･

ヴェーユ★

リ
チ
ャ
ー
ド
・
リ
ー
ス　

川
成
洋
・
並
木
慎
一
訳

性
と
生
命
力
の
深
淵
を
宗
教
的
情
熱
を
も
っ
て
探
求
し
続
け
た
ロ
レ
ン
ス
、
労
働
の
問
題
の

深
淵
へ
と
降
り
た
っ
た
ヴ
ェ
ー
ユ
。
二
十
世
紀
の
煉
獄
を
最
も
誠
実
に
、
勇
敢
に
生
き
ぬ
い

た
こ
の
二
人
の
文
学
者
＝
思
想
家
の
作
品
を
英
国
の
俊
敏
な
批
評
家
が
鋭
く
解
明
す
る
。

 

Ａ
５
判
二
四
三
頁　

二
五
〇
〇
円

ブル
ームの
歳
月

ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
コ
ー
ト　

宮
田
恭
子
訳

多
民
族
・
多
言
語
都
市
ト
リ
エ
ス
テ
。『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
主
人
公
ブ
ル
ー
ム
と
モ
リ
ー
の
人

物
像
を
形
成
し
、『
ダ
ブ
リ
ン
市
民
』『
若
い
芸
術
家
の
肖
像
』
を
書
き
お
え
た
ジ
ョ
イ
ス
は
そ

の
地
で
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
の
言
語
を
ど
の
よ
う
に
創
造
し
た
の
か
。
彼
の
芸

術
と
都
市
と
の
関
係
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。 

17.6　
Ａ
５
判
四
六
七
頁
＋
別
丁
八
頁　

七
〇
〇
〇
円

『ユリシ
ー
ズ
』と
我
ら 

日
常
生
活
の
芸
術

デ
ク
ラ
ン
・
カ
イ
バ
ー
ド　

坂
内
太
訳

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
研
究
の
泰
斗
が
二
十
世
紀
最
大
の
作
家
ジ
ョ
イ
ス
の
代
表
作
の
全
十
八

章
を
、「
目
覚
め
る
」「
歩
く
」「
食
べ
る
」
と
い
っ
た
人
間
の
日
常
の
、
主
と
し
て
〈
身
体

的
な
行
為
〉
と
い
う
素
点
か
ら
自
在
か
つ
独
創
的
に
読
み
解
く
。

 
11.12　

Ａ
５
判
三
八
四
頁　

五
〇
〇
〇
円

ア
イル
ラン
ドの
創
出 

現
代
国
家
の
文
学

デ
ク
ラ
ン
・
カ
イ
バ
ー
ド　

坂
内
太
訳

植
民
地
化
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
、ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
の
衰
退
、文
芸
復
興
、イ
ー
ス
タ
ー
蜂
起
、

異
境
流
浪
…
…
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
、
オ
ス
カ
ー
・
ワ

イ
ル
ド
ら
の
作
品
を
読
み
解
き
、ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
成
り
立
ち
、あ
り
方
、そ
の
未
来
を
歴
史
、

政
治
、
社
会
な
ど
多
角
的
に
捉
え
た
斬
新
な
考
察
。 

18.6　

Ａ
５
判
六
九
三
頁　

八
〇
〇
〇
円



55

批
評

カ
ズ
オ・イシ
グロ
を
読
む 

三
村
尚
央

『
遠
い
山
な
み
の
光
』
か
ら
『
ク
ラ
ラ
と
お
日
さ
ま
』
ま
で
の
全
長
篇
を
読
み
こ
む
「
作
品

編
」。
幽
霊
、
動
物
、
原
爆
、
ケ
ア
な
ど
、
多
彩
な
モ
チ
ー
フ
を
糸
口
に
創
作
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
読
み
ほ
ど
く
「
モ
チ
ー
フ
編
」。
ま
す
ま
す
創
造
的
で
魅
力
的
な
読
書
体
験
へ
の
扉
を

開
く
、
最
良
の
イ
シ
グ
ロ
文
学
案
内
。 

22.10　

四
六
判
並
製
二
六
九
頁　

二
二
〇
〇
円

カ
ズ
オ・イシグロ 

失
わ
れ
た
ものへの
再
訪 

記
憶
・
ト
ラ

ウ
マ
・
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア 

ヴ
ォ
イ
チェ
フ
・
ド
ゥロ
ン
ク　

三
村
尚
央
訳

イ
シ
グ
ロ
作
品
に
通
底
す
る
中
心
的
概
念
で
あ
る
〈
記
憶
〉
と
〈
喪
失
〉
の
複
雑
な
関
係
を
、

フ
ロ
イ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
精
神
分
析
理
論
、
原
爆
の
被
爆
者
た
ち
を
対
象
と
し
た
ト
ラ
ウ

マ
理
論
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
め
ぐ
る
文
化
理
論
な
ど
を
援
用
し
な
が
ら
緻
密
に
探
る
、
は
じ

め
て
の
批
評
的
試
み
。 

20.10　

四
六
判
三
五
四
頁　

三
五
〇
〇
円

日
常
の
相
貌 

イ
ギ
リ
ス
小
説
を
読
む

中
川
僚
子

『
わ
た
し
を
離
さ
な
い
で
』『
闇
の
奥
』『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』『
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』『
恋

す
る
女
た
ち
』
等
の
イ
ギ
リ
ス
小
説
に
ひ
そ
む
日
常
を
お
び
や
か
す
非
日
常
と
の
境
界
に
お

け
る
生
の
陰
影
を
、
怪
物
の
言
葉
、
牧
草
地
の
廃
墟
、
ド
レ
ス
の
綻
び
、
漂
着
す
る
ゴ
ミ
な

ど
を
と
お
し
て
鋭
く
読
み
と
く
。 

11.8　

Ａ
５
判
二
五
七
頁　

三
八
〇
〇
円

『
フ
ラン
ケンシュタ
イン
』とヘルメス
思
想 

自
然
魔
術
・

崇
高
・
ゴ
シ
ッ
ク 

田
中
千
惠
子

錬
金
術
・
魔
術
、
科
学
、
自
然
の
崇
高
、
二
重
の
生
、
ゴ
シ
ッ
ク
な
ど
の
主
題
を
め
ぐ
り
、

ヘ
ル
メ
ス
思
想
を
淵
源
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
や
思
想
の
観
点
か
ら
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
』
を
読
み
解
き
、
ロ
マ
ン
主
義
的
な
科
学
と
思
想
の
未
踏
の
領
野
を
照
ら
し
だ
す
分
野

横
断
的
研
究
。 

15.11　

Ａ
５
判
三
五
六
頁　

四
〇
〇
〇
円

モ
ダニス
ト 

ミ
ナ・ロ
イの
月
世
界
案
内 

詩
と
芸
術

フ
ウ
の
会
編

エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
、
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
ら
の
賛
辞
を
浴
び
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ

ン
に
も
影
響
を
与
え
た
前
衛
詩
人
で
あ
り
、
女
優
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も
あ
っ
た
ミ
ナ
・
ロ
イ
。

そ
の
詩
と
散
文
の
翻
訳
に
加
え
て
、
詳
細
な
作
家
論
、
作
品
論
、
解
説
に
よ
っ
て
詩
人
の
全

貌
に
迫
る
本
邦
初
の
試
み
。 

14.8　

Ａ
５
判
三
八
七
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

イ
ー
ディス・ウォー
トン
を
読
む

大
社
淑
子

一
九
二
一
年
に
女
性
初
の
ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
し
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
し
て
生
き
た

イ
ー
デ
ィ
ス
・
ウ
ォ
ー
ト
ン
。
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
社
会
と
個
人
の
葛
藤
、
男
女
間

の
機
微
を
多
彩
か
つ
冷
徹
に
描
い
た
代
表
作
『
エ
イ
ジ
・
オ
ブ
・
イ
ノ
セ
ン
ス
』
な
ど
を
読

み
解
き
そ
の
魅
力
に
せ
ま
る
作
家
論
／
作
品
論
。 

18.7　

四
六
判
二
七
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

ミュー
リエル・スパー
ク
を
読
む

大
社
淑
子

い
ま
、
も
っ
と
も
再
評
価
が
求
め
ら
れ
て
い
る
英
国
の
作
家
、
ミ
ュ
ー
リ
エ
ル
・
ス
パ
ー
ク
。

有
無
を
言
わ
せ
ぬ
圧
倒
的
な
叙
述
に
よ
っ
て
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
、
愛
、
諧
謔
、
そ
し
て
暴

力
。
比
類
な
い
魅
力
を
た
た
え
た
そ
の
文
学
を
概
観
す
る
、
必
携
の
作
家
論
／
作
品
論
。

 
13.11　

四
六
判
三
〇
二
頁　

三
二
〇
〇
円

ド
リス・レッシン
グ
を
読
む

大
社
淑
子

ア
フ
リ
カ
に
生
ま
れ
、
Ｓ
Ｆ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
そ
し
て
性
愛
に
い
た
る
ま
で
、
旺
盛
な
想
像

力
に
よ
る
多
彩
な
創
作
活
動
で
知
ら
れ
る
二
〇
〇
七
年
度
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
が
半
世
紀
以
上

に
わ
た
っ
て
書
き
つ
い
だ
作
品
の
ほ
ぼ
全
て
を
詳
細
に
読
み
と
く
。

 
11.12　

四
六
判
二
六
二
頁　

三
〇
〇
〇
円
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戦
争・詩
的
想
像
力・倫
理 

アイ
ル
ラ
ン
ド
内
戦
、
核
戦
争
、
北

アイ
ル
ラ
ン
ド
紛
争
、
イ
ラ
ク
戦
争 

伊
達
直
之
／
堀
真
理
子
／
佐
藤
亨
／
外
岡
尚
美

二
十
世
紀
後
半
以
降
の
世
界
各
地
で
勃
発
す
る
テ
ロ
、
民
族
紛
争
、
内
戦
。
こ
の
混
迷
の
時

代
に
文
学
、
芸
術
は
い
か
に
対
峙
す
る
の
か
。『
オ
イ
デ
ィ
ー
プ
ス
王
』、『
勝
負
の
終
わ
り
』、

『
し
あ
わ
せ
な
日
々
』、『
ア
ル
カ
イ
ダ
へ
の
旅
』な
ど
を
、〈
癒
し
〉〈
倫
理
〉の
視
点
を
含
め
て
、

克
明
に
解
読
し
、
考
察
す
る
。 

16.3　

Ａ
５
判
三
九
五
頁　

三
五
〇
〇
円

北
ア
イル
ラン
ド
と
ミュー
ラル

佐
藤
亨

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
う
身
体
の
全
体
に
彫
ら
れ
た
意
味
の
わ
か
ら
な
い
、
痛
々
し
い
刺
青

の
よ
う
な
も
の
―
―
街
頭
の
激
し
く
美
し
く
圧
倒
的
な
壁
絵
（
ミ
ュ
ー
ラ
ル
）
が
映
し
出
す

血
塗
ら
れ
た
〈
紛
争
〉
の
地
の
現
在
。

 
11.3　

Ａ
５
判
一
三
二
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
八
頁　

二
五
〇
〇
円

北
ア
イル
ラン
ドの
イン
タ
ー
フェイス

佐
藤
亨

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
首
都
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
に
散
在
す
る
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク

の
対
立
／
交
流
の
場
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
」。
そ
の
両
義
性
か
ら
読
み
解
く
、
北
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
社
会
・
歴
史
・
文
化
、
そ
し
て
紛
争
の
現
在
。

 
14.1　

Ａ
５
判
一
四
四
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
八
頁　

二
五
〇
〇
円

北
ア
イル
ラン
ド
を
目
撃
す
る

佐
藤
亨

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
。
一
九
九
四
年
の
停
戦
、
九
八
年
の
ベ
ル
フ
ァ
ス

ト
合
意
、そ
し
て
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
今
日
ま
で
、北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
々
の
平
穏
な
暮
ら
し
、

暮
ら
し
の
な
か
の
紛
争
を
ミ
ュ
ー
ラ
ル
（
壁
絵
）
の
変
遷
を
と
お
し
て
一
九
九
三
年
か
ら
追

い
続
け
、
活
写
し
て
き
た
著
者
の
集
大
成
。 21.1　
Ａ
５
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー一
八
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

感
受
性
と
ジェン
ダ
ー 

〈
共
感
〉の
文
化
と
近
現
代
ヨ
ー

ロ
ッ
パ 

小
川
公
代
・
吉
野
由
利
編

今
や
「
共
感
」
は
時
代
を
理
解
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
感
性
は
現
代

に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
十
八
世
紀
の
「
感
受
性
」
文
化
に
そ
の
萌
芽
を
宿
し
て
い
た
。

ロ
マ
ン
主
義
文
学
、
道
徳
哲
学
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る
言
説
を
通
し
て
、「
共
感
」
の
可

能
性
か
ら
、
そ
の
矛
盾
と
限
界
ま
で
を
探
る
！ 

23.3　

四
六
判
三
〇
八
頁　

三
五
〇
〇
円

ロ
ー
リ
ーの『
シンシ
ア
』  
悲
し
み
を
吸
う
蜜
蜂

櫻
井
正
一
郎

十
六
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
高
名
な
武
人
に
し
て
詩
人
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ロ
ー
リ
ー
が
、
エ
リ
ザ

ベ
ス
Ⅰ
世
（
＝
シ
ン
シ
ア
）
の
寵
愛
を
う
け
、
突
然
そ
れ
を
失
っ
た
苦
悩
を
、
ロ
ン
ド
ン
塔

収
監
の
失
意
の
な
か
で
、
女
王
へ
の
賛
美
、
諷
刺
、
悲
哀
を
織
り
ま
ぜ
昇
華
さ
せ
た
中
篇
詩

の
本
邦
初
の
全
訳
と
そ
の
詳
細
な
評
釈
。 

22.2　

Ａ
５
判
三
四
〇
頁　

五
〇
〇
〇
円

シェイ
クスピ
アの
ファースト・フォリ
オ 
偶
像
と
なっ
た
書

物
の
誕
生
と
遍
歴 

ピ
ー
タ
ー・Ｗ・Ｍ・
ブレイニ
ー　

五
十
嵐
博
久
監
訳

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
没
後
に
刊
行
さ
れ
、
そ
の
作
品
群
を
継
承
す
る
礎
と
な
っ
た
「
フ
ァ
ー

ス
ト
・
フ
ォ
リ
オ
」。
今
や
天
文
学
的
な
金
額
で
取
り
引
き
さ
れ
る
こ
の
聖
像
的
な
書
物
は
、

な
ぜ
、
ま
た
い
か
に
し
て
成
立
し
た
の
か
？　

印
刷
、
製
本
、
流
通
、
そ
し
て
神
話
化
の
旅

路
を
追
走
す
る
。 

20.11　

四
六
判
二
一
四
頁　

二
五
〇
〇
円

英
国
ミ
ス
テ
リ
ーの
部
屋 

ド
イ
ル
／
ク
リ
ス
テ
ィ
室
内
装

飾
事
典 

昭
和
女
子
大
学
短
期
大
学
部
文
化
創
造
学
科

ミ
ス
テ
リ
ー
界
の
二
大
巨
匠
、コ
ナ
ン・ド
イ
ル
と
ア
ガ
サ・ク
リ
ス
テ
ィ
ー
。
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク・

ホ
ー
ム
ズ
の
パ
イ
プ
、
ポ
ア
ロ
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
謎
の
メ
モ
が
燃
や
さ
れ
る
暖
炉
…
…
。

彼
ら
の
作
品
の
中
で
イ
ン
テ
リ
ア
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
。
イ
ギ
リ
ス
文
化
と

ミ
ス
テ
リ
ー
を
知
る
た
め
の
イ
ン
テ
リ
ア
事
典
。 

10.3　

四
六
判
並
製
一
七
八
頁　

二
〇
〇
〇
円
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偽
ア
メ
リ
カ
文
学
の
誕
生

都
甲
幸
治

《「
塵
に
訊
け
」
と
か
つ
て
ジ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
テ
は
言
っ
た
。「
都
甲
幸
治
に
訊
け
！
」
と
私

は
言
い
た
い
。〈
偽
ア
メ
リ
カ
文
学
の
誕
生
〉
を
告
げ
る
本
書
は
、
す
ぐ
れ
た
〈
偽
ア
メ
リ

カ
文
学
者
〉
の
登
場
を
告
げ
て
も
い
る
。》（
柴
田
元
幸
）
二
十
一
世
紀
も
っ
と
も
話
題
の
ア

メ
リ
カ
文
学
者
の
注
目
の
第
一
評
論
集
。 

四
六
判
三
五
二
頁　

二
八
〇
〇
円

シル
ヴィア・
プ
ラス 

父
の
娘
、
母
の
娘

木
村
慧
子

ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
、
メ
ラ
ニ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
等
の
精
神
分
析
理
論
を
参
照
し
な
が

ら
、
三
十
歳
で
自
殺
し
た
、
こ
の
女
性
詩
人
の
残
し
た
テ
ク
ス
ト
を
縦
横
に
分
析
し
、
文
学

理
論
の
新
た
な
地
平
を
切
り
開
く
野
心
作
。

 

Ａ
５
判
三
一
六
頁　

四
〇
〇
〇
円

ア
イ
リッシュ・ア
メ
リ
カンの
文
化
を
読
む

結
城
英
雄
＋
夏
目
康
子
編　

執
筆
＝
吉
川
信
・
戸
田
勉
・
伊
達
雅
彦
他

十
七
世
紀
に
は
じ
ま
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
民
が
「
想
像
上
の
共
同
体
」
ア
メ
リ
カ
で
い

か
な
る
役
割
を
は
た
し
た
の
か
。
ケ
ネ
デ
ィ
家
の
光
と
闇
、
ア
ン
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
生
涯
、
オ

ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の
講
演
、
そ
し
て
『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』、『
ダ
イ
・
ハ
ー
ド
』
な
ど
の
文
学
・

映
画
作
品
を
と
り
あ
げ
、
多
彩
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
。 16.6　
Ａ
５
判
二
三
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
作
家
た
ち

杉
浦
悦
子 

《
ど
の
領
域
に
も
ど
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
も
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
流
動
に
身
を
任
せ
、

幾
重
に
も
層
を
成
す
未
知
の
自
己
を
探
り
出
し
、
創
造
し
て
ゆ
く
》
ジ
ー
ク
リ
ー
ド
・
ヌ
ネ
、

シ
ン
シ
ア
・
カ
ド
ハ
タ
、
カ
レ
ン
・
テ
イ
・
ヤ
マ
シ
タ
、
ジ
ュ
ン
パ
・
ラ
ヒ
リ
の
作
品
に
「
国

境
」、「
母
語
」
そ
し
て
「
文
学
」
の
意
味
を
問
う
。  

Ａ
５
判
二
二
八
頁　

二
八
〇
〇
円

ア
イル
ラン
ドの
言
葉
と
肉 

ス
タ
ー
ン
か
ら
ベ
ー
コ
ン
へ

近
藤
耕
人

〈
言
葉
〉
と
〈
肉
体
〉
の
相
剋
を
鍵
に
、
ジ
ョ
イ
ス
や
ベ
ケ
ッ
ト
、
そ
し
て
画
家
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ベ
ー
コ
ン
な
ど
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
縁
の
深
い
作
家
た
ち
の
創
造
力
の
原
点
に
肉
迫
す

る
。
今
ま
で
に
な
い
斬
新
な
切
り
口
に
よ
っ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
芸
術
論
に
新
た
な
地
平
を
開

く
迫
真
の
評
論
。 

17.7　

四
六
判
二
三
七
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
四
頁　

二
八
〇
〇
円

コンテン
ポ
ラ
リ
ー・ゴシック

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ス
プ
ー
ナ
ー　

風
間
賢
二
訳

現
代
社
会
に
お
い
て
ゴ
シ
ッ
ク
は
、
い
ま
や
消
費
者
が
選
択
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
本
質
と

な
っ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
従
来
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と

二
〇
〇
〇
年
代
の
ゴ
ス・サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
の
比
較
研
究
の
成
果
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
し
、ゴ
シ
ッ

ク
に
対
す
る
今
後
の
視
点
と
理
論
を
提
示
す
る
。 

18.12　
四
六
判
二
八
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円

オル
タ
ナ
ティ
ヴ・フィクション

風
間
賢
二

マ
ジ
ッ
ク
リ
ア
リ
ズ
ム
、
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
、
ス
リ
ッ
プ
ス
ト
リ
ー
ム
か
ら
ア
ヴ
ァ
ン
・
ポ
ッ

プ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
文
学
ま
で
！　

六
〇
年
代
カ
ウ
ン
タ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
洗
礼
を

受
け
た
英
米
小
説
の
数
々
の
〈
徒
花
〉
を
概
観
す
る
、ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
小
説
入
門
／
ブ
ッ
ク
・

ガ
イ
ド
。 

四
六
判
並
製
三
〇
三
頁　

二
五
〇
〇
円

評
伝　

ウィリ
ア
ム・フォー
ク
ナ
ー

ジ
ョ
エ
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン　

金
澤
哲
・
相
田
洋
明
・
森
有
礼
監
訳

ア
メ
リ
カ
南
部
史
研
究
の
泰
斗
が
、『
響
き
と
怒
り
』、『
八
月
の
光
』
な
ど
で
知
ら
れ
る

二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
生
涯
を
克
明
に
辿
る
。
両
親
の
家
系

を
さ
か
の
ぼ
り
、
黒
人
親
族
と
の
秘
め
ら
れ
た
関
係
を
も
明
ら
か
に
し
、
そ
の
栄
光
と
悲
惨

を
描
き
出
し
た
決
定
的
評
伝
。 

20.2　

Ａ
５
判
五
四
四
頁
＋
別
丁
一
六
頁　

八
〇
〇
〇
円
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カ
フ
カ
の
プ
ラハ 【
改
訳
決
定
版
】

ク
ラ
ウ
ス
・
ヴ
ァ
ー
ゲ
ン
バ
ッ
ハ　

須
藤
正
美
訳

カ
フ
カ
が
書
き
残
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
随
所
に
織
り
込
ま
れ
た
写
真
を
眺
め
な
が
ら
、
カ
フ

カ
お
気
に
入
り
の
カ
フ
ェ
、
映
画
館
、
散
歩
道
を
訪
ね
る
う
ち
、
き
っ
と
プ
ラ
ハ
に
行
っ
て

み
た
く
な
る
！　

図
版
百
点
収
録
、
フ
ァ
ン
必
携
の
カ
フ
カ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
。

 
22.9

（03.6

）　

Ａ
５
変
判
一
三
二
頁　

二
五
〇
〇
円

カ
フ
カ
と〈
民
族
〉音
楽

池
田
あ
い
の

チ
ェ
コ
に
生
ま
れ
た
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
の
カ
フ
カ
に
と
っ
て
、〈
民
族
〉
と
は
何
を
意
味

し
て
い
た
の
か
。激
動
の
十
九
世
紀
末
プ
ラ
ハ
を
舞
台
に
、友
人
ブ
ロ
ー
ト
や
作
曲
家
ヤ
ナ
ー

チ
ェ
ク
と
の
関
係
を
検
証
し
つ
つ
、〈
小
説
〉
と
翻
訳
、
そ
し
て
〈
音
楽
〉
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
問
う
カ
フ
カ
研
究
の
新
し
い
展
開
。 

13.1　

Ａ
５
判
二
二
五
頁　

三
五
〇
〇
円

カ
フ
カ
の
動
物
物
語 〈
檻
〉に
囚
わ
れ
た
生

山
尾
涼

様
々
な
抑
圧
に
曝
さ
れ
苦
し
む
カ
フ
カ
の
動
物
た
ち
は
、
何
を
訴
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

存
在
の
危
機
に
瀕
す
る
彼
（
女
）
ら
／
動
物
た
ち
は
、
隠
蔽
さ
れ
た
問
題
を
我
々
／
人
間
に

暴
露
し
始
め
る
…
…
時
代
の
〈
破
れ
目
〉
を
穿
つ
カ
フ
カ
の
文
学
に
、〈
人
間
〉
を
再
考
す

る
た
め
の
契
機
を
見
出
す
。 

15.3　

Ａ
５
判
二
五
三
頁　

四
〇
〇
〇
円

オ
ース
ト
リ
ア
文
学
小
百
科

鈴
木
隆
雄
＝
編
集
主
幹

中
世
か
ら
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
時
代
、
そ
し
て
現
代
に
至
る
豊
饒
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
学
の

世
界
を
網
羅
す
る
本
邦
初
の
事
典
。
作
家
、
作
品
、
文
学
活
動
、
思
潮
、
様
式
は
も
ち
ろ
ん
、

文
学
活
動
の
場
と
な
っ
た
都
市
、
地
域
、
演
劇
、
映
画
、
音
楽
、
美
術
等
、
一
千
項
目
以
上

を
収
載
。 

Ａ
５
判
函
入
総
七
〇
八
頁　
一
〇
、〇
〇
〇
円

ア
メ
リ
カ
に
響
く
パレス
チ
ナ
の
声 

サ
イ
ー
ド
、
ダ
ル

ウ
ィ
ー
シ
ュ
か
ら
、
ネ
オ
ミ
・
シ
ー
ハ
ブ
・
ナ
イ
ヘ 

小
泉
純
一

ア
メ
リ
カ
に
生
き
る
パ
レ
ス
チ
ナ
系
の
詩
人
ナ
イ
、
ダ
ル
ウ
ィ
ー
シ
ュ
、
そ
し
て
エ
ド
ワ
ー

ド
・
サ
イ
ー
ド
が
み
た
〈
９
・
11
〉。
混
迷
の
中
東
／
ア
メ
リ
カ
、
そ
こ
に
生
き
る
民
衆
、

と
り
わ
け
子
供
た
ち
の
日
々
、
死
、
そ
し
て
希
望
に
耳
を
す
ま
す
。〈
故
郷
を
失
っ
た
痛
み

に
対
し
て
文
学
は
何
が
で
き
る
か
〉。 

11.10　

Ａ
５
判
二
五
七
頁　

三
八
〇
〇
円

プ
リ
ーモ・レ
ー
ヴィ 
失
わ
れ
た
声
の
残
響

ガ
ブ
リ
エ
ッ
ラ
・
ポ
ー
リ
＋
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
カ
ル
カ
ー
ニ
ョ　

二
宮
大
輔
訳

新
聞
や
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
録
音
、
録
画
さ
れ
た
テ
ー
プ
、
ま
た
は
講
演
、
討
論
の
リ
ポ
ー

ト
…
…
。
レ
ー
ヴ
ィ
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
語
っ
た
膨
大
な
記
録
を
巧
み
に
組
み
立
て
な
お
し
、
い
ま

だ
謎
に
つ
つ
ま
れ
る
作
家
の
人
物
像
と
、
創
作
の
秘
密
を
あ
ら
わ
に
す
る
迫
真
の
書
。

 
18.5　

四
六
判
五
一
〇
頁　

四
五
〇
〇
円

ファシ
ズム
、
そ
し
て

和
田
忠
彦

究
極
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
。
国
家
と
歴
史
の
境
界
を
越
え
、
先
駆
者
／
簒
奪
者

／
傍
観
者
／
抵
抗
者
と
し
て
生
き
た
表
現
者
た
ち
の
実
験
と
実
践
を
手
が
か
り
に
、
二
十
世

紀
イ
タ
リ
ア
の
《
夢
》
と
《
現
実
》
に
肉
迫
す
る
。

 

Ａ
５
判
二
七
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

カ
フ
カ
の
夢
分
析

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ　

杉
村
昌
昭
訳

現
代
哲
学
の
最
大
の
異
端
児
が
遺
し
た
カ
フ
カ
論
、
そ
し
て
構
想
し
て
い
た
カ
フ
カ
に
つ
い
て
の

映
画
の
シ
ナ
リ
オ
断
片
を
集
成
す
る
。
六
十
五
の
夢
に
導
か
れ
て
、
新
た
な
カ
フ
カ
が
立
ち
現

れ
る
。

 

四
六
判
一
六
八
頁　
一
八
〇
〇
円
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批
評

フルバン
あ
るいは
絶
滅
の
記
憶

マ
ネ
ス
・
シ
ュ
ペ
ル
バ
ー　

鈴
木
隆
雄
訳

現
代
史
の
狂
気
を
生
き
抜
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
小
説
家
／
心
理
学
者
が
、
忘
却
か
ら
浮
か
び
上

が
る
《
絶
滅
》
の
記
憶
に
戦
慄
し
つ
つ
反
ユ
ダ
ヤ
感
情
の
起
源
を
追
及
し
、
宗
教
に
も
民
族

に
も
帰
属
せ
ぬ
「
ユ
ダ
ヤ
的
な
る
存
在
」
の
新
た
な
像
を
探
求
す
る
現
代
ユ
ダ
ヤ
論
集
。

 

四
六
判
三
〇
〇
頁　

二
八
〇
〇
円

ヴォリ
ナ

マ
ネ
ス
・
シ
ュ
ペ
ル
バ
ー　

鈴
木
隆
雄
訳

ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
計
画
の
猛
威
を
前
に
、
人
々
が
自
ら
に
課
し
た
重
い
く
び
き
と
、
残
さ
れ
た

者
に
刻
ま
れ
た
罪
の
刻
印
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
東
部
、
ガ
リ
チ
ア
の
地
、
厳
格
な
ユ
ダ
ヤ
の
伝
統

が
支
配
す
る
架
空
の
小
村
の
悲
劇
を
描
く
傑
作
中
篇
。《
ヒ
ト
ラ
ー
と
い
う
名
の
災
禍
も
、

我
ら
を
罰
す
る
鞭
な
の
だ
。》 

四
六
判
二
一
六
頁　

二
五
〇
〇
円

歴
史
の
横
領 

サ
ロ
ン
と
文
学
カ
フ
ェ
か
ら
眺
め
た
両
大
戦
間
期
お
よ
び

ナ
チ
ス
体
制
下
の
ウ
ィ
ー
ン 

Ｍ
・
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ　

鈴
木
隆
雄
訳

憎
悪
の
感
情
に
引
き
裂
か
れ
た
戦
時
下
に
あ
っ
て
、
信
条
の
違
い
を
越
え
、
自
由
な
精
神
が

躍
動
し
、
数
多
の
運
命
が
交
錯
す
る
舞
台
だ
っ
た
〈
カ
フ
ェ
〉
に
集
う
、
有
名
無
名
の
作
家
、

知
識
人
、
政
治
家
、
市
井
の
人
々
。
ウ
ィ
ー
ン
新
聞
界
の
重
鎮
が
回
想
す
る
〈
現
代
史
〉
の

な
か
の
日
常
。 

四
六
判
三
八
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

サンティア
ゴへの
回
り
道セ

ー
ス
・
ノ
ー
テ
ボ
ー
ム　

𠮷
用
宣
二
訳

キ
リ
ス
ト
教
の
聖
地
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
を
目
指
す
「
私
」
は
、
ス
ペ

イ
ン
の
歴
史
・
風
土
・
宗
教
・
物
語
の
坩
堝
、
茫
漠
た
る
時
空
間
の
襞
へ
と
絡
め
と
ら
れ
て

い
く
…
…
。
現
代
オ
ラ
ン
ダ
文
学
の
最
高
峰
に
よ
る
、
思
索
的
／
幻
想
的
旅
行
記
。

 
19.6　

四
六
判
三
七
四
頁　

四
〇
〇
〇
円

オ
ース
ト
リ
ア
文
学
とハ
プス
ブル
ク
神
話

ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
マ
グ
リ
ス　

鈴
木
隆
雄
・
藤
井
忠
・
村
山
雅
人
訳

夢･

幻
想･
諦
観
の
交
錯
す
る
詩
的
空
間
で
人
生
の
奥
義
を
探
究
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
学

の
起
源
か
ら
今
日
ま
で
を
克
明
に
辿
り
つ
つ
、
そ
の
現
実
逃
避
と
、
文
学
の
人
工
楽
園
の
ト

ポ
ス
を
呪
縛
し
続
け
た
《
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
》
の
神
話
と
を
明
る
み
に
出
し
、
滅
び
の
苦

痛
と
困
難
を
告
げ
る
。 

Ａ
５
判
五
〇
四
頁　

六
〇
〇
〇
円

オ
ース
ト
リ
ア
中
世
歌
謡
の
伝
統
と
革
新

松
村
国
隆

中
世
オ
ー
ス
ト
リ
ア
《
恋
愛
歌
謡
》
の
伝
統
と
権
威
に
抗
し
、《
格
言
歌
》
の
世
界
を
切
り

開
い
た
、
遍
歴
の
歌
人
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
デ
ァ
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ヴ
ァ
イ
デ
の
生
涯
と

歌
謡
を
中
心
に
、
十
二
‐
十
三
世
紀
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
歌
謡
の
世
界
を
跡
づ
け
る
画
期
的
研

究
。 
Ａ
５
判
二
九
九
頁　

四
五
〇
〇
円

ア
ー
ダルベル
ト・シュティフ
タ
ー
研
究

谷
口
泰

十
九
世
紀
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
学
を
代
表
す
る
こ
の
小
説
家
の
静
謐
な
文
学
空
間
に
秘
め
ら
れ

た
政
治
性
と
現
代
性
を
丹
念
に
読
み
解
き
、
憩
い
と
調
和
を
愛
す
る
小
市
民
的
な
作
家
と
い

う
日
本
に
お
け
る
通
俗
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
著
者
畢
生
の
大
著
。

 

Ａ
５
判
ク
ロ
ス
装
貼
函
入
四
八
五
頁　

八
〇
〇
〇
円

す
べて
過
ぎ
去
り
し
こ
と
…
…

マ
ネ
ス
・
シ
ュ
ペ
ル
バ
ー　

鈴
木
隆
雄
・
藤
井
忠
訳

今
世
紀
初
頭
、
東
欧
の
ユ
ダ
ヤ
人
町
の
ラ
ビ
の
家
に
生
ま
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
で
マ
ル
ク
ス
主
義

者
、
心
理
学
者
、
小
説
家
と
な
っ
た
著
者
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
と
第
二
次
大
戦
を
生
き
ぬ

い
た
！　

喪
失
、
抵
抗
、
放
浪
の
記
憶
の
な
か
に
「
人
間
の
条
件
」
を
問
う
自
叙
伝
。

 

Ａ
５
判
八
二
二
頁　

八
〇
〇
〇
円
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批
評

リ
ア
リ
ズムの
条
件 

ロ
シ
ア
近
代
文
学
の
成
立
と
植
民
地

表
象 

乗
松
亨
平

《
書
物
に
耽
溺
し
た
者
に
亡
霊
が
と
り
つ
く
。「
現
実
」と
い
う
名
の
亡
霊
が
。―
―
構
造
主
義
以

降
の
批
評
は
、不
可
避
の
帰
結
と
し
て
、「
現
実
」に
復
讐
さ
れ
る
》。
ロ
シ
ア
文
学
の
植
民
地
表

象
を
分
析
し
つ
つ
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
の
彼
方
を
め
ざ
す
。第
一
回
表
象
文
化
論
学
会
賞

奨
励
賞
、二
〇
一
一
年
度
日
本
ロ
シ
ア
文
学
会
賞
受
賞
。 09.10　
Ａ
５
判
三
三
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

ドス
トエフス
キ
ー
と
小
説
の
問い

番
場
俊

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
、「
小
説
」と
い
う
形
式
を
い
か
な
る
か
た
ち
で
探
求
し
つ
づ
け
た
の

か
。
フ
ロ
イ
ト
、
バ
フ
チ
ン
を
武
器
に
、
手
紙
／
告
白
／
メ
デ
ィ
ア
／
時
間
を
巡
っ
て
、
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
研
究
の
新
た
な
次
元
を
切
り
開
く
。第
四
回
表
象
文
化
論
学
会
賞
奨
励
賞
、

二
〇
一
三
年
度
日
本
ロ
シ
ア
文
学
会
賞
受
賞
。 

12.12　

Ａ
５
判
三
六
三
頁　

五
〇
〇
〇
円

『
罪
と
罰
』を
ど
う
読
む
か 

〈
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
読
書

会
〉 

川
崎
浹
＋
小
野
民
樹
＋
中
村
邦
生

黄
昏
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
彷
徨
す
る
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
は
誰
を
殺
し
た
の
か
？　

日
本
・

海
外
の
様
々
な
文
学
作
品
や
思
想
に
言
及
し
つ
つ
、『
罪
と
罰
』
の
基
本
的
な
読
み
方
を
網

羅
し
た
、
初
読
者
・
再
読
者
の
た
め
の
『
罪
と
罰
』
入
門
書
。『
罪
と
罰
』
邦
訳
の
歴
史
の

深
さ
が
わ
か
る
「
邦
訳
一
覧
」
を
あ
わ
せ
て
収
録
。 16.11　
四
六
判
二
五
一
頁　

二
五
〇
〇
円

ドス
トエフス
キ
ー
との
対
話

井
桁
貞
義
＋
伊
東
一
郎
編

急
激
な
西
欧
化
の
矛
盾
に
直
面
し
た
十
九
世
紀
ロ
シ
ア
で
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
ど
の
よ
う

に
書
い
た
の
か
。
同
じ
く
近
代
化
を
遂
げ
た
明
治
・
大
正
期
の
日
本
で
は
ど
の
よ
う
に
読
ま

れ
、
そ
し
て
現
代
に
至
る
ま
で
読
み
つ
が
れ
て
い
る
の
か
。
十
三
名
の
執
筆
者
が
多
彩
な
角

度
か
ら
論
じ
る
。 

21.11　

Ａ
５
判
四
〇
八
頁　

六
〇
〇
〇
円

中
世ヨ
ーロッパの
歌

ピ
ー
タ
ー
・
ド
ロ
ン
ケ　

高
田
康
成
訳

祈
り
、
諷
刺
、
ユ
ー
モ
ア
、
恋
す
る
心
…
…　

吟
遊
詩
人
が
歌
い
紡
ぎ
、
写
本
に
綴
ら
れ
今

な
お
残
る
数
多
の
中
世
歌
謡
を
、
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
伝
統
の
う
ち
に
と
ら
え
、
多
様
性
を

秘
め
た
〈
ひ
と
つ
の
統
一
体
〉
と
し
て
読
み
解
く
中
世
ラ
テ
ン
文
学
の
碩
学
に
よ
る
大
著
。

 

Ａ
５
判
六
一
二
頁　

七
〇
〇
〇
円

デ
ーモン
と
迷
宮 
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
・
デ
フ
ォ
ル
メ
・
ミ
メ
ー
シ
ス

ミ
ハ
イ
ル
・
ヤ
ン
ポ
リ
ス
キ
ー　

乗
松
亨
平
・
平
松
潤
奈
訳

身
体
は
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
る
、「
デ
ー
モ
ン
」
あ
る
い
は
「
迷
宮
」
と
い
う
分
身
に
よ
っ
て
。

リ
ル
ケ
、
ユ
ゴ
ー
、
ソ
ク
ー
ロ
フ
か
ら
ロ
イ
・
フ
ラ
ー
…
…
現
代
ロ
シ
ア
の
気
鋭
の
批
評
家

が
幅
広
い
芸
術
作
品
と
五
〇
〇
冊
に
及
ぶ
引
用
文
献
に
よ
っ
て
誘
う
、
身
体
論
の
臨
界
。

 

Ａ
５
判
四
七
三
頁
＋
別
丁
図
版
一
六
頁　

四
八
〇
〇
円

隠
喩
・
神
話
・
事
実
性

ミ
ハ
イ
ル
・
ヤ
ン
ポ
リ
ス
キ
ー
日
本
講
演
集　

平
松
潤
奈
他
訳

記
号
論
か
ら
出
発
し
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
文
化
批
判
、
身
体
論
を
へ
て
、〈
政
治
的
な
る
も
の
〉

の
考
察
へ
と
向
か
っ
た
、
現
代
ロ
シ
ア
の
知
の
カ
オ
ス
の
体
現
者
の
、
昨
夏
の
来
日
時
の
三

篇
の
講
演
と
長
篇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
、
そ
の
思
想
の
核
心
に
迫
る
。

 

Ａ
５
判
一
九
五
頁　

二
〇
〇
〇
円

ガ
リ
ツィアの
森 

ロ
シ
ア
・
東
欧
比
較
文
化
論
集

伊
東
一
郎

森
の
よ
う
に
広
大
で
多
彩
な
住
人
に
満
ち
た
ロ
シ
ア
・
東
欧
文
化
を
文
学
、
民
衆
文
化
、
音

楽
を
み
つ
め
な
が
ら
逍
遥
す
る
。
東
欧
各
国
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
様
々
な
民
族
と
言
語
の
交

流
が
拓
く
文
化
の
地
平
を
追
い
求
め
る
、
東
欧
比
較
文
化
論
の
試
み
。

 
19.11　

Ａ
５
判
三
九
四
頁
＋
カ
ラ
ー
別
丁
図
版
四
頁　

五
〇
〇
〇
円
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批
評 ロシ

アの
物
語
空
間

近
藤
昌
夫
＋
角
伸
明
＋
樫
本
真
奈
美
＋
髙
田
映
介
＋
新
井
美
智
代

人
工
的
な
都
市
と
豊
か
な
自
然
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
隠
さ
れ
た
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
、
帰
る
べ

き
場
所
を
失
い
さ
ま
よ
う
人
々
…
…
近
現
代
ロ
シ
ア
の
作
家
十
四
人
の
長
・
短
篇
小
説
の
核

心
部
に
隠
さ
れ
た
「
ロ
シ
ア
的
な
」
場
所
・
空
間
の
表
象
を
解
明
す
る
、
ロ
シ
ア
文
学
入
門

の
書
。 

17.4　

Ａ
５
判
並
製
三
一
七
頁　

三
五
〇
〇
円

十
八
世
紀ロシ
ア
文
学
の
諸
相 

ロ
シ
ア
と
西
欧 

伝
統
と
革
新

金
沢
美
知
子
編　

執
筆
＝
長
縄
光
男
・
矢
沢
英
一・三
浦
清
美
・
乗
松
亨
平
他

西
欧
化
政
策
を
推
進
し
た
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
と
啓
蒙
主
義
を
標
榜
し
た
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二

世
の
二
つ
の
治
世
に
挟
ま
れ
た
、
壮
大
な
謎
・
未
知
の
領
域
で
あ
る
〈
十
八
世
紀
ロ
シ
ア
〉

を
、「
プ
ー
シ
キ
ン
か
ら
始
ま
る
」ロ
シ
ア
文
学
と
い
う
偏
頗
な
文
学
史
観
に
疑
問
を
呈
し
つ
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
察
す
る
。 

16.3　

Ａ
５
判
四
〇
一
頁　

五
五
〇
〇
円

ス
ラ
ヴャンス
キ
イ・バザ
アル 

ロ
シ
ア
の
文
学
・
演
劇
・
歴

史 

井
桁
貞
義
＋
伊
東
一
郎
＋
長
與
進
編

一
九
四
八
年
前
後
生
ま
れ
、
同
期
の
ロ
シ
ア
／
ス
ラ
ヴ
研
究
者
が
数
十
年
の
時
を
経
て
一
堂

に
会
し
、
ロ
シ
ア
文
学
、
記
号
学
か
ら
、
日
露
交
流
史
、
ロ
シ
ア
革
命
、
古
儀
式
派
、
チ
ェ

コ
軍
団
、
現
代
ロ
シ
ア
演
劇
ま
で
を
縦
横
無
尽
に
論
じ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
人
生
の
軌
跡

を
振
り
返
る
特
別
エ
ッ
セ
イ
を
付
す
。 

21.1　

Ａ
５
判
三
四
八
頁　

六
〇
〇
〇
円

聖
ペテル
ブル
ク

大
石
雅
彦

ソ
連
邦
の
解
体
と
と
も
に
西
欧
的
な
も
の
と
ロ
シ
ア
的
な
も
の
の
せ
め
ぎ
合
い
の
場
と
な
っ

た
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
。
そ
こ
に
内
在
す
る
膨
大
な
文
学
的
／
芸
術
的
記
憶
を
記
号

論
以
降
の
現
代
的
理
論
装
置
に
よ
っ
て
解
き
ほ
ぐ
す
。

 

四
六
判
三
〇
四
頁　

三
五
〇
〇
円

ブ
ーニンの「
眼
」 イ
メ
ー
ジ
の
文
学

宮
川
絹
代

ロ
シ
ア
初
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
詩
人
に
し
て
小
説
家
、
イ
ワ
ン
・
ブ
ー
ニ
ン
の
恋
愛
小
説
集

『
暗
い
並
木
道
』『
日
射
病
』『
ミ
ー
チ
ャ
の
恋
』『
最
も
美
し
い
太
陽
』
な
ど
を
も
と
に
、〈
イ

メ
ー
ジ
＝
具
体
的
表
象
〉
の
視
点
か
ら
、
そ
の
不
可
視
な
本
質
に
迫
る
。
二
〇
一
四
年
度
日

本
ロ
シ
ア
文
学
会
賞
受
賞
。 

13.10　

Ａ
５
判
四
三
二
頁　

六
〇
〇
〇
円

自
叙
の
迷
宮 

近
代
ロ
シ
ア
文
化
に
お
け
る
自
伝
的
言
説

中
村
唯
史
・
大
平
陽
一
編　

三
浦
清
美
・
奈
倉
有
里
・
武
田
昭
文
・
梅
津
紀
雄
著

十
九
世
紀
末
の
ロ
シ
ア
で
、「
銀
の
時
代
」
の
始
ま
り
と
と
も
に
、
創
作
の
手
法
と
し
て
の

自
叙
や
、
作
家
の
伝
記
へ
の
関
心
が
高
ま
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
現
在
と
過
去
の
錯
綜

の
中
に
生
起
し
、
虚
実
入
り
混
じ
る
〈
自
叙
〉
の
実
相
を
、
革
命
前
後
の
時
代
を
中
心
と
す

る
近
代
ロ
シ
ア
文
化
の
煌
め
き
の
中
に
追
う
。 

18.3　

Ａ
５
判
二
八
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

ペテル
ブル
ク
神
話
と
文
学
のコロム
ナ 

近
藤
昌
夫

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
中
で
も
庶
民
的
な
風
景
が
広
が
る
下
町
、〈
コ
ロ
ム
ナ
〉地
区
。プ
ー

シ
キ
ン
、
ゴ
ー
ゴ
リ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
に
お
け
る
こ
の
地
区
の
表
象
を
読
み
解
き

な
が
ら
、
幻
覚
、
奇
譚
、
恐
怖
に
彩
ら
れ
た
幻
想
的
な
〈
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
神
話
〉
の
源
流
を
民

衆
文
化
に
探
り
当
て
る
、
十
九
世
紀
ロ
シ
ア
文
学
論
。 

23.6　
Ａ
５
判
三
四
五
頁　

五
〇
〇
〇
円

都
市
と
芸
術
の「ロシ
ア
」 

近
藤
昌
夫
＋
鴻
野
わ
か
菜
＋

嵐
田
浩
吉
＋
杉
谷
倫
枝
＋
大
平
陽
一
＋
村
田
真
一
＋
竹
内
正
美

ロ
シ
ア
の
都
市
と
芸
術
の
な
か
に
絶
え
ず
出
現
し
、
越
境
し
、
霧
散
し
て
ゆ
く
《
ロ
シ
ア
的

な
る
も
の
》。
そ
の
姿
な
き
姿
を
世
紀
末
か
ら
革
命
の
時
代
の
文
学
、
映
画
、
演
劇
、
電
子

音
楽
の
中
に
探
る
、
七
人
の
若
手
ロ
シ
ア
文
学
者
に
よ
る
論
文
集
。

 

Ａ
５
判
二
一
六
頁　

二
五
〇
〇
円
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トルス
ト
イ
★

鹿
島
由
紀
子

ロ
シ
ア
文
学
史
上
最
大
の
作
家
ト
ル
ス
ト
イ
の
諸
作
品
を
経
巡
り
な
が
ら
、《
怒
り
苦
悩
す

る
》ト
ル
ス
ト
イ
で
は
な
く
、《
日
常
の
多
色
の
》ト
ル
ス
ト
イ
に
照
明
を
あ
て
、そ
の
多
面
性
、

今
日
性
を
鮮
や
か
に
描
く
ユ
ニ
ー
ク
な
ト
ル
ス
ト
イ
論
集
。

 

Ａ
５
判
二
七
九
頁　

二
八
〇
〇
円

ロシ
ア
文
学
の
庭

鹿
島
由
紀
子

ゴ
ー
ゴ
リ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
ら
の
作
品
を
中
心
に
、
ロ

シ
ア
文
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
探
求
し
つ
つ
、世
紀
末
知
識
人
の
《
憂
鬱
（
タ
ス
カ
ー
）》

の
う
ち
に
、
ロ
シ
ア
的
心
性
の
一
典
型
を
確
認
す
る
に
い
た
る
ロ
シ
ア
文
学
論
集
。

 

四
六
判
三
一
五
頁　

三
五
〇
〇
円

ロシ
アの
十
大
作
家

松
下
裕

プ
ー
シ
キ
ン
、
ゴ
ー
ゴ
リ
か
ら
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
ま
で
、
日
本
の
文
学
の

み
な
ら
ず
、
日
本
人
の
心
情
と
生
活
に
ま
で
深
い
影
響
を
与
え
続
け
た
ロ
シ
ア
文
学
―
―
そ

の
激
情
と
ユ
ー
モ
ア
、
自
由
と
反
逆
の
精
神
を
物
語
性
豊
か
に
語
り
か
け
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な

ロ
シ
ア
文
学
入
門
。 

四
六
判
二
三
八
頁　

二
五
〇
〇
円

世
界
の
瞬
間 

チ
ェ
ー
ホ
フ
の
詩
学
と
進
化
論

髙
田
映
介

問
題
を
評
定
な
い
し
解
決
せ
ず
、〈
観
察
者
〉
に
徹
す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
チ
ェ
ー
ホ
フ
の

詩
学
に
、
偶
発
的
〈
進
化
〉
の
み
が
紡
ぐ
、
非
目
的
論
的
な
世
界
観
を
示
し
て
世
界
に
衝
撃

を
与
え
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
を
並
列
さ
せ
、
そ
の
新
た
な
側
面
を
照
射
す
る
。

 
20.3　

四
六
判
三
一
八
頁　

三
二
〇
〇
円

プ
ーシ
キン
伝

ア
ン
リ
・
ト
ロ
ワ
イ
ヤ　

篠
塚
比
名
子
訳

十
九
世
紀
前
半
、
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
絶
対
的
な
権
力
支
配
の
も
と
、
高
ら
か
に
《
愛
》

と《
自
由
》を
謳
い
あ
げ
、い
ま
な
お
民
衆
か
ら
最
も
強
く
愛
さ
れ
て
い
る《
ロ
シ
ア
の
至
宝
》。

一
発
の
銃
弾
で
幕
を
と
じ
た
、
三
十
七
年
の
短
く
も
劇
的
な
そ
の
生
涯
を
描
き
尽
く
す
決
定

版
評
伝
。 

Ａ
５
判
七
七
二
頁　

七
〇
〇
〇
円

プ
ーシ
キンの
決
闘

原
求
作

詩
人
と
そ
の
美
し
き
若
妻
と
フ
ラ
ン
ス
人
将
校
と
の
間
に
生
ま
れ
る
奇
妙
な
三
角
関
係
。
そ

こ
に
舞
い
込
ん
だ
一
通
の
不
隠
な
手
紙
…
…
。
い
ま
だ
謎
に
包
ま
れ
た
十
九
世
紀
ロ
シ
ア
の

天
才
詩
人
の
死
の
逸
話
を
豊
か
な
人
物
造
形
に
よ
り
蘇
ら
せ
る
異
色
の
評
伝
＝
小
説
。

 
Ａ
５
判
二
六
九
頁　

二
五
〇
〇
円

トゥル
ゲ
ー
ネ
フ
伝

ア
ン
リ
・
ト
ロ
ワ
イ
ヤ　

市
川
裕
見
子
訳

十
九
世
紀
ロ
シ
ア
の
貴
族
社
会
に
生
ま
れ
、
フ
ラ
ン
ス
を
も
愛
し
た
男
の
情
熱
的
な
生
涯
。

ド
フ
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
ト
ル
ス
ト
イ
と
並
ぶ
も
う
一
人
の
ロ
シ
ア
の
文
豪
の
実
像
を
追
う
。

 
10.4　

Ａ
５
判
二
六
〇
頁　

三
八
〇
〇
円

セル
ギ
イ・ラ
ド
ネシス
キ
イ
年
代
記

原
求
作

タ
タ
ー
ル
支
配
下
の
中
世
ロ
シ
ア
の
分
裂
と
戦
乱
と
混
沌
を
克
明
に
描
き
、
そ
こ
で
人
々
の

導
き
手
と
な
っ
た
隠
者
セ
ル
ギ
イ
の
生
涯
を
描
く
書
下
し
長
篇
歴
史
小
説
。
主
人
公
を
時
代

に
翻
弄
さ
れ
る
個
人
と
し
て
生
き
生
き
と
甦
ら
せ
る
。《
彼
は
祖
国
を
救
う
運
命
に
あ
る
》。

 

Ａ
５
判
六
〇
一
頁　

五
〇
〇
〇
円
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ぼ
く
の
旅
の
す
が
た
★

米
谷
耕
太
郎

か
つ
て
の
全
共
闘
世
代
、
今
は
フ
リ
ー
の
ロ
シ
ア
語
通
訳
の
著
者
が
み
た
素
顔
の
、
等
身
大

の
ソ
連
と
東
欧
。
暖
い
眼
差
し
と
苦
い
ユ
ー
モ
ア
の
う
ち
に
捉
え
ら
れ
た
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

の
光
と
影
。
ソ
連
・
東
欧
を
さ
す
ら
い
歩
く
新
し
い
世
代
の
新
し
い
旅
の
か
た
ち
。

 

四
六
判
一
四
七
頁　
一
五
〇
〇
円

東
欧
文
学
の
多
言
語
的
ト
ポス

井
上
暁
子
編　
執
筆
＝
三
谷
研
爾
・
阿
部
賢
一・
藤
田
恭
子
・
越
野
剛
他

多
様
な
言
語
と
文
化
の
交
錯
、
衝
突
が
微
細
な〈
中
心
〉と〈
辺
境
〉の
記
述
を
生
起
し
、
常

に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
揺
る
が
せ
る
場
所
＝〈
東
欧
〉。
地
域
文
学
史
の
記
述
、
お
よ
び

文
学
作
品
中
の
周
縁
地
域
・
言
語
の
描
写
の
分
析
を
通
じ
て
、
流
転
す
る〈
東
欧
〉の
言
語

文
化
が
秘
め
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
肉
薄
す
る
。 

20.3　

四
六
判
二
五
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

ブル
ーノ・シュルツ 

目
か
ら
手
へ

加
藤
有
子

イ
メ
ー
ジ
／
言
語
と
い
う
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
こ
え
た
表
象
へ
と
向
か
う
シ
ュ
ル
ツ
の
独
自

の
世
界
観
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
、
ナ
チ
ス
に
射
殺
さ
れ
た
こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
小
説
家
／
画

家
の
全
貌
に
迫
る
。
第
四
回
表
象
文
化
論
学
会
賞
受
賞
。

 
12.3　

Ａ
５
判
三
六
八
頁　

四
八
〇
〇
円

スペイン
とスペイン
人 〈
ス
ペ
イ
ン
神
話
〉の
解
体

フ
ア
ン
・
ゴ
イ
テ
ィ
ソ
ロ　

本
田
誠
二
訳

一
枚
岩
の
〈
ス
ペ
イ
ン
性
〉
な
る
ド
グ
マ
が
つ
く
ら
れ
た
ス
ペ
イ
ン
の
〈
黄
金
世
紀
〉、
共

存
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
は
迫
害
さ
れ
、
歴
史
的
真
実
は
抑
圧
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

…
…
「
永
遠
の
少
数
派
」
を
選
ん
で
き
た
亡
命
作
家
に
よ
る
比
類
な
き
ス
ペ
イ
ン
文
明
論
。

 
15.12　

四
六
判
二
四
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

チェー
ホフ
と
サハリン
島 

反
骨
ロ
シ
ア
文
人
の
系
譜糸

川
紘
一

円
熟
期
を
迎
え
た
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
、
な
ぜ
突
如
と
し
て
危
険
な
流
刑
地
サ
ハ
リ
ン
島
へ
の
渡

航
を
企
て
た
の
か
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
ロ
シ
ア
〈
流
刑
文
学
〉
の
系
譜

に
チ
ェ
ー
ホ
フ
を
位
置
づ
け
、
し
ば
し
ば
〈
無
思
想
的
〉
と
も
解
さ
れ
る
そ
の
作
品
が
秘
め

る
思
想
性
を
闡
明
す
る
。 

18.5　

四
六
判
三
四
三
頁　

四
〇
〇
〇
円

美
学
の
破
壊
★

渡
辺
雅
司

十
九
世
紀
ロ
シ
ア
の
《
ニ
ヒ
リ
ス
ト
》
批
評
家
ピ
ー
サ
レ
フ
。
そ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
思
想
の
形

成
の
プ
ロ
セ
ス
を
入
念
に
跡
づ
け
、
十
九
世
紀
ロ
シ
ア
思
想
史
が
抱
え
て
い
た
問
題
の
解
明

へ
と
向
か
う
本
邦
唯
一
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
。
略
年
譜
、
書
誌
を
付
す
。

 
四
六
判
一
九
五
頁　
一
二
〇
〇
円

日
常
と
祝
祭 

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代
の
あ
る
編
集
者
の
回
想

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
プ
ジ
コ
フ　

木
村
妙
子
訳

知
ら
れ
ざ
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
文
化
・
出
版
状
況
の
現
場
か
ら
の
記
録
。
権
力
の
介
入
、
奔
走
す

る
編
集
者
、
個
性
的
な
作
家
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
祝
祭
の
気
分
に
み
ち
た
文
学
大
全
集
の

企
画
の
か
げ
に
は
日
常
的
編
集
作
業
。
そ
こ
に
は
い
つ
も
、
文
学
が
あ
っ
た
。

 

四
六
判
四
二
〇
頁　

四
〇
〇
〇
円

メ
イ
ド・イン・ソ
ビエ
ト 

二
〇
世
紀
ロ
シ
ア
の
生
活
図
鑑

マ
リ
ー
ナ
・コ
レ
ヴ
ァ
他　

神
長
英
輔
＋
大
野
斉
子
訳

レ
ト
ロ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
な
デ
ザ
イ
ン
の
電
化
製
品
、
不
便
な
生
活
の
中
で
生
ま
れ
た
独
特
な

日
用
品
…
…
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
生
活
雑
貨
、
人
気
商
品
、
党
の
行
事
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
数
々
を
紹
介
し
、
今
や
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
も
懐
か
し
い
世
界
の
日
常
風
景
を
、
豊
富

な
図
版
と
と
も
に
追
想
す
る
。 

18.3　

四
六
判
並
製
二
五
二
頁　

二
五
〇
〇
円
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批
評

セルバンテスへ
向
け
て

ア
メ
リ
コ
・
カ
ス
ト
ロ　

本
田
誠
二
訳

小
説
そ
の
も
の
の
創
始
者
＝
革
新
者
は
突
然
、
出
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
。『
わ
が
シ
ッ
ド

の
歌
』
か
ら
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
に
至
る
ス
ペ
イ
ン
文
学
の
歩
み
を
現
代
ス
ペ
イ
ン
の
碩

学
が
独
自
の
歴
史
＝
文
学
観
か
ら
綿
密
に
洗
い
直
す
。

 

Ａ
５
判
八
三
四
頁　
一
〇
〇
〇
〇
円

セルバンテスの
芸
術

本
田
誠
二

小
説
そ
の
も
の
の
起
源
に
し
て
、
そ
の
最
高
の
到
達
点
と
も
い
う
べ
き
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』

を
生
ん
だ
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
創
作
理
念
を
、
長
篇
、
短
篇
、
戯
曲
、
叙
事
詩
等
を
含
め
た
全

作
品
か
ら
解
き
明
か
す
。『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
出
版
四
〇
〇
年
を
記
念
す
る
大
著
。

 

Ａ
５
判
四
一
四
頁　

五
〇
〇
〇
円

セルバンテスの
批
評

本
田
誠
二
編

時
代
背
景
か
ら
宗
教
性
ま
で
、
作
家
と
作
品
の
本
質
に
切
り
込
む
諸
論
考
に
よ
り
、
批
評
と

批
判
に
よ
っ
て
自
ら
の
文
学
観
を
構
築
し
た
〈
自
己
洞
察
の
天
才
〉
と
し
て
の
セ
ル
バ
ン
テ

ス
の
相
貌
を
炙
り
出
す
。
執
筆
＝
本
田
誠
二
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ク
ロ
ー
ス
、
ア
メ
リ
コ
・
カ

ス
ト
ロ
他 

19.1　

Ａ
５
判
四
七
八
頁　

六
〇
〇
〇
円

《
ドン・キ
ホ
ー
テ
》見
参
！ 

狂
気
を
失
っ
た
者
た
ち
へ

桑
原
聡

《
高
貴
な
る
人
生
》
を
歩
む
に
は
？　

世
界
文
学
史
に
屹
立
す
る
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
大
長
篇

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
抽
出
し
、
そ
の
筋
を
忠
実
に
紹
介
し
な
が
ら
、
登
場
人
物
た
ち
の
、
魂
を

震
撼
さ
せ
る
数
々
の
名
言
を
拾
い
上
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を

再
読
し
、
現
代
人
に
と
っ
て
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
。 

16.7　

四
六
判
三
〇
六
頁　

二
五
〇
〇
円

ポス
ト
フ
ランコのスペイン
文
化

杉
浦
勉
編　
執
筆
＝
浜
田
滋
郎
・
木
下
亮
・
Ｍ
・
キ
ン
ダ
ー
他

独
裁
者
フ
ラ
ン
コ
の
死
後
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
バ
ン
デ
ラ
ス
、
ペ
ド
ロ
・
ア
ル
モ
ド
バ
ル
、
パ

コ
・
デ
・
ル
シ
ア
等
を
筆
頭
に
、
世
界
的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
輩
出
し
続
け
る
民
主
ス
ペ
イ
ン

の
文
化
の
現
在
を
紹
介
す
る
、
本
邦
初
の
現
代
ス
ペ
イ
ン
・
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ガ
イ
ド
。

 

Ａ
５
判
並
製
二
六
九
頁　

四
〇
〇
〇
円

スペインの
歴
史
的
現
実

ア
メ
リ
コ
・
カ
ス
ト
ロ　

本
田
誠
二
訳

十
三
世
紀
初
頭
に
お
け
る
三
つ
の
血
統
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ
人
）

の
間
の
共
存
と
緊
張
関
係
こ
そ
ス
ペ
イ
ン
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
起
源
な
の
だ
と
看

破
し
、
秘
め
ら
れ
た
ス
ペ
イ
ン
史
の
深
淵
に
分
け
入
る
文
芸
批
評
家
＝
歴
史
学
者
カ
ス
ト
ロ

畢
生
の
大
著
。 

21.12　

Ａ
５
判
六
二
八
頁
＋
別
丁
八
頁　

八
〇
〇
〇
円

歴
史
の
な
か
の
スペ
イン　
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
モ
ー
ロ
人
、

ユ
ダ
ヤ
人 

ア
メ
リ
コ
・
カ
ス
ト
ロ　

本
田
誠
二
訳

遠
大
な
計
画
の
夢
想
、信
仰
、
名
誉
の
追
求
に
情
熱
を
燃
や
す
ス
ペ
イ
ン
的
心
性
は
い
か
に

し
て
醸
成
さ
れ
た
の
か
。
騎
士
道
物
語
、
中
世
イ
ス
ラ
ム
抒
情
詩
、
ユ
ダ
ヤ
文
学
の
比
較
分

析
と
い
う
文
学
・
言
語
学
的
方
法
に
よ
っ
て
〈
ス
ペ
イ
ン
人
〉
の
歴
史
的
生
の
深
層
に
切
り

込
む
記
念
碑
的
書
物
。 

20.12　

Ａ
５
判
六
五
六
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

八
〇
〇
〇
円

スペイン
人
と
は
誰
か 

そ
の
起
源
と
実
像

ア
メ
リ
コ
・
カ
ス
ト
ロ　

本
田
誠
二
訳

〈
レ
コ
ン
キ
ス
タ
〉
以
前
、〈
ス
ペ
イ
ン
〉
は
存
在
し
な
か
っ
た
―
―
。
ス
ペ
イ
ン
を
代
表
す

る
歴
史
学
者
／
文
芸
批
評
家
が
人
文
諸
科
学
の
広
範
な
文
献
を
渉
猟
し
、
ス
ペ
イ
ン
と
ス
ペ

イ
ン
人
の
起
源
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
す
。〈
ス
ペ
イ
ン
〉
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
捉
え

直
し
を
迫
る
論
争
の
書
。 

12.1　

Ａ
５
判
五
四
一
頁　

八
〇
〇
〇
円
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批
評

カ
ビ
リ
アの
女
た
ち

フ
ァ
ド
マ
・
ア
ム
ル
シ
ュ　

中
島
和
子
訳

フ
ラ
ン
ス
統
治
下
の
北
ア
フ
リ
カ
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
イ
ス
ラ
ム
の
閉
鎖
的
な
男
性
社
会
に

私
生
児
と
し
て
生
を
享
け
た
過
酷
な
宿
命
に
抗
し
て
、〈
愛
す
る
こ
と
〉
を
支
え
に
逞
し
く

人
生
を
切
り
開
い
た
、
一
人
の
ベ
ル
ベ
ル
人
女
性
が
紡
ぐ
回
想
記
。

 

Ａ
５
判
三
二
六
頁　

三
五
〇
〇
円

彼
女
た
ちの
タ
ーニン
グ・ポ
イン
ト

笠
原
路
子

ス
カ
イ
ダ
イ
バ
ー
、
織
物
作
家
、
ア
シ
カ
調
教
師
、
通
訳
、
書
店
主
、
印
章
彫
刻
家
…
…
各

界
で
奮
闘
す
る
四
七
人
の
働
く
女
性
た
ち
へ
の
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
！　

仕
事
、
結
婚
、

離
婚
、
育
児
…
…
と
、
考
え
迷
い
決
断
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
鮮
や
か
に
浮
び
上
る
。

 

四
六
判
並
製
二
一一
頁　
一
八
〇
〇
円

孤
独
の
肖
像

中
村
茂
樹

ど
こ
に
も
居
場
所
が
な
い
と
感
じ
て
い
る
一
〇
代
〜
二
〇
代
の
若
者
た
ち
は
、
孤
独
と
向

き
合
い
な
が
ら
何
を
考
え
て
い
る
の
か
？　

い
じ
め
、
登
校
拒
否
、
ひ
き
こ
も
り
、
家
出

…
…
。
う
ま
く
は
生
き
ら
れ
な
い
が
、
一
所
懸
命
に
自
分
を
探
し
て
い
る
若
者
た
ち
を
描
き

出
す
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。 

四
六
判
並
製
二
二
〇
頁　
一
六
〇
〇
円

さ
よ
な
ら
は
何
度
で
も 

ガ
ン
と
向
き
合
っ
た
医
師
の
遺
言

ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
セ
ル
ヴ
ァ
ン
＝
シ
ュ
レ
ベ
ー
ル　

二
瓶
恵
訳

ガ
ン
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
自
ら
考
案
し
た
「
ガ
ン
克
服
」
法
を
実
践
し
、
人
生
を
賭
け
て

ガ
ン
と
闘
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
が
遺
し
た
最
後
の
言
葉
。
家
族
や
友
人
た
ち
、
す
べ
て
の

愛
し
い
ひ
と
た
ち
に
〈
さ
よ
な
ら
〉
を
告
げ
る
希
望
に
溢
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

13.10　

四
六
判
並
製
一
九
〇
頁　
一
五
〇
〇
円

『
ドン・キ
ホ
ー
テ
』に
潜
む
狂
気 

正
気
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
の
は
誰
か 

田
林
洋
一

登
場
人
物
全
員
狂
人
説
!?　

脇
役
に
至
る
ま
で
誰
一
人
正
気
で
な
い
登
場
人
物
た
ち
の
行
動

の
分
析
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
自
身
の
狂
的
生
涯
の
解
説
、
さ
ら
に
は
『
贋
作
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』

や
様
々
な
世
界
文
学
と
の
比
較
を
通
じ
、
作
品
の
内
外
に
ひ
し
め
く
狂
気
を
総
覧
す
る
、
狂

的
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
体
験
へ
の
導
き
の
書
。 

20.2　

四
六
判
三
三
六
頁　

四
〇
〇
〇
円

ドン・キ
ホ
ー
テ
と
フ
ィクションの
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

た
ち 

社
会
か
ら
隔
絶
し
た
孤
高
の
騎
士 

田
林
洋
一

ス
ペ
イ
ン
黄
金
世
紀
の
古
典
文
学
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
、
秩
序
を
離
れ
周
縁
を
歩
む
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
描
か
れ
る
『
ラ
イ
麦
畑
で
つ
か
ま
え
て
』『
異
邦
人
』『
審
判
』
と
い
っ
た
現

代
文
学
や
日
本
の
漫
画
・
ア
ニ
メ
と
比
較
し
、
英
雄
を
目
指
し
た
孤
独
な
狂
人
を
主
人
公
と
す

る〈
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
物
語
〉と
し
て
読
み
直
す
。 22.10　
四
六
判
三
五
九
頁　

四
〇
〇
〇
円

シン
グル
とい
う
生
き
方

カ
ル
メ
ン
・
ア
ル
ボ
ル
ク　

細
田
晴
子
訳

ひ
と
り
で
い
る
か
ら
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
な
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
の
カ
リ
ス
マ
女
性
国
会

議
員
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
を
繙
き
、
古
今
東
西
の
独
身
者
の
文
化
を
俯
瞰
し
、
シ
ン

グ
ル
女
性
の
性
を
語
り
な
が
ら
、
新
し
い
女
性
の
生
き
方
を
提
案
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ベ

ス
ト
・
セ
ラ
ー
。 

四
六
判
二
六
六
頁　
一
九
〇
〇
円

アル
ジェリ
アの
闘
う
フェミニス
ト

ハ
ー
リ
ダ
・
メ
サ
ウ
ー
デ
ィ　

中
島
和
子
訳

「
胸
を
張
っ
て
立
ち
続
け
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
大
切
な
の
で
す
」
―
―
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理

主
義
者
に
命
を
狙
わ
れ
な
が
ら
も
、
真
の
自
由
の
た
め
に
、
女
性
の
権
利
の
た
め
に
立
ち
上

が
り
、
の
ち
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
文
化
大
臣
（
二
〇
〇
二
―
二
〇
一
四
）
を
務
め
る
こ
と
に

な
っ
た
、
凛
々
し
い
女
性
の
証
言
。 

15.7　

四
六
判
二
七
七
頁　

三
〇
〇
〇
円
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批
評

美
についての
五つの
瞑
想

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
チ
ェ
ン　

内
山
憲
一
訳

「
美
は
世
界
を
救
う
だ
ろ
う
」
―
―
世
界
の
野
蛮
さ
を
前
に
、
な
お
も
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
こ

の
言
葉
を
口
に
す
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
か
？　

プ
ラ
ト
ン
、
カ
ン
ト
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ

を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
思
想
と
、〈
氤
氳
〉〈
気
韻
〉〈
神
韻
〉
を
芸
術
創
造
の
鍵
と
す
る
中
国
思

想
を
手
が
か
り
に
、
美
の
倫
理
的
な
あ
り
方
を
問
う
。 

20.8　
四
六
判
一
六
八
頁　
二
〇
〇
〇
円

死
と
生
についての
五つの
瞑
想フラ

ン
ソ
ワ
・
チ
ェ
ン　

内
山
憲
一
訳

老
子
や
リ
ル
ケ
に
立
脚
し
な
が
ら
、「
死
」
が
存
在
論
的
転
回
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
説
き

つ
つ
、
空
虚
と
充
溢
、
精
神
と
身
体
、
美
と
悪
と
い
っ
た
主
題
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
五
つ

の
「
瞑
想
」。
終
わ
り
な
き
生
成
へ
と
誘
う
珠
玉
の
エ
セ
ー
。

 
18.9　

四
六
判
一
八
七
頁　

二
〇
〇
〇
円

魂
について 

あ
る
女
性
へ
の
七
通
の
手
紙

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
チ
ェ
ン　

内
山
憲
一
訳

あ
る
女
性
か
ら
届
い
た
一
通
の
手
紙
を
き
っ
か
け
に
、〈
精
神
〉
と
は
異
な
る
位
相
に
あ
る

〈
魂
〉
の
煌
め
き
を
、
デ
カ
ル
ト
、
パ
ス
カ
ル
、
ヴ
ェ
イ
ユ
ら
西
洋
の
知
性
と
、〈
気
〉、〈
道
〉、

〈
空
〉
な
ど
の
東
洋
の
思
想
と
を
手
が
か
り
に
追
跡
す
る
、
美
し
い
七
通
の
手
紙
。

 
18.12　

四
六
判
一
八
八
頁　

二
〇
〇
〇
円
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サ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー

サ
ブ・カル
チャー

マン
ガ
を「
見
る
」とい
う
体
験 

フ
レ
ー
ム
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
、
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト 

鈴
木
雅
雄
編

執
筆
＝
伊
藤
剛
＋
野
田
謙
介
＋
齊
藤
哲
也
＋
加
治
屋
健
司
＋
中
田
健
太
郎　
　

マ
ン
ガ
批

評
、
文
学
研
究
、
美
術
史
を
専
門
と
す
る
気
鋭
の
論
者
た
ち
が
、
マ
ン
ガ
を
め
ぐ
る
時
間
・

運
動
・
言
説
の
問
題
を
自
在
に
語
り
、
新
た
な
理
論
的
枠
組
か
ら
視
覚
体
験
と
し
て
の
〈
マ

ン
ガ
〉
を
問
い
な
お
す
。 

14.7　

Ａ
５
判
並
製
二
六
八
頁　

二
八
〇
〇
円

マン
ガ
視
覚
文
化
論 

見
る
、
聞
く
、
語
る

鈴
木
雅
雄
＋
中
田
健
太
郎
編

執
筆
＝
夏
目
房
之
介
＋
三
輪
健
太
朗
＋
岩
下
朋
世
＋
細
馬
宏
通
＋
泉
信
行
＋
佐
々
木
果
＋
森

田
直
子
＋
宮
本
大
人
＋
伊
藤
剛
＋
石
岡
良
治　
　
〈
マ
ン
ガ
的
体
験
〉
を
「
見
る
」「
聞
く
」「
語

る
」
と
い
う
知
覚
体
験
か
ら
捉
え
な
お
し
、
コ
マ
／
フ
レ
ー
ム
／
フ
キ
ダ
シ
の
理
論
を
構
築

す
る
画
期
的
な
マ
ン
ガ
論
集
。 

17.3　

Ａ
５
判
並
製
四
二
四
頁　

三
二
〇
〇
円

マン
ガ
メ
ディア
文
化
論 

フ
レ
ー
ム
を
越
え
て
生
き
る
方
法

鈴
木
雅
雄
＋
中
田
健
太
郎
編

執
筆
＝
増
田
展
大
＋
三
輪
健
太
朗
＋
鷲
谷
花
＋
宮
本
大
人
＋
細
馬
宏
通
＋
成
相
肇
＋
林
道
郎

＋
伊
藤
亜
紗
＋
ド
ミ
ニ
ク
・
チ
ェ
ン
＋
藤
本
由
香
里
＋
西
兼
志
＋
伊
藤
剛　
　

デ
ジ
タ
ル
マ

ン
ガ
の
隆
盛
を
う
け
て
、
マ
ン
ガ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
境
界
線
は
い
か
に
拡
大
さ
れ
た
の

か
？　

シ
リ
ー
ズ
三
部
作
の
完
結
編
！ 

22.5　

Ａ
５
判
並
製
四
七
六
頁　

四
二
〇
〇
円

マン
ガ
探
求
13
講 

小
山
昌
宏
＋
玉
川
博
章
＋
小
池
隆
太
編

マ
ン
ガ
読
解
の
基
礎
と
応
用
を
例
示
す
る
第
Ⅰ
部
、
マ
ン
ガ
産
業
の
流
通
か
ら
今
後
の
課
題

を
探
る
第
Ⅱ
部
、
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
の
な
か
の
マ
ン
ガ
を
論
じ
た
第
Ⅲ
部
を
通
し
て
、
マ
ン

ガ
研
究
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
。
好
評
の
前
著
『
マ
ン
ガ
研
究
13
講
』
を
補
完
す
る
マ
ン
ガ

研
究
の
最
前
線
。 

22.11　

四
六
判
並
製
四
〇
九
頁　

三
〇
〇
〇
円

マン
ガ
研
究
13
講

小
山
昌
宏
＋
玉
川
博
章
＋
小
池
隆
太
編

「
マ
ン
ガ
」
を
論
じ
る
上
で
必
要
な
基
礎
知
識
を
テ
ー
マ
別
に
紹
介
し
、
多
角
的
な
視
点
を

提
示
す
る
格
好
の
入
門
書
。「
物
語
」「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
な
ど
表
現
的
な
論
点
か
ら
、「
観
光
」

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」、そ
し
て
マ
ン
ガ
産
業
を
と
り
ま
く
環
境
ま
で
カ
バ
ー
す
る
、最
も
ア
ク
チ
ュ

ア
ル
か
つ
包
括
的
な
講
義
テ
キ
ス
ト
。 

16.8　

四
六
判
並
製
四
一
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

日
仏
アニメ
ーションの
文
化
論 

大
手
前
大
学
比
較
文
化
研
究
叢
書
13

石
毛
弓
・
大
島
浩
英
・
小
林
宣
之
編

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
日
仏
の
研
究
者
・
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
が
、
研
究
と
現
場
双
方

の
視
点
か
ら
、
地
域
性
・
社
会
性
・
歴
史
性
が
反
映
さ
れ
た
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム

を
微
細
に
紐
解
き
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
い
直
す
。

 
17.11　

Ａ
５
判
二
六
八
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
一
六
頁　

二
八
〇
〇
円

な
ぜ
学
校
でマン
ガ
を
教
え
る
の
か
？ 

大
手
前
大
学
比
較
文
化

研
究
叢
書
15 

石
毛
弓
・
小
林
宣
之
編

今
、
ど
の
よ
う
に
し
て
大
学
で
マ
ン
ガ
を
教
え
る
／
身
に
付
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の

か
？　

単
に
描
き
方
を
学
ぶ
こ
と
に
留
ま
ら
な
い
教
育
の
あ
り
方
と
は
？　

日
本
以
外
で
は

ど
の
よ
う
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
？　

こ
れ
か
ら
の
マ
ン
ガ
と
教
育
を
考
え
る
た
め

の
必
読
書
！ 

19.11　

Ａ
５
判
二
三
四
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
八
頁　

二
八
〇
〇
円
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サ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー

欲
望
の
未
来 

機
械
じ
か
け
の
夢
の
文
化
史

永
瀬
唯

ク
ロ
ー
ン
や
サ
イ
ボ
ー
グ
の
系
譜
か
ら
、
心
霊
写
真
、
絶
叫
マ
シ
ン
の
技
術
史
、
さ
ら
に
は

久
生
十
蘭
『
魔
都
』
や
『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』
ま
で
、
様
々
な
分
野
の
技
術
、
思
想
、
作

品
に
表
れ
た
、
人
々
の
《
未
来
》
へ
の
夢
想
／
妄
想
。
理
と
文
、
学
と
オ
タ
ク
を
越
境
す
る
、

ユ
ニ
ー
ク
な
評
論
集
。 

四
六
判
二
六
八
頁　

二
五
〇
〇
円

ボ
ディ・エキ
ゾ
チ
カ

秋
田
昌
美

対
抗
文
化
、
性
文
化
の
分
野
で
旺
盛
に
活
動
す
る
著
者
が
、
奇
形
的
身
体
の
魅
惑
と
謎
に
挑

む
。
人
工
的
身
体
変
形
術
、
見
世
物
文
化
に
お
け
る
フ
リ
ー
ク
ス
趣
味
、
江
戸
の
博
物
学
的

性
器
論
な
ど
を
通
し
て
、規
範
を
逸
脱
し
た
身
体
を
め
ぐ
る
欲
望
と
視
線
の
あ
り
か
を
探
る
。

 

四
六
判
二
三
四
頁　

二
三
〇
〇
円

ス
カ
ム・カル
チャー

秋
田
昌
美

強
度
の
個
人
的
妄
想
は
つ
い
に
は
異
端
的
芸
術
へ
と
昇
華
す
る
。
オ
カ
ル
ト
猟
奇
殺
人
の
系

譜
学
、
サ
タ
ニ
ッ
ク
・
ヘ
ヴ
ィ
メ
タ
ル
、
素
朴
ア
ー
ト
の
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
・
テ
イ
ス
ト
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ノ
イ
ズ
等
、
現
代
社
会
の
裏
面
に
隠
棲
す
る
異
形
の
文
化
を
顕
揚
す

る
。 

Ａ
５
判
二
〇
九
頁　

二
三
〇
〇
円

裸
体
の
帝
国 

ヌ
ー
ド
・
ワ
ー
ル
ド
01

秋
田
昌
美

ヘ
ア･

ヌ
ー
ド･
ブ
ー
ム
よ
去
れ
！　

今
世
紀
、
全
世
界
を
席
巻
し
た
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム･

ボ
デ
ィ･

ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
《
ヌ
ー
デ
ィ
ズ
ム
》
の
歴
史
と
思
想
を
徹
底
的
に
解
明
す
る
ヌ
ー

ド
論
シ
リ
ー
ズ
第
一
弾
、
欧
州
編
。
美
麗
に
し
て
珍
奇
、
異
端
、
カ
ル
トetc.

な
図
版
多
数
。

 

Ａ
５
判
一
二
八
頁　
一
六
五
〇
円

コロ
ナ
禍
に
お
け
る
体
験
型
イ
ベン
ト 

大
手
前
大
学
比
較
文
化
研

究
叢
書
17 

石
毛
弓
編

二
〇
二
〇
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
演
劇
や
ラ
イ
ブ
、
美
術
館
、
展
示
即
売
会
、

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
い
っ
た
「
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
」
は
、
ど
の
よ
う
な
被
害
を
被
り
、
耐
え
忍

び
、
ま
た
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
。
そ
の
現
状
を
つ
ぶ
さ
に
追
う
経
過
報
告
集
。

 
21.12　

Ａ
５
判
二
一
八
頁　

二
八
〇
〇
円

運
動
と
し
ての
大
衆
文
化

大
塚
英
志
編

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
後
継
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
時
下

の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
も
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
各
種
メ
デ
ィ
ア
が
総
動
員
に
向
け
て
活
用

さ
れ
て
ゆ
く
戦
前
・
戦
中
か
ら
、
創
作
と
受
容
が
市
場
に
囲
わ
れ
て
ゆ
く
現
代
ま
で
、
大
衆

文
化
の
政
治
的
社
会
的
水
脈
を
掘
り
起
こ
す
。 

21.09　

Ａ
５
判
四
八
〇
頁　

六
五
〇
〇
円

タ
ー
ミ
ナル・エ
ヴァ 

新
世
紀
ア
ニ
メ
の
世
紀
末

永
瀬
唯
編

執
筆
＝
永
瀬
・
大
月
隆
寛
・
斎
藤
環
・
坂
本
啓
介
・
椹
木
野
衣
・
西
村
謙
一
・
村
崎
百
郎
・

谷
内
田
浩
正
『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』
を
め
ぐ
る
書
下
し
評
論
集
。
ユ
ニ
ー
ク
で
豪

華
な
執
筆
陣
が
多
様
な
視
点
か
ら
読
み
解
く
『
エ
ヴ
ァ
』
の
世
界
の
全
貌
！

 

Ａ
５
判
並
製
一
七
二
頁　
一
二
〇
〇
円

ザ・デ
イ・ア
フ
タ
ー・エ
ヴァ 

対
論〈
新
世
紀
ア
ニ
メ
〉ふ

た
た
び 

永
瀬
唯
編

対
話
者
＝
大
原
ま
り
子
、
水
民
潤
子
、
松
代
守
弘
、
斎
藤
環
、
小
谷
真
理
、
唐
沢
俊
一

『
エ
ヴ
ァ
』
映
画
版
再
公
開
（
九
八
年
三
月
）
を
機
に
、編
者
が
ホ
ス
ト
と
な
っ
て
〈
エ
ヴ
ァ

騒
動
〉
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
作
品
と
し
て
の
意
味
を
問
う
画
期
的
対
話
集
。

 

Ａ
５
判
並
製
一
五
九
頁　
一
二
〇
〇
円
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サ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ト
ラ
ウマ・ヒ
ーロ
ー
総
進
撃
！（
マ
ン
ガ
地
獄
変
３
）

植
地
毅
・
大
久
保
太
郎
・
大
西
祥
平
他

〈
社
会
の
ウ
ラ
は
マ
ン
ガ
で
学
ん
だ
！
〉
恐
怖
の
マ
ン
ガ
大
王
、
日
野
日
出
志
か
ら
、
反
核

ト
ラ
ウ
マ
爆
弾
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』、
そ
し
て
神
様
・
手
塚
治
虫
の
暗
黒
面
ま
で
、
何
も
知

ら
な
い
子
供
の
心
に
シ
ョ
ッ
ク
と
残
酷
を
植
え
付
け
ま
く
っ
た
ト
ラ
ウ
マ
漫
画
、
総
ま
く

り
！ 

Ａ
５
判
並
製
二
四
七
頁　
一
五
〇
〇
円

巨
人マン
ガ
の
系
譜

蕪
木
和
夫

『
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
金
太
郎
』
か
ら
『
ち
か
い
の
魔
球
』『
黒
い
秘
密
兵
器
』『
巨
人
の
星
』『
侍

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
』
ま
で
、
長
島
、
王
、
金
田
な
ど
キ
ラ
星
の
ご
と
き
ス
タ
ー
が
在
籍
し
、
野

球
少
年
の
憧
れ
だ
っ
た
頃
の
名
作
巨
人
野
球
マ
ン
ガ
の
魅
力
を
徹
底
解
説
！

四
六
判
並
製
一
九
六
頁　
一
五
〇
〇
円

犯
罪
地
獄
変

犯
罪
地
獄
変
編
集
部
編

「
津
山
三
十
人
殺
し
」か
ら「
酒
鬼
薔
薇
聖
斗
」ま
で
、新
聞
、週
刊
誌
、Ｔ
Ｖ
等
の
各
種
メ
デ
ィ

ア
に
お
け
る
犯
罪
の
扱
い
を
検
証
し
、
情
報
化
社
会
に
お
け
る
犯
罪
＝
「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
」
化
現
象
を
追
及
す
る
、
本
音
で
論
じ
る
全
く
新
し
い
形
の
犯
罪
読
（
毒
）
本
。

 

Ａ
５
判
並
製
二
〇
四
頁　
一
四
〇
〇
円

爆
走
！  

ア
クション・ム
ービ
ー・ジャン
キ
ー
ズ植

地
毅
編

今
、
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
が
途
方
も
な
く
熱
い
。
ブ
ル
ー
ス
・
ウ
ィ
リ
ス
か
ら
セ
ガ
ー
ル
、
ス

タ
ロ
ー
ン
、
シ
ュ
ワ
ち
ゃ
ん
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
チ
ェ
ン
、
リ
ー
・
リ
ン
チ
ェ
イ
ま
で
、
巨
額

の
予
算
を
つ
ぎ
こ
ん
だ
大
作
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
の
魅
力
と
魔
力
を
完
全
解
説
。

 

四
六
判
並
製
二
三
四
頁　
一
五
〇
〇
円

ス
トレンジ・ヌ
ー
ド・カル
ト 

ヌ
ー
ド
・
ワ
ー
ル
ド
02秋

田
昌
美

ビ
バ
男
尊
女
卑
！　

の
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
ス
ケ
コ
マ
シ
）
文
化
か
ら
、
ス
ペ
ー
ス
・
エ
イ
ジ
・
バ
チ
ェ

ラ
ー
・
セ
ッ
ク
ス
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
と
セ
ッ
ク
ス
文
化
、
狂
気
の
グ
ラ
フ
ィ
ズ
ム
軍
団
「
Ｈ
Ａ

Ｒ
Ａ
―
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
」
の
全
貌
ま
で
、
六
〇
〜
七
〇
年
代
に
発
生
し
た
不
思
議
の
裸
体
文
化
を

集
成
す
る
！ 

Ａ
５
判
一
八
五
頁　

二
五
〇
〇
円

フ
リンジ・カル
チャー

宇
田
川
岳
夫

ふ
く
し
ま
政
美
、宮
谷
一
彦
等
の
「
肉
弾
劇
画
」、Ｊ
・
Ａ
・
シ
ー
ザ
ー
、三
上
寛
の
フ
リ
ン
ジ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
そ
し
て
八
切
止
夫
を
筆
頭
と
す
る
コ
ア
・
オ
カ
ル
ト
の
知
ら
れ
ざ
る
展
開

…
…
。
九
〇
年
代
オ
タ
ク
文
化
に
牙
を
剥
く
裏
オ
タ
ク
文
化
の
全
貌
！

 
Ａ
５
判
二
二
七
頁　

二
〇
〇
〇
円

マン
ガ
地
獄
変

植
地
毅
・
宇
田
川
岳
夫
・
吉
田
豪
他

 《
ス
ー
パ
ー
劇
画
王
》
梶
原
一
騎
の
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
か
ら
、
伝
説
の
ト
ラ
ウ
マ
・
カ
ル
ト
、

ふ
く
し
ま
政
美
『
聖
マ
ッ
ス
ル
』
ま
で
、
七
〇
年
代
「
埋
没
マ
ン
ガ
」
発
見
の
旅
。
大
槻
ケ

ン
ヂ
、
浅
草
キ
ッ
ド
等
そ
の
筋
の
方
々
、
大
絶
賛
！
《
オ
タ
ク
は
買
う
な
！　

オ
ト
コ
は
買

え
！
》 

Ａ
５
判
並
製
二
八
八
頁　
一
八
〇
〇
円

男
魂
〔
だ
ん
こ
ん
〕マン
ガ
高
校（
マ
ン
ガ
地
獄
変
２
）

植
地
毅
・
宇
田
川
岳
夫
・
吉
田
豪
他

好
評『
マ
ン
ガ
地
獄
変
』続
編
！『
ハ
リ
ス
の
旋
風
』『
夕
や
け
番
長
』『
男
一
匹
ガ
キ
大
将
』『
愛

と
誠
』『
激
！　

極
虎
一
家
』。
男
の
汗
と
涙
と
意
地
が
ス
パ
ー
ク
す
る
タ
イ
マ
ン･

バ
ト
ル

･

コ
ミ
ッ
ク
ス
が
理
屈
な
ど
無
視
し
て
今
、
蘇
る
！　

Ｂ
面
特
集
は
グ
ル
メ
漫
画
だ
！

 

Ａ
５
判
並
製
二
三
二
頁　
一
五
〇
〇
円
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サ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー

パロ
ディ
漫
画
大
全

長
谷
邦
夫

六
〇
年
代
〜
七
〇
年
代
の
戦
後
漫
画
の
黄
金
時
代
に
あ
っ
て
、
同
時
代
の
漫
画
、
さ
ま
ざ
ま

な
文
学
・
芸
術
作
品
、
さ
ら
に
は
政
治
・
経
済
・
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
か
ら
の
果
敢
な
引

用
、《
盗
用
》
に
よ
っ
て
、
類
例
の
な
い
パ
ロ
デ
ィ
漫
画
を
描
き
続
け
た
著
者
の
全
パ
ロ
デ
ィ

作
品
の
記
念
碑
的
集
大
成
。 

Ａ
５
判
九
一
六
頁　

四
〇
〇
〇
円

パロ
ディ
漫
画
大
全（
特
装
版
）

長
谷
邦
夫

あ
の
ト
キ
ワ
荘
グ
ル
ー
プ
の
末
席
（
？
）
に
つ
ら
な
り
、「
フ
ジ
オ
・
プ
ロ
」
の
知
恵
袋
に

し
て
牽
引
車
で
あ
っ
た
著
者
の
肉
筆
画
一
葉
を
挿
入
し
た
豪
華
特
装
版
。
残
部
僅
少
。

 

内
容
見
本
呈　

限
定
六
五
部
／
著
者
サ
イ
ン
限
定
番
号
入
／
著
者
肉
筆
彩
色
漫
画
一
葉
入

 

造
本
＝
戸
田
ツ
ト
ム
／
Ａ
５
判
ク
ロ
ス
装
ク
ロ
ス
函
入
九
一
六
頁　

三
〇
、〇
〇
〇
円

天
然【
完
全
版
】

根
本
敬

特
殊
漫
画
家
大
統
領
、
根
本
敬
の
幻
の
名
作
復
活
！　

あ
の
村
田
藤
吉
の
極
貧
少
年
時
代
を

描
い
た
名
作
『
生
き
る
』
と
双
璧
を
な
す
初
期
の
大
長
編
野
球
劇
画
『
天
然
』「
甲
編
・
乙
編
」

に
大
幅
に
加
筆
し
た
、
待
望
の
完
全
版
！　

全
て
の
根
本
マ
ニ
ア
垂
涎
の
一
冊
！

 

Ａ
５
判
並
製
四
〇
六
頁　
一
八
〇
〇
円

時
代
の
体
温
―
陰
核
・
混
沌
の
隣
人
た
ち

根
本
敬
作
画　

湯
浅
学
作
音

九
九
年
初
頭
、世
田
谷
美
術
館
「
時
代
の
体
温
」
展
に
出
品
さ
れ
た
根
本
敬
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
、
そ
こ
で
制
作
さ
れ
た
三
冊
の
画
集
。
そ
し
て
、
会
場
に
流
れ
て
い
た
湯
浅
学
の

音
響
処
理
に
よ
る
「
因
果
者
」
た
ち
が
放
出
し
た
音
霊
。
そ
れ
ら
を
Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク
に
合
体
！

 

Ａ
５
判
三
一
三
頁　

二
八
〇
〇
円

激
辛
！  

ア
ジ
アン・ム
ービ
ー・ジャン
キ
ー
ズ

植
地
毅
・
木
内
玄
・
ギ
ン
テ
ィ
小
林
編

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
チ
ェ
ン
、
サ
モ
・
ハ
ン
、
リ
ー
・
リ
ン
チ
ェ
イ
か
ら
、「
Ｍ
ｒ
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
」、

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ウ
ォ
ン
ま
で
、
デ
ス
ウ
イ
ッ
シ
ュ
・
ス
タ
ン
ト
と
ワ
イ
ヤ
ー
・
ア
ク
シ
ョ
ン

で
八
〇
年
代
ガ
キ
ん
ち
ょ
バ
ト
ル
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
燃
え
上
が
ら
せ
た
ア
ジ
ア
映
画
の
完
全

観
戦
ガ
イ
ド
。 

四
六
判
並
製
二
六
二
頁　
一
五
〇
〇
円

超
Ｂ
級
フ
ー
ゾ
ク
大
全
集

い
そ
の
・
え
い
た
ろ
う

Ｔ
Ｖ
番
組
「
11
Ｐ
Ｍ
」
出
演
で
知
ら
れ
る
風
俗
ラ
イ
タ
ー
の
草
分
け
的
存
在
が
、
三
十
年
に

わ
た
る
フ
ー
ゾ
ク
取
材
を
集
大
成
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、エ
ッ
セ
イ
、ド
キ
ュ
メ
ン
ト
等
、様
々

な
角
度
か
ら
、
知
ら
れ
ざ
る
「
Ｂ
級
フ
ー
ゾ
ク
」
の
ウ
ラ
・
オ
モ
テ
を
全
公
開
。

 
Ａ
５
判
並
製
二
三
九
頁　

二
〇
〇
〇
円

にっぽ
ん
フ
ー
ゾ
ク
改
造
論

田
守
公
一

停
滞
す
る
フ
ー
ゾ
ク
業
界
に
あ
っ
て
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
一
大
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た

名
古
屋
の
革
命
児
が
、
欲
望
産
業
の
現
在
と
未
来
を
論
じ
尽
く
す
。
他
で
は
書
け
な
い
内
幕

を
白
日
に
晒
し
な
が
ら
、
開
か
れ
た
フ
ー
ゾ
ク
へ
の
展
望
を
語
る
衝
撃
の
赤
裸
々
告
白
。

 

四
六
判
一
九
八
頁　
一
五
〇
〇
円

フォーニコント
ミ
・
ア
ン
ゲ
ラ
ー
作
品
集　
日
本
語
版
監
修
＝
伴
田
良
輔

『
す
て
き
な
三
に
ん
ぐ
み
』『
こ
う
も
り
の
ル
ー
フ
ァ
ス
』
等
、
斬
新
な
物
語
と
独
特
な
ユ
ー

モ
ア
で
知
ら
れ
る
絵
本
作
家
の
幻
の
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
画
集
。
植
草
甚
一
や
筒
井
康
隆
も
絶
賛

し
た
ポ
ッ
プ
で
シ
ニ
カ
ル
な
機
械
仕
掛
け
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
横
溢
す
る
迷
宮
的
作
品

集
。 

四
六
判
一
三
三
頁　
一
八
〇
〇
円
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サ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー

オン・ザ・ロ
ー
ド
、
ア
ゲ
イン

久
信
田
浩
之　
写
真
＝
芝
田
満
之
・
堀
清
英

一
九
六
〇
年
代
の
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
・
バ
ス"FU

RT
H

ER
"

か
ら
、
レ
イ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
、

リ
サ
イ
ク
ル
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
な
ど
ま
で
、
脈
動
す
る
米
国
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
シ
ー
ン
を

体
感
し
、
現
在
に
息
づ
く
ビ
ー
ト
ニ
ク
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
迫
る
、
渾
身
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

 

Ａ
５
判
三
〇
八
頁　

二
八
〇
〇
円

バナ
ナ
の
皮
は
な
ぜ
す
べるの
か
？

黒
木
夏
美

人
類
の
誕
生
以
来
、
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ギ
ャ
グ
＝
《
バ
ナ
ナ
の
皮
す
べ
り
》
は
、
い
つ
、

ど
こ
で
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
う
や
っ
て
生
み
だ
さ
れ
た
の
か
？　

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に

描
か
れ
た
バ
ナ
ナ
の
皮
を
踏
ん
で
検
証
す
る
。

 
10.4　

Ａ
５
判
並
製
二
四
七
頁　

二
〇
〇
〇
円

う
まい
ガ
野
菜 

料
理
人
が
教
え
る
本
当
に
お
い
し
い
野
菜
の

作
り
方
と
食
べ
方 

我
田
大

究
極
の
う
ま
い
野
菜
を
求
め
て
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
始
め
た
、
板
前
さ
ん
の
ゼ
ロ
か
ら
の
野

菜
作
り
！　

新
潟
県
の
南
魚
沼
発
、
化
学
肥
料
ナ
シ
、
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
本
当
に
お
い
し
い

野
菜
を
ま
る
ご
と
味
わ
う
本
！　

南
伸
坊
氏
推
薦
！　

四
〇
種
類
の
野
菜
の
栽
培
法
と
旬
の

レ
シ
ピ
つ
き
。 

14.11　

Ａ
５
判
並
製
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
九
五
頁　
一
二
〇
〇
円

音
山〔
お
ん
ざ
ん
〕

湯
浅
学

音
楽
評
論
家
に
し
て「
幻
の
名
盤
解
放
同
盟
」の
湯
浅
学
に
よ
る
、圧
倒
的
音
盤
ガ
イ
ド
。ロ
ッ

ク
を
は
じ
め
歌
謡
曲
・
演
歌
か
ら
ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ
、
韓
国
の
ポ
ン
チ
ャ
ッ
ク
か
ら
ア
メ
リ

カ
南
部
の
ザ
デ
ィ
コ
ま
で
を
縦
横
無
尽
に
語
り
尽
く
す
音
楽
評
論
集
。

 

四
六
判
並
製
二
三
三
頁　
一
八
〇
〇
円

バリ
の
空
の
下
、
人
は
流
れ
る船

橋
英
雄
・
根
本
敬
・
湯
浅
学

幻
の
名
盤
解
放
同
盟
の
船
橋
英
雄
に
よ
る
マ
ヌ
ケ
で
ロ
ン
リ
ー
な
バ
リ
島
旅
行
案
内
。
根
本

敬
の
漫
画
「
無
能
の
人
」、同
盟
員
三
人
に
よ
る
旅
に
つ
い
て
の
鼎
談
「
世
界
は
駅
前
シ
リ
ー

ズ
だ
」、
幻
の
名
盤
「
旅
モ
ノ
」
デ
ィ
ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
。

 
四
六
判
並
製
二
三
二
頁　
一
八
〇
〇
円

幻
の
名
盤
百
科
全
書

幻
の
名
盤
解
放
同
盟（
根
本
敬
・
湯
浅
学
・
船
橋
英
雄
）

幻
の
名
盤
解
放
同
盟
の
仕
事
の
集
大
成
。『
デ
ィ
ー
プ
歌
謡
』『
夜
、
因
果
者
の
夜
』
に
新
た

に
一
〇
〇
枚
以
上
の
書
き
下
ろ
し
を
加
え
た
決
定
版
。「
真
理
と
は
、
断
じ
て
個
的
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
」。

 

四
六
判
五
七
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円
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詩
歌

ビ
リ
ティスの
歌

ピ
エ
ー
ル
・
ル
イ
ス　

沓
掛
良
彦
訳

古
代
ギ
リ
シ
ア
、
性
愛
の
悦
楽
渦
巻
く
レ
ス
ボ
ス
、
キ
ュ
プ
ロ
ス
の
島
々
を
漂
泊
し
た
伝
説

の
女
流
詩
人
ビ
リ
テ
ィ
ス
が
愛
欲
と
逸
楽
に
充
ち
た
生
涯
を
自
ら
歌
う
濃
艶
な
巻
物
…
…

《
エ
ロ
ス
の
祭
司
》
に
よ
る
官
能
詩
集
の
白
眉
。
付
録
＝
「
ビ
リ
テ
ィ
ス
の
秘
め
ら
れ
た
歌
」

（
本
邦
初
訳
）。 

Ａ
５
判
並
製
函
入
三
八
八
頁　

六
〇
〇
〇
円

私
は
知っている

イ
ト
・
ナ
ガ　

中
山
慎
太
郎
訳

私
は
知
っ
て
い
る
―
―
で
も
、一
体
な
に
を
？　

日
常
に
ひ
そ
む
思
い
が
け
な
い「
驚
き
」と
、

謎
に
満
ち
た
世
界
へ
の
「
愛
」
に
満
ち
た
眼
差
し
を
四
六
九
の
短
詩
で
描
き
出
す
、
類
例
の

な
い
ポ
エ
ジ
ー
。

 
19.2　

Ａ
５
変
判
一
四
一
頁　

二
五
〇
〇
円

マ
チ
ネ・
ポエ
テ
ィク
詩
集 

福
永
武
彦
・
加
藤
周
一・
原
條
あ
き

子
・
中
西
哲
吉
・
窪
田
啓
作
・
白
井
健
三
郎
・
枝
野
和
夫
・
中
村
真
一
郎

一
九
四
二
年
に
結
成
さ
れ
た〈
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ク
〉同
人
に
よ
る
、
日
本
語
定
型
押
韻
詩
の

試
み
。一
九
四
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
初
版
を
底
本
に
、
若
き
詩
人
た
ち
に
よ
る
、
日
本
語
の〈
詩

の
革
命
〉を
再
考
す
る
。
解
説
＝
安
藤
元
雄・大
岡
信

14.5　

Ａ
５
判
二
四
四
頁　

四
〇
〇
〇
円

夏
の
遺
言

山
崎
剛
太
郎
詩
集

堀
辰
雄
と
立
原
道
造
に
師
事
し
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
中
村
真
一
郎
、
福
永
武
彦
ら

に
よ
る
〈
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ク
〉
の
詩
的
実
験
に
立
ち
会
っ
た
著
者
が
、
筺
底
深
く
秘
め

て
き
た
夢
想
と
苦
悩
の
恋
愛
詩
篇
が
半
世
紀
を
経
て
甦
る
。

四
六
判
一
二
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

詩
歌

ピエ
リ
アの
薔
薇 

沓
掛
良
彦
訳
詩
集

前
七
世
紀
か
ら
紀
元
十
世
紀
に
及
ぶ
ギ
リ
シ
ア
詩
の
一
大
集
成
と
し
て
夙
に
名
高
い
『
ギ
リ

シ
ア
詞
華
集
』
よ
り
、
サ
ッ
フ
ォ
ー
か
ら
ビ
ザ
ン
チ
ン
時
代
に
至
る
六
〇
詩
人
の
二
一
〇
詩

篇
を
訳
出
し
た
本
邦
最
新
、
最
大
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
詩
集
。
栞
＝
入
沢
康
夫
・
井
上
輝
夫

 

Ａ
５
判
ク
ロ
ス
装
ク
ロ
ス
函
入
三
二
七
頁　

五
〇
〇
〇
円

ペト
ラル
カ
恋
愛
詩
選

岩
崎
宗
治
編
訳

イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
を
代
表
す
る
詩
集
『
カ
ン
ツ
ォ
ニ
エ
ー
レ
』
か
ら
四
十
九
篇
を
選

び
、
流
麗
な
日
本
語
に
甦
ら
せ
た
稀
有
な
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
詩
人
の
生
涯
と
作
品
、
そ
し
て

後
代
へ
の
影
響
を
探
る
編
訳
者
に
よ
る
論
考
を
付
す
。

 
20.12　

Ａ
５
変
判
ク
ロ
ス
装
二
三
二
頁　

三
〇
〇
〇
円

夜
の
ガスパールアロ

イ
ジ
ウ
ス
・
ベ
ル
ト
ラ
ン
散
文
詩
集　

及
川
茂
訳

散
文
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
そ
の
も
の
を
創
始
し
な
が
ら
、ボ
ー
ド
レ
ー
ル
や
マ
ラ
ル
メ
に（
そ

し
て
ブ
ル
ト
ン
に
）
再
発
見
さ
れ
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
ま
で
、
不
当
に
忘
れ
ら
れ
て
い

た
フ
ラ
ン
ス
小
ロ
マ
ン
派
詩
人
の
残
し
た
唯
一
の
散
文
詩
集
。

 

Ａ
５
判
ク
ロ
ス
装
函
入
二
二
二
頁　

四
〇
〇
〇
円
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詩
歌

よ
ろ
こべ
午
後
も
脳
だ

野
村
喜
和
夫
詩
集

脳
の
な
か
の
奇
妙
な
生
き
物
と
か
く
さ
れ
た
わ
た
し
た
ち
が
ざ
わ
め
き
は
じ
め
る
、
昼
と
夜

の
響
宴
。
前
か
ら
縦
組
み
の
「
Ａ
Ｍ
」
が
、
後
ろ
か
ら
横
組
み
の
「
Ｐ
Ｍ
」
が
始
ま
り
、
午

前
と
午
後
が
ま
ん
な
か
で
出
会
う
。
現
代
詩
を
牽
引
す
る
詩
人
が
、数
学
と
言
葉
で
戯
れ
る
、

実
験
詩
集
成
。 

16.4　

Ａ
５
変
判
二
〇
六
頁　

三
五
〇
〇
円

惑
星
のハウス
ダス
ト

福
田
拓
也
詩
集

第
三
二
回
現
代
詩
手
帖
賞
を
受
賞
し
た
詩
人
で
あ
り
、
文
芸
批
評
家
で
も
あ
る
著
者
に
よ
る

第
七
詩
集
。
増
殖
す
る
言
語
の
連
鎖
に
襲
わ
れ
、
匿
名
の
空
間
へ
と
誘
わ
れ
る
自
動
記
述
的

な
散
文
詩
集
。
第
五
六
回
歴
程
賞
受
賞
。

 
18.2　

Ａ
５
変
判
七
九
頁　

二
五
〇
〇
円

私
は
母
を
産
ま
な
かった
／ALLEN

とM
AK

O
TO

と
肛
門へ 

ヤ
リ
タ
ミ
サ
コ
詩
集

子
ど
も
の
頃
の
家
族
・
人
間
関
係
の
な
か
で
の
反
発
と
否
定
、
そ
し
て
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
、
白

石
か
ず
こ
、
塩
見
允
枝
子
ら
と
反
響
し
あ
う
現
在
を
、
日
常
の
言
葉
で
強
靭
に
、
と
き
に
郷

愁
を
も
っ
て
表
出
す
る
注
目
の
新
鋭
の
第
一
詩
集
。
写
真
＝
萩
原
義
弘

12.11　

Ａ
４
変
判
五
七
頁　

二
〇
〇
〇
円

散
文

桑
原
喜
一
詩
集

「
愛
猫
」「
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム
」「
少
年
時
代
の
追
憶
」
か
ら
「
三
・
一
一
」「
原
発
」「
三
本
の
矢
」

に
至
る
ま
で
、
見
せ
か
け
の
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、
迫
り
く
る
危
機
の
な
か
の
「
日
常
」
を
、

鋭
敏
で
透
徹
し
た
、と
き
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
眼
差
し
に
よ
っ
て
描
き
上
げ
る
三
十
六
の
詩
篇
。

 
15.11　

Ａ
５
判
並
製
二
〇
五
頁　

二
五
〇
〇
円

薔
薇
の
柩 

付
・
異
国
拾
遺

山
崎
剛
太
郎
詩
集

九
十
五
歳
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
眼
が
見
据
え
る
過
去
と
現
在
、
生
と
死
、
そ
し
て
愛
あ
る
い

は
永
遠
…
…
。〈
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ク
〉
最
後
の
詩
人
が
静
か
に
す
ぎ
ゆ
く
日
常
の
時
間

を
鋭
く
甘
美
に
う
た
う
瞠
目
の
最
新
詩
集
。

13.7　

Ｂ
５
変
判
五
三
頁　

二
五
〇
〇
円

安
藤
元
雄
詩
集
集
成

解
説
＝
野
村
喜
和
夫

「
詩
そ
の
も
の
の
存
在
証
明
」
―
―
詩
を
読
む
と
い
う
経
験
の
本
源
的
困
難
さ
と
悦
び
と
を

と
も
に
も
た
ら
す
現
代
詩
の
最
良
の
成
果
。
孤
峰
の
詩
人
が
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
書
き
つ
い

だ
全
詩
業
を
一
冊
に
収
録
。

 
19.1　

Ａ
５
判
函
入
五
八
二
頁　

八
〇
〇
〇
円

果
実
の
重
み

佐
岐
え
り
ぬ
詩
集　
ベ
ル
ナ
ル
・
シ
ト
ロ
エ
ン
仏
訳

 《
四
季
》
派
の
流
れ
を
汲
む
『
山
の
樹
』
の
同
人
と
し
て
出
発
し
た
、
憂
愁
に
み
ち
た
特
異

な
抒
情
詩
人
の
、
日
仏
二
カ
国
語
に
よ
る
典
雅
な
詩
集
。
こ
こ
に
封
印
さ
れ
た
生
き
る
こ
と

の
困
難
、
恐
れ
、
そ
し
て
そ
の
悦
び
は
、
読
む
者
を
打
た
ず
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

 

Ａ
５
判
並
製
一
二
九
頁　

三
五
〇
〇
円

果
実
の
重
み（
特
装
版
）

佐
岐
え
り
ぬ
詩
集　
ベ
ル
ナ
ル
・
シ
ト
ロ
エ
ン
仏
訳

本
書
の
仏
訳
者
で
あ
り
、
著
者
の
友
人
で
も
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
彫
刻
家
＝
詩
人
ベ
ル
ナ
ル
・

シ
ト
ロ
エ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
一
葉
を
挿
入
し
た
特
装
版
。
残
部
僅
少
。

 

限
定
五
〇
部
／
著
者
、
仏
訳
者
サ
イ
ン
・
限
定
番
号
入

 

Ａ
５
判
麻
ク
ロ
ス
装
麻
ク
ロ
ス
函
入
一
二
九
頁　

二
〇
〇
〇
〇
円
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詩
歌

桧
扇〔
ひ
お
う
ぎ
〕

鹿
島
由
紀
子
歌
集

《
通
過
す
る
列
車
は
何
に
せ
か
さ
る
る
い
き
な
り
秋
と
わ
れ
を
残
せ
り
》。
ト
ル
ス
ト
イ
を
中

心
と
す
る
近
代
ロ
シ
ア
文
学
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
の
第
二
歌
集
。
日
常
の
風
景

が
、
そ
し
て
相
聞
の
場
面
が
透
徹
し
た
視
線
と
思
索
の
う
ち
に
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
る
。

 

Ａ
５
判
一
二
七
頁　

三
〇
〇
〇
円

扇
面
流
図〔
せ
ん
め
ん
な
が
し
ず
〕

鹿
島
由
紀
子
歌
集

《
五
十
路
来
て
い
つ
し
か
木
に
は
春
が
来
て
椿
の
花
は
血
い
ろ
に
咲
け
り
》。《
ひ
と
ひ
ら
の

さ
く
ら
を
追
え
る
幼
な
児
の
小
さ
き
肩
に
さ
く
ら
ま
た
散
る
》。
中
年
に
ま
で
至
っ
た
人
生

の
さ
ま
ざ
ま
な
情
景
を
、四
季
折
々
の
日
常
を
彩
り
豊
か
に
詠
み
込
ん
だ
著
者
の
第
三
歌
集
。

 

Ａ
５
判
一
四
九
頁　

三
〇
〇
〇
円

青
春
譜

武
隈
信
夫
歌
集

下
町
生
ま
れ
、
船
橋
市
在
住
の
歌
人
に
よ
る
処
女
歌
集
。
昔
懐
か
し
い
何
気
な
い
日
常
の
光

景
と
、
歌
人
の
青
春
の
情
景
が
鮮
明
に
甦
る
一
七
〇
首
。

 
16.8　

四
六
判
九
七
頁　

二
〇
〇
〇
円

夢
中
夢〔
む
ち
ゅ
う
む
〕

馬
場
駿
吉
句
集

《
手
に
提
げ
て
紫
陽
花
は
わ
が
鬱
の
脳
》。
高
名
な
医
師
に
し
て
美
術
批
評
家
、
そ
し
て
俳
壇

か
ら
完
全
に
離
れ
た
地
点
で
書
き
続
け
る
孤
高
の
俳
人
の
一
九
七
六
年
以
降
の
近
作
を
収
録

す
る
奔
放
に
し
て
バ
ロ
ッ
ク
的
、官
能
的
な
最
新
句
集
。
造
本
＝
加
納
光
於
。
栞
＝
武
満
徹
・

吉
増
剛
造 

Ａ
５
判
ク
ロ
ス
装
貼
函
入
一
六
五
頁　

三
〇
〇
〇
円

わ
た
し
の
庭
は
わ
た
し
に
似
ている

川
田
靖
子
詩
集

《
わ
た
し
の
庭
に
は
何
で
も
あ
る
／
急
斜
面
も
断
崖
も
／
古
い
井
戸
ま
で
か
く
し
持
つ
／

〔
…
…
〕
／
奥
底
の
暗
い
鏡
に
う
つ
る
の
は
／
あ
な
た
の
顔
と
は
か
ぎ
ら
な
い
／
現
し
世
の

現
実
で
は
な
く
／
と
き
と
し
て
幻
が
う
つ
る
》。
小
熊
秀
雄
賞
詩
人
の
最
新
詩
集
。《
庭
が
私

に
似
る
の
で
は
な
く
、
私
が
庭
に
似
て
き
た
の
で
あ
る
。》 

Ａ
５
判
八
七
頁　

二
五
〇
〇
円

夏
の
物
語
と
歌

宮
田
直
哉
詩
集

《
山
麓
の
木
々
に
は
ま
だ
花
が
残
っ
て
い
た
。
私
た
ち
は
そ
れ
ら
を
背
に
座
り
、
遠
く
落
ち

日
が
消
え
ゆ
く
の
を
眺
め
や
っ
た
。
互
い
の
生
の
重
み
と
温
か
さ
を
確
か
め
合
う
よ
う
に
。》

…
…
四
季
折
々
の
情
景
の
中
に
静
け
さ
と
祈
り
と
を
歌
う
、
若
き
詩
人
の
第
一
詩
集
。

 
20.4　

四
六
変
判
一
〇
五
頁　

二
五
〇
〇
円

レ
トロの
街 

童
話
詩
集

須
田
慎
吾

モ
ザ
イ
ク
広
場
に
集
う
子
ど
も
た
ち
、
卵
の
中
で
空
の
飛
び
方
を
考
え
て
い
る
鳥
族
、
夢
を

運
ぶ
南
十
字
の
シ
リ
ウ
ス
、
マ
カ
ロ
ン
六
番
街
を
転
が
る
ま
る
め
ろ
、
玩
具
祭
と
オ
モ
チ
ャ
・

オ
ブ
・
ジ
・
イ
ヤ
ー
の
受
賞
式
…
…
口
笛
吹
き
の
歌
声
か
ら
こ
だ
ま
す
る
《
レ
ト
ロ
の
街
》

の
物
語
。 

21.9　

四
六
判
函
入
二
三
〇
頁　

三
二
〇
〇
円

青
葦

春
日
井
建
歌
集

三
島
由
紀
夫
や
中
井
英
夫
の
推
輓
に
よ
っ
て
彗
星
の
如
く
登
場
し
、
十
代
に
し
て
、
塚
本
邦

雄
・
岡
井
隆
・
寺
山
修
司
と
と
も
に
《
前
衛
短
歌
の
四
天
王
》
の
一
人
に
数
え
ら
れ
た
著
者

が
二
十
数
年
間
の
沈
黙
を
破
る
衝
撃
的
な
最
新
歌
集
。

 

Ａ
５
判
ク
ロ
ス
装
ク
ロ
ス
函
入
二
五
〇
頁　

四
〇
〇
〇
円
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詩
歌

玫
瑰
〔
は
ま
な
す
〕 

鹿
島
由
紀
子
句
集

『
ト
ル
ス
ト
イ
』『
ロ
シ
ア
文
学
の
庭
』
で
知
ら
れ
る
ロ
シ
ア
文
学
者
の
は
じ
め
て
の
句
集
！

老
境
に
あ
っ
て
な
お
み
ず
み
ず
し
い
生
へ
の
渇
望
、
そ
し
て
深
く
静
か
な
観
想
、
自
然
の
な

か
で
の
動
植
物
と
の
交
感
…
… 

20.5　

四
六
判
二
二
一
頁　

二
〇
〇
〇
円

鼓
直
句
集 

「
無
私
の
人
が
（
…
…
）
み
ご
と
に
存
在
感
あ
る
日
本
語
を
成
立
さ
せ
つ
つ
、
私
か
に
淡
い

俳
句
を
書
き
残
し
て
い
た
」（
高
橋
睦
郎
）。
ボ
ル
ヘ
ス
、ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
を
は
じ
め
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
著
者
の
遺
句
集
。

 
22.12　

四
六
判
一
三
一
頁　

二
五
〇
〇
円
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中
村
真
一
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

日
本
古
典
に
み
る
性
と
愛

解
説
＝
沓
掛
良
彦

《
中
村
真
一
郎
氏
が
小
説
の
実
作
者
と
し
て
の
独
自
の
視
点
か
ら
そ
の
深
く
愛
す
る
日
本
古

典
を
楽
し
げ
に
語
る
と
き
、
そ
の
筆
先
か
ら
生
ま
れ
る
古
典
評
論
は
、
独
自
の
強
い
輝
き
を

放
っ
て
い
る
。》（
沓
掛
良
彦
）
記
紀
の
世
界
か
ら
江
戸
の
歌
舞
伎
ま
で
、
日
本
の
性
愛
史
が

鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る
愛
の
古
典
文
学
論
。 

二
三
三
頁　

二
五
〇
〇
円

全
ての
人
は
過
ぎ
て
行
く

解
説
＝
飯
島
耕
一

《
わ
た
し
は
三
十
歳
を
こ
え
て
ま
も
な
い
新
進
作
家
の
中
村
真
一
郎
講
師
に
出
会
い
、
デ
ュ

ア
メ
ル
や
ジ
ロ
ド
ゥ
ー
の
小
説
を
め
ぐ
る
講
義
を
聴
い
た
。
大
き
な
ブ
ラ
イ
ア
ー
の
パ
イ
プ

を
つ
ね
に
手
に
し
た
、
長
身
の
、
ス
マ
ー
ト
な
先
生
だ
っ
た
。》（
飯
島
耕
一
）
最
晩
年
の
自

伝
「
私
の
履
歴
書
」
と
表
題
の
連
作
エ
ッ
セ
イ
を
収
め
る
。 

三
〇
一
頁　

三
〇
〇
〇
円

中
村
真一郎コレクション

〈
第
一
次
戦
後
派
〉
の
代
表
的
作
家
の
ひ
と
り
と
し
て
、
二
十
世
紀
後
半
の
日
本
の
文
学
に

決
定
的
な
転
回
を
も
た
ら
し
た
著
者
の
、
長
篇
、
短
篇
、
評
伝
、
批
評
、
エ
セ
イ
、
さ
ら
に

は
定
型
押
韻
詩
に
い
た
る
多
彩
な
作
品
を
集
成
す
る
。

 

Ａ
５
判
上
製

中
村
真一郎　
青
春
日
記

池
内
輝
雄
・
傳
馬
義
澄
編

の
ち
の
〈
戦
後
派
〉
の
巨
人
の
旧
制
高
校
時
代
の
膨
大
な
日
記
の
完
全
翻
刻
版
。
莫
大
な
量

の
読
書
ノ
ー
ト
に
し
て
、
福
永
武
彦
・
川
俣
晃
自
ら
と
の
交
遊
録
で
も
あ
る
中
村
真
一
郎
研

究
の
第
一
級
資
料
。
翻
刻
＝
荒
川
澄
子
＋
安
西
晋
二
＋
石
井
佑
佳
＋
岡
崎
直
也
＋
河
合
恒
＋

北
原
泰
邦 

12.5　

四
〇
二
頁　

五
〇
〇
〇
円

城
北
綺
譚

解
説
＝
菅
野
昭
正

《
つ
つ
ま
し
い
情
熱
の
純
愛
物
語
と
直
截
な
文
明
批
評
と
の
結
合
。
愛
の
小
説
は
、
こ
う
し

て
す
こ
し
位
相
を
ず
ら
す
と
文
明
批
評
の
小
説
に
な
る
。》（
菅
野
昭
正
）
時
代
と
家
に
翻
弄

さ
れ
て
人
生
を
狂
わ
せ
た
老
人
の
封
印
さ
れ
た
忘
れ
得
ぬ
恋
。
新
発
見
の
遺
稿
の
初
の
単
行

本
化
。 

一
六
六
頁　
一
八
〇
〇
円
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中
村
真
一
郎
手
帖 中

村
真一郎
手
帖 

4

執
筆
＝
清
水
徹
（「
故
会
長
加
藤
周
一
さ
ん
を
偲
ぶ
」）、中
村
真
一
郎
（「
一
九
三
五
年
の
ノ
ー

ト
」）、堀
川
貴
司（「
評
伝
と
い
う
文
学
」）、早
川
聞
多（「『
木
村
兼
葭
堂
の
サ
ロ
ン
』を
め
ぐ
っ

て
」）、
鈴
木
貞
美
（「『
魂
の
夜
の
中
を
』
を
め
ぐ
っ
て
」）、
Ｗ･

Ｊ
・
タ
イ
ラ
ー
、
竹
村
民

郎　

エ
セ
イ
＝
安
井
侑
子
、
金
岡
秀
実　

連
載
＝
木
島
佐
一 

九
六
頁　
一
〇
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖 

5

執
筆
＝
中
村
真
一
郎
（「
一
九
三
五
年
の
ノ
ー
ト
（
続
）」）、
入
沢
康
夫
（「『
四
季
』
四
部
作

に
つ
い
て
の
雑
感
一
束
」）、
小
林
宣
之
（「『
夏
』
の
女
主
人
公
Ａ
嬢
を
め
ぐ
る
補
遺
１
」）、

鈴
木
貞
美
（「『
長
い
夜
の
終
り
』
を
め
ぐ
っ
て
」）　

エ
セ
イ
＝
加
太
肇
江
、
塩
川
治
子
、
小

島
千
加
子
、
柏
原
成
光　

連
載
＝
高
遠
弘
美
、
木
島
佐
一 

10.4　

九
六
頁　
一
〇
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖 

6

執
筆
＝
中
村
真
一
郎
（「
一
九
三
六
年
の
ノ
ー
ト
」）、
井
上
隆
史
（「
中
村
真
一
郎
と
三
島
由

紀
夫
」）、
鈴
木
貞
美
（「『
仮
面
と
欲
望
』
に
つ
い
て
」）、
菅
野
昭
正
（「『
時
間
の
迷
路
』
を

め
ぐ
っ
て
」）、
入
沢
康
夫
、
諏
訪
正
、
小
林
宣
之　

エ
セ
イ
＝
平
山
真
理
子
、
岸
川
典
生
、

前
野
裕　

連
載
＝
木
島
佐
一 

11.4　

九
六
頁　
一
〇
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖 

7

執
筆
＝
丸
谷
才
一
（「
中
村
真
一
郎
の
功
績
」）、
川
崎
浹
（「
フ
ラ
ン
ス
の
車
旅
」）、
富
士
川

義
之
（「
中
村
真
一
郎
と
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
」）　
『
中
村
真
一
郎　

青
春
日
記
』
を
め

ぐ
っ
て
＝
鈴
木
貞
美
、
安
西
晋
二
、
岡
崎
直
也
、
石
井
佑
佳　

エ
セ
イ
＝
山
崎
剛
太
郎
、
十

河
清　

他　

連
載
＝
小
林
宣
之
、
木
島
佐
一 

12.4　
一
四
三
頁　
一
〇
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖

編
集
＝
中
村
真
一
郎
の
会

第
二
次
大
戦
後
の
日
本
文
学
に
西
欧
的
な
方
法
意
識
を
導
入
せ
ん
と
し
た《
第
一
次
戦
後
派
》

を
代
表
す
る
作
家
の
多
面
的
な
文
業
を
徹
底
的
に
考
察
す
る
。《
中
村
真
一
郎
の
会
》
の
編

集
に
よ
っ
て
、
年
一
回
、
四
月
に
刊
行
す
る
。

 

Ａ
５
判
並
製

中
村
真一郎
手
帖 
1

特
集
＝
中
村
真
一
郎
の
小
説　
　

執
筆
＝
加
藤
周
一
（
巻
頭
言
）、
鈴
木
貞
美
（「『
死
の
影

の
下
に
』
を
め
ぐ
っ
て
」）、
清
水
徹
（「《
四
季
》
の
ほ
う
へ
」）、
沓
掛
良
彦
（「
中
村
真
一

郎
と
王
朝
文
学
」）　

エ
セ
イ
＝
池
内
輝
雄
、
三
輪
秀
彦
、
高
遠
弘
美　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
山

崎
剛
太
郎
（
聞
き
手
＝
木
村
妙
子
）　

他  

九
六
頁　
一
〇
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖 

2

執
筆
＝
池
澤
夏
樹
（「『
雲
の
ゆ
き
来
』
の
私
的
な
読
み
」）、鈴
木
貞
美
（「『
シ
オ
ン
の
娘
等
』

論
」）、
諏
訪
正
（「
中
村
真
一
郎
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
」）、
望
月
洋
子
（「
江
戸
後
期
文
人
の
世

界
」）、 

佐
岐
え
り
ぬ
（「
中
村
真
一
郎
の
日
記
に
つ
い
て
」）　

エ
セ
イ
＝
井
波
律
子
、
小
佐

井
伸
二　

連
載
＝
高
遠
弘
美
、
木
島
佐
一 

九
六
頁　
一
〇
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖 

3

執
筆
＝
加
藤
周
一
（「
中
村
真
一
郎
と
小
田
実
」）、
小
畑
精
和
（「
幻
の
映
画
『
パ
リ
よ
、
さ
ら
ば
』

と
中
村
真
一
郎
」）、
朝
比
奈
美
知
子
（「
近
代
と
の
対
峙
を
生
き
る
文
学
者
」）、
小
林
宣
之
（「
中

村
真
一
郎
に
甦
る
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
」）、
鈴
木
貞
美
（「『
愛
神
と
死
神
と
』
を
め
ぐ
っ
て
」）、
池
内
輝

雄    

エ
セ
イ
＝
中
村
香
織
、
前
島
良
雄    

連
載
＝
高
遠
弘
美
、
木
島
佐
一 

九
六
頁　
一
〇
〇
〇
円



78

中
村
真
一
郎
手
帖中

村
真一郎
手
帖 

12

執
筆
＝
菅
野
昭
正
（「
文
学
を
享
受
す
る
こ
と
を
教
授
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」）、
井
村
君
江

（「「
死
」
を
め
ぐ
っ
て
」）、
池
内
紀
（「
記
憶
の
な
か
の
中
村
真
一
郎
」）、
越
智
淳
子
（「
中

村
真
一
郎
と
大
岡
信
」）、
大
高
順
雄
、
前
島
良
雄
、
金
子
英
滋
、
大
月
雄
二
郎
、
深
澤
茂
樹
、

連
載
＝
小
林
宣
之 

17.4　

八
八
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　
一
〇
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖 

13

執
筆
＝
荒
川
洋
治
（「
中
村
真
一
郎
の
風
景
」）、
尾
崎
真
理
子
（「
中
村
真
一
郎
さ
ん
か
ら
渡

さ
れ
た
も
の
」）、
宮
坂
覺
、
朝
比
奈
美
知
子
、
山
本
裕
志
、
深
澤
茂
樹
、
中
村
稔
、
平
野
新

介
、
松
岡
み
ど
り
、
鈴
木
康
友
、
後
藤
俊
行
、
連
載
＝
小
林
宣
之

 
18.4　

八
八
頁　
一
〇
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖 

14

特
集
＝
生
誕
百
年 

中
村
真
一
郎
と
福
永
武
彦
（
戸
塚
学
、
西
岡
亜
紀
、
山
田
兼
士
）
執
筆

＝
岩
野
卓
司
（「
神
々
の
黄
昏
」）、
朝
比
奈
美
知
子
（「
ロ
マ
ン
主
義
的
魂
で
読
む
『
と
り
か

へ
ば
や
物
語
』」）、
田
口
亜
紀
、
吉
澤
公
寿
、
菅
野
昭
正
、
林
浩
平

 
19.4　

一
〇
四
頁　
一
〇
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖 

15

執
筆
＝
中
村
真
一
郎
（「
初
期
短
編
集
Ⅱ
」
安
西
晋
二
編
）、堀
江
敏
幸
（「
ゆ
き
来
す
る
人
」）、

富
士
川
義
之
（「
中
村
真
一
郎
と
富
士
川
英
郎
」）、
富
士
川
英
郎
×
中
村
真
一
郎
（「
対
話　

西
洋
詩
と
江
戸
漢
詩
を
繋
ぐ
も
の
」）、
揖
斐
高
、
國
中
治
、
前
島
良
雄
、
三
島
利
徳

 
20.4　

八
八
頁　
一
〇
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖 

8

執
筆
＝
中
村
真
一
郎
（「
初
期
短
篇
集
」
安
西
晋
二
編
）、
清
水
徹
、
依
岡
隆
児
＋
竹
内
洋
＋

鈴
木
貞
美
＋
石
川
肇
（
討
議
「『
中
村
真
一
郎　

青
春
日
記
』
と
旧
制
高
校
」）、
井
上
隆
史
、

近
藤
圭
一
、
高
井
泉
、
中
村
香
織　

エ
セ
イ
＝
下
重
暁
子
、
鳥
山
玲
、
松
本
茂
、
小
山
正
見
、

深
澤
茂
樹　

連
載
＝
小
林
宣
之
、
木
島
佐
一 

13.4　
一
七
六
頁　
一
五
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖 
9

執
筆
＝
加
賀
乙
彦
（「
中
村
真
一
郎
さ
ん
の
思
い
出
」）、
池
澤
夏
樹
（「『
夏
』
を
読
む
」）、

井
上
隆
史
（「
昭
和
三
十
七
年
の
全
体
小
説
論
」）、
三
枝
大
修
（「
翻
訳
家
・
中
村
真
一
郎
」）、

貴
船
哲
治
、
中
村
香
織
、
深
澤
茂
樹
、
矢
代
朝
子
、
松
本
茂　

連
載
＝
小
林
宣
之
、
木
島
佐

一 
14.5　
一
二
八
頁　
一
〇
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖 

10

特
集
＝
〈
マ
チ
ネ
ポ
エ
テ
ィ
ク
〉
と
中
村
真
一
郎
（
清
水
徹
、
安
藤
元
雄
、
菅
野
昭
正
、
池

内
輝
雄
）　　

執
筆
＝
影
山
恒
男
（「
中
村
真
一
郎
と
堀
辰
雄
」）、
鳥
山
玲
（「
ミ
メ
ー
シ
ス

と
継
承
」）、
中
村
香
織
（「
父
、
真
一
郎
の
思
い
出
」）、
連
載
＝
小
林
宣
之
、
木
島
佐
一

 
15.5　

八
八
頁　
一
〇
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖 

11

特
集
＝
堀
辰
雄
、
立
原
道
造
、
そ
し
て
中
村
真
一
郎
（
渡
部
麻
実
、
岡
村
民
夫
、
竹
内
清
己
）

執
筆
＝
田
口
亜
紀（「
他
者
の
視
点
の
獲
得
」）、國
中
治（「
木
洩
れ
日
の
な
か
の
写
真
と
鹿
」）、

山
村
光
久
（「
美
し
い
本
を
求
め
て
」）、
井
上
隆
史
、
高
遠
弘
美
、
連
載
＝
小
林
宣
之

 
16.4　

九
六
頁　
一
〇
〇
〇
円
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中
村
真
一
郎
手
帖 中

村
真一郎
手
帖 

18

執
筆
＝
安
藤
元
雄
（「
堀
辰
雄
の
遺
産
」）、
吉
川
一
義
（「
中
村
真
一
郎
と
プ
ル
ー
ス
ト
」）、

三
枝
大
修
（「
中
村
真
一
郎
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
翻
訳
」）、助
川
幸
逸
郎
、広
瀬
一
隆
、國
中
治
、

野
川
忍
、
本
田
由
美
子
、
鈴
木
貞
美
、
大
藤
敏
行
、
岩
野
卓
司

 
23.4　

一
〇
二
頁　
一
〇
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖 

16

特
集
＝
中
村
真
一
郎
と
三
島
由
紀
夫
（
ド
ミ
ニ
ク
・
パ
ル
メ
、
井
上
隆
史
、
鈴
木
貞
美
）　

特
集
＝
中
村
真
一
郎
、
こ
の
一
冊
（
池
内
輝
雄
、
近
藤
圭
一
、
松
岡
み
ど
り
、
朝
比
奈
美
知

子
、
田
口
亜
紀
、
渡
邊
啓
史
、
小
林
宣
之
、
木
村
妙
子
、
大
藤
敏
行
）　　

執
筆
＝
三
枝
大
修
、

山
崎
吉
朗
、
山
村
光
久
、
松
岡
み
ど
り
、
小
山
正
見 

21.6　
一
六
〇
頁　
一
五
〇
〇
円

中
村
真一郎
手
帖 
17

特
集
＝
中
村
真
一
郎
、こ
の
一
冊
（
山
田
兼
士
、沓
掛
良
彦
、林
浩
平
、富
士
川
義
之
、岩
津
航
、

越
智
淳
子
）　　

執
筆
＝
三
枝
大
修（「
中
村
真
一
郎
に
お
け
る『
一
体
』」）、渡
邊
啓
史（「『
夢

の
な
か
へ
の
旅
』
の
展
開
」）、
國
中
治
（「
中
村
真
一
郎
が
見
た
三
好
達
治
〔
Ⅱ
〕」）

 
22.5　

九
二
頁　
一
〇
〇
〇
円
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小
島
信
夫
長
篇
集
成

●4　

別
れ
る
理
由
Ⅰ

解
説
＝
千
石
英
世

連
載
期
間
十
二
年
半
、
全
四
〇
〇
〇
枚
。
夫
婦
・
親
子
・
男
女
の
愛
の
錯
綜
と
混
沌
を
凄
絶

な
ま
で
に
描
き
尽
く
し
、
旧
来
の
小
説
の
方
法
を
悉
く
破
砕
す
る
伝
説
的
問
題
作
、
著
者
随

一
の
超
大
作
に
し
て
日
本
文
学
史
に
異
彩
を
放
ち
続
け
る
現
代
小
説
の
極
北
『
別
れ
る
理

由
』。
そ
の
覚
醒
を
告
げ
る
第
一
巻
。 

15.7　

六
七
八
頁　

九
〇
〇
〇
円

●5　

別
れ
る
理
由
Ⅱ

解
説
＝
佐
々
木
敦

異
色
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
的
展
開
の
も
と
、狂
気
の
主
人
公
・
前
田
永
造
を
銜
え
こ
む
奇
々
怪
々

な
夏
の
夜
の
夢
。
喧
々
諤
々
の
大
激
論
、
不
義
密
通
と
乱
交
パ
ー
テ
ィ
、
い
つ
果
て
る
と
も

知
れ
ぬ
セ
ッ
ク
ス
、
そ
し
て
女
／
虫
／
馬
へ
の
変
身
…
…
。
い
よ
い
よ
暴
走
を
は
じ
め
る
小

説
世
界
。 

15.8　

六
八
一
頁　

九
〇
〇
〇
円

●6　

別
れ
る
理
由
Ⅲ

解
説
＝
千
野
帽
子

虚
構
世
界
と
し
て
の
底
が
割
れ
、『
別
れ
る
理
由
』は
未
聞
の
新
局
面
へ
と
突
入
す
る
。
作
者
、

そ
し
て
実
在
の
人
物
た
ち
が
登
場
し
、
現
実
世
界
へ
と
彷
徨
い
出
た
前
田
永
造
と
対
話
を
交

わ
す
。
虚
実
の
境
を
踏
み
越
え
、
つ
い
に
は
我
々
の
生
き
る
現
実
を
も
小
説
化
し
て
し
ま
っ

た
怪
物
的
巨
篇
、
完
結
。 

15.9　

六
四
三
頁　

九
〇
〇
〇
円

●7　

菅
野
満
子
の
手
紙

解
説
＝
近
藤
耕
人

兄
の
身
に
起
こ
っ
た
恋
愛
事
件
を
モ
デ
ル
に
し
た
自
作
『
女
流
』
を
め
ぐ
る
手
紙
や
対
話
、

さ
ら
に
は
実
在
の
人
物
ま
で
を
も
交
錯
さ
せ
な
が
ら
、
作
品
世
界
は
時
間
と
空
間
の
は
ざ
ま

を
揺
動
し
、
異
様
な
自
己
増
殖
を
繰
り
返
す
。
小
説
の
限
界
に
挑
む
小
島
文
学
の
新
た
な
展

開
。 

16.4　

五
四
六
頁　

八
〇
〇
〇
円

小
島
信
夫
長
篇
集
成

編
集
＝
千
石
英
世
＋
中
村
邦
生
／
編
集
協
力
・
解
題
＝
柿
谷
浩
一

夫
と
妻
、父
と
子
、男
と
女
、性
と
愛
、生
と
死
―
―
人
間
を
め
ぐ
る
あ
ら
ゆ
る
関
係
性
を
、小
説

の
可
能
性
へ
の
問
い
と
と
も
に
、生
涯
問
い
続
け
た
小
島
信
夫
。入
手
困
難
で
あ
っ
た
作
品
を
ふ
く

む
全
一
五
長
篇
を
集
成
す
る
。《
短
篇
集
成
》、《
批
評
集
成
》に
つ
ぐ
本
集
成
に
よ
っ
て
、そ
の
驚
く

べ
き
作
品
世
界
は
、今
よ
う
や
く
全
貌
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

内
容
見
本
呈　
Ａ
５
判
上
製

●1　

島
／
裁
判
／
夜
と
昼
の
鎖

解
説
＝
春
日
武
彦

人
間
存
在
に
と
っ
て
〈
状
況
〉
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
？　

架
空
の
島
＝
ケ
ン
リ
島
を

舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
奇
妙
な
抗
争
を
描
き
Ｓ
Ｆ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
長
篇
第
一
作
に
、
寓

話
的
筆
致
に
よ
っ
て
社
会
と
個
人
の
関
係
に
鋭
く
迫
る
、
初
期
の
野
心
作
・
異
色
作
を
収
録
。

 
15.11　

六
三
七
頁　

八
〇
〇
〇
円

●2　

墓
碑
銘
／
女
流
／
大
学
生
諸
君
！解

説
＝
石
原
千
秋

極
限
状
況
に
お
け
る
混
血
の
兵
士
の
揺
れ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
追
い
、
人
種
と
階
級
、

生
と
性
を
問
う
『
墓
碑
銘
』、
年
上
の
女
へ
の
憧
れ
を
瑞
々
し
く
描
く
自
伝
的
な
青
春
小
説

『
女
流
』、
そ
し
て
幻
の
娯
楽
小
説
『
大
学
生
諸
君
！
』
―
―
著
者
の
成
長
と
挑
戦
を
標
す
作

品
群
。 

15.12　

八
〇
六
頁　
一
〇
〇
〇
〇
円

●3　

抱
擁
家
族
／
美
濃

解
説
＝
小
池
昌
代

新
居
の
建
設
、
妻
の
情
事
と
死
、
後
妻
と
の
結
婚
―
―
執
拗
な
ま
で
に
家
庭
を
維
持
し
よ
う

と
し
て
自
己
喪
失
の
危
機
に
陥
る
男
の
悲
喜
劇
を
綴
る
代
表
作
『
抱
擁
家
族
』、
故
郷
に
ま

つ
わ
る
歴
史
や
風
土
を
織
り
こ
み
な
が
ら
未
聞
の
小
説
世
界
を
拓
く
『
美
濃
』
を
収
録
。

 
16.1　

五
〇
一
頁　

七
〇
〇
〇
円
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小
島
信
夫
長
篇
集
成

●10　

各
務
原
・
名
古
屋
・
国
立
／
残
光

解
説
＝
平
井
杏
子

「
ア
イ
コ
さ
ん
、
ノ
ブ
さ
ん
が
来
た
ん
だ
よ
。
コ
ジ
マ
・
ノ
ブ
さ
ん
で
す
よ
」。
作
家
と
そ
の

家
族
が
生
き
て
い
る
現
実
、
過
去
の
小
説
、
不
確
か
な
記
憶
、
そ
し
て
忘
却
…
…
す
べ
て
を

取
り
こ
み
な
が
ら
創
作
を
続
け
た
著
者
が
最
晩
年
に
見
出
し
た
、
究
極
の
愛
の
か
た
ち
。

 
16.8　

四
九
三
頁　

六
〇
〇
〇
円

全
巻
完
結　

全
一
〇
冊
セ
ッ
ト
定
価
八
〇
、〇
〇
〇
円

●8　

寓
話

解
説
＝
保
坂
和
志

あ
る
日
、
か
つ
て
書
い
た
長
篇
『
墓
碑
銘
』
の
主
人
公
か
ら
作
者
の
も
と
へ
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
。
創
作
で
あ
っ
た
は
ず
の
人
物
か
ら
届
い
た
手
紙
に
記
さ
れ
た
暗
号
を
解
読
し
続
け

る
作
者
…
…
。〈
書
く
こ
と
／
書
か
れ
る
こ
と
〉
を
根
本
か
ら
問
い
直
す
。

 
16.6　

五
六
四
頁　

八
〇
〇
〇
円

●9　

静
温
な
日
々
／
う
る
わ
し
き
日
々

解
説
＝
中
村
邦
生

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
苦
し
む
中
年
の
息
子
、
健
忘
症
を
発
症
し
た
再
婚
の
妻
。
記
憶
を
失
い

ゆ
く
彼
ら
を
前
に
、
老
作
家
は
何
を
思
い
、
何
を
願
う
の
か
。
混
沌
を
極
め
る
現
代
社
会
に

お
け
る
家
族
と
老
い
の
問
題
を
軽
や
か
に
描
き
、
生
の
淵
源
を
照
ら
し
出
す
。

 
16.7　

四
五
三
頁　

六
〇
〇
〇
円
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小
島
信
夫
短
篇
集
成

●4　

夫
のい
ない
部
屋
／
弱い
結
婚

解
説
＝
平
田
俊
子

夫
婦
の
性
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
究
す
る
短
篇
群
の
他
、
長
篇
『
抱
擁
家
族
』
の
た
め

の
準
備
期
間
に
書
き
継
が
れ
た
多
彩
な
作
品
群
。
男
子
中
学
生
の
同
性
愛
の
ゆ
く
え
を
た
ど

る
自
伝
的
な
異
色
作
「
ガ
リ
レ
オ
の
胸
像
」、『
抱
擁
家
族
』
の
前
日
譚
と
も
言
う
べ
き
「
四
十

代
」
な
ど
全
二
〇
篇
を
収
録
（
一
九
五
九
―
六
六
）。 

15.1　

五
六
〇
頁　

八
〇
〇
〇
円

●5　

眼
／
階
段
の
あ
が
り
は
な

解
説
＝
い
と
う
せ
い
こ
う

饒
舌
な
語
り
手
の
独
り
語
り
、
書
簡
体
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
的
・
自
伝
的
な
要
素
を
多
分
に
ふ

く
む
小
説
な
ど
、
著
者
の
模
索
と
挑
戦
が
標
さ
れ
た
作
品
群
。
妻
の
入
院
・
手
術
を
滑
稽
か

つ
哀
切
に
綴
る
「
眼
」、郷
里
へ
の
回
想
の
う
ち
に
そ
こ
に
息
づ
く
人
々
の
本
質
を
突
く
「
郷

里
の
言
葉
」
な
ど
全
二
二
篇
（
一
九
六
二
―
七
〇
）。 

15.3　

四
一
〇
頁　

六
〇
〇
〇
円

●6　
ハッピ
ネス
／
女
た
ち

解
説
＝
中
村
邦
生

巨
篇
『
別
れ
る
理
由
』
へ
の
迂
遠
な
助
走
と
な
っ
た
連
作
「
町
」
の
作
品
群
、
そ
し
て
、『
菅

野
満
子
の
手
紙
』『
寓
話
』
な
ど
破
格
の
長
篇
の
か
た
わ
ら
執
筆
さ
れ
、
小
説
と
エ
ッ
セ
イ
、

記
憶
と
忘
却
を
縦
横
無
尽
に
横
断
／
往
還
す
る
、
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
短
篇
世
界
の
全

貌
。
全
二
三
篇
収
録
（
一
九
七
一
―
八
二
）。 

15.3　

四
六
七
頁　

七
〇
〇
〇
円

●7　

月
光
／
平
安

解
説
＝
保
坂
和
志

愛
妻
と
の
生
活
、
別
荘
で
の
日
々
、
友
人
た
ち
と
の
対
話
、
芸
術
へ
の
思
索
、
人
智
を
超
え

た
も
の
へ
の
関
心
、
過
去
と
現
在
、
忘
却
と
啓
示
―
―
あ
ら
ゆ
る
記
憶
／
思
惟
／
時
間
が
小

説
の
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
へ
と
流
れ
こ
み
、
混
濁
と
錯
綜
の
う
ち
に
新
た
な
小
説
世
界
が
拓
か

れ
て
ゆ
く
…
…
。
全
二
二
篇
を
収
録
（
一
九
八
二
―
八
九
）。 15.4　
五
六
一
頁　

七
〇
〇
〇
円

小
島
信
夫
短
篇
集
成

編
集
＝
千
石
英
世
＋
中
村
邦
生
／
編
集
協
力
・
解
題
＝
柿
谷
浩
一

生
と
死
の
不
可
思
議
を
鋭
く
穿
つ
初
期
の
代
表
作
か
ら
、
小
説
と
は
何
か
を
問
い
か
け
て
止

ま
な
い
晩
年
の
実
験
的
な
作
品
群
、
さ
ら
に
は
長
ら
く
入
手
困
難
で
あ
っ
た
作
品
や
単
行
本

未
収
録
作
品
を
多
数
含
む
、
小
島
信
夫
が
生
涯
を
賭
し
て
書
き
継
い
だ
全
一
八
七
短
篇
の
す

べ
て
を
網
羅
す
る
。 

内
容
見
本
呈　

Ａ
５
判
上
製

●1　

小
銃
／
馬

解
説
＝
千
石
英
世

〈
小
説
家
＝
小
島
信
夫
〉
の
誕
生
と
成
長
の
軌
跡
―
―
。
み
ず
み
ず
し
い
最
初
期
の
作
品
群
、

「
小
銃
」「
吃
音
学
院
」「
微
笑
」
な
ど
の
代
表
作
、
著
者
随
一
の
怪
作
「
馬
」
な
ど
に
加
え
、

単
行
本
未
収
録
作
「
太
陽
が
輝
く
」「
男
と
女
と
神
様
の
話
」
を
ふ
く
む
二
七
篇
を
収
め
る

（
一
九
二
七
―
五
四
）。 

14.11　

六
〇
五
頁　

八
〇
〇
〇
円

●2　

ア
メ
リ
カン・ス
ク
ール
／
無
限
後
退

解
説
＝
芳
川
泰
久

終
戦
後
の
日
米
関
係
を
鋭
く
諷
刺
す
る
芥
川
賞
受
賞
作
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
」
以
後

の
小
島
文
学
の
変
遷
を
追
う
。
最
晩
年
ま
で
脳
裏
を
離
れ
な
か
っ
た
信
仰
の
問
題
を
先
取
り

す
る
「
神
」、
冥
界
を
思
わ
せ
る
空
間
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
追
走
劇
「
鬼
」
な
ど
、

全
二
六
篇
を
収
録
（
一
九
五
四
―
五
六
）。 

14.12　

六
〇
四
頁　

八
〇
〇
〇
円

●3　

愛
の
完
結
／
異
郷
の
道
化
師

解
説
＝
堀
江
敏
幸

ア
メ
リ
カ
滞
在
、
夫
婦
の
セ
ッ
ク
ス
を
め
ぐ
る
考
察
を
経
て
、
新
た
な
段
階
へ
と
突
入
す
る

小
島
信
夫
の
小
説
世
界
。
生
／
性
と
死
が
交
錯
す
る
謎
め
い
た
名
篇
「
愛
の
完
結
」、
姦
通

と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
男
と
女
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
迫
る
「
黒
い
炎
」「
神
の
あ
や
ま
ち
」

な
ど
全
二
〇
篇
を
収
録
（
一
九
五
六
―
五
九
）。 

14.12　

五
九
七
頁　

八
〇
〇
〇
円
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小
島
信
夫
短
篇
集
成

●8　

暮
坂
／
こ
よ
な
く
愛
し
た

解
説
＝
千
野
帽
子

家
族
と
は
、信
仰
と
は
、記
憶
と
は
、そ
し
て
〈
書
く
こ
と
〉
と
は
何
な
の
か
…
…
？　

大
正
、

昭
和
、
平
成
を
生
き
た
小
説
家
の
最
晩
年
、
創
作
と
現
実
の
あ
わ
い
を
揺
蕩
い
な
が
ら
綴
ら

れ
た
、
文
学
の
新
し
い
地
平
を
指
し
示
す
異
色
の
短
篇
群
二
七
篇
を
収
め
る
（
一
九
九
〇
―

二
〇
〇
四
）。 

14.11　

六
〇
四
頁　

八
〇
〇
〇
円

 

全
巻
完
結　

全
八
冊
セ
ッ
ト
定
価
六
〇
、〇
〇
〇
円
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小
島
信
夫
批
評
集
成

●4　

私
の
作
家
遍
歴
Ⅰ

解
説
＝
保
坂
和
志

小
泉
八
雲
の
来
日
を
契
機
と
し
て
、
古
今
東
西
の
文
学
者
た
ち
を
遍
歴
す
る
出
色
の
長
篇
評

論
が
こ
こ
に
開
始
さ
れ
る
。
八
雲
と
同
時
代
に
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
は
、
何
を
見
、
何
を

考
え
た
の
か
。
彼
ら
が
共
通
に
抱
い
た
問
い
を
掘
り
下
げ
、
人
間
の
あ
り
方
を
探
究
す
る
不

朽
の
名
著
（1980

）。
第
十
三
回
日
本
文
学
大
賞
受
賞
。 

10.12　

四
一
八
頁　

六
〇
〇
〇
円

●5　

私
の
作
家
遍
歴
Ⅱ

解
説
＝
宇
野
邦
一

稀
代
の
作
家
に
よ
る
「
遍
歴
」
の
続
篇
。
東
京
大
学
に
お
け
る
小
泉
八
雲
の
最
後
の
講
義
を

き
っ
か
け
に
、
芸
術
に
お
け
る
恋
愛
や
人
生
に
つ
い
て
大
胆
に
、
そ
し
て
奔
放
に
語
り
つ
く

す
。
迂
回
や
逸
脱
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
全
篇
に
わ
た
っ
て
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
を

詳
細
に
検
討
す
る
珠
玉
の
一
冊
（1980

）。 
11.1　

四
六
四
頁　

六
〇
〇
〇
円

●6　

私
の
作
家
遍
歴
Ⅲ

解
説
＝
阿
部
公
彦

「
遍
歴
」
は
つ
い
に
ト
ル
ス
ト
イ
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
か
ら
、
農
奴
や
奴
隷
の
問
題
へ
、

そ
し
て
奴
隷
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
寓
話
を
語
り
始
め
た
イ
ソ
ッ
プ
に
ま
で
及
ぶ
。
寓

話
の
動
物
た
ち
の
よ
う
に
、
お
互
い
を
圧
倒
し
合
う
ロ
シ
ア
文
学
の
登
場
人
物
た
ち
。
小
説

の
方
法
に
肉
薄
す
る
三
部
作
の
完
結
篇
（1981

）。 
11.2　

四
七
六
頁　

六
〇
〇
〇
円

●7　

そ
ん
な
に
沢
山
の
ト
ラン
ク
を

解
説
＝
堀
江
敏
幸

「
小
説
の
よ
う
に
論
じ
る
」著
者
の
本
領
が
発
揮
さ
れ
た
、後
の『
作
家
遍
歴
』に
つ
な
が
る『
そ

ん
な
に
沢
山
の
ト
ラ
ン
ク
を
』（1982

）。
忘
れ
ら
れ
て
い
た
俳
人
を
現
代
に
甦
ら
せ
る
『
原

石
鼎
』（1990

）。
美
術
と
い
う
領
域
に
同
時
代
の
生
き
様
を
探
る『
Ｘ
氏
と
の
対
話
』（1997

）。

晩
年
な
お
躍
動
す
る
批
評
精
神
の
精
華
。 

11.6　

七
三
九
頁　

九
〇
〇
〇
円

小
島
信
夫
批
評
集
成編

集
＝
千
石
英
世
＋
中
村
邦
生
＋
山
崎
勉

目
覚
し
い
小
説
の
み
な
ら
ず
、〈
柔
軟
な
思
考
と
融
通
無
碍
な
文
体
、
そ
し
て
生
き
生
き
と

し
た
行
論
〉
に
よ
る
特
異
な
批
評
の
書
き
手
で
も
あ
っ
た
小
島
信
夫
の
、
生
前
に
刊
行
さ
れ

た
す
べ
て
の
批
評
作
品
を
八
巻
に
集
成
す
る
。
小
社
創
立
三
十
周
年
記
念
出
版
。

 

内
容
見
本
呈　

Ａ
５
判
上
製

●1　

現
代
文
学
の
進
退

解
説
＝
中
村
邦
生

世
界
／
日
本
の
様
々
な
作
家
と
作
品
を
具
体
的
に
論
じ
つ
つ
、
現
代
文
学
の
方
法
論
に
迫
る

『
小
島
信
夫
文
学
論
集
』（1966

）。
現
代
文
学
論
、
作
家
論
（
漱
石
、
秋
声
、
独
歩
ら
）、
文

芸
時
評
な
ど
、
批
評
の
可
能
性
を
問
う
『
現
代
文
学
の
進
退
』（1970

）。
後
の
優
れ
た
長
篇

評
論
の
出
現
を
予
感
さ
せ
る
最
初
期
の
二
冊
を
収
録
。 

11.4　

六
四
二
頁　

八
〇
〇
〇
円

●2　

変
幻
自
在
の
人
間

解
説
＝
都
甲
幸
治

小
説
家
と
し
て
の
日
常
か
ら
、
夫
婦
関
係
や
性
を
論
じ
る
『
小
説
家
の
日
々
』（1971

）。
古

今
東
西
の
作
家
、文
学
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
と
時
評
を
収
録
し
た
『
文
学
断
章
』（1972

）。

美
術
、
演
劇
な
ど
、
芸
術
表
現
に
つ
い
て
の
批
評
を
収
め
た
『
変
幻
自
在
の
人
間
』（1971
）。

作
家
の
本
音
と
肉
声
に
あ
ふ
れ
る
三
冊
を
収
録
。 

11.5　

八
〇
七
頁　
一
〇
〇
〇
〇
円

●3　

私
の
作
家
評
伝（
全
）

解
説
＝
千
石
英
世

「
先
人
の
歩
ん
だ
道
は
、
私
ら
の
血
の
中
に
色
こ
く
あ
と
を
と
ど
め
て
い
る
」
と
述
べ
る
著

者
が
時
代
の
ベ
ー
ル
を
は
ぎ
な
が
ら
、
歴
史
を
生
き
た
文
学
者
と
併
走
す
る
。
森
田
草
平
、

徳
田
秋
声
、
夏
目
漱
石
、
森
鷗
外
、
島
崎
藤
村
、
二
葉
亭
四
迷
、
石
川
啄
木
、
泉
鏡
花
等
を

論
じ
る
（1972-75

）。
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
受
賞
。 

11.3　

五
五
七
頁　

七
〇
〇
〇
円



85

小
島
信
夫
批
評
集
成

小
島
信
夫
の
文
法

青
木
健

現
実
の
渕
か
ら
生
の
深
奥
へ
と
錘
鉛
を
下
ろ
す
代
表
作
『
抱
擁
家
族
』
を
読
み
ほ
ど
く
評
論
、

と
も
に
過
ご
し
た
日
々
、
小
説
の
胎
動
を
秘
め
た
言
葉
の
数
々
を
振
り
返
る
エ
ッ
セ
イ
、
さ

ら
に
は
発
掘
対
談
を
収
め
、
小
島
信
夫
文
学
の
沃
野
を
見
は
る
か
す
。

 
17.11　

四
六
判
二
〇
七
頁　

二
五
〇
〇
円

小
島
信
夫
の
読
ん
だ
本 

小
島
信
夫
文
庫
蔵
書
目
録

昭
和
女
子
大
学
図
書
館
編

不
世
出
の
小
説
家
が
最
後
ま
で
架
蔵
し
て
い
た
蔵
書
三
千
余
冊
が
昭
和
女
子
大
学
に
寄
贈
さ

れ
た
。
小
島
信
夫
自
身
に
よ
る
様
々
な
書
き
込
み
を
含
む
昭
和
女
子
大
学〈
小
島
信
夫
文
庫
〉

の
全
貌
。
テ
キ
ス
ト
＝
坂
東
真
理
子
、
柿
谷
浩
一
、
中
村
邦
生
、
千
石
英
世
、
平
井
杏
子
、

中
西
裕
、
太
田
鈴
子
。 

12.5　

Ａ
４
判
一一
七
頁　

五
〇
〇
〇
円

小
島
信
夫
の
書
き
込
み
本
を
読
む 

小
島
信
夫
文
庫
関

係
資
料
目
録 

昭
和
女
子
大
学
図
書
館
編

作
家
の
旧
蔵
書
の
他
に
、
筐
底
に
秘
さ
れ
て
き
た
草
稿
や
創
作
ノ
ー
ト
、
メ
モ
、
日
記
等
の

諸
資
料
、一
五
〇
〇
点
以
上
を
収
蔵
す
る
昭
和
女
子
大
学
の〈
小
島
文
庫
〉の
諸
資
料
の
目
録
。

テ
キ
ス
ト
＝
江
口
雄
輔
、
中
西
裕
、
平
井
杏
子
、
太
田
鈴
子
、
近
藤
耕
人
、
竜
野
連
、
中
村

邦
生
、
千
石
英
世
、
柿
谷
浩
一
、
猪
俣
和
也
。 

13.3　

Ａ
４
判
一
〇
九
頁　

五
〇
〇
〇
円

●8　

漱
石
を
読
む

解
説
＝
千
野
帽
子　
年
譜
・
書
誌
＝
柿
谷
浩
一

『
明
暗
』
の
女
性
の
い
い
し
れ
ぬ
エ
ロ
ス
と
は
何
な
の
か
。
夏
目
漱
石
の
作
品
が
先
取
り
し

て
い
る
日
本
文
学
の
可
能
性
と
そ
の
未
来
を
掘
り
起
こ
す
。
漱
石
と
秋
声
と
い
う
対
照
的
な

二
人
の
作
家
が
、
著
者
の
手
に
よ
っ
て
架
橋
さ
れ
、
変
容
す
る
。
著
者
最
晩
年
の
傑
作
長
篇

評
論
（1993

）。
詳
細
な
年
譜
・
著
作
一
覧
を
付
す
。 

10.11　

六
七
九
頁　

八
〇
〇
〇
円

全
巻
完
結　

全
八
冊
セ
ッ
ト
定
価
六
〇
、〇
〇
〇
円

小
島
信
夫
関
連
書

運
命
の
謎 

小
島
信
夫
と
私

三
浦
清
宏

小
説
家
・
小
島
信
夫
の
導
き
に
よ
っ
て
文
学
と
生
き
方
に
目
覚
め
た
著
者
が
、
高
度
成
長
期

の
活
況
、
小
島
と
の
出
会
い
と
居
候
生
活
、
小
島
文
学
誕
生
の
舞
台
裏
、
み
ず
か
ら
の
文
学

修
行
と
見
え
な
い
世
界
へ
の
関
心
、
そ
し
て
「
長
男
の
出
家
」
で
の
芥
川
賞
受
賞
に
い
た
る

〈
出
来
の
悪
い
弟
子
〉
の
道
程
を
克
明
に
語
る
。 

21.9　

四
六
判
二
七
〇
頁　

二
五
〇
〇
円



86

ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ヘン
リ
ー・ミ
ラ
ー・コレクション

編
集
＝
飛
田
茂
雄
＋
本
田
康
典
＋
松
田
憲
次
郎

性
解
放
へ
の
企
て
と
暴
力
的
な
ま
で
に
虚
飾
を
排
し
た
挑
戦
的
な
文
体
に
よ
っ
て
、
世
界
の

文
学
界
に
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
た
ミ
ラ
ー
は
今
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ

や
ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
エ
リ
ク
ソ
ン
等
に
よ
っ
て
新
し
く
読
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
に
お

け
る
ミ
ラ
ー
像
を
一
新
す
る
、
全
巻
新
訳
に
よ
る
新
選
集
。 

内
容
見
本
呈　

四
六
判
上
製

●1　

北
回
帰
線

本
田
康
典
訳

一
九
三
〇
年
代
、
パ
リ
で
貧
困
の
ど
ん
底
に
あ
っ
て
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
影
響
を
う
け
つ

つ
、
伝
統
的
小
説
の
「
人
工
性
と
欺
瞞
と
を
」
片
っ
端
か
ら
た
た
き
潰
し
た
、
二
十
世
紀
前

半
の
英
米
小
説
界
を
震
撼
さ
せ
た
最
大
の
伝
説
的
話
題
作
。

 

三
三
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

●2　

南
回
帰
線

松
田
憲
次
郎
訳

《
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
す
べ
て
実
際
に
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
だ
。》
著
者
の
パ
リ
時
代
を
描
い

た
前
作
に
つ
づ
き
、そ
れ
以
前
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
出
来
事
を
描
き
な
が
ら
、フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
と
自
伝
の
境
界
線
を
無
化
し
よ
う
と
す
る
、早
過
ぎ
た
《
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
》
的
自
伝
小
説
。

 

三
八
八
頁　

三
八
〇
〇
円

●3　

黒い
春

山
崎
勉
訳

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
底
辺
の
人
々
の
幸
と
不
幸
、
希
望
と
絶
望
、
愛
と
憎
悪
、
優
し
さ
と
残
酷

さ
、
猥
雑
さ
、
無
頓
着
、
激
情
、
呪
詛
、
狂
気
、
そ
し
て
純
真
さ
へ
の
パ
セ
テ
ィ
ッ
ク
な
オ

マ
ー
ジ
ュ
。
十
短
篇
に
よ
っ
て
緊
密
に
構
成
さ
れ
た
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
影
響
の
も
っ

と
も
色
濃
い
、
想
像
力
の
可
能
性
の
果
て
へ
の
旅
。 

二
五
四
頁　

二
五
〇
〇
円

●4　

ク
リシ
ーの
静
か
な
日
々

小
林
美
智
代
＋
田
澤
晴
海
＋
飛
田
茂
雄
訳

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
し
て
書
か
れ
た
著
者
の
面
目
躍
如
た
る
表
題
作
を
は
じ
め
、「
マ
ッ

ク
ス
」「
初
恋
」
等
、初
期
か
ら
晩
年
に
至
る
猥
雑
に
し
て
詩
的
な
七
短
篇
を
集
成
す
る
。「
ヘ

ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
の
文
章
に
は
、一
切
の
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。」（
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
）

 

二
五
二
頁　

二
五
〇
〇
円

●5　
マル
ーシの
巨
像

金
澤
智
訳

第
二
次
世
界
大
戦
の
直
前
、
ギ
リ
シ
ャ
を
訪
れ
た
著
者
は
そ
こ
に
今
や
現
代
社
会
か
ら
は
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
混
沌
と
情
熱
、
神
性
と
永
遠
を
見
出
す
。
現
代
文
明
へ
の
痛
烈
な
批
判
と

独
特
の
詩
情
が
全
編
に
迸
る
無
頼
の
紀
行
文
学
。「
ミ
ラ
ー
の
最
良
の
作
品
、そ
れ
は『
マ
ル
ー

シ
』
だ
。」（
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ソ
レ
ル
ス
） 

二
四
八
頁　

二
五
〇
〇
円

●6　

セ
ク
サス 

薔
薇
色
の
十
字
架
刑 

Ⅰ

井
上
健
訳

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
電
信
会
社
に
勤
め
る
主
人
公
は
、
マ
ー
ラ
と
い
う
名
の
セ
ク
シ
ー
な
ダ
ン

サ
ー
と
恋
に
落
ち
る
。「
芸
術
家
の
女
神
」
と
の
運
命
的
な
出
会
い
、
そ
し
て
大
胆
な
性
描

写
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
死
と
再
生
の
磔
刑
の
ド
ラ
マ
。
自
伝
的
長
編
三
部
作
の
第
一
弾
。
本

邦
初
の
完
訳
版
。 

10.2　

五
九
九
頁　

五
〇
〇
〇
円

●7　

プレク
サス 

薔
薇
色
の
十
字
架
刑 

Ⅱ

武
舎
る
み
訳

晴
れ
て
正
式
に
結
婚
し
た
ふ
た
り
の
蜜
月
は
、
度
重
な
る
激
突
と
生
活
苦
と
に
よ
っ
て
、
破

局
へ
向
か
っ
て
い
く
…
…
巷
の
語
り
部
ミ
ラ
ー
が
「
運
命
の
女
」
と
の
情
熱
と
苦
悩
に
満
ち

た
結
婚
生
活
を
振
り
返
り
、猥
雑
、饒
舌
、エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
語
り
つ
く
す
「
あ
の
三
年
」。

 
10.2　

六
五
一
頁　

五
〇
〇
〇
円
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ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

第
二
期

●11　

母

小
林
美
智
代
訳

ア
メ
リ
カ
で
の
作
家
修
業
時
代
に
書
か
れ
た「
エ
ヴ
ァ
グ
レ
ー
ス
へ
」や
最
晩
年
の「
母
」「
中

国
」
な
ど
、
初
期
か
ら
最
晩
年
ま
で
の
、
中
・
短
篇
五
作
品
を
収
録
。
年
齢
を
重
ね
る
に
つ

れ
次
第
に
円
熟
し
て
い
く
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
の
実
像
を
彷
彿
と
さ
せ
る
中
・
短
篇
集
。

13.12　

三
一
二
頁　

三
〇
〇
〇
円

●12　

冷
暖
房
完
備
の
悪
夢

金
澤
智
訳

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
悪
夢
と
は
、
悪
夢
の
な
か
で
さ
え
エ
ア
コ
ン
が
き
い
て
快
適
だ
と
い

う
こ
と
だ
…
…
。「
豊
か
な
国
」
ア
メ
リ
カ
の
虚
妄
の
繁
栄
を
暴
き
、
現
代
文
明
の
行
く

末
を
予
見
す
る
、
世
紀
を
超
え
て
読
み
継
が
れ
る
ア
メ
リ
カ
文
明
批
判
の
書
。

 
19.10　

三
一一
頁　

三
一
〇
〇
円

●13　

わ
が
生
涯
の
書
物

野
平
宗
弘
＋
佐
藤
亨
＋
河
野
賢
司
他
訳

書
物
と
の
出
会
い
は
現
実
の
世
界
に
お
け
る
人
間
と
の
出
会
い
と
等
し
い
、
な
い
し
は
そ
れ

以
上
の
も
の
で
あ
る
。ミ
ラ
ー
の
文
学
と
人
生
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
書
物
に
つ
い
て
、

ミ
ラ
ー
自
身
が
詳
述
す
る
。
巻
末
に
、
一
九
五
〇
年
に
ミ
ラ
ー
自
身
が
作
成
し
た
千
点
に
お

よ
ぶ
読
書
目
録
を
掲
載
す
る
。 

14.12　

五
七
六
頁　

五
〇
〇
〇
円

●8　

ネ
ク
サス 

薔
薇
色
の
十
字
架
刑 

Ⅲ

田
澤
晴
海
訳

作
家
志
望
の
主
人
公
は
最
愛
の
妻
モ
ー
ナ
と
同
性
愛
の
女
性
画
家
ス
テ
イ
シ
ャ
と
の
奇
妙
な

共
同
生
活
を
営
み
な
が
ら
、
雄
大
な
構
想
の
小
説
を
書
き
続
け
て
ゆ
く
。
若
き
ミ
ラ
ー
が
初

め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
旅
立
つ
直
前
の
一
九
二
七
年
を
背
景
に
し
た
自
伝
的
長
編
三
部
作
完
結

篇
。 

10.6　

四
五
九
頁　

四
五
〇
〇
円

●9　

迷
宮
の
作
家
た
ち

木
村
公
一
訳

作
家
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
読
書
家
と
し
て
も
偉
大
だ
っ
た
著
者
が
愛
す
る
七
人
の
文
学

者
た
ち
（
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
ラ
ン
ボ
ー
、
ハ
ガ
ー
ド
、
ロ
レ
ン
ス
、
ソ
ロ
ー
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
）
に
つ
い
て
論
じ
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
《
神
秘
》、
ロ
レ
ン
ス
の
《
性
》、
そ

し
て
考
察
は
芸
術
、
人
生
、
世
界
観
に
ま
で
及
ぶ
。 

三
〇
三
頁　

二
八
〇
〇
円

●10　

殺
人
者
を
殺
せ

金
澤
智
＋
飛
田
茂
雄
＋
菅
原
聖
喜
訳

エ
ロ
チ
ッ
ク
な
描
写
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
人
物
風
刺
、
哲
学
的
瞑
想
、
痛
烈
な
現
代
文
明
批
判

へ
と
、自
由
自
在
に
変
幻
す
る
文
章
の
魔
術
！　

二
十
世
紀
の
文
学
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、

文
学
の
光
景
を
一
新
し
た
著
者
の
代
表
的
な
エ
ッ
セ
イ
と
書
簡
、
七
編
を
収
録
。

 

二
五
七
頁　

二
五
〇
〇
円

 

第
一
期
全
十
巻
完
結　

全
十
冊
セ
ッ
ト
定
価
三
四
、一
〇
〇
円
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ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
関
連
書

ヘン
リ
ー・ミ
ラ
ーの
八
人
目
の
妻

ホ
キ
徳
田

文
豪
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
の
最
後
の
妻
が
、
一
九
六
〇
、七
〇
年
代
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
駆

け
巡
る
！　

自
由
人
ミ
ラ
ー
の
私
生
活
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
古
き
良
き
時
代
、
そ
し
て
ナ
イ
ト

ク
ラ
ブ
開
店
騒
動
を
描
く
ド
タ
バ
タ
・
エ
ッ
セ
ー
集
。13.12　

四
六
判
四
一
六
頁　

三
二
〇
〇
円

この
世
で一番
幸
せ
な
男

Ｍ
・
Ｖ
・
デ
ィ
ア
ボ
ー
ン　

室
岡
博
訳

《
金
も
な
い
資
力
も
な
い
希
望
と
て
も
な
い
が
、
私
は
こ
の
世
で
最
高
に
幸
せ
な
人
間
だ
。》

セ
ッ
ク
ス
と
自
由
と
書
物
を
崇
め
、《
奔
放
な
生
》
を
生
き
抜
い
た
文
学
の
異
端
児
の
人
生

の
光
と
影
。
厖
大
な
資
料
を
駆
使
し
な
が
ら
等
身
大
の
ミ
ラ
ー
を
甦
ら
せ
る
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
批
評
家
に
よ
る
辛
辣
な
評
伝
。 

四
六
判
四
七
八
頁
＋
別
丁
図
版
一
六
頁　

四
五
〇
〇
円

回
想
す
るヘン
リ
ー・ミ
ラ
ー

ト
ゥ
イ
ン
カ
・
ス
ィ
ー
ボ
ー
ド
編　

本
田
康
典
＋
小
林
美
智
代
＋
泉
沢
み
ゆ
き
訳

〈
人
生
に
お
い
て
起
こ
る
す
べ
て
を
信
じ
る
の
だ
。〉思
い
出
と
信
念
、そ
し
て
未
来
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
…
…
老
境
の
ミ
ラ
ー
が
老
若
、
男
女
、
有
名
無
名
の
さ
ま
ざ
ま
な
来
客
た
ち
を
楽
し

ま
せ
た
、
無
類
の
テ
ー
ブ
ル
・
ト
ー
ク
。

 

四
六
判
二
二
〇
頁　

二
〇
〇
〇
円

●14　

友
だ
ちの
本

中
村
亨
＋
本
田
康
典
＋
鈴
木
章
能
訳

晩
年
の
ミ
ラ
ー
が
失
明
に
近
い
状
態
に
あ
り
な
が
ら
執
筆
を
急
い
だ
『
友
だ
ち
の
本
』『
ぼ
く

の
自
転
車
、
そ
の
ほ
か
の
友
だ
ち
』『
ジ
ョ
ー
イ
、わ
が
人
生
に
お
け
る
ほ
か
の
女
性
た
ち
』
は

没
後
七
年
目
に
し
て
、『
友
だ
ち
の
本　
三
部
作
』と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
友
だ
ち
の
お
か
げ
で

生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
と
語
る
ミ
ラ
ー
の
回
想
録
。 

14.2　

三
九
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

●15　

三
島
由
紀
夫
の
死

松
田
憲
次
郎
＋
小
林
美
智
代
＋
萩
野
亮
＋
野
平
宗
広
訳

ブ
ニ
ュ
エ
ル
を
称
賛
す
る
「
黄
金
時
代
」、
ブ
ラ
ッ
サ
イ
を
語
る
「
パ
リ
の
眼
」、
三
島
由
紀

夫
自
決
の
翌
年
に
発
表
さ
れ
た
出
色
の
日
本
人
論
と
い
え
る
「
三
島
由
紀
夫
の
死
」
を
は
じ

め
一
〇
編
の
エ
ッ
セ
イ
を
収
録
。

 
17.12　

二
四
六
頁　

二
八
〇
〇
円

●16　

対
話
／
イン
タ
ヴュー
集
成

松
田
憲
次
郎
＋
泉
澤
み
ゆ
き
＋
中
村
亨
＋
鈴
木
章
能
訳

一
九
五
〇
年
代
か
ら
最
晩
年
ま
で
の
対
話
と
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
集
成
す
る
。ミ
ラ
ー
が
自
ら
の
創

作
、文
学
的
系
譜
、猥
褻
性
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ
で
の
生
活
、友
人
や
愛
し
た
女
性
と
の
関
係
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
縦
横
に
語
り
な
が
ら
、座
談
家
と
し
て
の
魅
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
、ミ

ラ
ー
自
身
と
彼
の
文
学
を
理
解
す
る
上
で
の
第
一
級
の
一
冊
。 

16.11　

二
八
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

 

第
二
期
全
六
巻
完
結　

全
六
冊
セ
ッ
ト
定
価
二
〇
、九
〇
〇
円
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ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ミ
ラ
ー
さ
ん
と
ピン
チョン
さ
ん

レ
オ
ポ
ル
ト
・
マ
ウ
ラ
ー　

波
戸
岡
景
太
訳

野
暮
っ
た
い
測
量
器
具
を
片
手
に
荒
野
を
ゆ
く
二
人
の
中
年
男
、
そ
の
名
も
ミ
ラ
ー
と
ピ
ン

チ
ョ
ン
。
く
し
く
も
現
代
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
作
家
と
同
じ
姓
を
も
つ
、
彼
ら
の
ゆ
く
手

に
待
ち
受
け
る
の
は
、
女
、
ワ
ニ
、
奇
蹟
、
金
星
、
そ
し
て
オ
オ
カ
ミ
少
年
…
…
？　

ウ
ィ
ー

ン
発
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
。 

13.5　

Ａ
５
判
並
製
一
八
二
頁　
一
五
〇
〇
円

『
北
回
帰
線
』物
語 

パ
リ
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
と
そ
の
仲

間
た
ち 

本
田
康
典

『
北
回
帰
線
』
の
構
想
か
ら
誕
生
に
ま
つ
わ
る
謎
を
、そ
し
て
ブ
ラ
ッ
サ
イ
、ル
イ
ス
・
ブ
ニ
ュ

エ
ル
、
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
、
バ
ー
ニ
ー
・
ロ
セ
ッ
ト
ら
と
の
交
友
を
軸
に
、
ア
メ
リ
カ
で

の
発
禁
本
が
い
か
に
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
っ
た
か
を
縦
横
に
綴
る〈
書
物
〉

の
伝
記
。 

18.2　

四
六
判
四
八
六
頁　

四
五
〇
〇
円

ヘン
リ
ー・ミ
ラ
ー
を
読
む

本
田
康
典
＋
松
田
憲
次
郎
編

『
北
回
帰
線
』
に
よ
っ
て
全
世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
ミ
ラ
ー
を
、同
時
代
（
ロ
レ
ン
ス
、ジ
ョ
イ
ス
、

ニ
ン
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
）
の
文
脈
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
今
日
的
意
味
を

問
う
。
執
筆
＝
金
澤
智
＋
Ｊ
・
Ｍ
・
デ
ッ
カ
ー
＋
三
宅
あ
つ
子
＋
中
村
亨
＋
木
村
公
一
＋
Ｂ
・
Ｗ
・

リ
ー
＋
大
石
健
太
郎
＋
野
平
宗
弘
＋
Ｋ
・
バ
ー
チ
ェ
ル 

四
六
判
三
四
五
頁　

三
五
〇
〇
円

ヘン
リ
ー・ミ
ラ
ーの
文
学 

愛
の
欠
落
か
ら
追
求
へ小

林
美
智
代

二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
偉
大
な
反
骨
の
小
説
家
は
パ
ト
ス
の
知
を
伝
え
る
た
め
の
革
命
的

な
方
法
探
求
者
だ
っ
た
―
―
そ
の
主
要
作
品
の
表
現
と
形
式
を
考
察
し
、
ミ
ラ
ー
文
学
へ

の
新
た
な
理
解
を
提
示
す
る
。

 
10.7　

四
六
判
二
九
八
頁　

三
五
〇
〇
円



90

パ
ス
カ
ル
・
キ
ニ
ャ
ー
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

約
束
の
ない
絆

博
多
か
お
る
訳

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
海
岸
に
あ
る
洞
窟
で
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
は
世
界
初
の
カ
ラ
ー
写
真
を
つ

く
っ
た
。
同
じ
地
で
ク
レ
ー
ル
は
、幼
い
頃
の
ピ
ア
ノ
の
先
生
や
昔
の
恋
人
シ
モ
ン
、弟
ポ
ー

ル
ら
と
不
思
議
な
つ
な
が
り
を
生
き
、
原
初
の
海
の
光
に
浸
さ
れ
て
世
界
の
色
彩
を
見
い
だ

す
。
作
者
自
身
が
最
も
愛
す
る
と
い
う
美
し
い
小
説
。 

16.12　

二
五
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

ダンスの
起
源桑

田
光
平
＋
堀
切
克
洋
＋
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ヴ
ォ
ス
訳

失
わ
れ
た
ダ
ン
ス
を
求
め
て
、〈
子
殺
し
〉
の
イ
メ
ー
ジ
で
知
ら
れ
る
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の

「
メ
デ
ィ
ア
」
を
も
と
に
、
暗
黒
舞
踏
か
ら
、
誕
生
以
前
の
身
体
の
ダ
ン
ス
に
ま
で
遡
る
。

数
々
の
戯
曲
も
手
が
け
る
著
者
に
よ
る
、〈
わ
た
し
〉
な
ら
ざ
る
〈
わ
た
し
〉
の
身
体
の
回

復
を
目
指
す
闇
の
舞
踊
論
。 

21.12　

二
二
六
頁　

二
八
〇
〇
円

涙

博
多
か
お
る
訳

「
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
誓
い
」
に
立
ち
会
っ
た
年
代
記
作
者
ニ
タ
ー
ル
、
見
知
ら
ぬ
女
の
顔

を
探
し
求
め
彷
徨
す
る
ア
ル
ト
ニ
ッ
ド
。
反
復
す
る
誕
生
、
鏡
像
の
よ
う
な
双
子
。
カ
ロ
リ

ン
グ
朝
を
舞
台
に
、
史
実
と
虚
構
を
断
章
形
式
で
織
り
交
ぜ
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
起
源
に
肉
薄

す
る
謎
め
い
た
小
説
。 

18.5　
一
七
八
頁　

二
四
〇
〇
円

さ
ま
よ
え
る
影
た
ち 

最
後
の
王
国
①小

川
美
登
里
・
桑
田
光
平
訳

影
た
ち
―
―
死
者
た
ち
や
失
わ
れ
た
も
の
―
―
と
の
対
話
に
捧
げ
ら
れ
た
〈
最
後
の
王
国
〉

シ
リ
ー
ズ
第
一
作
。
か
つ
て
こ
の
世
に
生
き
た
人
々
の
熱
い
想
い
は
絵
画
や
文
学
作
品
の
中

に
い
ま
だ
そ
の
命
を
宿
し
続
け
る
。
キ
ニ
ャ
ー
ル
と
と
も
に
過
去
を
め
ぐ
る
旅
。

 
17.3　

二
〇
二
頁　

二
四
〇
〇
円

パス
カル・キニャール・コレクション

編
集
＝
小
川
美
登
里
＋
桑
田
光
平
＋
博
多
か
お
る

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
も
と
で
哲
学
を
学
ん
だ
思
想
家
で
あ
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
賞
を
受
賞
し
た
卓
越

し
た
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
で
も
あ
る
キ
ニ
ャ
ー
ル
の
、
本
邦
初
訳
の
小
説
作
品
、
そ
し
て
芸

術
全
体
に
も
造
詣
の
深
い
作
家
に
よ
る
音
楽
論
・
舞
踏
論
・
絵
画
論
等
を
集
成
し
、
そ
の
全

貌
を
明
ら
か
に
す
る
。 

内
容
見
本
呈　

四
六
判
上
製

音
楽
の
憎
し
み

博
多
か
お
る
訳

音
楽
は
そ
れ
を
誰
よ
り
愛
し
た
も
の
に
さ
え
、
憎
む
べ
き
も
の
に
な
る
―
―
死
や
苦
し
み
と

切
り
離
せ
な
い
音
楽
、
視
覚
の
よ
う
に
遮
る
こ
と
も
で
き
ず
強
制
的
に
人
を
服
従
さ
せ
る
リ

ズ
ム
。
見
る
こ
と
に
先
立
つ
聴
覚
を
捉
え
直
し
、
言
語
と
音
楽
の
関
係
を
探
り
な
が
ら
「
群

れ
を
率
い
る
音
楽
」
の
恐
怖
の
源
を
た
ど
る
音
楽
論
。 

19.6　

二
一
八
頁　

二
五
〇
〇
円

は
じ
ま
り
の
夜

大
池
惣
太
郎
訳

イ
メ
ー
ジ
と
は
な
に
か
。
人
は
誰
し
も
、彼
が
孕
ま
れ
た
場
面
に
は
〝
い
な
い
〞
存
在
で
あ
る
。

こ
の
不
在
の
場
面
が
人
間
に
と
っ
て
の
起
源
で
あ
り
、
人
は
不
在
の
場
面
を
生
涯
追
い
求
め

続
け
る
。
欲
望
が
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
、幻
想
的
な
場
面
を
創
造
す
る
。
夜
の
画
家
た
ち
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
作
品
た
ち
と
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
考
察
。 20.12　
二
四
六
頁　

二
五
〇
〇
円

謎

小
川
美
登
里
訳

世
界
の
民
話
蒐
集
家
で
も
あ
る
著
者
に
よ
る
物
語
は
、
ど
こ
か
不
気
味
で
な
つ
か
し
い
。
グ

リ
ム
童
話
を
彷
彿
と
さ
せ
る
『
エ
テ
ル
ル
ー
ド
と
ウ
ォ
ル
フ
ラ
ム
』、オ
イ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変

身
譚
』
に
着
想
を
得
た
『
失
わ
れ
た
声
』
ほ
か
、
珠
玉
の
六
篇
を
収
録
し
た
短
編
集
。

 
17.5　

二
一
四
頁　

二
四
〇
〇
円
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パ
ス
カ
ル
・
キ
ニ
ャ
ー
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

静
か
な
小
舟 

最
後
の
王
国
⑥

小
川
美
登
里
訳

か
つ
て
セ
ー
ヌ
河
を
往
復
す
る
運
搬
船
（
コ
ル
ベ
イ
ユ
）
が
あ
っ
た
。
実
母
か
ら
乳
母
へ
と

赤
子
を
運
ぶ
そ
の
船
は
、
現
在
の
霊
柩
車
（
コ
ル
ベ
イ
ヤ
ー
ル
）
の
語
源
と
な
っ
た
―
―
人

生
の
出
発
点
で
あ
る
「
誕
生
」
と
終
着
点
で
あ
る
「
死
」
を
足
が
か
り
に
、
変
容
し
つ
づ
け

る
「
個
」
の
可
能
性
を
描
く
、
新
た
な
小
説
論
。 

18.12　

二
六
四
頁　

二
五
〇
〇
円

落
馬
す
る
人
々 

最
後
の
王
国
⑦

小
川
美
登
里
訳

馬
が
嘶
き
、
手
綱
は
千
切
れ
、
地
面
に
た
た
き
つ
け
ら
れ
る
。
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
末
、

血
だ
ま
り
の
な
か
で
息
を
吹
き
返
し
た
人
間
が
み
た
世
界
。人
馬
一
体
の
命
運
を
転
覆
さ
せ
、

戦
争
／
平
和
、
動
物
／
人
間
、
言
語
／
イ
メ
ー
ジ
、
社
会
／
自
由
の
根
幹
を
問
い
、
起
源
を

生
き
直
す
た
め
の
忘
我
＝
脱
自
！ 

18.5　

三
三
五
頁　

三
〇
〇
〇
円

死
に
出
会
う
思
惟 

最
後
の
王
国
⑨

千
葉
文
夫
訳

『
黄
金
伝
説
』
や
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』、
ソ
ク
ラ
テ
ス
ほ
か
古
今
東
西
の
文
学
や
哲
学
を
逍

遥
し
、
独
自
の
声
で
紡
ぎ
出
す
思
考
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
。
生
と
死
の
あ
わ
い
を
さ
す
ら
う
、

キ
ニ
ャ
ー
ル
版
「
野
生
の
思
考
」。 

21.03　

二
二
二
頁　

二
八
〇
〇
円

 

全
巻
完
結　

全
十
四
冊
セ
ッ
ト
定
価
三
九
、〇
〇
〇
円

いに
し
えの
光 

最
後
の
王
国
②

小
川
美
登
里
訳

ふ
た
つ
の
時
間
―
―
一
方
で
流
れ
去
り
過
去
と
な
る
時
間
、
歴
史
や
文
化
、
習
慣
な
ど
の
系

譜
学
を
作
り
出
す
時
間
と
、
も
う
一
方
で
は
過
去
の
源
に
と
ど
ま
り
続
け
、
決
し
て
古
び
る

こ
と
の
な
い
永
遠
の
往
古
（
い
に
し
え
）
―
―
を
め
ぐ
る
哲
学
的
、
人
類
学
的
、
文
学
的
な

考
察
。 

16.12　

三
二
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

深
淵 

最
後
の
王
国
③

村
中
由
美
子
訳

〈
時
〉
に
は
、
過
去
／
現
在
／
未
来
は
な
く
、
失
わ
れ
た
時
／
差
し
迫
っ
た
時
し
か
な
い
。

時
間
＝
深
淵
と
い
う
命
題
を
め
ぐ
っ
て
、
音
楽
、
神
話
、
古
代
史
さ
ら
に
は
自
然
科
学
の
あ

わ
い
を
経
巡
り
、
性
・
言
語
・
時
間
…
…
つ
ね
に
二
極
に
引
き
裂
か
れ
続
け
る
も
の
た
ち
と

と
も
に
「
い
ま
を
生
き
る
」
こ
と
を
問
う
。 

22.01　

二
八
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円

楽
園
の
面
影 

最
後
の
王
国
④

小
川
美
登
里
訳

永
遠
を
喚
起
す
る
、誕
生
以
前
の
「
楽
園
」。
精
神
分
析
に
お
け
る
「
自
由
連
想
」
の
よ
う
に
、

複
数
の
深
淵
を
飛
び
越
え
な
が
ら
、
規
範
化
さ
れ
た
文
学
像
を
解
体
し
、
起
源
な
き
〈
文
学
〉

の
固
有
の
姿
を
想
像
／
創
造
す
る
。
生
に
刻
印
さ
れ
た
「
楽
園
」
の
痕
跡
を
た
ど
り
紡
が
れ

る
、
キ
ニ
ャ
ー
ル
版
『
枕
草
子
』。 

22.06　

三
一
五
頁　

三
五
〇
〇
円

もっと
も
猥
雑
な
も
の 

最
後
の
王
国
⑤

桑
田
光
平
訳

こ
の
世
で
行
き
場
を
失
い
、
遺
棄
さ
れ
た
「
猥
雑
な
も
の
」。
生
き
る
者
を
脅
か
し
畏
怖
の

念
を
引
き
起
こ
す
と
と
も
に
、言
語
以
前
、意
味
以
前
の
回
復
で
き
な
い
喪
失
と
し
て
の
「
最

初
の
王
国
」
＝
楽
園
へ
の
よ
す
が
と
も
な
る
、「
も
っ
と
も
猥
雑
な
も
の
」
が
集
積
さ
れ
た

ト
ポ
ス
に
つ
い
て
の
思
索
。 

22.06　

二
七
二
頁　

三
二
〇
〇
円



92

パ
ス
カ
ル
・
キ
ニ
ャ
ー
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

パ
ス
カ
ル
・
キ
ニ
ャ
ー
ル
関
連
書

ル・ア
ー
ヴル
か
ら
長
崎へパス

カ
ル
・
キ
ニ
ャ
ー
ル
＋
小
川
美
登
里

甚
大
な
戦
禍
を
被
っ
た
港
町
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
で
幼
年
期
を
過
ご
し
た
作
家
が
、
失
わ
れ
た
故

郷
を
皮
切
り
に
、
日
本
を
、
そ
し
て
長
崎
を
旅
す
る
。「
文
学
も
ま
た
、
破
壊
か
ら
生
み
出

さ
れ
た
目
も
眩
む
よ
う
な
道
程
で
あ
る
」
と
語
る
作
家
が
日
本
の
友
人
と
と
も
に
書
き
下
ろ

し
た
、〈
人
生
〉
と
い
う
旅
の
記
録
。 

21.09　

四
六
判
二
〇
七
頁　

二
五
〇
〇
円
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レ
ー
モ
ン
・
ク
ノ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

●4　

き
び
しい
冬

鈴
木
雅
生
訳

舞
台
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
、
地
方
都
市
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
。
戦
傷
の
た
め
前
線
か
ら
こ
の
町
に

や
っ
て
き
て
英
国
軍
と
の
連
絡
に
あ
た
っ
て
い
る
将
校
ル
ア
モ
ー
は
、
妻
を
亡
く
し
、
空
虚

な
日
々
を
送
っ
て
い
た
が
、あ
る
少
女
と
出
会
い
…
…
。
作
家
の
既
存
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
、

叙
情
的
な
作
品
。 

12.2　
一
六
三
頁　
一
八
〇
〇
円

●5　

わ
が
友
ピエロ

菅
野
昭
正
訳

遊
園
地《
ユ
ニ
・
パ
ー
ク
》で
働
く
こ
と
と
な
っ
た
ピ
エ
ロ
。
人
は
い
い
が
ど
じ
な
彼
は
、ひ
っ

そ
り
と
《
ユ
ニ
・
パ
ー
ク
》
に
隣
接
し
、
謎
の
王
国
ポ
ル
デ
ー
ヴ
の
王
子
が
ま
つ
ら
れ
て
い

る
と
い
う
礼
拝
堂
の
主
と
知
り
合
う
。
そ
ん
な
な
か
、《
ユ
ニ
・
パ
ー
ク
》
で
は
、
あ
る
事

件
が
巻
き
起
こ
り
…
…
。 

12.8　

二
六
七
頁　

二
五
〇
〇
円

●6　

ル
イユか
ら
遠
く
は
な
れ
て

三
ツ
堀
広
一
郎
訳

ボ
ク
シ
ン
グ
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
ロ
ー
マ
教
皇
、
巨
大
シ
ラ
ミ
の
研
究
者
…
…
あ
り
え

た
か
も
し
れ
な
い
無
数
の
人
生
を
夢
見
、
白
昼
夢
に
ふ
け
る
ジ
ャ
ッ
ク
。
あ
る
時
、
故
郷
の

ル
イ
ユ
を
飛
び
出
し
…
…
。
夢
と
現
実
が
交
錯
す
る
、
き
わ
め
て
凡
庸
で
き
わ
め
て
奇
想
天

外
な
冒
険
小
説
。 

12.1　

二
二
五
頁　

二
二
〇
〇
円

●7　

文
体
練
習

松
島
征
・
原
野
葉
子
・
福
田
裕
大
・
河
田
学
訳

あ
る
男
が
バ
ス
に
乗
り
、
若
い
男
と
口
論
に
な
り
、
二
時
間
後
、
別
の
場
所
で
先
ほ
ど
の
男

を
見
か
け
る
。た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
内
容
を「
隠
喩
的
に
」「
予
言
的
に
」「
ね
ち
ね
ち
口
調
で
」「
食

通
ス
タ
イ
ル
で
」
な
ど
、
九
十
九
通
り
の
楽
し
い
語
り
口
＝
文
体
で
遊
ぶ
、
エ
ー
コ
、
カ
ル

ヴ
ィ
ー
ノ
、
イ
ヨ
ネ
ス
コ
絶
賛
の
世
紀
の
奇
書
。 

12.9　

二
六
〇
頁　

二
二
〇
〇
円

レ
ーモン・クノ
ー・コレクション

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
か
ら
パ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
へ
、
そ
し
て
ウ
リ
ポ
の
創
設
へ
。〈
時
代
に
抗

し
て
生
き
た
破
格
の
存
在
〉
が
残
し
た
破
天
荒
な
小
説
作
品
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
十
三
巻
に
集

成
す
る
。

 

内
容
見
本
呈　

四
六
判
上
製

●1　

は
ま
む
ぎ

久
保
昭
博
訳

パ
リ
郊
外
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
小
市
民
た
ち
の
恋
愛
と
陰
謀
の
喜
劇
。
だ
が
突
如
勃

発
し
た
戦
争
は
、
小
説
の
時
空
間
を
奇
妙
に
ね
じ
曲
げ
…
…
。
バ
タ
イ
ユ
や
デ
ス
ノ
ス
が
こ

の
作
品
を
讃
え
ん
が
た
め
に
、
ド
ゥ
マ
ゴ
賞
を
創
設
し
た
と
い
う
、
実
験
と
遊
戯
に
満
ち
た

処
女
作
。 

12.6　

三
七
〇
頁　

三
二
〇
〇
円

●2　

最
後
の
日
々

宮
川
明
子
訳

冴
え
な
い
哲
学
専
攻
の
大
学
生
た
ち
、
カ
フ
ェ
に
通
う
老
人
た
ち
、
時
に
客
の
星
占
い
を
し

て
や
り
、
季
節
ご
と
に
通
り
過
ぎ
て
い
く
彼
ら
を
見
守
る
ウ
ェ
イ
タ
ー
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
。

彼
ら
の
最
後
の
日
々
を
描
き
な
が
ら
、第
二
次
世
界
大
戦
前
の
不
穏
な
パ
リ
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
、

初
々
し
い
自
伝
的
小
説
。 

11.11　

二
八
三
頁　

二
五
〇
〇
円

●3　

リモンの
子
供
た
ち

塩
塚
秀
一
郎
訳

実
在
の
〈
狂
人
〉
た
ち
を
テ
ー
マ
に
『
不
正
確
科
学
百
科
事
典
』
を
執
筆
す
る
シ
ャ
ン
ベ
ル

ナ
ッ
ク
氏
と
、
あ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
一
族
。
二
つ
の
世
界
が
交
差
し
、
突
飛
な
〈
狂
人
〉
た
ち

の
言
行
が
、
破
局
へ
向
か
う
時
代
の
空
気
を
照
ら
し
出
す
。
人
間
の
愚
か
さ
を
根
源
的
に
問

う
知
ら
れ
ざ
る
傑
作
。
第
二
十
回
日
仏
翻
訳
文
学
賞
受
賞
。 13.1　
三
九
五
頁　

三
二
〇
〇
円



94

レ
ー
モ
ン
・
ク
ノ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

●12　

青い
花

新
島
進
訳

十
三
世
紀
、
十
五
世
紀
、
十
七
世
紀
、
十
八
世
紀
に
姿
を
現
し
活
動
す
る
、
さ
な
が
ら
ド
ン
・

キ
ホ
ー
テ
の
よ
う
な
オ
ー
ジ
ュ
公
と
、
現
代
、
あ
る
年
の
河
岸
に
繋
が
れ
た
船
に
暮
ら
す

シ
ド
ロ
ラ
ン
の
運
命
が
交
錯
す
る
。
ど
ち
ら
が
夢
な
の
か
、あ
る
い
は
す
べ
て
が
夢
な
の
か
。

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
ク
ノ
ー
版
〈
胡
蝶
の
夢
〉。 

12.12　

三
二
二
頁　

三
〇
〇
〇
円

●13　

イ
カロスの
飛
行

石
川
清
子
訳

作
家
ユ
ー
ベ
ル
の
書
く
小
説
か
ら
、
主
人
公
イ
カ
ロ
ス
が
逃
げ
出
し
た
。
彼
を
探
す
た
め
に

雇
わ
れ
た
お
と
ぼ
け
探
偵
や
、
他
の
作
家
た
ち
の
本
か
ら
逃
げ
だ
し
た
登
場
人
物
た
ち
も
町

に
紛
れ
込
み
…
…
。見
る
も
の
な
す
こ
と
初
め
て
づ
く
し
の
パ
リ
の
町
で
、イ
カ
ロ
ス
を
待
っ

て
い
た
運
命
と
は
…
…
。 

12.10　

二
〇
三
頁　

二
〇
〇
〇
円

 

全
巻
完
結　

全
十
三
冊
セ
ッ
ト
定
価
三
三
、六
〇
〇
円

レ
ー
モ
ン
・
ク
ノ
ー
関
連
書

一〇
〇
兆
の
詩
篇レー

モ
ン
・
ク
ノ
ー　

塩
塚
秀
一
郎
・
久
保
昭
博
訳

一
日
中
、
一
年
三
六
五
日
読
み
続
け
て
も
、
読
了
に
は
二
億
年
か
か
る
！　

一
行
ず
つ
バ
ラ

バ
ラ
に
し
て
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
10
篇
の
14
行
詩
、
つ
ま
り
、10

14

＝100

兆
通

り
の
組
み
合
わ
せ
が
可
能
な
、
一
冊
あ
れ
ば
一
生
、
い
や
何
百
万
生
の
あ
い
だ
「
楽
し
め
る
」

こ
と
う
け
あ
い
の
伝
説
的
な
作
品
。 

13.7　

Ｂ
５
変
判
並
製
三
一
頁　

二
五
〇
〇
円

●8　

聖
グ
ラン
グ
ラン
祭

渡
邊
一
民
訳

全
く
雨
の
ふ
ら
な
い
〈
ふ
る
さ
と
の
都
〉
で
は
、
圧
倒
的
な
権
力
を
誇
る
市
長
ナ
ボ
ニ
ー
ド

の
も
と
、
恒
例
の
奇
祭
〈
聖
グ
ラ
ン
グ
ラ
ン
祭
〉
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
一
方
、
三
人
の

息
子
た
ち
に
よ
り
ナ
ボ
ニ
ー
ド
の
あ
る
陰
謀
が
明
ら
か
に
な
る
…
…
。
ジ
ョ
イ
ス
の
手
法
を

応
用
し
た
ク
ノ
ー
中
期
の
代
表
作
。 

11.10　

三
〇
五
頁　

二
八
〇
〇
円

●9　

人
生
の
日
曜
日

芳
川
泰
久
訳

人
は
い
い
が
、
ぱ
っ
と
し
な
い
二
等
兵
ブ
リ
ュ
は
、
オ
ー
ル
ド
ミ
ス
で
二
十
も
年
上
の
小
間

物
屋
ジ
ュ
リ
ア
に
見
初
め
ら
れ
、
結
婚
す
る
。
誰
と
で
も
す
ぐ
に
う
ち
解
け
親
密
に
な
れ
る

ブ
リ
ュ
だ
っ
た
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
で
妻
が
こ
っ
そ
り
や
っ
て
い
た
奇
妙
な
副
業
の
代
役
を

つ
と
め
る
羽
目
に
な
る
…
…
。 

12.3　

二
八
一
頁　

二
五
〇
〇
円

●10　

地
下
鉄
の
ザ
ジ

久
保
昭
博
訳

パ
リ
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
伯
父
さ
ん
に
預
け
ら
れ
た
少
女
ザ
ジ
。彼
女
の
願
い
は
た
っ
た
ひ
と
つ
、

地
下
鉄
に
乗
る
こ
と
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
ザ
ジ
だ
っ
た
が
、
あ
い
に
く
ス
ト
中
。
変
態

や
う
る
さ
い
未
亡
人
に
つ
き
ま
と
わ
れ
な
が
ら
、
活
気
あ
ふ
れ
る
パ
リ
を
駆
け
回
る
、
ザ
ジ

の
三
日
間
の
冒
険
。 

11.09　

二
三
一
頁　

二
二
〇
〇
円

●11　

サ
リ
ー・マー
ラ
全
集

中
島
万
紀
子
訳

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
少
女
サ
リ
ー
が
、
習
い
た
て
の
仏
語
で
書
い
た
奇
妙
な
作
品
か
ら

な
る
彼
女
の
〈
全
集
〉。
彼
女
の
初
恋
と
処
女
的
想
像
力
か
ら
な
る
性
の
探
求
日
記
、「
フ
ィ

ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
！
」
を
合
言
葉
に
郵
便
局
に
立
て
こ
も
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
闘
志
を

描
い
た
小
説
、
謎
の
性
愛
散
文
集
の
三
篇
を
収
録
。 

11.09　

四
五
九
頁　

三
五
〇
〇
円



95

レ
ー
モ
ン
・
ク
ノ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

レーモン・クノ
ー
伝

ミ
シ
ェ
ル
・
レ
キ
ュ
ル
ー
ル　

久
保
昭
博
・
中
島
万
紀
子
訳

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
影
響
を
受
け
た
青
年
期
か
ら
、
物
書
き
狂
人
の
研
究
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・

ド
・
パ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
へ
の
参
加
や
ウ
リ
ポ
の
創
設
な
ど
を
経
て
、
い
か
に
し
て
ク
ノ
ー
は

規
格
外
の
言
語
遊
戯
作
家
に
な
っ
た
の
か
。
伝
記
研
究
の
泰
斗
に
よ
る
、
決
定
版
評
伝
。

 
19.7　

Ａ
５
判
四
四
五
頁　

七
〇
〇
〇
円



96

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
セ
ガ
レ
ン
著
作
集

●4　

天
子［
小
説
］

黒
川
修
司
訳

押
し
寄
せ
る
西
欧
諸
国
、
守
旧
派
と
の
闘
争
と
挫
折
、
蟄
居
で
の
孤
独
な
生
活
…
…
、
十
九

世
紀
末
、中
国
の
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
た
光
緒
帝
の
人
生
を
、「
天
」と「
地
」の
媒
介
者
―
―「
天

の
子
」
に
よ
る
絶
対
の
探
求
と
多
様
性
の
統
一
を
求
め
る
生
の
実
験
と
し
て
、
現
実
と
想
像

を
巧
み
に
交
え
て
描
き
出
す
。 

三
一
五
頁　

四
〇
〇
〇
円

●5　

ル
ネ・レ
イス［
小
説
］

黒
川
修
司
訳

光
緒
帝
の
伝
記
を
書
こ
う
と
し
て
い
る
「
ぼ
く
」
に
中
国
語
の
家
庭
教
師
と
し
て
雇
わ
れ
、

紫
禁
城
内
部
に
つ
い
て
の
驚
く
べ
き
話
を
次
々
と
語
る
ベ
ル
ギ
ー
生
ま
れ
の
謎
の
男
ル
ネ
・

レ
イ
ス
。
彼
の
言
動
を
通
し
、
紫
禁
城
＝
神
秘
の
内
部
を
探
ろ
う
と
す
る
日
記
形
式
の
疑
似

探
偵
小
説
。 

三
二
六
頁　

四
五
〇
〇
円

●6　

碑
／
頌
／
チ
ベット［
韻
文
詩
］

有
田
忠
郎
訳

中
国
語
の
縦
書
き
の
碑
文
と
仏
語
の
横
書
き
の
テ
ク
ス
ト
、
そ
れ
ら
全
体
を
囲
む
黒
い
矩
形

の
枠
と
い
う
形
式
に
よ
る
、
ま
た
独
自
の
韻
律
法
に
よ
る
、
全
く
特
異
な
詩
集
「
碑
」
を
は

じ
め
、「
頌
」、「
チ
ベ
ッ
ト
」
の
三
詩
集
を
収
録
。
第
十
回
日
仏
翻
訳
文
学
賞
受
賞
。

二
分
冊
計
四
六
四
頁　

六
〇
〇
〇
円

●7　

絵
画
／
想
像
の
も
の
た
ち［
散
文
詩
・
短
編
小
説
・
エ

セ
ー
］ 

木
下
誠
訳

全
体
が
一
続
き
の「
香
具
師
の
口
上
」で
成
り
立
つ
特
異
な
散
文
詩
集「
絵
画
」。
言
葉
に
よ
っ

て
様
々
な
種
類
の
中
国
絵
画
を
現
出
さ
せ
、
同
時
に
そ
れ
ら
に
批
評
を
加
え
る
こ
と
で
、
絵

画
の
イ
メ
ー
ジ
と
意
味
を
無
限
に
増
殖
さ
せ
て
ゆ
く
こ
の
作
品
に
、「〈
神
秘
的
な
も
の
〉
に

関
す
る
試
論
」
な
ど
を
収
録
。 

六
三
八
頁　

八
〇
〇
〇
円

ヴィク
トル・セ
ガレン
著
作
集

編
集
＝
清
水
徹
＋
木
下
誠
＋
渡
辺
諒

二
十
世
紀
初
頭
、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
船
医
と
し
て
タ
ヒ
チ
、
セ
イ
ロ
ン
、
中
国
を
巡
り
、
他

者
の
文
化
と
の
衝
突
と
そ
こ
に
生
起
す
る
《
多
様
な
る
も
の
》
の
経
験
か
ら
、《
エ
グ
ゾ
テ
ィ

ス
ム
》
に
つ
い
て
追
求
し
つ
づ
け
た
希
有
な
作
家
の
多
岐
に
わ
た
る
作
品
群
を
総
合
的
に
紹

介
す
る
。 

内
容
見
本
呈　

Ａ
５
変
判
並
製
函
入

●1　

記
憶
な
き
民［
小
説
］

木
下
誠
訳

船
医
と
し
て
タ
ヒ
テ
ィ
に
滞
在
し
た
経
験
を
契
機
に
、
初
の
「
小
説
」
と
し
て
書
か
れ
た
マ

オ
リ
民
族
の
失
わ
れ
た
歴
史
。
十
八
世
紀
末
の
ク
ッ
ク
来
訪
以
降
の
マ
オ
リ
文
化
の
破
壊
と

「
文
明
化
」の
過
程
が
、キ
リ
ス
ト
教
へ
の
転
向
と
そ
れ
へ
の
抵
抗
の
物
語
と
し
て
語
ら
れ
る
。

 

五
三
〇
頁　

七
〇
〇
〇
円

●2　

ゴ
ー
ガン
を
讃
え
て
／
異
教
の
思
考［
評
論
・
短
編

小
説
・
日
記
］ 

丹
治
恆
次
郎
・
木
下
誠
訳

架
空
の
マ
オ
リ
人
が
文
明
人
を
論
難
す
る
哲
学
的
対
話
『
異
教
の
思
考
』、
偉
大
な
芸
術
家

の
運
命
を
描
い
た
小
伝
『
ゴ
ー
ガ
ン
を
讃
え
て
』、芸
術
家
が
世
を
導
く
創
世
譚
『
快
楽
の
師
』

な
ど
、
若
き
セ
ガ
レ
ン
が
ゴ
ー
ガ
ン
の
遺
作
に
触
発
さ
れ
独
自
の
エ
グ
ゾ
テ
ィ
ス
ム
を
開
花

さ
せ
た
作
品
群
（
小
説
、
評
論
、
旅
日
記
）
を
収
録
。 

21.6　

六
二
二
頁　
一
〇
〇
〇
〇
円

●3　

二
重
の
ラン
ボ
ー
／
オ
ル
フェウ
ス
王［
評
論
・
中
編

小
説
・
戯
曲
］ 

木
下
誠
訳

タ
ヒ
テ
ィ
か
ら
帰
国
後
、
中
国
に
向
か
う
ま
で
の
二
年
間
の
セ
ガ
レ
ン
の
思
考
の
軌
跡
。
文

学
と
旅
に
引
き
裂
か
れ
た
ラ
ン
ボ
ー
を
人
格
の
分
裂
（
ボ
ヴ
ァ
リ
ス
ム
）
の
理
論
に
よ
っ
て

論
じ
た「
二
重
の
ラ
ン
ボ
ー
」、ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
、オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
を
め
ぐ
る
戯
曲
、

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
と
の
往
復
書
簡
な
ど
を
収
録
。 

10.5　

六
九
九
頁　
一
〇
〇
〇
〇
円



97

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
セ
ガ
レ
ン
著
作
集

セ
ガ
レ
ン
関
連
書

ヴィク
トル・セ
ガレン
伝

ジ
ル
・
マ
ン
ス
ロ
ン　

木
下
誠
訳

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
か
ら
ポ
リ
ネ
シ
ア
へ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
と
ラ
ン
ボ
ー
の
経
験
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

と
の
共
作
、
中
国
の
旅
、〈
多
様
性
〉
の
美
学
と
し
て
の
〈
エ
グ
ゾ
テ
ィ
ス
ム
〉、
常
に
新
た

な
そ
の
作
品
…
…
時
代
に
先
駆
け
た
セ
ガ
レ
ン
の
生
＝
作
品
の
全
貌
！

 
14.3　

Ａ
５
判
上
製
六
九
三
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　
一
〇
〇
〇
〇
円

●8　

煉
瓦
と
瓦［
旅
日
記
］

渡
辺
諒
訳

中
国
奥
地
へ
と
向
か
う
日
々
―
―
黄
土
は
瞬
き
、
水
面
は
渦
巻
き
、
彫
像
は
語
ら
い
、
寺
院

は
天
を
突
く
。
た
え
ず
顕
現
す
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
後
年
の
傑
作
の
種
と
な
り
、
携
え
た
ノ
ー

ト
は
未
だ
見
ぬ
散
文
を
鍛
え
あ
げ
る
ア
ト
リ
エ
と
な
る
。
現
実
と
想
像
、
認
識
と
感
覚
、
瞬

間
と
持
続
が
混
淆
す
る
旅
日
記
。 

21.6　

三
四
五
頁　

五
五
〇
〇
円

 

全
巻
完
結　

全
八
冊
セ
ッ
ト
定
価
五
五
、〇
〇
〇
円
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バ
ル
ザ
ッ
ク
選
集

●3　

呪
わ
れ
た
子 

他

私
市
保
彦
・
加
藤
尚
宏
・
芳
川
泰
久
・
澤
田
肇
・
片
桐
祐
・
奥
田
恭
士
訳

貴
族
の
子
で
あ
り
な
が
ら
、
父
に
呪
わ
れ
て
海
辺
の
小
屋
に
暮
ら
す
少
年
、
母
の
愛
と
自
然

の
神
秘
に
育
ま
れ
た
こ
の
繊
細
な
魂
は
、
封
建
制
度
と
戦
乱
に
…
…
厖
大
な
《
人
間
喜
劇
》

か
ら
、
神
秘
に
彩
ら
れ
た
八
短
篇
を
集
成
す
る
。

 
07.7　

四
四
六
頁　

三
五
〇
〇
円

●4　
ユルシュール・ミルエ

加
藤
尚
宏
訳

〈
あ
ん
な
女
に
遺
産
を
と
ら
れ
て
た
ま
る
か
！
〉
裕
福
な
医
者
ミ
ノ
レ
と
そ
の
養
女
ユ
ル

シ
ュ
ー
ル
を
め
ぐ
っ
て
渦
巻
く
、
相
続
人
た
ち
の
悪
意
と
陰
謀
。〈
人
間
喜
劇
〉
ら
し
い
活

気
溢
れ
る
人
物
描
写
の
背
後
で
、
保
護
者
を
亡
く
し
た
娘
の
運
命
の
変
転
は
あ
の
謎
め
い
た

メ
ス
メ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
…
…
。 

07.6　

三
四
七
頁　

三
〇
〇
〇
円

●5　

動
物
寓
話
集 

他

私
市
保
彦
・
大
下
祥
枝
訳

何
と
滑
稽
な
人
間
ど
も
よ
！　

恋
す
る
牝
猫
、
旅
す
る
雀
、
お
し
ゃ
れ
な
ラ
イ
オ
ン
…
…
時

代
と
社
会
を
観
察
し
尽
く
し
た
辛
辣
な
一
大
風
俗
絵
巻
。
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
の
挿
絵
に
彩
ら
れ

た
表
題
作
に
、「
魔
王
の
喜
劇
」「
廃
兵
院
の
ド
ー
ム
」
を
収
録
し
、〈
諷
刺
と
諧
謔
の
作
家
〉

バ
ル
ザ
ッ
ク
に
光
を
あ
て
る
。
全
五
巻
、
完
結
！ 

07.10　

二
九
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

 

全
巻
完
結　

全
五
冊
セ
ッ
ト
定
価
一
六
、〇
〇
〇
円

バル
ザック
幻
想
・
怪
奇
小
説
選
集

編
集
＝
私
市
保
彦
＋
加
藤
尚
宏

《
人
間
喜
劇
》
で
知
ら
れ
る
、
未
来
の
大
小
説
家
の
出
発
点
と
な
っ
た
怪
奇
、
幻
想
、
ゴ
シ
ッ

ク
的
恐
怖
に
み
ち
た
流
行
小
説
群
を
五
巻
に
集
成
す
る
新
選
集
。 

知
ら
れ
ざ
る
バ
ル
ザ
ッ

ク
の
全
貌
を
あ
か
す
！　

全
篇
、
新
訳
。
本
邦
初
訳
、
多
数
。

 

内
容
見
本
呈　

四
六
判
上
製

●1　

百
歳
の
人
―
魔
術
師

私
市
保
彦
訳

夢
想
を
誘
う
七
月
の
真
夜
中
、
岩
山
の
懐
か
ら
は
煙
が
立
ち
上
り
、
父
親
思
い
の
娘
が
失
踪

す
る
。
若
き
天
才
ベ
ラ
ン
ゲ
ル
ト
将
軍
の
生
涯
に
つ
き
ま
と
う
不
気
味
な
老
人
、人
間
を「
束

の
間
の
生
の
子
ら
」
と
呼
ぶ
こ
の
老
人
が
姿
を
現
す
と
こ
ろ
、
不
可
解
な
事
件
が
…
…
。
バ

ル
ザ
ッ
ク
版
〈
放
浪
者
メ
ル
モ
ス
〉。 

07.4　

三
九
三
頁　

三
〇
〇
〇
円

●2　

ア
ネット
と
罪
人

私
市
保
彦
監
訳　

澤
田
肇
・
片
桐
祐
訳

す
べ
て
は
乗
合
馬
車
の
旅
か
ら
始
ま
っ
た
。
あ
の
金
曜
日
に
旅
立
ち
さ
え
し
な
け
れ
ば
…
…
。

し
か
し
、
す
で
に
ア
ネ
ッ
ト
の
運
命
は
、
一
人
の
男
に
愛
さ
れ
て
大
き
く
狂
い
始
め
て
い
る
。

運
命
の
警
告
に
怯
え
な
が
ら
も
、天
使
の
よ
う
な
少
女
は
破
滅
的
な
愛
へ
と
…
…
。バ
ル
ザ
ッ

ク
青
年
期
の
傑
作
盗
賊
小
説
。 

07.5　

四
六
〇
頁　

三
五
〇
〇
円
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バ
ル
ザ
ッ
ク
選
集

●4　

絶
対
の
探
求 

他 

︻
科
学
と
狂
気
︼篇

私
市
保
彦
訳

「
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
を
創
造
す
る
」
と
い
う
考
え
に
と
り
つ
か
れ
、
実
験
に
没
頭
す
る
男
。
妻
は
死
に
、

残
さ
れ
た
娘
が
と
っ
た
方
法
、
そ
し
て
男
の
行
き
着
い
た
果
て
と
は
…
…
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
な
ら
で

は
の
神
秘
的
科
学
観
か
ら
時
代
の
空
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
表
題
作
に
「
赤
い
宿
屋
」。
人
間

の
極
限
の
狂
気
を
描
く
二
篇
。 

10.12　

三
八
七
頁　

三
五
〇
〇
円

 

全
巻
完
結　

全
四
冊
セ
ッ
ト
定
価
一
三
、〇
〇
〇
円

バ
ル
ザ
ッ
ク
関
連
書

神
秘
の
書 

オ
ノ
レ
・
ド
・
バ
ル
ザ
ッ
ク

 

私
市
保
彦
＋
加
藤
尚
宏
＋
芳
川
泰
久
＋
大
須
賀
沙
織
訳

北
欧
の
神
秘
思
想
家
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
思
想
の
小
説
化
を
企
て
た
「
追
放
さ
れ
た
者

た
ち
」「
ル
イ
・
ラ
ン
ベ
ー
ル
」「
セ
ラ
フ
ィ
タ
」
の
三
篇
に
著
者
の
序
文
を
付
し
て
刊
行
さ

れ
た
一
八
三
五
年
版
を
初
め
て
そ
の
ま
ま
邦
訳
す
る
。
神
秘
と
狂
気
の
世
界
を
描
き
尽
す
、

著
者
渾
身
の
謎
め
い
た
三
部
作
。 13.6　
Ａ
５
判
ク
ロ
ス
装
ク
ロ
ス
函
入
四
三
五
頁　

八
〇
〇
〇
円

バル
ザック 

『
脳
』と『
知
能
』の
小
説
家

東
辰
之
介

「
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
描
写
し
た
の
で
は
な
い
。ヒ
ト
を
解
剖
し
た
の
だ
。」〈
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
〉

の
怪
物
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
な
ぜ
「
脳
」
に
執
着
し
、「
脳
」を
描
い
た
の
か
？　
気
鋭
の
バ
ル
ザ
シ
ア

ン
が
、
脳
生
理
学
か
ら
バ
ル
ザ
ッ
ク
秘
術
の
人
間
学
に
肉
薄
す
る
斬
新
な
試
み
。

Ａ
５
判
三
一
〇
頁　

四
〇
〇
〇
円

バル
ザック
芸
術
／
狂
気
小
説
選
集

編
集
＝
私
市
保
彦
＋
加
藤
尚
宏
＋
芳
川
泰
久

狂
気
に
お
ち
い
る
芸
術
家
、
過
剰
な
想
像
力
に
つ
か
れ
、
時
代
を
先
取
り
し
過
ぎ
た
が
故
に

悲
劇
的
な
末
路
を
迎
え
る
天
才
の
物
語
…
…
。
ロ
マ
ン
派
特
有
の
天
才
の
観
念
と
重
ね
な
が

ら
、
小
説
に
狂
気
を
登
場
さ
せ
た
点
で
も
先
駆
的
だ
っ
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
芸
術
／
狂
気
に
関

す
る
作
品
を
四
巻
に
集
成
。
小
社
創
立
三
十
周
年
記
念
出
版
。 

内
容
見
本
呈　

四
六
判
上
製

●1　

知
ら
れ
ざ
る
傑
作 
他 
︻
絵
画
と
狂
気
︼篇

澤
田
肇
＋
片
桐
祐
＋
芳
川
泰
久
＋
私
市
保
彦
＋
奥
田
恭
士
＋
佐
野
栄
一
訳

命
あ
る
絵
を
描
く
た
め
長
年
探
求
を
続
け
る
う
ち
、
つ
い
に
自
ら
の
絵
を
黒
く
塗
り
込
め
て
し

ま
う
ほ
ど
の
狂
気
に
い
た
っ
た
老
画
家
を
描
い
た
「
知
ら
れ
ざ
る
傑
作
」
を
は
じ
め
、バ
ル
ザ
ッ

ク
の
絵
画
観
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
鞠
打
つ
猫
の
店
」「
財
布
」「
ピ
エ
ー
ル・グ
ラ
ス
ー
」

「
海
辺
の
悲
劇
」「
石
榴
屋
敷
」
の
、
計
六
篇
を
収
録
。 

10.6　

三
三
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円

●2　

ガンバラ 

他 

︻
音
楽
と
狂
気
︼篇

博
多
か
お
る
＋
加
藤
尚
宏
＋
私
市
保
彦
＋
大
下
祥
枝
訳

ガ
ン
バ
ラ
は
酒
に
酔
っ
た
と
き
に
の
み
天
才
的
な
演
奏
を
す
る
と
気
づ
い
た
ア
ン
ド
レ
ア
は
一

計
を
案
じ
る
が
…
…
。
フ
ラ
ン
ス
で
最
初
に
音
楽
を
論
じ
た
小
説
と
さ
れ
る
「
ガ
ン
バ
ラ
」
に
、

音
楽
と
小
説
が
一
体
と
な
っ
て
新
た
な
芸
術
を
生
み
出
す
「
マ
ッ
シ
ミ
ラ・ド
ー
ニ
」「
フ
ァ
チ
ー

ノ
・
カ
ー
ネ
」「
ア
デ
ュ
ー
」
の
、
計
四
篇
を
収
録
。 

10.8　

三
三
二
頁　

三
〇
〇
〇
円

●3　

田
舎
の
ミュー
ズ 

他 

︻
文
学
と
狂
気
︼篇

加
藤
尚
宏
＋
芳
川
泰
久
訳

裕
福
だ
が
吝
嗇
で
エ
ゴ
イ
ス
ト
の
夫
と
の
田
舎
で
の
虚
し
い
結
婚
生
活
。
パ
リ
で
活
躍
す
る
郷

土
出
身
の
文
筆
家
と
愛
人
関
係
に
な
り
、
パ
リ
ま
で
彼
を
追
っ
て
き
た
デ
ィ
ナ
だ
っ
た
が
…
…
。

書
く
こ
と
に
追
わ
れ
、
書
く
こ
と
に
生
き
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
自
身
の
姿
に
も
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る

表
題
作
と
「
カ
デ
ィ
ニ
ャ
ン
公
妃
の
秘
密
」
を
収
録
。 

10.10　

三
八
七
頁　

三
五
〇
〇
円
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バ
ル
ザ
ッ
ク
選
集

●3　
マラ
ー
ナ
の
女
た
ち

私
市
保
彦
＋
加
藤
尚
宏
＋
大
下
祥
枝
＋
奥
田
恭
士
＋
東
辰
之
介
訳

十
三
世
紀
か
ら
続
く
、
娼
婦
の
家
系
の
ラ
・
マ
ラ
ー
ナ
は
、
娘
ジ
ュ
ア
ナ
の
将
来
を
憂
い
、
厳

し
く
娘
の
貞
操
を
守
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
遊
び
人
の
モ
ン
テ
フ
ィ
オ
ー
レ
侯
爵
が
現
れ
て
…
…

血
に
呪
縛
さ
れ
た
女
の
生
き
様
を
描
い
た
表
題
作
ほ
か
、「
オ
ノ
リ
ー
ヌ
」「
シ
ャ
ベ
ー
ル
大
佐
」

「
フ
ィ
ル
ミ
ア
ー
ニ
夫
人
」「
徴
募
兵
」
の
五
篇
。 

16.6　

三
九
四
頁　

三
八
〇
〇
円

●4　

老
嬢

私
市
保
彦
＋
片
桐
祐
訳

ア
ラ
ン
ソ
ン
の
町
に
、
財
産
を
持
ち
一
大
サ
ロ
ン
を
築
く
コ
ル
モ
ン
嬢
を
め
ぐ
り
、
婿
の
座
争

い
が
巻
き
起
こ
る
。
老
嬢
を
射
止
め
る
の
は
、
文
無
し
の
老
貴
族
か
、
欲
得
ま
み
れ
の
商
人
か
、

貧
し
い
誠
実
な
青
年
か
？　

表
題
作
と
、「
ボ
エ
ー
ム
の
王
」「
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
卿
」「
ふ
た
つ
の

夢
」
の
四
篇
。 

17.5　

三
八
〇
頁　

三
八
〇
〇
円

●5　

三
十
女 

芳
川
泰
久
＋
佐
野
栄
一
訳

若
気
の
至
り
で
、
無
能
な
男
と
結
婚
し
た
ジ
ュ
リ
ー
。
次
第
に
夫
の
本
性
に
気
づ
き
、
絶
望

し
て
い
た
。
真
の
愛
を
求
め
る
も
、
自
ら
の
過
去
の
因
果
で
、
愛
娘
に
も
不
幸
が
ふ
り
か
か
り

…
…
。
六
部
構
成
で
、波
乱
万
丈
の
女
の
人
生
が
壮
大
に
語
ら
れ
る
表
題
作
と
「
家
庭
の
平
和
」

の
二
篇
。 

15.12　

三
四
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円

 

全
巻
完
結　

全
五
冊
セ
ッ
ト
定
価
一
七
、一
〇
〇
円

バル
ザック
愛
の
葛
藤
・
夢
魔
小
説
選
集

編
集
＝
私
市
保
彦
＋
加
藤
尚
宏
＋
芳
川
泰
久

十
九
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
人
間
の
情
念
と
社
会
の
裏
面
の
す
べ
て
を
描
き
だ
そ

う
と
し
た
、
百
科
全
書
的
な
巨
人
バ
ル
ザ
ッ
ク
。
そ
の
喜
び
と
悲
哀
と
苦
悩
を
ふ
く
め
、
恋

愛
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
を
描
き
だ
し
た
作
品
を
五
巻
に
集
成
。 

内
容
見
本
呈　

四
六
判
上
製

●1　

偽
り
の
愛
人私

市
保
彦
＋
加
藤
尚
宏
＋
澤
田
肇
＋
博
多
か
お
る
訳

戦
友
で
恩
人
の
ラ
ジ
ン
ス
キ
伯
爵
に
仕
え
る
パ
ス
。
好
意
を
抱
く
伯
爵
夫
人
を
遠
ざ
け
る
た
め
、

サ
ー
カ
ス
の
女
芸
人
マ
ラ
ガ
へ
の
恋
を
で
っ
ち
あ
げ
る
が
…
…
。
表
題
作
と
、愛
と
結
婚
に
よ
っ

て
狂
わ
さ
れ
て
い
く
女
の
悲
劇
を
描
い
た「
二
重
の
家
庭
」「
ソ
ー
の
舞
踏
会
」「
捨
て
ら
れ
た
女
」

の
四
篇
。 

15.10　

三
五
二
頁　

三
〇
〇
〇
円

●2　

二
人
の
若
妻
の
手
記

加
藤
尚
宏
＋
芳
川
泰
久
訳

恋
を
夢
見
、
と
も
に
少
女
時
代
を
過
ご
し
た
修
道
院
を
去
る
こ
と
と
な
っ
た
ル
イ
ー
ズ
と
ル
ネ
。

恋
愛
と
政
略
と
い
う
、
互
い
の
対
照
的
な
結
婚
生
活
を
手
紙
で
綴
る
、
書
簡
体
小
説
の
名
作
！

表
題
作
ほ
か
、
堅
物
の
夫
人
に
誤
っ
て
届
け
ら
れ
た
恋
文
を
め
ぐ
る
騒
動
を
描
く
「
女
性
研
究
」

の
二
篇
。 

16.3　

三
六
五
頁　

三
五
〇
〇
円
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マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
全
集

●4　

ジュリエットの
物
語
あ
るいは
悪
徳
の
栄
え（
上
）

真
部
清
孝
訳

 

近
刊

●5　

ジュリエットの
物
語
あ
るいは
悪
徳
の
栄
え（
下
）

真
部
清
孝
訳

 

近
刊

●6　

恋
の
罪
、
壮
烈
悲
惨
物
語

私
市
保
彦
・
橋
本
到
訳

恋
の
駆
引
き
、
情
欲
、
邪
恋
、
嫉
妬
。
近
親
相
姦
、
多
重
相
姦
、
姦
通
、
陵
辱
。
さ
ら
に
は

政
略
結
婚
、
野
心
と
裏
切
り
、
策
謀
…
…
美
徳
と
悪
徳
の
限
り
な
い
対
立
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
る
壮
絶
な
ピ
カ
レ
ス
ク
絵
巻
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
欲
望
の
変
奏
曲
。
初
の
完
訳
。

 
11.10　

六
四
九
頁　

八
〇
〇
〇
円

●7　

こ
ぼ
れ
話
、
物
語
、
笑い
話 

他
橋
本
到
・
太
原
孝
英
訳

間
抜
け
な
夫
、
猫
を
か
ぶ
る
妻
、
初
心
な
娘
、
男
装
の
麗
人
、
非
道
な
山
師
、
猥
ら
な
司
祭
、

杓
子
定
規
な
裁
判
官
、
そ
し
て
幽
霊
、
悪
魔
ま
で
…
…
凝
り
固
ま
っ
た
掟
を
か
ら
か
う
、
陽

気
な
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
逸
話
集
。
本
邦
初
訳
の
傑
作
『
慰
み
も
の
に
さ

れ
た
法
院
長
』
を
初
収
録
！ 

21.6　

四
一
五
頁　

六
五
〇
〇
円

マル
キ・ド・サ
ド
全
集

編
集
＝
植
田
祐
次
＋
私
市
保
彦
＋
鷲
見
洋
一
＋
原
好
男

激
動
の
十
八
世
紀
末
、
生
涯
の
多
く
の
時
を
獄
中
に
す
ご
し
た
異
端
の
フ
ラ
ン
ス
作
家
の
合

法
、非
合
法
の
す
べ
て
の
作
品
を
一
行
の
削
除
も
な
し
に
完
訳
す
る
本
邦
初
の
完
訳
版
全
集
。

本
国
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
本
文
批
評
の
最
新
の
成
果
を
も
反
映
さ
せ
、
サ
ド
の
全
体
像
に
迫

る
。 

内
容
見
本
呈　

Ａ
５
判
上
製
貼
函
入

●1　

ソ
ド
ム
百
二
十
日
あ
るい
は
放
蕩
学
校
／
閨
房

哲
学 

橋
本
到
・
中
村
英
俊
訳

 

近
刊

●2　

美
徳
の
不
運
／
ジュス
テ
ィー
ヌ
あ
るいは
美
徳
の

不
幸 

他 

植
田
祐
次
・
余
語
毅
憲
訳

 

近
刊

●3　

新
ジュス
ティーヌ
あ
るいは
美
徳
の
不
幸 

他鷲
見
洋
一
訳

 

近
刊
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マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
全
集

サ
ド
関
連
書

サ
ドのエク
リ
チュール
と
哲
学
、
そ
し
て
身
体鈴木

球
子

理
性
に
よ
っ
て
秩
序
が
編
制
さ
れ
た
啓
蒙
の
時
代
に
、
同
時
代
の
文
芸
・
思
想
を
捻
じ
曲
げ

る
よ
う
に
し
て
「
道
徳
」
を
、
そ
し
て
「
自
然
」
を
暴
力
的
に
書
き
綴
っ
た
サ
ド
の
戦
略
と

射
程
を
見
極
め
る
。

 
16.11　

Ａ
５
判
二
七
三
頁　

四
〇
〇
〇
円

サ
ド
と
二
十
世
紀

エ
リ
ッ
ク
・
マ
ル
テ
ィ　

森
井
良
訳

悪
と
し
て
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
み
に
着
目
し
て
き
た
十
九
世
紀
を
経
て
、
二
十
世
紀
、
思
想
家

そ
し
て
哲
学
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
サ
ド
を
捉
え
た
か
。
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
弟
子
で
あ
り
、

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
研
究
の
泰
斗
に
よ
る
、
サ
ド
を
め
ぐ
る
二
十
世
紀
思
想
史
。

 
18.12　

Ａ
５
判
四
八
八
頁　

八
〇
〇
〇
円

●8　

ア
リ
ーヌ
と
ヴァルク
ール
あ
るいは
哲
学
的
物
語（
上
）

 

原
好
男
訳

若
き
恋
人
ア
リ
ー
ヌ
と
ヴ
ァ
ル
ク
ー
ル
の
愛
の
運
命
を
た
ど
る
、
自
伝
的
告
白
を
含
む
書
簡

体
の
大
長
篇
小
説
。
美
徳
と
悪
徳
、
感
情
と
理
性
、
慈
善
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
等
、
人
間
の
本
性

を
め
ぐ
っ
て
、
人
間
へ
の
怨
嗟
と
社
会
へ
の
憎
悪
に
み
ち
た
異
端
の
思
想
が
交
錯
す
る
。

 

四
〇
三
頁　

四
五
〇
〇
円

●9　

ア
リ
ーヌ
と
ヴァルク
ール
あ
るいは
哲
学
的
物
語（
下
）

 

原
好
男
訳

ア
リ
ー
ヌ
の
父
、
悪
徳
法
院
長
ブ
ラ
モ
ン
の
謀
略
に
よ
り
、
二
人
の
純
愛
は
悲
劇
的
結
末
へ
。

サ
ン
ヴ
ィ
ル
と
レ
オ
ノ
ー
ル
の
冒
険
譚
で
語
ら
れ
る
、
婚
姻
、
財
産
、
宗
教
を
巡
る
独
特
の

理
想
社
会
論
が
異
彩
を
放
つ
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
一
年
前
に
獄
中
で
構
想
さ
れ
た
長
篇
の
後
半

部
。 

四
九
八
頁　

五
五
〇
〇
円

●10　

ガンジュ侯
爵
夫
人

橋
本
到
訳

悪
徳
神
父
の
奸
計
に
美
徳
の
鑑
＝
ガ
ン
ジ
ュ
侯
爵
夫
人
は
ど
う
対
抗
す
る
の
か
。
ゴ
シ
ッ
ク

建
築
の
城
、
闇
の
回
廊
、
予
知
夢
等
、
暗
黒
小
説
的
な
設
定
の
な
か
で
、
美
徳
と
悪
徳
が
対

等
の
権
限
を
も
っ
て
闘
争
す
る
、
著
者
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
を
映
し
出
す
傑
作
中
編
。
本
邦

初
訳
。 

三
一
七
頁　

三
五
〇
〇
円

●11　

フ
ランス
王
妃
イ
ザベル・ド・バヴィエ
ール
秘
史 

他

 

原
好
男
・
中
川
誠
一
訳

一
四
―
一
五
世
紀
、
シ
ャ
ル
ル
六
世
治
下
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
王
妃
イ
ザ
ベ
ル
の
恐
る
べ
き

策
略
の
数
々
。
一
一
世
紀
、
ザ
ク
セ
ン
大
公
妃
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
を
め
ぐ
る
愛
と
陰
謀
の
ア

ラ
ベ
ス
ク
。
サ
ド
晩
年
の
想
像
力
が
飛
翔
す
る
、
悪
徳
と
美
徳
に
彩
ら
れ
た
凄
絶
な
歴
史
絵

巻
、
二
篇
。 

14.11　

四
七
六
頁　

七
〇
〇
〇
円
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ア
ル
ノ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ブ
ラン
トの
荒
野
／
黒い
鏡

和
田
洵
訳

 

近
刊

あ
る
牧
神
の
生
活
か
ら

北
村
優
太
訳

 

近
刊

石
の
心

犬
飼
彩
乃
訳

 

近
刊

アルノ・シュミット・コレクション

現
代
的
な
散
文
形
式
を
追
求
す
べ
く
、
独
自
の
書
法
を
確
立
し
、
方
言
や
俗
語
・
造
語
に
加

え
て
数
カ
国
語
を
駆
使
し
て
諸
科
学
と
神
話
の
融
合
を
目
指
し
、
途
方
も
な
い
タ
イ
ポ
グ
ラ

フ
ィ
ー
的
実
験
ま
で
試
み
た
、
二
十
世
紀
ド
イ
ツ
文
学
に
お
い
て
も
っ
と
も
過
激
な
前
衛
作

家
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
。
全
篇
、
本
邦
初
訳
。 

四
六
判
上
製

ポ
カ
ホン
タスのいる
湖
景
／
移
住
者
た
ち

和
田
洵
訳

夏
の
避
暑
地
で
出
会
っ
た
男
女
四
人
を
描
き〈
神
の
冒
涜
と
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
〉で
訴
え
ら

れ
た
問
題
作
、「
ポ
カ
ホ
ン
タ
ス
の
い
る
湖
景
」。
第
二
次
大
戦
後
の
難
民
の
辛
苦
と
安
息
へ

の
旅
を
活
写
し
た
「
移
住
者
た
ち
」
―
―
ま
っ
た
く
新
し
い
散
文
形
式
《
フ
ォ
ト・ア
ル
バ
ム
》

で
現
代
ド
イ
ツ
文
学
を
刷
新
し
た
二
篇
。
自
作
解
説
収
録
。 

16.11　
二
二
七
頁　
二
二
〇
〇
円

レ
ヴィア
ー
タン

窪
俊
一
訳

 

近
刊

ティナ
／
ゲ
ー
テ
／
コスマス

和
田
彩
・
北
村
優
太
・
和
田
洵
訳

 

近
刊
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セ
ル
バ
ン
テ
ス
全
集

●4　

模
範
小
説
集

樋
口
正
義
＋
斎
藤
文
子
＋
井
尻
直
志
＋
鈴
木
正
士
訳
・
注

哲
学
的
議
論
を
戦
わ
せ
る
犬
、
誰
よ
り
も
真
理
に
近
い
狂
人
―
―
あ
り
え
な
い
出
来
事
を
あ

り
そ
う
に
思
わ
せ
る
、
短
篇
作
家
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
技
が
光
る
珠
玉
の
一
二
編
。
日
々
の
暮

ら
し
に
倦
み
疲
れ
た
人
々
に
「
罪
の
な
い
気
晴
ら
し
」
を
提
供
す
る
た
め
に
セ
ル
バ
ン
テ
ス

が
書
き
上
げ
た
と
い
う
、
短
編
小
説
集
。 

17.8　

七
二
五
頁　
一
〇
〇
〇
〇
円

●5　

戯
曲
集

田
尻
陽
一
＋
三
倉
康
博
＋
野
村
竜
仁
＋
高
橋
博
幸
＋
岡
本
淳
子
他
訳・注

捕
虜
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た
セ
ル
バ
ン
テ
ス
が
最
初
に
手
が
け
た
の
は
、
自
由
を
讃
え
る
演

劇
作
品
だ
っ
た
。
当
時
の
流
行
と
異
な
る
古
典
主
義
的
な
作
風
の
た
め
に
日
の
目
を
見
る
こ

と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
演
劇
を
人
生
の
〈
写
し
〉
と
考
え
た
セ
ル
バ
ン
テ
ス
が
精
魂
を
込

め
て
書
き
上
げ
た
、
戯
曲
十
八
作
品
を
集
成
す
る
。 

18.8　
一
〇
六
九
頁　
一
四
〇
〇
〇
円

●6　

パル
ナ
ソ
山への
旅
お
よ
び
詩
作
品

本
田
誠
二
訳
・
注

死
期
の
迫
る
セ
ル
バ
ン
テ
ス
が
自
ら
の
不
遇
な
文
学
生
活
を
空
想
的
な
叙
事
詩
に
託
し
、
ア

イ
ロ
ニ
ー
を
込
め
て
懐
古
し
た
「
小
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』」
と
も
称
さ
れ
る
作
品
。
当
時
の

詩
壇
に
対
す
る
批
判
を
赤
裸
々
に
綴
り
、
真
の
詩
才
を
欠
い
た
者
た
ち
へ
「
本
の
戦
争
」
を

仕
掛
け
る
と
い
う
、
著
者
の
面
目
躍
如
た
る
文
学
的
遺
書
。 

18.1　

五
一
三
頁　

八
〇
〇
〇
円

●7　

ペル
シ
ー
レス
と
シ
ヒ
ス
ムン
ダ
の
冒
険萩

内
勝
之
訳
・
注

死
後
出
版
に
な
る
隠
れ
た
大
作
。
北
欧
の
王
子
と
王
女
が
身
分
を
隠
し
、
巡
礼
と
な
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
克
服
し
な
が
ら
ロ
ー
マ
を
目
指
す
大
冒
険
譚
。
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
再
び

奇
想
に
富
む
空
想
小
説
に
回
帰
し
た
こ
の
作
品
を
、
作
者
自
身
は
「
ス
ペ
イ
ン
語
で
書
か
れ

た
最
良
の
書
な
い
し
は
最
悪
の
書
」
と
評
し
て
い
る
。 

17.12　

五
六
〇
頁　

八
〇
〇
〇
円

セルバンテス
全
集 

全
巻
完
結　

全
七
冊
セ
ッ
ト
定
価
七
〇
、〇
〇
〇
円

責
任
編
集
＝
鼓
直　
編
集
委
員
＝
荻
内
勝
之
＋
田
尻
陽一＋
樋
口
正
義
＋
本
田
誠
二

没
後
四
〇
〇
周
年（
二
〇
一
六
年
）を
記
念
し
、近
代
的
な
意
味
で
の《
小
説
》（
さ
ら
に
は《
メ

タ
小
説
》）
の
創
始
者
に
し
て
、《
ス
ペ
イ
ン
黄
金
世
紀
》
の
文
学
の
最
高
峰
、
セ
ル
バ
ン
テ

ス
の
全
作
品
を
集
成
す
る
本
邦
初
の
試
み
。
各
巻
に
、
近
年
の
研
究
成
果
を
反
映
し
た
詳
細

で
充
実
し
た
注
と
解
説
を
付
す
。 

内
容
見
本
呈　

Ａ
５
判
上
製

●1　

ガ
ラ
テ
ー
ア

 

本
田
誠
二
訳
・
注

理
想
郷
の
ご
と
き
自
然
の
中
で
の
波
乱
を
含
ん
だ
恋
の
模
様
を
、当
時
流
行
の
〈
牧
人
小
説
〉

に
倣
い
、
散
文
と
韻
文
の
混
淆
形
式
を
用
い
て
描
い
た
、
最
初
期
の
実
験
的
処
女
作
。
晩
年

ま
で
後
篇
の
執
筆
を
切
望
し
て
い
た
が
果
た
せ
な
か
っ
た
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
未
完
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
。 

17.11　

七
〇
四
頁　
一
〇
〇
〇
〇
円

●2　

ドン・キ
ホ
ー
テ［
前
篇
］

 

岡
村
一
訳　

本
田
誠
二
注

騎
士
道
物
語
に
魅
せ
ら
れ
〈
狂
人
〉
と
な
っ
た
初
老
の
男
、
遍
歴
の
騎
士
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

の
〈
荒
唐
無
稽
な
〉
冒
険
譚
。
セ
ル
バ
ン
テ
ス
が
、
詩
人
・
劇
作
家
と
し
て
の
実
績
、
兵
士

と
し
て
の
軍
歴
、
捕
虜
生
活
、
ナ
ポ
リ
で
の
恋
愛
、
自
ら
の
全
て
を
素
材
と
し
て
書
き
上
げ

た
、
近
代
小
説
の
〈
最
初
〉
に
し
て
〈
最
高
〉
の
作
品
。 

17.2　

八
一
六
頁　
一
〇
〇
〇
〇
円

●3　

ドン・キ
ホ
ー
テ［
後
篇
］

岡
村
一
訳　

本
田
誠
二
注

出
版
さ
れ
た
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
前
篇
を
〈
登
場
人
物
〉
た
ち
が
読
み
、
主
従
の
冒
険
の

す
べ
て
を
知
り
、
二
人
を
周
到
に
愚
弄
す
る
が
、〈
愚
弄
す
る
者
〉
と
〈
愚
弄
さ
れ
る
者
〉

の
境
界
は
し
だ
い
に
曖
昧
に
な
り
…
…
〈
夢
〉
と
〈
現
実
〉
が
交
錯
す
る
、
世
界
文
学
史
上

初
、
前
代
未
聞
の
メ
タ
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。 

17.4　

八
二
九
頁　
一
〇
〇
〇
〇
円
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
楽
し
み

ス
テュディオ

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ソ
レ
ル
ス　

齋
藤
豊
訳

パ
リ
の
〈
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
〉
で
暮
ら
す
主
人
公
の
日
常
に
現
わ
れ
る
謎
め
い
た
ミ
イ
ラ
、
そ

し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ
た
世
界
へ
の
糾
弾
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
ラ
ン
ボ
ー
の
人
生
を
め

ぐ
っ
て
あ
ふ
れ
だ
す
豊
饒
な
こ
と
ば
…
…
。
現
代
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
極
北
を
歩
む
著
者
の
ポ

リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
小
説
。 

二
五
六
頁　

二
五
〇
〇
円

環

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ー
ボ
ー　

田
中
淳
一
訳

ウ
リ
ポ
・
メ
ン
バ
ー
な
ら
で
は
の
凝
っ
た
構
成
か
ら
な
る
、「
記
憶
の
破
壊
」
を
試
み
た
規

格
外
の
自
伝
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
写
真
家
だ
っ
た
妻
の
早
逝
の
空
虚
を
埋
め
る
べ
く
書
か
れ

た
大
作
〈
ロ
ン
ド
ン
の
大
火
〉
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
に
し
て
、
著
者
の
代
表
作
！　

第
二
十
七

回
日
仏
翻
訳
文
学
賞
受
賞
。 

20.7　

四
八
九
頁　

四
〇
〇
〇
円

傭
兵
隊
長

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク　

塩
塚
秀
一
郎
訳

創
作
、
殺
人
、
地
下
か
ら
の
脱
走
…
…
。
贋
作
者
ガ
ス
パ
ー
ル
が
、
過
去
の
傑
作
を
真
に
創

造
し
よ
う
と
、
ダ
・
メ
ッ
シ
ー
ナ
の
『
傭
兵
隊
長
』
に
挑
ん
だ
こ
と
で
、
破
滅
へ
の
序
曲

が
始
ま
る
。
作
家
の
原
点
で
あ
り
、
作
家
の
没
後
三
十
年
に
発
見
さ
れ
た
、
幻
の
〈
処
女

作
〉
！ 

16.6　

二
二
一
頁　

二
五
〇
〇
円

眠
る
男

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク　

海
老
坂
武
訳

パ
リ
を
彷
徨
す
る
一
人
の
青
年
の
日
常
を
細
部
に
い
た
る
ま
で
活
写
し
な
が
ら
、
六
〇
年
代

の
フ
ラ
ン
ス
に
た
だ
よ
う
〈
空
気
〉
と
〈
孤
独
〉
を
描
く
、
言
語
遊
戯
の
奇
才
に
よ
る
カ
フ

カ
的
世
界
観
を
彷
彿
と
さ
せ
る
初
期
の
秀
作
。

 
16.6　

一
九
三
頁　

二
二
〇
〇
円

フィクションの
楽
し
み

海
外
の
も
っ
と
も
新
し
い
小
説
、
実
験
的
精
神
に
あ
ふ
れ
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々
を
最
適

の
訳
者
に
よ
っ
て
贈
る
、
新
し
い
翻
訳
小
説
シ
リ
ー
ズ
。

 

四
六
判
上
製

も
どって
き
た
鏡

ア
ラ
ン
・
ロ
ブ
＝
グ
リ
エ　

芳
川
泰
久
訳

幼
少
期
の
思
い
出
か
ら
、
デ
ビ
ュ
ー
作
『
消
し
ゴ
ム
』
を
執
筆
の
こ
ろ
、
そ
し
て
作
家
に
な
っ

て
か
ら
の
講
演
旅
行
ま
で
―
―
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
ロ
マ
ン
の
旗
手
と
し
て
、
実
験
的
な
文
学
を
世

に
送
り
つ
づ
け
て
き
た
作
家
に
よ
る
、
幻
想
的
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
織
り
交
ぜ
ら
れ
た
新
感
覚

の
自
伝
！ 

18.10　

三
〇
二
頁　

二
八
〇
〇
円

あ
る
感
傷
的
な
小
説

ア
ラ
ン
・
ロ
ブ
＝
グ
リ
エ　

的
場
寿
光
訳

少
女
に
対
す
る
偏
愛
！　

強
迫
的
な
ま
で
に
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
性
癖
‼　

常
軌
を
逸
し

た
過
激
で
暴
力
的
な
描
写
に
よ
っ
て
、
少
女
た
ち
の
監
禁
や
虐
待
の
場
面
を
は
じ
め
、
露
骨

な
ま
で
に
作
家
に
取
り
憑
い
た
妄
想
を
描
き
出
す
、
遺
作
と
な
っ
た
〈
大
人
の
た
め
の
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
〉。 

19.12　

二
二
六
頁　

二
五
〇
〇
円

パッサ
カ
リ
ア

ロ
ベ
ー
ル
・
パ
ン
ジ
ェ　

堀
千
晶
訳

不
可
解
な
死
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
謎
め
い
た
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
。
錯
綜
し
た
言
葉
の
森
の

果
て
に
ぼ
ん
や
り
と
立
ち
現
れ
る
…
…
破
局
…
…
解
体
…
…
ロ
ブ
＝
グ
リ
エ
や
ベ
ケ
ッ
ト
の

絶
賛
を
あ
び
た
極
北
の
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
ロ
マ
ン
。

 
21.6　

一
六
〇
頁　

二
〇
〇
〇
円



106

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
楽
し
み

Ｗ
あ
るいは
子
供
の
頃
の
思い
出

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク　

酒
詰
治
男
訳

少
年
時
代
の
回
想
が
と
き
に
微
笑
ま
し
く
、
と
き
に
哀
切
に
綴
ら
れ
る
「
子
供
の
頃
の
思
い

出
」。
虚
構
と
現
実
、歴
史
と
記
憶
と
が
〈
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
〉
架
橋
さ
れ
る
、鬼
才
ペ
レ
ッ

ク
の
痛
切
な
自
伝
的
小
説
。

13.11　

二
三
四
頁　

二
八
〇
〇
円

ぼ
く
は
思い
出
す

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク　

酒
詰
治
男
訳

ジ
ョ
ー
・
ブ
レ
イ
ナ
ー
ド
『
ぼ
く
は
覚
え
て
い
る
』
に
想
を
得
て
、四
八
〇
の
「
忘
れ
ら
れ
た
、

ど
う
で
も
い
い
凡
庸
な
思
い
出
」
を
列
挙
し
つ
づ
け
る
、言
語
遊
戯
の
作
家
な
ら
で
は
の
「
記

憶
」
を
め
ぐ
る
奇
妙
な
試
み
。
戦
後
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
フ
ラ
ン
ス
版
枕
草
子
!?

15.4　

二
九
一
頁　

二
八
〇
〇
円

パリ
の
片
隅
を
実
況
中
継
す
る
試
み 

あ
り
ふ
れ
た
物
事

を
め
ぐ
る
人
類
学 

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク　

塩
塚
秀
一
郎
訳

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
？　

小
説
？　

人
類
学
？　

パ
リ
版
路
上
観
察
学
？　

パ
リ

の
サ
ン
＝
シ
ュ
ル
ピ
ス
教
会
前
の
広
場
を
三
日
間
ひ
た
す
ら
描
写
し
続
け
て
み
た
―
―
あ
ま

り
に
も
あ
り
ふ
れ
た
、
誰
も
が
見
落
と
し
て
し
ま
う
よ
う
な
瑣
末
な
日
常
を
捉
え
よ
う
と
す

る
〈
フ
ァ
ク
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
〉
の
試
み
。 

18.10　
一
五
二
頁　
一
八
〇
〇
円

『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』殺
人
事
件

ア
ン
ヌ
・
ガ
レ
タ　

高
柳
和
美
訳

完
全
犯
罪
と
い
う
大
い
な
る
使
命
を
抱
い
た
主
人
公
に
よ
っ
て
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』

の
登
場
人
物
た
ち
が
、
あ
る
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
、
一
人
、
ま
た
一
人
と
殺
さ
れ
て

い
く
。
実
験
文
学
集
団
ウ
リ
ポ
（
潜
在
文
学
工
房
）
の
数
少
な
い
女
性
会
員
に
よ
る
、
奇
想

天
外
な
犯
罪
小
説
。 

18.11　

二
二
四
頁　

二
二
〇
〇
円

煙
滅

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク　

塩
塚
秀
一
郎
訳

〈
い
〉
段
が
な
い
！　

失
踪
し
た
男
と
失
踪
し
た
〈
文
字
〉
を
め
ぐ
る
前
代
未
聞
の
ミ
ス
テ

リ
ー
。
Ｅ
抜
き
で
執
筆
さ
れ
翻
訳
不
可
能
と
ま
で
言
わ
れ
た
、
パ
リ
の
実
験
文
学
集
団
〈
ウ

リ
ポ
〉
の
最
高
の
作
家
の
幻
の
代
表
作
、つ
い
に
刊
行
！　

小
社
創
立
三
十
周
年
記
念
出
版
。

 
10.1　

三
七
二
頁　

三
二
〇
〇
円

美
術
愛
好
家
の
陳
列
室ジ

ョ
ル
ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク　

塩
塚
秀
一
郎
訳

一
九
一
三
年
、
一
枚
の
絵
に
全
米
は
騒
然
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
あ
ふ
れ
か
え
る
数
々
の
名

画
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
…
…
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
実
験
文
学
の
旗
手
が
、
美
術

市
場
を
巻
き
込
ん
だ
大
騒
動
を
め
ぐ
っ
て
綴
る
鮮
や
か
な
中
編
。

 

一
五
四
頁　
一
五
〇
〇
円

人
生 

使
用
法

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク　

酒
詰
治
男
訳

ウ
リ
ポ
を
代
表
す
る
小
説
家
が
あ
ら
ゆ
る
形
式
の
物
語
と
多
彩
な
言
語
遊
戯
の
収
集
の
果
て

に
、
ル
ー
セ
ル
、
カ
フ
カ
、
ジ
ョ
イ
ス
、
ボ
ル
ヘ
ス
等
々
か
ら
の
《
剽
窃
》
を
、
極
め
て
緊

密
な
構
成
の
う
ち
に
散
種
し
た
前
代
未
聞
の
破
天
荒
な
大
長
篇
。
第
三
回
日
仏
翻
訳
文
学
賞

受
賞
。 

10.10　

七
三
一
頁　

五
〇
〇
〇
円

家
出
の
道
筋

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク　

酒
詰
治
男
訳

な
ぜ
書
く
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
書
い
た
の
か
？　

短
篇
小
説
、
自
伝
的
テ
ク
ス
ト
、

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
ロ
マ
ン
論
、
対
話
等
、
十
九
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
、『
人
生
使
用
法
』、『
煙

滅
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
前
代
未
聞
の
怪
物
的
作
家
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
を
明
か
す
。

 
11.7　

二
二
七
頁　

二
五
〇
〇
円



107

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
楽
し
み

エク
リ
プス

エ
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ー
ユ　

松
田
浩
則
訳

あ
り
ふ
れ
た
日
常
か
ら
突
如
と
し
て
連
れ
去
ら
れ
た
人
々
は
、
海
の
向
こ
う
の
閉
ざ
さ
れ
た

世
界
〈
北
朝
鮮
〉
で
何
を
見
た
の
か
？　

拉
致
被
害
者
た
ち
と
そ
の
家
族
、
新
聞
記
者
、
さ

ら
に
は
北
朝
鮮
工
作
員
た
ち
の
運
命
を
半
世
紀
と
い
う
時
間
の
中
に
交
錯
さ
せ
、〈
拉
致
〉

と
い
う
悲
劇
の
核
心
に
迫
る
。 

16.12　

二
四
三
頁　

二
五
〇
〇
円

長
崎

エ
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ー
ユ　

松
田
浩
則
訳

平
凡
な
独
身
男
シ
ム
ラ
は
あ
る
日
、
自
宅
の
押
し
入
れ
に
見
知
ら
ぬ
女
性
が
潜
ん
で
い
る
の

を
知
る
。
彼
女
は
い
っ
た
い
何
者
な
の
か
…
…
。
日
本
で
実
際
に
起
き
た
出
来
事
を
題
材
に
、

現
代
社
会
に
生
き
る
人
々
の
孤
独
な
宿
命
を
描
き
だ
す
、
奇
妙
に
し
て
哀
切
な
物
語
。

13.10　
一
四
二
頁　
一
八
〇
〇
円

わ
た
し
は
灯
台
守

エ
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ー
ユ　

松
田
浩
則
訳

《
灯
台
を
除
け
ば
、
こ
の
風
景
の
中
で
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
も
の
な
ど
何
も
な
い
だ
ろ
う
》

…
…
世
界
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
男
の
魂
の
叫
び
と
囁
き
を
、
陰
鬱
で
あ
り
な
が
ら
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
綴
る
表
題
作
を
は
じ
め
、
不
条
理
で
幻
想
的
、
と
き
に
切
な
く
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
珠
玉

の
九
編
を
収
録
。 

14.9　

二
四
八
頁　

二
五
〇
〇
円

家
族
手
帳

パ
ト
リ
ッ
ク•

モ
デ
ィ
ア
ノ　

安
永
愛
訳

父
に
な
っ
た
パ
ト
リ
ッ
ク
は
娘
の
出
生
が
記
録
さ
れ
た
「
家
族
手
帳
」
を
手
に
す
る
。
し
か

し
彼
は
自
分
が
ど
こ
で
生
ま
れ
た
の
か
、
父
母
が
何
と
い
う
名
前
だ
っ
た
の
か
、
知
ら
な
い

の
だ
っ
た
…
…
。
断
片
的
記
憶
を
手
が
か
り
に
、失
わ
れ
た
自
ら
の
〈
出
生
〉
を
事
実
と
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
を
織
り
交
ぜ
て
物
語
る
鮮
烈
な
自
伝
的
小
説
。 

13.1　

二
三
二
頁　

二
五
〇
〇
円

秘
め
ら
れ
た
生

パ
ス
カ
ル
・
キ
ニ
ャ
ー
ル　

小
川
美
登
里
訳

〈
か
つ
て
の
愛
〉
か
ら
、
異
郷
を
求
め
て
自
己
、
外
部
へ
と
〈
出
立
〉
す
る
愛
の
物
語
。
こ

と
ば
と
沈
黙
、
秘
事
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
蠱
惑
か
ら
人
間
の
官
能
と
〈
再
生
〉
に
迫
る

愛
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
。

13.11　

五
一一
頁　

四
八
〇
〇
円

骨
の
山

ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ヴ
ォ
ロ
デ
ィ
ー
ヌ　

濵
野
耕
一
郎
訳

Ｓ
Ｆ
？　

恋
愛
小
説
？　
《
ポ
ス
ト
・
エ
グ
ゾ
チ
ス
ム
》
的
ロ
マ
ン
ス
！　

革
命
の
希
望
さ

え
失
わ
れ
た
終
末
論
的
世
界
で
、
マ
リ
ア
と
ジ
ャ
ン
の
紡
ぐ
、
も
の
悲
し
く
も
美
し
い
夢
想

の
書
。複
数
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
独
自
の
世
界
観
を
生
み
出
し
続
け
る
奇
才
に
よ
る
、〈
監
禁
学
〉

小
説
。 

15.1　
一
八
五
頁　

二
二
〇
〇
円

1914

ジ
ャ
ン
・
エ
シ
ュ
ノ
ー
ズ　

内
藤
伸
夫
訳

「
せ
い
ぜ
い
二
週
間
で
片
が
つ
く
さ
」
一
九
一
四
年
の
夏
、
こ
う
い
っ
て
男
た
ち
は
戦
地
へ

赴
き
、
女
た
ち
に
留
守
を
頼
ん
だ
の
だ
が
…
…　

端
正
な
構
成
を
と
き
に
揺
る
が
す
、
緊
密

に
し
て
軽
妙
な
文
体
と
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
併
せ
持
つ
作
家
が
、〈
第
一
次
大
戦
〉
下
の
日
常
を

描
く
。 

15.11　
一
四
四
頁　

二
〇
〇
〇
円

プ
ラハのショパン

エ
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ー
ユ　

松
田
浩
則
訳

一
九
九
五
年
の
プ
ラ
ハ
、
シ
ョ
パ
ン
の
幽
霊
と
交
信
で
き
る
と
い
う
女
が
現
れ
た
。
メ
デ
ィ

ア
は
囃
し
立
て
、
レ
コ
ー
ド
会
社
は
音
源
化
を
画
策
す
る
。
真
相
の
解
明
に
乗
り
出
し
た
Ｔ

Ｖ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
信
じ
が
た
い
出
来
事
に
次
々
と
遭
遇
し
…
…
日
常
と
非
日
常
の
境
を
巧

み
に
ゆ
る
が
す
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
の
最
新
作
！ 

22.6　

四
六
判
二
七
二
頁　

二
五
〇
〇
円
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
楽
し
み

草
原
讃
歌

ナ
ン
シ
ー•

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン　

永
井
遼
訳

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
移
民
／
土
地
を
追
わ
れ
る
カ
ナ
ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
。
自
然
を
支
配
す

る
西
欧
文
明
／
自
然
と
の
共
存
を
め
ざ
す
土
着
の
文
化
。
堅
実
な
妻
／
奔
放
な
愛
人
。
相
反

す
る
価
値
観
に
ひ
き
さ
か
れ
た
カ
ナ
ダ
移
民
の
四
代
に
わ
た
る
波
乱
に
と
ん
だ
家
族
の
歴
史

を
背
景
に
、
人
間
の
再
生
そ
し
て
救
済
を
物
語
る
。 

13.1　

二
七
六
頁　

二
八
〇
〇
円

モンテス
キューの
孤
独シャ

ー
ド
ル
ト
・
ジ
ャ
ヴ
ァ
ン　

白
井
成
雄
訳

テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、
そ
し
て
パ
リ
へ
と
逃
れ
て
き
た
少
女
は
、
孤
独
の
う
ち

に
、
十
八
世
紀
の
思
想
家
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
あ
て
て
手
紙
を
書
く
。
い
ま
わ
し
い
過
去
の

世
界
を
忘
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
新
し
い
国
、
新
し
い
言
葉
の
な
か
で
…
…

 
10.11　

二
八
三
頁　

二
八
〇
〇
円

ト
ランジット

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
マ
ン
・
ア
リ
・
ワ
ベ
リ　

林
俊
訳

欧
米
列
強
に
よ
る
強
権
支
配
、
部
族
対
立
に
よ
る
混
乱
か
ら
内
戦
へ
と
、
混
迷
を
深
め
る
ジ
ブ

チ
現
代
史
を
背
景
に
、「
難
民
た
ち
」、「
亡
命
者
た
ち
」
の
論
理
と
心
理
を
内
側
か
ら
活
写
す

る
先
鋭
な
政
治
小
説
。

 
19.1　

一
九
三
頁　

二
五
〇
〇
円

涙
の
通
り
路

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
マ
ン
・
ア
リ
・
ワ
ベ
リ　

林
俊
訳

か
つ
て
西
欧
の
帝
国
主
義
に
翻
弄
さ
れ
た
〈
ア
フ
リ
カ
の
角
〉、
ジ
ブ
チ
共
和
国
。
そ
こ
で
生

ま
れ
た
双
子
の
兄
弟
は
、
西
欧
と
イ
ス
ラ
ム
へ
、
別
々
の
道
を
歩
ん
で
い
た
の
だ
が
…
…　

現

代
ア
フ
リ
カ
の
政
治
と
思
想
を
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
生
涯
と
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
に

透
し
て
描
き
出
す
。 

15.10　

二
四
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

地
平
線

パ
ト
リ
ッ
ク
・
モ
デ
ィ
ア
ノ　

小
谷
奈
津
子
訳

青
春
時
代
の
思
い
出
の
断
片
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
亡
霊
の
よ
う
な
シ
ル
エ
ッ
ト
。
か
つ
て
の

恋
人
の
足
跡
を
求
め
て
、
パ
リ
の
街
を
彷
徨
す
る
ひ
と
り
の
男
。
か
す
か
な
記
憶
の
糸
が
、

四
〇
年
の
時
を
経
て
、
恋
人
の
生
ま
れ
た
ベ
ル
リ
ン
へ
と
誘
う
…
…　

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
モ

デ
ィ
ア
ノ
に
よ
る
記
憶
と
夢
想
の
物
語
。 

15.2　
一
八
七
頁　
一
八
〇
〇
円

あ
な
た
がこの
辺
り
で
迷
わ
ない
よ
う
に

パ
ト
リ
ッ
ク
・
モ
デ
ィ
ア
ノ　

余
田
安
広
訳

両
親
の
愛
情
に
恵
ま
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
少
年
時
代
。
苦
悩
に
満
ち
た
青
年
時
代
。
そ
し

て
、小
説
家
と
な
っ
た
現
在
の
謎
め
い
た
交
錯
の
う
ち
に
立
ち
現
わ
れ
る
孤
独
な
生
の
歩
み
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
〈
自
伝
〉
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
新
し
い
地
平
！

 
15.5　
一
七
二
頁　

二
〇
〇
〇
円

デル
フィーヌの
友
情

デ
ル
フ
ィ
ー
ヌ
・
ド
・
ヴ
ィ
ガ
ン　

湯
原
か
の
子
訳

作
家
は
名
づ
け
が
た
い
闇
の
領
域
か
ら
や
っ
て
く
る
。
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ
た
新
進
作
家
デ
ル

フ
ィ
ー
ヌ
の
ま
え
に
現
れ
た
、
謎
め
い
た
ゴ
ー
ス
ト
・
ラ
イ
タ
ー
Ｌ
。
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
を

通
し
て
急
速
に
親
し
く
な
っ
て
ゆ
く
二
人
の
女
性
を
め
ぐ
る
、
恐
怖
の
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
！ 

17.12　

二
五
六
頁　

二
三
〇
〇
円

赤
外
線

ナ
ン
シ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン　
い
ぶ
き
け
い
訳

《
わ
た
し
》
を
貫
く
男
た
ち
の
あ
の
瞬
間
を
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
撮
る
―
―
。
世
界
を
駆
け
め

ぐ
る
女
性
写
真
家
の
自
由
奔
放
な
男
性
遍
歴
。
女
の
視
点
か
ら
男
の
性
を
あ
か
ら
さ
ま
に
描

き
、
フ
ラ
ン
ス
で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
話
題
を
呼
ん
だ
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
作
家
の

過
激
な
最
新
小
説
。 

11.12  

三
五
六
頁　

二
八
〇
〇
円
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
楽
し
み

エクエ・ヤンバ・オ
ー

ア
レ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル　

平
田
渡
訳

サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
で
生
ま
れ
育
ち
、
人
妻
と
恋
に
お
ち
、
殺
人
未
遂
を
お
こ
し
、
ヴ
ー
ド
ゥ
ー

教
に
つ
な
が
る
秘
密
結
社
に
は
い
り
、
そ
の
結
社
間
の
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
ゆ
く
青
年
メ

ネ
ヒ
ル
ド
の
運
命
。
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
が
魔
術
的
な
性
格
を
お
び
て
ゆ
く
キ
ュ
ー
バ
の
黒
人

社
会
を
躍
動
的
に
描
く
著
者
の
デ
ビ
ュ
ー
作
。 

21.9　

二
六
四
頁　

二
五
〇
〇
円

石
蹴
り
遊
び

フ
リ
オ
・
コ
ル
タ
サ
ル　

土
岐
恒
二
訳

読
者
を
共
犯
者
に
、
旅
の
道
連
れ
に
、
仕
立
て
あ
げ
る
こ
と
―
―
。『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
実

験
的
技
法
を
用
い
な
が
ら
、
パ
リ
、
そ
し
て
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
を
舞
台
に
現
代
人
の
苦
悩

を
描
い
た
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
屈
指
の
野
心
作
。

 
16.8　

五
八
〇
頁　

四
〇
〇
〇
円

モレルの
発
明

Ａ
・
ビ
オ
イ
＝
カ
サ
ー
レ
ス　

清
水
徹
＋
牛
島
信
明
訳

二
つ
の
太
陽
、
二
つ
の
月
が
輝
く
絶
海
の
孤
島
で
の
亡
命
者
と
若
い
女
の
奇
妙
な
恋
物
語
の

う
ち
に
、現
実
と
イ
マ
ー
ジ
ュ
、現
実
と
虚
構
と
を
巡
る
形
而
上
的
思
考
を
封
印
し
、『
去
年
、

マ
リ
エ
ン
バ
ー
ト
で
』、『
ピ
ア
ノ
・
チ
ュ
ー
ナ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ス
ク
エ
イ
ク
』
の
霊
感
源

と
も
な
っ
た
、
ボ
ル
ヘ
ス
の
盟
友
に
よ
る
異
色
の
中
篇
小
説
。 

一
九
七
頁　
一
五
〇
〇
円

テ
ラ・ノス
ト
ラ

カ
ル
ロ
ス
・
フ
エ
ン
テ
ス　

本
田
誠
二
訳

征
服
者
ス
ペ
イ
ン
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
メ
キ
シ
コ
成
立
の
物
語
を
、
神
話
・
小
説
的
な
想
像
力

で
批
判
的
に
読
解
／
創
造
す
る
現
代
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
小
説
の
傑
作
。
実
在
の
人
物
た
ち
と
架

空
の
登
場
人
物
た
ち
を
斬
新
な
手
法
で
錯
綜
さ
せ
、
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す

征
服
者
の
悲
劇
を
三
部
構
成
で
物
語
る
世
紀
の
叙
事
詩
！ 

16.5　
一
〇
九
一
頁　

六
〇
〇
〇
円

バルバラ

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
マ
ン
・
ア
リ
・
ワ
ベ
リ　

林
俊
訳

「
死
ぬ
前
に
証
言
す
る
、
消
滅
す
る
前
に
書
く
。」
植
民
地
時
代
の
悪
弊
、
帝
国
主
義
列
強
の

支
配
、
氏
族
独
裁
主
義
の
迷
妄
と
内
紛
…
…
。
血
塗
ら
れ
た
ジ
ブ
チ
の
歴
史
的
悲
劇
。
混
迷

す
る
日
常
の
な
か
で
格
闘
す
る
、
四
人
の
若
者
の
抵
抗
を
描
く
実
験
的
心
理
小
説
。

 
14.1　

一
七
六
頁　

二
〇
〇
〇
円

マホ
ガニー 

私
の
最
期
の
時

エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン　

塚
本
昌
則
訳

あ
る
子
供
の
胎
盤
と
と
も
に
植
え
ら
れ
た
木
。
そ
の
根
元
に
は
、
成
長
し
逃
亡
の
の
ち
銃
殺

さ
れ
た
子
ど
も
が
、
埋
葬
さ
れ
る
。
無
数
の
声
な
き
声
と
と
も
に
生
き
た
マ
ホ
ガ
ニ
ー
が
、

新
た
な
歴
史
を
語
り
は
じ
め
る
…
…
。
カ
リ
ブ
海
を
代
表
す
る
作
家
の
闘
争
／
逃
走
の
叙
事

詩
。 

21.6　

二
三
九
頁　

二
五
〇
〇
円

憤
死

エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン　

星
埜
守
之
訳

腐
敗
し
た
政
治
、
次
々
と
運
ば
れ
る
遺
体
、
終
わ
る
こ
と
な
く
倒
れ
て
は
起
き
上
が
る
三
人

の
失
業
者
た
ち
…
…
シ
ャ
モ
ワ
ゾ
ー
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
グ
リ
ッ
サ
ン
の
代
表
作
『
カ

リ
ブ
海
序
説
』
の
出
発
点
と
も
な
っ
た
、
カ
リ
ブ
海
文
学
の
歴
史
的
・
創
造
的
原
点
。

 
20.8　

二
八
一
頁　

二
八
〇
〇
円

ハイ
チ
女へのハレル
ヤ

ル
ネ
・
ド
ゥ
ペ
ス
ト
ル　

立
花
英
裕
・
後
藤
美
和
子
・
中
野
茂
訳

古
く
か
ら
伝
わ
る
《
少
女
と
魚
の
悲
恋
》
の
逸
話
を
な
ぞ
る
よ
う
に
絶
世
の
美
女
の
叔
母
に

惹
か
れ
ゆ
く
少
年
を
捉
え
た
表
題
作
を
は
じ
め
、
規
範
と
差
別
、
偏
見
に
苦
悶
す
る
な
か
で

邂
逅
す
る
エ
ロ
ス
を
晴
れ
や
か
に
描
く
、
現
代
ハ
イ
チ
文
学
の
傑
作
短
編
集
。

 
18.6　

二
三
〇
頁　

二
八
〇
〇
円
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
楽
し
み

連
邦
区マド
リ
ー
ド

Ｊ
・
Ｊ
・
ア
ル
マ
ス
・
マ
ル
セ
ロ　

大
西
亮
訳

妄
想
と
現
実
が
混
ざ
り
あ
っ
た
都
市
〈
マ
ド
リ
ー
ド
〉
を
背
景
に
、
嫉
妬
／
偽
装
／
計
略
／

簒
奪
が
織
り
な
さ
れ
る
美
し
く
も
謎
め
い
た
物
語
。《
洪
水
の
よ
う
に
溢
れ
出
る
言
葉
の
奔

流
》（
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ
）。

14.4　

三
四
四
頁　

三
五
〇
〇
円

暮
れ
な
ず
む
女

ド
リ
ス
・
レ
ッ
シ
ン
グ　

山
崎
勉
訳

長
く
家
庭
に
束
縛
さ
れ
て
い
た
ケ
イ
ト
は
、あ
る
夏
、海
外
で
単
身
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ

た
。
新
し
い
体
験
を
経
て
、
彼
女
が
見
出
し
た
自
由
と
は
？
「
目
を
開
け
れ
ば
そ
こ
に
戦
争

が
あ
り
、
憎
み
合
う
人
間
が
い
る
。
そ
う
い
う
時
代
に
あ
っ
て
人
間
と
は
何
な
の
か
？
」
本

年
度
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家
の
代
表
作
。 

二
八
五
頁　

二
五
〇
〇
円

生
存
者
の
回
想

ド
リ
ス
・
レ
ッ
シ
ン
グ　

大
社
淑
子
訳

破
壊
と
暴
力
が
蔓
延
す
る
近
未
来
都
市
に
生
き
る
老
女
の
も
と
に
、
少
女
が
届
け
ら
れ
た
。

荒
廃
し
た
現
実
と
、「
壁
」
の
向
こ
う
に
広
が
る
異
世
界
を
往
還
し
つ
つ
、
未
来
を
信
じ
る

少
女
た
ち
の
サ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
が
今
、
は
じ
ま
る
…
…
。

 

二
三
七
頁　

二
二
〇
〇
円

シ
カス
タ 

ア
ル
ゴ
座
の
カ
ノ
ー
プ
ス

ド
リ
ス
・
レ
ッ
シ
ン
グ　

大
社
淑
子
訳

今
や
野
蛮
と
殺
戮
が
支
配
す
る
星
シ
カ
ス
タ
。
こ
の
星
の
再
生
の
た
め
に
送
り
込
ま
れ
た

ジ
ョ
ホ
ー
ア
だ
っ
た
が
…
…
。
宇
宙
的
視
点
か
ら
一
つ
の
星
の
命
運
を
描
き
出
す
、
現
代
社

会
へ
の
痛
烈
な
批
判
に
み
ち
た
、
壮
大
な
黙
示
録
。

 

五
一
二
頁　

三
八
〇
〇
円

わ
が
人
生
の
小
説

レ
オ
ナ
ル
ド
・
パ
ド
ゥ
ー
ラ　

久
野
量
一
訳

故
国
キ
ュ
ー
バ
か
ら
追
放
さ
れ
た
文
学
研
究
者
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
テ
リ
ー
は
、
十
九
世
紀
の

詩
人
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
エ
レ
デ
ィ
ア
の
「
回
想
録
」
に
ま
つ
わ
る
情
報
を
得
て
、
一
時
帰
国
し

た
ハ
バ
ナ
で
「
回
想
録
」
の
手
が
か
り
を
探
す
の
だ
が
…
…
。
キ
ュ
ー
バ
独
立
運
動
に
ま
つ
わ

る
事
件
を
ミ
ス
テ
リ
ー
仕
立
て
に
描
き
出
す
傑
作
長
編
。 

22.4　

四
九
六
頁　

四
〇
〇
〇
円

犬
売
り
ま
す

フ
ア
ン
・
パ
ブ
ロ
・
ビ
ジ
ャ
ロ
ボ
ス　

平
田
渡
訳

元
タ
コ
ス
屋
テ
オ
は
、
ア
ド
ル
ノ
の
『
美
の
理
論
』
を
座
右
の
書
と
し
て
日
常
の
諸
問
題
に

対
処
し
て
い
る
。
テ
オ
、
読
書
会
を
主
催
す
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
、
八
百
屋
の
女
将
の
三
角

関
係
、モ
ル
モ
ン
教
徒
、毛
沢
東
主
義
者
、ゴ
キ
ブ
リ
の
大
群
に
よ
っ
て
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ
ー

で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。 

20.6　

三
一
三
頁　

三
〇
〇
〇
円

古
書
収
集
家グ

ス
タ
ボ
・
フ
ァ
ベ
ロ
ン
＝
パ
ト
リ
ア
ウ　

髙
野
雅
司
訳

ペ
ル
ー
の
言
語
学
者
が
北
米
産
ミ
ス
テ
リ
ー
と
六
〇
年
代
南
米
小
説
の
実
験
精
神
を
融
合
さ
せ
た

驚
異
の
デ
ビ
ュ
ー
作
！　
〈
本
書
は
野
心
的
な
小
説
だ
…
…
読
む
こ
と
を
通
し
て
作
品
の
創
造
に
加

わ
り
、こ
の
小
説
に
秘
め
ら
れ
た
緻
密
な
意
味
と
謎
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
読
者
は
こ
の
本
を

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
〉（
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ
）。 

14.12　

二
八
四
頁　

二
八
〇
〇
円

リ
トル・ボ
ー
イ

マ
リ
ー
ナ
・
ペ
レ
サ
グ
ア　

内
田
吉
彦
訳

広
島
へ
の
原
爆
投
下
に
よ
っ
て
被
爆
し
、
そ
の
後
数
奇
な
体
験
を
重
ね
た
女
性
の
半
生
を
め

ぐ
る
表
題
作
を
は
じ
め
、
傷
つ
け
ら
れ
、
虐
げ
ら
れ
、
極
限
状
態
で
苦
悩
す
る
人
々
の
不
条

理
な
姿
を
幻
想
的
筆
致
の
う
ち
に
描
き
出
し
、
生
の
淵
源
を
ま
ば
ゆ
く
照
射
す
る
十
三
の
物

語
。 

16.5　

二
三
九
頁　

二
五
〇
〇
円
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
楽
し
み

こ
れ
は
小
説
で
は
ないデ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
マ
ー
ク
ソ
ン　

木
原
善
彦
訳

「
こ
れ
は
小
説
か
、
あ
る
い
は
究
極
の
反
小
説
か
？
」
作
家
、
芸
術
家
を
襲
う
病
気
、
狂
気
、

不
遇
、
死
因
…
…
ト
リ
ビ
ア
ル
な
伝
記
的
記
述
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
、
未
曾
有
の
〈
死

の
類
別
目
録
〉
小
説
に
し
て
、
ジ
ョ
イ
ス
、
ベ
ケ
ッ
ト
に
比
せ
ら
れ
る
実
験
的
な
「
ま
っ
た

く
物
語
の
な
い
小
説
」。 

13.10　

三
一
〇
頁　

二
八
〇
〇
円

神
の
息
に
吹
か
れ
る
羽
根

シ
ー
ク
リ
ッ
ト
・
ヌ
ー
ネ
ス　

杉
浦
悦
子
訳

愛
を
、
そ
し
て
言
葉
を
不
器
用
に
し
か
表
わ
す
こ
と
の
で
き
な
い
貧
し
い
移
民
た
ち
の
不
安

と
苦
悩
、
そ
し
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
生
き
る
ひ
と
り
の
女
性
の
孤
独
と
焦
燥
を
繊
細
な
感
覚

で
描
く
、
全
米
で
話
題
沸
騰
の
ア
ジ
ア
系
作
家
の
デ
ビ
ュ
ー
作
。

 

二
三
三
頁　

二
二
〇
〇
円

ミッツ 

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
の
マ
ー
モ
セ
ッ
ト

シ
ー
ク
リ
ッ
ト
・
ヌ
ー
ネ
ス　

杉
浦
悦
子
訳

第
二
次
世
界
大
戦
前
夜
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
密
林
か
ら
や
っ
て
き
た
世
界
一
小
さ
な
サ
ル
〝
ミ
ッ

ツ
〞。
ウ
ル
フ
の
小
説
、
日
記
、
書
簡
な
ど
を
縦
横
に
駆
使
し
て
織
り
な
す
、
ユ
ー
モ
ア
と

悲
哀
に
み
ち
た
新
し
い
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
試
み
。
ウ
ル
フ
の
伝
記
？　

サ
ル
の
伝
記
？

 

一
八
七
頁　
一
八
〇
〇
円

ラ
イ
オンの
皮
を
ま
とって

マ
イ
ケ
ル
・
オ
ン
ダ
ー
チ
ェ　

福
間
健
二
訳

橋
か
ら
落
ち
る
尼
僧
、
受
け
と
め
る
命
知
ら
ず
の
男
。
失
踪
し
た
大
金
持
ち
、
あ
と
を
追
う

ラ
ジ
オ
女
優
…
…
。
カ
ナ
ダ
の
人
気
小
説
家
が
オ
ム
ニ
バ
ス
映
画
の
よ
う
に
切
り
替
わ
る
詩

情
豊
か
な
場
面
の
な
か
に
織
り
な
す
官
能
と
労
働
の
物
語
。

 

三
三
六
頁　

二
八
〇
〇
円

沈
黙

ド
ン
・
デ
リ
ー
ロ　

日
吉
信
貴
訳

二
〇
二
二
年
二
月
、
原
因
不
明
の
大
停
電
が
日
常
を
覆
っ
た
。
電
子
機
器
の
故
障
、
ネ
ッ
ト

や
電
話
な
ど
通
信
の
途
絶
、
暗
闇
と
静
寂
、
暴
動
に
揺
れ
る
大
都
会
。
闇
を
怖
れ
る
よ
う
に

集
っ
た
五
人
は
何
を
思
い
、
何
を
語
り
、
何
を
求
め
る
の
か
…
…
？　

危
機
と
昏
迷
の
日
常

を
抉
る
問
題
作
。 

21.6　
一
五
〇
頁　

二
〇
〇
〇
円

ゼロ
Ｋ 

ド
ン
・
デ
リ
ー
ロ　

日
吉
信
貴
訳

大
富
豪
ロ
ス
・
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
は
、
難
病
に
冒
さ
れ
た
愛
妻
の
身
体
を
凍
結
し
、
未
来
の
医

療
に
託
そ
う
と
目
論
む
が
…
…
。
科
学
の
進
歩
は
肉
体
の
復
活
と
人
類
の
更
新
、
永
遠
へ
の

到
達
を
約
束
し
う
る
の
か
。
愛
は
絶
対
零
度
の
世
界
で
も
生
き
長
ら
え
る
の
か
。
極
限
状
況

に
お
け
る
人
間
の
限
界
を
問
う
異
色
の
恋
愛
小
説
。 

23.6　

三
一一
頁　

三
〇
〇
〇
円

ホワ
イ
トノ
イ
ズ 

ド
ン
・
デ
リ
ー
ロ　

都
甲
幸
治
＋
日
吉
信
貴
訳

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
空
中
汚
染
事
故
、
消
費
社
会
の
猛
威
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
氾
濫
、
謎

の
新
薬
〈
ダ
イ
ラ
ー
〉
の
魔
手
、
い
び
つ
な
家
族
関
係
、
来
る
べ
き
《
死
》
に
対
す
る
底
な

し
の
恐
怖
…
…
。
現
代
ア
メ
リ
カ
文
学
の
鬼
才
の
代
表
作
に
し
て
問
題
作
、
そ
し
て
今
な
お

人
間
の
実
存
を
穿
つ
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
学
随
一
の
傑
作
。 22.12　
三
三
七
頁　

三
〇
〇
〇
円

ポ
イン
ト・オ
メ
ガ

ド
ン
・
デ
リ
ー
ロ　

都
甲
幸
治
訳

戦
争
、
記
憶
、
意
識
、
宇
宙
を
め
ぐ
る
対
話
。
砂
の
彼
方
に
消
え
る
声
。
溶
け
て
ゆ
く
時
間
。

朧
に
閃
く
欲
望
。
そ
し
て
、
少
女
は
消
え
た
…
…
。
虚
空
を
領
す
る
絶
対
の
静
寂
が
、
ア
メ
リ

カ
の
光
と
闇
、
人
間
精
神
の
孤
独
を
穿
つ
。

 
19.1　

一
五
六
頁　
一
八
〇
〇
円
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
楽
し
み

オレ
デシュ川
沿いの
村アナ

イ
ー
ト
・
グ
リ
ゴ
リ
ャ
ン　

髙
田
映
介
訳

飲
ん
だ
く
れ
で
無
職
の
父
親
、
仕
事
に
疲
れ
き
っ
た
母
親
、
た
く
さ
ん
の
幼
い
子
供
た
ち

…
…
社
会
が
崩
壊
の
瀬
戸
際
に
あ
っ
た
一
九
九
〇
年
代
ロ
シ
ア
の
郊
外
の
村
を
、
森
と
水
辺

の
妖
怪
に
憧
れ
な
が
ら
日
々
を
暮
ら
す
少
女
の
目
か
ら
、
郷
愁
と
虚
無
感
を
込
め
て
描
き
出

す
現
代
ロ
シ
ア
小
説
。 

21.8　

三
三
五
頁　

三
〇
〇
〇
円

欠
落
あ
る
写
本 

デ
デ
・
コ
ル
ク
ト
の
失
わ
れ
た
書

カ
マ
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ　

伊
東
一
郎
訳

騎
馬
民
族
オ
グ
ズ
の
内
部
で
暗
躍
す
る
ス
パ
イ
と
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
王
の
影
武
者
を
め
ぐ

る
逸
話
、
無
関
係
な
二
つ
の
物
語
が
一
冊
の
写
本
の
中
で
混
ざ
り
合
う
。
チ
ュ
ル
ク
叙
事
詩
の

最
高
傑
作
『
デ
デ
・
コ
ル
ク
ト
の
書
』
を
題
材
に
、
現
代
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
代
表
す
る
小

説
家
＝
文
学
研
究
者
が
書
き
上
げ
た
歴
史
幻
想
小
説
。 

17.10　

三
七
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

メル
ラ
ー
ナ
街
の
混
沌
た
る
殺
人
事
件

カ
ル
ロ
・
エ
ミ
ー
リ
オ
・
ガ
ッ
ダ　

千
種
堅
訳

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
権
下
の
ロ
ー
マ
。
成
金
街
の
宝
石
盗
難
‐
殺
人
事
件
。
奮
闘
す
る
敏
腕
警

部
。
迷
走
す
る
捜
査
劇
。
混
乱
。
脱
線
。
紛
糾
…
…　

ジ
ョ
イ
ス
、
プ
ル
ー
ス
ト
、
カ
フ
カ

に
比
肩
す
る
、
イ
タ
リ
ア
・
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
小
説
の
金
字
塔
。11.12　

四
一一
頁　

三
五
〇
〇
円

地
獄
の
裏
切
り
者パ

ー
ヴ
ェ
ル
・
ペッ
ペ
ル
シ
テ
イ
ン　

岩
本
和
久
訳

冷
戦
時
代
、
ソ
連
の
全
住
民
を
瞬
時
に
天
国
の
救
済
へ
と
送
る
〈
音
響
麻
酔
兵
器
〉
が
ア
メ

リ
カ
で
開
発
さ
れ
…
…
平
和
な
最
終
兵
器
を
め
ぐ
る
応
酬
を
描
く
表
題
作
ほ
か
、モ
ス
ク
ワ
・

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
、
混
沌
と
し
て
軽
や
か
な
ロ
シ
ア
・
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
短
編
小
説
七
編
。 

21.12　

二
一
七
頁　

二
二
〇
〇
円
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叢
書  

エ
ル
・
ア
ト
ラ
ス

も
う
ひ
とつの『
異
邦
人
』 

ム
ル
ソ
ー
再
捜
査

カ
メ
ル
・
ダ
ー
ウ
ド　

鵜
戸
聡
訳

カ
ミ
ュ
の
『
異
邦
人
』
を
反
転
さ
せ
、
ム
ル
ソ
ー
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
ア
ラ
ブ
人
の
弟
が

紡
ぐ
《
も
う
ひ
と
つ
の
物
語
》
と
は
な
に
か
!?　

世
界
で
も
っ
と
も
読
ま
れ
た
フ
ラ
ン
ス
小

説
を
ア
ラ
ブ
人
の
視
点
か
ら
創
造
＝
想
像
的
に
捉
え
返
す
衝
撃
作
。

 
19. 1　

二
〇
一
頁　

二
〇
〇
〇
円

移
民
の
記
憶 

マ
グ
レ
ブ
の
遺
産ヤ

ミ
ナ
・
ベ
ン
ギ
ギ　

石
川
清
子
訳

単
身
で
フ
ラ
ン
ス
に
わ
た
り
、
悲
惨
な
住
環
境
で
働
く
〈
父
た
ち
〉。
自
国
の
伝
統
と
異
国

へ
の
統
合
の
軋
轢
に
苦
し
む
〈
母
た
ち
〉。
ふ
た
つ
の
文
化
の
あ
い
だ
で
自
ら
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
問
い
直
す
〈
子
ど
も
た
ち
〉。
マ
グ
レ
ブ
移
民
た
ち
が
直
面
す
る
困
難
な
現
実

を
重
層
的
に
可
視
化
す
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。 

20.9　

二
二
七
頁　

二
五
〇
〇
円

ド
イ
ツ
人
の
村 

シ
ラ
ー
兄
弟
の
日
記

ブ
ア
レ
ム
・
サ
ン
サ
ー
ル　

青
柳
悦
子
訳

前
途
有
望
な
兄
の
突
然
の
自
殺
に
見
舞
わ
れ
た
弟
は
、
遺
品
と
し
て
兄
の
日
記
を
手
渡
さ
れ

る
。
日
記
を
め
く
る
ご
と
に
明
ら
か
に
な
る
兄
の
心
境
と
自
殺
の
動
機
、
そ
し
て
ナ
チ
ス
に

加
担
し
た
過
去
を
も
つ
父
親
の
存
在
…
…
。
孤
独
の
闇
と
、
人
へ
の
信
頼
と
い
う
希
望
の
光

を
物
語
る
傑
作
。 

20.4　

三
四
七
頁　

三
〇
〇
〇
円

ファティマ 

辻
公
園
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
女
た
ち

レ
イ
ラ
・
セ
バ
ー
ル　

石
川
清
子
訳

ム
ス
リ
ム
移
民
が
多
く
暮
ら
す
パ
リ
郊
外
の
集
合
団
地
、
行
き
交
う
母
親
た
ち
が
お
し
ゃ
べ

り
に
興
じ
る
な
か
、
ひ
と
り
の
少
女
が
女
た
ち
の
内
輪
話
に
耳
を
傾
け
る
…
…　
《
は
ざ
ま
》

に
暮
ら
す
女
性
た
ち
の
声
を
重
層
的
に
響
か
せ
る
、
著
者
の
代
表
作
。

 
23.7　

二
二
八
頁　

二
五
〇
〇
円

叢
書  
エル・ア
ト
ラス

列
強
支
配
か
ら
の
独
立
後
、
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
の
伝
統
に
根
ざ
し
な
が
ら
も
押
し
寄
せ
る

近
代
化
の
波
の
な
か
で
《
声
》
を
発
信
し
続
け
る
マ
グ
レ
ブ
諸
国
。
激
動
の
政
情
に
揺
れ
る

北
ア
フ
リ
カ
の
新
し
い
文
学
を
紹
介
す
る
異
色
の
シ
リ
ー
ズ
。

 

四
六
判
上
製

貧
者
の
息
子 

カ
ビ
リ
ー
の
教
師
メ
ン
ラ
ド

ム
ル
ド
・
フ
ェ
ラ
ウ
ン　

青
柳
悦
子
訳

フ
ラ
ン
ス
占
領
下
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
カ
ビ
リ
ー
地
方
で
農
民
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
メ
ン
ラ
ド
・

フ
ル
ル
は
、
貧
し
い
な
が
ら
も
勉
学
に
励
み
、
努
力
し
て
教
師
と
な
る
…
…
子
供
時
代
の
極
貧
、

田
舎
の
生
活
風
景
、
家
族
へ
の
思
い
な
ど
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
の
属
す
る
社
会
を
自

負
を
も
っ
て
描
き
だ
す
現
代
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
文
学
の
古
典
。 

16.11　
二
八
〇
頁　
二
八
〇
〇
円

部
族
の
誇
り

ラ
シ
ー
ド
・
ミ
ム
ニ　

下
境
真
由
美
訳

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
後
、
近
代
化
の
波
は
否
応
な
し
に
辺
境
の
村
ジ
ト
ゥ
ナ
の
部
族
に
も
押

し
寄
せ
て
く
る
。
伝
統
は
変
わ
り
、
生
活
は
便
利
に
な
り
、
村
は
豊
か
に
な
っ
て
い
く
の
か
？

創
建
時
代
か
ら
の
村
の
物
語
を
、
そ
し
て
部
族
の
命
運
に
関
わ
る
エ
ル
・
マ
ブ
ル
ー
ク
家
の

秘
密
を
長
老
が
物
語
る
一
大
サ
ー
ガ
。 

18. 9　

二
二
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

シャアバの
子
供

ア
ズ
ー
ズ
・
ベ
ガ
ー
グ　

下
境
真
由
美
訳

か
つ
て
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
郊
外
に
あ
っ
た
ス
ラ
ム
街
《
シ
ャ
ア
バ
》。
幼
少
時
に
マ
グ
レ

ブ
か
ら
移
住
し
て
き
た
少
年
は
、
貧
困
家
庭
か
ら
勉
学
に
よ
っ
て
身
を
起
こ
し
、
大
臣
に
ま

で
登
り
つ
め
、
作
家
と
な
っ
た
が
…
…
。
作
家
自
身
が
体
験
し
た
青
春
時
代
を
描
き
だ
し
た

代
表
作
。 

21.12　

二
七
七
頁　

二
八
〇
〇
円



114

叢
書  

エ
ル
・
ア
ト
ラ
ス

救
世
軍

ア
ブ
デ
ッ
ラ
ー
・
タ
ー
イ
ア　

鵜
戸
聡
訳

 

近
刊

大
き
な
家

モ
ア
メ
ド
・
デ
ィ
ブ　

茨
木
博
史
訳

 

近
刊



115

現
代
ウ
ィ
ー
ン
・
ミ
ス
テ
リ
ー
・
シ
リ
ー
ズ

き
た
れ
、
甘
き
死
よ

ヴ
ォ
ル
フ
・
ハ
ー
ス　

福
本
義
憲
訳

白
昼
の
ウ
ィ
ー
ン
中
心
街
で
、
血
液
銀
行
社
長
と
そ
の
恋
人
が
狙
撃
さ
れ
、
続
い
て
赤
十
字

救
護
隊
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
絞
殺
さ
れ
る
。
そ
の
背
後
に
は
、〈
人
命
救
助
〉
を
賭
け
て
熾
烈

な
ラ
イ
バ
ル
争
い
を
繰
り
広
げ
る
二
つ
の
救
急
隊
組
織
の
存
在
が
…
…
。
ド
イ
ツ
・
ミ
ス
テ

リ
ー
大
賞
最
優
秀
賞
受
賞
作
品
。 

二
七
八
頁　
一
六
〇
〇
円

消
え
た
心
臓

ユ
ル
ゲ
ン
・
ベ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
テ
ィ　

唐
沢
徹
訳

閑
静
な
住
宅
街
で
犬
や
猫
の
惨
殺
事
件
が
続
発
。
人
間
ま
で
も
が
同
じ
手
口
の
犠
牲
者
と
な

る
。
お
ま
け
に
遺
体
か
ら
は
心
臓
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
て
い
た
。
三
流
大
衆
紙
の
若
き
カ
メ
ラ

マ
ン
、
ブ
ラ
イ
ト
マ
イ
ア
ー
は
、
持
ち
前
の
好
奇
心
と
粘
り
強
さ
で
事
件
の
裏
側
へ
と
潜
入
、

あ
る
事
実
に
突
き
あ
た
る
が
…
…
。 

二
一
四
頁　
一
五
〇
〇
円

小
さ
な
花

エ
ル
ン
ス
ト
・
ヒ
ン
タ
ー
ベ
ル
ガ
ー　

鈴
木
隆
雄
訳

雪
も
よ
い
の
薄
ら
寒
い
あ
る
日
、
行
方
不
明
の
幼
女
が
ド
ナ
ウ
河
岸
に
死
体
と
な
っ
て
漂
着

す
る
。
司
法
解
剖
の
結
果
、
児
童
虐
待
の
事
実
が
判
明
し
、
犯
人
の
目
星
も
す
ぐ
に
付
い
た

か
に
思
え
た
。
し
か
し
事
態
は
急
転
、
重
要
参
考
人
が
次
々
と
撲
殺
さ
れ
…
…
。

 

三
〇
九
頁　
一
八
〇
〇
円

カル
トの
影

ク
ル
ト
・
ブ
ラ
ハ
ル
ツ　

郷
正
文
訳

カ
ル
ト
教
団
に
入
信
し
て
消
息
を
絶
っ
た
資
産
家
の
娘
の
捜
索
を
依
頼
さ
れ
た
し
が
な
い
興

信
所
員
は
、
調
査
を
進
め
る
う
ち
、
そ
の
セ
ッ
ク
ス
・
カ
ル
ト
に
大
い
に
関
心
を
そ
そ
ら
れ
、

グ
ル
の
言
葉
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
、
甘
美
で
異
次
元
的
な
性
の
迷
宮
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
る
。

娘
捜
し
の
件
は
ど
う
な
る
⁉ 

一
七
三
頁　
一
四
〇
〇
円

現
代
ウィーン・ミス
テ
リ
ー・シ
リ
ー
ズ

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
ミ
ス
テ
リ
ー
の
一
大
中
心
地
、
ウ
ィ
ー
ン
発
、
異
色
の
ミ
ス
テ
リ
ー
・

シ
リ
ー
ズ
。
ウ
ィ
ー
ン
っ
子
に
人
気
の
若
手
作
家
か
ら
お
な
じ
み
の
中
堅
作
家
ま
で
の
野
心

作
、
話
題
作
を
と
り
そ
ろ
え
続
々
紹
介
。
登
場
地
名
を
網
羅
し
た
、
豪
華
ミ
ス
テ
リ
ー
・
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
付
き
！ 

内
容
見
本
呈　

四
六
変
判
並
製

『
ケル
ズの
書
』の
も
と
に

ペ
ー
タ
ー
・
Ｒ
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ン
ガ
ー　

松
村
国
隆
訳

中
世
の
装
飾
写
本
『
ケ
ル
ズ
の
書
』
が
辿
る
数
奇
な
運
命
と
、
そ
こ
に
密
か
に
刻
ま
れ
た
謎

の
文
字
。
か
た
や
現
代
の
ウ
ィ
ー
ン
で
ひ
き
逃
げ
事
故
を
起
こ
し
た
男
の
も
と
に
舞
い
戻
る

無
傷
の
愛
車
―
―
時
空
を
超
え
て
、二
つ
の
謎
が
出
会
う
と
き
、明
ら
か
に
な
る
一
つ
の
《
真

実
》
と
は
？ 

二
六
一
頁　
一
八
〇
〇
円

ペス
ト
記
念
柱

ロ
ッ
テ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ　

城
田
千
鶴
子
訳

突
如
失
踪
し
た
親
友
フ
ァ
ニ
ー
の
行
方
を
追
う
女
子
大
生
の
フ
ロ
ー
は
、
失
踪
の
謎
を
探
る

う
ち
、
身
辺
で
錯
綜
す
る
人
間
心
理
の
迷
宮
に
迷
い
込
む
。
そ
う
言
え
ば
ウ
ィ
ー
ン
は
「
心

理
学
の
街
」
だ
っ
た
。
わ
た
し
は
一
体
、
誰
？　

フ
ロ
ー
？　

そ
れ
と
も
フ
ァ
ニ
ー
？

 

一
九
八
頁　
一
四
〇
〇
円

マン
嬢
は
死
に
ま
し
た
。
彼
女
か
ら
よ
ろ
し
く
と
の

こ
と 

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ツ
ェ
ン
カ
ー　

上
松
美
和
子
訳

私
立
探
偵
ミ
ニ
ー
・
マ
ン
嬢
は
身
長
一
二
〇
セ
ン
チ
で
体
に
障
害
を
持
つ
が
、
頭
は
と
び
き

り
の
切
れ
者
。
あ
る
日
二
人
の
男
に
ト
ラ
ン
ク
に
押
し
込
ま
れ
運
ば
れ
た
先
に
待
っ
て
い
た

依
頼
人
は
、
指
名
手
配
中
の
女
実
業
家
だ
っ
た
。
ト
レ
ー
ド
・
マ
ー
ク
の
〈
松
葉
杖
〉
を
武

器
に
事
件
解
明
に
大
暴
れ
！ 

一
八
〇
頁　
一
四
〇
〇
円
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現
代
ウ
ィ
ー
ン
・
ミ
ス
テ
リ
ー
・
シ
リ
ー
ズ

病
ん
だハイエナ
の
胃
の
な
か
で

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ア
マ
ン
ス
ハ
ウ
ザ
ー　

須
藤
正
美
訳

ウ
ィ
ー
ン
の
地
下
鉄
で
偶
然
、
謎
の
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
を
手
に
し
た
の
が
運
の
つ
き
。 

二
十
三
区
を
順
番
に
巡
る
先
々
で
出
没
す
る
キ
テ
レ
ツ
な
人
た
ち
、
素
っ
頓
狂
な
出
来
事
、

忍
び
寄
る
魔
の
手
。
可
笑
し
く
て
、
ち
ょ
っ
と
不
気
味
な
異
色
の
ヘ
ン
テ
コ
・
ミ
ス
テ
リ
ー
。

 

一
八
二
頁　
一
四
〇
〇
円

血
のバセ
ー
ナ 

八
人
の
女
性
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
に
よ
る
短
篇
集

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ホ
ル
ヴ
ァ
ー
ト
編　

伊
藤
直
子
・
須
藤
直
子
訳

美
し
き
、
青
き
ド
ナ
ウ
を
流
れ
る
死
体
、
そ
れ
を
引
き
上
げ
る
ひ
と
り
の
老
女
。
さ
え
な
い

中
年
男
の
怪
し
げ
な
恋
心
。
突
如
、
失
踪
し
た
声
楽
家
の
行
方
は
？　

個
性
豊
か
な
ウ
ィ
ー

ン
の
女
性
作
家
た
ち
が
紡
ぎ
だ
す
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
。

 

三
〇
七
頁　
一
八
〇
〇
円

 

全
巻
完
結　

全
九
冊
セ
ッ
ト
定
価
一
四
、一
〇
〇
円
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ア
ン
デ
ス
の
風
叢
書

この
世
の
王
国ア

レ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル　

木
村
栄
一
＋
平
田
渡
訳

ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
が
い
ま
だ
に
根
強
く
生
き
延
び
、
圧
制
と
反
乱
の
う
ち
続
く
カ
リ
ブ
海
の
島

ハ
イ
チ
で
、
世
に
も
数
奇
な
運
命
を
辿
っ
た
一
黒
人
奴
隷
の
眼
に
映
っ
た
新
大
陸
の
驚
く
べ

き
現
実
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
＝
魔
術
的
レ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
の
初
期
の
傑

作
中
篇
。 

一
六
五
頁　
一
五
〇
〇
円

追
跡

ア
レ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル　

杉
浦
勉
訳

 《
か
れ
》は
か
つ
て
革
命
の
た
め
に
暗
殺
を
敢
行
し
た《
英
雄
》。
し
か
し
、今
は
庇
護
な
き《
逃

亡
者
》。
次
第
に
明
か
さ
れ
る
、
魂
の
救
済
を
希
求
す
る
一
人
の
男
の
血
塗
ら
れ
た
歴
史
と

そ
の
末
路
。
物
語
構
造
の
中
に
大
胆
に
《
音
楽
》
を
編
み
こ
ん
だ
こ
と
で
も
有
名
な
異
色
の

中
篇
。 

一
六
三
頁　

二
〇
〇
〇
円

す
べての
火
は
火

フ
リ
オ
・
コ
ル
タ
サ
ル　

木
村
栄
一
訳

侵
犯
す
る
幻
想
…
…
崩
壊
す
る
日
常
…
…
。
洗
練
さ
れ
た
実
験
的
手
法
と
幻
想
的
な
技
巧
を

駆
使
し
て
、
日
常
と
非
日
常
が
混
淆
す
る
不
可
思
議
な
小
説
空
間
を
構
築
す
る
現
代
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
作
家
に
よ
る
、
脱
出
不
可
能
な
八
つ
の
迷
宮
的
短
篇
。

 

二
四
七
頁　

二
三
〇
〇
円

ファラベウ
フ

サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
エ
リ
ソ
ン
ド　

田
澤
耕
訳

バ
タ
イ
ユ
の
『
エ
ロ
ス
の
涙
』
に
触
発
さ
れ
、
耐
え
が
た
い
苦
痛
で
あ
る
と
同
時
に
恍
惚
的

な
愛
の
儀
式
を
執
拗
に
描
き
だ
し
た
未
聞
の
残
酷
怪
奇
譚
。
解
剖
学
、
写
真
術
、
心
霊
術
、

中
国
幻
想
、
性
愛
術
を
め
ぐ
る
言
語
が
強
迫
的
に
読
者
を
襲
う
メ
キ
シ
コ
の
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・

ロ
マ
ン
。 

二
〇
四
頁　

二
〇
〇
〇
円

アン
デスの
風
叢
書編

集
＝
桑
名
一
博
＋
篠
田
一
士
＋
清
水
徹
＋
鼓
直

破
天
荒
な
物
語
へ
の
意
志
、
方
法
論
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
探
求
、
言
語
実
験
…
…
今
日
の
世
界

文
学
の
最
も
熱
い
中
心
の
ひ
と
つ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
か
ら
吹
き
送
ら
れ
て
き
た
言
語
の
爆

風
。
本
邦
で
も
よ
う
や
く
知
ら
れ
始
め
た
現
代
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の
息
吹
き
を
伝
え
る

文
学
シ
リ
ー
ズ
。 

四
六
判
上
製

ボルヘス
、
オ
ラル

ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ボ
ル
ヘ
ス　

木
村
栄
一
訳

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の
名
を
世
界
に
轟
か
せ
た
あ
の
ボ
ル
ヘ
ス
が
、
幻
想
的
な
ま
で
の
博

識
と
苦
い
ユ
ー
モ
ア
の
う
ち
に
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
追
求
し
続
け
て
き
た
書
物
、
時
間
、

そ
し
て
不
死
性
の
問
題
へ
と
肉
迫
す
る
、
故
国
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
最
晩
年
の
連
続
講

演
。 

一
七
五
頁　

二
〇
〇
〇
円

天
国
・
地
獄
百
科

ボ
ルヘ
ス
＋
ビ
オ
イ
＝
カ
サ
ー
レ
ス　

牛
島
信
明
・
内
田
吉
彦
・
斎
藤
博
士
訳

天
国
と
は
そ
し
て
地
獄
と
は
何
か
。
人
類
の
宗
教
的
感
情
と
と
も
に
古
い
こ
の
問
い
に
答
え

る
べ
く
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
二
人
の
国
際
的
作
家
が
編
ん
だ
古
今
東
西
の
文
学
者
・
哲
学
者
・

宗
教
家
等
の
珠
玉
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
天
国
に
憧
れ
地
獄
を
恐
れ
る
全
て
の
読
書
人
に
贈
る

奇
書
。 

一
七
七
頁　

二
〇
〇
〇
円

光
の
世
紀

ア
レ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル　

杉
浦
勉
訳

カ
リ
ブ
海
域
に
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
の
理
想
を
広
め
る
べ
く
ハ
バ
ナ
を
訪
れ
た
ビ
ク
ト
ル
・

ユ
ー
グ
と
三
人
の
キ
ュ
ー
バ
青
年
の
波
瀾
に
み
ち
た
運
命
を
語
り
つ
つ
、《
革
命
》
へ
の
限

り
な
い
情
熱
と
深
い
幻
滅
を
描
き
き
っ
た
現
代
キ
ュ
ー
バ
を
代
表
す
る
小
説
家
の
待
望
久
し

い
大
長
篇
小
説
。 

三
五
〇
頁　

二
五
〇
〇
円
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ア
ン
デ
ス
の
風
叢
書

セルバンテス
ま
た
は
読
み
の
批
判

カ
ル
ロ
ス
・
フ
エ
ン
テ
ス　

牛
島
信
明
訳

現
代
メ
キ
シ
コ
最
大
の
小
説
家
が
、
近
代
的
意
味
に
お
け
る
《
小
説
》
そ
の
も
の
の
創
始
者

に
し
て
そ
の
変
革
者
セ
ル
バ
ン
テ
ス
を
、
そ
の
時
代
的
文
脈
に
お
い
て
、
そ
し
て
と
り
わ
け

ジ
ョ
イ
ス
等
の
現
代
の
文
学
的
冒
険
と
の
関
連
に
お
い
て
論
じ
た
セ
ル
バ
ン
テ
ス
論
の
白

眉
。 

一
四
三
頁　

二
〇
〇
〇
円

あ
る
遭
難
者
の
物
語

Ｇ
・
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス　

堀
内
研
二
訳

一
九
八
二
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
、
と
い
う
よ
り
は
、
今
日

の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の
代
表
者
と
も
い
う
べ
き
著
者
が
、
あ
の
『
百
年
の
孤
独
』
の
直

後
に
発
表
し
た
、
英
雄
的
冒
険
が
《
商
売
に
な
る
》
時
代
の
奇
妙
な
苦
い
漂
流
譚
。

 

一
三
九
頁　
一
五
〇
〇
円

泥
の
子
供
た
ち

オ
ク
タ
ビ
オ
・
パ
ス　

竹
村
文
彦
訳

理
性
の
時
代
＝
《
近
代
》
に
あ
っ
て
、
感
性
と
情
熱
の
言
語
＝
《
詩
》
と
は
何
で
あ
っ
た
の

か
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
洗
礼
を
う
け
た
メ
キ
シ
コ
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
詩
人
が
、
ロ
マ
ン
派

か
ら
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
に
至
る
近
代
詩
の
中
か
ら
《
近
代
性
の
終
焉
》
を
剔
抉
す
る
根
源

的
詩
論
。 

二
八
五
頁　

二
八
〇
〇
円

燃
え
る
平
原

フ
ア
ン
・
ル
ル
フ
ォ　

杉
山
晃
訳

灼
熱
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
荒
涼
と
し
た
大
地
を
舞
台
に
、
人
間
の
愛
憎
、
孤
独
、
欲
望
、

宿
命
を
禁
欲
的
な
文
体
で
描
き
、
意
識
の
奥
深
く
に
抗
道
を
掘
り
込
む
が
如
き
神
話
的
な
物

語
に
ま
で
昇
華
し
た
、
現
代
メ
キ
シ
コ
の
伝
説
的
な
前
衛
作
家
の
唯
一
の
短
篇
集
。

 

二
二
一
頁　

二
〇
〇
〇
円
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
エ
ル
・
ド
ラ
ー
ド

フィクションのエル・ド
ラ
ー
ド

編
集
＝
寺
尾
隆
吉

欧
米
を
席
巻
し
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の
〈
ブ
ー
ム
〉
か
ら
半
世
紀
を
経
た
現
在
も
、
政

治
と
社
会
の
混
乱
の
な
か
か
ら
、
陸
続
と
新
し
い
小
説
、
新
し
い
小
説
家
た
ち
が
現
れ
つ
づ

け
て
い
る
。〈
ブ
ー
ム
〉
の
巨
匠
た
ち
か
ら
異
色
の
新
鋭
ま
で
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
未
来
を

告
げ
る
新
シ
リ
ー
ズ
。 

四
六
判
上
製

襲
撃

レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス　

山
辺
弦
訳

非
人
道
的
な
抑
圧
シ
ス
テ
ム
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
社
会
で
、禁
止
さ
れ
た《
囁

き
》
を
密
告
す
る
主
人
公
は
、
首
都
を
離
れ
各
地
を
粛
清
し
て
回
る
旅
に
出
る
。
そ
の
狙
い

は
た
だ
一
つ
、
母
親
を
探
し
出
し
て
亡
き
者
に
す
る
と
い
う
妄
執
的
な
渇
望
だ
っ
た
…
…
。

自
伝
的
五
部
作
の
最
後
を
飾
る
衝
撃
作
。 

16.11　

二
〇
〇
頁　

二
二
〇
〇
円

英
雄
た
ちの
夢

ア
ド
ル
フ
ォ
・
ビ
オ
イ
・
カ
サ
ー
レ
ス　

大
西
亮
訳

カ
ー
ニ
バ
ル
に
沸
く
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
夜
、
主
人
公
は
仲
間
た
ち
と
の
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒

ぎ
の
す
え
に
、
意
識
も
お
ぼ
ろ
の
ま
ま
、《
仮
面
の
女
》
と
邂
逅
す
る
…
…　

ラ
プ
ラ
タ
幻

想
文
学
の
旗
手
ビ
オ
イ
・
カ
サ
ー
レ
ス
に
よ
る
、
ボ
ル
ヘ
ス
が
《
世
界
で
一
番
美
し
い
物
語
》

と
評
し
た
傑
作
。 

21.5　

二
九
六
頁　

二
八
〇
〇
円

気
ま
ぐ
れニンフギジ

ェ
ル
モ
・
カ
ブ
レ
ラ
・
イ
ン
フ
ァ
ン
テ　

山
辺
弦
訳

魅
力
あ
ふ
れ
る
十
六
歳
の
少
女
エ
ス
テ
ラ
と
の
運
命
的
な
出
会
い
か
ら
愛
の
逃
避
行
に
お
よ

ぶ
主
人
公
。
ハ
バ
ナ
の
街
を
巡
る
ひ
と
夏
の
ア
ヴ
ァ
ン
チ
ュ
ー
ル
の
終
着
点
と
は
？　

永
遠

の
《
ニ
ン
フ
》
と
の
思
い
出
を
言
葉
遊
び
に
溢
れ
た
軽
妙
洒
脱
な
会
話
で
描
き
出
す
、
言
葉

の
曲
芸
師
カ
ブ
レ
ラ
・
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
の
快
作
。 

20.12　

三
五
三
頁　

三
〇
〇
〇
円

時
との
戦い

ア
レ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル　

鼓
直
・
寺
尾
隆
吉
訳

亡
く
な
っ
た
は
ず
の
館
主
の
生
涯
を
そ
の
死
か
ら
誕
生
へ
と
遡
る
傑
作
「
種
へ
の
旅
」
を
は

じ
め
、「
夜
の
如
く
に
」「
聖
ヤ
コ
ブ
の
道
」
の
三
篇
に
、「
選
ば
れ
た
人
び
と
」「
闇
夜
の
祈

祷
」「
逃
亡
者
た
ち
」「
庇
護
権
」
の
四
篇
を
加
え
た
決
定
版
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
短
篇
集
。

 
20.12　

一
九
二
頁　

二
二
〇
〇
円

バロック
協
奏
曲

ア
レ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル　

鼓
直
訳

銀
鉱
で
成
り
上
が
っ
た
メ
キ
シ
コ
生
ま
れ
の
主
人
と
従
者
の
出
立
か
ら
始
ま
る
物
語
は
や

が
て
、
街
頭
を
轟
か
す
謝
肉
祭
の
喧
噪
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
オ
ペ
ラ
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン

グ
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
へ
と
、
変
幻
す
る
テ
ン
ポ
の
う
ち
に
秩
序
は
多
元
的
に
錯
綜
し
て
い
く

…
…
。
響
き
わ
た
る
雑
多
な
楽
音
で
読
者
を
圧
倒
す
る
傑
作
。 17.7　
一
六
八
頁　
一
八
〇
〇
円

方
法
異
説

ア
レ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル　

寺
尾
隆
吉
訳

太
平
洋
と
大
西
洋
の
両
方
に
海
岸
線
を
も
つ
架
空
の
国
を
舞
台
に
、独
裁
者
〈
第
一
執
政
官
〉

を
主
人
公
に
据
え
、
デ
カ
ル
ト
的
理
性
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
「
啓
蒙
的
暴
君
」
と
い
う
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
世
界
の
類
型
的
独
裁
者
の
堕
落
・
腐
敗
を
象
徴
的
に
描
き
出
す
、カ
ル
ペ
ン
テ
ィ

エ
ー
ル
随
一
の
傑
作
長
篇
。 

16.10　

三
二
八
頁　

二
八
〇
〇
円

対
岸

フ
リ
オ
・
コ
ル
タ
サ
ル　

寺
尾
隆
吉
訳

ボ
ル
ヘ
ス
と
並
ぶ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
代
表
す
る
作
家
に
よ
る
幻
の
処
女
短
編
集
。
怪
奇
・

幻
想
的
な
作
品
か
ら
Ｓ
Ｆ
的
な
作
品
ま
で
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
現
実
の
あ
い
だ
で
戯
れ
る
珠

玉
の
十
三
編
。
貴
重
な
講
演
「
短
編
小
説
の
諸
相
」
も
あ
わ
せ
て
収
録
。

14.2　
一
八
四
頁　

二
〇
〇
〇
円
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
エ
ル
・
ド
ラ
ー
ド

八
面
体

フ
リ
オ
・
コ
ル
タ
サ
ル　

寺
尾
隆
吉
訳

日
常
の
な
か
に
突
如
と
し
て
闖
入
し
て
く
る
《
鮮
烈
な
夢
の
イ
メ
ー
ジ
》
を
作
品
へ
と
昇
華

さ
せ
る
コ
ル
タ
サ
ル
が
、
実
験
的
な
語
り
の
手
法
を
用
い
て
幻
想
と
日
常
の
交
錯
を
多
面
的

に
描
き
出
し
た
傑
作
短
篇
八
篇
を
収
録
。
実
践
的
な
短
篇
小
説
論
（『
短
篇
小
説
と
そ
の
周

辺
』）
を
併
録
。 

14.8　

二
三
五
頁　

二
二
〇
〇
円

帝
国
の
動
向

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
デ
ル
・
パ
ソ　

寺
尾
隆
吉
訳

う
ち
続
く
動
乱
に
揺
れ
る
メ
キ
シ
コ
近
代
史
に
束
の
間
君
臨
し
た
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
皇
帝
夫

妻
の
辿
っ
た
悲
劇
的
運
命
を
、
史
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
織
り
交
ぜ
て
描
き
出
し
た
メ
キ
シ

コ
文
学
史
に
冠
た
る
記
念
碑
的
大
長
篇
！　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
に
厳
然
と
聳
え
立
つ

《
壮
麗
な
る
言
葉
の
城
》
！ 

21.1　

八
六
六
頁　

五
〇
〇
〇
円

境
界
な
き
土
地

ホ
セ
・
ド
ノ
ソ　

寺
尾
隆
吉
訳

大
農
園
主
に
支
配
さ
れ
た
小
村
を
舞
台
に
、
性
的
〈
異
常
者
〉
た
ち
の
繰
り
広
げ
る
奇
行
を

猟
奇
的
に
描
き
出
し
、〈
錯
綜
し
た
神
経
症
的
世
界
と
豊
か
な
文
学
的
想
像
力
〉（
バ
ル
ガ
ス

＝
ジ
ョ
サ
）
と
評
さ
れ
た
、
チ
リ
の
〈
グ
ロ
テ
ス
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
の
知
ら
れ
ざ
る
傑

作
。 

13.7　
一
七
一
頁　

二
〇
〇
〇
円

ロ
リ
ア
侯
爵
夫
人
の
失
踪

ホ
セ
・
ド
ノ
ソ　

寺
尾
隆
吉
訳

若
さ
、富
、美
貌
、す
べ
て
を
備
え
た
侯
爵
夫
人
に
唯
一
欠
け
て
い
た
の
は
、夫
と
の
〈
愛
の
達
成
〉

だ
っ
た
。
未
亡
人
と
な
り
な
が
ら
も
快
楽
を
追
求
し
続
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
男
性
を
経
験
す
る
ブ

ラ
ン
カ
に
お
と
ず
れ
る
も
の
と
は
…
…
!?　

軽
妙
な
タ
ッ
チ
で
人
間
の
際
限
な
い
性
欲
を
捉
え
、

そ
の
破
壊
的
魔
力
を
歪
に
描
き
出
す
、
ド
ノ
ソ
的
官
能
小
説
！ 

15.7　
一
六
九
頁　

二
〇
〇
〇
円

夜
の
み
だ
ら
な
鳥

ホ
セ
・
ド
ノ
ソ　

鼓
直
訳

畸
形
児
《
ボ
ー
イ
》
の
養
育
を
託
さ
れ
た
名
家
の
秘
書
ウ
ン
ベ
ル
ト
は
、
宿
痾
の
胃
病
で
病

み
衰
え
、
使
用
人
た
ち
が
余
生
を
過
ご
す
修
道
院
へ
と
送
ら
れ
悪
夢
の
よ
う
な
自
身
の
伝
記

を
語
り
始
め
る
…
…
。『
百
年
の
孤
独
』と
双
璧
を
な
す
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の
最
高
傑
作
。

 
18.2　

五
八
六
頁　

三
五
〇
〇
円

ガ
ラスの
国
境

カ
ル
ロ
ス
・
フ
エ
ン
テ
ス　

寺
尾
隆
吉
訳

国
境
を
接
す
る
メ
キ
シ
コ
と
ア
メ
リ
カ
。〈
こ
ち
ら
側
〉
と
〈
あ
ち
ら
側
〉
の
人
間
た
ち
が

生
き
る
世
界
を
九
つ
の
物
語
に
よ
っ
て
多
層
的
に
描
き
出
し
、
登
場
人
物
た
ち
の
声
を
響
か

せ
、
祖
国
《
メ
キ
シ
コ
》
を
高
ら
か
に
謳
い
あ
げ
る
、
現
代
版
〈
人
間
喜
劇
〉。

 
15.3　

三
四
一
頁　

三
〇
〇
〇
円

案
内
係

フ
ェ
リ
ス
ベ
ル
ト
・
エ
ル
ナ
ン
デ
ス　

浜
田
和
範
訳

暗
闇
で
目
が
光
る
能
力
を
手
に
し
た
語
り
手
が
密
か
な
愉
し
み
に
興
じ
る
表
題
作
を
は
じ

め
、
シ
ュ
ペ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
に
絶
賛
さ
れ
た
自
伝
的
作
品
「
ク
レ
メ
ン
テ
・
コ
リ
ン
グ
の
こ
ろ
」

な
ど
を
収
録
す
る
、〈
ブ
ー
ム
〉
の
作
家
た
ち
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
ウ
ル
グ
ア
イ
の
奇

才
に
よ
る
日
本
版
オ
リ
ジ
ナ
ル
短
篇
集
。 

19.6　

三
〇
二
頁　

二
八
〇
〇
円

ラ
イ
オン
を
殺
せホ

ル
ヘ
・
イ
バ
ル
グ
エ
ン
ゴ
イ
テ
ィ
ア　

寺
尾
隆
吉
訳

恐
怖
政
治
で
権
力
を
掌
握
す
る
独
裁
者
が
治
め
る
国
ア
レ
パ
の
《
真
の
独
立
》
は
成
し
遂
げ

ら
れ
る
の
か
？　

陰
謀
、
ク
ー
デ
タ
ー
、
暗
殺
計
画
…
…　

さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
が
入
り
乱
れ

る
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
小
説
さ
な
が
ら
の
「
政
治
喜
劇
」。

 
18.10　

二
五
五
頁　

二
五
〇
〇
円
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
エ
ル
・
ド
ラ
ー
ド

燃
や
さ
れ
た
現
ナマ

リ
カ
ル
ド
・
ピ
グ
リ
ア　

大
西
亮
訳

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
郊
外
、
命
知
ら
ず
の
四
人
の
若
者
た
ち
が
現
金
輸
送
車
を
襲
撃
す
る
。

大
金
の
《
現
ナ
マ
》
を
せ
し
め
た
強
盗
団
は
警
察
か
ら
の
逃
走
を
は
か
り
、
籠
城
作
戦
の
す

え
に
取
っ
た
行
動
と
は
…
…
？　
《
社
会
を
震
撼
さ
せ
た
衝
撃
的
事
件
》
を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

の
力
で
再
構
築
す
る
傑
作
。 

22.2　

二
三
九
頁　

二
四
〇
〇
円

人
工
呼
吸

リ
カ
ル
ド
・
ピ
グ
リ
ア　

大
西
亮
訳

迫
り
来
る
死
の
相
貌
を
《
不
在
》
の
も
と
に
刻
印
し
、
祖
国
の
未
来
を
照
射
す
る
書
簡
体
に

よ
る
第
一
部
か
ら
、〈
語
り
え
ぬ
も
の
〉
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
第
二
部
を
通
し
て
、
封
じ
込

め
ら
れ
た
歴
史
の
運
動
に
息
を
吹
き
込
む
現
代
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
文
学
の
傑
作
。

 
15.9　

三
二
八
頁　

二
八
〇
〇
円

圧
力
と
ダ
イ
ヤモン
ド

ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ　

山
辺
弦
訳

競
売
で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
競
り
落
と
し
て
し
ま
っ
た
主
人
公
は
、
惑
星
規
模
の
陰
謀
に
巻
き

込
ま
れ
て
し
ま
う
。《
圧
力
者
》、
ル
ー
ジ
ュ
・
メ
レ
、
そ
し
て
人
工
冬
眠
計
画
と
は
？　

Ｓ

Ｆ
的
な
想
像
力
に
よ
っ
て
現
代
世
界
を
皮
肉
と
ユ
ー
モ
ア
で
描
き
出
す
、
キ
ュ
ー
バ
の
現
代

作
家
の
代
表
作
。 

17.12　
一
八
四
頁　

二
二
〇
〇
円

レ
オ
ノ
ー
ラ

エ
レ
ナ
・
ポ
ニ
ア
ト
ウ
ス
カ　

富
田
広
樹
訳

精
霊
が
見
え
る
不
思
議
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
持
ち
主
の
レ
オ
ノ
ー
ラ
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン

ス
ト
と
の
運
命
の
出
会
い
に
よ
っ
て
め
く
る
め
く
冒
険
へ
と
投
げ
出
さ
れ
る
…
…　

不
世
出

の
画
家
レ
オ
ノ
ー
ラ
・
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
の
生
涯
を
現
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
わ
い
に
描
き

だ
す
傑
作
長
篇
。 

20.12　

五
五
二
頁　

三
五
〇
〇
円

場
所

マ
リ
オ
・
レ
ブ
レ
ー
ロ　

寺
尾
隆
吉
訳

見
ず
知
ら
ず
の
部
屋
で
目
覚
め
た
男
は
、
そ
こ
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
試
み
る
も
、
行
く
先
々

は
見
知
ら
ぬ
部
屋
が
あ
る
ば
か
り
。
迷
宮
の
よ
う
な
《
場
所
》
を
彷
徨
す
る
う
ち
に
、
男
は

悪
夢
の
よ
う
な
数
々
の
場
面
に
立
ち
会
っ
て
ゆ
く
…
…
。
カ
ル
ト
的
な
人
気
を
誇
る
ウ
ル
グ

ア
イ
の
異
才
レ
ブ
レ
ー
ロ
の
代
表
作
。 

17.3　
一
九
二
頁　

二
二
〇
〇
円

吐
き
気

オ
ラ
シ
オ
・
カ
ス
テ
ジ
ャ
ー
ノ
ス
・
モ
ヤ　

浜
田
和
範
訳

祖
国
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
へ
の
呪
詛
ゆ
え
に
作
者
の
亡
命
さ
え
招
い
た
表
題
作
に
加
え
、
虚
無

的
な
生
を
描
き
出
す
「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
オ
ル
メ
ド
殺
害
を
め
ぐ
る
変
奏
」、
罪
な
き
市
民

が
暴
力
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る「
過
ぎ
し
嵐
の
苦
痛
ゆ
え
に
」を
収
め
た
、
鬼
才
の
物
語
世
界

を
凝
縮
し
た
中
・
短
篇
集
。 

20.6　

二
〇
〇
頁　

二
二
〇
〇
円

別
れ

フ
ア
ン
・
カ
ル
ロ
ス
・
オ
ネ
ッ
テ
ィ　

寺
尾
隆
吉
訳

語
り
手
の
視
点
か
ら
言
葉
巧
み
に
読
み
手
を
作
品
世
界
へ
と
誘
う
、
作
者
自
身
が
偏
愛
し
た

秀
逸
な
表
題
作
の
ほ
か
、
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
で
起
き
た
実
話
を
愛
憎
と
復
讐
の
物
語
へ
と
変
貌

さ
せ
た
「
こ
の
恐
ろ
し
い
地
獄
」、
婚
礼
と
い
う
オ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
憑
か
れ
た
狂
女
を

幻
想
的
に
描
く
「
失
わ
れ
た
花
嫁
」
の
三
篇
を
収
録
。 

13.10　
一
六
八
頁　

二
〇
〇
〇
円

犬
を
愛
し
た
男

レ
オ
ナ
ル
ド
・
パ
ド
ゥ
ー
ラ　

寺
尾
隆
吉
訳

世
界
革
命
を
夢
見
る
レ
フ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
ヴ
ィ
チ
（
ト
ロ
ツ
キ
ー
）
の
亡
命
、
暗
殺
者
モ
ル
ナ

ル
に
成
り
代
わ
る
ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
の
闘
士
メ
ル
カ
デ
ー
ル
、
そ
し
て
舞
台
は
メ
キ
シ
コ

へ
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
欺
瞞
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
革
命
が
打
ち
砕
か
れ
る
歴
史
＝
物
語
を
力
強
い

筆
致
で
描
く
、
現
代
キ
ュ
ー
バ
文
学
の
金
字
塔
。 

19.2　

六
六
四
頁　

四
〇
〇
〇
円
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
エ
ル
・
ド
ラ
ー
ド

マ
イ
タの
物
語

マ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス
・
ジ
ョ
サ　

寺
尾
隆
吉
訳

一
九
五
八
年
、
ペ
ル
ー
山
間
部
で
ご
く
小
規
模
な
反
乱
が
あ
っ
た
。
と
あ
る
作
家
は
こ
の
事

件
を
小
説
で
再
現
し
よ
う
と
、
事
件
の
証
言
者
た
ち
を
辿
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
る
の

だ
が
…
…
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
に
よ
る
メ
タ
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

 
18.1　

三
三
六
頁　

二
八
〇
〇
円

コス
タ
グ
ア
ナ
秘
史フ

ア
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
バ
ス
ケ
ス　

久
野
量
一
訳

ジ
ョ
ゼ
フ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
が
描
き
出
し
た
架
空
の
国
コ
ス
タ
グ
ア
ナ
、
そ
れ
は
歪
曲
さ
れ
た

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
歴
史
だ
っ
た
…
…
『
ノ
ス
ト
ロ
ー
モ
』
創
作
の
陰
に
隠
蔽
さ
れ
た
コ
ロ
ン
ビ

ア
人
の
存
在
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
語
ら
れ
な
か
っ
た
物
語
―
歴
史
を
南
米
側
か
ら
暴
き
だ

す
コ
ロ
ン
ビ
ア
文
学
の
新
星
が
放
つ
傑
作
長
篇
。 

16.1　

三
二
八
頁　

二
八
〇
〇
円

廃
墟
の
形

フ
ア
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
バ
ス
ケ
ス　

寺
尾
隆
吉
訳

ガ
イ
タ
ン
暗
殺
に
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
が
関
係
す
る
…
…　

す
べ
て
に
陰
謀
を
嗅

ぎ
つ
け
る
謎
の
男
、
カ
ル
ロ
ス
・
カ
ル
バ
ー
ジ
ョ
を
通
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
歴
史
に
迫
り
、

入
念
な
調
査
を
元
に
過
去
の
あ
ま
り
に
も
深
い
闇
を
ス
リ
リ
ン
グ
に
描
き
出
す
。

 
21. 7　

四
九
〇
頁　

三
五
〇
〇
円

証
人 

フ
ア
ン
・
ビ
ジ
ョ
ー
ロ　

山
辺
弦
訳

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
で
文
学
を
研
究
す
る
フ
リ
オ
・
バ
ル
デ
ィ
ビ
エ
ソ
は
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
休
暇

を
取
得
し
、
二
十
四
年
ぶ
り
に
祖
国
メ
キ
シ
コ
へ
と
帰
還
す
る
。
従
妹
ニ
エ
ベ
ス
と
の
淡
い
記

憶
、
親
族
と
の
再
会
、
旧
友
と
の
思
い
が
け
ぬ
邂
逅
を
経
る
う
ち
に
、
無
数
の
思
惑
に
囲
ま
れ

た
フ
リ
オ
は
不
穏
な
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
…
… 

23.7　

五
九
四
頁　

四
〇
〇
〇
円

た
だ
影
だ
け

セ
ル
ヒ
オ
・
ラ
ミ
レ
ス　

寺
尾
隆
吉
訳

鮮
烈
な
描
写
と
圧
倒
的
な
語
り
の
技
法
の
も
と
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
の
歴
史
的
事
件
の
裏
側
を

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
力
に
よ
っ
て
再
構
築
す
る
南
米
文
学
の
新
た
な
傑
作
。〈
ア
イ
ロ
ニ
ー
と

距
離
感
、
内
面
性
と
ユ
ー
モ
ア
。
ラ
ミ
レ
ス
は
銅
の
よ
う
な
三
面
記
事
か
ら
言
葉
と
想
像
力

で
黄
金
を
生
み
出
す
錬
金
術
師
だ
〉（
Ｃ
・
フ
エ
ン
テ
ス
）。 13.4　
三
二
四
頁　

二
八
〇
〇
円

グロ
サ 

フ
ア
ン
・
ホ
セ
・
サ
エ
ー
ル　

浜
田
和
範
訳

一
九
六
一
年
十
月
二
十
三
日
の
朝
、二
人
の
青
年
ア
ン
ヘ
ル
・
レ
ト
と
マ
テ
マ
テ
ィ
コ
が〈
街
〉

の
目
抜
き
通
り
二
十
一
ブ
ロ
ッ
ク
を
一
時
間
ほ
ど
共
に
散
歩
す
る
。
両
者
と
も
出
席
が
叶
わ

な
か
っ
た
詩
人
ワ
シ
ン
ト
ン
の
誕
生
日
会
の
詳
細
を
耳
に
し
た
マ
テ
マ
テ
ィ
コ
は
、
散
歩
の

さ
な
か
そ
の
真
相
を
レ
ト
に
語
っ
て
聞
か
せ
る
が
…
… 

23.2　

二
七
三
頁　

三
〇
〇
〇
円

孤
児

フ
ア
ン
・
ホ
セ
・
サ
エ
ー
ル　

寺
尾
隆
吉
訳

ボ
ル
ヘ
ス
以
後
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
小
説
の
代
表
者
が
、
無
か
ら
生
ま
れ
、
親
も
な
く
、
名
前

も
な
い
、
こ
の
世
の
孤
児
と
な
っ
た
語
り
手
を
通
し
て
、
現
実
と
夢
幻
の
狭
間
で
揺
れ
る
存

在
の
儚
さ
を
描
き
出
す
破
格
の
物
語
。〈
現
実
世
界
の
強
烈
な
存
在
感
。
サ
エ
ー
ル
は
現
代

世
界
の
超
重
要
作
家
に
な
る
だ
ろ
う
〉（
ロ
ブ
＝
グ
リ
エ
）。 

13.5　
一
八
六
頁　

二
二
〇
〇
円

傷
痕

フ
ア
ン
・
ホ
セ
・
サ
エ
ー
ル　

大
西
亮
訳

妻
殺
し
の
容
疑
者
が
取
調
中
に
窓
か
ら
身
を
投
げ
た
…
…
。〈
出
口
な
し
〉
と
な
っ
た
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
政
治
状
況
を
背
景
に
、〈
傷
〉
を
抱
え
た
登
場
人
物
た
ち
の
複
数
の
視
点
か
ら

ひ
と
つ
の
事
件
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
初
期
の
傑
作
長
篇
。

 
17.2　

三
二
八
頁　

二
八
〇
〇
円
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イ
ス
パ
ノ
・
ア
メ
リ
カ
文
学
関
連
書

エル・オ
トロ
、エル・ミスモ

ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ボ
ル
ヘ
ス　

斎
藤
幸
男
訳

古
今
東
西
の
文
学
作
品
の
な
か
を
、そ
し
て
現
実
と
虚
構
の
あ
い
だ
を
た
く
み
に
往
還
す
る
、

二
十
世
紀
文
学
の
《
魂
》
と
も
言
う
べ
き
著
者
の
第
五
詩
集
。
他
者
は
自
身
で
あ
り
、
自
身

は
他
者
で
あ
り
…
…
。

 

四
六
判
二
九
七
頁　

二
五
〇
〇
円

疎
外
と
叛
逆 

ガ
ル
シ
ア・マル
ケ
ス
と
バル
ガ
ス・ジ
ョ
サ
の
対
話

寺
尾
隆
吉
訳

厳
密
な
理
論
派
の
バ
ル
ガ
ス
・
ジ
ョ
サ
と
、
諧
謔
的
ユ
ー
モ
ア
を
繰
り
出
す
ガ
ル
シ
ア
・
マ

ル
ケ
ス
、
現
代
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
作
家
の
頂
点
二
人
に
よ
る
若
か
り
し
頃
の
貴
重
な
対
話
。

「
ア
ラ
カ
タ
カ
か
ら
マ
コ
ン
ド
へ
」（
バ
ル
ガ
ス
・
ジ
ョ
サ
）、「
バ
ル
ガ
ス
・
ジ
ョ
サ
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
」
も
収
録
。 

14.3　

四
六
判
一
七
六
頁　
一
八
〇
〇
円

ガルシ
ア・マル
ケス
論 

神
殺
し
の
物
語

マ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス
・
ジ
ョ
サ　

寺
尾
隆
吉
訳

ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
の
小
説
世
界
は
い
か
な
る
も
の
か
、
絶
頂
期
に
あ
る
作
家
の
作
品
ひ

と
つ
ひ
と
つ
を
丁
寧
に
読
み
解
い
て
み
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
自
身
の
創
作
の
方
法
に
つ
い
て

も
明
か
し
た
壮
大
な
文
学
探
求
の
試
み
。

 
22.11　

四
六
判
五
三
八
頁　

四
五
〇
〇
円

水
を
得
た
魚 

マ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス
・
ジ
ョ
サ
自
伝

マ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス
・
ジ
ョ
サ　

寺
尾
隆
吉
訳

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
に
し
て
政
治
家
と
い
う
、
二
つ
の
貌
を
も
つ
著
者
が
、
幼
年
時
代
か
ら
職

業
作
家
に
な
る
ま
で
を
回
想
す
る
〈
青
春
期
〉、
そ
し
て
ペ
ル
ー
大
統
領
選
挙
立
候
補
か
ら

僅
差
で
の
敗
北
に
至
る
ま
で
を
描
く
〈
壮
年
期
〉
を
交
互
に
語
る
〝
小
説
的
〞
自
伝
。

 
16.3　

四
六
判
五
〇
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

イ
ス
パ
ノ
・
ア
メ
リ
カ
文
学
関
連
書

m
êm

e / borges
〔
メ
ム
・
ボ
ル
ヘ
ス
〕

牛
島
信
明
＋
鼓
直
＋
土
岐
恒
二
編

執
筆
＝
ボ
ル
ヘ
ス
／
Ｍ
・
ブ
リ
ヨ
ン
／
Ｇ
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
／
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ス
他　

物
語
る

こ
と
へ
の
情
熱
と
物
語
の
方
法
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
探
求
と
に
よ
っ
て
驚
く
べ
き
小
宇
宙
を
つ

く
り
上
げ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
前
衛
作
家
ボ
ル
ヘ
ス
へ
の
最
良
の
入
門
書
。

 
Ａ
５
判
並
製
一
七
二
頁　
一
五
〇
〇
円

ブエノス
ア
イレスの
熱
情 

初
期
詩
集
成1923-1929

ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ボ
ル
ヘ
ス　

斎
藤
幸
男
訳

〈
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
明
り
よ
、
／
お
前
だ
け
が
友
だ
っ
た
、
／
こ
の
街
の
明
り
で
わ
た

し
の
生
と
／
死
を
歌
う
の
だ
。
／
色
褪
せ
ぬ
大
い
な
る
街
よ
、
／
わ
た
し
の
生
が
知
る
／
唯

一
の
音
楽
よ
。〉
な
が
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
か
ら
戻
っ
た
、
後
の
学
匠
詩
人
＝
小
説
家
の
最

初
期
の
三
詩
集
を
完
訳
、
集
成
す
る
。 

四
六
判
三
一
六
頁　

二
八
〇
〇
円

闇
を
讃
え
て

ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ボ
ル
ヘ
ス　

斎
藤
幸
男
訳

《
私
は
今
す
べ
て
を
忘
れ
よ
う
と
す
る
。
私
の
中
心
に
、
私
の
代
数
学
、
私
の
鍵
、
私
の
鏡

に
達
す
る
の
だ
。私
は
誰
か
、今
そ
れ
を
知
る
だ
ろ
う
。》  

初
期
三
詩
集
の
刊
行
か
ら
四
十
年
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
碩
学
が
満
を
持
し
て
放
っ
た
第
四
詩
集
。
本
邦
初
訳
。

 

四
六
判
一
七
七
頁　

二
〇
〇
〇
円



124

ブ
ラ
ジ
ル
現
代
文
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

三
人
の
女
た
ち リ

ジ
ア
・
フ
ァ
グ
ン
ジ
ス
・
テ
ー
リ
ス　

江
口
佳
子
訳

一
九
六
〇
年
代
後
半
の
政
治
的
・
社
会
的
騒
乱
の
最
中
、
異
な
る
社
会
階
層
を
生
き
る
女
性

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
《
声
》
を
響
か
せ
あ
う
、
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
物
語
。
家
父
長
制
と
軍

事
政
権
が
支
配
す
る
社
会
に
お
け
る
女
性
の
苦
悶
を
鋭
く
描
き
出
す
、
ブ
ラ
ジ
ル
女
性
作
家

の
代
表
作
。 

22.9　

二
六
九
頁　

三
〇
〇
〇
円

あ
け
ま
し
て
おめ
で
と
うフー

ベ
ン
・
フ
ォ
ン
セ
ッ
カ　

江
口
佳
子
訳

大
都
会
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
を
舞
台
に
暴
力
と
性
を
描
き
、
ブ
ラ
ジ
ル
軍
事
政
権
か
ら
発
禁

処
分
を
う
け
た
問
題
作
。
大
晦
日
を
祝
う
パ
ー
テ
ィ
ー
を
貧
困
の
憎
悪
が
破
壊
す
る
表
題
作

「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
」
等
、
十
四
篇
を
収
録
。

 
18.12　

二
五
六
頁　

二
五
〇
〇
円

家
宝

ズ
ウ
ミ
ー
ラ
・
ヒ
ベ
イ
ロ
・
タ
ヴ
ァ
ー
リ
ス　

武
田
千
香
訳

二
〇
世
紀
後
半
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
。
長
年
判
事
を
務
め
た
夫
の
死
後
、
一
人
残
さ
れ
た
老
女
マ

リ
ア
・
ブ
ラ
ウ
リ
ア
は
、
愛
人
か
ら
も
ら
っ
た
宝
石
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
自
ら
の
過
去
を
振

り
返
る
…
…
。
人
間
の
嘘
や
い
つ
わ
り
、
社
会
の
擬
装
や
欺
瞞
を
、
ブ
ラ
ジ
ル
文
学
を
代
表

す
る
女
性
作
家
が
あ
ば
く
。 

17.12　
一
四
一
頁　
一
八
〇
〇
円

エル
ド
ラ
ー
ドの
孤
児

ミ
ウ
ト
ン
・
ハ
ト
ゥ
ン　

武
田
千
香
訳

舞
台
は
ア
マ
ゾ
ン
の
中
流
域
「
エ
ル
ド
ラ
ー
ド
」。
コ
ル
ド
ヴ
ィ
ウ
は
、
急
死
し
た
父
親
の

事
業
を
継
ぐ
が
労
働
に
意
識
は
向
か
ず
、
一
夜
を
と
も
に
し
た
イ
ン
デ
ィ
オ
の
女
を
忘
れ
ら

れ
ず
に
い
た
…
…
。
現
代
の
ブ
ラ
ジ
ル
文
学
を
代
表
す
る
作
家
が
描
く
、
文
明
と
神
話
的
世

界
が
交
錯
し
た
愛
の
物
語
。 

17.11　
一
八
八
頁　

二
〇
〇
〇
円

ブ
ラ
ジル
現
代
文
学コレクション

編
集
＝
武
田
千
香

三
十
代
の
新
鋭
か
ら
巨
匠
に
い
た
る
ま
で
、
い
ま
だ
わ
が
国
で
は
知
ら
れ
る
こ
と
の
す
く
な

い
〈
現
代
ブ
ラ
ジ
ル
文
学
〉
の
力
強
く
熱
い
息
吹
き
を
伝
え
る
小
説
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

 

四
六
判
上
製

乾い
た
人
び
と

グ
ラ
シ
リ
ア
ノ
・
ハ
ー
モ
ス　

高
橋
都
彦
訳

搾
取
に
喘
ぐ
牛
飼
い
と
そ
の
一
家
は
、
干
魃
に
よ
り
土
地
を
追
わ
れ
、
焼
け
つ
く
よ
う
な
太

陽
の
も
と
、
荒
野
へ
と
歩
み
を
進
め
る
の
だ
が
…
…
。
沈
黙
の
世
界
に
住
ま
う
登
場
人
物
た

ち
の
孤
独
と
渇
き
を
巧
み
に
描
き
出
す
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
モ
デ
ル
ニ
ズ
モ
を
代
表
す
る
作
家
の

心
理
小
説
。 

22.2　
一
七
三
頁　

二
〇
〇
〇
円

最
初
の
物
語

ジ
ョ
ア
ン
・
ギ
マ
ラ
ン
イ
ス
・
ホ
ー
ザ　

高
橋
都
彦
訳

古
代
か
ら
現
代
の
言
葉
に
い
た
る
ま
で
広
範
な
語
彙
を
駆
使
し
、
新
語
の
創
造
、
あ
る
い
は

語
順
の
転
倒
や
独
特
な
電
報
的
な
構
文
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
的
革
新
に
挑
む
「
ブ
ラ
ジ

ル
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
」
が
描
く
、〈
死
〉
と
〈
不
滅
〉
に
つ
い
て
の
二
一
の
物
語
。

 
18.5　

二
七
一
頁　

二
二
〇
〇
円

老
練
な
船
乗
り
た
ち

ジ
ョ
ル
ジ
・
ア
マ
ー
ド　

高
橋
都
彦
訳

虚
実
を
な
い
ま
ぜ
に
し
た
巧
み
な
文
体
を
あ
や
つ
り
、
神
秘
的
で
怪
し
げ
な
バ
イ
ー
ア
の
下

町
を
、
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
や
娼
婦
ら
の
強
烈
な
個
性
と
と
も
に
描
い
た
「
キ
ン
カ
ス
・
ベ
ー
ロ
・

ダ
グ
ア
の
二
度
の
死
」
他
一
篇
を
含
む
、現
代
ブ
ラ
ジ
ル
の
世
界
的
作
家
ジ
ョ
ル
ジ
・
ア
マ
ー

ド
の
代
表
作
。 

17.11　

三
七
二
頁　

三
〇
〇
〇
円



125

ブ
ラ
ジ
ル
現
代
文
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

現
代
ブ
ラ
ジ
ル
文
学
関
連
書

め
ず
ら
しい
花　
あ
り
ふ
れ
た
花 

ロ
タ
と
詩
人
ビ
シ
ョッ
プ
と
ブ

ラ
ジ
ル
の
人
々
の
物
語 

カ
ル
メ
ン
・
Ｌ
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ　

小
口
未
散
訳

二
十
世
紀
半
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
新
公
園
造
成
を
発
案
し
た
ロ
タ
と
ア
メ

リ
カ
の
桂
冠
詩
人
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
と
の
十
六
年
に
わ
た
る
愛
と
別
れ
。
先
駆
的
女

性
の
一
生
を
蘇
ら
せ
詩
人
の
飛
躍
を
促
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
生
活
を
、
ロ
タ
の
親
友
た
ち
の
証
言
を

も
と
に
描
く
評
伝
。 

16.2　

四
六
判
三
五
二
頁
＋
別
丁
図
版
一
六
頁　

三
五
〇
〇
円

女
囚
た
ち 

ブ
ラ
ジ
ル
の
女
性
刑
務
所
の
真
実

ド
ラ
ウ
ジ
オ
・
ヴ
ァ
レ
ー
ラ　

伊
藤
秋
仁
訳

 

近
刊

九
夜

ベ
ル
ナ
ル
ド
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ　

宮
入
亮
訳

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
間
近
の
一
九
三
九
年
八
月
二
日
、
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
の
独
裁
政
権
が
支
配

し
不
穏
な
空
気
が
漂
う
ブ
ラ
ジ
ル
の
奥
地
で
、
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
に
師
事
し
て
い
た

人
類
学
者
が
村
へ
戻
っ
て
い
く
の
だ
が
…
…
。
現
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
裂
け
目
か
ら
、
若

き
人
類
学
者
の
死
の
真
相
を
暴
く
。 

20.12　

二
五
七
頁　

三
〇
〇
〇
円

ニホンジン

オ
ス
カ
ー
ル
・
ナ
カ
ザ
ト　

武
田
千
香
訳

一
九
〇
八
年
六
月
一
八
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
ト
ス
港
に
、
七
八
一
人
の
労
働
移
民
を
乗
せ

た
一
隻
の
船
「
笠
戸
丸
」
が
到
着
す
る
│
│
。
後
に
世
界
最
大
の
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
の
地
で
、
主
人
公
ヒ
デ
オ
・
イ
ナ
バ
タ
は
、
農
場
オ
ウ
ロ
・
ヴ
ェ

ル
ジ
で
身
を
粉
に
し
て
働
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
…
…
。 

22.6　

二
二
七
頁　

二
〇
〇
〇
円

曲
がった
鋤 

イ
タ
マ
ー
ル
・
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル　

武
田
千
香
＋
江
口
佳
子
訳

二
十
世
紀
後
半
、
奴
隷
制
が
色
濃
く
残
る
バ
イ
ー
ア
州
奥
地
の
ア
グ
ア
・
ネ
グ
ラ
農
場
、
こ

の
地
で
暮
ら
す
ふ
た
り
の
幼
い
姉
妹
は
、
祖
母
が
隠
し
て
い
た
ナ
イ
フ
を
見
つ
け
、
舌
に
あ

て
が
っ
て
…
…
。
現
代
の
ア
フ
ロ
・
ブ
ラ
ジ
ル
作
家
が
描
き
だ
す
《
傷
跡
》
の
物
語
。 

22.12　

三
二
二
頁　

三
〇
〇
〇
円

ブ
ラ
ジル
文
学
傑
作
短
篇
集 

ア
ニ
ー
バ
ル
・
マ
シ
ャ
ー
ド
＋
マ
ル
ケ
ス
・ヘ
ベ
ー
ロ
ほ
か　

岐
部
雅
之
編

逃
げ
だ
し
た
い
と
口
に
す
る
褐
色
の
肌
の
女
と
、
そ
れ
を
引
き
止
め
よ
う
と
す
る
男
を
み
ず

み
ず
し
い
筆
致
で
描
き
出
す
マ
ル
ケ
ス
・
ヘ
ベ
ー
ロ
「
扉
を
開
け
て
く
れ
た
ス
テ
ラ
」
を
は

じ
め
、
人
種
・
階
級
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
問
い
直
し
、
二
十
世
紀
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
の
活
力
と
喧

噪
を
伝
え
る
全
十
二
篇
。 

22.3　

二
〇
七
頁　

二
〇
〇
〇
円
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批
評
の
小
径ア

イ
デンティティ 

断
片
、
率
直
さ

ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
ナ
ン
シ
ー　

伊
藤
潤
一
郎
訳

行
政
に
よ
る
管
理
が
全
般
化
す
る
社
会
に
お
い
て
、
い
か
に
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
思

考
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
フ
ラ
ン
ス
の
統
合
と
移
民
の
規
制
を
は
か
る
サ
ル
コ
ジ
の
政

策
に
抗
し
て
執
筆
さ
れ
た
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
可
能
性
の
条
件
を
開
く
十
二
の
断
片
。

 
20.12　

一
四
〇
頁　

二
〇
〇
〇
円

モ
ー
リス・
ブ
ランショ 

政
治
的
パ
ッ
シ
ョ
ン

ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
ナ
ン
シ
ー　

安
原
伸
一
朗
訳

ブ
ラ
ン
シ
ョ
の
「
転
向
」
と
は
？　

一
九
三
〇
年
代
か
ら
戦
中
に
か
け
て
の
自
ら
の
活
動
を

あ
け
す
け
に
語
る
ブ
ラ
ン
シ
ョ
の
書
簡
、
さ
ら
に
同
時
期
の
ブ
ラ
ン
シ
ョ
に
つ
い
て
の
デ
ィ

オ
ニ
ス
・
マ
ス
コ
ロ
の
書
簡
、
そ
し
て
ナ
ン
シ
ー
の
長
文
の
解
説
か
ら
な
る
、
同
時
代
人
た

ち
の
証
言
。 

20.6　
一
七
四
頁　

二
〇
〇
〇
円

氷
山へ

Ｊ
・
Ｍ
・
Ｇ
・
ル
・
ク
レ
ジ
オ　

中
村
隆
之
訳

二
〇
〇
八
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
ル
・
ク
レ
ジ
オ
の
思
考
と
実
践
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
孤
高
の
詩
人
ア
ン
リ
・
ミ
シ
ョ
ー
の
至
高
の
詩
編「
氷
山
」「
イ
ニ
ジ
」に
つ
い
て
、

〝
読
む
こ
と
は
旅
す
る
こ
と
〞
だ
と
語
る
ル
・
ク
レ
ジ
オ
が
、
包
括
的
か
つ
詩
的
に
綴
る
珠

玉
の
批
評
‐
エ
ッ
セ
イ
。 

15.3　
一
四
三
頁　

二
〇
〇
〇
円

オペラ
ティック

ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス　

大
原
宣
久
・
三
枝
大
修
訳

作
家
／
民
族
学
者
／
美
術
批
評
家
／
闘
牛
愛
好
家
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
も
つ
レ
リ
ス
。
彼

は
オ
ペ
ラ
に
何
を
見
て
、
何
を
得
た
の
か
？　

幼
少
期
か
ら
オ
ペ
ラ
に
親
し
み
、
深
い
影
響

を
受
け
て
き
た
作
家
の
未
発
表
草
稿
を
ま
と
め
た
、
異
色
の
オ
ペ
ラ
論
。
レ
リ
ス
美
学
の
精

髄
が
こ
こ
に
！ 

14.10　

二
六
五
頁　

三
〇
〇
〇
円

批
評
の
小
径

四
六
判
上
製

ロ
ー
トレアモン
と
サ
ド モ

ー
リ
ス
・
ブ
ラ
ン
シ
ョ　

石
井
洋
二
郎
訳

作
品
の
読
解
と
批
評
を
創
造
行
為
の
う
ち
に
共
鳴
さ
せ
、
批
評
に
新
た
な
地
平
を
切
り
拓
い

た
モ
ー
リ
ス
・
ブ
ラ
ン
シ
ョ
。
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン
／
サ
ド
の
作
品
の
分
析
を
と
お
し
て
、
生

成
過
程
に
あ
る
開
か
れ
た
作
品
経
験
を
《
創
造
的
批
評
》
と
し
て
実
践
し
て
み
せ
る
画
期
的

著
作
。 

23.6　

三
三
一
頁　

三
五
〇
〇
円

文
学
の
政
治 

ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
シ
エ
ー
ル　

森
本
淳
生
訳

エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
民
主
主
義
が
成
立
す
る
近
代
以
降
、《
文
学
》
に
よ
っ
て
ラ
デ
ィ
カ
ル

な
次
元
で
可
能
と
な
る
既
存
の
「
分
配
＝
分
割
」（
パ
ル
タ
ー
ジ
ュ
）
へ
の
異
議
申
し
立
て

を
提
示
す
る
、
メ
タ
・
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
の
詩
学
。

 
23.6　

四
〇
二
頁　

四
二
〇
〇
円

マラルメ　
セ
イレ
ーンの
政
治
学

ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
シ
エ
ー
ル　

坂
巻
康
司
・
森
本
淳
生
訳

詩
を
未
来
の
宗
教
に
変
え
、出
現
と
消
滅
と
を
分
節
化
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
力
と
は
何
か
。

エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
に
よ
る
〈
共
同
体
〉
を
作
り
出
す
こ
と
を
夢
見
た
詩
人
を
稀
代
の
哲
学
者

が
詳
細
に
解
読
す
る
。

14.5　

二
三
二
頁　

二
五
〇
〇
円



127

批
評
の
小
径 ロ

ラン・バル
ト　
最
後
の
風
景

ジ
ャ
ン=

ピ
エ
ー
ル
・
リ
シ
ャ
ー
ル　

芳
川
泰
久
・
堀
千
晶
訳

波
状
模
様
（
モ
ア
レ
）、
き
ら
め
く
も
の
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
い
っ
た
バ
ル
ト
が
愛
し
た
モ
チ
ー

フ
の
あ
い
だ
を
、
軽
や
か
に
飛
翔
し
、
こ
の
大
い
な
る
「
変
容
の
思
想
家
」
に
迫
る
、
テ
ー

マ
批
評
の
第
一
人
者
に
よ
る
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
入
門
。

 
09.1　

二
〇
〇
頁　

二
〇
〇
〇
円

記
憶
は
闇
の
中
での
狩
り
を
好
む

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
マ
セ　

桑
田
光
平
訳

森
の
中
で
一
瞬
の
闇
の
の
ち
、
獲
物
を
捕
ら
え
る
狩
人
＝
写
真
家
。
ひ
と
た
び
目
を
開
け
れ

ば
、
そ
こ
に
残
る
の
は
た
だ
、
鮮
や
か
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
た
死
者
た
ち
。
詩
人
で
あ
り
、

写
真
家
で
も
あ
る
著
者
に
よ
る
、
記
憶
、
死
者
、
神
話
、
作
家
た
ち
の
交
錯
す
る
、
幻
想
的

で
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
写
真
論
。 

19.1　
一
六
八
頁　

二
〇
〇
〇
円

つ
れ
づ
れ
草

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
マ
セ　

桑
田
光
平
訳

マ
ン
デ
ィ
ア
ル
グ
に
「
闇
の
な
か
の
、
孤
独
で
美
し
い
詩
」
と
称
賛
さ
れ
、
デ
ビ
ュ
ー
し
た

詩
人
が
、
博
覧
強
記
ぶ
り
を
発
揮
し
な
が
ら
、
哲
学
か
ら
文
化
人
類
学
に
い
た
る
ま
で
、
古

今
東
西
の
事
物
を
魔
力
を
帯
び
た
断
章
で
綴
る
。

 
19.12　

二
九
〇
頁　

二
八
〇
〇
円

帝
国
の
地
図 

つ
れ
づ
れ
草
Ⅱ

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
マ
セ　

千
葉
文
夫
訳

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
な
詩
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
作
家
／
写
真
家
が
、ボ
ル
ヘ
ス
の
『
創
造
者
』

に
想
を
得
て
、
書
物
、
映
画
、
写
真
を
巡
る
あ
ら
ゆ
る
主
題
を
逍
遥
し
、
簡
潔
な
言
葉
で
描

き
出
す
〈
簡
潔
（
シ
ン
プ
ル
）
な
思
索
〉
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
巻
。

 
19.12　

一
八
二
頁　

二
〇
〇
〇
円

日
本
の
う
し
ろ
姿

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ド
ゥ
メ　

鈴
木
和
彦
訳

日
本
に
つ
い
て
何
の
予
備
知
識
も
持
た
な
い
フ
ラ
ン
ス
人
作
家
が
、
あ
る
日
突
然
、
京
都
と

い
う
町
が
見
せ
る
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

ま
ぎ
れ
こ
ん
だ
何
気
な
い
瞬
間
の
数
々
が
、
新
た
な
輝
き
を
帯
び
て
立
ち
現
わ
れ
る
、
異
色

の
日
本
論
。 

13.11　
一
六
〇
頁　

二
〇
〇
〇
円

み
ど
り
の
国　
滞
在
日
記エ

リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ー
ユ　

三
野
博
司
訳

注
目
の
フ
ラ
ン
ス
人
作
家
が
、
南
は
屋
久
島
か
ら
北
は
宗
谷
岬
ま
で
、
そ
の
眼
と
耳
と
肌
で

日
本
各
地
を
味
わ
い
な
が
ら
、
所
々
に
隠
れ
た
異
国
の
神
秘
に
触
れ
て
う
つ
ろ
う
内
面
を
、

率
直
に
綴
っ
た
美
し
い
〈
日
記
〉。
著
者
へ
の
最
新
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
収
録
。

14.12　
一
九
五
頁　

二
五
〇
〇
円

夢
か
も
し
れ
ない
娯
楽
の
技
術

ボ
リ
ス
・
ヴ
ィ
ア
ン　

原
野
葉
子
編
訳

現
実
と
虚
構
の
あ
わ
い
で
軽
や
か
に
綴
ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ
を
、「
く
ら
す
」「
で
か
け
る
」「
ま

な
ぶ
」の
三
部
に
収
録
。
さ
さ
や
か
な
日
々
の
暮
ら
し
を
と
び
き
り
贅
沢
に
過
ご
す
た
め
の
、

突
拍
子
も
な
い
ア
イ
デ
ィ
ア
満
載
の
エ
ッ
セ
イ
集
。

14.9　

二
五
五
頁　

二
八
〇
〇
円

フロ
ーベール
に
お
け
る
フォルムの
創
造

ジ
ャ
ン=

ピ
エ
ー
ル
・
リ
シ
ャ
ー
ル　

芳
川
泰
久
・
山
崎
敦
訳

「
恋
す
る
者
は
、液
化
す
る
ま
え
に
、愛
の
な
か
で
ね
ば
つ
く
。」「
生
地
」と「
ね
ば
つ
く
も
の
」

を
め
ぐ
り
、〈
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
的
存
在
〉
の
様
態
を
鮮
や
か
に
描
き
出
す
。
二
十
世
紀
の
文

芸
批
評
を
一
変
さ
せ
た
主
題
論
的
批
評
の
核
心
的
書
物
。

13.11　

二
四
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円
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批
評
の
小
径ラマン

タンの
入
江

エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン　

立
花
英
裕
・
工
藤
晋
・
廣
田
郷
士
訳

カ
リ
ブ
海
を
代
表
す
る
作
家
が
生
ま
れ
育
ち
、
少
年
時
代
の
記
憶
を
留
め
る
ラ
マ
ン
タ
ン
の

入
江
。
そ
の
さ
ざ
波
か
ら
銀
河
へ
と
想
像
力
を
共
鳴
さ
せ
な
が
ら
、
支
配
と
困
難
に
満
ち
た

〈
世
界
〉
を
思
考
す
る
、〈
ゆ
ら
ぎ
〉
を
め
ぐ
る
詩
的
評
論
。

 
19.12　

二
七
三
頁　

二
八
〇
〇
円

オ
ー
ダ
ーメ
イ
ドの
幻
想

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
マ
セ　

鈴
木
和
彦
訳

写
真
家
、
作
家
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
独
自
の
作
品
を
生
み
出
し
て
き
た
著
者
が
、
世
界

各
地
を
旅
し
な
が
ら
、
夢
と
幻
、
文
学
と
幻
想
の
あ
わ
い
を
逍
遥
す
る
、
紀
行
エ
ッ
セ
イ
。

 
20.4　

一
六
八
頁　

二
〇
〇
〇
円

ポス
トメ
ディア
人
類
学
に
向
け
て 

集
合
的
知
性

Ｐ
・
レ
ヴ
ィ　

米
山
優
＋
清
水
高
志
＋
曽
我
千
亜
紀
＋
井
上
寛
雄
訳

実
現
さ
れ
る
べ
き
未
来
が
こ
こ
に
あ
る
―
―
。
人
類
学
的
ス
ケ
ー
ル
の
視
野
を
も
っ
て
、

二
一
世
紀
に
お
け
る
ポ
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
到
来
を
予
感
さ
せ
る
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク

ル
ー
ハ
ン
の
「
メ
デ
ィ
ア
論
」
以
降
、
最
高
の
情
報
哲
学
の
書
。

 
15.3　

三
六
二
頁　

四
〇
〇
〇
円
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エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

他
火
の
ほ
うへ 

食
と
文
学
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

結
城
正
美

汚
染
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
ブ
ー
ム
、
失
わ
れ
る
季
節
感
…
…
。〈
良
〉
に
関
す
る
意
識
が
問
わ
れ

る
現
在
、
石
牟
礼
道
子
、
田
口
ラ
ン
デ
ィ
、
森
崎
和
江
、
梨
木
香
歩
の
四
人
の
文
学
者
と
の

対
話
を
通
じ
て
、
食
と
人
間
の
関
係
、
人
間
と
環
境
の
関
係
の
再
考
を
う
な
が
す
新
し
い
文

学
批
評
。 

12.12　

二
六
七
頁　

二
八
〇
〇
円

〈
故
郷
〉の
ト
ポロジ
ー 

場
所
と
居
場
所
の
環
境
文
学
論

喜
納
育
江

言
葉
の
な
い
場
所
に
言
葉
を
、
生
命
の
な
い
場
所
に
生
命
を
感
じ
と
る
。
ア
メ
リ
カ
先
住
民

や
沖
縄
の
民
ら
の
表
現
を
媒
介
に
、
重
層
化
す
る
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
う
清
冽

な
環
境
文
学
論
。

 
11.7　

二
二
四
頁　

二
五
〇
〇
円

動
物
と
は「
誰
」か
？　
文
学
・
詩
学
・
社
会
学
と
の
対
話

波
戸
岡
景
太

古
川
日
出
男
、
大
澤
真
幸
、
管
啓
次
郎
の
三
人
の
表
現
者
と
の
白
熱
の
対
話
！　

人
間
に
限

り
な
く
身
近
で
か
つ
遠
い
他
者
＝
《
動
物
た
ち
》
を
通
し
て
《
文
学
》
と
《
人
間
》
の
現
在

を
問
い
直
す
《
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ア
ニ
マ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
》
の
実
践
。

12.4　

二
一
〇
頁　

二
二
〇
〇
円

ピン
チョンの
動
物
園

波
戸
岡
景
太

壮
麗
無
比
な
ピ
ン
チ
ョ
ン
文
学
の
奇
想
天
外
な
サ
ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
＝
動
物
た
ち
に
着
目

し
、
処
女
長
篇
『
Ｖ
．』
か
ら
最
新
作
『
イ
ン
ヒ
ア
レ
ン
ト
・
ヴ
ァ
イ
ス
』
に
い
た
る
全
作

品
を
徹
底
的
に
読
み
解
く
。

 
11.7　

二
四
八
頁　

二
八
〇
〇
円

エコク
リ
ティシ
ズム・コレクション

 

四
六
判
上
製

感
応
の
呪
文 〈
人
間
以
上
の
世
界
〉に
お
け
る
知
覚
と
言
語

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
エ
イ
ブ
ラ
ム　

結
城
正
美
訳

言
語
の
な
い
非
人
間
の
世
界
、
自
然
に
知
性
を
見
る
時
、
世
界
は
大
い
な
る
多
義
性
に
満
た
さ
れ

て
い
る
。
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
、
思
想
家
で
あ
る
著
者
が
身
体
的
に
野
生
と
か
か
わ
る
こ
と
で
「
生
き
て

い
る
大
地
と
の
関
わ
り
合
い
か
ら
流
れ
る
情
熱
、
困
惑
、
喜
び
」
に
つ
い
て
語
り
つ
つ
「
高
水
準
の

理
論
的
・
学
術
的
精
度
を
維
持
」
し
た
議
論
を
展
開
す
る
試
み
。 

17.9　
四一六
頁　
四
五
〇
〇
円

失
わ
れ
るの
は
、ぼ
く
ら
の
ほ
う
だ 
自
然
・
沈
黙
・
他
者

野
田
研
一

自
己
投
影
と
し
て
の
自
然
で
は
な
く
、
他
者
と
し
て
の
自
然
。
近
代
文
学
の
流
れ
の
ひ
と
つ

を
継
承
す
る
ネ
イ
チ
ャ
ー・ラ
イ
テ
ィ
ン
グ（
エ
マ
ソ
ン『
自
然
』、ソ
ロ
ー『
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
』、

宮
崎
駿
『
も
の
の
け
姫
』、藤
原
新
也
『
東
京
漂
流
』
な
ど
）
を
概
観
し
、そ
の
〈
自
然
／
他
者
〉

と
〈
自
己
〉
と
の
交
感
を
多
面
的
に
考
察
す
る
。 

16.3　

三
七
三
頁　

四
〇
〇
〇
円

いつか
は
み
ん
な
野
生
に
も
ど
る 

環
境
の
現
象
学河

野
哲
也

メ
キ
シ
コ
の
チ
ェ
チ
ェ
ン・イ
ツ
ァ
、パ
タ
ゴ
ニ
ア
、モ
ニ
ュ
メ
ン
ト・バ
レ
ー
、ヨ
セ
ミ
テ
渓
谷
、

コ
ル
シ
カ
島
、
そ
し
て
フ
ク
シ
マ
…
…
そ
の
土
地
、
そ
の
時
間
の
な
か
で
の
経
験
を
、
そ
し
て

自
然
と
文
明
の
あ
り
方
を
、
エ
マ
ー
ソ
ン
、
ソ
ロ
ー
、
ミ
ュ
ー
ア
、
和
辻
哲
郎
、
串
田
孫
一
、

林
京
子
ら
の
作
品
を
読
み
解
き
な
が
ら
考
え
る
新
し
い
哲
学
。 16.6　
二
七
四
頁　

三
〇
〇
〇
円
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エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

こ
と
ば
に
うつ
す
風
景 

近
代
日
本
の
文
章
表
現
に
お
け
る

美
辞
麗
句
集 

湯
本
優
希

《
白
雲
の
靉
靆
た
る
が
如
く
、
紅
錦
の
幔
幕
を
め
ぐ
ら
し
た
る
が
如
し
》。
明
治
期
に
隆
盛
を

き
わ
め
た
美
辞
麗
句
集
。
大
町
桂
月
、
小
島
烏
水
ら
に
も
用
い
ら
れ
た
美
辞
麗
句
表
現
が
、

文
学
作
品
の
み
な
ら
ず
、
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
い
か
に
受
容
さ
れ
、
文
章
の
近
代
化
に
ど

の
よ
う
な
作
用
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
考
究
す
る
。 

20.4　

三
二
〇
頁　

三
五
〇
〇
円

エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
関
連
書

水
の
音
の
記
憶 

エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
試
み

結
城
正
美

文
学
表
現
は
、は
た
し
て
《
環
境
》
と
共
生
し
う
る
の
か
。
田
口
ラ
ン
デ
ィ
、石
牟
礼
道
子
、Ｔ・

Ｔ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
ら
の
再
読
を
通
し
て《
人
―
自
然
》の
新
た
な
結
び
つ
き
を
検
証
す
る
。鮮

烈
な
環
境
文
学
論
の
誕
生
。

 
10.7　

四
六
判
二
六
七
頁　

三
〇
〇
〇
円

ポス
ト〈
3
・
11
〉小
説
論 

遅
い
暴
力
に
抗
す
る
人
新
世

の
思
想 

芳
賀
浩
一

東
日
本
大
震
災
に
触
発
さ
れ
書
か
れ
た
小
説
（「
神
様2011

」、「
還
れ
ぬ
家
」、「
献
灯
使
」、「
東

京
自
叙
伝
」、「
さ
よ
な
ら
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ
ビ
ン
」
等
々
）
を
天
災
と
人
災
が
不
可
分

に
な
っ
た
人
新
世
の
時
代
の
文
学
と
し
て
、
ジ
ェ
ー
ン
・
ベ
ネ
ッ
ト
、
テ
ィ
モ
シ
ー
・
モ
ー

ト
ン
ら
に
言
及
し
つ
つ
環
境
批
評
の
視
点
か
ら
読
み
解
く
。 18.7　
三
九
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

反
復
のレ
ト
リック 
梨
木
香
歩
と
石
牟
礼
道
子
と

山
田
悠
介

梨
木
香
歩
の
『
西
の
魔
女
が
死
ん
だ
』、
石
牟
礼
道
子
の
『
苦
海
浄
土
』、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ネ
ル

ソ
ン
の
『
内
な
る
島
』
を
は
じ
め
日
米
の
著
名
な
環
境
文
学
作
品
を
、「
反
復
」
と
い
う
〈
あ
や
〉

を
糸
口
に
読
み
解
く
エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
新
し
い
試
み
。環
境
文
学
は
も
と
よ
り
、文
体
論
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
へ
の
入
門
書
と
し
て
も
最
適
。 

18.1　

三
七
五
頁　

四
〇
〇
〇
円

環
境
か
ら
生
ま
れ
出
る
言
葉 

日
米
環
境
表
象
文
学
の

風
景
探
訪 
小
谷
一
明

環
境
は
文
学
で
し
か
語
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ア
プ
ト
ン
・
シ
ン
ク
レ
ア
、
ダ
ン
バ
ー
＝

オ
ー
テ
ィ
ー
ズ
、
カ
レ
ン
・
テ
イ
・
ヤ
マ
シ
タ
、
林
京
子
、
水
上
勉
、
日
野
啓
三
ら
の
作
品
を

読
み
解
き
、
環
境
へ
の
意
識
が
ど
の
よ
う
に
生
じ
、
い
か
に
そ
の
〈
場
〉
の
力
に
触
発
さ
れ
た

言
葉
が
う
ま
れ
る
の
か
、
そ
の
意
識
の
変
容
を
た
ど
る
。 

20.1　

三
一
六
頁　

三
五
〇
〇
円
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イ
タ
リ
ア
ル
ネ
サ
ン
ス
文
学
・
哲
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

●4　
コル
ティジャー
ナ 

宮
廷
生
活

ピ
エ
ト
ロ
・
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ　

栗
原
俊
秀
訳

ロ
ー
マ
に
蠢
く
ペ
テ
ン
師
た
ち
が
、
宮
仕
え
を
夢
見
る
若
者
と
人
妻
に
思
い
を
寄
せ
る
宮
廷

人
に
手
の
こ
ん
だ
悪
ふ
ざ
け
を
企
み
…
…
。
諷
刺
の
鋭
さ
で
恐
れ
ら
れ
た
雑
文
家
（
ポ
リ
グ

ラ
フ
ォ
）
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
が
、
華
麗
な
宮
廷
生
活
の
幻
想
を
猥
雑
な
パ
ロ
デ
ィ
に
よ
っ
て
貶

め
、
人
々
の
虚
栄
を
笑
い
に
包
ん
で
描
き
出
す
傑
作
喜
劇
。 19.9　
二
一
九
頁　

三
〇
〇
〇
円

●5　

ガ
リレ
オ
書
簡
集 

天
文
学
的
発
見
か
ら
聖
書
解
釈
ま
で

小
林
満
訳

天
文
学
の
分
野
で
の
新
発
見
の
熱
を
帯
び
た
報
告
に
は
じ
ま
り
、
地
動
説
に
反
対
す
る
勢
力

に
対
抗
し
て
展
開
し
た
、
科
学
的
真
理
と
聖
書
解
釈
の
関
係
の
捉
え
直
し
を
は
か
る
革
新
的

議
論
ま
で
、ガ
リ
レ
オ
の
知
的
活
動
の
軌
跡
を
立
体
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
書
簡
を
収
録
。

詳
細
な
訳
注
と
年
譜
を
付
す
。 

22.12　

二
四
六
頁　

三
五
〇
〇
円

●6　

人
間
の
生
について

マ
ル
シ
リ
オ
・
フ
ィ
チ
ー
ノ　

河
合
成
雄
訳

「
魂
の
医
者
」
と
自
称
し
た
人
文
主
義
者
・
哲
学
者
が
、
健
康
維
持
、
長
寿
、
星
辰
と
人
間

と
の
関
係
を
論
じ
た
著
作
。
医
学
・
植
物
学
か
ら
占
星
術
・
魔
術
に
至
る
幅
広
い
知
の
領
域

を
包
含
す
る
、
混
沌
と
し
て
見
え
る
ル
ネ
サ
ン
ス
の
思
想
を
体
現
す
る
が
如
き
書
物
。

 

近
刊

イ
タ
リ
アル
ネ
サンス
文
学
・
哲
学コレクション

編
集
＝
澤
井
繁
男

都
市
の
経
済
的
発
展
を
背
景
に
、市
民
た
ち
の
間
で
思
想
、文
学
、美
術
に
お
い
て
新
た
な
潮
流

が
生
ま
れ
、ギ
リ
シ
ア
、ロ
ー
マ
の
古
典
の
再
評
価
が
図
ら
れ
た
文
化
運
動
＝
ル
ネ
サ
ン
ス
。本

邦
で
そ
の
思
想
と
業
績
が
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
代
表
的
作
家
／
思
想
家
を
選
出
し
、中
心

的
著
作
を
収
録
す
る
。 

内
容
見
本
呈　

Ａ
５
判
上
製

●1　

都
市
盛
衰
原
因
論

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ボ
テ
ロ　

石
黒
盛
久
訳

古
代
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
幻
想
の
中
国
の
都
ま
で
、
古
今
東
西
の
都
市
が
栄
え
る
要
因
を
地
理

的
条
件
と
政
治
政
策
の
面
か
ら
考
察
す
る
。
陸
上
の
領
土
の
拡
大
で
は
な
く
交
易
を
通
じ
た

国
富
の
増
大
を
主
張
し
て
、
海
洋
帝
国
時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
た
知
ら
れ
ざ
る
傑
作
。

 
19.3　

二
〇
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

●2　

詩
作
論

ト
ル
ク
ァ
ー
ト
・
タ
ッ
ソ　

村
瀬
有
司
訳

最
高
の
英
雄
詩
に
ふ
さ
わ
し
い
題
材
、
ジ
ャ
ン
ル
、
文
体
と
は
何
か
。
ホ
メ
ロ
ス
や
ウ
ェ
ル

ギ
リ
ウ
ス
の
古
典
作
品
か
ら
騎
士
道
物
語
ま
で
を
検
討
し
、
最
良
の
技
法
を
探
求
す
る
。
実

作
と
並
行
し
て
詩
論
の
研
究
に
生
涯
取
り
組
ん
だ
詩
人
が
、
明
快
に
解
き
あ
か
す
詩
作
の
方

法
。 

19.5　
一
五
六
頁　

二
五
〇
〇
円

●3　

哲
学
詩
集

ト
ン
マ
ー
ゾ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ　

澤
井
繁
男
訳

ユ
ー
ト
ピ
ア
論
『
太
陽
の
都
』
を
著
し
、
体
制
転
覆
を
計
画
し
た
自
然
哲
学
者
・
カ
ト
リ
ッ

ク
僧
が
、
ギ
リ
シ
ア
哲
学
と
融
合
し
た
独
自
の
神
学
、
専
制
支
配
と
教
会
の
腐
敗
へ
の
怒
り
、

苦
難
の
末
に
生
じ
た
信
仰
へ
の
疑
心
を
、
獄
中
で
書
き
継
い
だ
驚
く
べ
き
詩
集
。
二
〇
二
〇

年
度
日
本
翻
訳
家
協
会
賞
（
翻
訳
特
別
賞
）
受
賞
。 

20.4　

五
三
二
頁　

六
〇
〇
〇
円
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文
学
／
雑
誌午

前
四
時
の
ブル
ー
Ⅲ 

蜻
蛉
の
愛
、
そ
の
レ
ッ
ス
ン

責
任
編
集
＝
小
林
康
夫

巻
頭
写
真
は《
現
代
の
ピ
カ
ソ
》ミ
ケ
ル
・
バ
ル
セ
ロ
に
よ
る
蜻
蛉
の
絵
画
、お
よ
び
ル
シ
ー
ル
・

レ
イ
ボ
ー
ズ
が
写
す
舞
踏
家
・
工
藤
丈
輝
の
連
作
。
ユ
ダ
ヤ
学
の
泰
斗
ウ
ア
ク
ニ
ン
に
よ
る

「
だ
か
ら
人
は
蜻
蛉
を
愛
す
る
…
…
」も
掲
載
。
執
筆
＝
小
林
康
夫
、
工
藤
丈
輝
、
千
種
さ
つ
き
、

永
井
晋
、
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
大
瀧
智
。 

19.8　
Ａ
５
判
並
製
一二
八
頁　
一
五
〇
〇
円

午
前
四
時
の
ブル
ー
Ⅳ 

い
ま
夜
が
明
け
る責

任
編
集
＝
小
林
康
夫

巻
頭
に
吉
増
剛
造
詩
篇
原
稿
を
掲
載
。「
い
ま
、
夜
が
明
け
る
！
―
―
音
楽
の
光
」
の
コ
ン

サ
ー
ト
と
連
動
し
た
対
談
・
テ
ク
ス
ト
を
収
め
る
。
執
筆
＝
吉
増
剛
造
、
田
中
彩
子
、
木
許

裕
介
、
髙
山
花
子
、
齊
藤
颯
人
、
オ
ノ 

セ
イ
ゲ
ン
、
千
種
さ
つ
き
、
清
水
靖
晃
、
イ
レ
ー
ヌ
・

ボ
ワ
ゾ
ベ
ー
ル
、
小
林
康
夫 

21.10　

Ａ
５
判
並
製
一
二
八
頁　
一
五
〇
〇
円

え
う
ゐ　
●1 

〜 

●16 

号
★

北
海
道
大
学
ロ
シ
ア
文
学
研
究
室
編

ロ
シ
ア
の
文
学
、思
想
を
多
角
的
に
考
察
す
る
た
め
の
専
門
誌
。
主
な
執
筆
者
＝
外
川
継
男
、

鷲
巣
繁
男
、
小
平
武
、
内
村
剛
介
、
渡
辺
武
、
矢
沢
英
一
、
安
井
侑
子
、
北
岡
誠
司
他

 

Ａ
５
判
並
製　

平
均
一
六
〇
頁　

七
五
〇
円
（1

〜14

号
）
／
八
五
〇
円
（15

〜16

号
）

 

（
品
切
＝1

、2

、10

号
）

文
学
／
雑
誌

午
前
四
時
の
ブル
ー
Ⅰ 
謎
、
そ
れ
は
自
分責

任
編
集
＝
小
林
康
夫

パ
ス
カ
ル
・
キ
ニ
ャ
ー
ル
の
一
文
「
謎
、
そ
れ
は
自
分
で
あ
る
」
に
導
か
れ
た
対
話
、
テ
ク

ス
ト
を
収
録
。
執
筆
＝
小
林
康
夫
、
高
木
由
利
子
、
パ
ス
カ
ル
・
キ
ニ
ャ
ー
ル
、
朝
吹
亮
二
、

山
田
せ
つ
子
、
ボ
ヤ
ン
・
マ
ン
チ
ェ
フ
、
千
種
さ
つ
き
、
桑
田
光
平
、
星
野
太
、
菊
間
晴
子
、

松
浦
寿
夫 

18.4　

Ａ
５
判
並
製
一
二
八
頁　
一
五
〇
〇
円

午
前
四
時
の
ブル
ー
Ⅱ 

夜
、
そ
の
明
る
さ責

任
編
集
＝
小
林
康
夫

巻
頭
は
平
山
隆
雄
に
よ
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
品
、
お
よ
び
写
真
家
・
宮
本
隆
司
に
よ
る
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
の
連
作
。
哲
学
の
未
来
を
予
感
さ
せ
る
國
分
功
一
郎
と
小
林
康
夫
の
対
話
も
掲

載
。
執
筆
＝
小
林
康
夫
、
野
村
喜
和
夫
、
岩
川
あ
り
さ
、
大
石
和
欣
、
福
島
亮
、
鈴
木
和
彦
、

安
藤
朋
子
、
千
種
さ
つ
き
、
國
分
功
一
郎
。 

19.1　

Ａ
５
判
並
製
一一
八
頁　
一
五
〇
〇
円
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語
学 ロシ

ア
語
の
体
の
用
法︻
練
習
問
題
編
︼

原
求
作

ロ
シ
ア
語
文
法
の
難
所「〈
体
〉の
用
法
」を
親
し
み
や
す
い
解
説
で
論
じ
好
評
を
博
し
た『
ロ

シ
ア
語
の
体
の
用
法
』
の
続
編
＝
練
習
問
題
編
。
初
級
か
ら
応
用
ま
で
、
幅
広
い
レ
ベ
ル
に

対
応
す
る
練
習
問
題
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
語
特
有
の
表
現
の
修
得
を
目
指
す
実
践
的
問
題
集
。

 

Ａ
５
判
並
製
一
六
三
頁　

二
五
〇
〇
円

ロシ
ア
語
動
詞
の
構
造

原
求
作

旧
来
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
て
き
た
動
詞
分
類
の
方
法
の
あ
る
種
の
便
宜
主
義
、「
覚
え
さ
せ

る
た
め
の
整
理
」
と
い
っ
た
方
法
を
避
け
、動
詞
の
「
構
造
」
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
「
ロ

シ
ア
語
動
詞
」
を
よ
り
深
く
学
習
す
る
た
め
の
一
冊
。

 

Ａ
５
判
並
製
二
六
七
頁　

三
五
〇
〇
円

ロシ
ア
語
の
運
動
の
動
詞

原
求
作

従
来
、
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
〈
ロ
シ
ア
語
の
運

動
の
動
詞
〉
の
用
法
を
、
語
用
論
の
観
点
か
ら
の
理
論
的
な
説
明
を
も
ま
じ
え
つ
つ
詳
述
す

る
本
邦
初
の
包
括
的
概
説
書
。

 

Ａ
５
判
並
製
二
一
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

ロシ
ア
語
史
講
話

原
求
作

ロ
シ
ア
語
の
歴
史
を
印
欧
諸
語
、
ス
ラ
ヴ
諸
語
の
歴
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、

と
り
わ
け
現
代
ロ
シ
ア
語
と
の
関
連
の
面
で
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
中
心
に
平
易
に
論
じ

た
、
ロ
シ
ア
語
歴
史
文
法
へ
の
読
ん
で
楽
し
め
る
入
門
書
。

 

Ａ
５
判
並
製
三
五
八
頁　

五
〇
〇
〇
円

語
学

ロシ
ア
語
文
法
の
基
礎

杉
山
麻
子
＋
藤
沼
敦
子

近
年
の
ロ
シ
ア
語
学
、
ロ
シ
ア
語
教
授
法
の
発
展
に
則
し
つ
つ
、
約
百
点
の
図
表
を
用
い
て
、

初
心
者
向
き
に
、
わ
か
り
や
す
く
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
説
い
た
ロ
シ
ア
語
文
法
へ
の
好
入
門

書
。

 

菊
判
一
三
三
頁　

二
五
〇
〇
円
／
別
売
カ
セ
ッ
ト
・
テ
ー
プ
（
リ
ュ
ド
ミ
ラ
古
田
吹
込
み
）
三
〇
〇
〇
円

ロシ
ア
文
法
の
要
点

原
求
作

初
級
の
ロ
シ
ア
語
文
法
を
終
え
た
学
習
者
を
対
象
に
し
た
、
古
今
の
様
々
な
テ
ク
ス
ト
か
ら

の
豊
富
な
例
文
を
ま
じ
え
た
中
級
レ
ベ
ル
の
ロ
シ
ア
語
文
法
書
。
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ

た
、
日
本
人
に
よ
る
日
本
人
の
た
め
の
ロ
シ
ア
語
中
級
文
法
の
決
定
版
。

 

Ａ
５
判
並
製
三
〇
一
頁　

四
〇
〇
〇
円

ロシ
ア
語
の
体
の
用
法

原
求
作

ロ
シ
ア
語
の
動
詞
範
疇
の
な
か
で
も
初
学
者
に
と
っ
て
と
り
わ
け
難
解
と
さ
れ
る「
完
了
体
」

「
不
完
了
体
」
の
使
い
分
け
方
、
そ
の
意
味
、
用
法
を
懇
切
丁
寧
に
と
き
あ
か
す
総
合
的
な

概
説
書
。「
体
」
の
問
題
へ
の
親
し
み
や
す
く
画
期
的
な
入
門
書
。

 

Ａ
５
判
並
製
二
二
九
頁　

三
〇
〇
〇
円
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語
学Th

e H
am

let Tradition by John G
ielgud

Th
e H

am
let Tradition by John G

ielgud

（ハムレットの
演
技
伝
統
） 

編
注
＝
加
藤
誠

長
年
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
演
じ
て
き
た
今
世
紀
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
男
優
が
、
自
ら
の
経
験
を

も
と
に
伝
統
的
ハ
ム
レ
ッ
ト
像
の
演
出
の
歴
史
と
自
ら
の
新
し
い
解
釈
に
つ
い
て
、
そ
し
て

演
技
方
法
や
公
演
記
録
に
つ
い
て
詳
述
す
る
貴
重
な
書
。

 

﹇
英
語
語
学
教
科
書
﹈　

Ａ
５
判
並
製
八
七
頁　
一
五
〇
〇
円

Th
e C

raft of Fiction by Percy Lubbock
Th

e C
raft of Fiction by Percy Lubbock

（
フィクションの
技
術
） 

編
注
＝
諸
坂
成
利

ト
ル
ス
ト
イ
『
戦
争
と
平
和
』
や
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
『
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』
を
精
緻
に
読
み
解

き
な
が
ら
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
技
術
」
の
問
題
を
鋭
く
捉
え
直
し
、
構
造
論
的
小

説
理
論
の
先
駆
と
も
な
っ
た
英
国
文
芸
批
評
の
古
典
。

 

﹇
英
語
語
学
教
科
書
﹈　

Ａ
５
判
並
製
八
六
頁　
一
五
〇
〇
円

Th
e Stuarts in Love by M

aurice Ashley
Th

e Stuarts in Love by M
aurice Ashley

（
恋
す
る
王
様
た
ち
） 

編
注
＝
大
西
章
夫

「
恋
愛
へ
の
対
応
ほ
ど
、
男
の
人
間
性
の
深
層
を
あ
ら
わ
に
す
る
も
の
は
な
い
」
と
い
う
フ

ロ
イ
ト
の
言
葉
を
ヒ
ン
ト
に
、歴
史
を
動
か
し
た
英
国
国
王
た
ち
の
言
動
と
決
断
の
鍵
と
を
、

そ
の
生
い
立
ち
と
結
婚
生
活
に
求
め
る
、
碩
学
の
英
国
王
朝
史
。

 

﹇
英
語
語
学
教
科
書
﹈　

Ａ
５
判
並
製
一一
六
頁　
一
五
〇
〇
円

Th
e Faerie Queene, Book III, Cantos I - VI, by Edmund Spenser

Th
e Faerie Queene, Book III, Cantos I - VI, by Edmund Spenser

（
妖
精
の
女
王　
第
三
巻
第一篇
〜
第
六
篇
） 

編
注
＝
内
田
市
五
郎
・
植
月
恵
一
郎
他

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
双
璧
を
な
す
、
十
六
世
紀
イ
ギ
リ
ス
が
生
ん
だ
偉
大
な
詩
人
ス
ペ
ン

サ
ー
の
代
表
的
長
篇
詩
を
、
個
々
の
語
の
意
味
や
歴
史
的
背
景
を
詳
述
す
る
注
釈
に
よ
っ
て

解
説
す
る
。

 

﹇
英
語
語
学
教
科
書
﹈　

Ａ
５
判
並
製
二
一
三
頁　

二
〇
〇
〇
円

共
通
ス
ラ
ヴ
語
音
韻
論
概
説

原
求
作

個
々
の
方
言
に
分
化
せ
ず
同
一
性
を
保
っ
て
い
た
時
代
の
ス
ラ
ヴ
語
、
共
通
ス
ラ
ヴ
語
の
音

韻
構
造
の
概
要
を
、
現
代
ロ
シ
ア
語
の
よ
り
よ
き
理
解
の
た
め
に
、
主
と
し
て
現
代
ロ
シ
ア

語
と
の
関
係
の
中
で
説
く
。

 

Ａ
５
判
並
製
三
一
八
頁　

四
五
〇
〇
円

古
代
教
会
ス
ラ
ヴ
語
入
門

原
求
作

全
て
の
ス
ラ
ヴ
文
章
語
の
母
体
と
な
っ
た
言
語
で
あ
る
古
代
教
会
ス
ラ
ヴ
語
の
文
法
を
、
従

来
の
入
門
書
に
比
較
し
て
ロ
シ
ア
語
と
の
関
連
の
理
解
に
も
っ
と
も
重
点
を
お
い
て
説
き
明

か
す
。
多
数
の
例
文
を
付
し
た
、
親
し
み
や
す
い
解
説
で
送
る
ロ
シ
ア
語
学
習
者
の
た
め
の

決
定
版
入
門
書
。 

21.8　

Ａ
５
判
並
製
三
七
六
頁　

六
〇
〇
〇
円

古
代
教
会
ス
ラ
ヴ
語
入
門︻
選
文
集
︼ 

原
求
作

ロ
シ
ア
語
学
習
者
の
た
め
に
古
代
教
会
ス
ラ
ヴ
語
の
文
法
を
分
か
り
や
す
く
解
き
明
か
し
た

『
古
代
教
会
ス
ラ
ヴ
語
入
門
』
の
別
冊
＝
選
文
集
。
詳
細
な
注
釈
を
付
し
た
テ
ク
ス
ト
十
二

篇
と
語
彙
集
を
収
め
、
実
際
の
表
現
に
触
れ
な
が
ら
古
代
教
会
ス
ラ
ヴ
語
読
解
の
実
践
力
を

身
に
つ
け
る
。 

近
刊

詳
解
ポ
ー
ラン
ド
語
文
法

川
井
正
彦

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
文
法
の
音
声
論
、
形
態
論
、
統
語
論
の
体
系
的
な
理
解
を
目
指
し
、
夥
し
い

例
文
と
名
詞
、
数
詞
、
動
詞
の
活
用
変
化
表
を
挙
げ
な
が
ら
、
な
か
で
も
複
雑
な
そ
の
形
態

論
の
解
明
に
重
点
を
お
い
た
、
本
邦
で
最
も
詳
細
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
文
法
の
解
説
書
。

 
19.10　

Ａ
５
判
上
製
七
四
二
頁　
一
〇
〇
〇
〇
円
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語
学 Invitation à la Grammaire Française par K.Seto et Sh.Tanaka

Invitation à la Grammaire Française par K.Seto et Sh.Tanaka

（
フ
ランス
語
を
や
さ
し
く
） 

瀬
戸
和
子
＋
田
中
成
和

フ
ラ
ン
ス
語
の
基
礎
的
な
文
法
事
項
を
簡
潔
に
網
羅
し
た
、
仏
語
初
級
文
法
の
決
定
版
。
必

要
以
上
の
文
法
事
項
を
省
き
、
基
礎
の
み
に
徹
し
た
、
わ
か
り
や
す
い
初
級
文
法
書
。

 

﹇
フ
ラ
ン
ス
語
語
学
教
科
書
﹈　

Ａ
５
判
並
製
七
七
頁　
一
五
七
五
円

 

別
売
カ
セ
ッ
ト
・
テ
ー
プ（
フ
ラ
ン
ス
・
ド
ル
ヌ
吹
込
み
）一
五
〇
〇
円

Th
e Faerie Queene, Book III, Cantos VII - XII, by Edmund Spenser

Th
e Faerie Queene, Book III, Cantos VII - XII, by Edmund Spenser

（
妖
精
の
女
王　
第
三
巻
第
七
篇
〜
第
十
二
篇
） 

編
注
＝
内
田
市
五
郎
・
植
月
恵
一
郎
他

「
第
一
篇
〜
第
六
篇
」
に
つ
づ
き
、
こ
の
有
名
な
詩
篇
を
詳
細
な
注
釈
付
き
で
解
説
。
妖
精

と
騎
士
が
織
り
な
す
幻
想
的
な
物
語
を
、
現
代
語
で
読
み
こ
な
す
助
け
と
な
る
入
門
書
。

 

﹇
英
語
語
学
教
科
書
﹈　

Ａ
５
判
並
製
二
〇
二
頁　

二
〇
〇
〇
円
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美
術

建
築
―
宿
命
反
転
の
場

荒
川
修
作
＋
マ
ド
リ
ン
・
ギ
ン
ズ　

工
藤
順
一
＋
塚
本
明
子
訳

ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
絵
画
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
国
際
的
な
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
画
家
が
つ
い
に
建

築
へ
と
向
か
っ
た
。
岐
阜
県
養
老
公
園
を
は
じ
め
世
界
各
地
で
進
行
中
の
著
者
の
建
築
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
思
想
を
、
最
先
端
の
Ｃ
Ｇ
を
用
い
て
著
者
自
ら
が
明
か
す
。

内
容
見
本
呈　

Ｂ
４
変
判
並
製
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
一
三
三
頁　

六
五
〇
〇
円

生
命
の
建
築

荒
川
修
作
＋
藤
井
博
巳

臨
海
副
都
心
の
住
宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
果
敢
に
挑
み
続
け
る
根
源
的
〈
建
築
家
〉
荒
川
修
作

と
、
こ
れ
ま
で
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
建
築
作
品
を
国
内
外
に
発
表
し
続
け
て
き
た
建
築

家
、
藤
井
博
巳
の
、
真
の
〈
建
築
革
命
〉
へ
向
け
て
の
白
熱
の
対
話
。

Ａ
５
判
並
製
一
九
八
頁　

二
五
〇
〇
円

藤
井
博
巳
に
関
す
る
あ
るいは
藤
井
博
巳
に
よ
る
七

つの
建
築
試
論 

藤
井
博
巳

常
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
思
考
を
続
け
る
建
築
家
藤
井
の
、
こ
れ
ま
で
の
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

め
ぐ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
。
多
数
の
建
築
写
真
、
設
計
図
、
模
型
等
の
図
版
と
、
自
身
の
論

文
と
寄
稿
文
に
よ
り
、
建
築
の
解
体
を
目
指
す
そ
の
思
考
の
根
幹
が
明
ら
か
に
な
る
。

Ｂ
４
変
判
並
製
一一
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

世
界
拡
大
計
画

高
松
次
郎

戦
後
美
術
の
最
も
先
端
的
な
部
分
を
代
表
す
る
美
術
家
の
未
完
の
思
考
の
軌
跡
を
二
冊
に
ま

と
め
る
。
本
書
に
は
ハ
イ
レ
ッ
ド
・
セ
ン
タ
ー
結
成
前
夜
に
書
か
れ
た
「
不
在
体
の
た
め
に
」

に
始
ま
り
、
六
〇
年
代
の
活
動
と
並
行
し
て
構
想
さ
れ
た
「
世
界
拡
大
計
画
」
を
中
心
と
し

た
理
論
的
テ
ク
ス
ト
を
集
成
す
る
。 

内
容
見
本
呈　

Ａ
５
判
二
八
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

芸
術
／
美
術
、
写
真
、
絵
本

美
術
史
と
そ
の
言
説［
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
］

宮
川
淳

近
代
美
術
を
再
現
性
と
造
形
性
の
絶
え
ざ
る
相
剋
と
葛
藤
、
そ
し
て
表
現
概
念
の
転
換
を
求

め
て
の
苦
悶
と
み
る
著
者
が
、
印
象
派
を
中
心
と
す
る
近
代
画
家
た
ち
（
セ
ザ
ン
ヌ
、
ス
ー

ラ
、シ
ニ
ャ
ッ
ク
、ゴ
ッ
ホ
、ル
ソ
ー
、ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、モ
ロ
ー
）
の
歩
み
を
克
明
に
た
ど
る
。

四
六
判
四
〇
〇
頁　

三
八
〇
〇
円

紙
片
と
眼
差
との
あい
だ
に

宮
川
淳

《
引
用
と
は
読
む
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
、
書
く
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
》。
引
用
に
つ
い
て
考
え

な
が
ら
、
近
代
的
な
意
味
に
お
け
る
《
芸
術
》
と
《
主
体
》
の
概
念
を
、
そ
し
て
つ
い
に
は

《
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
な
か
で
語
り
つ
づ
け
て
き
た
文
脈
そ
の
も
の
》
を
問
い
直
そ
う
と
す
る
、

著
者
の
思
考
の
極
点
。 

四
六
判
一
二
八
頁　
一
五
〇
〇
円

三
鷹
天
命
反
転
住
宅

荒
川
修
作
＋
マ
ド
リ
ン
・
ギ
ン
ズ
の
死
に
抗
す
る
建
築

三
鷹
の
地
に
出
現
し
た
極
彩
色
の
建
築
の
全
貌
を
多
数
の
カ
ラ
ー
図
版
と
気
鋭
の
批
評
家
た

ち
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
明
か
す
。《
私
た
ち
は
い
ま
だ
能
力
の
二
〜
三
％
し
か
活
用
で
き

て
い
な
い
。
人
間
の
、
生
命
と
し
て
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
建
築
、
天
命
反
転
住

宅
は
人
類
最
大
の
革
命
で
あ
る
》（
河
本
英
夫
） 

Ｂ
４
変
判
総
一
六
八
頁　

五
〇
〇
〇
円
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美
術

高
松
次
郎
を
読
む

真
武
真
喜
子
・
神
山
亮
子
・
沢
山
遼
・
野
田
吉
郎
・
森
啓
輔
編

四
〇
年
に
わ
た
り「
現
代
美
術
」を
牽
引
し
つ
づ
け
た
高
松
の
六
〇
年
代
の「
点
」「
影
」「
遠
近
法
」

の
シ
リ
ー
ズ
、
ハ
イ
レ
ッ
ド
・
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
九
〇
年
代
の
絵
画
作
品
ま
で
す
べ

て
を
考
察
す
る
。
執
筆
＝
宮
川
淳
、針
生
一
郎
、中
原
佑
介
、李
禹
煥
、菅
木
志
雄
、寺
山
修
司
、

石
子
順
造
、
川
俣
正
、
東
野
芳
明
、
髙
梨
豊
他 

14.12　

Ａ
５
判
二
八
一
頁　

四
〇
〇
〇
円

無
十

斎
藤
義
重
著　

千
石
英
世
編

戦
後
の
貧
苦
の
な
か
、
二
人
の
幼
い
息
子
た
ち
を
施
設
に
あ
ず
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
状
況
を
切
々
と
綴

る
、
戦
後
の
美
術
を
牽
引
し
て
き
た
美
術
家
に
よ
る
未
発
表
の
日
記
体
小
説
。
自
作
に
対
す
る
冷
徹
な
注

解
、
家
族
・
友
人
と
の
関
係
、
文
学
・
映
画
・
社
会
問
題
へ
の
関
心
を
率
直
に
記
し
た
、
一
九
四
五
年
か

ら
五
六
年
に
か
け
て
の
新
発
見
の
日
録
を
併
載
す
る
。 

16.7　
Ａ
５
判
二
九
九
頁　
四
五
〇
〇
円

加
納
光
於
論

大
岡
信

銅
版
画
か
ら
亜
鉛
板
レ
リ
ー
フ
、
オ
ブ
ジ
ェ
、
油
彩
へ
と
果
敢
な
冒
険
を
重
ね
る
加
納
光
於

に
捧
げ
ら
れ
た
十
篇
の
詩
と
散
文
。
言
葉
に
憑
か
れ
た
詩
人
と
物
質
に
憑
か
れ
た
画
家
の

二
十
年
に
及
ぶ
稀
有
の
共
感
と
友
情
の
美
し
い
結
晶
。
造
本
＝
菊
地
信
義
。

Ａ
５
判
一一
七
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
一
六
頁　

二
二
〇
〇
円

日
本
に
お
け
る
銅
版
画
のメ
ティエ 

一
九
六
〇
年
以
降
の

日
本
現
代
銅
版
画
表
現
の
ひ
ろ
が
り
か
ら
の
考
察 

大
矢
雅
章

銅
版
画
と
は
何
か
。
作
家
の
「
う
ち
な
る
思
い
」
を
具
現
化
す
る
た
め
に
描
く
の
で
は
な
く
、

創
る
こ
と
。
戦
後
日
本
の
銅
版
画
作
家
、
駒
井
哲
郎
、
加
納
光
於
、
深
沢
幸
雄
、
長
谷
川
潔
、

浜
口
陽
三
ら
の
作
品
を
読
み
と
き
、
自
作
品
の
制
作
行
程
を
詳
細
に
た
ど
り
つ
つ
そ
の
魅
力

を
さ
ぐ
る
。 

19.12　

Ａ
５
判
三
一
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

不
在への
問い

高
松
次
郎

セ
ザ
ン
ヌ
か
ら
ハ
イ
レ
ッ
ド
・
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
近
現
代
の
美
術
、
同
時
代
の
美
術
、
そ
し

て
自
作
を
め
ぐ
る
テ
ク
ス
ト
…
…
作
家
と
そ
の
時
代
を
新
た
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
批
評
と

エ
セ
イ
を
収
め
る
。

内
容
見
本
呈　

Ａ
５
判
三
五
六
頁　

四
五
〇
〇
円

高
松
次
郎　
制
作の
軌
跡

国
立
国
際
美
術
館
編

「
点
」「
影
」「
遠
近
法
」「
単
体
」「
複
合
体
」「
平
面
上
の
空
間
」「
形
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
、

絵
画
、版
画
、
立
体
作
品
、
写
真
、
多
数
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
詳
細
に
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

言
葉
と
も
の
の
関
係
を
問
い
続
け
た
高
松
次
郎
の
思
考
の
推
移
を
探
る
。
四
〇
〇
点
以
上
の
作

品
を
カ
ラ
ー
図
版
で
収
録
。 

15.4　

Ｂ
５
変
判
並
製
二
二
三
頁　

三
五
〇
〇
円

高
松
次
郎 

リ
ア
リ
テ
ィ
／
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
美
学大

澤
慶
久

高
松
次
郎
の
多
様
な
作
品
に
内
在
す
る
、「
リ
ア
リ
テ
ィ
＝
真
実
」／「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

＝
事
実
」
の
美
学
と
は
何
か
。
作
品
と
言
説
の
詳
細
な
分
析
か
ら
、
作
家
の
思
考
の
根
底
に

潜
む
問
題
意
識
を
描
き
出
し
、
現
代
美
術
に
通
底
す
る
枠
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
野
心
作
。

 
23.1　

Ａ
５
判
二
五
六
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

高
松
次
郎　
言
葉
と
もの　
日
本
の
現
代
美
術1961 - 72

光
田
由
里

ハ
イ
レ
ッ
ド
・
セ
ン
タ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
、
そ
し
て
「
影
」
の
画
家
と
し
て
戦
後
美
術
を

駆
け
抜
け
た
高
松
次
郎
。
後
期
資
本
主
義
が
終
わ
り
に
さ
し
か
か
っ
た
現
在
、〈
か
つ
て
は

存
在
し
た
が
今
は
す
で
に
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
「
現
代
美
術
」
の
本
質
を
、
高
松
次
郎
を
通

し
て
〉
考
察
す
る
。
図
版
多
数
。 

11.10　

Ａ
５
変
判
二
七
七
頁　

三
〇
〇
〇
円
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美
術

中
平
卓
馬
論 

来
た
る
べ
き
写
真
の
極
限
を
求
め
て江

澤
健
一
郎

一
九
六
〇
年
代
か
ら
写
真
家
、
そ
し
て
批
評
家
と
し
て
注
目
を
集
め
る
存
在
と
な
っ
た
中
平

卓
馬
（
一
九
三
八
―
二
〇
一
五
）。
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
撮
影
行
為
と
執
筆
活
動
の
軌
跡

を
た
ど
り
、《
記
憶
》
を
鍵
に
写
真
が
存
在
す
る
地
平
そ
の
も
の
の
条
件
を
ラ
デ
ィ
カ
ル
に

思
考
す
る
、
出
色
の
写
真
論
。 

21.1　

Ａ
５
変
判
二
一
三
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

ジャパノ
ラマ 

一
九
七
〇
年
以
降
の
日
本
の
現
代
ア
ー
ト

長
谷
川
祐
子
編

六
つ
の〈
群
島
〉と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
現
代
日
本
の
視
覚
文
化
を
パ
ノ
ラ
マ
と
し
て
描
き

出
し
た
「JAPAN

O
R

AM
A: N

EW
 V

ISIO
N

 O
N

 ART
 SIN

C
E 1970

」
展
の
フ
ラ
ン
ス
語
版

カ
タ
ロ
グ
に
多
数
の
作
品
・
展
示
写
真
を
追
加
し
、
展
覧
会
記
録
資
料
を
大
幅
に
増
補
し
た

待
望
の
日
本
語
版
。 

21.5　

Ａ
５
変
判
並
製
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
二
〇
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

JA
PA

N
O

R
A

M
A

 N
EW

 VISIO
N

 O
N

 ART SIN
C

E 
1970 

Yuko H
asegaw

a (ed.)

前
記
の
「JAPAN

O
RAM

A: N
EW

 V
ISIO

N
 O

N
 ART SIN

C
E 1970

」
展
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
カ

タ
ロ
グ
に
大
幅
な
追
加
・
増
補
を
施
し
た
日
本
語
版
に
基
づ
い
た
英
語
版
。

 
21.6　

Ａ
５
変
判
並
製
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
二
〇
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円

余
白
と
フレ
ーム 

私
の
美
術
ノ
ー
ト

今
井
祝
雄

〈
具
体
〉か
ら
半
世
紀
の
軌
跡
。
吉
原
治
良
に
師
事
し
、最
年
少
で「
具
体
美
術
協
会
」に
参
加
、

「
空
間
」
と
「
時
間
」
を
自
在
に
往
還
し
、
造
形
、
写
真
、
ビ
デ
オ
、
サ
ウ
ン
ド
と
多
岐
に

わ
た
る
作
品
を
制
作
し
続
け
る
美
術
家
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
図
録
論
考
、
自
作
解
説
等
と
多

数
の
作
品
図
版
（
１
Ｃ
／
４
Ｃ
）
を
収
録
。 

22.10　

Ａ
５
判
一
八
四
頁　

三
五
〇
〇
円

瀧
口
修
造　
沈
黙
す
る
球
体

岩
崎
美
弥
子

前
衛
芸
術
の
擁
護
者
、詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
瀧
口
が
生
涯
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
「
詩
的
」

な
「
実
験
」
と
は
？
『
妖
精
の
距
離
』『
物
質
の
ま
な
ざ
し
』
な
ど
、
瀧
口
の
詩
的
テ
ク
ス

ト
か
ら
そ
の
表
現
衝
動
の
根
幹
を
見
極
め
る
テ
ク
ス
ト
読
解
の
試
み
。
造
本
＝
加
納
光
於
。

四
六
判
二
二
一
頁　

二
八
〇
〇
円

生
き
ている
前
衛 
山
口
勝
弘
評
論
集

井
口
壽
乃
編

前
衛
美
術
、
建
築
、
デ
ザ
イ
ン
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
都
市
環
境
…
…
芸

術
家
の
創
造
力
は
社
会
を
変
革
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？　

現
代
ア
ー
ト
の
泰
斗
が

創
作
の
傍
ら
歩
ん
だ
半
世
紀
の
思
考
の
軌
跡
。
堂
々
の
一
三
二
編
を
収
録
！

 
17.10　

Ａ
５
判
五
七
〇
頁　

八
〇
〇
〇
円

ヨ
ーコ・オ
ノ 

人
と
作
品

飯
村
隆
彦

日
本
を
代
表
す
る
実
験
的
な
映
像
作
家
が
、
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の
夫
人
と
い
う
以
上
に
、
ダ

ダ
的
な
芸
術
家
＝
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
の
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
の
人
と
作
品
に
鋭
く
迫
る
。
レ

ノ
ン
を
交
え
た
鼎
談
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
写
真
約
一
〇
〇
点
、
詳
細
年
譜
等
を
も
付
す
。

四
六
判
二
九
四
頁　

二
二
〇
〇
円

反
覆
す
る
岡
本
太
郎 

あ
る
い
は「
絵
画
の
テ
ロ
ル
」北

澤
憲
昭

前
衛
か
？　

伝
統
主
義
者
か
？　
〈
岡
本
太
郎
〉と
は〈
誰
〉だ
っ
た
の
か
。戦
前
の〈
ア
セ
フ
ァ

ル
〉
か
ら
〈
３
・
11
〉
ま
で
を
も
貫
く
類
稀
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
思
想
と
実
践
、
そ
し
て
作

品
の
緻
密
な
分
析
を
通
し
て
そ
の
両
義
性
を
問
い
、
昨
今
の
〈
岡
本
ブ
ー
ム
〉
を
葬
送
す
る

挑
発
的
作
家
論
。 

12.11　

四
六
判
二
一
〇
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

二
五
〇
〇
円
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美
術

ミ
ヤ
ギ
フ
トシ  

物
語
を
紡
ぐ

浅
沼
敬
子
編

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
・
ク
ィ
ア
理
論
を
援
用
し
な
が
ら
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
小
説
ま
で
、

様
々
な
手
法
を
横
断
し
て
〈
物
語
〉
を
紡
ぎ
出
す
と
い
う
唯
一
無
二
の
ス
タ
イ
ル
で
注
目
を

集
め
る
沖
縄
出
身
の
美
術
家
・
小
説
家
、
ミ
ヤ
ギ
フ
ト
シ
。
気
鋭
の
執
筆
陣
に
よ
る
、
待
望

の
モ
ノ
グ
ラ
フ
！ 

23.2　

四
六
判
一
八
八
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
一
六
頁　

二
五
〇
〇
円

TAN
K

U
R

I 

創
造
性
を
撃
つ

郡
司
ペ
ギ
オ
幸
夫
＋
中
村
恭
子

芸
術
作
品
の
〈
解
読
〉
が
〈
構
想
〉
に
な
り
、〈
構
想
〉
が
〈
解
読
〉
と
な
る
。
そ
の
相
互
運
動

は
解
読
と
実
践
の
両
輪
を
も
た
ら
し
、
創
造
と
は
何
か
を
狙
い
撃
つ
。
中
村
恭
子
の
代
表
作
を

フ
ル
カ
ラ
ー
で
一
挙
掲
載
。
日
本
画
家
と
理
論
生
命
科
学
者
が
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
に
光
輝
く

創
造
性
の
本
源
に
鋭
く
迫
る
！ 

18.12　

Ｂ
５
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
一
九
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

岸
田
劉
生 

実
在
の
神
秘
、
そ
の
謎
を
追
う

ふ
く
や
ま
美
術
館
、
豊
橋
市
美
術
博
物
館
編

西
洋
の
新
し
い
表
現
と
日
本
の
伝
統
美
術
と
の
相
克
に
立
ち
向
か
っ
た
画
家
、
岸
田
劉
生
。
風

景
画
《
橋
》、
肖
像
画
《
自
画
像
》、《
画
家
の
妻
》、
麗
子
像
《
二
人
麗
子
図
》、《
麗
子
肖
像
（
麗

子
五
歳
之
像
）》
な
ど
を
は
じ
め
青
年
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
作
品
九
四
点
を
掲
載
。
岸
田
夏
子

の
エ
ッ
セ
イ
ほ
か
論
考
三
篇
を
付
す
。 18.7　
Ｂ
５
変
判
並
製
オ
ー
ル
カ
ラ
ー一
六
〇
頁　
二
〇
〇
〇
円

田
中
青
坪 

永
遠
の
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ

ア
ー
ツ
前
橋
編

大
正
・
昭
和
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
追
究
し
、
晩
年
は
自
然
観
照
に
よ
る
風
景
画
へ
と
至
っ
た
異

色
の
日
本
画
家
の
七
十
年
に
わ
た
る
画
業
を
た
ど
る
、
ア
ー
ツ
前
橋
で
の
初
の
回
顧
展
の
公

式
カ
タ
ロ
グ
。
代
表
作
『
春
到
』『
花
に
よ
る
少
女
』『
浅
間
』
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
七
〇
余
点

の
作
品
を
カ
ラ
ー
図
版
で
収
録
。 

16.3　

Ｂ
５
判
並
製
オ
ー
ル
カ
ラ
ー一
〇
三
頁　
二
〇
〇
〇
円

タ
イ
ムコレクション

今
井
祝
雄　
構
成
・
テ
キ
ス
ト
執
筆
＝
大
日
方
欣
一

《
具
体
》
の
作
家
と
し
て
出
発
し
た
今
井
が
、さ
ま
ざ
ま
な
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
て
、「
時

間
」
と
い
う
不
可
視
な
存
在
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
実
験
的
作
品
、《R

ED
 LIG

H
T

》《
ビ

デ
オ
ス
ナ
ッ
プ
》《
タ
イ
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
》《
時
間
の
衣
裳
》
…
…　

こ
れ
ら
の
作
品
を
と

お
し
て
、「
映
像
」
と
「
時
間
」
を
考
察
す
る
。 

15.3　

Ａ
５
判
一一
六
頁　

三
二
〇
〇
円

冨
井
大
裕 

み
る
た
め
の
時
間

冨
井
大
裕
＋
新
潟
市
美
術
館
編

紙
袋
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
多
様
な
日
用
品
が
そ
の
色
、
形
、
性
能
を
も
っ
た
ま
ま
、
モ
ノ
か

ら
作
品
へ
変
換
す
る
。
そ
の
「
モ
ノ
」
を
介
し
て
「
作
品
」
が
始
ま
る
と
い
う
出
来
事
を
作

家
は
見
続
け
る
。
そ
の
造
型
を
、
そ
の
出
来
事
を
ど
の
よ
う
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

新
潟
市
美
術
館
で
の
冨
井
展
の
公
式
図
録
。 

23.7　

Ａ
５
変
判
一
三
六
頁　

二
〇
〇
〇
円

今
日
の
彫
刻  

冨
井
大
裕

冨
井
大
裕
＋
栃
木
県
立
美
術
館
編

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
、
画
鋲
、
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
を
積
み
上
げ
る
、
束
ね
る
、
折
り
曲
げ
る
、
寝
か

せ
る
等
の
日
常
的
行
為
に
よ
っ
て
、
モ
ノ
を
作
品
、
彫
刻
に
変
容
さ
せ
、
そ
れ
を
ま
た
日
常
に

か
え
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
誰
も
が
彫
刻
家
に
な
り
う
る
可
能
性
を
探
る
。
栃
木
県
立
美

術
館
で
の
冨
井
展
の
公
式
図
録
。 
23.8　
Ａ
５
判
並
製
五
六
頁
＋
別
丁
図
版
一二
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

山
城
知
佳
子　
リ
フレ
ー
ミン
グ

東
京
都
写
真
美
術
館
編

故
郷
沖
縄
を
舞
台
に
、
見
る
者
の
身
体
感
覚
を
揺
さ
ぶ
り
、
詩
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
同
時
代
へ

の
鋭
い
批
評
性
を
あ
わ
せ
も
ち
、現
在
、国
内
外
で
も
っ
と
も
注
目
を
集
め
る
映
像
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
一
人
、
山
城
知
佳
子
の
作
品
世
界
を
通
覧
す
る
。

 
21.8　

Ｂ
５
変
判
並
製
一
三
六
頁　

二
七
〇
〇
円
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美
術

明
治
初
期
洋
画
家
の
留
学
と
フ
ランスの
ジャポニス

ム 

大
手
前
大
学
比
較
文
化
研
究
叢
書
14 

小
林
宣
之
編

山
本
芳
翠
、
五
姓
田
義
松
ら
明
治
初
期
洋
画
家
の
渡
仏
、
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
で
の
ジ
ャ
ポ
ニ

ス
ム
の
流
行
を
比
較
・
検
討
し
、
日
仏
双
方
の
文
化
的
視
線
と
そ
の
交
錯
を
探
る
。
執
筆
＝

小
林
宣
之
、
角
田
拓
朗
、
吉
田
典
子
、
六
人
部
昭
典
、
吉
川
一
義

 
19.3　

Ａ
５
判
二
三
四
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
八
頁　

二
八
〇
〇
円

狩
野
友
信 

最
後
の
奥
絵
師
、
幕
末
・
明
治
を
生
き
る

山
田
久
美
子

十
九
世
紀
の
遣
欧
使
節
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
く
っ
た
「
紅
葉
に
青
鳩
図
」
を
制
作
し
、
維
新
後

は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
日
本
美
術
研
究
に
協
力
し
つ
つ
東
京
美
術
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
曾
祖
父

狩
野
友
信
の
軌
跡
を
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
、
文
化
交
流
史
の
研
究
者
た
る
著
者
が
た
ど
る
。

 
21.12　

Ａ
５
判
二
九
六
頁
う
ち
三
二
頁
カ
ラ
ー　

五
〇
〇
〇
円

甦
る
江
戸
肉
筆
画 

ト
ロ
ン
コ
ワ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
読
み
解
く

柏
木
隆
雄
・
柏
木
加
代
子
編

明
治
日
本
に
滞
在
し
た
一
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
本
国
に
持
ち
帰
っ
た
膨
大
な
日
本
美
術
品
か

ら
成
る
〈
ト
ロ
ン
コ
ワ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉。
歌
麿
、
北
斎
、
河
鍋
暁
斎
な
ど
有
名
画
家
の

落
款
の
あ
る
諸
作
品
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
た
日
本
美
術
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
一
一
三
点
を
初
公
開
。﹇
図
版
多
数
﹈ 

19.1　

Ａ
５
判
三
一
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

彫
刻
の
呼
び
声

峯
村
敏
明

〈
真
の
彫
刻
は
、
関
係
を
破
壊
す
る
実
践
か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
。〉
オ
ブ
ジ
ェ
の
世

紀
の
た
だ
な
か
で
彫
刻
を
み
つ
め
つ
づ
け
た
批
評
家
の
彫
刻
論
を
集
成
す
る
。
ジ
ャ
ッ
ド
か

ら
ロ
ッ
ソ
へ
、
そ
し
て
ま
だ
見
ぬ
彫
刻
へ
。

Ａ
５
判
三
〇
五
頁　

四
〇
〇
〇
円

祭
り
ば
や
し
の
な
か
で 

評
伝 

高
橋
秀

谷
藤
史
彦

一
九
六
一
年
か
ら
三
十
余
年
、
ロ
ー
マ
で
フ
ォ
ン
タ
ナ
に
衝
撃
を
う
け
つ
つ
、
絵
画
、
版
画
、
立
体

等
幅
広
く
美
術
活
動
を
つ
づ
け
、
や
が
て
、
独
自
の
線
と
フ
ォ
ル
ム
で
「
エ
ロ
ス
の
画
家
」
と
称
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
琳
派
の
伝
統
美
を
継
承
す
る
新
た
な
絵
画
を
創
作
し
つ
づ
け

て
い
る
美
術
家
の
軌
跡
を
た
ど
る
。 

15.11　
Ａ
５
判
二
四
二
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
一
六
頁　

三
八
〇
〇
円

藤
井
厚
二の
和
風
モ
ダン 

後
山
山
荘
・
聴
竹
居
・
日
本
趣

味
を
め
ぐ
っ
て 

谷
藤
史
彦

昭
和
初
期
に
西
洋
式
の
椅
子
の
暮
ら
し
を
と
り
い
れ
、
日
本
の
気
候
、
風
土
に
ふ
さ
わ
し
い

和
風
住
宅
の
在
り
方
を
探
究
し
、
京
都
・
大
山
崎
に
「
聴
竹
居
」（
重
要
文
化
財
）、
生
地
福

山
・
鞆
の
浦
に
「
後
山
山
荘
」
を
残
し
た
環
境
工
学
の
先
駆
者
と
も
言
え
る
近
代
建
築
家
の

本
格
的
評
伝
。 

19.7　

Ａ
５
判
一
九
五
頁　

三
〇
〇
〇
円

武
田
五一的
な
装
飾
の
極
意 

茶
室
か
ら
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
を
め
ぐ
る
建
築
意
匠 
谷
藤
史
彦

山
口
県
庁
、京
都
大
学
な
ど
の
公
共
施
設
を
は
じ
め
、明
治
村
に
移
築
さ
れ
た
芝
川
又
右
衛
門
邸
な
ど

数
多
の
作
品
を
残
し
、帝
国
議
会
議
事
堂
の
建
設
に
も
関
わ
り
、明
治
末
期
の
欧
州
留
学
後
ア
ー
ル・

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
、
ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
な
ど
の
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
日
本
に
紹
介
し
た
武
田
五
一
。
近
代

日
本
を
牽
引
し
た
、装
飾
家
・
建
築
家
の
軌
跡
を
た
ど
る
。 

17.5　
Ａ
５
判
三
〇
五
頁　

三
二
〇
〇
円

近
代
か
な
書
を
切
り
拓
く 

評
伝　

桑
田
笹
舟

谷
藤
史
彦

「
書
は
芸
術
た
り
う
る
か
」
と
い
う
根
本
問
題
を
探
求
し
続
け
、
昭
和
の
か
な
書
界
を
牽
引

し
た
書
家
の
本
格
的
評
伝
。
古
筆
・
料
紙
研
究
の
第
一
人
者
で
も
あ
り
、
王
朝
の
料
紙
を
再

現
し
、
そ
の
成
果
を
い
か
し
た
現
代
作
品
を
残
し
た
そ
の
生
涯
、
業
績
、
書
法
、
理
論
を
明

ら
か
に
す
る
。 

20.4　

菊
判
変
形
二
四
四
頁
＋
別
丁
図
版
一
六
頁　

三
五
〇
〇
円
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美
術

現
代
美
術
／
パラ
ダ
イ
ム・ロス
ト
Ⅱ

中
村
敬
治

世
紀
末
的
カ
オ
ス
が
世
界
的
規
模
で
加
速
度
的
な
展
開
を
み
せ
た
残
酷
な
〈
失
楽
園
〉
＝
現

代
美
術
。
一
九
七
五
―
八
七
年
を
扱
っ
た
前
著
に
続
き
、
八
七
―
九
七
年
に
か
け
て
の
現
代

美
術
の
状
況
を
、
い
わ
ば
定
点
観
測
し
た
最
も
新
し
い
美
術
批
評
。
装
幀
＝
森
村
泰
昌
。

 

Ａ
５
判
四
四
三
頁　

五
〇
〇
〇
円

現
代
美
術
巷
談

中
村
敬
治

内
外
の
現
代
美
術
、
映
像
、
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
か
ら
建
築
、
文
学
、
思
想
ま
で
、
犀
利
な

切
開
、
老
練
な
縫
合
で
つ
づ
る
現
代
美
術
ク
ロ
ニ
ク
ル
（
一
九
九
七
―
二
〇
〇
三
年
）、
あ

る
い
は
諧
謔
の
す
す
め
。〈
芸
術
〉
と
〈
ア
ー
ト
〉
の
は
ざ
ま
で
、
批
評
は
生
き
残
れ
る
か
、

な
。
装
幀
＝
戸
田
ツ
ト
ム
。 

Ａ
５
判
並
製
三
四
九
頁　

四
〇
〇
〇
円

現
代
美
術
巷
談　
そ
の
後

中
村
敬
治

パ
ラ
ダ
イ
ム
な
き
混
沌
の
現
代
美
術
を
静
か
な
情
熱
で
見
続
け
、
語
り
続
け
た
著
者
の
最
後

の
言
葉
。
彦
坂
尚
嘉
、
栗
原
一
成
と
の
鼎
談
、
二
〇
〇
四
年
の
日
記
、
画
廊
・
美
術
館
め
ぐ

り
の
自
筆
ノ
ー
ト
等
も
収
録
。

Ａ
５
判
並
製
一
四
四
頁　

二
〇
〇
〇
円

ア
ー
ト・ジャン
グル 

主
体
か
ら〈
時
空
体
〉へ

中
村
英
樹

ア
ー
ト（
美
術
／
芸
術
）と
は
、離
れ
て
自
己
を
見
つ
め
、「
未
来
の
現
在
化
」を
企
図
す
る「
異

空
間
」
の
体
験
装
置
だ
。
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
に
潜
在
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
萌
芽
を
読
み
解

き
、
モ
ダ
ン
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
対
立
を
越
え
て
、
今
後
の
実
践
の
た
め
の
理
論
的
根
拠
を

問
う
。 

四
六
判
二
六
七
頁　

三
〇
〇
〇
円

絵
画
逍
遥

山
梨
俊
夫

一
枚
の
絵
が
語
り
か
け
る
言
葉
、画
家
た
ち
の
思
い
に
触
発
さ
れ
て
湧
き
出
る
想
い
を
綴
り
、

ま
た
自
己
を
絵
に
反
映
さ
せ
思
索
す
る
日
々
。
ゴ
ッ
ホ
、
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
、
セ
ザ
ン
ヌ
、

モ
ネ
、
マ
テ
ィ
ス
、
ク
レ
ー
、
そ
し
て
蕪
村
、
広
重
、
劉
生
ら
を
自
在
に
め
ぐ
る
書
き
下
ろ

し
エ
ッ
セ
イ
。﹇
カ
ラ
ー
図
版
多
数
﹈ 

20.1　

Ａ
５
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
二
三
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

静
か
に
狂
う
眼
差
し 
現
代
美
術
覚
書

林
道
郎

ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
、
そ
の
規
模
と
深
さ
に
お
い
て
大
き
く
転
換
し
た
二
十
世
紀
の
芸
術
と
は

い
か
な
る
も
の
か
？　
「
密
室
」、「
表
象
の
零
度
」、「（
反
）
色
彩
グ
レ
イ
」、「
表
面
」
の
四

つ
の
テ
ー
マ
を
道
標
に
、
現
代
美
術
の
鉱
脈
を
探
る
書
き
下
ろ
し
エ
ッ
セ
イ
！

 
16.7　

Ａ
５
判
一
七
六
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
三
二
頁　

二
五
〇
〇
円

ア
ー
ト
は
ど
こへ
行
く
？ 

小
倉
正
史
著
作
選
集

﹃
小
倉
正
史
著
作
選
集
﹄編
集
委
員
会
編

混
迷
す
る
時
代
の
中
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
何
が
で
き
る
の
か
。
ア
ー
ト
に
何
の
意
味
が
あ

る
の
か
。
時
代
状
況
に
迎
合
す
る
こ
と
な
く
、
ア
ー
ト
、
そ
し
て
社
会
の
あ
り
方
を
鋭
く
問

い
続
け
た
孤
高
の
ア
ナ
キ
ス
ト 

‐ 

批
評
家
の
軌
跡
。
四
十
九
編
の
テ
ク
ス
ト
に
加
え
、
詳
細

な
関
連
資
料
を
収
録
。 

22.3　

Ａ
５
判
三
三
四
頁　

四
五
〇
〇
円

現
代
美
術
／
パラ
ダ
イ
ム・ロス
ト

中
村
敬
治

国
立
国
際
美
術
館
に
勤
務
し
つ
つ
現
代
美
術
の
批
評
の
第
一
線
に
た
つ
著
者
が
ジ
ャ
ス

パ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
ウ
ォ
ー
ホ
ル
か
ら
荒
川
修
作
、
李
禹
煥
に
至
る
内
外
二
百
余
名
の
現

代
画
家
を
論
じ
つ
つ
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
な
き
現
代
美
術
の
混
沌
を
鋭
く
撃
つ
。
装
幀
＝
森
村
泰

昌
。 

Ａ
５
判
四
八
九
頁　

五
〇
〇
〇
円
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美
術

想
起
の
か
た
ち 

記
憶
ア
ー
ト
の
歴
史
意
識

香
川
檀

ナ
チ
ズ
ム
／
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
い
う
負
の
記
憶
を
作
品
に
据
え
イ
メ
ー
ジ
の
〈
想
起
〉
を
促

す
〈
後
か
ら
生
ま
れ
た
世
代
〉
の
四
人
の
美
術
家
た
ち
―
―
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
、
ゲ
ル
ツ
、

ホ
ル
ン
、
ジ
グ
ル
ド
ソ
ン
の
作
品
の
分
析
を
通
し
て
美
術
家
た
ち
に
よ
る
〈
歴
史
の
表
象
〉

へ
の
扉
を
開
く
。 

12.11　

Ａ
５
判
三
五
六
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
一
二
頁　

四
五
〇
〇
円

人
形
の
文
化
史 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
相
か
ら

香
川
檀
編

古
来
よ
り
自
ら
の
似
姿
と
し
て
つ
く
り
だ
し
、様
々
な
関
係
を
切
り
結
ん
で
き
た
〈
人
形
〉

が
も
つ
意
義
と
は
何
か
？　

宗
教
・
民
俗
・
文
学
・
芸
術
・
思
想
な
ど
、
豊
か
な
文
化

的
土
壌
を
も
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
相
か
ら
人
形
文
化
の
深
淵
に
迫
る
論
集
。

 
16.3　

四
六
判
三
四
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

見
る
こ
と
の
力 

二
十
世
紀
絵
画
の
周
縁
に

中
林
和
雄

《
観
る
者
の
側
の
時
間
と
も
の
と
し
て
の
絵
画
の
時
間
が
交
錯
す
る
な
か
で
、
い
つ
し
か
紡
が
れ
て

い
く
成
長
の
実
感
。「
感
情
の
母
」と
し
て
私
た
ち
の
人
間
性
に
も
徐
々
に
影
響
を
与
え
る
絵
画
の

力
。》
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
、マ
テ
ィ
ス
ら
の
絵
画
は
な
ぜ
私
た
ち
を
魅
了
す
る
の
か
。

絵
画
と
は
な
に
か
を
問
い
続
け
る
観
者
／
絵
画
論
。 

17.7 

Ａ
５
判
四一
九
頁　

六
〇
〇
〇
円

発
見
す
る
力 

現
代
美
術
の
時
空
間

黒
岩
恭
介

《
さ
ま
ざ
ま
な
時
間
に
関
与
し
な
が
ら
も
、
作
品
は
作
品
で
あ
る
か
ぎ
り
、
時
間
に
抵
抗
し

永
遠
を
目
指
さ
ざ
る
を
え
な
い
》。
加
納
光
於
、
河
原
温
、
桑
山
忠
明
ら
、
戦
後
美
術
史
に

異
彩
を
放
つ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
新
た
な
一
面
を
現
場
か
ら
照
射
し
、
視
覚
芸
術
の
水
脈

と
諸
相
を
問
い
直
す
鮮
烈
な
美
術
批
評
。 

10.2　

Ａ
５
判
二
八
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

生
体
か
ら
飛
翔
す
る
ア
ー
ト

中
村
英
樹

近
代
の
遺
産
で
あ
る「
個
人
」と
い
う
枠
組
み
に
秘
め
ら
れ
た
視
点
シ
ス
テ
ム
を
変
換
し
、《
間

知
覚
的
メ
タ
・
セ
ル
フ
》
の
確
立
を
め
ざ
す
、
現
代
美
術
の
果
敢
な
営
み
を
気
鋭
の
批
評
家

が
鮮
や
か
に
読
み
と
く
！

Ａ
５
判
二
四
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

視
覚
文
化
と
デ
ザ
イン 
メ
デ
ィ
ア
、
リ
ソ
ー
ス
、
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ

井
口
壽
乃
編

モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
は
い
か
に
し
て
創
造
・
越
境
・
集
積
さ
れ
た
の
か
？　

モ
ダ
ニ
ズ
ム
期
か

ら
現
在
ま
で
、
視
覚
文
化
を
構
成
す
る
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
、
ア
イ
ソ
タ
イ

プ
、
写
真
、
ポ
ス
タ
ー
、
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
な
ど
の
例
を
取
り
あ
げ
、
デ
ザ
イ
ン
思
想
の
趨
勢

を
浮
き
彫
り
に
す
る
最
新
の
研
究
成
果
。 

19.4　

四
六
判
三
二
四
頁　

三
五
〇
〇
円

開
か
れ
た
時
空 

遠
近
法
か
ら
本
の
ア
ー
ト
へ

森
田
一

我
々
は
世
界
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
ア
ー
ト
は
そ
れ
を
い
か
に
表
象
し
て
い
る
の
か
？　

〈
遠
近
法
〉
と
〈
本
の
ア
ー
ト
〉
に
お
け
る
世
界
の
表
象
を
テ
ー
マ
に
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ

た
近
代
を
超
出
す
る
新
た
な
時
空
の
可
能
性
を
探
る
美
術
論
集
。
著
者
が
携
わ
っ
た
二
つ
の

美
術
館
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
を
付
す
。 

22.10　

Ａ
５
判
四
五
六
頁　

六
〇
〇
〇
円

エクソ
ダス 

ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
を
め
ぐ
る
批
評

暮
沢
剛
巳

現
代
ア
ー
ト
／
デ
ザ
イ
ン
の
批
評
の
分
野
で
注
目
さ
れ
て
き
た
著
者
が
、
新
聞
・
雑
誌
・
展

覧
会
カ
タ
ロ
グ
な
ど
に
寄
せ
た
長
短
さ
ま
ざ
ま
な
批
評
・
エ
セ
イ
を
集
成
す
る
批
評
集
。
国

内
外
の
展
覧
会
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
す
る
〈
現
代
ア
ー
ト
の
履
歴
書
〉。

16.6　

四
六
判
三
三
一
頁　

三
二
〇
〇
円
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美
術 ス

ク
ール・ア
ー
ト　
現
代
美
術
が
開
示
す
る
学
校
・
教
育
・

社
会 

中
川
素
子

〈
子
ど
も
た
ち
〉
と
〈
教
育
〉
の
現
状
を
鋭
く
、
と
き
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
し
た
今
日
の
美

術
作
品
を
読
み
と
き
な
が
ら
、
学
校
・
教
育
・
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
さ
ぐ
る
。
登
場
す
る

主
な
美
術
家
た
ち
＝
浅
田
政
志
、沢
田
知
子
、石
田
徹
也
、豊
島
康
子
、島
田
寛
昭
、河
口
龍
夫
、

み
か
ん
ぐ
み
、
山
本
高
之
他 

12.7　

Ａ
５
判
二
二
五
頁
＋
別
丁
図
版
一
六
頁　

二
八
〇
〇
円

ブック・ア
ー
トの
世
界 

絵
本
か
ら
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

中
川
素
子
＋
坂
本
満
編

絵
本
か
ら
ブ
ッ
ク
・
オ
ブ
ジ
ェ
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
、《
本
》
の
概
念
を
揺
る
が

し
破
砕
す
る
三
十
二
の
驚
く
べ
き
作
品
に
よ
っ
て
、《
本
》
と
《
美
術
》
の
新
し
い
世
界
へ

と
誘
う
。
図
版
多
数
。

Ａ
５
判
二
六
五
頁　

三
〇
〇
〇
円

気
配
、
その
美

千
種
さ
つ
き

C
reativity of Tea, N

ow
!　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
、
ロ
ー
マ
、
東
京
…
…　

世
界
各
地
で
友

情
の〈
花
〉が
開
く
。Tea-activist SAT

SU
K

I 

の
ピ
ュ
ア
な
魂
が
放
つ〈
美
〉の
茶
会
の
す
べ
て
。

14.10　

Ａ
５
判
並
製
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
二
二
二
頁　

二
八
〇
〇
円

美
術
・
記
憶
・
生

白
川
昌
生

〈
公
共
の
美
術
〉
と
は
何
か
？　
〈
美
術
〉
の
〈
公
共
性
〉
と
は
何
か
？　

民
衆
に
〈
歴
史
〉

を
忘
却
さ
せ
、民
衆
の
〈
記
憶
〉
を
抑
圧
し
、抹
殺
す
る
美
術
で
は
な
く
、新
た
な
〈
想
起
〉、

新
た
な
〈
治
療
〉、
新
た
な
〈
覚
醒
〉
の
た
め
の
美
術
を
求
め
て
苦
闘
す
る
美
術
家
の
果
敢

な
思
考
の
歩
み
。 

四
六
判
二
六
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

時
の
晶
相1960-70

年
代
の
芸
術
家
た
ち
と
の
私
的
交
友

馬
場
駿
吉

瀧
口
修
造
、
武
満
徹
、
澁
澤
龍
彦
、
土
方
巽
、
寺
山
修
司
…
…
芸
術
の
最
前
線
で
内
な
る
想

像
力
を
爆
発
さ
せ
た
〈
カ
オ
ス
の
驍
将
た
ち
〉
と
、
名
古
屋
に
あ
っ
て
現
代
美
術
へ
の
熱
い

批
評
を
書
き
つ
づ
け
る
著
者
と
の
数
十
年
に
及
ぶ
貴
重
な
交
友
録
。

四
六
判
二
六
九
頁　

二
五
〇
〇
円

コロ
ナ・エ
ポック

ス
タ
シ
ス
・エ
イ
ド
リ
ゲ
ー
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
作
品　

中
川
素
子
文

二
〇
一
九
年
一
二
月
に
は
じ
ま
り
、
ま
た
た
く
間
に
世
界
中
に
広
が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
禍
。
マ

ス
ク
と
い
う
言
葉
が
社
会
に
浸
透
し
激
変
し
た
日
常
を
振
り
返
り
つ
つ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
芸
術

家
、ス
タ
シ
ス
の
マ
ス
ク
、仮
面
に
ま
つ
わ
る
作
品
を
と
り
あ
げ
、美
術
批
評
家
の
中
川
が
エ
ッ

セ
イ
を
付
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ブ
ッ
ク
。 

2021.7　

Ａ
４
変
判
全
六
四
頁
カ
ラ
ー　

二
二
〇
〇
円

森
の
子レ
オ

ス
タ
シ
ス
・エ
イ
ド
リ
ゲ
ー
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
写
真
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ　

中
川
素
子
文

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
彫
刻
、
ブ
ッ
ク
ア
ー
ト
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
創
作
活
動
を
続
け
る

リ
ト
ア
ニ
ア
生
ま
れ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
作
家
の
写
真
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
、
日
本
の
美
術
批
評

家
が
文
を
付
し
、
森
や
水
辺
で
豊
か
な
自
然
と
対
話
し
、
伸
び
伸
び
と
遊
ぶ
レ
オ
の
日
々
を

描
く
。 

22.5　

Ａ
４
変
判
全
三
二
頁
カ
ラ
ー　
一
五
〇
〇
円

共
振

絵
＝
町
田
久
美　
文
＝
中
川
素
子

自
己
と
世
界
と
の
関
係
性
を
え
が
く
現
代
美
術
家
の
町
田
久
美
の
絵
画
作
品
（
二
八
点
）
に

触
発
さ
れ
、
現
代
美
術
批
評
家
の
中
川
素
子
が
文
を
綴
る
。
絵
画
と
言
葉
が
ふ
れ
あ
い
生
ま

れ
る
「
共
振
」
は
、
あ
な
た
と
の
共
振
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

 
20.11　

Ａ
４
変
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
六
四
頁　

二
八
〇
〇
円
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美
術

芸
術
と
労
働

 

白
川
昌
生
＋
杉
田
敦
編

現
代
社
会
に
お
け
る
芸
術
活
動
に
つ
い
て
、
美
術
作
家
、
批
評
家
な
ど
が
様
々
な
視
点

（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
作
品
制
作
、
討
議
等
）
か
ら
捉
え
、
芸
術
、
労
働
、
社
会
と
の
関

わ
り
を
考
察
し
、
こ
れ
か
ら
の
関
わ
り
方
、
意
識
、
行
動
を
喚
起
す
る
論
集
。

 
18.4　

Ａ
５
判
二
三
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

村
山
知
義
と
クル
ト・シュヴィッタ
ース

マ
ル
ク
・
ダ
シ
ー
＋
松
浦
寿
夫
＋
白
川
昌
生
＋
塚
原
史
＋
田
中
純

《
ダ
ダ
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。そ
の
根
本
的
な
基
準
は
美
的
な
も
の
で
は
な
く
、〈
マ

ヴ
ォ
〉
が
言
う
三
つ
の
言
葉
に
表
さ
れ
て
い
る
。
過
激
さ
、
創
造
、
革
命
で
あ
る
。》
近
代

日
本
最
大
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
村
山
と
ダ
ダ
の
異
端
児
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
ス
か
ら
ダ
ダ
へ

迫
る
。 

Ａ
５
判
一
八
五
頁
＋
別
丁
図
版
三
二
頁　

二
五
〇
〇
円

《
図
案
対
象
》を
読
む 

夭
折
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
画
家
、

久
保
克
彦
と
そ
の
時
代 

黒
田
和
子

太
平
洋
戦
争
下
の
中
国
戦
線
で
二
十
六
歳
の
若
さ
で
夭
逝
し
た
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
画
家
久
保

克
彦
の
畢
生
の
大
作
《
図
案
対
象
》
と
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
作
品
と
思
考
の
歩
み
を
、
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
、
構
成
主
義
を
は
じ
め
と
す
る
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
と
の
関
連
の
う
ち
に
位
置

づ
け
る
稀
有
な
試
み
。 

18.4　

Ａ
５
判
一
四
三
頁
＋
別
丁
図
版
一
六
頁　

二
五
〇
〇
円

絵
を
書
く

マ
リ
ア
ン
ヌ
・
シ
モ
ン
＝
及
川
編

画
家
、
作
家
、
作
家
に
し
て
画
家
…
…　

彼
ら
が
言
語
と
イ
メ
ー
ジ
を
通
し
て
、
あ
る
い
は

そ
の
狭
間
で
生
み
だ
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
的
、
絵
画
的
表
象
を
読
み
と
き
、〈
創
造
〉
の

核
心
に
迫
る
。
執
筆
＝
Ａ=

Ｍ
・
ク
リ
ス
タ
ン
、
Ａ
・
ア
ル
ベ
ー
ル=

ビ
ロ
ー
、
Ｅ
・
ペ
レ
、
千

葉
文
夫
、
桑
田
光
平
、
寺
田
寅
彦
、
塚
本
昌
則
他 

12.6　

Ａ
５
判
二
七
七
頁　

四
〇
〇
〇
円

美
術
・マ
イ
ノ
リ
テ
ィ・
実
践 

も
う
ひ
と
つ
の
公
共
圏
を

求
め
て 

白
川
昌
生

新
し
い
美
術
は
新
し
い
公
共
性
、
新
し
い
社
会
、
新
し
い
政
治
の
探
求
と
同
時
的
で
し
か
あ

り
え
な
い
。
ク
ラ
ス
ト
ル
、ブ
ル
デ
ュ
ー
、ス
ピ
ノ
ザ
等
に
よ
り
つ
つ
、《
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
》

と
し
て
の
芸
術
を
求
め
て
苦
闘
す
る
現
代
美
術
家
に
よ
る
《
近
代
―
美
術
》
批
判
。

四
六
判
二
五
八
頁　

二
五
〇
〇
円

日
本
の
ダ
ダ 1920-1970

白
川
昌
生
編　
テ
ク
ス
ト
＝
阿
部
良
雄
・
中
原
佑
介
・
針
生
一
郎
他

美
術
の
《
制
度
》
へ
の
全
面
的
反
抗
を
《
ダ
ダ
》
と
名
づ
け
る
な
ら
ば
、
日
本
に
お
い
て
も

そ
の
歴
史
は
短
く
は
な
い
。
大
正
年
間
の
《
マ
ヴ
ォ
》
か
ら
六
〇
年
代
の
前
衛
群
に
至
る
運

動
を
、
三
百
余
葉
の
貴
重
な
写
真
と
関
係
者
の
証
言
に
よ
っ
て
検
証
す
る
。

Ａ
４
判
一
五
九
頁
ク
ロ
ス
装
上
製
本　

七
〇
〇
〇
円
／
並
製
本　

三
八
〇
〇
円

白
川
昌
生　
ダ
ダ
、
ダ
ダ
、
ダ

ア
ー
ツ
前
橋
編

前
橋
で
活
動
す
る
白
川
昌
生
の
初
期
作
品
か
ら
最
新
作
「
駅
家
の
木
馬
祭
り
」「
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
計
画
」「Tom

oko

」
ま
で
を
網
羅
し
た
ア
ー
ツ
前
橋
で
の
大
回
顧
展
を
機
に
編
ま

れ
た
充
実
し
た
カ
タ
ロ
グ
。
白
川
の
批
評
家
と
し
て
の
処
女
作
、「
日
本
現
代
美
術
序
説

―
―
そ
の
端
緒
的
覚
え
書
」
を
併
録
。 

14.3　

Ａ
４
判
並
製
二
〇
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

フィール
ド・キャラバン
計
画へ
白
川
昌
生 2000-2007

松
浦
寿
夫
・
北
澤
憲
昭
・
稲
賀
繁
美
・
白
川
昌
生
他

〈
美
術
―
制
度
〉
の
ダ
ダ
的
破
壊
者
に
し
て
、地
域
の
歴
史
―
文
化
の
活
性
化
を
め
ざ
す
〈
場

所
・
群
馬
〉
の
果
敢
な
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
そ
し
て
謎
め
い
た
構
成
主
義
的
作
品
の
作
者
が

到
達
し
た
〈
フ
ィ
ー
ル
ド
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
計
画
〉
の
全
貌
と
、
白
川
の
出
発
か
ら
現
在
ま
で

を
克
明
に
跡
づ
け
る
。 

Ａ
５
判
一
七
六
頁
＋
別
丁
図
版
一
六
頁
＋
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付　

二
五
〇
〇
円
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美
術

展
示
の
政
治
学

川
口
幸
也
編

博
物
館
、
美
術
館
、
博
覧
会
、
あ
る
い
は
日
常
生
活
の
な
か
で
、《
見
せ
る
こ
と
》
と
《
見

る
こ
と
》
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
ま
と
う
の
か
？　

ジ
ャ
ン
ル
や
研
究
領
域
を
越
え
て
多

彩
な
視
座
か
ら
《
展
示
》
と
い
う
擬
制
を
解
体
し
、《
見
せ
る
》
と
い
う
共
同
幻
想
の
再
考

を
促
す
出
色
の
共
同
研
究
。 

Ａ
５
判
四
〇
〇
頁　

四
八
〇
〇
円

鈍
色
の
戦
後 

芸
術
運
動
と
展
示
空
間
の
歴
史

辻
泰
岳

モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
浸
透
す
る
戦
後
に
お
い
て
、
作
家
、
評
論
家
、
歴
史
家
た
ち
は
分
野
を
超
え

て
共
同
し
、
そ
の
プ
リ
ズ
ム
は
展
示
空
間
に
投
射
さ
れ
た
―
―
一
九
四
〇
〜
六
〇
年
代
に
お

い
て
画
期
を
な
し
た
展
示
空
間
を
綿
密
に
検
討
し
、「
伝
統
」「
デ
ザ
イ
ン
」「
環
境
」
を
論

点
に
《
鈍
色
の
歴
史
》
を
立
体
的
に
描
き
出
す
。 

21.2　

Ａ
５
判
三
五
三
頁　

四
五
〇
〇
円

余
白
は
芸
術
に
関
係
が
ない 

―
―
が
、
ひ
と
つ
の
フ
ォ
ル

ム
で
あ
る
。 

オ
ク
ヤ
ナ
オ
ミ

マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
と
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク
の
あ
い
だ
で
、
絵
画
と
オ
ブ
ジ
ェ
と

言
語
遊
戯
を
経
回
り
つ
づ
け
る
特
異
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、〈
五
月
革
命
〉
前
後
の
パ
リ
の

思
い
出
と
自
ら
の
絵
画
観
、
芸
術
観
を
率
直
に
語
る
。

Ａ
５
判
二
一
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

対
角
線
上
の
異
邦
人 

ヒ
ト
デ
方
陣
と
ア
ダ
ム
方
陣

オ
ク
ヤ
ナ
オ
ミ

《
芸
術
と
数
学
の
創
造
的
き
ず
な
は
構
造
の
探
求
だ
―
―
》。
数
学
的
知
性
を
源
泉
に
し
て
視

覚
芸
術
作
品
を
制
作
す
る
美
術
家
が
、
創
作
活
動
の
た
め
に
生
み
出
し
た
独
自
の
ル
ー
ル
＝

方
陣
の
も
と
に
綴
っ
た
芸
術
を
め
ぐ
る
思
考
の
軌
跡
。

Ａ
５
判
一
八
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

詩
と
イ
メ
ー
ジ 

マ
ラ
ル
メ
以
降
の
テ
ク
ス
ト
と
イ
メ
ー
ジ

マ
リ
ア
ン
ヌ
・
シ
モ
ン
＝
及
川
編

書
物
／
挿
絵
／
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
／
視
覚
詩
に
お
い
て
記
念
碑
的
な
作
品
を
生
み
出
し
た

マ
ラ
ル
メ
の
影
響
の
も
と
、〈
詩
と
イ
メ
ー
ジ
〉
の
表
現
は
ど
の
よ
う
に
多
様
化
し
て
き
た

の
か
。
日
仏
の
研
究
者
た
ち
が
そ
の
本
質
を
究
明
す
る
。
執
筆
＝
三
浦
篤
＋
鈴
木
雅
雄
＋
千

葉
文
夫
＋
塚
本
昌
則
他 

15.6　

Ａ
５
判
二
四
六
頁　

四
〇
〇
〇
円

テ
クス
ト
と
イ
メ
ー
ジ 
ア
ン
ヌ
＝
マ
リ
ー
・
ク
リ
ス
タ
ン
へ
の

オ
マ
ー
ジ
ュ 

マ
リ
ア
ン
ヌ
・
シ
モ
ン
＝
及
川
編

テ
ク
ス
ト
と
イ
メ
ー
ジ
は
い
か
な
る
創
造
を
可
能
に
す
る
の
か
？　
〈
作
家
と
芸
術
家
〉
の

関
係
、〈
イ
メ
ー
ジ
と
表
象
空
間
〉
の
関
係
、〈
記
号
と
音
〉
の
関
係
か
ら
こ
の
問
題
を
剔
抉

す
る
。
こ
の
分
野
の
嚆
矢
と
な
っ
た
故
ア
ン
ヌ
＝
マ
リ
ー
・
ク
リ
ス
タ
ン
に
捧
げ
る
論
文

集
。 

18.6　

Ａ
５
判
二
五
二
頁　

四
五
〇
〇
円

美
術
館
とい
う
幻
想 

儀
礼
と
権
力

キ
ャ
ロ
ル
・
ダ
ン
カ
ン　

川
口
幸
也
訳

わ
れ
わ
れ
は
な
ぜ
美
術
館
へ
行
く
の
か
。
そ
も
そ
も
美
術
館
と
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
。

教
養
の
証
明
か
、
成
金
や
権
力
の
誇
示
か
、
あ
る
い
は
植
民
地
主
義
の
発
露
な
の
か
。
近
代

以
降
の
美
術
館
の
成
立
と
現
在
を
、《
儀
礼
》
と
《
権
力
》
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
最
も
挑
発

的
か
つ
論
争
的
に
論
じ
る
。 

11.7　

Ａ
５
判
三
一
五
頁　

三
八
〇
〇
円

ミュー
ジ
ア
ムの
憂
鬱 

揺
れ
る
展
示
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン川

口
幸
也
編

近
代
が
生
ん
だ
展
示
と
収
集
の
装
置
＝〈
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〉。
歴
史
を
か
た
る
権
力
を
託
さ
れ

た
こ
の
〈
装
置
〉
は
、
混
迷
す
る
世
界
の
中
で
、
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
の
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
時
代
と
場
所
に
お
け
る
多
角
的
検
証
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
（
不
）
可
能
性
を
問
う
。 

20.6　

Ａ
５
判
四
一
三
頁　

六
〇
〇
〇
円
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美
術

と
な
り
町
の
寒
山

菅
沼
荘
二
郎

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
と
な
り
町
へ
、
原
始
美
術
か
ら
現
代
ア
ー
ト
へ
と
自
在
に
往
還
す
る
画

家
が
年
来
の
テ
ー
マ
で
あ
る
《
寒
山
拾
得
》
を
禅
と
の
か
か
わ
り
で
語
り
な
が
ら
、
混
沌
と

し
た
現
代
美
術
の
行
方
を
考
え
る
。

09.12　

Ａ
５
判
並
製
一
五
〇
頁　

二
〇
〇
〇
円

ロシ
ア･

ア
ヴァン
ギャル
ド
小
百
科

タ
チ
ヤ
ナ
・
コ
ト
ヴ
ィ
チ　

桑
野
隆
監
訳

〈
芸
術
の
革
命
〉
を
め
ざ
し
て
、
美
術
・
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
・
演
劇
・
音
楽
・
詩
等
、
芸
術

の
全
領
域
を
横
断
し
つ
つ
激
動
の
二
十
世
紀
を
駆
け
抜
け
た
前
衛
芸
術
運
動
の
全
貌
を
詳
述

す
る
本
邦
初
の
事
典
。

Ａ
５
判
五
五
二
頁　

八
〇
〇
〇
円

ロシ
ア・ア
ヴァン
ギャル
ド
遊
泳

大
石
雅
彦

今
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ア
で
社
会
革
命
と
相
俟
つ
形
で
勃
発
し
た
芸
術
革
命
＝
ロ
シ
ア
・
ア

ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
。
全
分
野
の
芸
術
へ
の
襲
撃
と
破
壊
を
敢
行
し
な
が
ら
ス
タ
ー
リ
ニ

ズ
ム
に
抹
殺
さ
れ
た
こ
の
運
動
を
今
日
の
問
題
と
し
て
捉
え
返
す
。
第
二
回
木
村
彰
一
賞
受

賞
。 

四
六
判
三
六
四
頁　

三
五
〇
〇
円

彼
我
等
位

大
石
雅
彦

マ
レ
ー
ヴ
ィ
チ
、
ヴ
ェ
ル
ト
フ
、
ソ
ク
ー
ロ
フ
、
平
戸
廉
吉
、
神
原
泰
、
稲
垣
足
穂
、
江
戸

川
乱
歩
…
…
。
ジ
ャ
ン
ル
や
メ
デ
ィ
ア
を
超
え
て
、
時
代
に
先
駆
け
た
二
十
世
紀
の
表
現
者

た
ち
。
日
本
―
ロ
シ
ア
を
往
還
し
な
が
ら
、〈
前
衛
〉
を
駆
け
抜
け
た
彼
ら
の
前
史
／
後
史

を
精
緻
に
読
み
解
く
。 

四
六
判
三
二
八
頁　

三
五
〇
〇
円

花
裂
け
る
、
廃
絵
逆
め
ぐ
り

福
山
知
佐
子

枯
れ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
衰
微
す
る
ア
ネ
モ
ネ
、
花
開
き
、
朽
ち
果
て
る
タ
ン
ポ
ポ
、
野
芥

子
…
…
。
命
を
終
え
る
植
物
に
潜
む
生
命
の
循
環
を
、
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
鉛
筆
に
よ
る

素
描
、
水
彩
、
銀
箔
膠
絵
で
描
き
続
け
た
画
家
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
画
集
。
テ
キ
ス
ト

＝
ア
ガ
ン
ベ
ン
、
水
沢
勉　

他 
21.12　

Ｂ
５
変
判
一
九
二
頁
う
ち
四
八
頁
カ
ラ
ー　

三
五
〇
〇
円

反
絵
、
触
れ
る
、
け
だ
も
の
の
フ
ラ
ボン 

見
る
こ
と

と
絵
画
を
め
ぐ
る
断
片 

福
山
知
佐
子

大
野
一
雄
、
中
川
幸
夫
、
若
林
奮
と
の
出
会
い
、
花
や
動
物
た
ち
と
の
全
神
経
細
胞
を
震
わ

せ
る
共
振
、
こ
れ
ら
記
述
不
可
能
な
体
験
の
深
み
に
向
け
て
言
葉
を
酷
使
す
る
、
け
だ
も
の

の
息
に
よ
る
絵
画
論
。〈
書
い
て
も
描
い
て
も
尽
く
せ
な
い
い
の
ち
の
豊
穣
に
焦
が
れ
て
生

き
る
…
…
〉（
谷
川
俊
太
郎
）。 

12.10　

四
六
判
一
七
二
頁　

二
二
〇
〇
円

ジャポニズムの
眼

菅
沼
荘
二
郎

縄
文
人
の
生
き
方
を
学
び
、
良
寛
、
芭
蕉
、
雪
舟
の
わ
び
・
さ
び
、
そ
し
て
坂
田
一
男
、
長

谷
川
三
郎
ら
を
と
お
し
て
、
五
十
年
以
上
に
わ
た
る
画
業
を
ふ
り
か
え
る
と
と
も
に
、
主
宰

す
る
絵
画
教
室
に
集
う
ユ
ニ
ー
ク
な
教
え
子
た
ち
と
の
交
流
か
ら
現
代
美
術
、
現
代
社
会
の

あ
り
方
を
考
え
る
。 

22.4　

Ａ
５
判
並
製
一
三
六
頁
＋
別
丁
八
頁
カ
ラ
ー　

二
〇
〇
〇
円

フ
リ
ー
ア
ー
ト

菅
沼
荘
二
郎

禅
の
心
で
よ
む
現
代
芸
術
。
悠
揚
自
在
に
ア
ー
ト
す
る
画
家
が
、長
年
親
し
ん
だ
ヘ
ン
リ
ー
・

ミ
ラ
ー
の
小
説
、
ミ
ラ
ー
に
影
響
を
与
え
た
ニ
ー
チ
ェ
、
そ
し
て
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
、
ビ
ー

ト
た
け
し
の
絵
画
に
つ
い
て
、『
臨
済
録
』
に
学
ん
だ
禅
の
目
で
見
、
禅
の
心
で
縦
横
に
語

る
。 

15.7　

Ａ
５
判
並
製
一
五
二
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
四
頁　

二
〇
〇
〇
円
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美
術

最
後
の
絵
画

ニ
コ
ラ
イ
・
タ
ラ
ブ
ー
キ
ン　

江
村
公
訳

ロ
ト
チ
ェ
ン
コ
の
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
絵
画
を
「
最
後
の
絵
画
」
と
呼
び
、
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン

ギ
ャ
ル
ド
の
、
構
成
主
義
か
ら
生
産
主
義
へ
の
転
換
を
決
定
づ
け
た
芸
術
理
論
家
の
二
論
文

を
収
録
し
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
の
核
心
に
迫
る
。

Ａ
５
判
二
二
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

全
体
主
義
芸
術

イ
ー
ゴ
リ
・
ゴ
ロ
ム
シ
ト
ク　

貝
沢
哉
訳

独
裁
者
た
ち
の
嗜
好
あ
る
い
は
民
族
文
化
的
伝
統
の
枠
組
み
を
超
え
、
あ
ら
ゆ
る
全
体
主
義

国
家
に
共
通
し
て
出
現
し
た
ス
タ
イ
ル
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、ヒ
ッ
ト
ラ
ー
、ム
ッ
ソ
リ
ー

ニ
、
ス
タ
ー
リ
ン
、
毛
沢
東
の
統
治
下
の
事
例
を
横
断
し
な
が
ら
検
証
す
る
。
闘
争
と
テ
ロ

ル
、
そ
し
て
沈
黙
の
二
十
世
紀
芸
術
史
。 

Ａ
５
判
六
〇
二
頁　

七
〇
〇
〇
円

ソ
ヴィエ
ト
宮
殿 

建
設
計
画
の
誕
生
か
ら
頓
挫
ま
で鈴

木
佑
也

ソ
連
邦
の
国
家
理
念
の
象
徴
と
し
て
期
待
さ
れ
た
巨
大
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
な
ぜ
破
棄
さ

れ
た
の
か
？　

膨
大
な
ア
ー
カ
イ
ヴ
資
料
の
調
査
を
も
と
に
、
計
画
の
誕
生
か
ら
消
滅
に
至

る
過
程
を
丹
念
に
辿
る
。
競
技
設
計
に
提
出
さ
れ
た
六
十
名
を
超
え
る
建
築
家
た
ち
の
設
計

プ
ラ
ン
を
収
録
。 

21.11　

Ａ
５
判
四
四
四
頁　

六
〇
〇
〇
円

風
景
の
哲
学 

芸
術
・
環
境
・
共
同
体

パ
オ
ロ
・
ダ
ン
ジ
ェ
ロ　

鯖
江
秀
樹
訳

あ
ら
ゆ
る
場
所
で
出
く
わ
す
〈
風
景
〉
と
い
う
言
葉
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
イ
タ
リ
ア
を
代
表
す
る
美
学
者
が
、〈
風
景
〉を
根
本
か
ら
捉
え
直
し
、映
画
、美
術
、

法
制
度
ま
で
、
環
境
美
学
の
成
果
に
応
答
し
な
が
ら
横
断
的
に
思
考
す
る
こ
と
で
、〈
風
景
〉

の
問
題
に
美
学
の
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。 

20.2　

四
六
判
二
九
七
頁　

三
〇
〇
〇
円

ロシ
ア・ア
ヴァン
ギャル
ドの
映
画
と
演
劇

岩
本
憲
児

二
人
の
革
命
的
映
像
作
家
、
ヴ
ェ
ル
ト
フ
と
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
中
心
に
、
一
九
二
〇

年
代
の
〈
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
〉
運
動
が
生
み
出
し
た
映
画
、
演
劇
、
写
真
、
ポ

ス
タ
ー
な
ど
の
多
く
の
作
品
を
細
密
に
検
証
し
た
、
気
鋭
の
映
画
学
者
に
よ
る
斬
新
な
論
考

集
。 

四
六
判
三
五
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円

ロ
ト
チェンコ
と
ソ
ヴィエ
ト
文
化
の
建
設

河
村
彩

視
覚
表
現
を
刷
新
し
て
き
た
ロ
ト
チ
ェ
ン
コ
の
抽
象
絵
画
や
フ
ォ
ト
・
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
な

ど
を
分
析
し
な
が
ら
、
同
時
代
の
芸
術
家
・
批
評
家
の
理
論
／
実
践
と
の
関
係
を
た
ど
り
、

ア
ー
ト
を
超
え
た
社
会
主
義
社
会
の
生
活
文
化
の
創
造
の
〈
夢
〉
を
明
ら
か
に
す
る
。

14.11　

Ａ
５
判
三
七
一
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
八
頁　

六
〇
〇
〇
円

革
命
の
印
刷
術 

ロ
シ
ア
構
成
主
義
、
生
産
主
義
の
グ
ラ
フィ
ッ

ク
論 

エ
リ
・
リ
シ
ツ
キ
ー
＋
ニコ
ラ
イ
・
タ
ラ
ブ
ー
キ
ン
他　

河
村
彩
編
訳

優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
印
刷
物
資
の
不
足
を
克
服
す
る
！　

ソ
連
の
理
想
に
賛
同
し
た
芸
術
家

と
批
評
家
た
ち
は
、
純
粋
芸
術
を
捨
て
て
識
字
率
の
低
い
ロ
シ
ア
の
民
衆
に
〈
伝
え
る
〉
た

め
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
の
方
法
を
模
索
し
た
。初
期
ソ
連
の
傑
出
し
た
印
刷
メ
デ
ィ

ア
論
を
集
成
。 

21.5　

四
六
判
二
五
八
頁
＋
カ
ラ
ー
別
丁
図
版
八
頁　

三
二
〇
〇
円

ロシ
ア・ア
ヴァン
ギ
ャル
ド
の
世
紀 

構
成
×
事
実
×
記

録 

江
村
公

ロ
シ
ア
革
命
か
ら
全
体
主
義
へ
の
過
渡
期
を
生
き
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ロ
ト
チ
ェ
ン
コ
の
、

絵
画
か
ら
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
写
真
へ
と
い
た
る
軌
跡
を
た
ど
り
つ
つ
、
今
日
の
美
術
と
文
化
へ

の
根
底
的
な
批
判
を
企
て
る
。

11.1　

Ａ
５
判
二
六
七
頁　

四
〇
〇
〇
円
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美
術マルセル・デュシャン

論オク
タ
ビ
オ
・
パ
ス　

宮
川
淳
・
柳
瀬
尚
紀
訳

九
〇
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
う
け
た
メ
キ
シ
コ
の
詩
人
が
、
今
世
紀
の
最
も
謎
め
い
た

画
家
の
生
涯
と
作
品
を
辿
り
つ
つ
、
今
日
に
お
け
る
《
絵
画
》
の
在
り
方
に
、
そ
し
て
断
末

魔
の
《
近
代
》
と
い
う
こ
の
時
代
そ
の
も
の
に
根
底
的
な
転
換
を
迫
る
。

四
六
判
一
三
二
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　
一
五
〇
〇
円

マン・レ
イ
との
対
話

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
ジ
ャ
ッ
ド　

松
田
憲
次
郎
＋
平
出
和
子
訳

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
写
真
の
代
表
者
に
し
て
、
絵
画
、
版
画
、
映
画
等
の
既
成
の
ジ
ャ
ン
ル

を
常
に
挑
発
し
、
横
断
し
続
け
た
米
国
生
ま
れ
の
芸
術
家
が
、
そ
の
晩
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
作

家
を
相
手
に
、
自
ら
の
人
生
と
作
品
に
つ
い
て
率
直
に
語
っ
た
エ
ス
プ
リ
溢
れ
る
貴
重
な
対

話
。 

銀
紙
書
房
と
の
共
同
出
版　

四
六
判
一
九
五
頁　

二
〇
〇
〇
円

シュルレア
リスム
と《
手
》

松
田
和
子

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
芸
術
に
お
い
て
頻
出
す
る
〈
手
〉
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
美
術
史
を

踏
ま
え
つ
つ
、
精
神
分
析
学
、
身
体
論
、
文
化
史
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
総
合
的
に

考
察
し
、
二
五
〇
点
以
上
に
の
ぼ
る
図
版
と
と
も
に
解
き
明
か
す
、
初
の
本
格
的
論
考
。

Ａ
５
判
四
七
五
頁　

七
〇
〇
〇
円

ク
リ
ム
ト
と
ピ
カ
ソ
、一九
〇
七
年 

裸
体
と
規
範

ジ
ャ
ン
・
ク
レ
ー
ル　

松
浦
寿
夫
訳

規
範
と
逸
脱
、
秩
序
と
冒
険
。
そ
の
人
生
に
お
い
て
も
、
美
術
史
の
言
説
に
お
い
て
も
、
決

し
て
相
ま
み
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
二
人
の
画
家
の
作
品
を
大
胆
に
横
断
し
つ
つ
、
二
十
世

紀
芸
術
が
孕
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
矛
盾
と
葛
藤
を
精
緻
に
炙
り
出
す
。

四
六
判
一
四
四
頁　

二
〇
〇
〇
円

イ
タ
リ
ア・ファシ
ズムの
芸
術
政
治

鯖
江
秀
樹

〈
フ
ァ
シ
ズ
モ
の
芸
術
〉と
は
何
か
？　

政
治
権
力
に
よ
る
桎
梏
の
も
と
、グ
ラ
ム
シ
、ゴ
ベ
ッ

テ
ィ
ら
の
卓
抜
な
批
評
に
よ
っ
て
浮
上
す
る
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の
可
能
性
／
不
可
能
性
を
実

例
を
通
し
て
検
証
す
る
。
第
三
回
表
象
文
化
論
学
会
賞
奨
励
賞
受
賞
。

11.6　

Ａ
５
判
二
七
六
頁　

四
〇
〇
〇
円

糸
玉
の
近
代 

二
〇
世
紀
の
造
形
史

鯖
江
秀
樹

絵
画
や
彫
刻
の
み
な
ら
ず
、
都
市
や
建
築
、
商
品
、
衣
服
、
版
画
、
料
理
、
サ
バ
イ
バ
ル
、

手
仕
事
装
丁
ま
で
…
…
造
形
性
を
と
も
な
う
「
モ
ノ
」
に
ま
つ
わ
る
技
術
を
そ
の
思
想
と
と

も
に
解
き
ほ
ぐ
す
。
近
代
に
よ
っ
て
産
み
落
と
さ
れ
、
置
き
去
り
に
さ
れ
た
も
の
に
新
た
な

光
を
当
て
る
14
の
扉
。 

22.4　

Ａ
５
判
三
二
四
頁　

三
八
〇
〇
円

〈ニグロ
芸
術
〉の
思
想
文
化
史 

フ
ラ
ン
ス
美
術
界
か
ら
ネ

グ
リ
チ
ュ
ー
ド
へ 
柳
沢
史
明

文
化
史
上
の
ト
ピ
ッ
ク
と
な
っ
た
〈
ニ
グ
ロ
芸
術
〉。
黒
人
文
化
運
動
に
お
い
て
自
ら
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
「
抵
抗
の
た
め
の
武
器
」
に
も
な
り
え
た
こ
の
概
念
に
つ
い
て
、

同
時
代
の
文
脈
か
ら
「
支
配
と
抵
抗
の
歴
史
」
を
反
省
的
に
再
構
築
す
る
。
第
一
六
回
木
村

重
信
民
族
藝
術
学
会
賞
受
賞
。 

18.3　

Ａ
５
判
三
七
六
頁　

五
〇
〇
〇
円

帝
国
の
祭
典 

博
覧
会
と〈
人
間
の
展
示
〉

小
原
真
史

十
九
世
紀
に
始
ま
っ
た
万
博
は
、
商
品
と
娯
楽
の
殿
堂
で
あ
り
、
植
民
地
帝
国
の
威
容
を
示

す
舞
台
装
置
に
し
て
異
文
化
と
の
出
会
い
の
場
と
な
っ
た
。
人
々
は
新
た
に
出
会
っ
た
他
者

を
ど
の
よ
う
に
展
示
し
、世
界
を
認
識
し
よ
う
と
し
た
の
か
。膨
大
な
博
覧
会
資
料
か
ら
、〈
見

る
こ
と
〉
を
め
ぐ
る
欲
望
を
問
う
。 

22.9　

Ｂ
５
変
判
並
製
一
二
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円
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美
術

語
る
タン
ギ
ー

長
尾
天
編
訳

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
画
家
と
し
て
は
珍
し
く
理
論
的
な
テ
ク
ス
ト
を
書
か
な
か
っ
た
タ
ン

ギ
ー
に
も
、
わ
ず
か
な
言
葉
が
残
さ
れ
た
資
料
は
存
在
す
る
。
そ
こ
に
聞
き
と
れ
る
彼
の
声

は
、
何
を
語
り
、
何
を
語
ら
な
い
の
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
書
簡

等
を
網
羅
し
た
、
寡
黙
な
画
家
の
テ
ク
ス
ト
集
成
。 16.1　
四
六
判
二
六
〇
頁　

二
八
〇
〇
円

イ
ヴ・タン
ギ
ー 

ア
ー
チ
の
増
殖

長
尾
天

な
ぜ
、
イ
ヴ
・
タ
ン
ギ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
語
り
に
く
い
の
だ
ろ
う
か
？

デ
・
キ
リ
コ
、
心
霊
学
、
バ
イ
オ
モ
ー
フ
ィ
ズ
ム
、
エ
ス
と
集
合
的
無
意
識
、
ケ
イ
・
セ
ー

ジ
…
…
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
の
極
限
が
も
つ
構
造
を
説
き
明
か
す
。

14.12　

Ａ
５
判
三
三
三
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
八
頁　

五
〇
〇
〇
円

レメ
ディオス・バロ 

絵
画
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ン

カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ガ
ル
シ
ア　

湯
原
か
の
子
訳

人
間
と
し
て
、芸
術
家
と
し
て
、女
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
何
な
の
か
と
い
う
根
源
的
問
い
。

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
実
験
的
手
法
、
秘
教
思
想
に
学
び
つ
つ
、
死
と
再
生
、人
間
と
世
界
の
宇

宙
的
循
環
を
、画
布
の
上
で
自
由
に
織
り
な
す
バ
ロ
の
独
創
的
な
幻
想
世
界
を
、
女
性
性
に
よ
る

創
造
の
秘
密
か
ら
探
究
す
る
。 

14.7　

Ａ
５
判
二
六
五
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

実
践
と
し
ての
芸
術

ア
ン
ト
ニ
・
タ
ピ
エ
ス　

田
澤
耕
訳

フ
ラ
ン
コ
独
裁
の
抑
圧
に
苦
悶
し
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に
あ
っ
て
、
ピ
カ
ソ
と
ミ
ロ
の
、
そ
し

て
ダ
ダ
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
衣
鉢
を
つ
ぐ
現
代
画
家
が
、
芸
術
と
社
会
の
根
底
的
な
変

革
を
め
ざ
し
て
書
き
つ
い
だ
戦
闘
的
現
代
美
術
論
。

四
六
判
二
八
九
頁　

三
〇
〇
〇
円

ピ
カ
ソ
と
闘
牛

須
藤
哲
生

こ
の
二
十
世
紀
芸
術
の
巨
人
の
生
涯
と
作
品
を
貫
く
《
闘
牛
》
の
テ
ー
マ
の
な
か
に
ピ
カ
ソ

芸
術
の
秘
め
ら
れ
た
鍵
を
探
求
す
る
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
泰
斗
に
よ
る
鮮
烈
な
ピ
カ
ソ

論
。《
ピ
カ
ソ
は
闘
牛
士
に
し
て
雄
牛
な
の
だ
》（
コ
ク
ト
ー
）。
収
録
図
版
、
八
十
六
点
。

四
六
判
三
一
七
頁　

三
五
〇
〇
円

ジョル
ジョ・デ・キ
リコ 
神
の
死
、
形
而
上
絵
画
、
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム 

長
尾
天

一
度
目
に
し
た
ら
忘
れ
が
た
い
、
あ
の
神
秘
的
で
不
穏
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
発
現
す
る
デ
・
キ

リ
コ
の
「
形
而
上
絵
画
」
に
つ
い
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
神
の
死
」
に
ま
で
遡
り
、
真
実
な
き

世
界
の
解
釈
可
能
性
を
賭
け
て
、
画
家
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
の
邂
逅
と
断
絶
ま
で
を
究

明
す
る
。 

20.12　

Ａ
５
判
二
八
六
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
八
頁　

四
五
〇
〇
円

パウル・クレ
ー
とシュルレア
リスム 

宮
下
誠

一
九
二
五
年
、
パ
リ
に
は
じ
ま
る
「
ク
レ
ー
＝
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
」
像
の
起
源
と
伝
播
の

実
態
を
緻
密
に
描
き
出
し
、
美
術
批
評
と
い
う
言
説
が
、
い
か
に
政
治
的
、
党
派
的
装
置
と

な
り
う
る
か
を
浮
き
彫
り
に
す
る
、ス
リ
リ
ン
グ
な
ク
レ
ー
受
容
史
研
究
の
記
念
碑
的
大
著
。

図
版
多
数
。 

Ａ
５
判
六
二
二
頁　

七
〇
〇
〇
円

ル
ネ・マグ
リット 

国
家
を
背
負
わ
さ
れ
た
画
家

利
根
川
由
奈

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
代
表
す
る
画
家
は
、
詩
と
思
考
の
絵
画
を
《
孤
高
に
》
描
き
つ
づ
け

た
の
だ
ろ
う
か
？　

ベ
ル
ギ
ー
王
立
航
空
会
社
の
広
告
、
王
立
施
設
の
壁
画
、
教
育
省
主
催

の
企
画
展
…
…
文
化
政
策
に
よ
っ
て
「
ベ
ル
ギ
ー
美
術
史
」
へ
と
巻
き
込
ま
れ
た
も
う
一
人

の
マ
グ
リ
ッ
ト
！ 

17.3　

Ａ
５
判
二
七
三
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

四
〇
〇
〇
円
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美
術

ク
リス
チャン・ボル
タンス
キ
ーの
可
能
な
人
生

ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
＋
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
グ
ル
ニ
エ　

佐
藤
京
子
訳

気
鋭
の
美
術
批
評
家
を
相
手
に
作
家
自
身
が
自
ら
の
《
生
》
と
《
作
品
》
の
全
て
を
語
り
下

ろ
す
。《
か
つ
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
と
い
う
人
間
が
い
て
、
作
品
は
残
っ

て
い
な
い
け
れ
ど
い
ろ
い
ろ
な
問
い
を
投
げ
か
け
た
人
間
、
物
語
を
語
っ
た
人
間
が
い
た
と

い
う
…
…
》 

10.7　

Ａ
５
判
三
一
七
頁　

四
五
〇
〇
円

ク
リ
ス
チャン・ボル
タンス
キ
ー 

死
者
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト　

【
増
補
新
版
】 

湯
沢
英
彦

二
〇
〇
四
年
に
刊
行
さ
れ
第
十
四
回
吉
田
秀
和
賞
を
受
賞
し
た
初
版
に
、
二
〇
一
八
年
ま
で
の

世
界
各
地
で
の
作
家
の
活
動
、『
新
た
に
』、『
発
言
す
る
』、『
ペ
ル
ソ
ン
ヌ
』、『
ミ
ス
テ
リ
オ
ス
』、

そ
し
て
瀬
戸
内
・
豊
島
の
『
心
臓
音
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
』、『
さ
さ
や
き
の
森
』
等
の
読
解
を
増
補

し
た
比
類
な
き
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
。 

19.7

（04.7

）　
Ａ
５
判
三
九
六
頁　

六
〇
〇
〇
円

ク
リス
チャン・ボル
タンス
キ
ーLifetim

e

国
立
新
美
術
館
＋
国
立
国
際
美
術
館
＋
長
崎
県
美
術
館
編

自
己
／
他
者
の
記
憶
、生
／
死
、人
間
の
存
在
／
不
在
の
痕
跡
を
テ
ー
マ
に
、さ
ま
ざ
ま
な
素
材
、

表
現
方
法
を
用
い
て
創
作
活
動
を
続
け
て
き
た
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
初

期
作
品
か
ら
最
新
作
（《
ミ
ス
テ
リ
オ
ス
》、《
黒
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
来
世
》
等
）
ま
で
を
紹

介
す
る
大
回
顧
展
の
公
式
図
録
。 

19.2　
Ｂ
５
判
変
型
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
二
〇
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

ミ
ケル・バルセロ　
　

 

国
立
国
際
美
術
館
＋
長
崎
県
美
術
館

＋
三
重
県
立
美
術
館
＋
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ 

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
編

現
代
ス
ペ
イ
ン
を
代
表
す
る
画
家
ミ
ケ
ル
・
バ
ル
セ
ロ
の
国
内
初
の
大
回
顧
展
の
公
式
図
録
。

マ
ジ
ョ
ル
カ
の
海
、
ア
フ
リ
カ
の
砂
漠
、
イ
タ
リ
ア
の
火
山
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
中
―
―
世
界

の
自
然
か
ら
着
想
を
得
た
絵
画
、陶
、彫
刻
な
ど
で
表
現
し
つ
づ
け
《
現
代
の
ピ
カ
ソ
》
と
謳

わ
れ
る
美
術
家
の
全
貌
に
迫
る
。 

21.3　

Ａ
４
変
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
二
二
四
頁　

二
八
〇
〇
円

ジョン・ハー
ト
フィール
ド

ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
・ヘ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ド　

針
生
一
郎
訳

写
真
を
切
り
裂
け
！　

イ
メ
ー
ジ
の
収
集
／
操
作
／
破
壊
に
よ
っ
て
、
芸
術
／
帝
国
／
大
衆

に
挑
ん
だ
、フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
創
始
者
の
生
涯
と
作
品
を
実
弟
が
克
明
に
描
く
。《
モ

ン
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
方
法
は
二
十
世
紀
芸
術
の
最
大
の
発
明
だ
》（
ブ
ロ
ッ
ホ
）。
図
版
多
数
。

Ａ
５
判
一
九
三
頁　

三
〇
〇
〇
円

ハン
ナ・ヘーヒ 
透
視
の
イ
メ
ー
ジ
遊
戯

香
川
檀

ベ
ル
リ
ン
・
ダ
ダ
唯
一
の
女
性
メ
ン
バ
ー
、
ヘ
ー
ヒ
。
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
は
じ
め
つ

ね
に
実
験
的
な
作
品
を
つ
く
り
だ
し
た
背
景
に
は
驚
く
べ
き
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
貫
か
れ
た
創
作

意
識
が
あ
っ
た
。
波
乱
万
丈
の
そ
の
生
涯
と
と
も
に
、
女
性
美
術
家
の
う
ち
に
あ
る
イ
メ
ー

ジ
思
考
を
解
き
ほ
ぐ
す
初
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
。 

19.8　

Ａ
５
判
三
〇
九
頁　

四
〇
〇
〇
円

ハンス・ベルメ
ール 

身
体
イ
メ
ー
ジ
の
解
剖
学

松
岡
佳
世

ダ
ダ
・
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
運
動
を
背
景
に
し
な
が
ら
も
、
独
自
の
芸
術
を
探
求
し
続
け

た
ハ
ン
ス
・
ベ
ル
メ
ー
ル
。
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
取
り
組
ん
だ
「
身
体
の
イ
メ
ー
ジ
」

と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
？　
「
交
換
可
能
性
」
と
い
う
視
点
か
ら
包
括
的
に
論
じ
る
。

 
21.10　

Ａ
５
判
三
三
八
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
二
頁　

四
五
〇
〇
円

オス
カ
ー・シュレンマー 

バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
舞
台
芸
術

柴
田
隆
子

バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
教
育
者
に
し
て
舞
台
芸
術
家
オ
ス
カ
ー
・
シ
ュ
レ
ン
マ
ー
（
一
八
八
八
―

一
九
四
三
）。
両
大
戦
間
の
時
代
に
実
験
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
取
り
入
れ
た
バ
ウ
ハ

ウ
ス
の
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
い
か
な
る
舞
台
芸
術
を
構
想
し
た
の
か
。
芸
術
の
可
能
性
を
切
り

拓
い
た
空
間
創
造
の
力
学
を
明
ら
か
に
す
る
。 

21.3　

Ａ
５
判
二
八
六
頁　

四
〇
〇
〇
円
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美
術

ヴィジョン
と
デ
ザ
インロジ

ャ
ー
・
フ
ラ
イ　

蜂
巣
泉
＋
堀
川
麗
子
訳

当
時
眼
を
む
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ポ
ス
ト
印
象
派
の
セ
ザ
ン
ヌ
、ピ
カ
ソ
、ゴ
ー
ガ
ン
、
マ
テ
ィ
ス

ら
を
一
九
一
〇
年
に
初
め
て
ロ
ン
ド
ン
で
紹
介
し
、そ
の
後
の
イ
ギ
リ
ス
絵
画
の
近
代
化
を
担
っ
た
、

ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の一
員
で
も
あ
る
画
家
／
美
術
批
評
家
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
集
。

 
19.6　

四
六
判
三
二
八
頁　

三
五
〇
〇
円

印
象
主
義
運
動

レ
オ
ニ
ー
ド
・
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ　

貝
沢
哉
訳

 《
印
象
主
義
》
を
単
に
美
術
の
一
流
派
と
し
て
で
は
な
く
、
絵
画
・
文
学
・
音
楽
等
の
諸
ジ
ャ

ン
ル
を
包
括
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
直
し
、
自
然
主
義
か
ら
象
徴
派
ま
で
の
世
紀
末
芸
術
の

隠
さ
れ
た
内
的
原
理
を
剔
出
し
、
印
象
主
義
研
究
に
新
し
い
地
平
を
ひ
ら
く
。

四
六
判
二
七
五
頁　

二
八
〇
〇
円

ポストメ
ディ
ウム
時
代
の
芸
術 

マ
ル
セ
ル
・
ブ
ロ
ー
タ
ー
ス

《
北
海
航
行
》に
つ
い
て 

ロ
ザ
リ
ン
ド
・
ク
ラ
ウ
ス　

井
上
康
彦
訳

マ
ル
セ
ル
・
ブ
ロ
ー
タ
ー
ス
の
作
品
の
精
緻
な
分
析
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
考
古
学
的
方
法
を
深

く
交
差
さ
せ
な
が
ら
、
現
代
に
お
け
る
芸
術
そ
し
て
「
メ
デ
ィ
ウ
ム
」
の
可
能
性
を
探
究
す

る
。
必
読
の
理
論
書
、
待
望
の
邦
訳
。
解
説
＝
林
道
郎

 
23.3　

四
六
判
一
八
二
頁　

二
五
〇
〇
円

没
入
と
演
劇
性 

デ
ィ
ド
ロ
の
時
代
の
絵
画
と
観
者

マ
イ
ケ
ル
・
フ
リ
ー
ド　

伊
藤
亜
紗
訳

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
作
品
を
批
判
し
た
概
念
と
し
て
名
高
い「
演
劇
性
」は
、十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン

ス
絵
画
の
成
立
条
件
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
登
場
し
た
。
当
時
の
美
術
批
評
家
た
ち
の
言
説

を
読
み
解
き
な
が
ら
、い
か
に
し
て
観
者
と
い
う
存
在
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、

そ
の
理
論
的
枠
組
を
提
示
す
る
。 

20.7　

Ａ
５
判
三
七
四
頁　

五
〇
〇
〇
円

ド
ナル
ド・ジャッド 

風
景
と
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム

荒
川
徹

ジ
ャ
ッ
ド
の
絵
画
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
建
築
か
ら
家
具
制
作
に
至
る
作
品

の
構
造
と
形
態
の
変
化
を
辿
り
な
が
ら
、
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
芸
術
が
人
工
的
な
風
景
や
工
学

的
構
造
に
触
発
さ
れ
て
き
た
様
相
を
探
る
。
第
十
一
回
表
象
文
化
論
学
会
奨
励
賞
受
賞
、
第

三
十
回
吉
田
秀
和
賞
受
賞
。 

19.8　

Ａ
５
判
二
四
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円

艾
未
未
ア
ー
ト「
戦
略
」 ア
ー
ト
が「
政
治
」を
超
え
る
と
き

宮
本
真
左
美

「
す
べ
て
は
芸
術
、
す
べ
て
は
政
治
」
艾
未
未
を
前
に
し
て
、
も
は
や
、「
ア
ー
ト
」
が
逃
げ

込
め
る
「
聖
域
」
は
な
い
。
艾
未
未
に
と
っ
て
ア
ー
ト
と
は
、
そ
の
「
生
き
る
」
現
実
を
見

え
る
か
た
ち
に
し
て
残
す
こ
と
。「
全
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
の
全
貌
に
迫
る
本
格
的
モ
ノ
グ

ラ
フ
。 

23.5　

Ａ
５
判
五
六
〇
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

七
〇
〇
〇
円

カル
ティエ=

ブレッソン 

二
十
世
紀
写
真
の
言
説
空
間

佐
々
木
悠
介

写
真
の
美
的
価
値
を
左
右
す
る
言
説
に
お
い
て
、つ
ね
に
そ
の
中
心
に
い
た
カ
ル
テ
ィ
エ
＝
ブ
レ
ッ
ソ

ン
。二
十
世
紀
を
代
表
す
る
写
真
家
は
い
か
な
る
言
説
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
て
い
た
の
か
？　
言
説

分
析
と
イ
メ
ー
ジ
分
析
の
ク
ロ
ス
ジ
ャ
ン
ル
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
新
た
な
写
真
家
像
を
提
示

す
る
。
第
二
二
回
日
本
比
較
文
学
会
賞
受
賞
。 

Ａ
５
判
四
〇
〇
頁
＋
別
丁
図
版
二
四
頁　

六
〇
〇
〇
円

芸
術
の
脱
定
義

ハ
ロ
ル
ド
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ　

桑
田
光
平
・
桑
名
真
吾
訳

「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
概
念
を
生
み
、
サ
ル
ト
ル
や
ド
ゥ
ル
ー
ズ
に

も
影
響
を
与
え
た
美
術
批
評
家
に
よ
る
、
戦
後
の
現
代
美
術
の
動
向
を
追
う
、
パ
フ
ォ
ー
マ

テ
ィ
ヴ
な
「
脱
」
芸
術
批
評
。

 
 20.9　

四
六
判
三
〇
五
頁　

三
二
〇
〇
円
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美
術

愛
の
女
神 

ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
の
姿
を
追
っ
て

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
グ
リ
グ
ス
ン　

沓
掛
良
彦
＋
榎
本
武
文
訳

一
般
に
は
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
の
名
で
知
ら
れ
る
古
代
異
教
の
女
神
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
。
先
史
時

代
か
ら
古
代
ギ
リ
シ
ア
を
経
て
近
代
芸
術
の
中
に
ま
で
生
き
延
び
て
い
る
こ
の
女
神
の
変
容

と
系
譜
を
古
典
文
学
・
神
話
・
美
術
の
探
査
を
通
じ
て
た
お
や
か
に
描
く
。

Ａ
５
判
三
二
一
頁
＋
別
丁
図
版
一
六
頁　

三
五
〇
〇
円

経
営
者　
柳
宗
悦

長
井
誠

い
ま
な
お
注
目
を
集
め
る
民
芸
運
動
を
起
こ
し
た
柳
宗
悦
の
「
経
営
」
的
手
腕
に
着
目
し
、

残
さ
れ
た
四
千
七
百
通
も
の
書
簡
の
分
析
を
も
と
に
、
梅
棹
忠
夫
と
の
比
較
や
富
山
県
で
の

活
躍
の
検
討
を
通
じ
て
、
民
芸
運
動
の
空
間
的
・
地
理
的
拡
大
を
支
え
た
組
織
運
営
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
！ 

22.1　

四
六
判
二
六
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円

ア
フ
リ
カ
か
ら
ア
ー
ト
を
売
り
込
む 

企
業
×
研
究

柳
沢
史
明
・
緒
方
し
ら
べ
編

ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、ア
ー
ト
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
日
本
へ
伝
え

ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
人
び
と
の
経
験
と
研
究
か
ら
、
ア
ー
ト
が
紡
ぐ
つ
な
が
り
を
詳
ら

か
に
し
、
西
洋
中
心
的
な
美
術
観
を
問
い
な
お
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
多
角
的
に
描
き
出

す
、
ア
フ
リ
カ
の
ア
ー
ト
へ
の
招
待
。 

21.6　

Ａ
５
判
並
製
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
二
二
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

起
源
の
物
語 

ク
ー
ル
ベ
の《
世
界
の
起
源
》を
め
ぐ
っ
て

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
テ
セ
ー
ド
ル　

中
畑
寛
之
訳

ク
ー
ル
ベ
に
よ
っ
て
《
世
界
の
起
源
》
が
描
か
れ
た
一
八
六
六
年
か
ら
、
オ
ル
セ
ー
に
寄
贈

さ
れ
る
一
九
五
五
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
、こ
の
絵
画
が
た
ど
っ
て
き
た
数
奇
な
運
命
を
、オ
ー

ク
シ
ョ
ン
の
記
録
、
個
人
の
日
記
、
企
業
の
帳
簿
、
雑
誌
論
文
、
新
聞
記
事
、
最
新
の
学
術

論
文
等
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
か
ら
綿
密
に
跡
づ
け
る
。 18.11　
Ａ
５
判
四
三
二
頁　

六
〇
〇
〇
円

諷
刺
画
家
グ
ラン
ヴ
ィル 

テ
ク
ス
ト
と
イ
メ
ー
ジ
の
19
世

紀 

野
村
正
人

十
九
世
紀
の
視
覚
文
化
を
体
現
し
た
諷
刺
画
家
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
。
観
相
学
、
骨
相
学
の
影
響

下
、
獣
頭
人
間
を
使
っ
て
政
治
や
社
会
風
俗
を
諷
刺
し
た
肖
像
画
や
風
俗
画
、
挿
絵
等
の
世

界
を
読
み
解
き
、
出
版
・
文
化
史
的
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
第
六
十
五
回
芸
術
選
奨
文
部
科

学
大
臣
賞
受
賞
。 

14.5　

Ａ
５
判
四
一
八
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

六
〇
〇
〇
円

フ
ー
ゴ・フォン・チュー
ディ 

ド
イ
ツ
美
術
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

仲
間
裕
子

普
仏
戦
争
と
第
一
次
世
界
大
戦
の
は
ざ
ま
で
、
高
ま
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
皇
帝
か
ら
の
圧

力
、
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
保
守
主
義
に
抗
し
、
美
術
史
研
究
に
も
と
づ
く
鑑
識
眼
と
独
自
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
武
器
に
闘
っ
た
〈
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
殉
教
者
〉
の
姿
を
力
強
く
描
き
出
す
。

 
22.3　

Ａ
５
判
二
五
二
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

リ
ーメンシュナ
イ
ダ
ー 

そ
の
人
と
作
品

杉
田
達
雄

宗
教
改
革
か
ら
農
民
戦
争
へ
と
つ
づ
く
動
乱
の
十
六
世
紀
ド
イ
ツ
。
静
と
動
、
重
量
感
と
浮

遊
感
、
官
能
と
理
知
、
瞑
想
と
法
悦
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
大
規
模
な
祭
壇
彫
刻
を
は
じ
め
、

多
数
の
作
品
を
残
し
た
リ
ー
メ
ン
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
生
涯
と
作
品
を
、
七
十
余
点
の
図
版
と

と
も
に
克
明
に
た
ど
る
。 

17.8　

Ａ
５
判
二
二
五
頁
＋
別
丁
図
版
三
二
頁　

四
〇
〇
〇
円
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写
真
集
・
絵
本 ま

な
ざ
し
に
触
れ
る（
特
装
版
）

鷹
野
隆
大（
写
真
）＋
新
城
郁
夫（
文
）

木
村
伊
兵
衛
賞
受
賞
の
写
真
家
に
よ
る
七
八
点
の
写
真
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／
文
学
研
究
者
に

よ
る
鷹
野
隆
大
論
を
収
録
す
る
作
品
集
の
刊
行
を
記
念
す
る
特
装
版
。

 
14.9 

Ａ
５
判
ク
ロ
ス
装
、
ク
ロ
ス
貼
函
入
／
一
四
九
頁
／
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
二
葉
＋
サ
イ
ン
＋

エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
ナ
ン
バ
ー
入
／
収
録
作
品
七
八
点
／
限
定
三
○
部
／
八
○
○
○
○
円

フ
トマニクシロ・ラン
ドス
ケ
ー
プ 

建
國
の
原
像
を
問
う

写
真
家
集
団phenom

ena

あ
な
た
だ
け
が
知
ら
な
い
日
本
の
姿
が
こ
こ
に
あ
る
！　

日
本
国
創
建
の
地
と
な
っ
た
古
代

の
霊
地
「
フ
ト
マ
ニ
ク
シ
ロ
」
を
写
真
で
辿
る
壮
大
な
試
み
、
つ
い
に
完
成
！　

我
が
國
の

原
像
、
撮
影
全
二
八
カ
所
・
計
五
六
〇
枚
の
写
真
を
完
全
収
録
。

 
17.12　

Ｂ
５
変
判
並
製
六
四
〇
頁　
一
二
〇
〇
〇
円

落
葉
伽
藍

武
内
理
能
作
品
集

街
路
で
、
公
園
で
、
都
市
の
は
ず
れ
の
黄
昏
時
の
鉛
色
の
河
の
ほ
と
り
で
拾
い
上
げ
ら
れ
た

植
物
界
の
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
に
よ
る
「
紋
章
学
」。
こ
の
微
小
で
精
巧
で
厳
粛
な
構
造
物
た
ち
。

十
年
間
に
わ
た
っ
て
「
蒐
集
」
さ
れ
た
五
十
三
葉
の
作
品
が
開
く
写
真
表
現
の
新
し
い
可
能

性
。 

Ｂ
５
変
判
貼
函
入
六
四
頁　

三
二
〇
〇
円

フ
ランス
12
カ
月
の
贈
り
物 

パ
リ
郊
外
シ
ュ
ヴ
ル
ー
ズ
の
マ
ダ

ム・コ
リ
タ・ジ
ェロ
ニ
ミ
か
ら 

文
＝
武
田
尚
子
／
写
真
＝
村
松
史
郎

復
活
祭
、
万
聖
節
、
ノ
エ
ル
…
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
に
息
づ
く
歳
時
記
に
合
わ
せ
て
、
家

族
や
友
人
た
ち
に
手
作
り
の
贈
り
物
を
す
る
―
―
人
生
を
楽
し
み
、
美
し
く
生
活
す
る
こ
と

に
こ
だ
わ
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
一
年
を
、
四
季
折
々
の
カ
リ
タ
家
の
風
景
を
収
め
た
多
数
の
写

真
と
と
も
に
紹
介
す
る
。 

Ｂ
５
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
九
二
頁　

二
八
〇
〇
円

写
真
集
・
絵
本
・
絵
本
論
等

cam
eraC

him
era

〔
カ
メ
ラ
・
キ
メ
ラ
〕

オ
ノ
デ
ラ
ユ
キ
作
品
集［
テ
キ
ス
ト
＝
前
田
英
樹
］

カ
メ
ラ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
＝
身
体
性
を
絶
え
ず
挑
発
し
な
が
ら
、
現
代
ア
ー
ト
と
写
真
の
境
界

線
を
超
え
軽
や
か
に
活
動
し
続
け
る
写
真
家
待
望
の
作
品
集
。代
表
作「
古
着
の
ポ
ー
ト
レ
ー

ト
」
を
初
め
、
一
九
九
四
〜
二
〇
〇
一
年
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
九
シ
リ
ー
ズ
を
収
録
。
第

二
十
八
回
木
村
伊
兵
衛
賞
受
賞
。 
Ａ
４
変
判
一
二
八
頁　

五
〇
〇
〇
円

cam
eraC

him
era

（
特
装
版
）

オ
ノ
デ
ラ
ユ
キ
作
品
集［
テ
キ
ス
ト
＝
前
田
英
樹
］

実
験
的
な
手
法
を
用
い
た
先
鋭
的
な
写
真
表
現
の
企
て
に
よ
っ
て
、
写
真
界
・
美
術
界
か
ら

注
目
を
集
め
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
写
真
家
初
の
作
品
集
刊
行
を
記
念
す
る
特
装
版
。

内
容
見
本
呈　

限
定
一
〇
〇
部
／
作
家
サ
イ
ン
＋
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
ナ
ン
バ
ー
入
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト

（300

×205m
m

）一
点
／
Ａ
４
変
判
ク
ロ
ス
装
ク
ロ
ス
箱
入
一
二
八
頁　

五
〇
、〇
〇
〇
円

ま
な
ざ
し
に
触
れ
る

鷹
野
隆
大（
写
真
）＋
新
城
郁
夫（
文
）

主
に
男
性
ヌ
ー
ド
を
撮
る
こ
と
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
問
う
写
真
家
と
、
そ
の
写
真
の
も
つ
社
会

へ
の
エ
ロ
ス
的
侵
犯
を
論
じ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／
日
本
現
代
文
学
研
究
者
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
。
二
人
の
著
者
の
ま
な
ざ
し
は
ど
の
よ
う
に
交
わ
り
、
ど
の
よ
う
に
接
す
る
の
か
。

鷹
野
の
写
真
作
品
七
八
点
を
収
録
。 

14.9　

Ａ
５
判
一
四
九
頁　

三
○
○
○
円
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写
真
集
・
絵
本ドン

グ
リ
ト
プス
とマックロ
サ
ウルス

中
川
淳

鉛
筆
で
こ
す
り
だ
し
た
真
っ
黒
な
ほ
ら
あ
な
。
そ
こ
に
い
た
の
は
？ 

ぼ
く
と
い
ぬ
の
ブ
ッ

チ
、
そ
し
て
身
近
な
素
材
か
ら
う
ま
れ
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
ド
ン
グ
リ
ト
プ
ス
、
フ
ロ
ッ
タ
ー

ジ
ュ
の
マ
ッ
ク
ロ
サ
ウ
ル
ス
と
の
楽
し
い
冒
険
の
一
日
を
え
が
い
た
絵
本
。

12.6　

Ａ
４
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
三
二
頁　
一
五
〇
〇
円

子
象
のエル
フィー

昭
和
女
子
大
学
短
期
大
学
部
文
化
創
造
学
科

森
で
助
け
た
お
じ
い
さ
ん
サ
ル
か
ら
も
ら
っ
た
、
何
で
も
願
い
が
か
な
う
と
い
う
三
つ
の
魔

法
の
種
。
そ
れ
を
手
に
し
た
エ
ル
フ
ィ
ー
は
…
…
。
森
の
み
ん
な
を
幸
せ
に
し
た
、
心
優
し

い
象
の
お
話
。

Ａ
４
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
四
〇
頁　
一
二
〇
〇
円

ね
ず
み
のハー
デル

昭
和
女
子
大
学
短
期
大
学
部
文
化
創
造
学
科

ま
っ
赤
な
鼻
の
た
め
に
、
い
つ
も
仲
間
と
違
う
こ
と
を
悩
ん
で
い
た
ね
ず
み
の
ハ
ー
デ
ル
。

自
分
探
し
の
旅
に
出
て
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
や
サ
ー
カ
ス
の
一
団
と
出
会
う
。
そ
し
て
見

つ
け
た
大
切
な
も
の
と
は
…
…
。

Ａ
４
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
四
四
頁　
一
二
〇
〇
円
／
英
語
版（A M

ouse Nam
ed Hadel

）　
一
二
〇
〇
円

絵
本
で
読
み
と
く
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ 

中
川
素
子
＋
浅
野
由
子
編

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
残
す
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う

か
。
絵
本
研
究
、
美
術
研
究
等
多
角
的
な
視
点
か
ら
、
絵
本
を
通
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
読
み
と

き
、「
17
の
達
成
目
標
」
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
。

 
22.12　

Ａ
５
判
二
二
五
頁　

二
八
〇
〇
円

絵
本
の
子
ど
も
た
ち 
十
四
人
の
絵
本
作
家
の
世
界

寺
村
摩
耶
子

絵
本
を
舞
台
に
、
個
性
あ
ふ
れ
る
美
し
い
作
品
を
つ
く
り
つ
づ
け
る
絵
本
作
家
た
ち
。
圧
倒

的
な
輝
き
を
は
な
つ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
の
魅
力
を
、
二
百
点
以
上
の
絵
本
を
と
お
し
て
語

る
、
注
目
の
絵
本
作
家
論
。

10.4　

Ａ
５
判
三
一
四
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

三
五
〇
〇
円

オ
テ
サ
ー
ネ
クエヴ

ァ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
ク
マ
イ
エ
ロ
ヴ
ァ
ー　

矢
川
澄
子
訳

チ
ェ
コ
で
活
躍
す
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家
ヤ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
ク
マ
イ
エ
ル
の『
オ
テ
サ
ー

ネ
ク
』
の
劇
中
絵
本
が
、
映
画
を
飛
び
出
し
実
際
の
絵
本
に
な
っ
た
。
グ
リ
ム
よ
り
も
恐
ろ

し
い
チ
ェ
コ
の
民
話
を
美
術
監
督
を
務
め
た
エ
ヴ
ァ
の
シ
ュ
ー
ル
で
幻
想
味
溢
れ
る
イ
メ
ー

ジ
で
読
む
。 

Ａ
４
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
三
〇
頁　
一
六
〇
〇
円

海
辺
の
ネコＡ

・
ウ
サ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
作　

Ａ
・
オ
チ
コ
絵　

渡
辺
克
義
訳

あ
た
た
か
な
春
の
日
。
浜
辺
で
、
左
の
耳
に
白
い
ブ
チ
の
あ
る
、
真
っ
黒
な
子
ネ
コ
が
砂
だ

ら
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
か
わ
い
い
子
ネ
コ
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
？　

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
活
躍
中
の
絵
本
作
家
が
贈
る
、
心
温
ま
る
八
篇
の
小
さ
な
小
さ
な
物

語
。 

11.5　

Ｂ
５
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
六
三
頁　
一
八
〇
〇
円
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音
楽

実
験
音
楽 

ケ
ー
ジ
と
そ
の
後マ

イ
ケ
ル
・
ナ
イ
マ
ン　

椎
名
亮
輔
訳

今
日
の
イ
ギ
リ
ス
現
代
音
楽
の
第
一
人
者
が
、
ケ
ー
ジ
を
嚆
矢
と
す
る
《
実
験
音
楽
》
の
歴

史
を
、
サ
テ
ィ
等
の
前
史
か
ら
、
フ
ル
ク
サ
ス
派
、
ラ
イ
ヴ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
、
ミ
ニ
マ
ル
派
に
至
る
ま
で
、
多
数
の
図
版
を
駆
使
し
て
解
読
す
る
唯
一
の
通
史
。

四
六
判
三
二
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

ジャパノ
イ
ズ 

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
終
端
の
音
楽

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ノ
ヴ
ァ
ッ
ク　

若
尾
裕
・
落
晃
子
訳

一
九
九
〇
年
代
に
北
米
で
独
自
の
理
想
の
音
楽
を
実
践
す
る
世
界
と
し
て
注
目
さ
れ
た
、
日

本
の
ノ
イ
ズ
の
多
様
性
お
よ
び
そ
の
創
造
性
に
迫
る
日
本
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
ノ
イ
ジ

シ
ャ
ン
と
交
流
を
持
つ
民
族
音
楽
学
／
人
類
学
の
研
究
者
に
よ
る
、
十
年
に
渡
る
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
成
果
。 

19.12　

Ａ
５
判
三
二
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

ミュー
ジッキン
グ 

音
楽
は〈
行
為
〉で
あ
る 【
新
装
版
】

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
モ
ー
ル　

野
沢
豊
一
＋
西
島
千
尋
訳

音
楽
と
は
作
品
や
モ
ノ
の
こ
と
で
は
な
い
。
行
為
で
あ
り
、実
践
な
の
だ
。《
音
楽
す
る
こ
と
》

の
担
い
手
を
演
奏
家
と
聴
衆
に
限
定
せ
ず
、
広
く
《
関
係
》
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
既
成
概

念
を
根
底
か
ら
覆
し
、《
音
の
現
場
》
へ
と
い
ざ
な
う
。
音
楽
を
愛
す
る
す
べ
て
の
人
の
必

読
書
。 

23.7

（11.8

）　

四
六
判
四
三
六
頁　

四
〇
〇
〇
円

ミュー
ジック・ア
ズ・ソ
ーシャル
ラ
イ
フ 

歌
い
踊
る
こ
と

を
め
ぐ
る
政
治 

ト
マ
ス
・
ト
ゥ
リ
ノ　

野
澤
豊
一
＋
西
島
千
尋
訳

音
楽
家
で
あ
り
、
大
学
で
民
族
学
を
講
ず
る
教
育
者
と
し
て
も
名
高
い
著
者
が
、
ペ
ル
ー
、

ジ
ン
バ
ブ
エ
、
ア
メ
リ
カ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
た
経
験
を
も
と
に
、
パ
ー
ス
や
ベ

イ
ト
ソ
ン
な
ど
の
理
論
を
用
い
な
が
ら
、〈
音
楽
〉
の
社
会
性
＝
政
治
性
を
鋭
く
分
析
す
る
、

音
楽
民
族
学
の
理
論
的
入
門
書
。 

15.8　

Ａ
５
判
四
四
一
頁
＋
Ｃ
Ｄ
付　

六
〇
〇
〇
円

音
楽

サ
イレンス

ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ　

柿
沼
敏
江
訳

二
十
世
紀
音
楽
最
大
の
革
命
家
が
、《
コ
ラ
ー
ジ
ュ
》
的
手
法
を
縦
横
無
尽
に
駆
使
し
た
破

格
の
テ
ク
ス
ト
形
式
の
中
で
、
自
ら
の
芸
術
哲
学
そ
し
て
そ
の
作
品
と
技
法
の
全
て
を
語
り

尽
く
す
。
著
者
の
処
女
作
に
し
て
現
代
音
楽
を
考
え
る
た
め
の
最
も
重
要
な
著
作
。

Ａ
５
判
四
五
六
頁　

四
〇
〇
〇
円

ジョン・ケ
ー
ジ
伝 

新
た
な
挑
戦
の
軌
跡

ケ
ネ
ス
・
シ
ル
ヴ
ァ
ー
マ
ン　

柿
沼
敏
江
訳

キ
ノ
コ
博
士
、『
易
経
』
で
作
曲
し
た
男
、
ピ
ア
ノ
に
ハ
ン
マ
ー
を
投
げ
込
ん
で
弾
い
た
男

…
…
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
と
は
い
っ
た
い
誰
か
？　

沈
黙
も
音
楽
だ
と
し
、
音
楽
の
概
念
を
一

変
さ
せ
て
し
ま
っ
た
、
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
音
楽
家
の
、
本
邦
初
の
伝
記
。
坂
本
龍
一
氏

推
薦
！　

論
創
社
と
の
共
同
出
版
。 

15.7　

Ａ
５
判
五
〇
六
頁　

五
八
〇
〇
円

音
楽
の
ピ
クニック

小
杉
武
久　
序
文
＝
ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク

ケ
ー
ジ
等
と
と
も
に
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
舞
踊
団
の
専
属
音
楽
家
と
し
て
、
ま
た
現
代
日
本
の
最

も
ダ
ダ
的
な
作
曲
／
演
奏
家
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
が
、制
度
的
音
楽
へ
の
弔
鐘
を
鳴
ら
し
、

無
名
の
《
音
》
と
《
波
動
》
の
存
在
へ
向
け
て
激
し
く
越
境
す
る
未
聞
の
現
代
音
楽
論
集
。

四
六
判
二
三
六
頁　

二
五
〇
〇
円
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音
楽ベル・エ

ポックの
音
楽
家
た
ち 

セ
ザ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
か
ら

映
画
の
音
楽
ま
で 

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ポ
ル
シ
ル　

安
川
智
子
訳

一
八
七
〇
年
か
ら
一
九
四
〇
年
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
音
楽
黄
金
期
に
は
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
、
サ

テ
ィ
、
ラ
ヴ
ェ
ル
、「
六
人
組
」、
メ
シ
ア
ン
の
み
な
ら
ず
、
数
多
く
の
才
能
が
花
開
い
た

…
…
。
文
学
・
美
術
・
舞
台
・
映
画
と
の
交
感
に
満
ち
溢
れ
た
、
知
ら
れ
ざ
る
百
花
繚
乱
の
フ

ラ
ン
ス
音
楽
を
総
覧
す
る
！　

ミ
ニ
事
典
収
録
。 

16.8　

四
六
判
五
九
五
頁　

五
〇
〇
〇
円

ロシア・ア
ヴァンギャル
ドの
宇
宙
論
的
音
楽
論

 

言
語
・
美
術
・
音
楽
を
つ
ら
ぬ
く
四
次
元
思
想 

高
橋
健
一
郎

前
衛
音
楽
家
た
ち
が
物
し
た
音
楽
論
、
音
楽
作
品
の
内
奥
に
〈
生
〉
の
有
機
的
受
容
を
指
向

す
る
〈
宇
宙
論
的
〉
哲
学
を
読
み
取
り
、
音
楽
学
的
側
面
か
ら
は
既
に
研
究
し
つ
く
さ
れ
た

と
さ
れ
て
い
る
〈
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
音
楽
〉
研
究
の
新
地
平
を
切
り
開
く
。

 
18.12　

Ａ
５
判
二
二
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円

ラ
フマニノ
フの
想い
出 

Ａ
・
ゴ
リ
デ
ン
ヴ
ェ
イ
ゼ
ル
他

沓
掛
良
彦
監
訳　

平
野
恵
美
子
＋
前
田
ひ
ろ
み
訳

同
時
代
の
ロ
シ
ア
人
芸
術
家
や
家
族
に
よ
る
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
回
想
録
十
二
篇
を
、一
冊
に
集

成
。寡
黙
で
控
え
め
だ
が
、冗
談
好
き
で
寛
大
、時
に
自
分
の
才
能
を
疑
い
不
安
に
苛
ま
れ
る
、

一
人
の
人
間
と
し
て
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
姿
が
克
明
に
浮
か
び
上
が
る
。
ロ
シ
ア
革
命
前
後
の

芸
術
文
化
や
音
楽
生
活
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
。 17.7　
Ａ
５
判
四
〇
三
頁　

四
五
〇
〇
円

第
三
帝
国
と
音
楽

明
石
政
紀

ナ
チ
ス
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ド
イ
ツ
音
楽
界
を
掌
握
し
て
い
っ
た
の
か
。
ナ
チ
ス
は
音
楽

の
い
か
な
る
「
効
用
」
に
期
待
し
た
の
か
。
膨
大
な
資
料
を
も
と
に
、
ナ
チ
ス
と
音
楽
の
錯

綜
し
た
関
係
に
様
々
な
角
度
か
ら
光
を
あ
て
る
新
鋭
の
書
き
下
ろ
し
芸
術
／
政
治
論
。

四
六
判
二
一
三
頁　

二
五
〇
〇
円

音
楽
を
ひ
ら
く 

ア
ー
ト
・
ケ
ア
・
文
化
の
ト
リ
ロ
ジ
ー中

村
美
亜

な
ぜ
私
た
ち
は
〈
音
楽
〉
か
ら
〈
生
き
る
よ
ろ
こ
び
〉
を
得
る
の
か
。
現
代
の
多
文
化
社
会

で
、
音
楽
は
い
か
に
し
て
他
者
理
解
を
可
能
に
す
る
の
か
。
音
楽
を
〈
生
き
の
び
る
た
め
の

叡
智
〉
と
し
て
再
発
見
し
、〈
実
践
と
し
て
の
音
楽
〉
を
問
う
。

13.6　

四
六
判
二
五
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円

魔
術
的
音
楽
の
た
め
に 
魂
の
宿
す
声
、
音
に
宿
る
神
秘

滑
川
英
達

音
楽
の
力
に
よ
っ
て
近
代
が
抑
圧
し
た
魔
術
的
世
界
を
呼
び
覚
ま
す
、
音
楽
゠
肉
体
の
形
而

上
化
。《
カ
オ
ス
と
し
て
の
現
実
と
、
通
常
僕
ら
が
現
実
と
呼
ん
で
い
る
も
の
、
と
い
う
二

つ
の
領
域
を
繋
ぎ
止
め
て
い
る
の
が
、
宗
教
で
あ
り
、
音
楽
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。》 

21.11　

四
六
判
一
六
四
頁　

二
〇
〇
〇
円

音
の
海

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ト
ゥ
ー
プ　

佐
々
木
直
子
訳

一
八
八
九
年
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
ジ
ャ
ワ
音
楽
に
魅
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
以
降
、
音
楽

は
異
文
化
、
自
然
、
環
境
の
放
つ
音
と
対
峙
し
つ
つ
大
き
く
変
容
し
て
ゆ
く
。
二
十
世
紀
音

楽
の
実
験
的
潮
流
を
克
明
に
追
う
。

四
六
判
三
九
三
頁　

三
五
〇
〇
円

現
代
音
楽
の
ポ
リ
ティックス

ウ
ォ
ル
フ
、
ノ
ー
ノ
、
エ
ロ
ワ
、
グ
ロ
ボ
カ
ー
ル
、
近
藤
譲
他　

小
林
康
夫
編

音
楽
、
と
り
わ
け
現
代
音
楽
は
、
一
体
何
の
た
め
に
、
誰
の
た
め
に
あ
る
の
か
？　

現
代
音

楽
の
カ
オ
ス
の
中
か
ら
鋭
く
政
治
化
し
た
（
あ
る
い
は
し
な
か
っ
た
）
五
人
の
第
一
線
作
曲

家
が
、
今
日
の
社
会
に
お
け
る
音
楽
の
意
味
を
問
い
、
自
ら
の
方
法
論
を
語
る
。

四
六
判
二
〇
九
頁　

二
〇
〇
〇
円
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音
楽

ポピュラ
ー
音
楽
理
論
入
門キ

ー
ス
・
ニ
ー
ガ
ス　

安
田
昌
弘
訳

ア
ド
ル
ノ
の
大
衆
文
化
批
判
の
検
討
か
ら
、
音
楽
生
産
と
音
楽
消
費
の
相
互
関
係
、
そ
し
て

そ
れ
を
つ
な
ぐ
媒
介
（
音
楽
産
業
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
、
録
音
媒
体
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
映

画
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
）
の
問
題
に
着
目
し
、
今
日
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
研
究
の
到
達
点

を
明
ら
か
に
す
る
。 

四
六
判
並
製
三
九
八
頁　

三
五
〇
〇
円

ファ
イル・アン
ダ
ー・ポピュラ
ー

ク
リ
ス
・
カ
ト
ラ
ー　

小
林
善
美
訳

ヘ
ン
リ
ー
・
カ
ウ
等
の
バ
ン
ド
で
革
新
的
な
ロ
ッ
ク
を
実
践
す
る
一
方
、
Ｒ
Ｉ
Ｏ
、
レ
コ
メ

ン
デ
ッ
ド
・
レ
コ
ー
ズ
等
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
る
著
者
が
、
音
楽
創
造
の

現
場
体
験
を
踏
ま
え
た
上
で
の
厳
密
な
思
考
に
よ
っ
て
、ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
意
味
を
問
う
。

四
六
判
三
〇
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

ソニック・エティック

陣
野
俊
史

パ
ン
ク
以
降
の
、
八
〇
―
九
〇
年
代
の
ポ
ッ
プ
ス
（
ハ
ウ
ス
、
テ
ク
ノ
、
グ
ラ
ン
ジ
）
の
歴

史
＝
運
動
を
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
身
体
論
を
武
器
に
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
的
地
平
か
ら
解
明

し
、
ハ
ウ
ス
以
後
の
世
紀
末
ポ
ッ
プ
ス
の
相
貌
を
も
予
見
す
る
新
鋭
の
書
下
し
本
格
的
ロ
ッ

ク
論
。 

四
六
判
二
一
三
頁　

二
二
〇
〇
円

ソニック・ユース

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ブ
ラ
ウ
ン　

岡
田
正
樹
訳

二
十
世
紀
の
音
楽
シ
ー
ン
を
駆
け
抜
け
、
ア
ー
ト
／
ノ
イ
ズ
／
ロ
ッ
ク
の
垣
根
を
根
こ
そ
ぎ

に
し
た
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ロ
ッ
ク
の
先
駆
者
で
あ
り
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
を
発
掘
し
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
る
伝
説
の
バ
ン
ド
の
決
定
版
評
伝
。

 
19.9　

Ａ
５
判
並
製
三
七
七
頁　

三
八
〇
〇
円

音
楽
史
に
刻
ま
れ
たロック 

英
国
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
・
ロ
ッ

ク
と
反
体
制
文
化 

エ
ド
ワ
ー
ド
・
マ
ッ
カ
ン　

余
田
安
広
訳

一
九
六
〇
年
代
後
半
イ
ギ
リ
ス
で
産
声
を
上
げ
、
瞬
く
間
に
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
巻
き
起

こ
し
た
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
・
ロ
ッ
ク
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
？　

ル
ー
ツ
か
ら
ス
タ
イ
ル
、

歌
詞
、
楽
曲
構
成
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
、
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
と
の
関
係
性
ま
で
包
括
的
に

分
析
し
た
画
期
的
研
究
！ 

20.8　

Ａ
５
判
四
五
二
頁　

六
〇
〇
〇
円

ド
イ
ツのロック
音
楽

明
石
政
紀

九
〇
年
代
の
テ
ク
ノ
・
ブ
レ
イ
ク
以
降
、
そ
の
源
泉
と
し
て
再
評
価
が
始
ま
っ
た
ジ
ャ
ー
マ

ン
・
ロ
ッ
ク
の
歴
史
を
、
ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク
、
カ
ン
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
中
心
に
、
鋭
利
な
問

題
設
定
と
徹
底
し
た
調
査
に
よ
っ
て
捉
え
直
す
本
邦
初
の
ド
イ
ツ
・
ロ
ッ
ク
史
！

四
六
判
二
〇
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク

パ
ス
カ
ル
・
ビ
ュ
ッ
シ
ー　

明
石
政
紀
訳

テ
ク
ノ
・
ポ
ッ
プ
の
元
祖
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ
ヴ
、
ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ
、

ハ
ウ
ス
等
の
、
そ
の
後
の
新
し
い
音
楽
の
動
向
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
続
け
る
ド
イ
ツ
の

ロ
ボ
ッ
ト
・
ポ
ッ
プ
・
ユ
ニ
ッ
ト
の
二
十
余
年
の
足
跡
を
追
う
初
の
評
伝
。

四
六
判
二
八
〇
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

二
八
〇
〇
円

クレ
イ
ジ
ー・ダ
イ
アモン
ド
／
シ
ド・バレット

マ
イ
ク
・
ワ
ト
キ
ン
ソ
ン
他　

小
山
景
子
訳

ピ
ン
ク
・
フ
ロ
イ
ド
の
初
期
中
心
メ
ン
バ
ー
に
し
て
音
楽
的
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ア
ル
バ
ム
発
表
後
に
脱
退
し
て
し
ま
っ
た
伝
説
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
シ
ド
・

バ
レ
ッ
ト
の
生
涯
を
た
ど
る
決
定
版
評
伝
。
親
族
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
貴
重
な
写
真
も
多

数
収
録
。
装
幀
＝
常
盤
響
。 

四
六
判
二
七
五
頁　

二
二
〇
〇
円
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音
楽

ブ
ラック・コンテン
ポ
ラ
リ
ー・ミュー
ジック・ガ
イ
ド

金
沢
寿
和
監
修

七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
隆
盛
を
極
め
た
黒
人
音
楽
の
新
し
い
形
「
ブ
ラ
ッ

ク
・
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」。
そ
の
名
盤
四
五
〇
枚
を
、
全
点
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
写
真
入
り
で
紹
介
す
る
、
本
邦
初
の
包
括
的
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。

Ａ
５
判
並
製
二
六
四
頁　
一
五
〇
〇
円

エレク
ト
リック・マ
イルス

ポ
ー
ル
・
テ
ィ
ン
ゲ
ン　

麦
谷
尊
雄
訳

五
十
人
を
超
え
る
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
得
ら
れ
た
証
言
の
数
々
を
も
と
に
、
エ

レ
ク
ト
リ
ッ
ク
期
以
降
の
四
半
世
紀
（
一
九
六
七
―
一
九
九
一
）、
人
跡
未
踏
の
音
楽
の
極

北
に
挑
み
続
け
た
〈
ジ
ャ
ズ
の
帝
王
〉
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
軌
跡
を
徹
底
解
剖
。

 
18.9　

Ａ
５
判
四
七
八
頁　

六
〇
〇
〇
円

ビル・エ
ヴァンス 

ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
肖
像

ピ
ー
タ
ー
・
ペッ
テ
ィ
ン
ガ
ー　

相
川
京
子
訳

白
人
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
最
高
峰
ビ
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス
。
そ
の
「
生
」
と
「
死
」
と
「
音

楽
」
の
全
貌
を
、
多
数
の
記
録
や
、
家
族
／
友
人
／
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
証
言
を
も
と
に
克

明
に
た
ど
っ
た
、
初
の
本
格
的
評
伝
。
未
公
開
写
真
、
詳
細
デ
ィ
ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
ー
収
録
。

Ａ
５
判
三
六
二
頁　

三
〇
〇
〇
円

チャー
リ
ー・パー
カ
ー 

モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
ズ
を
創
っ
た
男

カ
ー
ル
・
ヴ
ォ
イ
デ
ッ
ク　

岸
本
礼
美
訳

モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
ズ
の
巨
匠
チ
ャ
ー
リ
ー
・
パ
ー
カ
ー
の
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
を
辿
る
と
と
も

に
、
詳
細
な
分
析
に
よ
っ
て
そ
の
革
新
的
な
音
楽
の
す
べ
て
を
明
ら
か
に
す
る
、
最
新
の
本

格
的
評
伝
。
日
本
版
独
自
の
デ
ィ
ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
付
す
。Ａ

５
判
三
〇
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

ブ
ラ
イ
アン・イ
ーノ

エ
リ
ッ
ク
・
タ
ム　

小
山
景
子
訳

初
期
ロ
キ
シ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
の
活
動
、Ｒ･

フ
リ
ッ
プ
と
の
共
同
作
業
、環
境
音
楽《
ア

ン
ビ
エ
ン
ト
》
の
案
出
等
、
ロ
ッ
ク
か
ら
現
代
音
楽
に
至
る
広
い
領
野
で
多
様
体
的
活
動
を

繰
り
広
げ
る
こ
の
音
楽
界
の
ト
リ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
の
全
貌
を
気
鋭
の
音
楽
学
者
が
明
か
す
。

四
六
判
三
五
二
頁　

三
〇
〇
〇
円

ニル
ヴァー
ナ
、
ネ
ヴァー・フェイ
ド・ア
ウェイ

デ
イ
ヴ
・
ト
ン
プ
ソ
ン　

小
山
景
子
訳

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
の
世
界
的
大
ブ
レ
イ
ク
に
よ
っ
て
一
躍
ス
タ
ー
ダ
ム
の
頂
点
に
上
り
詰
め
な

が
ら
、
突
如
、
謎
の
自
殺
を
遂
げ
た
悲
劇
の
ロ
ッ
ク
シ
ン
ガ
ー
、
カ
ー
ト
・
コ
バ
ー
ン
。
バ

ン
ド
結
成
か
ら
突
然
の
終
焉
に
至
る
コ
バ
ー
ン
の
全
活
動
を
再
現
す
る
決
定
版
伝
記
。

四
六
判
並
製
一
七
四
頁　
一
五
〇
〇
円

キャ
プ
テン・ビ
ー
フハー
ト
／
ル
ナ・ノ
ー
ツ

ズ
ー
ト
・
ホ
ン
・
ロ
ロ　

小
山
景
子
訳

フ
ラ
ン
ク
・
ザ
ッ
パ
の
盟
友
に
し
て
、
最
も
カ
ル
ト
な
音
楽
家
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ビ
ー
フ
ハ
ー

ト
の
唯
一
の
評
伝
。
名
盤
『
ト
ラ
ウ
ト
マ
ス
ク
・
レ
プ
リ
カ
』
で
マ
ジ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
の
ギ

タ
リ
ス
ト
だ
っ
た
ズ
ー
ト
・
ホ
ン
・
ロ
ロ
が
語
り
尽
く
す
奇
書
。

四
六
判
二
九
三
頁　

二
八
〇
〇
円

Ｘ
Ｔ
Ｃ　
ソン
グ・ス
ト
ー
リ
ー
ズ

Ｘ
Ｔ
Ｃ
＋
ネ
ヴ
ィ
ル
・
フ
ァ
ー
マ
ー　

藤
本
成
昌
訳

メ
ン
バ
ー
自
身
が
自
ら
の
曲
や
ア
ル
バ
ム
に
つ
い
て
語
り
、
本
作
り
に
も
全
面
的
に
参
加
し

た
公
認
Ｘ
Ｔ
Ｃ
ス
ト
ー
リ
ー
。
バ
ン
ド
結
成
か
ら
最
新
作
『W

ASP STAR

』
ま
で
の
全
ア

ル
バ
ム
、
全
曲
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
、
未
発
表
の
作
曲
構
想
ノ
ー
ト
、
イ
ラ
ス
ト
、
写
真

も
多
数
収
録
。 

Ａ
５
判
四
七
三
頁　

三
五
〇
〇
円
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音
楽

ブエ
ナ・ビス
タ・ソシ
アル・ク
ラ
ブ
と
キューバ
音
楽

の
手
帖 

大
須
賀
猛
編

ヴ
ィ
ム
・
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
ブ
エ
ナ
・
ビ
ス
タ
・
ソ
シ
ア

ル
・
ク
ラ
ブ
』。
映
画
に
登
場
す
る
キ
ュ
ー
バ
音
楽
界
の
伝
説
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
の

豊
富
な
写
真
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
詳
し
い
解
説
に
よ
っ
て
、
古
き
良
き
キ
ュ
ー
バ
音
楽
界
を

ガ
イ
ド
す
る
。 

Ａ
５
変
判
一
六
四
頁　

二
二
〇
〇
円
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映
画

リ
フレクション 

ヴ
ィ
デ
オ
・
ア
ー
ト
の
実
践
的
美
学

河
合
政
之

技
術
・
メ
デ
ィ
ア
・
文
化
の
全
面
的
考
察
か
ら
ヴ
ィ
デ
オ
の
芸
術
的
な
可
能
性
を
導
出
し
、

ア
ナ
ロ
グ
な
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
技
術
、
知
性
、
欲
望
の
様
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
今

世
紀
の
ヴ
ィ
デ
オ
芸
術
を
牽
引
す
る
映
像
作
家
に
よ
る
瞠
目
の
書
！

 
18.12　

Ａ
５
判
三
二
二
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

三
八
〇
〇
円

リ
メ
イ
ク
映
画
の
創
造
力

北
村
匡
平
・
志
村
三
代
子
編

小
津
安
二
郎
、
黒
澤
明
、
溝
口
健
二
ら
世
界
的
巨
匠
の
名
作
か
ら
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
超
大
作
、

そ
し
て
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ホ
ラ
ー
、
さ
ら
に
は
『
ゴ
ジ
ラ
』
ま
で
…
…
時
代
／
国
境
を
越
え

て
再
創
造
さ
れ
る
映
画
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
ひ
も
と
き
、「
映
画
を
観
る
」
と
い
う
身
体
経

験
を
問
い
直
す
。 

17.12　

四
六
判
三
〇
七
頁　

三
二
〇
〇
円

映
画
的
最
前
線 1988-1993

佐
々
木
敦

映
画
を
撮
る
こ
と
、
そ
し
て
映
画
に
つ
い
て
書
く
こ
と
は
ま
さ
し
く
戦
争
だ
。
気
鋭
の
映
画

批
評
家
が
八
八
年
か
ら
九
三
年
に
至
る
映
画
の
現
在
を
《
闘
争
と
し
て
の
映
画
》
の
観
点
か

ら
鋭
く
撃
つ
。
映
画
の
世
紀
末
に
む
け
て
新
世
代
の
批
評
家
が
放
つ
《
闘
争
批
評
》
宣
言
。

四
六
判
並
製
二
六
九
頁　

二
二
〇
〇
円

フィルム・ス
タ
ディー
ズ 

社
会
的
実
践
と
し
て
の
映
画

グ
レ
ア
ム
・
タ
ー
ナ
ー　

松
田
憲
次
郎
訳

映
画
産
業
の
勃
興
か
ら
映
画
理
論
の
成
立
、
そ
し
て
今
日
の
映
画
理
論
の
種
々
相
と
そ
の
展

開
ま
で
を
克
明
に
た
ど
る
映
画
の
〈
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
〉。〈
歴
史
が
浅
い
と

は
い
え
す
で
に
広
大
な
学
問
領
域
と
な
っ
て
い
る
〉
フ
ィ
ル
ム
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
へ
の
最
良

の
入
門
書
。 

12.4　

Ａ
５
判
二
七
七
頁　

二
八
〇
〇
円

映
画
、
演
劇

映
画
に
お
け
る「
語
り
」について 

七
人
の
映
画
作
家
の

主
題
に
よ
る
カ
プ
リ
ッ
チ
オ 

浅
沼
圭
司

レ
ネ
、
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
、
ゴ
ダ
ー
ル
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
な
ど
の
作
品
に
お
け
る
映
画
の

叙
述
（
語
り
）
の
問
題
の
美
学
的
、
物
語
論
的
な
深
化
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
る
メ
タ
・
シ
ネ

マ
の
地
平
。
映
画
美
学
の
第
一
人
者
が
奏
で
る
、
二
十
世
紀
映
画
に
捧
ぐ
七
篇
の
綺
想
曲
。

Ａ
５
判
二
九
一
頁　

四
〇
〇
〇
円

ロベール・
ブレッソン
研
究 

シ
ネ
マ
の
否
定

浅
沼
圭
司

映
画
に
お
け
る
「
視
覚
的
な
も
の
」
と
「
聴
覚
的
な
も
の
」
の
関
係
に
つ
い
て
も
っ
と
も
意

識
的
な
映
画
作
家
の
、『
抵
抗
』『
す
り
』
等
、
主
要
四
作
品
を
め
ぐ
る
、
映
画
理
論
の
み
な

ら
ず
、
美
学
／
芸
術
哲
学
の
観
点
か
ら
の
詳
細
か
つ
徹
底
的
な
解
読
の
試
み
。

四
六
判
四
〇
〇
頁　

四
〇
〇
〇
円

パリ=

東
京　
映
画
日
記

飯
村
隆
彦

日
本
の
生
ん
だ
国
際
的
な
実
験
映
画
作
家
が
、
自
ら
の
極
め
て
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
な
作
品

を
携
え
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ベ
ル
リ
ン
、
パ
リ
と
移
り
住
ん
だ
こ
の
十
数
年
間
の
思
考
と

行
動
を
、
日
付
の
な
い
日
記
も
し
く
は
日
記
風
エ
セ
イ
に
よ
っ
て
総
括
す
る
。

四
六
判
三
一一
頁　

二
五
〇
〇
円
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映
画

ミ
ヒャエル・ハネ
ケの
映
画
術 

彼
自
身
に
よ
る
ハ
ネ
ケ

ミ
ヒ
ャエ
ル
・ハ
ネ
ケ
／
ミ
シ
ェル
・
ス
ィユ
タ
／
フィ
リ
ッ
プ
・
ル
イ
エ　

福
島
勲
訳

生
い
立
ち
か
ら
最
新
作
『
愛
、ア
ム
ー
ル
』
ま
で
！　

カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
栄
誉
あ
る
パ
ル
ム
・

ド
ー
ル
を
二
回
に
わ
た
っ
て
受
賞
し
た
数
少
な
い
監
督
の
一
人
で
あ
り
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

ツ
以
降
の
芸
術
を
追
究
し
つ
づ
け
る
異
能
の
映
画
作
家
の
創
作
の
秘
密
を
あ
か
す
、
貴
重
な

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
。 

16.11　

Ａ
５
判
四
三
二
頁　

三
八
〇
〇
円

タルコフス
キ
イの
映
画
術

ア
ン
ド
レ
イ
・
タ
ル
コ
フ
ス
キ
イ　

扇
千
恵
訳

世
紀
を
超
え
、
国
家
を
超
え
、
い
ま
な
お
観
客
の
魂
を
魅
了
す
る
映
像
作
家
が
、
映
画
に
対

す
る
情
熱
、
そ
し
て
作
劇
、
演
出
の
実
際
に
い
た
る
ま
で
を
肉
声
で
語
り
尽
し
た
ソ
連
時
代

の
貴
重
な
映
画
講
義
録
。

Ａ
５
判
二
一一
頁　

二
五
〇
〇
円

キェシロフス
キ
映
画
の
全
貌 

マ
レ
ク
・
ハ
ル
ト
フ　

吉
田
は
る
み
＋
渡
辺
克
義
訳

ポ
ー
ラ
ン
ド
時
代
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
ウ
ッ
チ
の
街
か
ら
』『
初
恋
』
か
ら
、
国
際
的

声
価
を
得
た
『
デ
カ
ロ
ー
グ
』『
ふ
た
り
の
ベ
ロ
ニ
カ
』『
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
』
三
部
作
、
そ
し

て
没
後
、
後
継
者
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
『
ヘ
ヴ
ン
』『
美
し
き
運
命
の
傷
痕
』
ま
で
、

鬼
才
の
全
作
品
を
読
み
解
く
初
の
本
格
的
評
伝
＝
作
品
論
。 

Ａ
５
判
三
二
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円

ふ
た
り
の
キェシロフス
キ

ア
ネ
ッ
ト
・
イ
ン
ス
ド
ー
フ　

和
久
本
み
さ
子
＋
渡
辺
克
義
訳

『
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
』
三
部
作
、『
ふ
た
り
の
ベロ
ニ
カ
』、『
デ
カ
ロ
ー
グ
』
を
は
じ
め
、
美
と
愛
と
輝

き
に
み
ち
た
、
キ
ェ
シ
ロ
フ
ス
キ
の
多
彩
な
映
像
世
界
が
甦
る
。
キ
ェ
シ
ロ
フ
ス
キ
映
画
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
著
者
が「
ダ
ブ
ル
・
ラ
イ
フ
／
セ
カ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
ス
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
夭
逝
し

た
名
匠
の
全
体
像
を
あ
ざ
や
か
に
解
明
す
る
。 

Ａ
５
判
三
〇
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

ヌ
ー
ヴェル・ヴァー
グの
全
体
像ミ

シ
ェ
ル
・
マ
リ　

矢
橋
透
訳

映
画
史
上
未
曾
有
の
大
変
動
＝
革
命
、《
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
》
の
実
態
と
は
い
か
な

る
も
の
だ
っ
た
の
か
？　

時
代
背
景
、
経
済
状
況
、
撮
影
技
術
、
美
学
、
監
督
、
俳
優
・
女

優
…
…
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
こ
の
映
画
革
命
の
真
相
／
深
層
に
迫
る
、
最
良
の
概
説
書
。

14.1　

四
六
判
二
八
〇
頁　

二
八
〇
〇
円

フ
ランソ
ワ・ト
リュフォーの
映
画

ア
ネ
ッ
ト
・
イ
ン
ス
ド
ー
フ　

和
泉
涼
一・二
瓶
恵
訳

ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
映
画
の
基
調
を
な
す
テ
ー
マ
と
ス
タ
イ
ル
は
な
に
か
？　

初
期
の
作
品
か
ら

自
伝
的
な
ド
ワ
ネ
ル
・
シ
リ
ー
ズ
、
そ
し
て
晩
年
の
傑
作
『
終
電
車
』
ま
で
、
師
と
仰
ぐ
ヒ
ッ

チ
コ
ッ
ク
／
ル
ノ
ワ
ー
ル
と
の
比
較
を
通
し
て
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
映
画
の
魅
力
を
余
す
こ
と
な

く
論
じ
る
フ
ァ
ン
必
読
の
書
。 

13.12　

四
六
判
五
〇
四
頁　

四
八
〇
〇
円

ト
リュフォーの
映
画
術アン

ヌ
・
ジ
ラ
ン
編　

和
泉
涼
一・二
瓶
恵
訳

厖
大
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
浮
か
び
上
が
る
、
映
画
を
愛
し
映
画
に
愛
さ
れ
た
、《
ヌ
ー
ヴ
ェ

ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
》
の
映
画
作
家
の
感
動
的
な
姿
。
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
の
全
作
品
に
つ
い
て
の
、

作
家
自
身
の
発
言
を
作
品
別
に
網
羅
し
た
決
定
版
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
。

Ａ
５
判
五
〇
〇
頁　

五
〇
〇
〇
円

ジャック・ドゥミ 

夢
の
ル
ー
ツ
を
探
し
て

ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・
ベ
ル
ト
メ　

瀧
本
雅
志
訳

『
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の
雨
傘
』
の
世
界
的
ヒ
ッ
ト
か
ら
『
ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
の
恋
人
た
ち
』、『
ロ

バ
と
王
女
』
を
は
じ
め
世
界
中
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
つ
づ
け
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ミ
。
す
べ

て
の
監
督
作
品
を
そ
の
舞
台
裏
も
含
め
網
羅
的
に
紹
介
し
、
作
品
の
な
か
に
見
え
隠
れ
す
る

主
題
を
探
究
す
る
。 

19. 5　

Ｂ
５
変
判
並
製
四
四
三
頁　

四
二
〇
〇
円
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映
画

F
Ｂ
Ｉ
vs. 

ジ
ーン・セバー
グ　
消
さ
れ
た
ヒ
ロ
イ
ン

Ｊ
・
Ｒ
・
ラ
ー
ソ
ン
＋
Ｇ
・
マ
ッ
ギ
ー　

石
崎
一
樹
訳

ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
の
ト
ッ
プ
女
優
は
「
政
治
」
に
謀
殺
さ
れ
た
の
か
？　

個
人
と
国

家
権
力
の
相
剋
を
、
秘
め
ら
れ
た
Ｆ
Ｂ
Ｉ
資
料
を
駆
使
し
つ
つ
徹
底
検
証
す
る
迫
真
の
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
。

12.5　

四
六
版
並
製
二
八
四
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

二
五
〇
〇
円

混
乱
と
遊
戯
の
香
港
映
画 

作
家
性
、
産
業
、
境
界
線

雑
賀
広
海

香
港
映
画
の
黄
金
期
を
支
え
た
監
督
た
ち
は
、
曖
昧
で
流
動
的
な
境
界
線
に
囲
ま
れ
た
香

港
に
何
を
見
た
の
か
。
混
乱
状
態
と
戯
れ
る
こ
と
で
祝
祭
的
な
映
画
空
間
を
作
り
上
げ
た
、

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
チ
ェ
ン
、
ツ
イ
・
ハ
ー
ク
、
ジ
ョ
ニ
ー
・
ト
ー
の
軌
跡
を
手
が
か
り
に
解
き

明
か
す
、
香
港
映
画
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
。 

23.3　

Ａ
５
判
三
六
五
頁　

四
五
〇
〇
円

小
津
安
二
郎
は
な
ぜ「
日
本
的
」な
の
か

具
慧
原近

刊

黒
沢
清
と〈
断
続
〉の
映
画

川
崎
公
平

世
界
の
映
画
シ
ー
ン
を
震
撼
さ
せ
て
き
た
奇
才
・
黒
沢
清
。『C

U
R

E

』
以
降
の
六
つ
の
作

品
を
解
体
・
再
構
築
し
な
が
ら
、
断
絶
と
接
続
の
二
重
性
＝
〈
断
続
〉
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

に
よ
っ
て
、
黒
沢
映
画
の
創
作
の
核
心
に
迫
る
初
の
本
格
的
黒
沢
清
論
。

14.12　

Ａ
５
判
三
七
二
頁　

五
〇
〇
〇
円

『
フ
リ
ー
クス
』を
撮った
男

Ｄ
・
Ｊ
・
ス
カ
ル
、
Ｅ
・
サ
ヴ
ァ
ダ　

遠
藤
徹
＋
河
原
真
也
＋
藤
原
雅
子
他
訳

映
画
史
に
屹
立
す
る
怪
作
『
フ
リ
ー
ク
ス
』。
こ
の
禁
断
の
映
画
を
製
作
す
る
に
い
た
る
、

監
督
ト
ッ
ド
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
数
奇
な
人
生
と
、
公
開
時
の
大
騒
動
、
そ
し
て
そ
の
後
の

悲
劇
的
な
結
末
…
…
恐
怖
と
怪
奇
に
魅
せ
ら
れ
た
映
画
監
督
の
全
貌
が
今
、
蘇
る
。

Ａ
５
判
二
七
七
頁　

二
八
〇
〇
円

ラ
ース・フォン・ト
リ
ア
ー 

ス
テ
ィ
ー
グ
・
ビ
ョ
ー
ク
マ
ン
と

の
対
話 

オ
ス
タ
ー
グ
レ
ン
晴
子
訳

『
奇
跡
の
海
』で
世
界
を
感
動
の
渦
に
巻
き
込
み
、ビ
ョ
ー
ク
主
演
の
新
作『
ダ
ン
サ
ー
・
イ
ン
・

ザ
・
ダ
ー
ク
』
に
よ
っ
て
カ
ン
ヌ
映
画
祭
パ
ル
ム
ド
ー
ル
を
受
賞
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
鬼
才
、

ト
リ
ア
ー
が
初
め
て
明
か
す
、
み
ず
か
ら
の
作
品
と
映
画
製
作
の
秘
密
。

Ａ
５
変
判
並
製
三
一
四
頁　

二
六
〇
〇
円

フ
ラ
イ
シャ
ー
兄
弟
の
映
像
的
志
向 
混
淆
す
る
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
空
間 
宮
本
裕
子

「
ベ
テ
ィ
・
ブ
ー
プ
」や「
ポ
パ
イ
」に
よ
る
成
功
の
傍
ら
、〈
実
写
〉と〈
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
〉の
混

淆
す
る
映
像
空
間
に
拓
か
れ
た
フ
ラ
イ
シ
ャ
ー
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
創
造
力
を
、
一
九
二
〇

〜
三
〇
年
代
米
国
の
社
会
・
文
化
状
況
、
映
像
制
作
技
術
、
さ
ら
に
は
現
代
日
本
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
へ
も
射
程
を
広
げ
な
が
ら
解
明
す
る
。 

20.6　

Ａ
５
判
二
九
三
頁　

四
〇
〇
〇
円

ジ
ーン・セバー
グ

ギ
ャ
リ
ー
・
マ
ッ
ギ
ー　

石
崎
一
樹
訳

ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
ゴ
ダ
ー
ル
監
督
の
『
勝
手
に
し
や
が
れ
』
で
、
い
ま
も
観
客
の
こ
こ

ろ
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
孤
高
の
女
優
の
生
涯
を
暗
転
さ
せ
た
の
は
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
謀
略
だ
っ

た
…
…
。
謎
の
死
を
遂
げ
た
稀
代
の
女
優
の
実
像
を
関
係
者
へ
の
取
材
や
膨
大
な
資
料
か
ら

浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
決
定
版
評
伝
。 

11.3　

四
六
判
並
製
四
四
九
頁　

三
五
〇
〇
円
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映
画

団
地
映
画
論 

居
住
空
間
イ
メ
ー
ジ
の
戦
後
史

今
井
瞳
良

新
時
代
、
密
室
、
郊
外
、
不
気
味
、
懐
古
な
ど
、
戦
後
史
に
お
い
て
千
変
万
化
の
イ
メ
ー
ジ

を
ま
と
っ
て
き
た
団
地
。
映
画
に
お
い
て
そ
れ
は
、
相
貌
を
変
え
な
が
ら
も
つ
ね
に
同
時
代

を
代
弁
／
批
評
す
る
存
在
だ
っ
た
。
戦
後
映
画
史
・
住
宅
史
の
新
生
面
を
拓
く
は
じ
め
て
の

本
格
的
団
地
映
画
論
。 

21.3　

Ａ
５
判
三
一
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

日
活ロマン
ポルノ  

性
の
美
学
と
政
治
学

志
村
三
代
子
＋
ヨ
ハ
ン
・
ノ
ル
ド
ス
ト
ロ
ム
＋
鳩
飼
未
緒
編

日
本
映
画
界
に
激
震
を
も
た
ら
し
、
性
表
現
の
是
非
を
め
ぐ
り
権
力
を
挑
発
し
、
多
彩
な
若

手
監
督
を
輩
出
し
、現
代
日
本
映
画
の
礎
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
た
驚
天
動
地
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

ピ
ク
チ
ャ
ー
《
日
活
ロ
マ
ン
ポ
ル
ノ
》
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？　

毀
誉
褒
貶
の
作
品
群
を
多

彩
に
し
て
斬
新
な
観
点
か
ら
徹
底
解
剖
す
る
。 

23.1　

四
六
判
三
二
三
頁　

三
五
〇
〇
円

川
島
雄
三
は
二
度
生
ま
れ
る

川
崎
公
平
・
北
村
匡
平
・
志
村
三
代
子
編

数
多
の
傑
作
・
奇
作
・
迷
作
を
世
に
問
い
、
日
本
映
画
史
に
怪
光
を
放
つ
異
才
、
川
島
雄
三

の
フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
言
葉
を
与
え
る
時
が
つ
い
に
訪
れ
た
。
作
品
論
、
女
優
・
男
優
論
、

映
像
論
か
ら
音
響
論
ま
で
、
豪
華
執
筆
陣
が
鮮
麗
に
切
り
拓
く
、
川
島
雄
三
の
新
世
紀
。

 
18.11　

四
六
判
三
四
六
頁　

三
二
〇
〇
円

渋
谷
実 

巨
匠
に
し
て
異
端

志
村
三
代
子
・
角
尾
宣
信
編

戦
後
日
本
の
都
会
風
俗
を
活
写
す
る
と
と
も
に
、人
間
や
時
代
の
深
層
を
軽
妙
か
つ
鋭
利
に
、

と
き
に
悪
辣
な
ま
で
に
風
刺
す
る
悲
喜
劇
的
な
作
品
群
を
世
に
問
う
た
渋
谷
実
。
混
迷
を
深

め
る
現
代
、
細
緻
な
作
品
分
析
の
も
と
に
今
こ
そ
回
帰
す
る
〈
忘
れ
ら
れ
た
巨
匠
〉
の
予
言

的
映
画
美
学
。 

20.10　

四
六
判
五
五
四
頁　

五
〇
〇
〇
円

都
会
喜
劇
と
戦
後
民
主
主
義 
占
領
期
の
日
本
映
画
に

お
け
る
和
製
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
・
コ
メ
デ
ィ 
具
珉
婀

若
い
男
女
の
自
由
恋
愛
を
描
く
占
領
期
の
〈
都
会
喜
劇
〉
が
指
し
示
し
た
の
は
、
敗
戦
の
経

験
に
直
面
・
超
克
し
て
民
主
的
思
想
を
内
面
化
し
て
い
く
日
本
人
の
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
姿
だ
っ
た
。
民
主
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
下
に
お
け
る
大
衆
の
想
像
力
／
創
造
力
を
綿

密
な
調
査
に
よ
っ
て
闡
明
す
る
。 

21.1　

Ａ
５
判
二
七
一
頁　

四
〇
〇
〇
円
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演
劇

劇
場
と
し
ての
世
界

矢
橋
透

フ
ラ
ン
ス
古
典
主
義
演
劇
を
単
な
る
心
理
劇
、
風
俗
劇
と
す
る
通
説
を
す
て
、
世
界
の
「
仮

象
」
化
の
現
象
、
中
世
的
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
の
解
体
と
《
近
代
》
の
創
出
の
ド
ラ
マ
と
の
関

連
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と
す
る
、
気
鋭
の
演
劇
学
者
＝
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
意
欲
作
。

四
六
判
三
一
七
頁　

三
五
〇
〇
円

仮
想
現
実
メ
デ
ィア
と
し
て
の
演
劇 

フ
ラ
ン
ス
古
典
主

義
芸
術
に
お
け
る〈
演
技
〉と〈
視
覚
〉	

矢
橋
透

近
代
的
世
界
観
の
形
成
期
に
お
い
て
、
個
人
の
主
体
化
と
世
界
の
仮
象
化
の
意
識
を
う
な
が

し
た
「
演
劇
」
ひ
い
て
は
「
絵
画
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
企
て
を
、
モ
リ
エ
ー
ル
を
は
じ
め

と
す
る
フ
ラ
ン
ス
古
典
主
義
芸
術
の
う
ち
に
読
み
解
き
、《
演
劇
的
な
も
の
》
の
普
遍
的
な

力
を
解
き
放
つ
。 

四
六
判
三
〇
〇
頁　

四
〇
〇
〇
円

演
戯
の
精
神
史 

バ
ロ
ッ
ク
か
ら
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ー
グ
ま
で

矢
橋
透

《
古
来
、
演
劇
は
み
ず
か
ら
を
主
題
化
し
て
き
た
。》
ロ
ト
ル
ー
、
マ
リ
ヴ
ォ
ー
、
ミ
ュ
ッ
セ

か
ら
、
ク
ロ
ー
デ
ル
、
ジ
ュ
ネ
、
リ
ヴ
ェ
ッ
ト
に
至
る
フ
ラ
ン
ス
演
劇
の
三
五
〇
年
を
、
メ

タ
演
劇
の
歴
史
、
演
劇
的
世
界
観
の
革
新
の
歴
史
と
し
て
読
み
か
え
る
気
鋭
の
フ
ラ
ン
ス
文

学
者
の
野
心
作
。 

四
六
判
一
八
八
頁　

二
五
〇
〇
円

戦
争
と
劇
場 

第
一
次
世
界
大
戦
と
フ
ラ
ン
ス
演
劇小

田
中
章
浩

第
一
次
世
界
大
戦
下
、
威
光
を
放
つ
フ
ラ
ン
ス
演
劇
界
が
強
い
ら
れ
た
変
化
と
は
？　

愛
国

心
を
掻
き
立
て
、プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
与
す
者
。娯
楽
の
中
に
一
抹
の
真
実
を
見
出
す
観
客
。
風

俗
劇
や
レ
ヴ
ュ
ー
の
流
行
、
前
線
で
催
さ
れ
る
軍
隊
劇
場
…
…
当
時
の
台
本
や
検
閲
調
書
を

渉
猟
し
、
戦
争
と
演
劇
の
関
係
の
本
質
に
迫
る
。 

23.4　

Ａ
５
判
四
三
六
頁　

六
〇
〇
〇
円

演
劇ギ

リシ
ア
劇
と
能
の
再
生 

佐
藤
亨
・

中
條
忍
・
廣
木
一
人
・
伊
達
直
之
・
村
田
真
一・
堀
真
理
子
・
外
岡
尚
美

西
洋
と
日
本
―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
的
舞
台
芸
術
は
、
時
空
を
超
え
て
い
か
に
融
合
し
、
混

沌
の
現
代
に
甦
っ
た
の
か
。〈
声
〉
と
〈
身
体
〉
を
テ
ー
マ
に
、
古
典
の
現
代
性
、
そ
し
て

東
西
の
二
つ
の
劇
様
式
の
再
生
の
意
義
と
変
容
を
縦
横
に
考
察
す
る
。

Ａ
５
判
三
〇
四
頁　

四
〇
〇
〇
円

エ
リ
ザベス
朝
演
劇
の
誕
生

玉
泉
八
州
男
編　
執
筆
＝
荒
木
正
純
・
井
手
新
・
成
田
篤
彦
・
高
田
茂
樹
他

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
登
場
以
前
の
民
衆
演
劇
の
《
起
源
》
を
浮
き
彫
り
に
す
べ
く
、
十
六
世
紀

演
劇
の
文
化
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
捉
え
直
し
、「
大
学
才
人
」
の
位
置
づ
け
を
再
考
し
、
さ

ら
に
は
代
表
的
大
学
才
人
の
詳
細
な
作
家
論
、
作
品
論
に
及
ぶ
画
期
的
論
文
集
。

Ａ
５
判
六
三
七
頁　

七
〇
〇
〇
円

奈
落
の
上
の
夢
舞
台 

後
期
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
演
劇
の
展
開

髙
田
茂
樹

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』、『
オ
セ
ロ
ー
』、『
冬
物
語
』
な
ど
の
後
期
作
品
を
取
り
上
げ
、
世
界
と
は
、

人
生
と
は
と
い
っ
た
問
い
か
け
を
舞
台
、
役
者
、
観
客
と
の
交
感
を
と
お
し
て
剔
抉
し
、
そ

こ
に
表
れ
る
作
家
の
思
索
、
そ
の
彷
徨
の
軌
跡
を
辿
る
こ
と
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
演
劇
の

核
心
に
迫
る
。 

19.3　

Ａ
５
判
二
九
二
頁　

四
〇
〇
〇
円
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演
劇 メ

イエル
ホ
リ
ド　
演
劇
の
革
命 

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
ン　

浦
雅
春
＋
伊
藤
愉
訳

ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
の
中
心
的
存
在
に
し
て
二
十
世
紀
演
劇
史
上
最
大
の
演

出
家
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
。
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
に
抹
殺
さ
れ
た
そ
の
鮮
烈
な
演
劇
の
実
際
を

夥
し
い
図
版
を
駆
使
し
つ
つ
生
き
生
き
と
再
現
す
る
決
定
版
評
伝
。

Ａ
５
判
四
五
二
頁　

五
〇
〇
〇
円

サ
ー
カス
と
革
命 

道
化
師
ラ
ザ
レ
ン
コ
の
生
涯

大
島
幹
雄

ロ
シ
ア
革
命
の
旗
手
と
し
て
民
衆
の
絶
大
な
支
持
を
集
め
た
「
赤
い
道
化
師
」
ヴ
ィ
タ
ー
リ

イ
・
ラ
ザ
レ
ン
コ
。
そ
の
生
涯
を
追
う
と
と
も
に
、
彼
の
盟
友
と
し
て
同
時
代
の
ア
ヴ
ァ
ン

ギ
ャ
ル
ド
芸
術
を
牽
引
し
た
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
イ
や
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
足
跡
を
も
た
ど
る
、

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。 

13.12　

四
六
判
二
七
二
頁　

二
八
〇
〇
円

モス
ク
ワ
芸
術
座
の
人
々 

去
り
ゆ
く
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代

ア
ナ
ト
ー
リ
ー•

ス
メ
リ
ャ
ン
ス
キ
ー　

木
村
妙
子
訳

一
九
六
〇
―
七
〇
年
代
の
絶
頂
期
に
は
社
会
を
揺
が
す
震
源
地
と
も
な
っ
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
演

劇
。
百
年
の
歴
史
を
も
つ
モ
ス
ク
ワ
芸
術
座
と
関
わ
り
つ
つ
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
権
力
と
闘

い
な
が
ら
自
由
な
表
現
を
求
め
て
時
代
に
抗
し
た
演
劇
人
た
ち
の
姿
を
と
お
し
て
、
忘
れ
ら

れ
た
〈
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
文
明
〉
を
検
証
す
る
。 

13.3　

四
六
判
三
三
九
頁　

三
五
〇
〇
円

「
三
人
姉
妹
」演
出
ノ
ー
ト
★

Г
・
ト
フ
ス
ト
ノ
ー
ゴ
フ　

矢
沢
英
一
訳

 《
今
日
の
演
出
に
は
チ
ェ
ー
ホ
フ
が
必
要
で
あ
る
。
古
く
な
っ
た
の
は
チ
ェ
ー
ホ
フ
で
は
な

く
、
そ
の
演
出
方
法
で
あ
る
》。
古
典
の
現
代
的
演
出
で
知
ら
れ
る
ボ
リ
シ
ョ
イ
・
ド
ラ
マ

劇
場
の
演
出
家
が
チ
ェ
ー
ホ
フ
劇
演
出
の
新
た
な
方
向
を
示
す
。Ａ

５
判
一
四
八
頁　
一
五
〇
〇
円

世
界
は
劇
場
／
人
生
は
夢磯

野
守
彦
・
佐
竹
謙
一・
矢
橋
透
他

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
か
ら
能
、
京
劇
、
ハ
イ
ナ
ー
・
ミ
ュ
ラ
ー
ま
で
、
古
今
東
西
の
ジ
ャ
ン
ル

の
垣
根
を
越
え
た
九
名
の
研
究
者
に
よ
る
最
新
の
演
劇
論
集
。〈
劇
場
＝
世
界
〉
の
中
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
〈
夢
＝
人
生
〉
を
鮮
烈
に
描
き
出
す
。
関
係
年
表
、
参
考
図
版
付
き
で
入
門

者
に
最
適
。 

四
六
判
二
八
四
頁　

二
八
〇
〇
円

ピ
ラン
デッロ　
秘
密
の
素
顔

フ
ェ
デ
リ
ー
コ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
レ
・
ナ
ル
デ
ッ
リ　

斎
藤
泰
弘
訳

二
十
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
を
代
表
す
る
小
説
家
、
劇
作
家
が
《
自
主
亡
命
》
中
の
パ
リ
に
、
出

版
し
た
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
伝
が
当
人
の
逆
鱗
に
ふ
れ
て
警
察
に
押
収
さ
れ
、
同
じ
く
亡
命
し
て

来
た
著
者
が
、三
カ
月
に
わ
た
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
書
き
上
げ
た
、半
ば
ピ
ラ
ン
デ
ッ

ロ
の
自
伝
と
も
言
い
う
る
詳
細
な
伝
記
。 

20.3　

Ａ
５
判
三
二
〇
頁　

四
〇
〇
〇
円

ピ
ラン
デッロ
戯
曲
集 

Ⅰ　
役
割
ご
っ
こ
／
作
者
を
探
す

六
人
の
登
場
人
物 
斎
藤
泰
弘
編
訳

世
界
大
戦
の
破
壊
と
殺
戮
の
中
で
、現
代
演
劇
を
切
り
開
い
た
ピ
ラ
ン
デ
ッ
ロ
。ベ
ル
エ
ポ
ッ

ク
期
の
市
民
劇
を
極
限
ま
で
推
し
進
め
た
『
役
割
ご
っ
こ
』、
自
分
た
ち
の
人
生
の
ド
ラ
マ

を
上
演
し
よ
う
と
異
常
な
一
家
が
訪
ね
て
く
る
傑
作
『
作
者
を
探
す
六
人
の
登
場
人
物
』
を

収
録
。 

21.11　

Ａ
５
判
二
八
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

ピ
ラン
デッロ
戯
曲
集 

Ⅱ　
エ
ン
リ
ー
コ
四
世
／
裸
体
に

衣
服
を 

斎
藤
泰
弘
編
訳

狂
気
か
ら
覚
め
た
主
人
公
が
失
っ
た
時
間
に
抗
お
う
と
、
他
人
を
巻
き
込
ん
で
狂
人
の
世
界

を
演
じ
る
『
エ
ン
リ
ー
コ
四
世
』、
嗜
虐
本
能
を
テ
ー
マ
に
、
あ
る
女
性
に
起
き
た
事
件
の

真
相
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
『
裸
体
に
衣
服
を
』
を
収
録
。 

22.9　

Ａ
５
判
二
八
八
頁　

四
〇
〇
〇
円
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演
劇

夜
と
言
葉
と
世
界
の
果
てへの
旅 

小
池
博
史
作
品
集

小
池
博
史

一
九
八
二
年
の
立
ち
上
げ
か
ら
二
〇
一
二
年
の
解
散
ま
で
の
「
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
」
の

三
〇
年
間
と
、「
小
池
博
史
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
の
舞
台
作
品
制
作
の
た
め
に
書

か
れ
た
各
種
テ
キ
ス
ト
や
、
そ
の
ほ
か
短
い
物
語
に
い
た
る
ま
で
、
一
五
作
品
を
ま
と
め
た

作
品
集
。 

18.6　

四
六
判
三
二
五
頁　

二
八
〇
〇
円

新
・
舞
台
芸
術
論 

21
世
紀
風
姿
花
伝

小
池
博
史

舞
台
芸
術
と
は
何
か
、
そ
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
探
り
、
総
合
的
舞
台
芸
術
作
品
の
姿
を
あ

ぶ
り
だ
す
。一
九
八
二
年
か
ら
独
自
の
手
法
で
次
々
と
新
し
い
作
品
を
制
作
し
続
け
な
が
ら
、

世
界
的
知
名
度
を
得
て
き
た
著
者
に
よ
る
画
期
的
な
舞
台
芸
術
論
。

17.12　

四
六
判
二
五
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

現
代ロシ
ア
演
劇 

ソ
連
邦
崩
壊
か
ら
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
ま
で 

岩
田
貴

ソ
連
邦
崩
壊
後
の
束
の
間
の
自
由
の
後
、
市
場
経
済
へ
の
移
行
、
そ
し
て
文
化
統
制
政
策
へ

の
揺
り
戻
し
に
直
面
し
た
ロ
シ
ア
の
演
劇
人
た
ち
は
、
い
か
に
演
劇
を
続
け
、
い
か
な
る
表

現
を
追
求
し
た
の
か
。
気
鋭
の
劇
作
家
た
ち
の
作
品
を
、
三
十
年
間
の
時
代
背
景
の
な
か
で

解
き
明
か
す
。 

22.6　

三
一
八
頁　

三
二
〇
〇
円

安
部
公
房
の
演
劇

高
橋
信
良

一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
自
ら
劇
団
を
組
織
し
、〈
安
部
シ
ス
テ
ム
〉
と

名
付
け
ら
れ
た
演
技
体
系
に
よ
っ
て
、
新
劇
と
も
小
劇
場
運
動
と
も
異
な
る
独
自
の
道
を
模

索
し
た
、〈
小
説
家
〉
安
部
公
房
の
演
劇
に
気
鋭
の
ア
ル
ト
ー
研
究
者
が
迫
る
。

Ａ
５
判
三
二
三
頁　

四
〇
〇
〇
円

六
〇
年
代
演
劇
再
考

岡
室
美
奈
子
・
梅
山
い
つ
き
編

六
〇
年
代
演
劇
と
は
い
っ
た
い
な
ん
だ
っ
た
の
か
？　

唐
十
郎
、
蜷
川
幸
雄
、
別
役
実
、
佐

藤
信
、
横
尾
忠
則
、
扇
田
昭
彦
、
大
笹
吉
雄
、
菅
孝
行
と
い
っ
た
〈
ア
ン
グ
ラ
演
劇
〉
の
巨

人
た
ち
と
批
評
家
た
ち
が
語
る
六
〇
年
代
演
劇
の
実
像
。
決
定
保
存
版
！

12.3　

Ａ
５
判
二
八
〇
頁　

三
五
〇
〇
円
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演
劇

クロ
ー
デル
小
喜
劇
集

テ
ィエ
リ
・マレ
編　

石
井
咲
＋
岡
村
正
太
郎
＋
永
田
翔
希
＋
中
山
慎
太
郎
他
訳

歓
喜
と
哄
笑
が
渦
巻
く
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
喜
劇
世
界
！　

英
雄
メ
ネ
ラ
オ
ス
と
ヘ
レ
ネ
を

め
ぐ
る
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
を
喜
劇
に
仕
立
て
た
『
プ
ロ
テ
ウ
ス
』
ほ
か
、
笑
い
を
恩
寵
と
見
な

し
た
ク
ロ
ー
デ
ル
が
自
ら
の
陰
鬱
な
神
学
的
思
考
や
歴
史
観
の
枠
を
越
え
て
書
き
上
げ
た
、

小
戯
曲
五
編
。 

19.12　

Ａ
５
判
二
八
九
頁　

四
〇
〇
〇
円

グ
ラン=

ギニョル
傑
作
選 

ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
の
恐
怖
演
劇

真
野
倫
平
編
訳

硫
酸
を
か
け
ら
れ
脳
髄
を
切
り
刻
ま
れ
、
生
皮
を
剥
が
れ
る
人
間
た
ち
、
そ
し
て
ギ
ロ
チ
ン
、

人
体
改
造
、
拷
問
…
…
グ
ラ
ン
＝
ギ
ニ
ョ
ル
座
を
中
心
に
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
の
パ
リ
を
震
撼

さ
せ
た
恐
怖
の
演
劇
が
い
ま
甦
る
。

10.11　

Ａ
５
判
二
六
七
頁　

三
八
〇
〇
円

ど
う
に
も
こ
う
に
も

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
フ
ェ
ド
ー　

桑
原
隆
行
訳

歌
姫
リ
ュ
セ
ッ
ト
は
貧
し
く
も
魅
力
的
な
青
年
ボ
ワ
＝
ダ
ン
ギ
ア
ン
に
夢
中
。
一
方
の
ボ
ワ

＝
ダ
ン
ギ
ア
ン
は
彼
女
へ
の
未
練
を
残
し
な
が
ら
も
、
資
産
家
令
嬢
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
ヌ
と
の

結
婚
を
決
め
て
い
た
…
…
。
世
紀
末
の
パ
リ
社
交
界
を
舞
台
に
歯
痒
い
恋
の
駆
け
引
き
を
描

く
、
フ
ラ
ン
ス
式
艶
笑
コ
メ
デ
ィ
の
傑
作
。 

17.5　

四
六
判
二
五
三
頁　

三
〇
〇
〇
円

チェー
ホフ
戯
曲
選

松
下
裕
訳

い
ま
な
お
世
界
中
で
上
演
さ
れ
続
け
て
い
る
チ
ェ
ー
ホ
フ
劇
。
演
劇
史
上
の
傑
作
と
し
て
名

高
い
四
大
劇
「
か
も
め
」「
ワ
ー
ニ
ャ
お
じ
さ
ん
」「
三
人
姉
妹
」「
桜
の
園
」
を
含
む
戯
曲
、

全
十
四
篇
を
一
巻
に
収
め
た
、
著
者
の
没
後
一
〇
〇
年
を
記
念
す
る
愛
蔵
本
。

Ａ
５
判
六
二
九
頁　

六
〇
〇
〇
円

戯
曲タンバレ

イン

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー•

マ
ー
ロ
ウ　

高
田
茂
樹
訳

〈
獲
る
か
、
獲
ら
れ
る
か
。
死
か
、
生
か
〉。
十
五
世
紀
初
頭
、
中
央
ア
ジ
ア
に
興
り
、
地
中

海
沿
岸
か
ら
イ
ン
ド
に
ま
で
版
図
を
拡
げ
た
覇
者
テ
ィ
ム
ー
ル
大
帝
の
野
心
と
あ
く
な
き
欲

望
を
壮
大
に
描
き
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
演
劇
の
幕
開
け
と
な
っ
た
傑
作
戯
曲
。

 
12.12　

Ａ
５
判
二
八
五
頁　

四
〇
〇
〇
円

セレス
ティー
ナ 

カ
リ
ス
ト
と
メ
リ
ベ
ー
ア
の
悲
喜
劇

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
デ
・
ロ
ハ
ス　

岡
村
一
訳

売
春
の
取
り
持
ち
か
ら
産
婆
、
悪
魔
使
い
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
請
け
負
う
老
婆
セ
レ
ス

テ
ィ
ー
ナ
。
貴
族
の
若
者
の
恋
の
仲
立
ち
を
依
頼
さ
れ
る
が
、
事
態
は
悲
劇
的
結
末
へ
と
向

か
い
…
…
人
間
の
欲
望
、
衝
動
、
情
念
を
生
々
し
く
描
き
切
っ
た
ス
ペ
イ
ン
中
世
文
学
の
傑

作
。
詳
細
な
注
と
解
説
を
付
し
た
新
訳
決
定
版
。 

20.6　

Ａ
５
判
三
一
九
頁　

四
〇
〇
〇
円

夢
は
人
生 

四
幕
の
メ
ル
ヘ
ン
劇

フ
ラ
ン
ツ
・
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ァ
ー　

城
田
千
鶴
子
訳

古
代
ペ
ル
シ
ャ
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
《
権
力
》
と
《
愛
》
と
《
夢
》
を
め
ぐ
る
四
幕

の
戯
曲
。
十
九
世
紀
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
最
高
の
劇
作
家
と
評
さ
れ
る
著
者
が
帝
都
ウ
ィ
ー
ン

を
騒
然
と
さ
せ
た
代
表
作
。

 
19.8　

四
六
判
一
六
四
頁　

二
〇
〇
〇
円
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演
劇

オ
ペ
ラ

オペラのメ
デ
イ
ア 

近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ミ
ソ
ジ
ニ
ー梅

野
り
ん
こ

ル
イ
十
四
世
の
威
光
を
称
え
る
べ
く
誕
生
し
た
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ペ
ラ
。
そ
こ
に
幾
度
と
な
く

登
場
す
る
魔
女
メ
デ
イ
ア
は
、
父
を
裏
切
り
、
子
を
殺
し
、
夫
を
懲
罰
し
続
け
る
…
…
近
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
底
流
す
る
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
の
一
端
を
、
オ
ペ
ラ
の
台
本
を
通
し
て
浮
き
彫
り
に

す
る
。 

14.11　

Ａ
５
判
三
〇
六
頁　

四
五
〇
〇
円

フ
ランス・オペラの
美
学 

音
楽
と
言
語
の
邂
逅

内
藤
義
博

十
七
世
紀
に
は
悲
劇
よ
り
も
劣
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
観
客
を
魅
了
し
、
十
八
世
紀

に
は
独
自
の
美
学
を
洗
練
さ
せ
た
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ペ
ラ
。
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
、
韻
律
、
調

性
、
朗
唱
、
仕
掛
け
の
問
題
を
通
し
て
ラ
シ
ー
ヌ
に
も
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
も
書
け
な
か
っ
た

「
音
楽
悲
劇
」
の
秘
密
に
迫
る
。 

17.10　

Ａ
５
判
二
六
一
頁　

四
〇
〇
〇
円

変
貌
す
る
フ
ランス・オペラ 

ブ
フ
ォ
ン
論
争
の
功
罪内

藤
義
博

十
八
世
紀
半
ば
、
パ
リ
音
楽
界
を
二
分
し
、
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
と
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ペ
ラ
の
優

劣
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た「
ブ
フ
ォ
ン
論
争
」と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
グ
リ
ム
、ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
、

デ
ィ
ド
ロ
、
ラ
モ
ー
、
そ
し
て
ル
ソ
ー
ま
で
、
喧
し
い
論
戦
を
か
き
わ
け
て
、
そ
の
全
容
を
明

ら
か
に
す
る
。 

20.12　

Ａ
５
判
三一
八
頁　

四
五
〇
〇
円

現
代
スペイン
演
劇
選
集

ミ
ウ
ラ
、
ブ
エ
ロ･

バ
リ
ェ
ホ
、
サ
ス
ト
レ　

佐
竹
謙
一
編
訳

内
戦
に
「
勝
利
」
し
た
フ
ラ
ン
コ
独
裁
体
制
下
の
検
閲
の
嵐
の
中
で
も
、
演
劇
活
動
が
や
む

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
困
難
な
時
代
の
演
劇
的
抵
抗
精
神
の
あ
り
か
を
示
す
三
人
の
劇
作

家
の
代
表
作
三
篇
に
、
今
世
紀
ス
ペ
イ
ン
演
劇
の
歩
み
を
詳
細
に
跡
付
け
た
解
説
を
付
す
。

Ａ
５
判
並
製
二
六
七
頁　

三
五
〇
〇
円

21
世
紀
のスペイン
演
劇
①

Ｊ
・
Ｃ
・
ル
ビ
オ
、
Ｂ
・
ド
メ
ネ
ク
、
Ｊ
・
Ｍ
・
モ
ラ
他　

田
尻
陽
一
他
訳

息
子
は
か
つ
て
父
親
に
恋
を
し
た
男
と
語
り
合
い
、
娘
は
母
親
と
い
う
存
在
に
抱
く
嫌
悪
感
を

述
べ
立
て
る
。
恋
人
を
、
友
人
を
喪
い
、
心
に
傷
を
抱
え
て
生
き
る
人
々
―
―
二
十
一
世
紀
と

い
う
時
代
と
切
り
結
ぶ
ス
ペ
イ
ン
演
劇
最
前
線
の
七
人
の
作
家
た
ち
が
多
彩
な
手
法
で
生
の
混

沌
を
剔
出
す
る
戯
曲
七
編
。 

19.11　
Ａ
５
判
三
二
三
頁　
四
〇
〇
〇
円

ラ
テン
ア
メ
リ
カ
現
代
演
劇
集

レ
ネ
ー
・
マ
ル
ケ
ス　

ホ
セ
・
ト
リ
ア
ー
ナ
他　

佐
竹
謙
一
編
訳

欧
米
の
新
し
い
演
劇
の
影
響
を
う
け
つ
つ
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
《
現
実
》
を
鋭
利
に
抉
り
だ

し
な
が
ら
も
、
小
説
や
詩
に
比
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
現

代
演
劇
を
一
九
六
〇
年
前
後
の
作
品
を
中
心
に
紹
介
す
る
、
本
邦
初
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。

Ａ
５
判
二
九
九
頁　

四
〇
〇
〇
円
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演
劇

オペラ
／
音
楽
劇
研
究
の
現
在 

創
造
と
伝
播
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム 

佐
藤
英
・
大
西
由
紀
・
岡
本
佳
子
編

音
楽
・
テ
キ
ス
ト
・
舞
台
が
一
体
と
な
っ
た
音
楽
劇
に
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ
ば
よ

い
か
。
作
品
解
釈
や
演
出
手
法
の
み
な
ら
ず
、
劇
場
の
運
営
か
ら
上
演
作
品
の
選
定
、
政
治

経
済
と
の
関
わ
り
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
流
通
、
地
域
毎
の
特
色
か
ら
教
育
事
業
ま
で
を

考
査
す
る
オ
ペ
ラ
／
音
楽
劇
研
究
の
幕
開
け
！ 

21.3　

Ａ
５
判
三
七
九
頁　

四
五
〇
〇
円

ロッシ
ーニ《
セ
ビ
ー
リャの
理
髪
師
》 

名
作
を
究
め
る
十

の
扉	

水
谷
彰
良

二
百
年
間
た
え
ず
上
演
さ
れ
て
き
た
オ
ペ
ラ
《
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
理
髪
師
》
に
は
、
い
ま
だ
知

ら
れ
ざ
る
謎
が
あ
っ
た
。
初
演
失
敗
の
真
実
、
一
世
紀
以
上
も
流
布
し
た
改
変
の
理
由
、
自

筆
譜
に
残
さ
れ
た
意
図
、
日
本
で
の
特
異
な
受
容
―
―
ロ
ッ
シ
ー
ニ
研
究
の
第
一
人
者
が
名

曲
の
舞
台
裏
と
隠
さ
れ
た
真
実
に
迫
る
。 

17.2　

Ａ
５
判
三
一
〇
頁　

三
五
〇
〇
円
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現
代
美
術
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

ゲルハル
ト・リ
ヒ
タ
ー 

絵
画
の
未
来
へ

林
寿
美

「
絵
画
の
終
焉
」
が
さ
さ
や
か
れ
て
久
し
い
現
代
に
お
い
て
な
お
、
絵
画
を
描
き
つ
づ
け
る

こ
と
。
写
真
を
描
き
う
つ
す
〈
フ
ォ
ト
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
〉
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
イ
メ
ー
ジ

を
も
ち
い
た
近
作
〈
ス
ト
リ
ッ
プ
〉
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
作
品
を
横
断
し
、「
現
代
最
高

峰
の
画
家
」
の
制
作
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
。 

22.8　
一
六
四
頁　

二
五
〇
〇
円

現
代
美
術
ス
タ
ディー
ズ

編
集
委
員
＝
島
敦
彦
・
山
梨
俊
夫

二
十
一
世
紀
に
突
入
し
、
一
層
多
様
化
・
変
容
し
つ
づ
け
る
現
代
美
術
の
世
界
。
今
日
の
美
術
の

状
況
を
理
解
し
、
多
角
的
に
読
む
た
め
の
あ
ら
た
な
展
望
を
ひ
ら
く
。
現
代
美
術
研
究
の
最
前

線
が
こ
こ
に
！

 

Ａ
５
判
上
製

現
代
美
術
の
誕
生
と
変
容

山
梨
俊
夫

「
絵
画
が
自
ら
の
物
質
的
性
格
を
露
に
し
始
め
た
」
二
十
世
紀
後
半
か
ら
二
十
一
世
紀
初
頭

ま
で
の
主
に
日
本
の
現
代
美
術
の
変
転
を
、
物
質
性
、
自
律
性
、
独
創
性
、
現
実
性
の
四
つ

の
視
点
か
ら
読
み
と
き
、
そ
れ
に
関
わ
る
作
家
、
作
品
を
詳
述
す
る
。

 
22.6　

三
二
六
頁
＋
別
丁
八
頁
カ
ラ
ー　

四
〇
〇
〇
円
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シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
25
時

ル
ネ・クル
ヴェル 

ち
り
ぢ
り
の
生

鈴
木
大
悟

典
型
的
な
プ
チ
・
ブ
ル
、
同
性
愛
者
、
結
核
患
者
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
…
…　

矛
盾
に
み
ち
た

生
を
駆
け
抜
け
た
異
端
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
に
し
て
絶
対
的
自
由
を
渇
望
す
る
生
粋
の
ロ

マ
ン
チ
ス
ト
。
か
つ
て
の
仲
間
と
も
決
別
せ
ん
と
し
た
そ
の
激
烈
な
生
涯
と
作
品
を
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
読
み
解
く
。 

11.3　

二
九
二
頁　

三
〇
〇
〇
円

ヴィク
トル・
ブロ
ー
ネル 

燐
光
す
る
イ
メ
ー
ジ

齊
藤
哲
也

い
ま
も
な
お
、
深
い
闇
の
中
で
鈍
い
光
を
発
す
る
《
魔
術
的
画
家
》
の
全
貌
。
ル
ー
マ
ニ
ア

に
生
ま
れ
、
疾
走
す
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
時
代
を
《「
遅
れ
」
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
》

と
し
て
生
き
、
そ
し
て
左
目
を
失
っ
た
画
家
の
実
像
に
肉
薄
す
る
野
心
的
な
試
み
。

09.12　

総
三
七
九
頁（
別
丁
図
版
一
二
八
頁
）　

三
五
〇
〇
円

ロジェ・ジルベール=

ルコン
ト 

虚
無
へ
誘
う
風

谷
昌
親

な
ぜ
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
な
の
か
―
―
ル
ネ
・
ド
ー
マ
ル
ら
と
《
大
い
な
る
賭
け
》
グ
ル
ー

プ
を
主
宰
し
、
ブ
ル
ト
ン
と
対
立
し
な
が
ら
も
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
こ
だ
わ
り
続
け
た

ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
詩
人
の
肖
像
。
生
を
壊
し
、
死
を
導
き
入
れ
る
異
端
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ト
の
全
貌
。 

10.7　

三
五
六
頁　

三
五
〇
〇
円

ヴォル
フ
ガン
グ・パーレン 

幻
視
す
る
横
断
者

齊
藤
哲
也

ウ
ィ
ー
ン
に
生
を
享
け
、
パ
リ
で
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
に
身
を
投
じ
、
第
二
次
大
戦
中

に
は
メ
キ
シ
コ
へ
亡
命
し
た
理
知
の
画
家
に
し
て
思
想
家
、
沸
騰
す
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
哲
学
、
物
理
学
を
吸
収
し
、
ブ
ル
ト
ン
を
驚
倒
さ
せ
な
が
ら
も
自
裁
に
至
る
そ

の
五
十
四
年
の
生
涯
を
追
う
。 

12.12　

二
七
六
頁
＋
別
丁
図
版
四
〇
頁　

三
五
〇
〇
円

シュルレア
リスムの
25
時

内
部
で
は
な
い
は
ず
な
の
に
外
部
で
も
な
い
場
所
、
も
は
や
今
日
で
は
な
い
が
、
明
日
に
も

譲
り
渡
す
こ
と
の
で
き
な
い
時
間
の
う
ち
に
何
度
で
も
書
き
こ
ま
れ
て
い
く
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
。
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
異
端
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
を
紹
介
す

る
書
下
し
の
シ
リ
ー
ズ
。
小
社
創
立
三
十
周
年
記
念
出
版
。 

内
容
見
本
呈　

四
六
判
上
製

ジョゼ
フ・シマ 

無
音
の
光

谷
口
亜
沙
子

〈
彼
が
目
を
さ
ま
せ
ば
、岩
は
砕
け
ち
る
〉（
オ
ク
タ
ビ
オ
・
パ
ス
）。
ボ
ヘ
ミ
ア
か
ら
パ
リ
へ
、

再
び
冷
戦
下
の
チ
ェ
コ
へ
。
境
界
を
生
き
抜
き
一
切
が
溶
け
あ
う
光
の
表
現
へ
達
し
た
異
色

画
家
の
全
貌
。

11.1　

総
二
六
九
頁（
別
丁
図
版
三
二
頁
）　

三
二
〇
〇
円

クロ
ー
ド・カ
ー
アン 

鏡
の
な
か
の
あ
な
た

永
井
敦
子

女
で
は
な
く
、
男
で
も
な
く
…
…
。
仮
面
や
鏡
を
使
っ
て
偽
装
し
た
セ
ル
フ
ポ
ー
ト
レ
ー
ト

等
に
よ
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
う
革
命
的
な
写
真
家
／
作
家
／
思
想

家
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
再
発
見
さ
れ
た
、特
異
な
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
の
実
像
に
迫
る
。

10.2　

二
七
三
頁　

二
五
〇
〇
円

マクシム・アレ
ク
サン
ドル 

夢
の
可
能
性
、
回
心
の
不
可

能
性 

鈴
木
雅
雄

ユ
ダ
ヤ
教
／
キ
リ
ス
ト
教
、
独
語
／
仏
語
、
夢
／
現
実
、
そ
し
て
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
…
…

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
引
き
裂
か
れ
、
そ
の
内
部
に
も
、
外
部
に
も
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま

ま
詩
を
書
き
続
け
た
ひ
と
り
の
〈
凡
庸
〉
な
詩
人
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
が
個
人
に
も
た
ら
し
た
も
の
を
再
考
す
る
。 

12.1　

二
八
三
頁　

二
八
〇
〇
円
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シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
25
時

ゲ
ラシム・ル
カ 

ノ
ン
＝
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
戦
略

鈴
木
雅
雄

つ
っ
か
え
、切
り
裂
き
、撹
乱
す
る
、驚
異
の「
吃
音
」言
語
！　

圧
倒
的
な「
吃
音
」詩
群
を
遺
し
、

「
ア
ン
チ
＝
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
」と
も
比
較
さ
れ
る「
ノ
ン
＝
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
」の
概
念
を
生
み
出
し

た
謎
め
い
た
詩
人
の
生
涯
と
テ
ク
ス
ト
を
追
い
な
が
ら
、
無
名
の
詩
人
が
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を

ど
う
作
り
か
え
た
の
か
を
読
み
と
く
。 

09.12　

二
四
九
頁　

二
五
〇
〇
円

ジョル
ジュ・エナン 
追
放
者
の
取
り
分

中
田
健
太
郎

編
集
者
、
批
評
家
、
活
動
家
、
そ
し
て
詩
人
…
…　
数
多
の
顔
を
も
つ
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
に

し
て
エ
ジ
プ
ト
・
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
の
主
導
者
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
エ
ナ
ン
。
詩
篇
を

読
解
し
な
が
ら
波
瀾
万
丈
の
生
涯
と
思
想
の
足
跡
を
た
ど
る
。

13.11　

二
九
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

ジャン=

ピエ
ール・デュプレ
ー 

黒
い
太
陽

星
埜
守
之

〈
心
揺
さ
ぶ
る
絶
望
の
な
か
の
無
垢
〉（
マ
ン
デ
ィ
ア
ル
グ
）。
二
十
九
歳
で
自
ら
命
を
断
っ

た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
詩
人
の
生
涯
を
追
い
、
語
の
解
体
／
捏
造
／
増
殖
に
よ
る
言
語
の
新

し
い
可
能
性
を
考
え
る
。

10.10　

二
二
五
頁　

二
五
〇
〇
円

 

全
巻
完
結　

全
十
冊
セ
ッ
ト
定
価
三
〇
、〇
〇
〇
円

第
二
期

カレル・タ
イ
ゲ 

ポ
エ
ジ
ー
の
探
求
者

阿
部
賢
一

前
衛
芸
術
を
牽
引
し
、
雑
誌
を
創
刊
し
、
装
幀
を
手
が
け
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
残
し
た
、
チ
ェ

コ
・
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
の
最
重
要
人
物
。
モ
ス
ク
ワ
と
パ
リ
に
挟
ま
れ
た
プ
ラ
ハ
と

い
う
磁
場
で
終
生
〈
ポ
エ
ジ
ー
〉
を
謳
い
、
い
ま
だ
グ
ル
ー
プ
の
精
神
的
支
柱
で
あ
り
続
け

る
理
論
家
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。 

17.12　

三
四
〇
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

三
五
〇
〇
円

ミ
シェル・ファル
ド
ゥ
ー
リ
ス
＝
ラ
グ
ラン
ジュ 

神
話
の

声
、
非
人
称
の
声 

國
分
俊
宏

バ
タ
イ
ユ
や
レ
リ
ス
の
激
賞
を
受
け
、
グ
ル
ー
プ
の
傍
ら
で
秘
教
的
な
言
語
世
界
を
構
築
し

た
カ
イ
ロ
生
ま
れ
の
ギ
リ
シ
ア
人
。
事
物
の
根
源
を
ま
な
ざ
す
難
解
き
わ
ま
り
な
い
詩
的
散

文
を
つ
ぶ
さ
に
辿
り
、
人
称
と
い
う
装
置
に
収
ま
り
き
ら
な
い
詩
人
の
「
声
」
に
耳
を
傾
け

る
。 

17.12　

二
八
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

ジャン
＝
クロ
ー
ド・シルベルマン 

フ
ィ
ギ
ュ
ー
ル
の
危
険
な

誘
惑 

齊
藤
哲
也

五
〇
―
六
〇
年
代
の
パ
リ
・
グ
ル
ー
プ
の
一
翼
を
担
い
、
ブ
ル
ト
ン
の
死
、
五
月
革
命
そ
し

て
グ
ル
ー
プ
解
体
を
経
て
も
な
お
〈
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
〉
で
あ
り
、
タ
ブ
ロ
ー
を
切
り
抜

い
て
「
看
板
」
を
作
り
、
デ
ッ
サ
ン
に
詩
を
つ
け
て
「
絵
本
」
を
描
く
画
家
・
詩
人
の
生
き

様
を
追
う
！ 

18.2　

二
八
三
頁
＋
別
丁
図
版
六
頁　

三
二
〇
〇
円
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シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
25
時

ミシェル・カル
ー
ジュ 

至
高
点
を
め
ざ
す
二
つ
の
道

新
島
進

カ
ト
リ
ッ
ク
な
が
ら
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
深
く
傾
倒
し
た
作
家
。
人
の
機
械
化
と
孤
独
化

が
進
む
現
代
を
先
見
す
る
〈
独
身
者
機
械
〉
論
を
は
じ
め
、
神
秘
思
想
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
が
一
人
の
知
識
人
の
な
か
で
錯
綜
し
た
様
相
か
ら
、
至
高
点
を
め
ざ
し
た
二
つ
の
道
の
行

方
を
追
う
。 

近
刊

エル
ヴェ・テレマック 

形
象
の
冒
険

中
田
健
太
郎

五
〇
年
代
後
半
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
美
術
を
学
び
、
人
種
差
別
を
感
じ
て
六
〇
年
代
初
頭
に

パ
リ
へ
と
移
り
、
抽
象
表
現
主
義
や
抒
情
的
抽
象
を
横
目
に
、
フ
ィ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
・
ナ
ラ

テ
ィ
ヴ
に
加
わ
っ
た
そ
の
足
跡
を
た
ど
り
、
現
代
美
術
に
お
け
る
具
象
的
形
態
の
可
能
性
を

浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
。 

近
刊

クロ
ー
ド・タルノ
ー 

逃
走
線
と
神
話

鈴
木
雅
雄

四
七
年
の
展
覧
会
や
機
関
紙『
ネ
オ
ン
』に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
ブ
ロ
ー

ネ
ル
ら
と
と
も
に
脱
退
、
そ
の
後
世
界
各
地
を
転
々
と
し
、
一
つ
の
神
話
を
生
き
る
よ
う
に

自
ら
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
生
き
た
芸
術
家
。「
客
観
的
偶
然
」
の
理
論
と
実
践
を
更
新

し
た
秘
め
ら
れ
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
の
軌
跡
。 

近
刊

フル
ー
リ・ジョゼ
フ・クレパン 

日
常
の
魔
術

長
谷
川
晶
子

「
三
百
枚
の
絵
を
描
け
ば
戦
争
は
終
わ
る
」
―
―
突
然
聞
こ
え
た
〈
声
〉
に
し
た
が
っ
て
描

き
は
じ
め
る
と
、
三
百
枚
目
を
描
き
終
え
た
翌
日
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
降
伏
…
…
デ
ュ

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
に
見
出
さ
れ
、
ブ
ル
ト
ン
に
称
賛
さ
れ
た
霊
媒
画
家
の
謎
め
い
た
生
涯
と
魔
術

的
な
作
品
を
解
明
す
る
。 

18.10　

二
四
三
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

ジゼル・
プ
ラシノス 
フ
ァ
ム
＝
ア
ン
フ
ァ
ン
の
逆
説

鈴
木
雅
雄

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
に
見
出
さ
れ
た
自
動
記
述
の
天
才
少
女
は
、
一
度
は
文
学
か
ら
離

れ
る
も
、
や
が
て
小
説
家
、
ま
た
特
異
な
壁
掛
け
の
作
り
手
と
し
て
再
び
自
ら
を
見
出
す
。

子
ど
も
／
大
人
の
狭
間
で
、
遅
れ
て
き
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
出
会
い
な
お
す
逆
説
的
な

生
を
追
う
！ 

18.12　

三
〇
九
頁
＋
別
丁
図
版
四
頁　

三
五
〇
〇
円

ル
ネ・ド
ーマル 

根
源
的
な
体
験

谷
口
亜
沙
子

聖
な
る
山
の
登
攀
を
め
ざ
す
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
冒
険
小
説
『
類
推
の
山
』
を
書
い
た
ル
ネ
・
ド
ー

マ
ル
は
、
い
か
に
し
て
あ
の
清
澄
な
筆
致
に
た
ど
り
着
い
た
の
か
。
彼
岸
体
験
で
得
た
確
信

を
導
き
に
生
と
言
葉
に
一
切
の
偽
り
を
許
さ
な
か
っ
た
詩
人
の
歩
み
か
ら
、
真
に
人
生
を
照

ら
す
ポ
エ
ジ
ー
が
立
ち
現
れ
る
！ 

19.7　

二
八
七
頁　

三
二
〇
〇
円

ジュール・モヌロ 

ル
サ
ン
チ
マ
ン
か
ら
の
解
放

永
井
敦
子

『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
聖
な
る
も
の
』
を
著
し
た
こ
と
以
外
、
そ
の
全
体
像
が
謎
に
包
ま

れ
て
い
る
モ
ヌ
ロ
。
フ
ラ
ン
ス
文
化
・
思
想
の
潮
目
に
常
に
顔
を
覗
か
せ
な
が
ら
、
セ
ゼ
ー

ル
と
も
バ
タ
イ
ユ
と
も
ブ
ル
ト
ン
と
も
ド
ゴ
ー
ル
と
も
す
れ
違
い
、
黙
殺
の
憂
き
目
に
あ
っ

て
き
た
知
識
人
の
知
ら
れ
ざ
る
生
涯
に
光
を
あ
て
る
。 

20.1　

二
八
三
頁　

三
五
〇
〇
円
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ロ
ッ
ク
の
名
盤
！

ロックの
名
盤
！

洋
楽
ロ
ッ
ク
の
名
盤
を
ま
る
ま
る
一
冊
で
語
り
尽
く
し
、
あ
の
興
奮
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
話
題

の
シ
リ
ー
ズ
！　

欧
米
の
名
だ
た
る
批
評
家
／
研
究
者
た
ち
が
、歌
詞
や
サ
ウ
ン
ド
、ジ
ャ
ケ
ッ

ト
な
ど
、
そ
の
ア
ル
バ
ム
の
魅
力
の
す
べ
て
を
徹
底
解
説
す
る
。
日
本
語
版
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
解

説
と
デ
ィ
ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
ー
付
き
。 

内
容
見
本
呈　

四
六
判
並
製

アバ・ゴール
ド

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
リ　

石
本
哲
子
訳

「
チ
キ
チ
ー
タ
」「
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ク
イ
ー
ン
」
を
収
録
し
、
全
世
界
で
二
八
〇
〇
万
枚
を
売

り
上
げ
た
、
ア
バ
再
評
価
の
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
一
九
九
二
年
の
ベ
ス
ト
盤
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
か
ら
世
界
を
席
巻
し
た
ヒ
ッ
ト
曲
の
数
々
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
の
か
。

フ
ァ
ン
待
望
の
一
冊
。 
　

13.1　
一
七
九
頁　
一
五
〇
〇
円

レッド・ツェッペリン
Ⅳ

エ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス　

石
崎
一
樹
訳

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ド
ッ
グ
」「
天
国
へ
の
階
段
」
を
収
録
し
、
三
七
〇
〇
万
枚
を
売
り
上
げ
た

一
九
七
一
年
の
モ
ン
ス
タ
ー
・
ア
ル
バ
ム
。
タ
イ
ト
ル
や
歌
詞
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
至
る
ま
で

ち
り
ば
め
ら
れ
た
数
々
の
謎
と
秘
密
を
解
き
明
か
し
つ
つ
、「
史
上
最
高
」
と
も
評
さ
れ
る

こ
の
ア
ル
バ
ム
を
解
体
す
る
。 

　

13.1　

二
二
九
頁　
一
八
〇
〇
円

レット・イット・ビ
ー

ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
マ
ッ
テ
オ　

石
崎
一
樹
訳

な
ぜ
、
こ
れ
が
ビ
ー
ト
ル
ズ
「
最
後
の
ア
ル
バ
ム
」
な
の
か
。〈
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
ア
ル
バ
ム

の
な
か
で
唯
一
、
結
末
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
〉〈
あ
ら
ゆ
る
点
で
不
完
全
〉
な
こ
の
ア
ル

バ
ム
は
そ
れ
故
に
こ
そ
、
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
。
貴
重
な
証
言
と
取
材
に
よ
っ
て
毀
誉
褒

貶
の
ス
タ
ジ
オ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
紙
上
再
現
す
る
。 

13.5　
一
八
九
頁　
一
五
〇
〇
円

メ
イン・ス
ト
リ
ー
トの
な
ら
ず
者

ビ
ル
・
ヤ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ　

石
本
哲
子
訳

混
迷
の
六
〇
年
代
末
を
抜
け
、
亡
命
先
で
の
伝
説
的
な
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
ス
ト
ー
ン
ズ
の

サ
ウ
ン
ド
に
新
境
地
を
も
た
ら
し
た
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
歌
詞
、
関
係
者
の
証
言
を
手
が
か
り

に
、
そ
の
奇
跡
の
足
跡
を
た
ど
る
。
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
の
神
髄
こ
こ
に
あ
り
！

 
16.12　

二
一
八
頁　
一
八
〇
〇
円

サ
イン・オ
ブ・ザ・タ
イ
ム
ズ

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
マ
ト
ス　

石
本
哲
子
訳

ポ
ッ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
ア
ー
ト
に
し
た
男
、
プ
リ
ン
ス
。
そ
の
代
表
作
の
奥
深
さ
に
分

け
入
り
な
が
ら
、い
か
に
し
て
人
が
そ
の
虜
に
な
っ
て
い
く
の
か
を
綴
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

プ
リ
ン
ス
は
い
つ
だ
っ
て
新
し
い
！

 
16.12　

一
六
四
頁　
一
五
〇
〇
円
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人
文
科
学

人
文
科
学

思
考
の
最
前
線 

浅
沼
圭
司
＋
谷
内
田
浩
正
編

執
筆
＝
有
田
英
也
・
石
原
千
秋
・
岩
井
克
人
・
宇
野
邦
一
・
小
田
亮
・
姜
尚
中
・
隅
研
吾
・

黒
崎
宏
・
黒
崎
政
男
・
小
谷
真
理
・
高
橋
哲
哉
・
高
山
宏
・
田
崎
英
明
・
巽
孝
之
・
富
山
太

佳
夫
・
西
谷
修
・
前
田
英
樹
・
宮
本
陽
一
郎　

現
代
思
想
ガ
イ
ド
の
決
定
版
！

Ａ
５
判
並
製
三
二
〇
頁　
一
五
〇
〇
円

記
憶
術

フ
ラ
ン
セ
ス
・
Ａ
・
イ
エ
イ
ツ　

玉
泉
八
州
男
監
訳

印
刷
術
の
発
達
と
と
も
に
滅
び
、
完
全
に
忘
れ
さ
ら
れ
た
《
記
憶
術
》
の
、
ギ
リ
シ
ア
に
お

け
る
発
生
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ヘ
ル
メ
ス
主
義
的
、
隠
秘
主
義
的
展
開
に
至
る
二
千
年
の

歴
史
と
理
論
を
丹
念
に
掘
り
起
し
た
西
欧
思
想
史
研
究
の
記
念
碑
的
大
著
。

Ａ
５
判
五
一
九
頁
＋
別
丁
図
版
二
四
頁　

六
〇
〇
〇
円

想
起
の
空
間

ア
ラ
イ
ダ
・
ア
ス
マ
ン　

安
川
晴
基
訳

記
憶
、
歴
史
、
忘
却
、
想
起
…
…
二
十
世
紀
の
破
壊
と
忘
却
を
経
て
先
鋭
化
す
る
〈
記
憶
〉

を
め
ぐ
る
問
題
を
、
古
代
か
ら
今
日
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
至
る
文
化
的
記
憶
の
形
態
と
そ
の

変
遷
を
概
観
し
つ
つ
論
じ
つ
く
す
記
憶
の
思
想
史
。

Ａ
５
判
五
七
五
頁　

六
〇
〇
〇
円

集
合
的
記
憶
と
想
起
文
化 

メ
モ
リ
ー
・
ス
タ
ディ
ー
ズ
入
門

ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
エ
ア
ル　

山
名
淳
訳

我
々
の
営
為
の
根
底
に
流
れ
、
同
時
に
文
化
全
体
を
包
み
込
む
現
象
で
も
あ
る
《
記
憶
と
想

起
》
に
対
し
て
、
諸
学
問
は
い
か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
き
た
の
か
。
多
様
な
領
域
に
ま
た
が

る
《
記
憶
研
究
》
の
現
状
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
、《
記
憶
と
想
起
》
を
社
会
文
化
的
な
視
点
か

ら
ひ
も
と
く
。 

22.8　

Ａ
５
判
三
三
八
頁　

四
五
〇
〇
円

書
物
の
現
在

吉
本
隆
明
・
蓮
實
重
彦
・
清
水
徹
・
浅
沼
圭
司

映
像
の
優
位
、
活
字
文
化
の
衰
退
と
い
う
俗
説
を
排
し
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
電
子
出
版

に
至
る
《
書
物
》
の
歴
史
と
現
在
を
二
人
の
研
究
者
（
浅
沼
／
清
水
）
が
検
証
す
る
と
と
も

に
、
今
日
の
出
版
の
問
題
を
二
人
の
《
編
集
者
》（
蓮
實
／
吉
本
）
が
鋭
く
剔
抉
す
る
。

四
六
判
並
製
一
八
一
頁　
一
二
〇
〇
円

読
書
について

浅
沼
圭
司

印
刷
術
の
登
場
に
よ
っ
て
革
命
的
な
変
化
を
こ
う
む
っ
た《
読
書
》の
問
題
を
、菅
原
孝
標
女
、

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
、
サ
ル
ト
ル
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
四
人
の
典
型
的
「
読
者
」
の
考
察
を

通
じ
て
、
電
子
出
版
の
未
来
を
も
射
程
に
入
れ
、
徹
底
的
に
問
い
つ
め
る
読
書
／
書
物
論
。

四
六
判
三
二
二
頁　

三
五
〇
〇
円

書
物
の
迷
宮 

西
沢
栄
美
子

小
説
、
詩
、
絵
画
、
映
画
な
ど
、
様
々
な
場
面
に
現
れ
る
「
文
字
」、
そ
れ
が
担
う
《
意
味
》

と
は
何
か
。
文
字
を
、
単
な
る
意
味
伝
達
の
手
段
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
イ
メ
ー
ジ
」
と
し
て

捉
え
、
あ
ざ
や
か
に
読
み
解
く
、
気
鋭
の
美
学
者
の
斬
新
な
書
物
／
芸
術
論
。 

四
六
判
二
〇
九
頁　

二
五
〇
〇
円
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18
世
紀
印
刷
職
人
物
語

ニ
コ
ラ
・
コ
ン
タ　

宮
下
志
朗
訳

産
業
革
命
前
夜
の
パ
リ
、
見
習
い
印
刷
工
ジ
ェ
ロ
ー
ム
の
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
修
業
時
代
を

描
き
な
が
ら
、
工
房
へ
の
入
会
儀
礼
、
印
刷
工
の
組
合
と
そ
の
規
定
、
地
下
印
刷
の
裏
側
な

ど
、
著
者
自
身
の
体
験
を
も
と
に
、
十
八
世
紀
印
刷
工
房
の
様
子
を
い
き
い
き
と
詳
細
に
伝

え
る
貴
重
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。 

13.3　

四
六
判
二
〇
五
頁　

二
五
〇
〇
円

狂
気
と
権
力 
フ
ー
コ
ー
の
精
神
医
学
批
判

佐
々
木
滋
子

《
私
は
知
の
系
譜
学
的
歴
史
を
書
い
て
い
る
の
だ
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
真
の
導
き
の
糸

は
、
こ
の
権
力
の
問
題
に
あ
っ
た
の
だ
。》『
狂
気
の
歴
史
』
の
自
己
批
判
的
再
構
成
と
も
い

う
べ
き
一
九
七
三
―
七
四
年
度
の
講
義
を
徹
底
的
か
つ
明
快
に
読
み
解
き
、
フ
ー
コ
ー
の
思

想
の
核
心
に
迫
る
。 
Ａ
５
判
二
八
二
頁　

三
五
〇
〇
円

ミシェル・フ
ーコー『コレ
ー
ジュ・ド・フ
ランス
講
義
』

を
読
む 

佐
藤
嘉
幸
・
立
木
康
介
編

瞠
目
の
著
作
群
を
著
す
傍
ら
、
十
三
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ

ン
ス
講
義
。
苛
烈
な
知
性
が
遺
し
た
め
く
る
め
く
言
説
の
歴
程
を
前
期
・
中
期
・
後
期
に
分

け
、
各
時
期
の
中
核
的
主
題
を
際
立
た
せ
つ
つ
、
フ
ー
コ
ー
理
論
の
真
の
骨
格
を
抉
出
す
る

初
の
試
み
！ 

21.3　

Ａ
５
判
三
八
六
頁　

六
〇
〇
〇
円

ジル・ドゥル
ー
ズの
哲
学
と
芸
術 

ノ
ヴ
ァ
・
フ
ィ
グ
ラ

黒
木
秀
房

独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
哲
学
を
一
新
し
た
ド
ゥ
ル
ー
ズ
は
、
な
ぜ
芸
術
を
語
り
続
け
た
の
か
？

個
人
が
特
異
な
生
の
ス
タ
イ
ル
を
求
め
な
が
ら
共
同
体
を
創
出
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
切
り

開
い
た
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
哲
学
的
生
を
、〈
フ
ィ
ギ
ュ
ー
ル
〉
の
問
題
系
と
し
て
捉
え
直
し
、

概
念
の
創
造
‐
変
奏
の
ド
ラ
マ
を
目
撃
す
る
。 

20.2　

Ａ
５
判
二
五
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

スピノ
ザ
と
わ
た
し
た
ち

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ　

信
友
建
志
訳

ス
ピ
ノ
ザ
と
い
う
異
形
の
運
命
に
立
ち
戻
り
、そ
の
批
判
的
／
転
覆
的
意
味
そ
し
て
そ
の《
共
》

の
哲
学
を
今
こ
こ
に
布
置
す
る
。〈
ポ
ス
ト
近
代
の
政
治
的
地
平
を
展
望
し
よ
う
と
す
る
ネ
グ
リ

思
想
の
精
髄
〉。

11.11　

四
六
判
二
一
七
頁　

二
五
〇
〇
円

精
神
病
院
と
社
会
の
は
ざ
ま
で 

分
析
的
実
践
と
社
会

的
実
践
の
交
差
路 

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ　

杉
村
昌
昭
訳

ギ
リ
シ
ャ
の
レ
ロ
ス
島
か
ら
、
パ
リ
郊
外
の
ラ
ボ
ル
ド
精
神
病
院
へ
―
―
。
稀
代
の
哲
学
者
の
原

点
を
知
る
た
め
の
、
も
っ
と
も
コ
ン
パ
ク
ト
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
。
ガ
タ
リ
の
テ
ク
ス
ト
、
日
記
、
さ

ら
に
は
、
盟
友
ジ
ャ
ン
・
ウ
リ
に
よ
る
追
悼
文
や
貴
重
な
写
真
な
ど
を
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
す
る
。

12.8　

四
六
判
一
八
八
頁　

二
五
〇
〇
円

アン
チ・オ
イ
ディ
プスの
使
用マニュアル

ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
ナ
ド
ー　

信
友
建
志
訳

ポ
ッ
プ
心
理
学
、資
本
主
義
、そ
し
て
死
。混
沌
が
支
配
す
る
日
常
を
生
き
抜
く
た
め
に
、ド
ゥ

ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
の
思
想
は
い
か
に
実
践
し
う
る
の
か
。
気
鋭
の
哲
学
者
の
出
色
の
論
考
。

10.4　

四
六
判
三
四
七
頁　

三
八
〇
〇
円

美
学
の
プ
ラ
ク
ティス

星
野
太

た
え
ず
懐
疑
的
な
視
線
に
さ
ら
さ
れ
、「
居
心
地
の
悪
さ
」
を
指
摘
さ
れ
て
き
た
学
問
領
域
、

美
学
…
…
。「
崇
高
」「
関
係
」「
生
命
」
と
い
う
三
つ
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
、
抽
象
と
具

体
の
あ
い
だ
で
宙
吊
り
に
さ
れ
て
き
た
美
学
の
営
為
を
問
い
直
す
、
ひ
と
つ
の
実
践
の
記

録
。 

21.12　

四
六
判
二
三
二
頁　

二
五
〇
〇
円
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フッサ
ール
に
お
け
る
価
値
と
実
践 

善
さ
は
い
か
に
し
て

構
成
さ
れ
る
の
か 

八
重
樫
徹

初
期
の
『
論
理
学
研
究
』
か
ら
未
公
刊
の
草
稿
ま
で
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
哲
学
に
見
い
だ
せ
る
も

の
と
は
〈
よ
く
生
き
る
こ
と
〉
へ
の
問
い
で
あ
っ
た
。
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
価
値
論
」
を

丹
念
に
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、そ
れ
が「
感
情
」と
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
解
明
し
、

フ
ッ
サ
ー
ル
倫
理
学
に
ひ
と
つ
の
筋
道
を
見
出
す
。 

17.1　

四
六
判
三
〇
四
頁　

三
五
〇
〇
円

イマー
ジュの
肉 
絵
画
と
映
画
の
あ
い
だ
の
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ

マ
ウ
ロ
・
カ
ル
ボ
ー
ネ　

西
村
和
泉
訳

創
成
期
の
映
画
分
析
を
通
し
て
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
核
心
に
迫
ろ
う
と
し
た
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ

の
遺
志
を
継
ぎ
、『
見
え
る
も
の
と
見
え
な
い
も
の
』
の
中
心
的
主
題
で
あ
る
「
肉
」
の
概

念
を
再
考
し
、
世
界
の
現
実
を
知
覚
と
想
像
の
両
面
で
と
ら
え
る
、
ま
っ
た
く
新
し
い
存
在

哲
学
の
書
。 

17.12　

四
六
判
二
七
九
頁　

三
〇
〇
〇
円

経
験
と
出
来
事 

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
と
ド
ゥ
ル
ー
ズ
に
お
け

る
身
体
の
哲
学 

小
林
徹

経
験
と
出
来
事
の
あ
い
だ
を
揺
れ
動
く

―
。「
経
験
」
に
根
差
し
た
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ

の
思
考
と
、
絶
え
ず
「
出
来
事
」
へ
と
滑
り
込
ん
で
い
く
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
思
考
と
を
何
度
も

往
還
し
な
が
ら
、
現
代
に
お
け
る
〈
身
体
〉
の
在
り
処
を
指
し
示
す
。

14.10　

Ａ
５
判
四
〇
五
頁　

六
〇
〇
〇
円

愛
の
世
紀ア

ラ
ン
・
バ
デ
ィ
ウ
＋
ニ
コ
ラ
・
ト
リ
ュ
オ
ン
グ　

市
川
崇
訳

出
会
い
系
サ
イ
ト
と
プ
ラ
ト
ン
に
お
け
る
、
そ
し
て
今
日
の
芸
術
・
宗
教
・
政
治
に
お
け
る

《
愛
》
の
諸
相
を
、
難
解
を
も
っ
て
な
る
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
が
語
り
尽
く
す
。《
愛
》

は
最
小
の
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
だ
！

12.6　

四
六
判
一
七
一
頁　

二
二
〇
〇
円

議
論
し
て
何
に
な
るの
か　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
イ

ス
ラ
エ
ル
、
６８
年
５
月
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム

ア
ラ
ン・バ
ディ
ウ
＋
ア
ラ
ン・フィン
ケ
ル
クロ
ー
ト　

的
場
寿
光
＋
杉
浦
順
子
訳

根
本
的
に
相
反
す
る
二
人
の
哲
学
者
が
、
緊
張
に
満
ち
、
火
花
散
る
よ
う
な
、
時
に
激
昂
に

達
す
る
ほ
ど
の
雰
囲
気
の
中
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
68

年
5
月
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
白
熱
の
議
論
を
闘
わ
せ
る
。

18.4　

四
六
判
二
一一
頁　

二
八
〇
〇
円

思
考
す
る
芸
術 

非
美
学
へ
の
手
引
き

ア
ラ
ン
・
バ
デ
ィ
ウ　

坂
口
周
輔
訳

芸
術
と
哲
学
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
？　

芸
術
を
真
理
と
の
関
係
か
ら
問
い
直

し
、
ダ
ン
ス
、
映
画
、
演
劇
、
散
文
、
詩
を
例
に
、
作
品
で
も
作
者
で
も
な
く
出
来
事
的
な

切
断
に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
る
《
芸
術
的
布
置
》
の
次
元
を
見
定
め
る
渾
身
の
芸
術
論
。

 
21.6　

四
六
判
二
九
二
頁　

三
二
〇
〇
円

推
移
的
存
在
論

ア
ラ
ン
・
バ
デ
ィ
ウ　

近
藤
和
敬
＋
松
井
久
訳

宗
教
と
も
、
形
而
上
学
と
も
、
ロ
マ
ン
主
義
と
も
手
を
切
っ
て
、
存
在
を
思
考
す
る
こ
と
は

い
か
に
し
て
可
能
か
。
主
著
『
存
在
と
出
来
事
』
の
エ
ッ
セ
ン
ス
か
ら
出
発
し
て
、
集
合
論

と
圏
論
を
携
え
て
プ
ラ
ト
ン
か
ら
カ
ン
ト
ま
で
を
一
挙
に
横
断
し
、
数
学
＝
存
在
論
を
宣
言

し
た
バ
デ
ィ
ウ
哲
学
の
転
回
点
！ 

18.12　

四
六
判
二
五
一
頁　

三
〇
〇
〇
円

コミュニズムの
仮
説

ア
ラ
ン
・
バ
デ
ィ
ウ　

市
川
崇
訳

二
十
一
世
紀
の
〈
共
産
主
義
〉
を
闘
え
！ 　

パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
、
文
化
大
革
命
、
五
月

革
命
…
…
そ
れ
ら
は
果
た
し
て
「
敗
北
」
だ
っ
た
の
か
？　

コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
「
理
念
」
の

復
権
を
試
み
、
解
放
の
政
治
の
可
能
性
を
問
う
〈
論
争
的
〉
状
況
論
。

13.10　

四
六
判
二
六
七
頁　

三
〇
〇
〇
円
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サルコジ
と
は
誰
か
？ 

移
民
国
家
フ
ラ
ン
ス
の
臨
界

ア
ラ
ン
・
バ
デ
ィ
ウ　

榊
原
達
哉
訳

フ
ラ
ン
ス
大
統
領
の
欺
瞞
を
暴
け
！　

パ
リ
郊
外
の
移
民
た
ち
を「
社
会
の
ク
ズ
」と
呼
ん
だ
男

が
、
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
に
選
ば
れ
た
の
か
？　

現
代
フ
ラ
ン
ス
の
碩
学
が
、
新
自
由
主
義

と
排
外
主
義
を
標
榜
す
る
現
職
大
統
領
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
新
た
な
〈
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
〉
を
提

起
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
話
題
の
本
。 

四
六
判
二
二
四
頁　

二
二
〇
〇
円

共
産
主
義
の
理
念 
Ｃ
・
ド
ゥ
ズ
ィ
ー
ナ
ス
＋
Ｓ
・
ジ
ジ
ェ
ク
編

長
原
豊
監
訳　

冲
公
祐
＋
比
嘉
徹
徳
＋
松
本
潤
一
郎
訳

蔓
延
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
へ
向
け
て
放
た
れ
た
二
十
一
世
紀
の《
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
宣
言
》！　

大
反

響
を
よ
ん
だ
二
〇
〇
九
年
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
全
記
録
。
執
筆
＝
Ｊ=

Ｌ
・
ナ
ン

シ
ー
、
Ａ
・
ネ
グ
リ
、
Ｊ
・
ラ
ン
シ
エ
ー
ル
、
Ａ
・
バ
デ
ィ
ウ
、
Ｔ
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン
、
Ｍ
・
ハ
ー
ト

他 
12.6　

四
六
判
四
三
四
頁　

四
五
〇
〇
円

ハイ
デ
ガ
ー
哲
学
は
反ユダ
ヤ
主
義
か 
「
黒
ノ
ー
ト
」を
め

ぐ
る
討
議 

ペ
ー
タ
ー
・
ト
ラ
ヴ
ニ
ー
＋
中
田
光
雄
＋
齋
藤
元
紀
編

死
後
四
十
年
を
経
て
公
刊
さ
れ
た
哲
学
的
手
記
「
黒
ノ
ー
ト
」
に
よ
っ
て
〈
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
〉
疑

惑
が
浮
上
し
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
。
ナ
チ
ス
関
与
問
題
以
来
ふ
た
た
び
世
界
的
な
議
論
を
惹
起
す
る
ハ

イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
真
相
／
真
価
を
問
い
直
し
、
現
代
哲
学
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
未
来
を
模
索
す

る
。 

15.9　

Ａ
５
判
並
製
二
九
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

意
味
と
脱
‐
意
味 

ソ
シ
ュ
ー
ル
、
現
代
哲
学
、
そ
し
て
…
…

中
田
光
雄

ソ
シ
ュ
ー
ル
（
言
語
）
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
（
真
理
）
の
間
か
ら
広
が
り
、
フ
ラ
ン
ス
二
十
世
紀

思
想
史
の
中
軸
を
貫
き
、
こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
普
遍
的
媒
介
項
と

な
る
「
意
味
」
の
地
平
。「
意
味
」
批
判
の
思
惟
を
も
包
摂
し
つ
つ
、
こ
の
「
第
四
の
地
平
」

の
開
削
に
着
手
す
る
。 

18.2　

Ａ
５
判
二
八
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

ドゥル
ー
ズ 

魂
の
技
術
と
時
空
・
生
起
‐
動

　
〈
意
味
〉を
現
働
化
す
る 

中
田
光
雄

ド
ゥ
ル
ー
ズ
初
期
の
主
要
著
作
『
差
異
と
反
覆
』『
意
味
の
論
理
学
』
の
精
読
に
基
づ
き
、「
魂

の
奥
底
」
や
「
時
空
・
生
起
‐
動
」
に
お
い
て
潜
勢
的
に
蠢
く
力
動
の
顕
勢
化
・
現
働
化
と

し
て
「
意
味
」
を
と
ら
え
、
プ
ラ
ト
ン
・
カ
ン
ト
の
系
譜
上
に
ド
ゥ
ル
ー
ズ
を
位
置
づ
け
、

未
来
へ
の
途
を
探
る
。 

19.9　

Ａ
５
判
三
二
〇
頁　

五
〇
〇
〇
円

ド
ゥル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ 

資
本
主
義
、
開
起
せ
よ
、
幾
千
の

プ
ラ
ト
ー 

中
田
光
雄

『
ア
ン
チ
・
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
』『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』
は
資
本
主
義
、
歴
史
、
未
来
に
何
を
も
た

ら
す
の
か
。社
会
的
欲
求
充
足
レ
ヴ
ェ
ル
の
精
神
分
析
と
マ
ル
ク
ス
主
義
に
見
切
り
を
つ
け
、

無
償
の
産
出
衝
動
か
ら
地
成
学
的
開
展
を
通
っ
て
宇
宙
論
的
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
へ
と
至
る
プ

ロ
セ
ス
に
人
類
の
未
来
を
託
す
。 

21.10　

Ａ
５
判
四
〇
二
頁　

五
〇
〇
〇
円

ドゥル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ　
哲
学
、真
理
か
、創
造
か

中
田
光
雄

ひ
と
こ
ろ
、
西
欧
／
歴
史
／
人
間
の
終
わ
り
と
と
も
に
、
哲
学
の
終
わ
り
が
宣
言
さ
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
現
代
世
界
と
現
代
学
術
界
は
さ
ら
な
る
哲
学
人
口
を
輩
出
し
つ
つ
あ
る
。

何
を
終
わ
ら
せ
、
何
を
開
始
す
る
の
か
。
主
著
『
哲
学
と
は
何
か
』
に
人
類
史
再
建
の
方
途

を
探
る
。 

22.5　

Ａ
５
判
二
四
九
頁　

二
七
〇
〇
円

デ
リ
ダ　
脱
‐
構
築
の
創
造
力 

メ
タ
ポ
リ
ア
を
裁
ち
起

こ
す 

中
田
光
雄

デ
リ
ダ
哲
学
の
根
幹
を
な
す
〈
脱
‐
構
築
〉
概
念
を
〈
創
造
力
〉
の
哲
学
と
し
て
位
置
づ
け
、
ア

ポ
リ
ア
概
念
を
め
ぐ
る
仔
細
な
検
討
を
経
な
が
ら
、
今
日
お
よ
び
今
後
の
哲
学
思
想
や
文
化
価
値

創
造
、
さ
ら
に
は
世
界
社
会
運
営
へ
の
デ
リ
ダ
哲
学
の
積
極
的
な
貢
献
可
能
性
の
如
何
を
問
う
。

 
17.5　

Ａ
５
判
三
四
〇
頁　

五
〇
〇
〇
円
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人
文
科
学

哲
学
と
ナショナ
リ
ズム 

ハ
イ
デ
ガ
ー
結
審

中
田
光
雄

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
ナ
チ
ズ
ム
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？　

そ
し
て
彼

の
哲
学
は
《
現
実
》
と
い
か
に
切
り
結
ん
だ
の
か
？　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
理
念
と
存
在
概
念
の

再
検
討
を
通
し
て
、
い
ま
な
お
議
論
を
誘
発
し
つ
づ
け
る
〈
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ナ
チ
ズ
ム
〉
の
問
題

を
刷
新
す
る
。 

14.4　

Ａ
５
判
二
九
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

現
代
思
想
と〈
幾
何
学
の
起
源
〉 

超
越
論
的
主
観
か
ら

超
越
論
的
客
観
へ 

中
田
光
雄

数
多
の
哲
学
者
た
ち
を
魅
了
し
た
人
類
の
思
考
の
初
源
＝《
幾
何
学
の
起
源
》の
問
題
を
、フ
ッ
サ
ー

ル
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
、
デ
リ
ダ
、
ミ
シ
ェ
ル
・
セ
ー
ル
ら
の
思
考
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
再

検
証
し
、
今
日
そ
し
て
今
後
の
「
知
」
と
「
学
」
の
営
為
を
問
う
。

14.4　

Ａ
５
判
二
七
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

差
異
と
協
成 

Ｂ
・
ス
テ
ィ
グ
レ
ー
ル
と
新
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
構
想

中
田
光
雄

現
代
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
文
明
を
、
哲
学
は
い
か
に
受
け
止
め
、
人
心
や
社
会
の
向
上
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
導
く
の
か
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ス
テ
ィ
グ
レ
ー
ル
の
説
く
「
ハ
イ
パ
ー
産
業
社
会
」
の
概

念
を
も
と
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
運
命
を
探
る
思
索
の
集
積
。

14.4　

Ａ
５
判
三
六
八
頁　

五
〇
〇
〇
円

存
在
の
探
究

相
沢
義
男

世
界
か
ら
意
味
を
抜
き
取
る
と
き
、
純
粋
な
存
在
が
現
出
す
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
グ
レ
ア

ム
・
ハ
ー
マ
ン
、
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
ら
、
意
味
に
依
存
し
、
存
在
を
現
出
せ
し
め
る

こ
と
の
な
い
実
在
論
を
批
判
的
に
検
討
。
さ
ら
に
、
返
す
刀
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
実
在
論
を
両

断
す
る
！ 

22.6　

四
六
判
二
八
五
頁　

三
〇
〇
〇
円

脱
近
代
宣
言

落
合
陽
一
＋
清
水
高
志
＋
上
妻
世
海

落
合
陽
一
が
、同
時
代
を
疾
駆
す
る
哲
学
者・清
水
高
志
、キ
ュ
レ
ー
タ
ー・上
妻
世
海
と
と
も
に
、

脱
近
代
、
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
〈
哲
学
〉、
ア
ー
ト
、
仏
教
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
関
心
領
域
を

語
り
つ
く
し
、
応
酬
し
あ
う
。
新
し
い
カ
ル
チ
ャ
ー
の
誕
生
を
予
感
さ
せ
る
、
密
度
と
速
度
と

深
い
歓
び
に
満
ち
た
、
三
者
の
歴
史
的
対
話
！ 

18.9　

四
六
判
並
製
三
〇
四
頁　
二
〇
〇
〇
円

マザ
リ
ナ
ー
ド 

言
葉
の
フ
ロ
ン
ド

ク
リ
ス
チ
ア
ン
・
ジ
ュ
オ
ー　

嶋
中
博
章
・
野
呂
康
訳

〈
マ
ザ
リ
ナ
ー
ド
〉
が
飛
び
交
い
文
芸
が
政
治
行
為
を
テ
ク
ス
ト
化
し
、
街
が
劇
場
と
な
っ

た
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ロ
ン
ド
の
乱
。
政
治
に
お
け
る
〈
行
為
〉
と
〈
行
為
者
〉
と
〈
言

葉
〉
に
着
目
し
、
歴
史
記
述
に
新
た
な
地
平
を
開
く
。

12.10　

Ａ
５
判
三
七
〇
頁　

五
〇
〇
〇
円

歴
史
とエク
リ
チュール 

過
去
の
記
述

ク
リ
ス
チ
ア
ン
・
ジュ
オ
ー　

嶋
中
博
章
・
杉
浦
順
子
・
中
畑
寛
之
・
野
呂
康
訳

歴
史
資
料
／
文
学
作
品
の
背
後
の
〈
行
為
〉
を
読
み
解
き
、
歴
史
解
釈
の
新
た
な
方
法
論
を
提

示
す
る
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
の
新
潮
流
の
初
め
て
の
紹
介
。
著
者
の
代
表
的
論
文
に
、
日
本
で
の

講
演
、
未
発
表
論
文
等
を
収
め
た
日
本
語
オ
リ
ジ
ナ
ル
編
集
版
。

11.11　

Ａ
５
判
三
〇
四
頁　

四
〇
〇
〇
円

オ
ー
ラルヒス
ト
リ
ー
と
は
何
か

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ポ
ル
テ
ッ
リ　

朴
沙
羅
訳

語
ら
れ
た
記
憶
を
、
歴
史
と
し
て
書
く
―
―
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
と
、
両
大

戦
間
期
の
ア
メ
リ
カ
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
を
描
き
つ
つ
、
口
述
資
料
の
考
察
に
新
た
な
視
点

と
方
法
を
も
た
ら
し
た
、
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
基
本
文
献
。

16.2　

Ａ
５
判
四
四
九
頁　

七
〇
〇
〇
円
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人
文
科
学

メ
デ
ィア
の
近
代
史 

公
共
空
間
と
私
生
活
の
ゆ
ら
ぎ
の
な

か
で 

パ
ト
リ
ス
・
フ
リ
ッ
シ
ー　

江
下
雅
之
＋
山
本
淑
子
訳

今
日
の
基
幹
メ
デ
ィ
ア
の
原
型
は
近
代
国
家
建
設
の
熱
気
の
な
か
で
生
れ
た
。
腕
木
通
信
か

ら
携
帯
電
話
へ
至
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
生
成
過
程
を
社
会
と
技
術
革
新

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
相
互
作
用
の
歴
史
と
し
て
描
く
近
代
メ
デ
ィ
ア
史
の
決
定
版
。

四
六
判
三
四
三
頁　

三
〇
〇
〇
円

褐
色
の
世
界
史 
第
三
世
界
と
は
な
に
か

ヴ
ィ
ジ
ャ
イ
・
プ
ラ
シ
ャ
ド　

粟
飯
原
文
子
訳

〈
第
三
世
界
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
答
え
ら
れ
な
か
っ

た
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
な
の
だ
〉（
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ァ
ノ
ン
）。
激
動
の
二
十
世
紀
を
〈
第

三
世
界
〉
の
視
座
か
ら
描
き
出
し
、
そ
の
未
発
の
歴
史
／
運
動
／
現
在
を
ト
ー
タ
ル
に
概
括

す
る
。 

13.4　

四
六
判
並
製
四
四
七
頁　

四
〇
〇
〇
円

クレ
オ
ールの
想
像
力 

ネ
グ
リ
チ
ュ
ー
ド
か
ら
群
島
的
思
考

へ 
立
花
英
裕
編

一
九
九
〇
年
代
か
ら
盛
ん
に
紹
介
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
浸
透
し
き
っ
た
昨
今
に
お
い
て

こ
そ
私
た
ち
の
現
実
に
働
き
か
け
る
潜
在
力
を
秘
め
る
ク
レ
オ
ー
ル
の
文
学
・
思
想
を
、
い

ま
改
め
て
読
み
直
す
。
詳
細
な
文
献
目
録
・
年
表
・
フ
ラ
ン
ス
語
圏
作
家
小
事
典
を
収
録
。

 
20.3　

Ａ
５
判
四
七
五
頁　

六
〇
〇
〇
円

〈
他
者
〉と
し
ての
カニバリ
ズム

橋
本
一
径
編

近
代
西
洋
が
発
見
し
、
ま
た
目
を
背
け
よ
う
と
し
て
き
た
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
は
、
一
方
で
並
々

な
ら
ぬ
耳
目
を
集
め
て
き
た
。
し
か
し
、
問
題
は
人
肉
を
口
に
す
る
か
ど
う
か
な
の
だ
ろ
う

か
。
文
明
批
判
、
自
我
の
変
容
、
倫
理
と
禁
忌
、
そ
し
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
観
点
か
ら
い
ま

一
度
問
い
直
す
。 

19.3　

四
六
判
二
一
九
頁　

二
五
〇
〇
円

21
世
紀
の
ソシュール

松
澤
和
宏
編

一
世
を
風
靡
し
た
「
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
思
想
」
と
は
、
膨
大
な
草
稿
を
残
し
た
言
語
学
者
の

企
図
に
か
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
講
義
』
の
校
訂
、
理
論
的
虚
構
と
し
て
の
〈
ラ

ン
グ
〉
と
〈
パ
ロ
ー
ル
〉、
神
話
・
伝
説
研
究
に
み
る
歴
史
観
、
認
知
言
語
学
と
の
類
縁

性
…
…
新
た
な
ソ
シ
ュ
ー
ル
像
の
萌
芽
。 

18.1　

Ａ
５
判
三
四
〇
頁　

五
〇
〇
〇
円

テ
クス
トの
解
釈
学

松
澤
和
宏
編

文
学
・
哲
学
・
言
語
学
・
歴
史
学
の
研
究
者
た
ち
が
人
文
学
を
横
断
す
る
〈
テ
ク
ス
ト
解
釈
〉

の
営
み
を
通
し
て
専
門
知
に
潜
む
暗
黙
の
前
提
を
問
い
糾
す
絶
え
間
な
い
解
釈
＝
自
己
理
解

の
先
鋭
な
試
み
。
執
筆
＝
佐
藤
彰
一
・
小
川
正
廣
・
戸
松
泉
・
金
山
弥
平
・
釘
貫
亨
・
鎌
田

隆
行
・
井
上
隆
史
他 

12.3　

Ａ
５
判
四
四
四
頁　

六
〇
〇
〇
円

言
語
の
中
動
態
、
思
考
の
中
動
態

小
野
文
＋
粂
田
文
編

言
語
と
主
体
と
認
識
の
枠
組
み
を
ゆ
さ
ぶ
り
、
思
索
を
誘
発
し
て
や
ま
な
い
「
中
動
態
」

―
近
年
、
再
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
の
異
貌
の
概
念
に
、
言
語
学
、
心
理
学
、
哲
学
、
思
想
、

文
学
、
芸
術
の
観
点
か
ら
肉
迫
し
、
中
動
態
概
念
の
軌
道
と
圏
域
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
意

欲
的
な
試
み
。 

22.2　

四
六
判
二
五
七
頁　

三
〇
〇
〇
円

比
較
か
ら
世
界
文
学へ

張
隆
溪　

鈴
木
章
能
訳

「
比
較
文
学
」
の
世
界
的
研
究
者
に
し
て
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の
選
考
に
も
関
わ
る
著
者
が
、

こ
れ
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
を
乗
り
越
え
、
真
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
座
に
た
っ
て

語
っ
た
、「
世
界
文
学
」
の
可
能
性
と
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
。

 
18.9　

Ａ
５
判
二
六
一
頁　

四
〇
〇
〇
円
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人
文
科
学 複

数
の「
感
覚・言
語・文
化
」の
インタ
ーフェイス 

境

界
面
で
の
変
化
と
創
造
に
関
す
る
新
し
い
見
方 

広
島
市
立
大
学
国
際
学
部
編

言
語
学
を
柱
と
し
、
言
語
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
文
化
・
社
会
な
ど
に
お
け
る
近
・
現

代
の
諸
問
題
を
隣
接
諸
分
野
と
繋
が
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て
捉
え
直
し
、
日
本
語
教

育
や
英
語
教
育
な
ど
の
現
場
に
お
け
る
実
践
を
も
含
め
て
幅
広
い
議
論
を
展
開
す
る
。【
広

島
市
立
大
学
国
際
学
部
叢
書
９
】 

19.4　

Ａ
５
判
二
一
五
頁　

四
〇
〇
〇
円

創
造
と
情
報 

現
代
形
而
上
学
叙
説

道
躰
章
弘

「
一
者
」
の
形
而
上
学
か
ら
「
結
合
」
の
形
而
上
学
へ
。「
創
造
」
を
抑
圧
し
て
き
た
ギ
リ
シ
ャ

哲
学
的
形
而
上
学
の
歴
史
を
、
実
証
科
学
・
基
礎
生
物
学
と
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
の
斬
新
な
解

釈
に
よ
っ
て
書
き
替
え
る
新
し
い
存
在
論
の
試
み
。

Ａ
５
判
四
八
二
頁　

六
〇
〇
〇
円

哲
学
のエ
チュー
ド 

九
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
な
る
入
門
書

道
躰
滋
穂
子

「
存
在
の
究
極
原
因
」、「
人
間
と
自
由
」
と
い
っ
た
根
本
的
命
題
を
古
今
の
哲
学
者
た
ち
は

如
何
に
問
う
た
の
か
。
九
つ
の
普
遍
的
な
問
い
を
端
緒
に
、
哲
学
へ
と
読
者
を
誘
う
〈
永
遠

の
相
の
下
に
〉
編
ま
れ
た
入
門
書
。
タ
レ
ス
か
ら
で
は
な
い
、〈
私
〉
か
ら
始
ま
る
哲
学
の

た
め
に
。 

四
六
判
一
五
四
頁　
一
八
〇
〇
円

国
家
研
究

エ
ー
デ
ィ
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ン　

道
躰
章
弘
訳

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
ガ
ス
室
に
て
凄
絶
な
死
を
遂
げ
る
ま
で
、
哲
学
者
と
し
て
、
ま
た
カ

ル
メ
ル
会
修
道
女
と
し
て
、思
索
の
道
を
真
摯
に
歩
み
続
け
た
、フ
ッ
サ
ー
ル
の
直
弟
子
シ
ュ

タ
イ
ン
に
よ
る
、
犀
利
な
現
象
学
的
共
同
体
論
＝
国
家
論
。

 

四
六
判
二
六
一
頁　

三
〇
〇
〇
円

アレゴレシス 

東
洋
と
西
洋
の
文
学
と
文
学
理
論
の
翻
訳
可

能
性 

張
隆
溪　

鈴
木
章
能
＋
鳥
飼
真
人
訳

古
今
東
西
の
様
々
な
文
学
が
、
異
な
る
時
代
と
文
化
・
政
治
的
状
況
に
お
い
て
い
か
に
類
似

し
た
読
み
方
を
さ
れ
、
ま
た
い
か
に
類
似
し
た
過
程
を
も
っ
て
書
か
れ
る
の
か
を
考
察
し
、

文
学
や
文
学
理
論
の
翻
訳
可
能
性
を
示
し
た
、「
世
界
文
学
」
の
世
界
的
研
究
者
に
よ
る
理

論
書
。 

16.12　

Ａ
５
判
三
九
六
頁　

五
〇
〇
〇
円

翻
訳
家
た
ちの
挑
戦 
日
仏
交
流
か
ら
世
界
文
学
へ

澤
田
直
・
坂
井
セ
シ
ル
編

〈
世
界
文
学
〉を
支
え
る
翻
訳
は
い
か
に
し
て
行
わ
れ
る
の
か
―
―
古
典
、詩
歌
、小
説
、思
想
、

映
画
、
そ
し
て
創
作
に
い
た
る
ま
で
、
あ
る
言
語
が
別
の
言
語
と
通
い
あ
う
道
な
き
道
を
模

索
し
、
苦
闘
の
末
に
言
葉
を
見
出
し
た
翻
訳
家
た
ち
の
冒
険
の
記
録
！

 
19.7　

四
六
判
三
〇
五
頁　

三
二
〇
〇
円

耳
の
な
かの
魚 

翻
訳
＝
通
訳
を
め
ぐ
る
驚
く
べ
き
冒
険

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ベ
ロ
ス　

松
田
憲
次
郎
訳

吹
き
替
え
映
画
、
前
衛
文
学
、
自
動
翻
訳
機
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
、
聖
書
翻
訳
…
…
あ

ら
ゆ
る
時
代
と
場
所
を
め
ぐ
り
、
翻
訳
不
可
能
性
に
抗
い
な
が
ら
〈
翻
訳
＝
通
訳
〉
が
何
を

な
す
も
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
博
覧
強
記
の
著
者
に
よ
る
、
空
前
絶
後
の
翻
訳
論
！

 
21.4　

四
六
判
三
五
二
頁　

三
二
〇
〇
円

文
化
の
翻
訳
あ
るいは
周
縁
の
詩
学

近
藤
昌
夫
＋
内
田
慶
市
＋
鼓
宗
＋
柏
木
治
＋
角
伸
明

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
興
っ
た
中
国
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
西
欧
、
そ
し
て
日
本
と
い
う
四
つ
の
文

明
の
〈
接
触
〉〈
衝
突
〉
そ
し
て
〈
翻
訳
〉
の
諸
相
を
、
西
学
東
漸
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
崩

壊
と
活
版
印
刷
術
の
発
明
、
レ
コ
ン
キ
ス
タ
、
帝
国
主
義
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
、
明
治
維
新
と

い
う
激
動
の
時
代
を
背
景
に
活
写
す
る
。 

12.9　

Ａ
５
判
二
三
三
頁　

二
八
〇
〇
円
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人
文
科
学フ

ランス
十
六
世
紀
に
お
け
る
抵
抗
の
諸
相 

ド
ー
ビ

ニ
ェ
か
ら
コ
キ
ー
ユへ 

高
橋
薫

宗
教
戦
争
期
の
詩
人
・
宗
教
人
・
知
識
人
は
支
配
的
理
念
と
、
い
か
に
格
闘
し
た
の
か
。
混

迷
の
時
代
に
生
き
た
詩
人
・
歴
史
家
の
ア
グ
リ
ッ
パ
・
ド
ー
ビ
ニ
ェ
の
韻
文
・
散
文
作
品
を

は
じ
め
、
デ
ュ
・
ロ
ジ
エ
、
コ
キ
ー
ユ
ら
の
著
作
を
考
証
し
、
十
六
世
紀
人
の
心
性
を
た
ど

る
。
著
者
積
年
の
研
究
の
集
大
成
。 

20.11　

Ａ
５
判
七
六
九
頁　

八
〇
〇
〇
円

〈
フ
ランス
〉の
誕
生　
十
六
世
紀
に
お
け
る
心
性
の
あ
り
か
た

高
橋
薫

〈
フ
ラ
ン
ス
〉
の
人
々
は
な
ぜ
王
国
の
統
一
を
め
ざ
し
た
の
か
。
そ
れ
は
な
ぜ
可
能
だ
っ
た

の
か
。
ル
ネ
サ
ン
ス
後
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
庶
民
、
王
候
貴
族
、
文
学
者
な
ど
の
心
性
を
読
み

と
き
、
ロ
ン
サ
ー
ル
、
モ
ン
ク
レ
チ
ア
ン
、
フ
ェ
ビ
ュ
ス
等
の
作
品
を
ひ
き
つ
つ
動
乱
の
時

代
を
生
き
た
人
々
の
暮
し
方
か
ら
考
察
す
る
。 

12.7　

Ａ
５
判
五
七
六
頁　

八
〇
〇
〇
円

歴
史
の
可
能
性
に
向
け
て 

フ
ラ
ン
ス
宗
教
戦
争
期
に
お

け
る
歴
史
記
述
の
問
題 

高
橋
薫

ル
ネ
サ
ン
ス
／
宗
教
改
革
か
ら「
考
証
の
時
代
」へ
―
―
フ
ラ
ン
ス
十
六
世
紀
の
後
期
に「
歴

史
考
証
」
の
洗
礼
を
受
け
た
五
人
の
歴
史
家
の
残
し
た
膨
大
な
歴
史
記
述
を
仔
細
に
読
み
解

く
。
動
乱
の
時
代
、
フ
ラ
ン
ス
十
六
世
紀
に
魅
せ
ら
れ
た
著
者
に
よ
る
、 

宗
教
戦
争
期
フ
ラ

ン
ス
史
研
究
の
集
大
成
。 

Ａ
５
判
六
〇
〇
頁　

八
〇
〇
〇
円

「コンス
タンティヌスの
寄
進
状
」を
論
ず

ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ヴ
ァ
ッ
ラ　

高
橋
薫
訳

中
世
最
大
の
偽
書
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
寄
進
状
」。
か
つ
て
ロ
ー
マ
皇
帝
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
が
教
皇
シ
ル
ウ
ェ
ス
テ
ル
に
教
皇
領
を
寄
進
し
た
証
拠
と
さ
れ
た
こ
の
文

書
の
真
正
性
を
、
徹
底
的
な
文
献
学
的
・
歴
史
的
考
証
に
よ
り
否
定
し
た
論
争
の
書
。

14.4　

Ａ
５
判
二
〇
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円

有
限
存
在
と
永
遠
存
在 

存
在
の
意
味
へ
の
登
攀
の
試
み

【
改
訳
決
定
版
】 

エ
ー
デ
ィ
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ン　

道
躰
章
弘
訳

有
限
の
諸
原
因
を
め
ぐ
る
数
多
の
知
識
を
足
場
に
し
て
、永
遠
無
限
の
存
在
と
し
て
の
〈
神
〉

と
い
う
山
頂
を
目
指
す
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
高
弟
に
し
て
カ
ル
メ
ル
会
修
道
女
、
エ
ー
デ
ィ
ト
・

シ
ュ
タ
イ
ン
の
哲
学
の
到
達
点
。

 
22.11

（19.3

）　

Ａ
５
判
六
〇
二
頁　

八
〇
〇
〇
円

聖エ
ー
デ
ィ
ト・シュタ
インの
永
遠
哲
学 

存
在
の
意
味

を
求
め
て 

道
躰
章
弘

フ
ッ
サ
ー
ル
に
師
事
し
た
後
カ
ル
メ
ル
会
修
道
女
と
し
て
活
動
し
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ
の
ガ

ス
室
に
斃
れ
た
至
高
の
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
エ
ー
デ
ィ
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ン
。
鋭
敏
な
知
性
が
現

象
学
と
中
世
哲
学
の
批
判
的
統
合
を
以
て
存
在
論
の
深
奥
に
挑
ん
だ
、
そ
の
主
著
『
有
限
存

在
と
永
遠
存
在
』
を
読
み
解
く
。 

22.11　

Ａ
５
判
二
六
九
頁　

四
〇
〇
〇
円

現
代
科
学
に
も
とづく
形
而
上
学 
今
日
、神
の
実
在
の
問

題
は
い
か
に
提
出
さ
れ
る
か 

Ｃ
・
ト
レ
ス
モ
ン
タ
ン　

道
躰
章
弘
訳

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
テ
イ
ヤ
ー
ル
の
系
譜
に
連
な
る
フ
ラ
ン
ス
現
代
哲
学
の

巨
星
が
実
証
科
学
に
基
づ
く
新
た
な
時
代
の
形
而
上
学
を
提
起
す
る
衝
撃
の
一
冊
。
宇
宙
物

理
学
、
基
礎
生
物
学
の
知
見
を
も
と
に
〈
宇
宙
・
生
命
・
思
考
〉
の
究
極
の
根
拠
に
迫
る
最

先
端
の
存
在
論
。 

Ａ
５
判
五
三
八
頁　

六
〇
〇
〇
円

ヘブラ
イ
人
キ
リスト

ク
ロ
ー
ド
・
ト
レ
ス
モ
ン
タ
ン　

道
躰
章
弘
訳

福
音
書
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
な
く
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス

語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
往
還
し
な
が
ら
、
新
約
聖
書
の
内
奥
に
隠
さ
れ
た
真
の

姿
「
ヘ
ブ
ラ
イ
語
文
書
」
へ
と
肉
迫
す
る
、
キ
リ
ス
ト
教
研
究
の
新
た
な
地
平
を
切
り
拓
く

画
期
的
論
考
。 

13.10　

Ａ
５
判
三
六
四
頁　

五
〇
〇
〇
円
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人
文
科
学 ホロコース

ト
を
逃
れ
て 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス

ジ
ェ
ニ
ー
・
ウ
ィ
テ
リ
ッ
ク　

池
田
年
穂
訳

三
〇
／
六
〇
〇
〇
、
奇
跡
の
よ
う
な
確
率
で
わ
ず
か
に
生
き
残
っ
た
ソ
ル
カ
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

の
ユ
ダ
ヤ
人
。
そ
こ
に
は
、
あ
る
母
娘
の
知
ら
れ
ざ
る
活
動
が
あ
っ
た
…
…
。
ナ
チ
を
あ
ざ
む

く
母
の
知
恵
と
武
力
に
頼
ら
ぬ
闘
い
の
日
常
と
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
絆
の
物
語
。

14.7　

四
六
判
二
二
四
頁　

二
五
〇
〇
円

ホロコースト
と
ナ
クバ 

歴
史
と
ト
ラ
ウ
マ
に
つ
い
て
の
新
た
な

話
法 

バ
シ
ー
ル
・バ
シ
ー
ル
＋
ア
モ
ス・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
編 

小
森
謙
一
郎
訳

ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
政
策〈
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
〉と
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
に
伴
う
パ
レ
ス
チ
ナ
人
へ
の
迫
害

〈
ナ
ク
バ
〉が
、
連
続
し
た
一
つ
の
出
来
事
だ
と
し
た
ら
？　

ユ
ダ
ヤ
人
と
ア
ラ
ブ
人
双
方
の
学

者
・
作
家
が
協
同
し
て
ユ
ダ
ヤ
・
中
東
史
の
深
層
を
読
み
解
き
、
政
治
的
・
歴
史
的
分
断
を
超

え
て
語
る
た
め
の
新
た
な〈
話
法
〉を
探
求
す
る
。 

23.3　

Ａ
５
判
四
七
六
頁　

六
〇
〇
〇
円

ヴェネ
ツィア
、最
初
の
ゲット
ー

 

ア
リ
ス
・
ベッ
ケ
ル
＝
ホ
ー　

木
下
誠
訳

ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
の
象
徴
と
し
て
流
布
す
る
《
ゲ
ッ
ト
ー
》
は
、
そ
の
誕
生
の
地
で
あ
る
都
市

国
家
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
、経
済
と
文
化
の
花
開
く
、国
際
交
流
の
一
大
拠
点
だ
っ
た
。
様
々

な
書
物
を
引
用
し
な
が
ら
そ
の
語
源
を
究
明
し
、《
ゲ
ッ
ト
ー
》
理
解
を
刷
新
す
る
！

16.3　

四
六
判
二
四
〇
頁　

二
八
〇
〇
円

ヴァ
イマ
ール
共
和
国
史 

民
主
主
義
の
崩
壊
と
ナ
チ
ス
の

台
頭 

ハ
ン
ス
・
モ
ム
ゼ
ン　

関
口
宏
道
訳

第
一
次
大
戦
終
戦
か
ら
第
二
次
大
戦
開
戦
ま
で
、
ド
イ
ツ
・
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
お
け

る
政
治
的
変
遷
を
、
社
会
、
経
済
、
外
交
、
政
治
的
力
関
係
な
ど
の
多
方
面
の
事
実
を
も
と

に
克
明
に
分
析
す
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
史
研
究
の
基
礎
と
も
い
う
べ
き
大
著
。

Ａ
５
判
五
〇
〇
頁　

七
〇
〇
〇
円

奴
隷
制
を
生
き
た
男
た
ち 

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ウ
ォ
ル
ヴ
ィ
ン　

池
田
年
穂
訳

「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ス
」
を
作
詞
し
た
奴
隷
商
、
農
園
主
と
し
て
君
臨
し
た
奴
隷
所

有
者
、
自
伝
で
奴
隷
制
を
告
発
し
た
元
奴
隷
。
奴
隷
制
を
め
ぐ
る
三
人
の
人
生
を
生
き
い
き

と
描
き
出
す
、
現
代
史
を
考
え
る
う
え
で
必
読
の
パ
ラ
レ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
。

10.3　

四
六
判
三
三
三
頁　

三
五
〇
〇
円

日
系
人
を
救った
政
治
家
ラル
フ・カ
ー 

信
念
の
コ
ロ

ラ
ド
州
知
事 
ア
ダ
ム
・
シ
ュ
レ
イ
ガ
ー　

池
田
年
穂
訳

第
二
次
大
戦
下
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
、
合
衆
国
民
を
差
別
す
る
こ
と
は
憲
法
に
反
す
る
と

い
う
確
固
と
し
た
信
念
か
ら
、
各
州
が
嫌
が
っ
た
日
系
人
を
引
き
受
け
、
そ
の
強
制
収
容
に

も
「
頑
固
に
」
反
対
し
た
、「
ア
メ
リ
カ
の
杉
原
千
畝
」
の
軌
跡
を
追
う
。
序
文
＝
藤
崎
一
郎

13.7　

四
六
判
四
五
一
頁　

四
五
〇
〇
円

石
が
叫
ぶ
だ
ろ
う　
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
日
本
人
牧
師
の

自
伝 

シ
ゲ
オ
・
シ
マ
ダ　

池
田
年
穂
訳

日
系
人
強
制
収
容
所
で
の
苦
難
、
父
へ
の
授
洗
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
の
布
教
活
動
…
…
。
息

子
と
し
て
、
夫
と
し
て
、
親
と
し
て
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
思
い
を
、
ア
メ
リ
カ

に
渡
っ
た
日
本
人
牧
師
が
い
き
い
き
と
語
る
自
伝
。《
神
の
子
に
な
る
の
に
遅
す
ぎ
る
こ
と

は
決
し
て
な
い
。》 

四
六
判
三
二
八
頁　

三
五
〇
〇
円

ユダ
ヤ
人
を
救
え
！ 

デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ

エ
ミ
ー
・
Ｅ
・
ワ
ー
ナ
ー　

池
田
年
穂
訳

第
二
次
大
戦
の
さ
な
か
、
ナ
チ
占
領
下
に
あ
っ
て
、
国
内
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ユ
ダ
ヤ
人

を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
逃
亡
さ
せ
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
民
衆
の
知
ら
れ
ざ
る
決
断
と
行
動
。
生
き

の
び
た
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
手
紙
や
体
験
記
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
等
々
を
駆
使
し
て
、
生
き
生
き

と
描
く
救
助
劇
の
全
貌
。 

10.11　

四
六
判
二
六
八
頁　

二
八
〇
〇
円



184

人
文
科
学ベンヤ

ミン
と
精
神
分
析 

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
か
ら
ラ
カ
ン
へ

三
原
弟
平

二
十
一
世
紀
と
い
う
強
制
収
容
所
的
日
常
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
性
関
係
」
は
あ

り
え
る
の
か
？　

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
精
神
分
析
解
釈
を
プ
リ
ズ
ム
に
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
ヒ
ス

テ
リ
ー
論
、
ラ
カ
ン
の
性
別
式
へ
と
反
射
す
る
書
き
下
ろ
し
批
評
。
パ
サ
ー
ジ
ュ
―
強
制
収

容
所
―
現
代
を
横
断
す
る
新
し
い
精
神
史
の
試
み
。 

四
六
判
二
五
六
頁　

二
五
〇
〇
円

ベンヤ
ミン 

媒
質
の
哲
学

森
田
團

初
期
言
語
論
、
イ
メ
ー
ジ
論
か
ら
歴
史
哲
学
に
い
た
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
思
考
の
根
柢
に
は
、

〈
媒
質
〉
の
概
念
が
あ
っ
た
。
同
時
代
の
哲
学
者
た
ち
と
の
対
比
を
通
じ
て
、
そ
の
足
跡
を

辿
り
、
伝
統
の
刷
新
を
企
て
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
哲
学
の
核
心
に
迫
る
。

11.3　

Ａ
５
判
五
三
一
頁　

七
〇
〇
〇
円

ベンヤ
ミンに
お
け
る「
純
化
」の
思
考 

「
ア
ン
フ
ァ
ン
グ
」

か
ら「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
」ま
で 

小
林
哲
也

「
純
粋
さ
」
か
ら
「
純
化
」
へ
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
初
期
の

テ
ク
ス
ト
か
ら
、
後
期
の
難
解
な
「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
」
ま
で
、
多
様
な
テ
ク
ス
ト
の
な

か
で
繰
り
返
さ
れ
進
化
し
て
い
く
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
思
想
を
丁
寧
に
追
う
、
俊
英
の
研
究
者
に

よ
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
。 

15.4　

Ａ
５
判
四
八
八
頁　

六
五
〇
〇
円

赤いナ
デシコ 《
職
業
革
命
家
》ア
ー
シ
ャ
の
回
想
録

ア
ン
ナ
・
ラ
ー
ツ
ィ
ス　

桑
野
隆
訳

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
〈
恋
人
〉
と
し
て
知
ら
れ
る
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
に
生
涯

を
捧
げ
た
女
優
／
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
／
《
職
業
革
命
家
》
が
、
波
乱
に
満
ち
た
演
劇
活
動
の
軌

跡
を
語
り
、
実
践
に
よ
り
培
っ
た
そ
の
芸
術
観
を
明
ら
か
に
す
る
。
知
性
と
闘
争
心
に
あ
ふ

れ
た
一
人
の
〈
新
し
い
女
性
〉
の
自
伝
。 

21.1　

四
六
判
二
九
〇
頁　

三
〇
〇
〇
円

ナ
チスの
キッチン
「
食
べ
る
こ
と
」の
環
境
史

藤
原
辰
史

シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、
家
事
労
働
か
ら
、
レ
シ
ピ
、
食
材
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
い
た
る
ま
で
、

ナ
チ
ス
体
制
下
の
〈
食
〉
の
制
度
と
政
策
の
現
代
へ
の
深
い
影
響
を
暴
き
、来
る
べ
き
〈
食
〉

を
展
望
す
る
。
第
一
回
河
合
隼
雄
学
芸
賞
受
賞
。

12.5　

四
六
判
四
五
〇
頁　

四
〇
〇
〇
円

この
時
代
の
遺
産

エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ホ　

池
田
浩
士
訳

な
ぜ
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
勝
利
す
る
の
か
？　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
文
化
、
通
俗
読
物
、
表
現
主
義
、

ニ
ー
チ
ェ
、そ
し
て
映
画
。〈
黄
金
の
二
〇
年
代
〉
に
民
衆
を
陶
酔
さ
せ
た
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

を
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
し
、
ナ
チ
ス
前
夜
の
危
機
の
瞬
間
＝
空
洞
を
と
ら
え
た
《
思
想
的
実
験
》。

Ａ
５
判
六
七
七
頁　

七
〇
〇
〇
円

ナ
チ
ズム 

地
獄
と
神
々
の
黄
昏

エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ホ　

池
田
浩
士
＋
藤
原
辰
史
＋
本
庄
史
明
訳

ナ
チ
ズ
ム
―
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
い
か
に
し
て
批
判
可
能
な
の
か
？ 「
も
は
や
意
識
さ
れ
て
い
な

い
も
の
」
と
「
ま
だ
意
識
さ
れ
て
い
な
い
も
の
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
下
の

三
〇
年
代
の
日
常
を
鋭
く
批
判
し
、
瞞
着
者
た
ち
の
暴
力
と
野
蛮
を
あ
ば
く
。

 

Ａ
５
判
四
一
七
頁　

四
五
〇
〇
円

宗
教
と
ファシ
ズム

竹
沢
尚
一
郎
編　

執
筆
＝
川
村
邦
光
・
深
澤
英
隆
・
松
村
一
男
他

陶
酔
、
非
合
理
、
翼
賛
。
ナ
チ
ス
や
大
本
教
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
実
践
な
ど
、
そ
の
類
縁

性
を
指
摘
さ
れ
る
宗
教
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
関
係
を
歴
史
的
・
文
化
的
に
捉
え
直
し
、
こ
の
時

代
の
経
験
へ
と
逆
照
射
す
る
。

10.7　

Ａ
５
判
三
六
七
頁　

五
〇
〇
〇
円



185

人
文
科
学 〈

超
越
性
〉と〈
生
〉との
接
続 

近
現
代
ロ
シ
ア
思
想
史
の

批
判
的
再
構
築
に
向
け
て 

貝
澤
哉
＋
杉
浦
秀
一
＋
下
里
俊
行
編

国
民
・
民
族
・
宗
教
の
文
化
的
伝
統
に
基
づ
く
〈
国
民
思
想
史
〉
の
枠
組
み
か
ら
ロ
シ
ア
思

想
を
解
放
し
、
同
時
代
の
西
欧
の
広
い
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
そ
の
真
価
を
問
い

直
す
。
文
学
、
哲
学
、
法
哲
学
、
教
育
思
想
、
教
会
史
、
科
学
史
を
網
羅
す
る
ロ
シ
ア
思
想

研
究
の
最
新
の
成
果
。 

22.3　

Ａ
５
判
三
三
一
頁　

四
〇
〇
〇
円

フョー
ドロフ
伝

ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
・
セ
ミ
ョ
ー
ノ
ヴ
ァ　

安
岡
治
子
・
亀
山
郁
夫
訳

宗
教
的
か
つ
科
学
的
な
そ
の
夢
想
的
理
念
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
分
離
分
化
す
る
近

代
の
知
に
異
を
唱
え
、
特
異
な
〈
統
合
〉
の
思
想
を
説
く
、
十
九
世
紀
末
ロ
シ
ア
の
〈
幻
の

思
想
家
〉
フ
ョ
ー
ド
ロ
フ
の
生
涯
と
思
想
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
、
本
邦
初
の
本
格
的
評

伝
。 

Ａ
５
判
三
五
五
頁　

四
〇
〇
〇
円

ボ
リ
シェヴ
ィズム
と〈
新
しい
人
間
〉二
〇
世
紀
ロ
シ
ア

の
宇
宙
進
化
論 

佐
藤
正
則

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
思
想
的
根
幹
と
し
て
強
い
影
響
力
を
も
ち
な
が
ら
、
レ
ー
ニ
ン
と
の

関
係
で
し
か
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
思
想
家
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
の
思

想
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
宇
宙
観
と
人
間
観
を
探
り
、
そ
の
今
日

的
意
味
を
問
う
。 

四
六
判
二
八
〇
頁　

三
五
〇
〇
円

サ
イ
ボ
ー
グ・ダ
イ
アロ
ー
グ
ズ

Ｄ
・
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
／
Ｔ
・
Ｎ
・
グ
ッ
ド
イ
ヴ　

高
橋
透
・
北
村
有
紀
子
訳

い
ま
な
お
絶
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ「
サ
イ
ボ
ー
グ
宣
言
」の
著
者
自
身
が
語
る
、科
学
史
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
理
論
か
ら
バ
イ
オ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
生
物
、
サ
イ

ボ
ー
グ
ま
で
。
最
前
線
で
越
境
を
続
け
る
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
の
思
想
へ
の
格
好
の
入
門
書
。

四
六
判
二
六
九
頁　

二
五
〇
〇
円

言
語
と
狂
気 

シ
ュ
レ
ー
バ
ー
と
世
紀
転
換
期
ド
イ
ツ熊

谷
哲
哉

フ
ロ
イ
ト
、
ラ
カ
ン
の
精
神
医
学
、
キ
ッ
ト
ラ
ー
の
メ
デ
ィ
ア
論
、
心
霊
科
学
、
進
化
思
想

な
ど
、
多
領
域
へ
と
接
続
す
る
シ
ュ
レ
ー
バ
ー
『
回
想
録
』
の
「
根
源
言
語
」
の
現
代
的
意

義
を
問
う
。
自
己
／
他
者
、
意
味
／
無
意
味
、
雑
音
／
音
楽
を
聴
取
す
る
、
シ
ュ
レ
ー
バ
ー

に
よ
る
神
経
言
語
の
試
み
を
解
き
明
か
す
。 

14.3　

Ａ
５
判
三
〇
五
頁　

四
五
〇
〇
円

狂
気
の
愛
、狂
女への
愛
、狂
気
の
な
かの
愛

立
木
康
介

精
神
分
析
が
愛
を
語
る
う
え
で
必
ず
行
き
あ
た
る
ラ
カ
ン
の
名
高
い
テ
ー
ゼ
、「
性
関
係
は

な
い
」。
フ
ロ
イ
ト
の
発
見
を
こ
の
テ
ー
ゼ
に
昇
華
さ
せ
た
ラ
カ
ン
は
、
し
か
し
、
愛
に
つ

い
て
語
る
こ
と
を
や
め
な
か
っ
た
。
愛
を
描
い
た
ブ
ル
ト
ン
や
デ
ュ
ラ
ス
を
導
き
に
、
こ
の

テ
ー
ゼ
の
奥
へ
迫
る
。 

16.3　

四
六
判
二
四
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

メ
ランコ
リ
ーの
ゆ
く
え 

フ
ロ
イ
ト
の
欲
動
論
か
ら
ク
ラ
イ

ン
の
対
象
関
係
論
へ 
藤
井
あ
ゆ
み

フ
ロ
イ
ト
に
欲
動
論
の
更
新
を
迫
り
、
ク
ラ
イ
ン
の
対
象
関
係
論
に
寄
与
し
た
メ
ラ
ン
コ

リ
ー
研
究
。
そ
の
理
論
的
変
遷
を
、
ア
ー
ブ
ラ
ハ
ム
と
ラ
ド
ー
を
介
す
こ
と
で
初
め
て
克
明

に
描
出
し
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
を
昇
華
へ
と
導
く
理
路
を
拓
く
。

 
19.3　

Ａ
５
判
二
五
一
頁　

四
五
〇
〇
円

ロシ
ア
哲
学
史 

〈
絶
対
者
〉と〈
人
格
の
生
〉の
相
克

イ
ー
ゴ
リ
・
エ
ヴ
ラ
ー
ム
ピ
エ
フ　

下
里
俊
行
＋
坂
庭
淳
史
＋
渡
辺
圭
＋

小
俣
智
史
＋
齋
須
直
人
訳

キ
リ
ス
ト
教
的
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
と
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
的
神
秘
主
義
の
対
立
の
系
譜
と
し
て
ロ

シ
ア
哲
学
史
の
総
体
を
読
み
解
き
、
永
遠
不
朽
の
精
神
性
と
時
限
的
な
地
上
性
を
兼
ね
備
え

る
存
在
と
し
て
の
人
間
が
孕
む
根
源
的
矛
盾
に
正
面
か
ら
対
峙
す
る
、
豊
か
な
問
題
意
識
の

体
系
を
抽
出
す
る
。 

22.4　

Ａ
５
判
六
四
〇
頁　

八
〇
〇
〇
円



186

人
文
科
学未

完
の
国 

近
代
を
超
克
で
き
な
い
日
本

ア
ラ
ン
＝
マ
ル
ク
・
リ
ウ
ー　

久
保
田
亮
訳

江
戸
期
、
明
治
維
新
、
転
向
と
敗
戦
、
高
度
経
済
成
長
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
。「
開
か

れ
た
国
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
未
だ
生
成
途
上
に
あ
る
こ
の
国
の
歴
史
と
未
来
を
、
フ
ラ
ン
ス

人
哲
学
者
が
浮
き
彫
り
に
す
る
。

13.6　

Ａ
５
判
三
八
一
頁　

六
〇
〇
〇
円

超
克
の
思
想

岩
本
真
一

日
本
思
想
史
上
、
最
大
の
ア
ポ
リ
ア
と
も
い
う
べ
き
〈
近
代
の
超
克
〉
の
問
題
と
激
し
く
格

闘
し
た
三
人
の
批
評
家
（
小
林
秀
雄
／
中
村
光
夫
／
福
田
恆
存
）
の
思
考
と
精
神
に
肉
薄
し
、

新
た
な
〈
思
想
史
〉
へ
と
向
か
う
。

Ａ
５
判
二
七
九
頁 　

三
五
〇
〇
円

戦
争
の
あ
る
暮
ら
し

乾
淑
子
編

子
ど
も
茶
碗
、
木
像
、
幻
燈
、
ひ
な
人
形
、
ア
ニ
メ
、
美
術
、
そ
し
て
着
物
…
…
。
生
活
雑

貨
や
メ
デ
ィ
ア
に
あ
ふ
れ
る
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
豊
富
な
図
版
と
と
も
に
検
証
し
、
日
々

の
暮
ら
し
の
視
点
か
ら
戦
争
を
捉
え
直
す
。
執
筆
＝
武
田
雅
哉
・
草
原
真
知
子
・
浅
川
範
之
・

手
島
仁
・
田
中
正
流
・
木
村
智
哉
・
辻
千
春
・
平
瀬
礼
太 

Ａ
５
判
二
八
四
頁 　

三
〇
〇
〇
円

占
領
期
の
都
市
空
間
を
考
え
る 

大
手
前
大
学
比
較
文
化
研
究
叢

書
16 

小
林
宣
之
・
玉
田
浩
之
編

占
領
時
代
の
記
憶
は
思
わ
ぬ
形
で
我
々
の
生
活
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
占
領
下
の
日
本
を
撮
影

す
る
外
国
人
の
眼
差
し
、
横
浜
・
神
戸
の
接
収
事
情
と
都
市
計
画
と
の
関
係
、
接
収
さ
れ
た

豪
邸
の
事
例
検
証
、
そ
し
て
占
領
期
研
究
に
お
け
る
資
料
収
集
・
保
管
の
問
題
ま
で
、
占
領

期
研
究
に
新
た
な
視
点
を
提
示
す
る
！ 

20.11　

Ａ
５
判
一
七
七
頁　

二
五
〇
〇
円

サ
イ
ボ
ー
グ・フェミニズム﹇
増
補
版
﹈　　
　
　
巽
孝
之
編

執
筆
＝
Ｄ・ハラ
ウェイ
、Ｓ・ディレイニー
、Ｊ・Ａ・サ
ーモンスン　
巽
孝
之・小
谷
真
理
訳

い
ま
や
〈
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
〉
の
正
典
と
も
な
っ
た
、
ダ
ナ
・
ハ
ラ
ウ
ェ
イ

の
論
文
「
サ
イ
ボ
ー
グ
宣
言
」
を
中
心
に
、
ふ
た
た
び
問
わ
れ
る
越
境
の
思
想
！　

九
一
年

に
刊
行
さ
れ
、
多
方
面
に
影
響
を
与
え
た
画
期
的
な
翻
訳
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
、
大
幅
な
増
補
を

加
え
て
完
全
復
活
！ 

四
六
判
三
五
二
頁　

三
〇
〇
〇
円

カン
ブ
リ
ア
革
命

永
澤
護

い
ま
こ
の
現
実
と
は
世
界
の
終
焉
な
の
か
、
あ
る
い
は
は
じ
ま
り
な
の
か
？　
〈Facebook

〉

で
は
す
で
に
知
る
人
ぞ
知
る
人
物
の
全
貌
が
あ
き
ら
か
に
。《
カ
ン
ブ
リ
ア
革
命
》
と
は
な

に
か
？　

ペ
ー
ジ
を
ひ
ら
け
ば
そ
こ
に
、
ま
ば
ゆ
い
思
考
が
待
っ
て
い
る
〉（
酒
井
隆
史
）。

13.6　

四
六
判
二
七
三
頁　

三
〇
〇
〇
円

山
高
帽
の
男 

歴
史
と
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

フ
レ
ッ
ド
・
ミ
ラ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン　

赤
塚
若
樹
訳

文
学
・
絵
画
・
映
画
・
演
劇
に
現
れ
る
、
山
高
帽
を
か
ぶ
っ
た
男
た
ち
／
女
た
ち
。
そ
の

姿
・
振
舞
い
・
視
線
が
語
り
か
け
て
く
る
も
の
と
は
何
か
？　

山
高
帽
の
起
源
と
そ
の
歴
史

的
変
遷
を
多
く
の
図
版
と
と
も
に
綿
密
に
辿
る
、
興
趣
豊
か
な
異
色
の
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
。 

Ａ
５
判
三
五
〇
頁　

四
〇
〇
〇
円

江
戸
知
識
人
の
世
界
認
識

井
田
清
子

太
田
南
畝
、
志
筑
忠
雄
と
い
っ
た
国
際
的
な
視
野
を
も
っ
た
江
戸
の
知
識
人
た
ち
は
鎖
国
下

に
あ
っ
て
、〈
世
界
〉
と
い
か
に
対
峙
し
た
の
か
。
鎖
国
下
日
本
の
〈
世
界
体
験
〉
を
厖
大

な
資
料
に
よ
っ
て
検
証
す
る
。

Ａ
５
判
二
一
二
頁 　

三
五
〇
〇
円
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人
文
科
学 地

球
的
思
考 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
課
題

國
分
功
一
郎
・
清
水
光
明
編

東
京
大
学
教
養
学
部
（
駒
場
）
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
」

構
想
の
成
果
を
書
籍
化
す
る
。　

執
筆
＝
西
崎
文
子
＋
石
田
淳
＋
大
石
和
欣
＋
高
橋
哲
哉
＋

池
内
恵
＋
有
田
伸
＋
羽
田
正
＋
中
島
隆
博
＋
受
田
宏
之
＋
遠
藤
貢
＋
和
田
毅
＋
伊
達
聖
伸
＋

田
辺
明
生
＋
馬
路
智
仁 

22.3　

四
六
判
並
製
四
九
二
頁　

二
五
〇
〇
円

人
文
学
のレッスン 

文
学
・
芸
術
・
歴
史

小
森
謙
一
郎
・
戸
塚
学
・
北
村
紗
衣
編

小
説
は
ど
う
読
め
ば
よ
い
？　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
異
性
装
？　

フ
ロ
イ
ト
先
生
の
記
憶

違
い
？　

人
文
学
を
代
表
す
る
「
文
学
」「
芸
術
」「
歴
史
」
の
三
つ
の
パ
ー
ト
を
具
体
的
に

学
び
な
が
ら
、
考
え
る
基
礎
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
12
の
レ
ッ
ス
ン
。
学
び
が
広
が
る
「
読

書
案
内
」
付
。 

22.2　

四
六
判
並
製
三
一
六
頁　

二
五
〇
〇
円

21
世
紀
の
リ
ベラル
ア
ー
ツ

石
井
洋
二
郎
編　
執
筆
＝
藤
垣
裕
子
・
國
分
功
一
郎
・
隠
岐
さ
や
香

「
何
を
学
ぶ
か
」
か
ら
、「
学
ぶ
態
度
」
の
養
成
へ
―
―
。
複
雑
化
す
る
社
会
に
対
応
す
る
た

め
の
ベ
ー
ス
と
な
る
〈
考
え
・
学
び
・
対
話
す
る
〉
こ
と
の
必
要
性
を
改
め
て
問
い
直
し
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
が
向
か
う
先
を
現
場
か
ら
模
索
す
る
。各
論
者
に
よ
る
提
言
に
加
え
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
対
談
を
通
し
て
考
え
る
。 

20.12　

四
六
判
並
製
二
四
六
頁　

二
五
〇
〇
円

リ
ベラル
ア
ー
ツ
と
外
国
語

石
井
洋
二
郎
編

外
国
語
教
育
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
？　

中
部
大
学
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
関
連
分
野
の
専
門

家
の
論
考
か
ら
考
え
る
。　

執
筆
＝
鳥
飼
玖
美
子
＋
小
倉
紀
蔵
＋
ロ
バ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ベ
ル

＋
阿
部
公
彦
＋
佐
藤
嘉
倫
＋
大
野
博
人
＋
藤
垣
裕
子
＋
鈴
木
順
子
＋
細
田
衛
士
＋
坂
井
修
一

＋
國
分
功
一
郎
＋
田
中
純 

22.2　

四
六
判
並
製
二
八
三
頁　

二
五
〇
〇
円

コン
テンツ
ツ
ー
リ
ズム
と
文
化
遺
産 

大
手
前
大
学
比
較
文
化
研

究
叢
書
18 

石
毛
弓
＋
谷
村
要
編

映
画
、
ア
ニ
メ
、
小
説
な
ど
の
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
の
舞
台
を
旅
し
て
追
体
験
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
観
光
＝「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
、
過
疎
化
す
る
地
方
の
共
同
体
の
記
憶

や
文
化
の
継
承
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
日
本
各
地
の
多
様
な
事
例
を
報
告
し
、
そ

の
潜
勢
力
を
描
き
出
す
。 

22.12　

Ａ
５
判
二
七
二
頁
＋
別
丁
カ
ラ
ー
図
版
四
頁　

二
八
〇
〇
円

危
機
の
時
代
か
ら
み
た
都
市 

歴
史
・
美
術
・
構
想

坂
上
桂
子
編

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
後
、
環
境
問
題
、経
済
格
差
、人
口
問
題
の
悪
化
は
加
速
し
、
災
厄

は
地
球
規
模
と
な
っ
た
。
自
然
災
害
、
戦
争
、
テ
ロ
、
未
曾
有
の
感
染
症
と
い
っ
た
危
機
が

都
市
を
覆
い
尽
す
今
、
建
築
、
土
木
、
都
市
計
画
、
社
会
学
、
美
術
史
、
文
学
、
思
想
の
観

点
か
ら
都
市
の
過
去
を
辿
り
、
未
来
の
姿
を
探
る
。 

22.3　

Ａ
５
判
四
四
五
頁　

六
〇
〇
〇
円

やっぱ
り
あ
き
ら
め
ら
れ
ない
民
主
主
義

内
田
樹
＋
平
川
克
美
＋
奈
須
り
え

な
に
か
に
つ
け
て
耳
に
す
る
「
民
主
主
義
」
と
は
、
そ
も
そ
も
一
体
何
な
の
か
。
今
の
日
本
で

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
そ
し
て
何
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
あ
ら
た
め
て
民
主
主
義
を
語

る
話
法
を
、
思
想
家
・
文
筆
家
・
政
治
家
が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
探
る
。
民
主
主
義
「
再
」
入

門
！ 

16.6　

四
六
判
並
製
一
六
三
頁　
一
五
〇
〇
円

フェア
な
民
主
主
義へ 

地
方
自
治
の
リ
ア
ル

奈
須
り
え

小
泉
構
造
改
革
に
よ
っ
て
進
ん
だ
地
方
分
権
・
民
営
化
・
規
制
緩
和
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
？　

公
共
施
設
の
営
利
的
利
用
、
説
明
不
足
の
大
規
模
開
発
、
企

業
を
監
督
で
き
な
い
行
政
、議
論
が
尽
く
さ
れ
な
い
議
会
運
営
…
…
地
方
自
治
体
か
ら「
フ
ェ

ア
な
民
主
主
義
」
を
い
ま
こ
そ
求
め
る
！ 

23.2　

四
六
判
並
製
一
七
三
頁　

二
〇
〇
〇
円
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人
文
科
学絶

望
大
国
ア
メ
リ
カ 

コ
ロ
ナ
、ト
ラ
ン
プ
、メ
デ
ィ
ア
戦
争

武
隈
喜
一

二
〇
二
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
何
が
起
き
て
い
た
の
か
？　

政
治
化
す
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
と
、
ト
ラ
ン
プ
陣
営
の
虚
実
取
り
混
ぜ
た
情
報
戦
略
に
よ
っ
て
、
混
沌

と
す
る
ア
メ
リ
カ
・
メ
デ
ィ
ア
―
―
米
国
在
住
の
著
者
が
伝
え
る
、
コ
ロ
ナ
と
大
統
領
選
の

息
詰
ま
る
迫
真
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。 

21.1　

四
六
判
並
製
二
〇
八
頁　
一
五
〇
〇
円

リ
ベラル
ア
ー
ツ
と
自
然
科
学 

石
井
洋
二
郎
編

理
系
の
学
問
を
学
ぶ
う
え
で
必
要
な
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
は
な
に
か
？　

第
一
線
で
活
躍
す

る
専
門
家
三
名
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
加
え
、
識
者
八
名
に
よ
る
論
考
か
ら
理
系
の
た
め

の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
考
え
る
。
好
評
の
「
創
造
的
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
第
三
弾
。

 
23.2　

四
六
判
並
製
二
七
一
頁　

二
五
〇
〇
円

ユダ
ヤ
小
百
科

ユ
ー
リ
ウ
ス
・
Ｈ
・
シ
ェ
プ
ス
編　

鈴
木
隆
雄
他
訳

世
界
の
文
化
と
歴
史
に
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
〈
ユ
ダ
ヤ
〉
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
、

そ
の
発
生
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
歴
史
、
宗
教
、
政
治
、
言
語
、
文
学
、
美
術
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
っ
て
網
羅
し
た
小
項
目
の
決
定
版
事
典
。
第
四
十
九
回
日
本
翻
訳
出

版
文
化
賞
特
別
賞
受
賞
。 12.12　
Ａ
５
判
函
入
一
二
三
一
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

二
八
〇
〇
〇
円
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ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
全
著
作

ミハイル・バフ
チン
全
著
作

責
任
編
集
＝
新
谷
敬
三
郎

今
世
紀
ロ
シ
ア
最
大
の
文
学
理
論
家
＝
言
語
学
者
＝
哲
学
者
と
の
評
価
が
定
ま
り
つ
つ
あ
る

バ
フ
チ
ン
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
テ
ク
ス
ト
を
収
録
す
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
バ
フ
チ

ン
・
サ
ー
ク
ル
」
の
論
文
の
な
か
で
、
バ
フ
チ
ン
自
身
に
関
連
が
深
い
と
さ
れ
る
代
表
的
な

も
の
を
も
収
録
す
る
決
定
版
著
作
集
。 

内
容
見
本
呈　

Ａ
５
判
上
製

●1　

行
為
の
哲
学
に
よ
せ
て
／
美
的
活
動
に
お
け
る

作
者
と
主
人
公
／
他 

伊
東
一
郎
・
佐
々
木
寛
訳

【
一
九
二
〇
年
代
前
半
の
哲
学
・
美
学
関
係
の
著
作
】　
「
芸
術
と
責
任
」（
本
邦
初
訳
）、「
行

為
の
哲
学
」（
本
邦
初
訳
）、「
作
者
と
主
人
公
」、「
言
語
芸
術
作
品
に
お
け
る
内
容
・
素
材
・

形
式
の
問
題
」
の
四
論
文
に
よ
っ
て
、若
き
日
の
著
者
の
美
学
と
哲
学
の
全
体
像
を
明
か
す
。

五
二
七
頁　

六
五
〇
〇
円

●2　

フロ
イ
ト
主
義
／
文
芸
学
の
形
式
的
方
法

磯
谷
孝
・
佐
々
木
寛
訳

【
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
バ
フ
チ
ン
・
サ
ー
ク
ル
の
著
作　

１
】　

タ
ル
ト
ゥ
派
の
イ
ワ
ー
ノ

フ
に
よ
っ
て
バ
フ
チ
ン
思
想
総
体
の
理
解
に
と
っ
て
《
不
可
欠
》 

と
評
さ
れ
た
、
ヴ
ォ
ロ
ー

シ
ノ
フ
の
『
フ
ロ
イ
ト
主
義
』、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
の
『
文
芸
学
の
形
式
的
方
法
』
等
の

三
篇
に
よ
っ
て
謎
め
い
た
バ
フ
チ
ン
・
サ
ー
ク
ル
の
全
貌
に
迫
る
。
六
一
三
頁　

七
〇
〇
〇
円

●3　
マル
クス
主
義
と
言
語
の
哲
学
／
他

野
中
進
・
北
岡
誠
司
・
斎
藤
俊
雄
・
佐
々
木
寛
訳

︻
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
バ
フ
チ
ン
・
サ
ー
ク
ル
の
著
作　

２
】　

カ
ナ
ー
エ
フ
名
義
の
バ
フ

チ
ン
の
論
文
「
現
代
の
生
気
論
」（
野
中
進
訳
）、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ノ
フ
の
論
文
「
生
活
の
言

葉
と
詩
の
言
葉
」（
斎
藤
俊
雄
訳
）、『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
言
語
の
哲
学
』（
北
岡
誠
司
訳
）、「
発

話
の
構
成
」（
佐
々
木
寛
訳
）
を
収
め
る
。 

近
刊

●4　

小
説
の
言
葉
／
他

新
谷
敬
三
郎
・
伊
東
一
郎
・
国
松
夏
紀
・
佐
々
木
寛
訳

︻
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
小
説
の
言
葉
論
・
テ
キ
ス
ト
理
論
︼　
「
小
説
の
言
葉
」（
伊
東
一
郎

訳
）、「
こ
と
ば
の
ジ
ャ
ン
ル
」（
佐
々
木
寛
訳
）、「
テ
キ
ス
ト
の
問
題
」（
佐
々
木
寛
訳
）、「
可

能
性
を
大
胆
に
利
用
す
べ
し
」（
国
松
夏
紀
訳
）、「
一
九
七
〇
―
七
一
年
の
覚
書
」（
新
谷
敬

三
郎
訳
）
な
ど
を
収
め
る
。 

近
刊

●5　

小
説
に
お
け
る
時
間
と
時
空
間
の
諸
形
式
／
他

伊
東
一
郎
・
北
岡
誠
司
・
佐
々
木
寛
・
杉
里
直
人
・
塚
本
善
也
訳

︻
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
小
説
ジ
ャ
ン
ル
論
︼　

古
代
よ
り
近
代
に
至
る
小
説
の
諸
ジ
ャ
ン
ル

の
生
成
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
固
有
な
時
間
と
空
間
の
タ
イ
プ
の
問
題
と
し
て
論
じ

た
表
題
作
（
北
岡
訳
）
を
は
じ
め
、「
教
養
小
説
と
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
史
上
の
意
義
」（
佐
々

木
訳
）
等
、
六
篇
を
収
め
る
。 

六
〇
四
頁　

六
五
〇
〇
円

●6　

ドス
トエフス
キ
イ
論

新
谷
敬
三
郎
・
伊
東
一
郎
訳

一
九
二
九
年
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
論
の
初
版
に
、
新
た
に
メ
ニ
ッ
ペ
ア
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の

考
察
を
く
わ
え
た
一
九
六
三
年
の
第
二
版
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
詩
学
の
諸
問
題
』（
新

谷
敬
三
郎
訳
）
を
、
改
稿
プ
ラ
ン
（
伊
東
一
郎
訳
）
と
と
も
に
収
め
る
。 

近
刊

●7　

フ
ランソ
ワ・ラ
ブレ
ーの
作
品
と
中
世
・ル
ネ
サン

スの
民
衆
文
化 

杉
里
直
人
訳

ラ
ブ
レ
ー
文
学
に
住
ま
う
陽
気
で
グ
ロ
テ
ス
ク
な
民
衆
の
イ
メ
ー
ジ
を
斬
新
に
読
み
解
き
、

中
世
・
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
の
新
た
な
世
界
像
を
打
ち
立
て
た
、
著
者
の
代
表
作
の
待
望
の
新

訳
決
定
版
。
初
訳
「《
ラ
ブ
レ
ー
》
の
増
補
・
改
訂
」
を
付
す
。

九
五
〇
頁 　
一
〇
〇
〇
〇
円
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ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
全
著
作

別
巻　

書
簡
・
資
料
集
、
バフ
チン
論
集

バ
フ
チ
ン
・
サ
ー
ク
ル
の
活
動
の
全
貌
と
そ
の
時
代
背
景
を
あ
き
ら
か
に
す
べ
く
、
バ
フ
チ

ン
お
よ
び
友
人
た
ち
の
書
簡
、
伝
記
的
資
料
、
関
係
者
た
ち
の
回
想
そ
の
他
を
収
め
る
。
あ

わ
せ
て
、
内
外
の
研
究
者
や
批
評
家
に
よ
る
バ
フ
チ
ン
論
を
収
め
る
。

近
刊

バ
フ
チ
ン
関
連
書

バフ
チン
、
生
涯
を
語
る

ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
＋
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ド
ゥ
ヴ
ァ
ー
キ
ン　

佐
々
木
寛
訳

自
伝
を
遺
さ
な
か
っ
た
バ
フ
チ
ン
が
、幼
少
期
、大
学
時
代
か
ら
、
ロ
シ
ア
革
命
、
流
刑
、
大

粛
清
の
時
代
を
経
た
激
動
の
半
生
と
、
同
時
代
の
学
者
、
詩
人
、
画
家
、
音
楽
家
た
ち
の
想

い
出
を
存
分
に
語
っ
た
、
非
公
式
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
録
音
を
全
訳
。
百
名
を
超
え
る
関
連
人

物
へ
の
詳
細
な
訳
注
を
付
す
。 

21.6　

四
六
判
四
四
七
頁
＋
別
丁
図
版
三
二
頁　

四
〇
〇
〇
円
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叢
書  

二
十
世
紀
ロ
シ
ア
文
化
史
再
考

叢
書  
二
十
世
紀ロシ
ア
文
化
史
再
考

責
任
編
集
＝
桑
野
隆

マ
ル
ク
ス
主
義
、
レ
ー
ニ
ン
主
義
だ
け
が
ロ
シ
ア
の
思
想
で
は
な
い
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
下

に
お
い
て
、
隠
蔽
さ
れ
、
抑
圧
さ
れ
て
き
た
、
知
ら
れ
ざ
る
二
十
世
紀
ロ
シ
ア
の
文
化
／
思

想
を
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
秘
め
ら
れ
た
可
能
性
を
探
る
新
叢
書
。

内
容
見
本
呈　

四
六
判
上
製

逆
遠
近
法
の
詩
学 
芸
術
・
言
語
論
集

フ
ロ
レ
ン
ス
キ
イ　

桑
野
隆
・
西
中
村
浩
・
高
橋
健
一
郎
訳

中
世
イ
コ
ン
の
精
緻
な
幾
何
学
的
読
解
を
試
み
た
芸
術
論
や
、
ポ
リ
グ
ロ
ッ
ト
な
ら
で
は
の

周
密
な
固
有
名
詞
論
な
ど
に
よ
っ
て
、
二
十
世
紀
ロ
シ
ア
文
化
史
上
に
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放

つ
思
想
家
の
、
言
語
・
芸
術
分
野
の
代
表
的
論
考
を
収
録
す
る
。

三
九
三
頁　

四
〇
〇
〇
円

言
葉
と
文
化 

ポ
エ
ジ
ー
に
つ
い
てマ

ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム　

斎
藤
毅
訳

二
十
世
紀
ロ
シ
ア
最
大
の
詩
人
、
オ
ー
シ
プ
・
マ
ン
デ
リ
シ
タ
ー
ム
の
唯
一
の
評
論
集
。
ロ

シ
ア
詩
の
百
花
繚
乱
と
革
命
の
激
動
の
中
で
、
言
葉
を
媒
介
と
し
た
人
間
と
世
界
と
の
関
係

を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
言
語
・
芸
術
・
歴
史
・
政
治
等
に
関
す
る
思
考
が
展
開
さ
れ
る
。

三
〇
二
頁　

三
五
〇
〇
円

零
の
形
態 

ス
プ
レ
マ
チ
ズ
ム
芸
術
論
集

マ
レ
ー
ヴ
ィ
チ　

宇
佐
見
多
佳
子
訳

対
象
、
イ
メ
ー
ジ
、
意
味
か
ら
解
き
放
た
れ
た
純
粋
な
創
造
行
為
と
し
て
の
絵
画
そ
の
も
の

の
自
立
を
求
め
る
〈
ス
プ
レ
マ
チ
ズ
ム
絵
画
〉
を
提
唱
し
、〈
白
地
の
上
の
黒
い
正
方
形
〉

な
ど
の
作
品
を
残
し
た
、
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
を
代
表
す
る
画
家
の
理
論
的
論
攷

を
集
成
す
る
。 

四
〇
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

記
号
と
し
ての
文
化 

発
達
心
理
学
と
芸
術
心
理
学 

ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
イ　

柳
町
裕
子
・
高
柳
聡
子
訳

精
神
発
達
や
芸
術
理
解
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
社
会
的
・
文
化
的
な
観
点
か
ら
考
察
し
な
が
ら
、

ス
タ
ー
リ
ン
体
制
下
で
完
全
に
黙
殺
さ
れ
た
心
理
学
者
の
思
想
的
エ
ッ
セ
ン
ス
に
迫
る
。

三
四
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

美
学
断
章

シ
ペ
ー
ト　

加
藤
敏
訳

現
象
学
を
ロ
シ
ア
に
導
入
す
る
と
と
も
に
、
当
時
隆
盛
を
き
わ
め
た
マ
ル
ク
ス
主
義
と
も
宗

教
哲
学
と
も
異
な
る
独
自
の
美
学
、
解
釈
学
、
言
語
理
論
を
展
開
し
、
つ
い
に
は
ラ
ー
ゲ
リ

で
銃
殺
さ
れ
た
悲
劇
の
哲
学
者
が
、
革
命
の
嵐
の
な
か
で
書
き
上
げ
た
、
芸
術
と
詩
と
哲
学

を
巡
る
異
色
の
言
語
美
学
。 

三
一
六
頁　

三
五
〇
〇
円

プロット
と
ジャンルの
詩
学

フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ　

杉
谷
倫
枝
訳

近
刊

ノ
ースフェー
ラ 

惑
星
現
象
と
し
て
の
科
学
的
思
考

ヴ
ェ
ル
ナ
ツ
キ
イ　

梶
雅
範
訳

人
類
の
科
学
的
知
識
の
増
大
を
惑
星
の
「
進
化
」
と
位
置
づ
け
、
現
代
環
境
思
想
に
も
通
じ

る
独
自
の
地
球
観
を
展
開
し
た
、
地
質
学
者
ヴ
ェ
ル
ナ
ツ
キ
イ
の
著
作
集
。
絶
え
間
な
い
科

学
研
究
の
営
為
の
中
に
人
類
の
未
来
へ
の
希
望
を
探
し
求
め
た
、
晩
年
の
思
想
的
到
達
点
を

示
す
草
稿
を
本
邦
初
紹
介
。 

17.7　

四
四
二
頁　

四
五
〇
〇
円
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言
語
の
政
治
叢
書

言
語
の
政
治
叢
書

《
存
在
は
そ
の
あ
ら
ゆ
る
様
相
に
お
い
て
、
意
味
を
携
え
て
出
現
す
る
文
そ
の
も
の
で
あ

る
》。
失
わ
れ
た
普
遍
性
と
統
一
性
へ
の
郷
愁
を
断
ち
、
政
治
的
言
語
で
は
な
く
、
言
語
の
、

言
語
と
い
う
政
治
の
新
た
な
在
り
方
を
求
め
て
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
的
地
平
か
ら
哲
学
と
芸

術
に
架
橋
す
る
新
叢
書
。 

Ａ
５
判
上
製

ユー
ト
ピ
ア
的
身
体
／ヘテロ
ト
ピ
ア

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー　

佐
藤
嘉
幸
訳

権
力
に
よ
る
服
従
化
と
と
も
に
存
在
し
、
抵
抗
へ
と
反
転
し
う
る
身
体
を
考
察
す
る
「
ユ
ー

ト
ピ
ア
的
身
体
」、
権
力
へ
の
抵
抗
と
、
権
力
の
解
体
の
可
能
性
を
秘
め
た
反
‐
場
所
を
模

索
す
る
空
間
論
「
ヘ
テ
ロ
ト
ピ
ア
」
の
二
篇
を
収
録
。
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
「
フ
ー
コ
ー

と
身
体
的
書
き
込
み
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
を
付
す
。 

13.6　
一
四
四
頁　

二
五
〇
〇
円

レ
イモン・アロン
との
対
話ミ

シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー　

西
村
和
泉
訳

権
力
は
い
か
に
行
使
さ
れ
る
の
か
？　

二
十
世
紀
を
代
表
す
る
思
想
家
フ
ー
コ
ー
と
、
対
極

的
位
置
に
い
る
社
会
学
者
ア
ロ
ン
の
、
歴
史
の
解
釈
、
主
体
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
白
熱
の

対
話
。
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ベ
ー
ル
に
よ
る
「
解
説
」
を
付
す
。

 
13.6　

九
五
頁　
一
八
〇
〇
円

絵
葉
書
Ⅰ 

ソ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
フ
ロ
イ
ト
へ
、そ
し
て
そ
の
彼
方

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ　

若
森
栄
樹
・
大
西
雅
一
郎
訳

〈
誰
が
書
い
て
い
る
の
か
？　

誰
に
書
い
て
い
る
の
か
？　

そ
し
て
、
何
を
送
る
た
め
に
？
〉 

ソ
ク
ラ
テ
ス
、
フ
ロ
イ
ト
、
精
神
分
析
運
動
を
数
多
の
笑
い
、
ユ
ー
モ
ア
、
涙
、
絶
望
と
歓

喜
、
そ
し
て
「
歌
」
の
う
ち
に
た
ど
る
、
要
約
不
可
能
な
書
簡
体
の
哲
学
。
明
解
な
日
本
語

に
よ
る
待
望
の
翻
訳
。 

三
八
〇
頁　

四
〇
〇
〇
円

絵
葉
書
Ⅱ 

ソ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
フ
ロ
イ
ト
へ
、そ
し
て
そ
の
彼
方

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ　

若
森
栄
樹
・
大
西
雅
一
郎
訳

フ
ロ
イ
ト
『
快
原
理
の
彼
岸
』
の
未
曾
有
の
読
解
を
提
示
し
、ラ
カ
ン
の
『
盗
ま
れ
た
手
紙
』

読
解
に
お
け
る
「
真
理
」
概
念
を
徹
底
的
に
批
判
し
て
、
精
神
分
析
に
お
け
る
郵
便
的
転
移

の
可
能
性
を
、
ル
ネ
・
マ
ジ
ョ
ー
ル
と
の
対
話
形
式
で
探
る
画
期
的
な
書
。
明
解
な
日
本
語

に
よ
る
待
望
の
翻
訳
。 

22.12　

三
五
五
頁　

五
〇
〇
〇
円

メモワ
ール 

ポ
ー
ル
・
ド
・
マ
ン
の
た
め
に

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ　

宮
﨑
裕
助
＋
小
原
拓
磨
＋
吉
松
覚
訳

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
脱
構
築
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
脱
構
築
」
の
後

見
人
と
も
い
え
る
、
盟
友
ポ
ー
ル
・
ド
・
マ
ン
の
訃
報
に
接
し
た
デ
リ
ダ
が
、
喪
の
不
可
能

性
を
思
考
し
な
が
ら
、
ド
・
マ
ン
の
記
憶
論
に
肉
薄
す
る
、
瞠
目
の
講
演
集
。

 
22.12　

三
四
四
頁　

五
〇
〇
〇
円

ポス
ト・モ
ダンの
条
件

ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
リ
オ
タ
ー
ル　

小
林
康
夫
訳

主
体
、
自
由
、
解
放
、
革
命
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
《
大
き
な
物
語
》
が
解
体
し
つ
く
し
た
今

日
の
ポ
ス
ト
工
業
化
社
会
の
状
況
を
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
《
言
語
ゲ
ー
ム
》
の
概

念
を
用
い
て
分
析
す
る
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
旗
手
に
よ
る
極
北
的
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
論
。

二
三
二
頁　

二
五
〇
〇
円

聞
こ
え
ない
部
屋 

マ
ル
ロ
ー
の
反
美
学

ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
リ
オ
タ
ー
ル　

北
山
研
二
訳

最
初
期
に
問
題
と
さ
れ
た
〈
文
体
＝
様
式
〉
へ
の
愛
か
ら
モ
ダ
ン
の
批
判
へ
、
そ
し
て
「
モ

ダ
ン
の
声
」
を
聞
こ
う
と
し
な
い
作
品
群
か
ら
漏
れ
出
て
く
る
も
の
を
聴
取
し
よ
う
と
す
る

仕
事
ま
で
を
、
過
剰
と
逸
脱
に
充
ち
た
マ
ル
ロ
ー
の
作
品
の
読
解
を
通
じ
て
総
括
す
る
、
著

者
の
最
後
の
著
作
。 

一
七
二
頁　

二
五
〇
〇
円
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言
語
の
政
治
叢
書

受
肉
し
た
絵
画

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ィ
デ
ィ
＝
ユ
ベ
ル
マ
ン　

桑
田
光
平
・
鈴
木
亘
訳

生
き
た
絵
画
と
は
何
か
？　

セ
ザ
ン
ヌ
も
愛
読
し
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
短
編
小
説
『
知
ら
れ
ざ

る
傑
作
』
を
も
と
に
、
色
彩
と
い
う
観
点
か
ら
美
術
史
や
文
学
史
、
思
想
史
を
通
し
て
絵
画

の
「
生
」
を
探
究
す
る
未
聞
の
絵
画
論
。
ラ
カ
ン
、
ダ
ミ
ッ
シ
ュ
か
ら
そ
の
彼
方
へ
。

 
21.05　

Ａ
５
判
二
四
四
頁　

三
五
〇
〇
円

カ
ド
ミ
ウ
ム・イエロ
ーの
窓 

あ
る
い
は
絵
画
の
下
層

ユ
ベ
ー
ル
・
ダ
ミ
ッ
シ
ュ　

岡
本
源
太
＋
桑
田
光
平
＋
松
浦
寿
夫
他
訳

『
知
ら
れ
ざ
る
傑
作
』を
読
み
解
く
「
絵
画
の
下
層
」、
ボ
ワ
に
よ
り
最
良
の
モ
ン
ド
リ
ア
ン

論
と
呼
ば
れ
た
「
視
線
の
目
覚
め
」、「
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
」
を
は
じ
め
、
二
十
世
紀
の
美
術

が
依
拠
し
て
き
た
理
論
と
歴
史
の
布
置
を
問
い
直
す
、
名
高
い
論
考
の
数
々
を
収
録
。

 
19.12　

三
四
一
頁　

四
〇
〇
〇
円

国
家
に
抗
す
る
社
会

ピ
エ
ー
ル
・
ク
ラ
ス
ト
ル　

渡
辺
公
三
訳

若
く
し
て
非
業
の
死
を
遂
げ
た
人
類
学
者
が
、
南
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
諸
族
に
お
け
る
《
権
威

な
き
首
長
制
》、
婚
姻
制
度
、
言
語
、
神
話
、
拷
問
等
を
鋭
く
分
析
し
つ
つ
、 《
国
家
機
械
》

の
出
現
の
阻
止
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
肉
迫
し
、
西
欧
中
心
的
未
開
社
会
像
を
根
底
か
ら
転
倒

す
る
。 

三
二
八
頁　

三
五
〇
〇
円

政
治
人
類
学
研
究

ピ
エ
ー
ル
・
ク
ラ
ス
ト
ル　

原
毅
彦
訳

訣
別
の
予
感
の
下
で
ヤ
ノ
マ
ミ
滞
在
を
綴
っ
た
「
最
後
の
砦
」、
未
開
社
会
に
お
け
る
権
力

の
構
造
を
分
析
し
た
「
未
開
人
戦
士
の
不
幸
」
を
は
じ
め
、
人
類
学
が
真
に
政
治
的
な
も
の

に
な
る
た
め
の
十
二
篇
の
論
考
を
収
録
。

 
20.1　

三
一
四
頁　

四
〇
〇
〇
円

問いの
書

エ
ド
モ
ン
・
ジ
ャ
ベ
ス　

鈴
木
創
士
訳

 《
自
己
に
な
る
こ
と
の
不
可
能
性
の
別
名
》
と
し
て
の
《
ユ
ダ
ヤ
人
》
で
あ
る
こ
と
を
果
敢

に
ひ
き
う
け
つ
つ
、書
く
こ
と
と
《
書
物
》
へ
の
無
限
の
問
い
を
問
う
引
き
裂
か
れ
た
言
葉
。

現
代
フ
ラ
ン
ス
の
最
も
ユ
ダ
ヤ
的
な
詩
人
＝
思
想
家
の
代
表
作
。
わ
れ
わ
れ
は
み
な
ユ
ダ
ヤ

人
だ
。 

三
〇
四
頁　

三
五
〇
〇
円

ユー
ケルの
書

エ
ド
モ
ン
・
ジ
ャ
ベ
ス　

鈴
木
創
士
訳

ユ
ダ
ヤ
人
た
る
こ
と
を
、
迫
害
の
怒
号
、
追
放
の
辛
酸
、
砂
漠
で
の
流
謫
を
生
き
ぬ
い
た
著

者
が
架
空
の
ラ
ビ
に
よ
る
贋
の
注
釈
と
引
用
に
よ
っ
て
織
り
な
し
た
一
組
の
恋
人
た
ち
の
愛

と
絶
望
と
狂
気
の
物
語
。
ブ
ラ
ン
シ
ョ
、デ
リ
ダ
ら
の
称
賛
を
浴
び
た
《
問
い
の
書
》
シ
リ
ー

ズ
第
二
作
。 

二
三
九
頁　

三
〇
〇
〇
円

書
物への
回
帰

エ
ド
モ
ン
・
ジ
ャ
ベ
ス　

鈴
木
創
士
訳

架
空
の
ラ
ビ
の
贋
の
注
釈
と
引
用
と
い
う
遅
延
を
通
し
て
、《
ユ
ダ
ヤ
人
》
た
る
こ
と
を
巡

る
無
数
の
問
い
を
問
う
類
例
な
き
文
学
の
特
異
点
、《
問
い
の
書
》
三
部
作
の
完
結
編
。「
過

去
十
年
フ
ラ
ン
ス
で
書
か
れ
た
も
の
で
ジ
ャ
ベ
ス
の
テ
ク
ス
ト
ほ
ど
独
自
な
も
の
は
な
い
」

（
デ
リ
ダ
）。 

一
七
三
頁　

二
五
〇
〇
円

ジョン・ケ
ー
ジ

ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ャ
ル
ル　

岩
佐
鉄
男
訳

メ
シ
ア
ン
に
学
ん
だ
作
曲
家
に
し
て
パ
リ
第
Ⅷ
大
学
で
美
学
を
講
じ
る
哲
学
者
が
、
単
に
音

楽
の
革
命
家
と
い
う
以
上
に
今
日
の
芸
術
、
思
想
の
全
体
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る

こ
の
現
代
音
楽
の
神
話
的
巨
人
の
作
品
と
行
為
の
多
元
性
、
放
浪
性
、
リ
ゾ
ー
ム
的
様
相
を

解
読
す
る
。 

三
七
七
頁　

四
〇
〇
〇
円
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言
語
の
政
治
叢
書

参
照
点

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ー
レ
ー
ズ　

笠
羽
映
子
・
野
平
一
郎
訳

セ
リ
ー
音
楽
か
ら
出
発
し
て
電
子
的
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
す
る
作
品
に
ま
で
至
っ
た
今
日

の
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
作
曲
家
＝
指
揮
者
が
、
現
代
音
楽
の
先
駆
者
た
ち
（
メ
シ
ア
ン
、

ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
ベ
ル
ク
等
）
を
讃
え
る
と
と
も
に
音
楽
の
今
日
的
在
り
方
を
根
源

的
に
問
う
。 

四
二
一
頁　

五
〇
〇
〇
円

他
者
のユマニスム

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス　

小
林
康
夫
訳

今
日
の
フ
ラ
ン
ス
哲
学
の
う
ち
に
、
全
く
独
自
な
反
存
在
論
的
な
、
切
迫
し
た
《
倫
理
》
の

哲
学
を
打
ち
立
て
た
著
者
が
、
五
月
革
命
の
衝
撃
の
中
か
ら
、
自
由
な
《
主
体
》
の
ユ
マ
ニ

ス
ム
を
廃
棄
し
、
絶
対
的
に
《
他
な
る
も
の
》
の
、
痕
跡
の
《
倫
理
》
を
問
う
困
難
な
思
考

の
精
華
。 

一
九
一
頁　

二
〇
〇
〇
円

芸
術
の
幼
年
期 

フ
ロ
イ
ト
美
学
の
一
解
釈

サ
ラ
・
コ
フ
マ
ン　

赤
羽
研
三
訳

精
神
分
析
が
芸
術
を
説
明
す
る
の
で
は
な
い
。
芸
術
こ
そ
が
精
神
分
析
的
言
説
の
成
立
に
寄

与
す
る
の
だ
。
余
技
と
み
な
さ
れ
て
き
た
フ
ロ
イ
ト
の
芸
術
論
の
斬
新
さ
と
根
源
性
を
精
密

に
読
み
と
き
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
フ
ロ
イ
ト
再
評
価
の
先
鞭
を
つ
け
た
デ
リ
ダ
派
哲
学
者

の
代
表
作
。 

二
八
三
頁　

三
五
〇
〇
円

異
邦
人
の
フィギュールア

ブ
デ
ル
ケ
ビ
ル
・
ハ
テ
ィ
ビ　

渡
辺
諒
訳

モ
ロ
ッ
コ
生
ま
れ
の
《
異
邦
的
》
著
者
が
、
ジ
ュ
ネ
、
バ
ル
ト
、
デ
ュ
ラ
ス
、
セ
ガ
レ
ン
と

い
っ
た
、
異
国
の
地
で
思
索
と
創
作
を
重
ね
た
作
家
／
思
想
家
の
幾
多
の
テ
ク
ス
ト
を
渉
猟

し
、
文
学
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
《
異
邦
性
》
を
摘
出
せ
ん
と
す
る
脱
中
心
的
文
芸
批
評
。

三
二
一
頁　

四
〇
〇
〇
円

言
語への
愛

ジ
ャ
ン=

ク
ロ
ー
ド
・
ミ
ル
ネ
ー
ル　

平
出
和
子
＋
松
岡
新
一
郎
訳

言
語
学
と
ラ
カ
ン
派
精
神
分
析
の
接
点
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
る
、
言
語
を
《
全
》
の
構
造

と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
言
語
学
者
た
ち
の
欲
望
と
そ
こ
か
ら
常
に
逃
れ
出
る
も
の
、《
ラ

ラ
ン
グ
》。
ラ
カ
ン
派
言
語
学
宣
言
と
も
い
う
べ
き
、
気
鋭
の
言
語
学
者
に
よ
る
構
造
主
義

言
語
学
批
判
。 

二
二
六
頁　

三
〇
〇
〇
円

近
代
芸
術
の
五つのパラ
ドックス

ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン　

中
地
義
和
訳

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
「
モ
デ
ル
ニ
テ
」
の
概
念
を
手
掛
か
り
に
、
印
象
派
か
ら
、
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
、
さ
ら
に
は
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
に
い
た
る
近
代
／
現
代
芸
術
の
「
伝
統
」
を
検
証
し
、

そ
れ
が
抱
え
る
背
理
を
明
ら
か
に
す
る
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
芸
術
論
／
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
論
。

二
八
四
頁　

三
五
〇
〇
円

文
学
史
の
誕
生 

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ラ
ン
ソ
ン
と
文
学
の
第
三

共
和
政 

ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン　

今
井
勉
訳

「
作
者
の
死
」の
祝
祭
が
終
焉
し
て
久
し
い
。
新
批
評
が
反
抗
し
た
実
証
主
義
的
な「
文
学
史
」

は
な
ぜ
そ
の
回
帰
を
み
せ
た
の
か
？　

フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
に
お
け
る
文
学
制
度
史
を
反

省
的
に
構
築
／
脱
構
築
す
る
と
と
も
に
、「
文
学
と
は
な
に
か
」
を
見
定
め
る
記
念
碑
的
著

作
。 

20.10　

五
二
四
頁　

七
〇
〇
〇
円

第
二の
手
、
ま
た
は
引
用
の
作
業

ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン　

今
井
勉
訳

引
用
は
い
つ
、
ど
こ
で
、
な
ぜ
始
ま
っ
た
の
か
？　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
ボ
ル
ヘ
ス
に
至

る
引
用
史
を
た
ど
り
、
現
象
学
、
記
号
学
、
系
譜
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
、
単
な
る

こ
と
ば
の
反
復
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
戦
略
的
・
政
治
的
な
実
践
と
し
て
の
〈
引
用
〉
を
分
析

し
、「
書
く
こ
と
」
の
本
質
に
迫
る
。 

10.3　

五
七
一
頁　

八
〇
〇
〇
円
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言
語
の
政
治
叢
書 欺

瞞
について 

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
、文
学
の
嘘
と
政

治
の
虚
構 

セ
ル
ジ
ュ
・
マ
ル
ジ
ェ
ル　

堀
千
晶
訳

権
力
に
抵
抗
す
る
戦
略
的
無
為
と
は
？　

ル
ソ
ー
の
テ
ク
ス
ト
を
精
密
に
読
み
解
き
、
緊
密

に
絡
み
あ
う
文
学
の
権
力
と
政
治
の
権
力
の
構
造
を
暴
き
解
体
す
る
、
デ
リ
ダ
の
高
弟
に
よ

る
新
た
な
ル
ソ
ー
論
。
文
学
／
政
治
の
欺
瞞
に
抵
抗
す
る
、
ル
ソ
ー
／
マ
ル
ジ
ェ
ル
の
戦
闘

的
エ
リ
ク
チ
ュ
ー
ル
。 

13.1　

二
一
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

スピノ
ザ
と
政
治

エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
バ
リ
バ
ー
ル　

水
嶋
一
憲
訳

い
ま
な
お
き
わ
め
て
難
解
な
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
謎
め
い
た
哲
学
者
の
、
つ
い
に
は
、
同

時
代
の
諸
種
の
問
い
を
徹
底
的
に
転
位
さ
せ
る
に
至
っ
た
そ
の
政
治
＝
哲
学
を
、
マ
ル
ク
ス

と
の
《
相
補
的
な
交
換
性
》
を
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
ネ
グ
リ
以
降
の
新
た
な
視
点
で
読

み
解
く
。 

11.3　

二
七
八
頁　

四
〇
〇
〇
円

神
の
身
振
り 

ス
ピ
ノ
ザ『
エ
チ
カ
』に
お
け
る
場
に
つ
い
て

Ａ
・
カ
リ
オ
ラ
ー
ト
＋
Ｊ
＝
Ｌ
・
ナ
ン
シ
ー　

藤
井
千
佳
世
＋
的
場
寿
光
訳

『
エ
チ
カ
』
の
一
節
の
綿
密
な
分
析
に
よ
り
、
二
元
論
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
そ
の
思
想
を
、

開
か
れ
た
存
在
の
可
能
性
と
し
て
大
胆
に
提
示
す
る
。
倫
理
と
政
治
を
結
ぶ
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学

の
根
源
に
触
れ
る
理
論
的
か
つ
実
践
的
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
。

 
13.5　

二
〇
一
頁　

三
〇
〇
〇
円
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記
号
学
的
実
践
叢
書

記
号
学
的
実
践
叢
書

構
造
言
語
学
の
《
影
響
》
下
に
登
場
し
た
記
号
学
的
思
考
が
人
文
諸
科
学
に
与
え
た
衝
撃
は

は
か
り
知
れ
な
い
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
今
日
に
至
る
記
号
学
の
最
新
の
動
向
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
と
パ
ー
ス
に
、
さ
ら
に
は
ス
ト
ア
派
の
言
語
理
論
に
ま
で
遡
る
そ
の

史
的
展
開
を
も
探
る
。 

Ａ
５
判
上
製

ソシュールの
ア
ナ
グ
ラム 
語
の
下
に
潜
む
語

ジ
ャ
ン
・
ス
タ
ロ
バ
ン
ス
キ
ー　

金
沢
忠
信
訳

あ
ら
ゆ
る
ラ
テ
ン
詩
に
は
ア
ナ
グ
ラ
ム
が
潜
む
…
…
。
詩
行
に
秘
め
ら
れ
た
語
を
探
し
出
す

果
て
し
の
な
い
作
業
に
憑
か
れ
た
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
足
ど
り
を
透
徹
し
た
読
解
に
よ
っ
て
検
証

す
る
。
構
造
言
語
学
の
、
と
い
う
よ
り
は
言
語
学
そ
の
も
の
の
創
始
者
の
、
知
ら
れ
ざ
る
も

う
一
つ
の
〈
別
の
貌
〉。 

二
三
一
頁　

二
五
〇
〇
円

昔
話
の
形
態
学

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ　

北
岡
誠
司
＋
福
田
美
智
代
訳

 《
文
》
を
超
え
た
《
テ
ク
ス
ト
》
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
《
文
法
》
の
探
究
の
最
初
の
試
み
と

し
て
、
民
話
、
神
話
、
物
語
等
の
記
号
論
的
研
究
に
お
い
て
、
今
や
、
構
造
言
語
学
に
お
け

る
ソ
シ
ュ
ー
ル
『
講
義
』
に
も
比
す
べ
き
位
置
を
も
つ
、
記
号
学
の
第
一
の
古
典
。

三
八
九
頁　

五
五
〇
〇
円

プロッ
プ
を
読
む

レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス
、
メ
レ
チ
ン
ス
キ
ー
他　

北
岡
誠
司
編

今
日
で
こ
そ
あ
ま
り
に
も
名
高
い
が
、
一
九
二
七
年
の
発
表
以
降
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
嵐

の
中
で
完
全
に
黙
殺
さ
れ
て
い
た『
昔
話
の
形
態
学
』の
突
然
の
爆
発
的
復
興
の
契
機
と
な
っ

た
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
の
「
形
式
と
構
造
」、
プ
ロ
ッ
プ
の
精
密
化
を
図
る
メ
レ
チ
ン
ス

キ
ー
論
文
等
を
収
め
る
。 

近
刊

レ
ーニンの
言
語

シ
ク
ロ
フ
ス
キ
イ
＋
エ
イ
ヘ
ン
バ
ウ
ム
＋
ト
ゥ
イ
ニ
ャ
ー
ノ
フ
他　

桑
野
隆
訳

二
十
世
紀
の
言
語
学
革
命
を
主
導
し
た
ロ
シ
ア
の
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ト
た
ち
が
、《
詩
的
な
美

し
さ
や
文
体
上
の
装
飾
に
う
ん
ざ
り
し
、「
美
辞
麗
句
」を
憎
み
、「
雄
弁
」を
軽
蔑
す
る
》レ
ー

ニ
ン
の
政
治
的
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
言
語
学
的
、
修
辞
学
的
、
記
号
論
的
な
分
析
に
挑
む
。『
レ

フ
』
誌
レ
ー
ニ
ン
特
集
号
の
全
訳
。 

二
三
三
頁　

二
五
〇
〇
円

神
話
の
詩
学

エ
レ
ア
ザ
ー
ル
・
メ
レ
チ
ン
ス
キ
ー　

津
久
井
定
雄
＋
直
野
洋
子
訳

プ
ロ
ッ
プ
を
《
再
発
見
》
し
た
ロ
シ
ア
神
話
学
の
泰
斗
が
、レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス
、フ
ラ
イ
、

キ
ャ
ン
ベ
ル
等
の
神
話
理
論
を
検
討
し
つ
つ
、
神
話
の
古
典
的
諸
形
態
の
構
造
と
生
成
、
さ

ら
に
は
二
十
世
紀
文
学
に
お
け
る
神
話
主
義
（
ジ
ョ
イ
ス
、
カ
フ
カ
等
）
を
考
察
す
る
。
第

四
十
三
回
日
本
翻
訳
出
版
文
化
賞
受
賞
。 

五
六
三
頁 

七
〇
〇
〇
円

曖
昧
の
七つの
型

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ン
プ
ソ
ン　

岩
崎
宗
治
訳

詩
の
美
し
さ
と
は
、
音
調
の
美
や
霊
妙
さ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
詩
を
構
成
す
る
語
が
同
時

に
い
く
つ
か
の
意
味
を
持
つ
多
義
性
に
あ
る
。
そ
れ
を
〈
曖
昧
〉
と
呼
ん
で
七
つ
に
分
類
し
、

チ
ョ
ー
サ
ー
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
キ
ー
ツ
、
エ
リ
ッ
ト
ら
の
古
今
の
英
詩
を
鋭
く
分
析
し

た
言
語
分
析
批
評
の
第
一
の
古
典
。 

22.1　

五
七
六
頁　

八
〇
〇
〇
円

新
言
語
学
試
論 

ル
イ
・
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ　

平
田
公
威
訳

 

近
刊
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記
号
学
的
実
践
叢
書

詩
の
記
号
学
の
た
め
に 

ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
、
レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス
他　

花
輪
光
編

構
造
言
語
学
の
巨
人
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
と
構
造
人
類
学
の
創
始
者
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
が

一
九
六
二
年
に
共
同
で
発
表
し
た
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
篇
「
猫
た
ち
」
の
構
造
分
析
を
巡
る

論
争
を
、
十
二
篇
の
論
文
に
よ
っ
て
克
明
に
跡
づ
け
つ
つ
詩
の
記
号
学
へ
の
困
難
な
道
を
探

る
。 

三
一
六
頁　

三
五
〇
〇
円

意
味
について

Ａ
・
Ｊ
・
グ
レ
マ
ス　

赤
羽
研
三
訳

パ
リ
記
号
論
派
の
重
鎮
が
、よ
り
普
遍
的
な
意
味
の
構
造
モ
デ
ル
の
構
築
を
図
る
べ
く
、ヤ
ー

コ
ブ
ソ
ン
の
音
韻
論
に
触
発
さ
れ
た
〈
記
号
論
的
四
角
形
〉
の
概
念
を
自
在
に
駆
使
し
つ
つ
、

意
味
論
、
神
話
学
、
物
語
論
、
詩
学
を
横
断
す
る
ス
リ
リ
ン
グ
な
記
号
論
的
冒
険
の
書
。

 

四
二
九
頁　

五
〇
〇
〇
円

恋
愛
の
ディス
ク
ール 

セ
ミ
ナ
ー
と
未
刊
テ
ク
ス
ト

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト　

桑
田
光
平
＋
桑
名
真
吾
＋
鈴
木
亘
＋
須
藤
健
太
郎
＋

　
　
　
　
　
　
　

   

内
藤
真
奈
＋
平
田
周
＋
本
田
貴
久
＋
宮
脇
永
吏
訳

バ
ル
ト
の
思
考
の
生
成
過
程
が
こ
こ
に
！　

大
学
の
官
僚
主
義
や
順
応
主
義
を
逃
れ
、
フ
ラ

ン
ス
の
哲
学
・
思
想
・
文
学
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
高
等
研
究
実
習
院
で
の
、

一
九
七
四
年
か
ら
一
九
七
六
年
に
か
け
て
の「
恋
愛
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
」に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

の
記
録
に
、
未
刊
の
テ
ク
ス
ト
を
付
す
。 

21.10　

五
六
二
頁　

八
〇
〇
〇
円

バル
ザックの『
サ
ラ
ジ
ーヌ
』について 

セ
ミ
ナ
ー
の
た
め

の
未
刊
の
ノ
ー
ト

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト　

桑
田
光
平
＋
石
川
典
子
＋
金
谷
壮
太
＋
河
野
美
奈
子
＋

佐
藤
園
子
＋
福
井
有
人
＋
村
中
由
美
子
＋
森
田
俊
吾
訳

高
等
研
究
実
習
院
で
、
一
九
六
八
年
か
ら
一
九
六
九
年
の
二
年
間
に
わ
た
っ
て
開
講
さ
れ
た

「
サ
ラ
ジ
ー
ヌ
」
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録
。
六
八
年
の
歴
史
的
な
出
来
事
が
排
除
さ
れ

た
「
書
物
」
版
と
は
異
な
り
、
バ
ル
ト
の
創
造
の
舞
台
裏
が
、
草
稿
か
ら
テ
ク
ス
ト
へ
の
変

容
の
道
筋
が
明
ら
か
と
な
る
。 

22.12　

四
二
三
頁　

七
〇
〇
〇
円

バル
トの
愚
か
さ 

ク
ロ
ー
ド
・
コ
ス
ト　

桑
田
光
平
＋
栗
脇
永
翔
＋
中
村
彩
訳

フ
ラ
ン
ス
文
学
史
に
お
い
て
古
く
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
「
愚
か
さ
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
め
ぐ
り
、
政
治
や
旅
や
文
学
、
そ
し
て
テ
ク
ス
ト
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
方
面
か
ら
、
バ

ル
ト
に
お
け
る
、
バ
ル
ト
の
い
う
、
そ
し
て
バ
ル
ト
自
身
の
「
愚
か
さ
」
に
迫
る
！

 
22.12　

三
〇
七
頁　

四
〇
〇
〇
円

フィギュール
Ⅰ

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト　

花
輪
光
監
訳

今
や
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
亡
き
後
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
記
号
学
の
第
一
人
者
と
も
い
う
べ
き
著

者
が
、
テ
ー
マ
論
的
、
構
造
論
的
文
学
批
評
家
と
し
て
鮮
や
か
な
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
記
念

す
べ
き
処
女
作
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
ラ
ン
ボ
ー
の
詩
「
母
音
」
等
へ
の
構
造

論
的
接
近
。 

三
一一
頁　

四
〇
〇
〇
円

フィギュール
Ⅱ

Ｇ
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト　

花
輪
光
監
訳

構
造
主
義
革
命
の
嵐
の
中
で
、
バ
ル
ト
、
ト
ド
ロ
フ
等
と
と
も
に
《
文
学
の
科
学
》
の
旗
の

下
に
、テ
マ
テ
ィ
ス
ム
か
ら
記
号
学
へ
と
向
か
っ
た
著
者
の
第
二
論
文
集
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
、

プ
ル
ー
ス
ト
を
巡
る
、「
物
語
の
境
界
」、「
本
当
ら
し
さ
と
動
機
づ
け
」
を
巡
る
精
緻
な
論
考
。

 

三
五
一
頁　

四
〇
〇
〇
円

フィギュール
Ⅲ

Ｇ
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト　

花
輪
光
監
訳

文
学
の
科
学
と
し
て
の
《
ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
》（
詩
学
）
へ
向
け
て
、
個
々
の
テ
ク
ス
ト
の
個

別
性
に
拠
る
《
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
》（
批
評
）
を
廃
す
る
に
至
っ
た
著
者
の
《
詩
学
宣
言
》
と

も
い
う
べ
き
、
シ
リ
ー
ズ
総
決
算
の
書
。
著
者
へ
の
長
篇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
監
訳
者
の
解
説

八
十
枚
を
付
す
。 

二
八
六
頁　

三
五
〇
〇
円
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記
号
学
的
実
践
叢
書

物
語
の
ディス
ク
ール

Ｇ
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト　

花
輪
光
・
和
泉
涼
一
訳

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
か
ら
バ
ル
ト
に
至
る
物
語
の
記
号
論
的
研
究
は
も
と
よ
り
、
広

く
欧
米
の
文
学
理
論
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
を
素

材
に
、
物
語
の
一
般
理
論
、
物
語
の
《
新
た
な
修
辞
学
》
の
確
立
を
め
ざ
す
野
心
的
大
著
。

四
〇
五
頁　

五
〇
〇
〇
円

物
語
の
詩
学 

続
・
物
語
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル

Ｇ
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト　

和
泉
涼
一・
青
柳
悦
子
訳

 《
物
語
に
関
す
る
構
造
主
義
的
研
究
の
極
致
》（
Ｊ
・
カ
ラ
ー
）、《
小
説
テ
ク
ス
ト
の
研
究

の
た
め
の
も
っ
と
も
入
念
で
体
系
的
な
装
置
》（
Ｒ
・
ス
コ
ー
ル
ズ
）
と
評
さ
れ
た
前
著
刊

行
以
来
十
年
、
欧
米
各
地
に
ま
き
起
っ
た
反
響
を
も
視
野
に
入
れ
、
理
論
の
精
密
化
へ
と
向

う
続
篇
。 

二
五
二
頁　

三
〇
〇
〇
円

アルシ
テ
クス
ト
序
説

Ｇ
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト　

和
泉
涼
一
訳

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
、
西
欧
の
修
辞
学
＝
文
学
理
論
の
最
大
の
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る

《
ジ
ャ
ン
ル
》
の
問
題
、
あ
の
《
三
分
法
》
の
問
題
を
、《
テ
ー
マ
》、《
様
式
》、《
形
式
》
の

三
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
解
明
し
、
ジ
ャ
ン
ル
論
の
混
乱
に
終
止
符

を
打
つ
。 

二
二
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

ミモロジック

Ｇ
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト　

花
輪
光
監
訳

語
と
物
の
自
然
発
生
的
な
類
似
の
観
念
を
、
プ
ラ
ト
ン
か
ら
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
、
さ
ら
に
は
マ
ラ
ル
メ
、
レ
リ
ス
な
ど
へ
と
辿
り
つ
つ
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
以
後
の
近

代
主
義
的
言
語
観
に
よ
っ
て
打
ち
捨
て
ら
れ
た
言
語
の
詩
的
な
力
、
ミ
モ
ロ
ジ
ス
ム
の
復
権

へ
と
向
う
。 

六
四
三
頁　

七
〇
〇
〇
円

パラン
プセス
ト

Ｇ
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト　

和
泉
涼
一
訳

パ
ロ
デ
ィ
、
パ
ス
テ
ィ
シ
ュ
、
風
刺
、
戯
作
、
転
移
な
ど
、
著
者
が
《
イ
ペ
ル
テ
ク
ス
ト
性
》

と
呼
ぶ
も
の
の
壮
大
な
理
論
化
の
試
み
。
ホ
メ
ー
ロ
ス
か
ら
バ
ー
ス
に
至
る
世
界
の
文
学
の

歴
史
を
、
テ
ク
ス
ト
の
変
形
と
模
倣
の
観
点
か
ら
読
み
直
す
「
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
文
学
史
」。

 

七
三
一
頁　
一
二
〇
〇
〇
円

ス
イユ 

テ
ク
ス
ト
か
ら
書
物
へ

Ｇ
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト　

和
泉
涼
一
訳

著
者
名
、
タ
イ
ト
ル
、
エ
ピ
グ
ラ
フ
、
序
文
…
…
。
テ
ク
ス
ト
を
文
学
作
品
た
ら
し
め
、
テ

ク
ス
ト
の
存
在
と
受
容
・
消
費
を「
書
物
」と
い
う
形
で
保
証
す
る
こ
れ
ら「
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
」

の
意
味
と
機
能
を
探
求
す
る
、
文
学
研
究
に
お
い
て
、
い
ま
だ
手
つ
か
ず
の
「
大
陸
」
に
踏

み
込
ん
だ
、
記
念
碑
的
大
著
。 

五
四
四
頁　

七
〇
〇
〇
円

フィクション
と
ディクション

Ｇ
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト　

和
泉
涼
一
＋
尾
河
直
哉
訳

『
赤
と
黒
』
や
『
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
』
が
文
学
作
品
と
し
て
認
知
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、ル
ソ
ー

や
ミ
シ
ュ
レ
が
美
的
対
象
と
し
て
受
容
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
は
い
か
な
る
基
準
が
働
い
て

い
る
の
か
。
テ
ク
ス
ト
の
《
文
学
性
》
の
客
観
的
条
件
へ
の
構
造
論
的
、
言
語
行
為
論
的
な

接
近
。 

一
六
七
頁　

二
五
〇
〇
円

芸
術
の
作
品
Ⅰ 

内
在
性
と
超
越
性Ｇ

・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト　

和
泉
涼
一
訳

〈
文
学
で
は
な
く
「
文
学
性
」
を
問
い
の
対
象
と
し
、
物
語
論
や
テ
ク
ス
ト
論
の
領
域
で
新

た
な
理
論
モ
デ
ル
を
提
示
〉
し
て
き
た
著
者
は
、
詩
学
を
包
含
す
る
も
の
と
し
て
の
美
学
へ

と
向
か
う
。
音
楽
、
文
学
、
絵
画
、
彫
刻
、
建
築
な
ど
、
芸
術
の
諸
領
域
を
横
断
す
る
一
般

美
学
の
基
礎
理
論
を
構
築
す
る
斬
新
な
試
み
。 

13.1　

三
七
九
頁　

五
〇
〇
〇
円
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記
号
学
的
実
践
叢
書

フィクションの
修
辞
学

Ｗ
・
Ｃ
・
ブ
ー
ス　

米
本
弘
一・
服
部
典
之
・
渡
辺
克
昭
訳

《
内
在
す
る
作
者
》
の
概
念
に
よ
り
、
古
今
東
西
の
小
説
作
品
が
読
者
に
向
け
る
「
意
味
の

伝
達
」
の
技
法
す
な
わ
ち
《
修
辞
法
》
を
精
緻
に
読
み
解
き
、
ト
ド
ロ
フ
や
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
等

の
物
語
分
析
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
、
今
や
《
シ
カ
ゴ
派
》
小
説
理
論
の
古
典
と
し
て
屹

立
す
る
大
著
。 

五
七
六
頁　

七
〇
〇
〇
円

自
伝
契
約

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ル
ジ
ュ
ン
ヌ　

花
輪
光
監
訳　

井
上
範
夫
・
住
谷
在
昶
訳

自
伝
と
他
の
文
学
的
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
小
説
、
伝
記
等
）
と
を
分
か
つ
も
の
は
何
か
？　

ル

ソ
ー
、
ジ
ッ
ド
、
サ
ル
ト
ル
、
レ
リ
ス
等
の
自
伝
的
作
品
を
犀
利
に
分
析
し
な
が
ら
、
フ
ラ

ン
ス
の
構
造
論
的
文
学
理
論
家
が
自
伝
研
究
に
一
時
代
を
画
し
た
野
心
作
。

五
一
三
頁　

七
〇
〇
〇
円

ス
ト
ー
リ
ー
と
ディスコース 

小
説
と
映
画
に
お
け
る
物
語

構
造 

シ
ー
モ
ア
・
チ
ャ
ッ
ト
マ
ン　

玉
井
暲
訳

プ
ロ
ッ
プ
、
バ
フ
チ
ン
、
バ
ル
ト
、
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
、
ブ
レ
モ
ン
、
ト
ド
ロ
フ
、
ブ
ー
ス
を
は

じ
め
と
し
た
、
こ
れ
ま
で
の
物
語
論
の
卓
見
を
巧
み
に
統
合
し
な
が
ら
、
漫
画
や
映
画
を
ふ

く
む
豊
富
な
事
例
を
鮮
や
か
に
分
析
し
た
、
英
米
圏
に
お
け
る
物
語
論
の
古
典
。

 
21.12　

四
〇
八
頁　

五
〇
〇
〇
円

小
説
と
映
画
の
修
辞
学 シ

ー
モ
ア
・
チ
ャ
ト
マ
ン　

田
中
秀
人
訳

ア
ラ
ン
・
レ
ネ
『
ア
メ
リ
カ
の
伯
父
さ
ん
』、
カ
レ
ル
・
ラ
イ
ス
『
フ
ラ
ン
ス
軍
中
尉
の
女
』

な
ど
の
フ
ィ
ル
ム
／
テ
ク
ス
ト
を
通
し
て
、「
小
説
」
と
「
映
画
」
に
通
底
す
る
物
語
構
造

を
解
剖
し
、「
物
語
」
に
潜
勢
す
る
〈
語
り
＝
騙
り
〉
の
枠
組
み
を
鮮
や
か
に
剔
る
。

三
九
三
頁　

五
〇
〇
〇
円

可
能
世
界
・
人
工
知
能
・
物
語
理
論

マ
リ
ー=

ロ
ー
ル
・
ラ
イ
ア
ン　

岩
松
正
洋
訳

人
工
知
能
研
究
の
テ
ク
ス
ト
と
ス
ト
ー
リ
ー
自
動
生
成
の
諸
モ
デ
ル
を
、
言
語
行
為
論
の
成

果
と
と
も
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
研
究
に
適
用
し
、
物
語
論
の
新
た
な
展
開
を
示
す
知
的
冒
険

の
書
。

五
一
四
頁　

六
〇
〇
〇
円

モン
タ
ー
ジュ小
説
論 

文
学
的
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
機
能
と
様
態

小
柏
裕
俊

「
意
識
の
流
れ
」「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」「
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
」
な
ど
、
読
書
行
為
が
「
組
み
立
て
」

と
な
る
小
説
を
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
概
念
か
ら
捉
え
直
し
、
作
品
受
容
の
観
点
か
ら

制
作
／
読
解
の
手
法
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
分
析
装
置
と
し
て
の
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
を
鮮

や
か
に
提
示
す
る
。 

19.12　

二
四
四
頁　

三
二
〇
〇
円

映
画
に
お
け
る
意
味
作
用
に
関
す
る
試
論

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
メ
ッ
ツ　

浅
沼
圭
司
監
訳

《
映
画
の
「
固
有
性
」
と
は
、
言
語
活
動
に
な
ろ
う
と
す
る
芸
術
の
た
だ
な
か
に
、
芸
術
に

な
ろ
う
と
す
る
言
語
活
動
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。》
映
画
の
記
号
学
的
研

究
に
決
定
的
な
地
平
を
ひ
ら
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
高
名
な
映
画
理
論
家
の
記
念
碑
的
著
作
。

四
四
〇
頁　

五
〇
〇
〇
円

映
画
記
号
学
の
諸
問
題クリ

ス
チ
ャ
ン
・
メ
ッ
ツ　

浅
沼
圭
司
監
訳

《「
映
画
言
語
」
と
い
う
メ
タ
フ
ォ
ー
ル
を
極
限
ま
で
突
き
つ
め
、
そ
れ
に
隠
さ
れ
て
い
る
も

の
》
を
解
明
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
著
者
が
構
造
言
語
学
、
と
り
わ
け
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
の

言
語
学
を
武
器
に
、
映
画
理
論
の
方
法
論
的
基
礎
を
鮮
や
か
に
解
明
す
る
。『
試
論
』
の
続

篇
＝
第
二
巻
。 

三
三
二
頁　

四
五
〇
〇
円
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記
号
学
的
実
践
叢
書

源
氏
物
語
の
ディス
ク
ール

福
田
孝

古
来
、
作
者
複
数
説
さ
え
唱
え
ら
れ
る
程
に
著
し
い
『
源
氏
物
語
』
の
前
半
と
後
半
と
を
分

つ
断
絶
を
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ム
以
降
の
物
語
論
の
概
念
を
駆
使
し
て
明
確
に
測
定
し
、

そ
の
断
絶
の
巨
大
さ
に
こ
そ
、
こ
の
日
本
文
学
史
上
最
大
の
古
典
の
豊
饒
性
を
み
る
進
鋭
の

処
女
作
。 

二
一
三
頁　

二
五
〇
〇
円

物
語
に
お
け
る
時
間
と
話
法
の
比
較
詩
学 

日
本
語

と
中
国
語
か
ら
の
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー 

橋
本
陽
介

こ
れ
ま
で
の
物
語
論
の
議
論
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
テ
ク
ス
ト
言
語
学
的
な
見
地
に
も
と
づ

き
個
別
言
語
に
お
け
る
物
語
の
言
語
使
用
を
比
較
・
分
析
し
つ
つ
、
現
行
の
物
語
論
を
日
本

語
と
中
国
語
の
立
場
か
ら
更
新
す
る
。
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
新
し
い
地
平
を
拓
く
気
鋭
の
著
者

の
野
心
作
。 

14.9　

五
一
八
頁　

七
〇
〇
〇
円

闘
う
衣
服

小
野
原
教
子

〈
私
と
は
誰
か
〉
と
い
う
問
い
と
戯
れ
る
今
日
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
多
様
な
様
相
を
、
日
本

の
モ
ー
ド
雑
誌
の
な
か
に
、
そ
し
て
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
ウ
ッ
ド
の
諸
作
品
、
女
子

プ
ロ
レ
ス
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
、
ゴ
ス
ロ
リ
・
ス
タ
イ
ル
の
な
か
に
探
る
記
号
学
的
モ
ー
ド
研

究
。 

11.5　

三
八
四
＋
別
丁
図
版
二
四
頁　

四
五
〇
〇
円

映
画
の
た
め
に
Ⅰ

浅
沼
圭
司

今
日
の
映
画
理
論
の
す
さ
ま
じ
い
混
乱
を
止
揚
す
べ
く
、
現
代
日
本
の
映
画
理
論
の
第
一
人

者
と
も
い
う
べ
き
著
者
が
、
コ
ア
ン
＝
セ
ア
、
ミ
ト
リ
等
の
映
画
理
論
、
そ
し
て
と
り
わ
け

バ
ル
ト
、
メ
ッ
ツ
の
記
号
学
的
方
法
を
駆
使
し
つ
つ
、
二
十
年
ぶ
り
に
書
き
下
し
た
大
著
の

第
一
巻
。 

二
六
九
頁　

三
〇
〇
〇
円

映
画
の
た
め
に
Ⅱ

浅
沼
圭
司

画
と
そ
の
理
論
の
史
的
展
開
を
概
観
し
た
後
に
、《
映
像
》
と
そ
の
意
味
作
用
を
極
め
て
厳

密
に
論
じ
る
第
一
巻
に
続
き
、
映
像
を
、《
作
品
》
で
は
な
く
《
テ
ク
ス
ト
》
と
捉
え
つ
つ

そ
の
技
法
と
受
容
の
問
題
を
徹
底
的
に
究
明
す
る
。
今
日
の
映
画
理
論
の
最
高
の
到
達
点
。

全
二
巻
完
結
。 

三
五
五
頁　

四
〇
〇
〇
円

言
語
学
の
ア
ヴァン
ギャル
ド 

ボ
ー
ド
ア
ン
・
ド
・
ク
ル
ト

ネ
か
ら
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
へ 
桑
野
隆

激
し
く
燃
え
盛
る
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
芸
術
運
動
、《
詩
の
革
命
を
唱
え
展
開
し
た
未

来
派
詩
人
た
ち
と
の
緊
密
な
連
帯
の
な
か
か
ら
出
発
し
た
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
運
動
の一
翼

を
担
っ
た
》
言
語
学
者
た
ち
の
歩
み
を
、
詩
的
言
語
研
究
会
、
モ
ス
ク
ワ
言
語
学
サ
ー
ク
ル
、
プ

ラ
ハ
言
語
学
サ
ー
ク
ル
の
動
向
を
も
追
い
な
が
ら
克
明
に
辿
る
。 20.12　
三
一
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

《
力
》の
思
想
家
ソシュール

立
川
健
二

フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
を
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、構
造
言
語
学
の
創
始
者
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・

ド
・
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
、
と
り
わ
け
通
時
態
の
概
念
、
言
語
変
化
を
ひ
き
起
す
そ
の
《
盲
目
的

な
力
》
に
着
目
し
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
像
の
転
換
を
図
る
気
鋭
の
言
語
理
論
家
の
野
心
的
論
考
。

三
三
六
頁　

四
〇
〇
〇
円
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叢
書  

人
類
学
の
転
回

自
然
と
文
化
を
越
え
て

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
デ
ス
コ
ラ　

小
林
徹
訳

ア
チ
ュ
ア
ル
族
の
イ
ン
デ
ィ
オ
と
の
出
逢
い
を
き
っ
か
け
に
、
地
球
規
模
で
広
が
る
四
つ
の

存
在
論
を
横
断
し
、
非
人
間
を
も
包
摂
す
る
関
係
性
の
分
類
学
を
打
ち
立
て
る
。
近
代
西
欧

が
発
明
し
た「
自
然
／
文
化
」と
い
う
二
分
法
を
解
体
し
人
類
学
に〈
転
回
〉を
も
た
ら
し
た
、

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
の
高
弟
に
よ
る
記
念
碑
的
著
作
。 

20.1　

六
三
七
頁　

四
五
〇
〇
円

わ
た
し
の
声 

一
人
称
単
数
に
つ
い
て

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
リ
ン
ギ
ス　

水
野
友
美
子
・
小
林
耕
二
訳

こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
来
る
べ
き
未
来
の
幻
に
身
を
ゆ
だ
ね
、
計
算
や
利
害
の
支
配
す
る
世
界

と
訣
別
す
る
こ
と
―
―
。
哲
学
、
言
語
学
、
人
類
学
、
精
神
分
析
を
横
断
し
な
が
ら
、
か
け

が
え
の
な
い〈
わ
た
し
〉の
存
在
を
め
ぐ
る
旅
へ
。
旅
す
る
哲
学
者
に
よ
る
声
を
め
ぐ
る
エ
ッ

セ
イ
。 

21.8　

二
六
三
頁　

三
二
〇
〇
円

暴
力
と
輝
き

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
リ
ン
ギ
ス　

水
野
友
美
子
＋
金
子
遊
＋
小
林
耕
二
訳

計
画
と
測
量
に
基
づ
く
現
代
社
会
の
な
か
で
、
国
家
に
よ
っ
て
一
元
的
に
管
理
さ
れ
て
し

ま
っ
た
〈
暴
力
〉
に
、
野
生
の
力
の
顕
現
と
、
抑
圧
さ
れ
た
自
由
を
獲
得
す
る
た
め
の
積
極

的
な
契
機
を
見
出
す
。
抑
圧
さ
れ
た
負
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
〈
暴
力
〉
を
解
き
放
ち
、
そ
の
秘

め
ら
れ
た
〈
輝
き
〉
に
よ
っ
て
真
の
自
由
を
獲
得
せ
よ
！ 

19.5　

三
〇
二
頁　

三
二
〇
〇
円

変
形
す
る
身
体

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
リ
ン
ギ
ス　

小
林
徹
訳

動
物
と
人
間
、
男
性
と
女
性
、
大
人
と
子
供
、
有
機
体
と
無
機
体
、
現
代
と
古
代
、
固
体
と

液
体
、
生
と
死
を
巧
み
に
越
境
し
、
現
代
に
お
け
る
《
身
体
》
の
あ
り
様
や
倫
理
的
行
為
の

あ
り
方
ま
で
を
も
根
底
的
に
問
う
、
人
類
学
的
エ
ッ
セ
イ
。

 

　

15.12　

二
八
七
頁　

二
八
〇
〇
円

叢
書  

人
類
学
の
転
回

 

四
六
判
上
製

イン
ディオの
気
ま
ぐ
れ
な
魂

Ｅ
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
イ
ロ
ス
・
デ
・
カ
ス
ト
ロ　

近
藤
宏
＋
里
見
龍
樹
訳

宣
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
丹
念
に
読
み
な
が
ら
、
彼
ら
と
は
ま
っ
た
く

異
な
る
方
法
で
、
イ
ン
デ
ィ
オ
・
ト
ゥ
ピ
ナ
ン
バ
の
社
会
哲
学
や
〈
存
在
論
〉
を
読
み
解
く
、

〈
人
類
学
の
存
在
論
的
転
回
〉
を
主
導
す
る
著
者
の
初
期
の
代
表
作
。

 
15.11　

二
一
二
頁　

二
五
〇
〇
円

部
分
的つ
な
が
り

マ
リ
リ
ン
・
ス
ト
ラ
ザ
ー
ン　

大
杉
高
司
＋
浜
田
明
範
＋
田
口
陽
子
＋
丹
羽
充
＋
里
見
龍
樹
訳

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
カ
ヌ
ー
、
笛
、
小
屋
、
仮
面
、
編
み
袋
、
樹
木
、
ヤ
ム
畑
な
ど
メ
ラ

ネ
シ
ア
の
日
常
に
溢
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
や
事
物
と
、
サ
イ
ボ
ー
グ
に
満
ち
た
私
た
ち
の

世
界
と
の
「
部
分
的
つ
な
が
り
」
を
精
緻
な
理
論
に
よ
っ
て
見
出
す
、
今
日
も
っ
と
も
大
き

な
影
響
力
を
も
つ
人
類
学
者
の
理
論
的
主
著
。 

　

15.11　

三
四
九
頁　

三
〇
〇
〇
円

監
査
文
化の
人
類
学 

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
ティ
、
倫
理
、
学
術
界

マ
リ
リ
ン
・
ス
ト
ラ
ザ
ー
ン　

丹
羽
充
＋
谷
憲
一
＋
上
村
淳
志
＋
坂
田
敦
志
訳

市
場
原
理
と
結
び
つ
い
た
生
産
性
の
追
求
と
ペ
ー
パ
ー
ワ
ー
ク
の
増
大
に
よ
っ
て
、
社
会
や

人
類
学
は
、
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
？　

新
自
由
主
義
に
基
づ
く
大
学
再
編
成
の
波
を

背
景
に
、
雑
務
に
忙
殺
さ
れ
る
人
類
学
者
た
ち
が
み
ず
か
ら
の
職
場
を
描
き
だ
す
！

22.12　

四
四
〇
頁　

五
〇
〇
〇
円
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叢
書  

人
類
学
の
転
回

多
と
し
ての
身
体 

医
療
実
践
に
お
け
る
存
在
論

ア
ネ
マ
リ
ー
・
モ
ル　

浜
田
明
範
＋
田
口
陽
子
訳

ア
ク
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
の
旗
手
の
一
人
で
あ
る
著
者
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
大
学
病
院
を

調
査
し
、
動
脈
硬
化
と
呼
ば
れ
る
一
つ
の
病
が
、
様
々
な
行
為
や
場
所
、
診
断
と
治
療
の
相

互
作
用
の
な
か
で
、
複
数
性
を
帯
び
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
説
得
的
に
論
じ
る
。
人
類
学

の
存
在
論
的
転
回
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
民
族
誌
。 

16.9　

二
八
六
頁　

三
五
〇
〇
円

作
家
、
学
者
、
哲
学
者
は
世
界
を
旅
す
る

ミ
シ
ェ
ル
・
セ
ー
ル　

清
水
高
志
訳

二
十
一
世
紀
に
な
り
新
た
に
勃
興
し
た
モ
ノ
や
ノ
ン
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
思

索
や
、
人
類
学
の
存
在
論
的
転
回
（
オ
ン
ト
ロ
ジ
カ
ル
・
タ
ー
ン
）
と
も
深
く
絡
み
合
い
な

が
ら
、
諸
学
問
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
知
見
の
膨
大
な
蓄
積
を
背
景
に
、
セ
ー
ル
の
思
想
の
画

期
的
な
新
展
開
が
、
こ
こ
に
語
ら
れ
る
。 

16.10　

二
二
七
頁　

二
五
〇
〇
円

フレ
イマー・フレ
イ
ム
ドト

リ
ン
・
Ｔ
・
ミ
ン
ハ　

小
林
富
久
子
他
訳

映
像
作
家
、音
楽
家
、人
類
学
者
と
し
て
も
知
名
な
著
者
が
、〈
前
衛
映
画
〉
と
〈
実
験
映
画
〉

の
と
ら
え
方
、〈
詩
的
言
語
〉
の
役
割
、
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
集
。
著
者

の
映
像
作
品
「
ル
ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
」「
あ
り
の
ま
ま
の
場
所
」「
姓
は
ヴ
ェ
ト
、
名
は

ナ
ム
」
の
完
全
版
ス
ク
リ
プ
ト
も
収
載
。 

16.12　

四
〇
七
頁　

四
〇
〇
〇
円

法
が
作
ら
れ
てい
る
と
き 

近
代
行
政
裁
判
の
人
類
学
的

考
察 

ブ
ル
ー
ノ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル　

堀
口
真
司
訳

「
フ
ラ
ン
ス
行
政
最
高
裁
判
所
」
に
、
人
類
学
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
や
障
害
を
乗
り
越
え

つ
つ
、奥
深
く
ま
で
潜
り
込
む
。
秘
境
的
と
も
い
え
る
、そ
の
〈
実
務
〉
を
支
え
て
き
た
〈
高

級
官
僚
〉
た
ち
。
あ
る
〈
部
族
〉
が
い
そ
し
む
婚
姻
の
〈
儀
式
〉
や
、火
の
誕
生
を
祝
う
〈
通

過
儀
礼
〉
を
調
査
す
る
か
の
よ
う
に
、
詳
細
に
描
き
だ
す
。 17.6　
四
七
三
頁　

四
五
〇
〇
円

美
女
と
野
獣

マ
イ
ケ
ル
・
タ
ウ
シ
グ　

上
村
淳
志
＋
田
口
陽
子
＋
浜
田
明
範
訳

豊
胸
、
ヒ
ッ
プ
ア
ッ
プ
、
フ
ェ
イ
ス
リ
フ
ト
、
脂
肪
吸
引
、
ボ
ト
ッ
ク
ス
注
射
、
処
女
膜
再

生
…
…
サ
ト
ウ
キ
ビ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
ろ
が
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
舞
台
に
、
美
容
整

形
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
女
た
ち
と
暴
力
に
手
を
染
め
る
男
た
ち
が
織
り
な
す
、《
自
然
の
支
配
》

の
お
と
ぎ
話
。 

21.9　

二
八
五
頁　

三
二
〇
〇
円

模
倣
と
他
者
性 
感
覚
に
お
け
る
特
有
の
歴
史

マ
イ
ケ
ル
・
タ
ウ
シ
グ　

井
村
俊
義
訳

異
な
る
文
化
が
出
遭
う
際
に
生
じ
る
化
学
反
応
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の

「
模
倣
」
に
関
す
る
洞
察
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
な
が
ら
独
自
の
方
法
で
論
じ
た
、
米
国
の

人
類
学
者
タ
ウ
シ
グ
の
主
著
。「
模
倣
と
は
共
鳴
す
る
魔
術
で
あ
る
」。

 
18.6　

四
一
二
頁　

四
〇
〇
〇
円

ヴァル
タ
ー・ベンヤ
ミンの
墓
標

マ
イ
ケ
ル
・
タ
ウ
シ
グ　

金
子
遊
＋
井
上
里
＋
水
野
友
美
子
訳

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
没
し
た
、
フ
ラ
ン
ス
―
ス
ペ
イ
ン
国
境
の
町
ポ
ル
ト
ボ
ウ
に
つ
い
て
の
エ
ッ

セ
イ
に
は
じ
ま
り
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
農
民
詩
、
悪
魔
と
の
契
約
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
身
体
の
特

質
、
宗
教
や
道
徳
上
の
侵
犯
、
な
ど
に
つ
い
て
語
る
、
ビ
ー
ト
ニ
ク
小
説
を
思
わ
せ
る
、
気

鋭
の
人
類
学
者
の
民
族
誌
論
集
。 

16.3　

三
九
二
頁　

三
八
〇
〇
円

ケ
アのロジック 

選
択
は
患
者
の
た
め
に
な
る
か

ア
ネ
マ
リ
ー
・
モ
ル　

田
口
陽
子
＋
浜
田
明
範
訳

市
民
社
会
と
消
費
社
会
の
条
件
で
あ
り
、
主
体
の
自
由
意
志
に
も
と
づ
く
「
選
択
」
に
は
い

か
な
る
限
界
が
あ
る
か
？　

オ
ラ
ン
ダ
の
大
学
病
院
に
お
け
る
調
査
を
も
と
に
、
予
測
や
制

御
が
不
可
能
な
事
象
に
向
か
い
合
う
方
法
で
あ
る
「
ケ
ア
の
ロ
ジ
ッ
ク
」
を
描
き
出
す
新
た

な
実
践
の
書
。 

20.7　

二
八
一
頁　

三
二
〇
〇
円
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叢
書  

人
類
学
の
転
回

金
融
人
類
学への
誘い 

ト
レ
ー
ダ
ー
た
ち
の
日
本
と
夢
の
終
わ
り

宮
崎
広
和　

木
村
周
平
＋
深
田
淳
太
郎
＋
早
川
真
悠
＋
高
野
さ
や
か
訳

市
場
の
歪
み
を
解
消
し
、や
が
て
《
終
わ
り
》
へ
と
至
る
裁
定
推
量
（
ア
ー
ビ
ト
ラ
ー
ジ
）
は
、

不
確
実
性
に
賭
け
る
投
機
か
ら
区
別
で
き
る
の
か
？　

十
年
以
上
に
渡
り
、
日
本
の
証
券
ト

レ
ー
ダ
ー
た
ち
の
思
考
と
実
践
に
迫
っ
た
実
験
的
な
民
族
誌
。
在
米
日
本
人
人
類
学
者
の
野

心
的
著
作
の
待
望
の
邦
訳
。 

22.11　

三
〇
〇
頁　

三
二
〇
〇
円

反
政
治
機
械 

レ
ソ
ト
に
お
け
る「
開
発
」・
脱
政
治
化
・
官
僚
支
配

ジェ
ー
ム
ズ・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン　

石
原
美
奈
子
＋
松
浦
由
美
子
＋
吉
田
早
悠
里
訳

ア
フ
リ
カ
南
部
レ
ソ
ト
で
実
施
さ
れ
た
農
村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
生
成
過
程
を
系
譜
学
的

に
描
き
出
し
、
失
敗
に
よ
っ
て
稼
働
し
続
け
る
そ
の
不
可
視
の
効
果
を
綿
密
な
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
か
ら
明
ら
か
に
し
た
「
開
発
の
人
類
学
」
の
古
典
的
名
著
。

 
20.3　

四
六
四
頁　

五
〇
〇
〇
円

人
類
学
関
連
書

新
型コロ
ナ
ウ
イルス
感
染
症
と
人
類
学 

パン
デ
ミッ
ク

と
と
も
に
考
え
る 

浜
田
明
範
・
西
真
如
・
近
藤
祉
秋
・
吉
田
真
理
子
編

世
界
の
人
び
と
が
経
験
し
て
い
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
人
類
学
は
な
に
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
？　

二
〇
一
九
年
か
ら
猛
威
を
ふ
る
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
編
り
成
す
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
追
跡
し
、
人
間
の
変
容
可
能
性
を
描
き
出
す
。 

21.3　

四
六
判
三
六
九
頁　

三
二
〇
〇
円

流
感
世
界 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
神
話
か
？

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ケ
ッ
ク　

小
林
徹
訳

「
種
の
壁
」
を
容
易
に
乗
り
越
え
蔓
延
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
、
香
港
・
中
国
・

日
本
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
股
に
か
け
て
追
跡
し
、
ヒ
ト
と
動
物
種
と
の
あ
い
だ
に
広
が
る
諸
関

係
に
新
た
な
対
角
線
を
ひ
く
。
ヒ
ト
が
作
り
上
げ
る
〈
社
会
〉
の
あ
り
方
を
、〈
危
機
〉
へ

の
対
応
と
い
う
観
点
か
ら
問
い
直
す
。 

17.5　

三
五
四
頁　

三
〇
〇
〇
円

非
‐
場
所 

ス
ー
パ
ー
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
人
類
学
に
向
け
て

マ
ル
ク
・
オ
ジ
ェ　

中
川
真
知
子
訳

歴
史
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
場
所
と
対
置
さ
れ
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
空
港
な
ど
を
匿
名
性
に
満
ち
た
「
非
‐
場
所
」
と
し
て
考
察
し
、

二
一
世
紀
の
「
い
ま
・
こ
こ
」
の
新
た
な
理
論
を
立
ち
上
げ
る
。

 
17.10　

一
七
六
頁　

二
五
〇
〇
円

メ
トロの
民
族
学
者

マ
ル
ク
・
オ
ジ
ェ　

藤
岡
俊
博
訳

日
々
な
に
げ
な
く
通
り
過
ぎ
る
地
下
鉄
は
い
か
な
る
場
＝
空
間
な
の
か
？　

車
内
の
様
子
、

駅
の
情
景
、
人
々
の
動
き
と
い
っ
た
具
体
例
を
さ
ま
ざ
ま
に
取
り
上
げ
、
パ
リ
の
メ
ト
ロ
を

契
約
的
か
つ
経
済
的
な
空
間
と
し
て
読
み
解
く
。〈
非
‐
場
所
〉
の
提
唱
者
に
よ
る
現
代
都

市
を
め
ぐ
る
人
類
学
。 

22.2　
一
四
七
頁　

二
〇
〇
〇
円

経
済
人
類
学 

人
間
の
経
済
に
向
け
て

ク
リ
ス
・
ハ
ン
＋
キ
ー
ス
・
ハ
ー
ト　

深
田
淳
太
郎
＋
上
村
淳
志
訳

世
界
史
的
な
文
脈
か
ら
人
類
諸
社
会
の
経
済
を
俯
瞰
し
、
人
類
学
と
経
済
学
と
の
つ
な
が
り

を
探
り
、二
〇
世
紀
後
半
の
世
界
の
経
済
状
況
を
分
析
。
現
代
社
会
の
中
で
「
経
済
人
類
学
」

が
何
を
な
し
え
る
の
か
を
深
く
考
察
し
、「
人
間
の
経
済
」
の
本
質
と
展
望
を
え
が
く
。

 
17.12　

三
〇
二
頁　

二
八
〇
〇
円



204

叢
書  

人
類
学
の
転
回

チ
カ
ーノ
と
は
何
か 

境
界
線
の
詩
学

井
村
俊
義

メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
狭
間
を
揺
れ
動
き
な
が
ら
も
生
き
抜
く
〈
チ

カ
ー
ノ
〉。
彼
ら
の
思
考
と
行
動
を
丁
寧
に
追
い
な
が
ら
、
私
た
ち
の
来
る
べ
き
社
会
を
透

視
す
る
！

 
19.3　

四
六
判
二
三
三
頁　

二
八
〇
〇
円

生
き
ている
音
楽 

キ
ュ
ー
バ
芸
術
音
楽
の
民
族
誌田

中
理
恵
子

ボ
レ
ロ
、
ル
ン
バ
、
ア
フ
ロ
・
キ
ュ
ー
バ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を
発
展
・
融
合
さ
せ
た

特
異
な
歴
史
を
も
つ
音
楽
大
国
キ
ュ
ー
バ
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
ハ
バ
ナ
に
暮
ら

す
人
々
の
語
り
を
収
集
・
分
析
し
、
音
楽
実
践
が
日
常
生
活
と
親
密
に
関
わ
る
国
で
営
ま
れ

る
生
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
描
き
出
す
。 

21. 8　

Ａ
５
判
三
八
八
頁　

六
〇
〇
〇
円

ドゴンの
光

小
川
弘

一
九
八
四
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
と
い
う
長
い
年
月
を
か
け
著
者
が
幾
度
も
訪
れ
た
、
ア
フ
リ

カ
は
マ
リ
共
和
国
の
ド
ゴ
ン
。今
や
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
か
の
地
の
風
景
や
建
築
、そ
し
て
人
々

の
貴
重
な
姿
を
お
さ
め
た
珠
玉
の
写
真
集
。

 
18.12　

Ａ
５
判
並
製
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
六
四
頁　

二
五
〇
〇
円

ジ
カ
熱 

ブ
ラ
ジ
ル
北
東
部
の
女
性
と
医
師
の
物
語

デ
ボ
ラ
・
ジ
ニ
ス　

奥
田
若
菜
・
田
口
陽
子
訳

二
〇
一
五
年
ブ
ラ
ジ
ル
で
流
行
し
、
新
生
児
を
襲
っ
た
未
知
の
感
染
症
―
―
ジ
カ
熱
。
ウ
イ

ル
ス
特
定
ま
で
の
過
程
を
描
く
な
か
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
地
域
格
差
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
、
孤
立
す
る
家
族
と
い
っ
た
多
角
的
な
問
題
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
な
が
ら
、
あ
ら
た

な
ケ
ア
や
連
帯
を
想
像
さ
せ
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
民
族
誌
。 19.11　
四
六
判
二
五
一
頁　

三
〇
〇
〇
円

市
民
社
会
と
政
治
社
会
の
あい
だ 

イ
ン
ド
、
ム
ン
バ
イ
の

ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
市
民
を
め
ぐ
る
運
動 

田
口
陽
子

イ
ン
ド
都
市
部
の
市
民
運
動
を
事
例
に
、
研
究
者
た
ち
の
論
争
、
活
動
家
た
ち
の
主
張
、
運

動
の
展
開
を
追
う
こ
と
で
、「
市
民
」
で
あ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
は

い
か
な
る
「
政
治
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
を
問
う
新
し
い
人
類
学
。

 
18.11　

Ａ
５
判
二
九
一
頁　

四
〇
〇
〇
円

不
信
の
支
え
る
信
仰
共
同
体 

ネ
パ
ー
ル
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
ィ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
民
族
誌
的
研
究 
丹
羽
充

公
的
弾
圧
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
抗
し
な
が
ら
も
、近
年
勢
力
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
ネ

パ
ー
ル
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
、神
の
栄
光
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
実
践
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
―
―
。西
洋
に
お
け
る
宗
教
概
念
と
の
差
異
を
豊
富
な
事
例
と
と
も
に
剔
抉
し
つ
つ
、
特
異

な「
共
同
体
」の
姿
を
目
撃
さ
せ
る
、傑
出
し
た
民
族
誌
。 

20.6　

Ａ
５
判
二
六
七
頁　

四
〇
〇
〇
円
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今
福
龍
太
コ
レ
ク
シ
ョ
ン﹇
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
﹈

ボ
ー
ダ
ー・クロニクル
ズ﹇
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
Ⅳ
﹈

異
邦
で
不
意
に
訪
れ
る
い
ま
を
描
き
出
す
軽
や
か
な
〈
日
誌
〉。
国
境
地
帯
を
車
で
飛
ば
す

旅
人
の
移
ろ
う
視
線
が
物
語
る
一
人
称
の
〈
小
説
〉。
そ
し
て
、
バ
ラ
色
の
砂
漠
の
民
が
奏

で
る
音
楽
に
目
覚
め
た
人
類
学
者
が
記
す
鮮
烈
な
〈
民
族
誌
〉。
読
み
手
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
表
情
を
見
せ
る
傑
作
紀
行
。 

17.7　

二
六
七
頁　

二
五
〇
〇
円

ない
も
の
が
あ
る
世
界﹇
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
Ⅴ
﹈

「
進
歩
」し
続
け
る
世
界
に
批
判
的
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
〈
わ
た
し
〉。
人
間
が
も
つ
原
初
的
な

こ
と
ば
や
振
る
舞
い
が
現
前
す
る
精
霊
の
島
で
、
生
命
の
根
源
を
辿
り
直
す
少
年
〈
ノ
ア
〉。
二

人
の
物
語
が
い
つ
し
か
一
つ
の
大
き
な
物
語
と
し
て
昇
華
し
て
い
く
―
―
。
批
評
と
創
作
の
は

ざ
ま
で
生
ま
れ
た
、
希
望
溢
れ
る
未
来
の
寓
話
。 

17.12　

二
四
三
頁　

二
二
〇
〇
円

全
巻
完
結　

全
五
冊
セ
ッ
ト
定
価
一
七
、〇
〇
〇
円

関
連
書

小
さ
な
夜
をこ
え
て 

対
話
集
成

今
福
龍
太

多
木
浩
二
、
山
口
昌
男
、
高
橋
悠
治
、
吉
増
剛
造
、
大
塚
信一と
いっ
た
先
行
世
代
と
の
対
話
、
沢

木
耕
太
郎
、西
谷
修
、伊
藤
俊
治
、沼
野
充
義
、巽
孝
之
、港
千
尋
、島
田
雅
彦
、上
野
俊
哉
と
いっ

た
同
世
代
と
の
対
話
、
さ
ら
に
近
年
の
中
村
隆
之
、
松
田
法
子
と
いっ
た
若
手
研
究
者
と
の
対
話
を

自
身
に
よ
る
改
題
と
と
も
に
、
時
系
列
順
に
収
録
。 

19.4　

Ａ
５
判
四
二
六
頁　

四
〇
〇
〇
円

今
福
龍
太コレクション﹇
パル
ティー
タ
﹈

思
想
的
変
奏
の
組
パ
ル
テ
イ
ー
タ
曲
、
世
界
を
切
り
分
け
る
分
パ
ル
テ
イ
ー
タ
界
、
そ
し
て
新
た
な
出
パ
ル
テ
イ
ー
タ
発
へ
の
い
ざ
な
い
│
│
。
世
界
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
つ
可
変
的
で
即
興
的
な
「
薄
墨
色
の
叡
知
」
を
、
吟
遊
詩
人
の
精
神
と
手
技
に

よ
っ
て
書
き
と
め
、
歌
い
継
い
で
き
た
独
創
的
な
人
類
学
者
が
い
ざ
な
う
思
考
の
冒
険
。

四
六
判
上
製

クレ
オ
ール
主
義﹇
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
Ⅰ
﹈

〈
混
血
〉
の
理
念
、〈
意
志
的
な
移
民
〉
の
倫
理
、〈
言
語
的
越
境
〉
の
決
意
と
と
も
に
、〈
わ

た
し
〉
を
世
界
に
住
ま
わ
せ
る
新
た
な
流
儀
が
鮮
や
か
に
描
き
出
さ
れ
る
。
著
者
の
思
想
の

源
流
を
な
す
著
作
に
し
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
の
極
北
に
た
つ
金
字
塔
。
新
た
に
補

遺
二
編
を
加
え
、
図
版
を
大
幅
に
刷
新
し
た
完
全
版
。 

17.3　

四
三
九
頁　

四
〇
〇
〇
円

群
島
‐
世
界
論﹇
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
Ⅱ
﹈

近
代
世
界
を
支
配
す
る
大
陸
的
な
原
理
か
ら
離
れ
、
一
元
化
さ
れ
た
歴
史
と
地
理
に
よ
っ
て

囲
い
込
ま
れ
た
時
と
場
所
を
解
き
放
ち
な
が
ら
、〈
海
〉
と
〈
群
島
〉
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
よ
っ

て
世
界
を
あ
ら
た
に
認
識
し
、
接
続
す
る
た
め
の
方
法
論
の
更
新
を
め
ざ
し
た
著
者
の
は
る

か
な
る
思
想
的
到
達
点
。 

17.6　

五
一
四
頁　

四
五
〇
〇
円

隠
す
こ
との
叡
智﹇
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
Ⅲ
﹈

著
者
の
数
あ
る
論
考
の
中
か
ら
、〈
文
化
人
類
学
〉
の
傍
ら
に
お
い
て
書
か
れ
た
も
の
を
集
成
。

初
期
の
瑞
々
し
い
論
考
か
ら
単
行
本
未
収
録
の
貴
重
な
論
文
、
そ
し
て
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
人
類

学
者
＝
山
口
昌
男
へ
の
機
知
溢
れ
る
オ
マ
ー
ジ
ュ
に
至
る
ま
で
、
著
者
の
独
創
的
な
〈
人
類
学

的
思
考
〉
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
凝
縮
し
た
新
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。 17.11　
三
八
八
頁　

三
八
〇
〇
円
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神
秘
学

神
秘
学

神
秘
学
小
百
科

リ
チ
ャ
ー
ド
・
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ　

鎌
田
東
二
・
横
山
茂
雄
他
訳

Ｊ
・
Ｂ
・
ラ
イ
ン
を
顧
問
に
迎
え
、
魔
術
、
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
、
超
心
理
学
、
心
霊
研
究
等

い
わ
ゆ
る
精
神
世
界
の
全
分
野
、
全
問
題
を
網
羅
し
、
公
平
で
正
確
な
記
述
に
よ
っ
て
、
現

在
最
も
信
頼
し
う
る
と
定
評
の
あ
る
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
。
精
神
世
界
に
興
味
を
も
つ

人
々
の
必
携
書
。 

近
刊

ル
ドル
フ・シュタ
イ
ナ
ー
と
人
智
学

フ
ラ
ン
ス
・
カ
ル
ル
グ
レ
ン　

高
橋
明
男
訳

こ
の
、《
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
》
の
提
唱
者
に
し
て
二
十
世
紀
最
大
の
神
秘
学
者
の
生
涯
と

思
想
を
、
そ
し
て
彼
の
創
始
し
た
人
智
学
運
動
の
全
体
像
を
、
平
易
か
つ
簡
潔
に
描
き
だ
し
、

広
く
世
界
各
国
で
愛
読
さ
れ
て
い
る
定
評
あ
る
入
門
書
。 

四
六
判
一
三
九
頁
＋
別
丁
図
版
三
二
頁　
一
五
〇
〇
円

哲
学
の
謎

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

山
田
明
紀
訳

ギ
リ
シ
ア
哲
学
か
ら
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
マ
ル
ク
ス
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
ま
で
、
西
欧
の
大
哲

学
者
た
ち
の
世
界
観
の
根
底
を
流
れ
る
衝
動
を
深
い
共
感
を
も
っ
て
汲
み
上
げ
、
人
間
の
生

に
と
っ
て
の
哲
学
的
思
考
の
意
味
を
開
示
す
る
著
者
の
哲
学
的
主
著
。

Ａ
５
判
七
一
六
頁　

七
〇
〇
〇
円

シュタ
イ
ナ
ー
が
協
会
と
自
由
大
学
に
託
し
た
こ
と

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

入
間
カ
イ
訳

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
生
涯
最
後
の
二
年
間
に
心
血
を
そ
そ
い
だ「
ア
ン
ト
ロ
ポ
ゾ
フ
ィ
ー
協
会
」

と
「
精
神
科
学
自
由
大
学
」
に
つ
い
て
残
し
た
手
紙
・
講
演
。

14.8　

四
六
判
二
八
八
頁　

三
五
〇
〇
円

アン
トロ
ポ
ゾ
フィー
協
会
の
進
化
について

パ
ウ
ル
・
マ
ッ
カ
イ　

入
間
カ
イ
訳

ア
ン
ト
ロ
ポ
ゾ
フ
ィ
ー
協
会
は
ど
の
よ
う
に
進
化
す
る
の
か
？　

三
十
三
年
の
周
期
で
発
展

し
て
ゆ
く
そ
の
過
程
で
発
生
す
る
課
題
を
示
し
つ
つ
、
時
代
の
運
命
と
き
わ
め
て
深
く
結
び

つ
い
た
、
こ
れ
か
ら
の
協
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
る
、
ゲ
ー
テ
ア
ヌ
ム
理
事
に
よ
る
講
演

集
。 

14.8　

四
六
判
一
六
八
頁　

二
五
〇
〇
円

『
魂
の
暦
』と
と
も
に 【
新
装
版
】

マ
ン
フ
レ
ッ
ド
・
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー　

鳥
山
雅
代
訳

四
季
に
息
づ
く
〈
思
考
〉
を
た
ど
り
、
よ
り
深
い
〈
私
〉
へ
向
か
う
、
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ

イ
ナ
ー
に
よ
る
十
二
カ
月
の
魂
の
言
葉
。
四
季
を
通
じ
た
瞑
想
の
道
へ
と
誘
う
、
こ
の
シ
ュ

タ
イ
ナ
ー
の
『
魂
の
暦
』
の
一
篇
一
篇
を
、
読
み
な
が
ら
、
そ
し
て
考
え
る
。

23.3

（06.2

）　

Ａ
５
判
一
四
五
頁　
一
八
〇
〇
円

瞑
想 

芸
術
と
し
て
の
認
識

マ
ン
フ
レ
ッ
ド
・
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー　

鳥
山
雅
代
訳

〈
こ
の
本
が
示
し
て
い
る
の
は
、
い
か
に
瞑
想
を
通
し
て
人
間
の
中
の
認
識
の
力
が
目
覚
め
、

強
く
な
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。〉
ド
イ
ツ
の
代
表
的
人
智
学
者
が
現
代
に
お
く
る

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
よ
る
魂
の
小
道
。
待
望
の
新
訳
・
改
訂
版
。四

六
判
一
六
七
頁　
一
八
〇
〇
円



207

神
秘
学 オ

イ
リュト
ミ
ー
が
育
む
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ　
動
き
の
教

育
学 

秦
理
絵
子

オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ー
は
子
供
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
成

長
を
ひ
き
だ
す
の
だ
ろ
う
か
。
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ー
の
原
理
と
基
本
要
素
を
概
観
す
る
と
と
も

に
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校
に
お
け
る
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ー
教
育
の
実
践
、
そ
し
て
そ
の
教
育
的

可
能
性
を
考
え
る
。 

12.1　

Ａ
５
判
一
五
四
頁　

二
二
〇
〇
円

人
智
学
の
死
生
観

ワ
ル
タ
ー
・
ビ
ュ
ー
ラ
ー　

中
村
英
司
訳

近
代
西
洋
医
学
の
限
界
を
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
思
想
に
よ
っ
て
打
ち
破
ろ
う
と
す

る
今
日
の
人
智
学
的
医
学
の
代
表
者
が
、
地
上
の
生
の
意
味
に
つ
い
て
、
死
の
恐
れ
と
そ
の

克
服
に
つ
い
て
、
そ
し
て
カ
ル
マ
と
再
生
に
つ
い
て
、
深
い
思
索
を
平
易
に
語
る
。

四
六
判
一
八
七
頁　

二
〇
〇
〇
円

オ
イ
リュト
ミ
ーの
世
界

高
橋
弘
子
編
訳　

ハ
イ
ン
ツ
・
ジ
ン
メ
ル
＋
エ
ル
ゼ
・
ク
リ
ン
ク
他

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
、
ま
っ
た
く
新
し
い
運
動
芸
術
《
オ
イ

リ
ュ
ト
ミ
ー
》。
こ
の
新
し
い
舞
踊
の
基
本
的
な
考
え
方
、
ま
た
教
育
に
、
治
療
に
と
応
用

さ
れ
つ
つ
あ
る
、
そ
の
多
様
な
側
面
に
も
光
を
あ
て
る
最
高
の
入
門
書
。

Ａ
５
判
並
製
一
六
〇
頁　
一
五
〇
〇
円



208

神
秘
学
叢
書

神
秘
学
叢
書

編
集
＝
高
橋
巌

古
代
以
来
の
《
影
の
水
脈
》
と
も
い
う
べ
き
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
＝
神
秘
学
を
抜
き
に
し
て
西

欧
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
東
洋
、
日
本
に
お
い
て
も
霊
学
＝
神
秘
学
の
伝
統
は

長
く
深
い
。
世
紀
転
換
期
に
あ
っ
て
、
洋
の
東
西
の
オ
カ
ル
ト
的
思
考
の
在
り
方
を
探
る
異

色
の
叢
書
。 

Ａ
５
判
／
四
六
判
上
製

美
術
史
か
ら
神
秘
学へ

高
橋
巌

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
思
想
の
日
本
へ
の
紹
介
者
と
し
て
著
名
な
著
者
が
、
原
始
キ

リ
ス
ト
教
の
美
術
か
ら
世
紀
末
芸
術
、
そ
し
て
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
の
音
楽
体
験
に
至
る
西
欧

の
美
的
精
神
の
あ
り
か
を
、
神
秘
学
の
相
の
下
に
探
求
す
る
。 

Ａ
５
判
二
七
〇
頁
＋
別
丁
図
版
二
八
頁　

三
〇
〇
〇
円

岡
田
茂
吉
に
お
け
る
宗
教
と
芸
術

高
橋
巌

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
東
洋
、
日
本
の
霊
学
の
伝
統
に
も
造
詣
の
深
い
著
者
が
、
ゲ
ー
テ

の
色
彩
論
、ユ
ン
グ
と
パ
ウ
リ
の
共
時
性
論
、《
濃
縮
》
の
理
論
等
を
も
縦
横
に
援
用
し
つ
つ
、

世
界
救
世
教
の
開
祖
、
岡
田
茂
吉
の
思
想
へ
人
智
学
の
立
場
か
ら
肉
迫
す
る
。

四
六
判
ク
ロ
ス
装
一
八
三
頁　
一
九
〇
〇
円

仏
陀
か
ら
キ
リス
トへル

ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

西
川
隆
範
編
訳

二
十
世
紀
最
大
の
神
秘
学
者
が
、
古
代
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
お
け
る
仏
陀
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
、

そ
し
て
ナ
ー
タ
ン
系
と
ソ
ロ
モ
ン
系
の
《
二
人
の
イ
エ
ス
》
の
劇
的
な
出
会
い
を
、
さ
ら
に

は
そ
れ
ら
諸
教
の
、
と
り
わ
け
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
内
的
関
連
を
説
く
衝
撃
的
な
仏
教
論

集
。 

四
六
判
一
八
四
頁　

二
〇
〇
〇
円

霊
界
の
境
域

Ｒ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

西
川
隆
範
訳

霊
的
認
識
の
諸
段
階
と
瞑
想
行
を
巡
る
諸
問
題
を
包
括
的
に
論
じ
、
多
く
の
人
智
学
徒
の
導

き
の
書
と
も
な
っ
て
い
る
表
題
作
に
、「
霊
的
認
識
の
階
梯
」、「
宇
宙
論
・
宗
教
・
哲
学
」

の
二
論
文
を
も
収
録
し
て
、
著
者
後
期
の
人
智
学
的
霊
学
の
核
心
に
迫
る
重
要
著
作
。

 

四
六
判
二
七
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

蓮
華
の
書

メ
イ
ベ
ル
・
コ
リ
ン
ズ　

西
川
隆
範
訳

ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
夫
人
の
親
密
な
友
人
に
し
て
、《
神
智
学
協
会
の
最
高
の
作
家
の
ひ
と
り
》

と
称
さ
れ
た
英
国
の
小
説
家
が
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
神
殿
と
都
市
を
舞
台
に
、
ひ
と
り
の
少

年
の
霊
的
な
覚
醒
と
成
長
、
秘
儀
と
闘
争
の
中
で
の
転
生
を
描
く
驚
く
べ
き
神
秘
小
説
。

 

四
六
判
一
六
六
頁　

二
〇
〇
〇
円

偉
大
な
秘
儀
参
入
者
た
ち 

エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
シ
ュ
レ
ー

西
川
隆
範
＋
河
野
和
子
＋
槙
野
か
お
り
＋
金
子
孝
行
＋
川
杉
哲
子
訳

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
高
弟
が
、古
代
の
秘
儀
、そ
し
て
ラ
ー
マ
、ク
リ
シ
ュ

ナ
、
ヘ
ル
メ
ス
、
モ
ー
セ
、
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
そ
し
て
イ
エ

ス
の
八
人
の
秘
儀
参
入
者
た
ち
の
霊
的
生
涯
と
思
想
と
を
活
写
し
、
十
九
世
紀
末
の
オ
カ
ル

ト
復
興
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
魂
の
書
。 

13.1　

四
六
判
五
一
七
頁　

四
八
〇
〇
円

ヒエロニムス・ボッス
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
レ
ン
ガ
ー　

麻
原
雄
訳

プ
ラ
ド
美
術
館
の
《
快
楽
の
園
》
に
よ
っ
て
あ
ま
り
に
も
名
高
い
ボ
ッ
ス
と
、
当
時
の
オ
カ

ル
ト
・
グ
ル
ー
プ
、
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
秘
教
的
伝
統
と
の
関
係
を
克
明
に
追
求
し
、

ボ
ッ
ス
の
作
品
に
新
し
く
決
定
的
な
照
明
を
あ
て
た
瞠
目
す
べ
き
研
究
。

近
刊



209

神
秘
学
叢
書

パラ
ケルスス
と
そ
の
周
辺アレク

サ
ン
ド
ル
・
コ
イ
レ　

鶴
岡
賀
雄
訳

後
に
著
名
な
科
学
史
家
と
な
っ
た
コ
イ
レ
は
、
ヤ
コ
ブ
・
ベ
ー
メ
を
初
め
と
す
る
十
六
世
紀

の
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
の
犀
利
な
研
究
者
で
も
あ
っ
た
。パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
、シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ク
フ
ェ

ル
ト
、
フ
ラ
ン
ク
、
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
の
四
人
の
神
秘
家
た
ち
に
つ
い
て
の
貴
重
な
研
究
。

 

四
六
判
二
八
五
頁　

三
〇
〇
〇
円
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ロ
サ
・
ミ
ス
テ
ィ
カ
叢
書

ロ
サ・ミス
ティカ
叢
書

近
代
の
オ
カ
ル
ト
的
思
考
は
か
つ
て
な
い
拡
が
り
と
深
さ
と
を
獲
得
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
人
智
学
的
諸
著
作
か
ら
現
代
日
本
の
オ
カ
ル
ト
小
説

ま
で
、
現
代
と
い
う
切
迫
し
た
危
機
の
時
代
に
お
け
る
霊
的
、
オ
カ
ル
ト
的
作
品
を
幅
広
く

紹
介
す
る
。 

四
六
判
上
製

シュタ
イ
ナ
ー
思
想
入
門

西
川
隆
範

こ
の
今
世
紀
最
大
の
神
秘
学
者
の
劇
的
な
生
涯
、
そ
し
て
《
ア
カ
シ
ャ
年
代
記
》
に
基
づ
い

た
そ
の
壮
大
な
宇
宙
論
、
人
間
論
を
平
易
、
簡
潔
に
説
く
好
個
の
入
門
書
。
苦
難
に
満
ち
た

こ
の
人
生
に
お
い
て
、霊
的
認
識
と
修
行
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
人
々
へ
の
小
さ
な
贈
り
物
。

二
一
二
頁　

二
〇
〇
〇
円

道
元
とシュタ
イ
ナ
ー

塚
田
幸
三

〈
道
元
が
十
三
世
紀
に
説
い
た
神
秘
思
想
を
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
二
十
世
紀
に
再
び
説
い
た

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
〉。『
正
法
眼
蔵
』
と
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
人
智
学
の
な
か

に
〈
輪
廻
〉
と
〈
カ
ル
マ
〉
に
つ
い
て
の
思
考
を
さ
ぐ
り
、
道
元
の
仏
教
と
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

人
智
学
の
共
通
の
基
盤
を
探
求
す
る
斬
新
な
試
み
。 

13.1　

二
六
五
頁　

二
八
〇
〇
円

聖
別
さ
れ
た
肉
体

横
山
茂
雄

つ
い
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
に
至
る
ナ
チ
ズ
ム
と
、
ア
ド
ル
フ
・
ラ
ン
ツ
（
さ
ら
に
は
ブ
ラ

ヴ
ァ
ツ
キ
ー
…
…
）
等
の
オ
カ
ル
ト
進
化
＝
人
種
論
と
の
深
く
か
つ
微
妙
な
関
係
、
現
代
史

の
影
の
部
分
と
も
い
う
べ
き
こ
の
問
題
に
、
気
鋭
の
英
文
学
者
が
夥
し
い
文
献
を
渉
猟
し
つ

つ
肉
迫
す
る
。 

三
九
八
頁　

三
五
〇
〇
円

ア
ク
ア
リ
ウ
ムの
夜

稲
生
平
太
郎

邪
教
白
神
教
の
影
の
下
に
、
謎
め
い
た
老
人
の
《
チ
ベ
ッ
ト
紀
行
》
に
導
か
れ
て
、《
ぼ
く
》

と
良
子
は
、
水
族
館
の
地
下
へ
と
…
…
。
恐
る
べ
き
《
闇
の
力
》
に
翻
弄
さ
れ
る
若
者
た
ち

の
運
命
を
新
進
の
幻
想
文
学
研
究
家
が
渾
身
の
力
を
こ
め
て
書
下
し
た
衝
撃
の
サ
イ
キ
ッ

ク
・
ホ
ラ
ー
。 

二
六
六
頁　

二
〇
〇
〇
円

四
季
の
宇
宙
的
イマジ
ネ
ーション

Ｒ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

西
川
隆
範
訳

秘
儀
参
入
の
道
と
し
て
の
四
季
の
魂
的
、
霊
的
体
験
の
た
め
に
、
四
季
の
秘
密
を
四
つ
の
壮

大
な
宇
宙
的
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ち
に
解
明
し
、
四
季
の
中
で
の
四
人
の
大
天
使
の
協

働
を
讃
え
た
著
者
最
晩
年
の
連
続
講
演
。
人
智
学
的
福
音
書
ペ
リ
コ
ー
ペ「
日
曜
日
の
福
音
」

を
付
す
。 

二
二
〇
頁　

二
〇
〇
〇
円

輪
廻
転
生
と
カルマ

Ｒ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

西
川
隆
範
訳

極
め
て
複
雑
で
錯
綜
し
た
輪
廻
転
生
と
カ
ル
マ
の
問
題
を
巡
っ
て
、
人
類
の
霊
的
指
導
者
間

で
エ
ー
テ
ル
体
等
の
い
か
な
る
譲
渡
が
行
わ
れ
た
か
を《
霊
的
経
済
》の
名
の
下
に
説
く「
霊

的
経
済
の
原
理
」、「
人
智
学
運
動
の
カ
ル
マ
」
等
を
収
録
し
、
著
者
の
カ
ル
マ
観
の
一
面
を

示
す
。 

二
四
七
頁　

二
五
〇
〇
円

神
秘
主
義
と
現
代
の
世
界
観Ｒ・

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

西
川
隆
範
訳

近
代
の
《
新
し
い
自
然
科
学
の
認
識
に
浸
透
さ
れ
つ
つ
》、エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
、パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
、

ベ
ー
メ
か
ら
ブ
ル
ー
ノ
、
シ
レ
ジ
ウ
ス
に
至
る
西
欧
中
世
の
九
人
の
大
神
秘
家
た
ち
の
思
想

の
今
日
的
意
味
を
問
う
、著
者
の
オ
カ
ル
ト
的
思
考
の
出
発
点
を
示
す
最
初
期
の
重
要
著
作
。

二
一
九
頁　

二
〇
〇
〇
円
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ロ
サ
・
ミ
ス
テ
ィ
カ
叢
書

黙
示
録
の
秘
密

Ｒ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

西
川
隆
範
訳

聖
書
中
、
最
も
難
解
と
さ
れ
る
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
の
驚
く
べ
き
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
、
来
る
べ
き
時

代
、
地
球
が
ア
ス
ト
ラ
ル
的
天
体
に
変
化
し
、
人
間
が
霊
界
へ
再
上
昇
す
る
時
代
を
描
い
た

も
の
と
捉
え
、《
六
六
六
》
の
謎
を
著
者
独
自
の
壮
大
な
霊
学
に
よ
っ
て
解
明
す
る
秘
教
的

黙
示
録
論
。 

二
六
三
頁　

二
五
〇
〇
円

創
世
記
の
秘
密

Ｒ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

西
川
隆
範
訳

旧
約
聖
書
創
世
記
冒
頭
の
物
語
は
ポ
ラ
ー
ル
時
代
、
ヒ
ュ
ペ
ル
ボ
レ
ア
ス
時
代
、
レ
ム
リ
ア

時
代
の
出
来
事
を
描
い
た
も
の
だ
、
と
す
る
著
者
が
、
創
世
記
の
言
語
の
忘
れ
ら
れ
た
霊
的

な
意
味
を
、
そ
し
て
宇
宙
進
化
の
頂
点
た
る
《
人
間
》
の
責
任
を
深
く
考
察
す
る
著
者
唯
一

の
旧
約
論
。 

二
〇
三
頁　

二
〇
〇
〇
円

世
界
史
の
秘
密

Ｒ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

西
川
隆
範
訳

ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ
と
エ
ン
キ
ド
ゥ
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
、
背
教
者
ユ
リ
ア
ヌ
ス
、
コ
ペ
ル

ニ
ク
ス
、
カ
ン
ト
等
の
輪
廻
転
生
を
極
め
て
具
体
的
に
説
き
明
か
し
つ
つ
、
世
界
史
の
背
後

に
存
在
す
る
霊
的
な
力
の
解
明
に
挑
む
ス
リ
リ
ン
グ
な
連
続
講
演
集
。

 

一
四
七
頁　
一
五
〇
〇
円

人
智
学
指
導
原
則

Ｒ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

西
川
隆
範
訳

一
般
人
智
学
協
会
の
出
発
に
当
っ
て
、「
協
会
の
な
か
に
は
統
一
的
な
意
識
が
生
じ
る
べ
き

で
あ
る
」
と
考
え
た
著
者
が
、
病
の
床
に
あ
っ
て
、
最
後
の
力
を
振
り
し
ぼ
っ
て
人
智
学
の

内
容
を
あ
ら
た
め
て
整
理
、
発
展
さ
せ
た
人
智
学
徒
の
必
読
書
。「
人
智
学
的
共
同
体
形
成
」

を
付
す
。 

一
三
九
頁　
一
五
〇
〇
円

西
洋
の
光
の
な
かの
東
洋

Ｒ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

西
川
隆
範
訳

フ
ラ
ン
ス
世
紀
末
の
神
秘
学
者
シ
ュ
レ
ー
の
『
ル
シ
フ
ァ
ー
の
子
供
た
ち
』
の
上
演
に
触
発

さ
れ
た
著
者
が
、
イ
ン
ド
に
代
表
さ
れ
る
東
洋
の
霊
性
を
、
西
洋
的
薔
薇
十
字
的
神
秘
学
に

よ
っ
て
解
明
し
、信
仰
か
ら
ル
シ
フ
ァ
ー
的
霊
認
識
へ
の
必
然
的
移
行
を
説
く
連
続
講
演
集
。 

 

二
五
一
頁　

二
五
〇
〇
円

霊
視
と
霊
聴

Ｒ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

西
川
隆
範
訳

薔
薇
十
字
的
瞑
想
修
行
に
よ
っ
て
霊
視
と
霊
聴
に
至
る
た
め
の
理
論
と
具
体
的
プ
ロ
セ
ス

を
、
基
礎
か
ら
、
深
遠
で
難
解
な
核
心
部
に
至
る
ま
で
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
公
開
す
る
極
め

て
秘
教
的
な
連
続
講
演
集
。《
こ
の
道
を
歩
む
者
は
確
実
に
超
感
覚
的
世
界
に
参
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
》。 

一
八
七
頁　

二
〇
〇
〇
円

社
会
改
革
案

Ｒ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

西
川
隆
範
訳

勃
興
す
る
労
働
運
動
と
迫
り
く
る
《
世
界
大
戦
》
の
危
機
を
前
に
し
て
社
会
問
題
、
労
働
問

題
の
根
本
的
な
解
決
を
め
ざ
し
た
著
者
が
、
近
代
の
技
術
と
資
本
に
よ
っ
て
傷
つ
い
た
《
人

間
と
人
間
社
会
を
、
社
会
有
機
体
を
癒
そ
う
》
と
す
る
《
社
会
有
機
体
三
分
節
化
》
の
試
み

に
つ
い
て
語
っ
た
四
講
演
を
収
録
す
る
。 

11.2　

二
五
一
頁　

二
五
〇
〇
円

釈
迦･

観
音･

弥
勒
と
は
誰
か

Ｒ・シュタイ
ナ
ー
、Ｈ・ベッ
ク
、Ｖ・Ｊ・シュタイン
、Ｒ・カ
ル
ー
ツ　
西
川
隆
範
編
訳

原
始
仏
教
か
ら
、《
人
類
の
救
済
》
を
め
ざ
す
大
乗
仏
教
へ
の
発
展
に
は
、
キ
リ
ス
ト
の
出

現
、
そ
の
死
と
復
活
が
霊
的
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
シ
ュ
タ

イ
ナ
ー
派
の
五
人
の
仏
教
学
者
が
釈
迦
・
観
音
・
弥
勒
の
宇
宙
的
働
き
と
大
乗
仏
教
成
立
の

意
味
を
問
う
。 

二
一
三
頁　

二
〇
〇
〇
円
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シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
・
医
学

シュタ
イ
ナ
ー
教
育
・
医
学

小
児
科
診
察
室 
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
・
医
学
か
ら
の
子
育

て
読
本 

Ｍ
・
グ
レ
ッ
ク
ラ
ー
／
Ｗ
・
ゲ
ー
ベ
ル　

入
間
カ
イ
訳

乳
児
期
か
ら
青
年
期
ま
で
、「
教
育
と
医
学
の
つ
な
が
り
」
か
ら
子
ど
も
の
発
達
の
全
体
を

支
え
る
新
し
い
育
児
書
。
数
多
く
の
言
語
に
訳
さ
れ
て
世
界
中
で
読
み
つ
が
れ
て
き
た
、
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
の
「
私
ら
し
さ
」
を
育
て
る
た
め
の
育
児
百
科
。
増
補
改
訂
版

 
17.7　

Ａ
５
判
五
七
六
頁
＋
別
丁
図
版
四
八
頁
＋
別
刷
付
録
八
頁　

五
〇
〇
〇
円

乳
幼
児
の
た
めのシュタ
イ
ナ
ー
保
育

バ
ー
ナ
デ
ッ
ト
・
ラ
イ
チ
ェ
ル　

入
間
カ
イ
訳

世
界
で
最
初
に
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
に
も
と
づ
い
た
保
育
園
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
設
立

し
、
運
営
し
つ
づ
け
て
き
た
著
者
が
、
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
〈
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
保
育
〉
の
可

能
性
―
―
そ
の
理
論
と
実
践
の
す
べ
て
を
語
る
。

四
六
判
三
一
六
頁　

二
五
〇
〇
円

シュタイ
ナ
ー
学
校
の
全
カ
リ
キュラム 

第
１
〜
第
８
学
年
編

ド
ル
ナッハ・
ゲ
ー
テ
ア
ヌ
ム
教
育
部
門
と
自
由
ヴ
ァル
ド
ル
フ
連
盟
教
育
研
究
部
門
合
同
プロ
ジェク
ト

鳥
山
雅
代
＋
ヴ
ィ
リ
ギ
リ
ウ
ス
・
フ
ォ
ー
グ
ル
訳

ヴ
ァ
ル
ド
ル
フ
学
校
の
経
験
豊
か
な
教
師
た
ち
が
、シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
教
育
理
念
を
ふ
ま
え
、

教
育
者
の
創
造
性
を
う
な
が
し
、
子
ど
も
の
自
発
的
な
力
を
導
き
、
育
む
た
め
に
著
し
た
実

践
的
な
「
授
業
作
り
の
提
案
」。
普
遍
的
な
授
業
実
践
の
た
め
の
手
引
き
。 

21.1　

Ａ
５
判
二
九
〇
頁　

三
五
〇
〇
円

シュタ
イ
ナ
ー
教
育
基
本
指
針 

Ⅰ

ラ
イ
ナ
ー
・
パ
ツ
ラ
フ
、ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
マ
ッ
キ
ー
ン
他　

入
間
カ
イ
訳

ヴ
ァ
ル
ド
ル
フ
教
育
は
、
学
校
、
幼
稚
園
・
保
育
園
で
の
実
践
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
人
び

と
の
自
律
性
と
創
造
性
を
高
め
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
？　

日
本
独
自
の
、
乳
幼
児
教

育
の
基
本
指
針
を
創
っ
て
ゆ
く
た
め
の
基
本
指
針
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
に
関
心
を
よ
せ
る

す
べ
て
の
人
の
必
読
書
。 

14.2　

四
六
判
二
四
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

シュタ
イ
ナ
ー
教
育
基
本
指
針
Ⅱ 

三
歳
か
ら
九
歳
ま
で

ラ
イ
ナ
ー
・
パ
ツ
ラ
フ
、
ヴ
ォル
フ
ガ
ン
グ
・
ザ
スマン
スハ
ウ
ゼ
ン　

入
間
カ
イ
訳

〈
人
間
の
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
も
の
は
何
か
？
〉　

幼
児
期
か
ら
少
年
期
へ
の
心
身
の
健

全
な
成
長
を
う
な
が
す
「
健
康
生
成
」
の
理
念
と
実
践
。
保
育
園
・
幼
稚
園
教
育
と
学
校
教

育
の
連
携
を
め
ざ
す
持
続
的
・
統
合
的
な
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
。

15.2　

四
六
判
一
九
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

あ
る
く
・は
な
す・か
ん
が
え
る 

ウ
ル
リ
ケ
・
ペ
ッ
タ
ー
講

義
録 

ウ
ル
リ
ケ
・
ペッ
タ
ー　

入
間
カ
イ
訳

「
主
体
性
の
基
盤
」
は
、子
ど
も
が
自
分
の
意
志
で
立
ち
上
が
り
、歩
き
出
し
、言
葉
を
発
し
、

そ
の
言
葉
で
自
己
を
表
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
国
や
地
域
を
こ
え
て
、
現
代
社
会
の
多
様
性

に
応
じ
た
教
育
実
践
の
在
り
方
を
解
く
。
二
〇
一
六
年
夏
、
大
阪
で
の
二
日
間
に
わ
た
る
連

続
講
義
の
記
録
。 

21.2　

四
六
判
一
五
七
頁　

二
〇
〇
〇
円

日
本
のシュタ
イ
ナ
ー
幼
稚
園

高
橋
弘
子

日
本
で
最
初
の
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
幼
稚
園
の
創
設
者
が
、
自
ら
の
実
践
を
通
じ
た
具
体
例
を
豊

富
に
ま
じ
え
な
が
ら
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
幼
児
教
育
の
基
本
的
な
考
え
方
と
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
保
育
の
実
際
を
平
易
に
紹
介
す
る
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
幼
児
教
育
へ
の
最
良
の
入
門
書
。

四
六
判
二
一
〇
頁　

二
〇
〇
〇
円
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シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
・
医
学

シュタ
イ
ナ
ー
幼
稚
園
の
う
た

高
橋
弘
子
編

ド
イ
ツ
の
、
そ
し
て
日
本
の
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
幼
稚
園
で
う
た
わ
れ
て
い
る
《
流
れ
ゆ
く
雲
の

よ
う
な
》、《
雨
の
降
る
音
の
よ
う
な
》
美
し
い
う
た
、
楽
し
い
う
た
を
、
楽
譜
と
と
も
に

六
十
五
曲
収
録
す
る
日
本
で
た
だ
一
冊
の
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
幼
稚
園
歌
曲
集
。
お
と
な
も
こ
ど

も
も
、
さ
あ
、
う
た
い
ま
し
ょ
う
！ 

10.6　

Ｂ
５
判
並
製
五
六
頁　
一
〇
〇
〇
円

シュタ
イ
ナ
ー
教
育
か
ら〝
み
ふ
じ
〞の
保
育へ高

橋
明
男

日
本
で
最
初
に
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
を
と
り
い
れ
た
那
須
み
ふ
じ
幼
稚
園
の
四
十
五
年
を
ふ

り
か
え
り
、
そ
の
地
域
の
文
化
に
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
が
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
の
か
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
の
幼
児
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
を
、教
諭
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、日
々

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
と
お
し
て
考
察
す
る
。 

21.9　

四
六
判
二
四
〇
頁　

二
五
〇
〇
円

七
歳
ま
での
人
間
教
育 

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
幼
稚
園
と
幼
児
教

育 

エ
リ
ザ
ベ
ト
・
Ｍ
・
グ
ル
ネ
リ
ウ
ス　

高
橋
巌
・
高
橋
弘
子
訳

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
遺
志
を
ひ
き
つ
ぎ
、
そ
の
思
想
に
基
づ
い
て
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ

ト
ガ
ル
ト
に
お
け
る
最
初
の
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
幼
稚
園
を
設
立
し
た
著
者
が
、
未
来
の
教
育
者

に
む
け
て
語
り
か
け
た
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
幼
児
教
育
の
原
点
。
子
ど
も
に
子
ど
も
の
世
界
を

か
え
し
、
子
ど
も
た
ち
の
魂
の
開
花
に
立
ち
会
う
喜
び
。 

四
六
判
一
五
四
頁　
一
五
〇
〇
円

遊
び
と
ファン
タ
ジ
ー 

親
子
で
考
え
る
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
幼
児

教
育 

ク
リ
ス
チ
ア
ー
ネ
・
ク
ー
テ
ィ
ク　

森
章
吾
訳

子
供
の
創
造
性
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
そ
し
て
の
び
や
か
さ
を
ど
う
育
ん
で
ゆ
く
の
か
。
幼
稚

園
や
保
育
園
ば
か
り
で
は
な
く
、
家
庭
で
の
、
ま
た
友
人
た
ち
と
の
グ
ル
ー
プ
で
の
毎
日
の

育
児
の
な
か
に
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
の
考
え
方
を
い
か
す
た
め
の
新
し
い
育
児
読
本
。 

四
六
判
並
製
二
六
七
頁　

二
五
〇
〇
円

九
歳
児
を
考
え
る

ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ェ
プ
ケ　

森
章
吾
訳

成
長
の
「
節
目
」
で
あ
る
九
歳
前
後
の
子
ど
も
た
ち
を
い
か
に
手
助
け
で
き
る
の
か
。
具
体

例
を
手
掛
か
り
に
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
の
立
場
か
ら
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
自
由
と
創
造
性
へ
向
か
っ
て
導
く
た
め
の
考
え
方
と
実
践
的
指
針
を
示
す
。

四
六
判
並
製
二
一
六
頁　

二
〇
〇
〇
円

子
供
の
叱
り
方 

子
供
の
教
育
と
自
己
教
育
に
お
け
る《
罰
》

エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ガ
ー
ベ
ル
ト
／
ゲ
オ
ル
ク
・
ク
ニ
ー
ベ　

森
章
吾
訳

子
供
を
《
叱
る
》
と
い
う
こ
の
困
難
な
問
題
を
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
の
観
点
か
ら
深
く
考
察

し
、
実
践
的
な
指
針
を
も
与
え
て
く
れ
る
稀
有
な
書
。《
怒
り
の
背
後
に
は
、
よ
り
高
次
な

も
の
が
感
じ
と
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
》。

四
六
判
並
製
二
二
二
頁　

二
〇
〇
〇
円

魂
の
保
護
を
求
め
る
子
ど
も
た
ち

ト
ー
マ
ス
・
Ｊ
・
ヴ
ァ
イ
ス　

高
橋
明
男
訳

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
思
想
に
も
と
づ
く
障
害
児
の
た
め
の
治
療
教
育
共
同
体《
キ
ャ
ン
プ
ヒ
ル
》

の
創
立
者
の
ひ
と
り
が
種
々
の
障
害
を
発
達
の
観
点
か
ら
考
察
し
、
治
療
法
、
対
処
の
基
本

姿
勢
、
周
囲
の
人
々
の
変
化
の
必
要
性
を
説
く
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
治
療
教
育
の
古
典
。

 

四
六
判
二
九
六
頁　

二
八
〇
〇
円

子
ど
も
の
絵
こ
と
ば 

ミ
ヒ
ャ
エ
ラ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス　

高
橋
明
男
訳

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
自
身
に
学
ん
だ
ド
イ
ツ
の
女
性
美
術
教
育
家
に
よ
る
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育

か
ら
の
児
童
絵
画
論
。
幼
児
の
絵
画
を
身
体
と
心
の
発
達
を
映
し
出
す
も
の
と
捉
え
、
児
童

画
の
理
解
に
新
し
い
展
望
を
開
く
画
期
的
論
考
。 Ａ

４
変
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
九
五
頁　

三
〇
〇
〇
円
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シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
・
医
学

シュタ
イ
ナ
ー
学
校
の
算
数
の
時
間

エ
ル
ン
ス
ト
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト　

森
章
吾
訳

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
の
数
学
の
分
野
の
第
一
人
者
が
、
子
供
た
ち
に
初
め
て
算
数
を
教
え
る

さ
い
の
基
本
的
な
考
え
方
を
具
体
例
を
ま
じ
え
て
明
快
に
説
き
、《
点
数
を
と
る
た
め
の
算

数
》
で
は
な
く
、
内
的
な
力
を
育
む
算
数
へ
と
い
た
る
道
を
示
す
。

四
六
判
並
製
一
七
三
頁　
一
五
〇
〇
円

シュタ
イ
ナ
ー
学
校
の
英
語
の
時
間

ロ
イ
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン　

飯
野
一
彦
訳

《
子
供
た
ち
へ
の
取
り
組
み
方
は
芸
術
的
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。》
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育

の
研
究
・
実
践
に
七
十
余
年
取
り
組
ん
で
き
た
著
者
が
、
自
ら
の
教
師
経
験
を
ふ
ま
え
て
書

い
た
「
英
語
教
育
」
の
実
践
的
な
手
引
。

13.11　

四
六
判
並
製
一
八
四
頁　

二
二
〇
〇
円

シュタ
イ
ナ
ー
学
校
は
教
師
に
何
を
求
め
る
か 

授
業

形
成
と
内
面
性 

ク
リ
ス
ト
フ
・
ヴ
ィ
ー
ヒ
ェ
ル
ト　

入
間
カ
イ
訳

今
日
の
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
運
動
の
国
際
的
な
指
導
者（
ゲ
ー
テ
ア
ヌ
ム
教
育
部
門
代
表
）が
、

《
子
ど
も
の
な
か
に
現
れ
よ
う
と
す
る
霊
的
な
個
性
に
対
す
る
限
り
な
い
畏
敬
の
念
》
を
こ
め

て
、
学
校
運
営
の
具
体
的
な
問
題
か
ら
、
教
員
会
議
、
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
き
わ

め
て
内
的
な
領
域
ま
で
を
広
く
、
深
く
解
き
明
か
す
。 

四
六
判
一
九
八
頁　

二
〇
〇
〇
円

メルヘン
論

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

高
橋
弘
子
訳

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
そ
の
も
の
を
創
始
し
た
ド
イ
ツ
の
思
想
家
＝
神
秘
学
者
が
、
グ
リ
ム
童

話
や
世
界
各
地
の
童
話
を
例
に
、《
人
間
の
魂
の
最
奥
の
深
み
》
か
ら
湧
き
出
る
最
も
根
源

的
な
も
の
と
し
て
の
童
話
＝
メ
ル
ヘ
ン
を
独
自
の
霊
学
的
観
点
か
ら
具
体
的
に
解
明
す
る
。

 

四
六
判
二
三
三
頁　

二
〇
〇
〇
円

メルヘンの
世
界
観 

ヨ
ハ
ネ
ス
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー　

高
橋
明
男
訳

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
学
ん
だ
ド
イ
ツ
の
人
智
学
者
＝
教
育
者
が
、
メ
ル
ヘ
ン
、
と

り
わ
け
グ
リ
ム
童
話
と
日
本
の
民
話
に
秘
め
ら
れ
た
深
い
意
味
、
人
類
の
歴
史
と
人
間
の
成

長
を
め
ぐ
る
深
い
叡
知
の
意
味
を
説
き
明
か
す
日
本
で
の
連
続
講
演
集
。 

四
六
判
二
二
一
頁　

二
二
〇
〇
円

幼
児
の
た
めのメルヘン

ス
ー
ゼ
・
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
編　

高
橋
弘
子
訳

子
供
た
ち
の
魂
の
奥
深
く
に
働
き
か
け
、子
供
た
ち
の
主
体
性
と
独
創
性
を
育
む
メ
ル
ヘ
ン
。

世
界
中
の
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
幼
稚
園
で
語
り
継
が
れ
、
ま
た
教
材
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
定
評

あ
る
メ
ル
ヘ
ン
集
。

四
六
判
一
三
〇
頁　
一
八
〇
〇
円

ハンス
と
リンゴの
種ブ

ロ
ン
ヤ
・
ツ
ァ
ー
リ
ン
ゲ
ン
編　

高
橋
弘
子
訳

メ
ル
ヘ
ン
の
果
樹
園
に
よ
う
こ
そ
！　

子
供
た
ち
に
生
き
る
喜
び
と
生
き
る
力
を
与
え
、
創

造
の
泉
へ
と
誘
う
メ
ル
ヘ
ン
。
子
供
た
ち
が
輝
く
笑
顔
を
取
り
戻
す
た
め
の
二
十
二
篇
の
珠

玉
の
メ
ル
ヘ
ン
を
明
快
で
香
り
高
い
訳
文
に
よ
っ
て
お
く
る
。

四
六
判
一
七
二
頁
＋
別
丁
図
版
八
頁　

二
〇
〇
〇
円

バイ
オ
グ
ラ
フィー・ワ
ー
ク
入
門 【
新
装
版
】

グ
ー
ド
ル
ン
・
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト　

樋
原
裕
子
訳

《
わ
た
し
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
。》
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
思
想
に
も
と
づ
く
ア
ン

ト
ロ
ポ
ゾ
フ
ィ
ー
医
学
か
ら
生
ま
れ
た
、自
ら
の
人
生
を
自
伝
的
文
章
や
詩
、絵
な
ど
に
よ
っ

て
振
り
返
り
、
よ
り
よ
い
人
生
を
お
く
る
た
め
の
実
践
の
数
々
を
紹
介
す
る
。

 
22.9

（06.8

）　

四
六
判
三
一
九
頁　

三
〇
〇
〇
円
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シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
・
医
学

時
代
病
と
し
ての
癌
の
克
服

リ
タ
・
ル
ロ
ア　

高
橋
弘
子
＋
高
橋
明
男
訳

晩
年
の
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
出
会
い
、
彼
の
示
唆
に
も
と
づ
く
癌
の
研
究
に
長
年
、

従
事
し
て
き
た
著
者
が
、シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
医
学
の
基
本
と
ヤ
ド
リ
木
製
剤
（
イ
ス
カ
ド
ー
ル
）

に
よ
る
癌
治
療
の
理
論
と
実
際
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
付
論
＝
堀
雅
明

 

四
六
判
一
五
七
頁　
一
八
〇
〇
円

アン
トロ
ポ
ゾ
フィー
医
学
の
本
質 【
新
装
版
】

ル
ド
ル
フ・シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
＋
イ
タ・
ヴ
ェ
ー
グ
マ
ン　
浅
田
豊
＋
中
谷
三
恵
子
訳

〈
健
康
に
な
る
た
め
に
は
、
体
、
エ
ー
テ
ル
体
、
ア
ス
ト
ラ
ル
体
、
そ
し
て
自
我
の
、
崩
れ

た
バ
ラ
ン
ス
を
再
び
取
り
戻
す
治
療
薬
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。〉
一
九
三
五
年
、
シ
ュ

タ
イ
ナ
ー
が
迫
り
く
る
死
の
三
日
前
ま
で
、
最
後
の
力
を
振
り
し
ぼ
っ
て
推
敲
を
続
け
た
最

後
の
著
書
。 

22.8

（13.4

）　

四
六
判
一
八
五
頁　

二
五
〇
〇
円

医
学
は
霊
学
か
ら
何
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー　

中
村
正
明
訳

二
十
世
紀
最
大
の
神
秘
学
者
と
し
て
、
ま
た
〈
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
〉
の
提
唱
者
と
し
て
知

ら
れ
る
著
者
が
、迫
り
く
る
死
の
影
の
下
に
、霊
学
と
医
学
の
深
い
つ
な
が
り
に
つ
い
て
語
っ

た
連
続
講
演
。
今
日
の
あ
ま
り
に
も
唯
物
的
な
医
学
の
彼
方
へ
歩
も
う
と
す
る
人
々
の
必
読

書
。 
四
六
判
一
〇
七
頁　
一
五
〇
〇
円



御
注
文
に
つ
い
て
│
│

◉　
小
社
は一
九
八
一
年
に《
書
肆
風
の
薔
薇
》と
し
て
創
立
さ
れ
、
八
六
年
に
は
白
馬
書
房
と
業
務
提
携
し
、
九
一
年
十
一
月
に
現
在
の
社
名
と
な
り
ま
し
た
。

◉　
本
目
録
に
は
、
創
業
以
来
、
二
〇
二
三
年
七
月
ま
で
の
刊
行
図
書
全
点
、
お
よ
び
白
馬
書
房
の
在
庫
図
書
全
点
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す（
書
名
の
下
に
★
印
を
付

し
た
も
の
が
白
馬
書
房
の
刊
行
物
で
す
）。

◉　
価
格
は
す
べ
て
二
〇
二
三
年
七
月
現
在
の
税
抜
き
価
格
で
す
。
書
店
店
頭
で
お
求
め
の
際
等
に
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
消
費
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
増
刷
時

等
に
価
格
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◉　
初
版
刊
行
の
年
月
は（
二
〇
〇
九
年
秋
以
降
の
新
刊
に
つ
い
て
の
み
）判
型
・
定
価
な
ど
の
表
記
の
前
に
、西
暦（
上
二
桁
は
省
略
）で
示
し
て
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば
、

「09.12

」と
あ
る
の
は
、「
二
〇
〇
九
年
十
二
月
」に
第
一
版
第
一
刷
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
増
補
版
、
新
版
、
新
装
版
等
の
刊
行
年
月
も
、
そ

れ
ら
の
版
の
刊
行
年
月
を
同
様
に
示
し
て
あ
り
ま
す
。（　

）内
に
あ
る
の
は
、
元
の
版
の
刊
行
年
月
で
す
。

◉　
製
本
様
式
は（
並
製
と
あ
る
場
合
を
除
き
）す
べ
て
上
製
本
で
す
。

◉　
本
目
録
中
の
本
は
全
国
ど
こ
の
書
店
で
も
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。
書
店
の
店
頭
に
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
書
店
に
御
注
文
く
だ
さ
い
。

◉　
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
で
も
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。〈
ｈ
ｏｎｔｏ
〉、〈
ｅ
‐
ｈ
ｏｎ
〉で
は
既
刊
の
全
点
を
取
扱
っ
て
い
ま
す
。英
語
、仏
語
等
の
外
国
語
の
書
籍
、日
英
・
日
仏
・

英
仏
等
の
二
カ
国
版
の
書
籍
は
、小
社
の
サ
イ
ト（https://suiseisha.stores.jp

）で
も
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、〈
ア
マ
ゾ
ン
〉に
は
、二
〇
一四
年
五
月
以
降
、

同
社
が
再
販
契
約
を
遵
守
し
、
定
価
販
売
を
励
行
す
る
ま
で
、
出
荷
を
停
止
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
同
サ
イ
ト
で
は
お
求
め
に
な
れ
ま
せ
ん
。

◉　
直
接
御
注
文
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
書
名
・
冊
数
と
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・e-m

ail

（eigyo-bu@
suiseisha.net

）等
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
そ
の
さ
い
、
税
込
み
価
格
に
次
の
荷
造
送
料
を
加
え
た
金
額
を
お
送
り
下
さ
い
。
入
金
を
確
認
次
第
、
送
本
致
し
ま
す
。
ま
た
、
代
金
引
換
郵
便
で
の

ご
注
文
も
う
け
た
ま
わ
っ
て
お
り
ま
す（
代
引
手
数
料
三
〇
〇
円
は
ご
負
担
下
さ
い
）。

荷
造
送
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
冊
数
に
か
か
わ
ら
ず
）税
込
み
価
格
合
計
額　

三
、〇
〇
〇
円
ま
で
…
…
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

三
、〇
〇
一
円
以
上
…
…
小
社
負
担

◉　
ご
送
金
は
現
金
書
留
ま
た
は
郵
便
振
替（
名
義
＝「
水
声
社
」、
口
座
番
号
〇
〇
一
八
〇
―
四
―
六
五
四一
〇
〇
）に
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

◉　
小
社
の
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
、〈
コ
メ
ッ
ト
・
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
〉が
二
〇
二
〇
年
八
月
に
発
足
致
し
ま
し
た
。
お
問
い
合
わ
せ
、
入
会
申
し
込
み
は
、e-m

ail

で〈com
et-bc@

suiseisha.net

〉ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

◉　﹇
書
店
様
へ
﹈小
社
の
取
次
店
は
、
ト
ー
ハ
ン
、
日
販
、
楽
天
ブ
ッ
ク
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
中
央
社
、
人
文
・
社
会
科
学
書
流
通
セ
ン
タ
ー
、
八
木
書
店
の
六
社
で
す
。


